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富 士谷 御杖 集 は、 本 所より 刊行し つ 、ある 國民 精神 文化に 關 する 文 獻 資料の 中 

思想家 著作 集の 一として 編纂す る ものである。 先賢に 就いて 其の 彰 すべき 遺業 

は 多い ので ある が、 國 語 學の荆 棘を披 ける 富 士谷成 章の 子と して その 學を繼 承す 

る と 共 に、 そ の學 より 出で て 一 家 獨特の 學的體 系を樹 てた 富士谷 御杖 は、 國 學 者と 

しても 極めて 特異なる 存在で あつ て、 其 の 遺業 の、 學 的體 系. 思 索 方 法に 於いて 注 

目す ベ きものなる 事 は. 近 來 漸く 認識せられ るに 至った。 それに も 拘らす 其の 著 

述 であって 公に せられた もの は 一 部に 過ぎ す. 主 著と 云 ふべ き 古事記 登に してな 

ほ大 3 ほの 刊行 を 見た に 止まる。 兹に本 所 は、 富 士谷 御杖の 著述 並びに 研究資料 を 

博く 搜査鬼 集す ると 共 に、 蒐 集せ る. 著述に よ つ て 適宜 卷を 編んで 印行す る ことと 

し た.^ 

本 集 第 一 卷には 所藏者 各位の 好意に よって 古事記 燈の 類を收 める ことが 出來 

た。 又 研究資料の 調资鬼 集に 就いては 文學 博士 松 井簡治 氏. 小 西大東 氏、 其 の 他の 

方より 種々 敎示を 得た. - 兹 に 記 し て 深謝す る 次第で あ る C 


窗士谷 御杖 無 第 一 卷の 校訂 並びに 解題 は、 本 所 研究 部^ 文學科 助手 志 田延義 が 

專ら之 を擔當 した C 
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富 士谷 御杖 小傳 

. 志 田 延義 

凡例に も 述べた やうに、 今までに 知り 得た 富士谷 御杖の 著述のう ち 整理 を 了へ たものから 本 集に 收め るので ある 

から、 小傳 以下の 記述 も 全部 罄理 した 上で 述 ぶべき であるが、 一般の 讀者 のために は 最初に 大略 を 記す 必要が あら 

うと 思 はれ、 又 大方の 教示、 協力 を俟 つて 本 集の 大成 を 期す る 上に は、 先づ 一 通りの 結 菜 を 揭げて 之 を 補 ひゆく 餘 

裕を存 し 置くべき であらう と 思 ふ。 

ふ じ たにみ つ ゑ  なりあきら 

御杖の 時代 富士谷 御杖 は、 京都に 在って 父 成 章の 擧を 承述 すると 共に、 その 和歌の 擧 より 出で て 自らの 擧的體 

系 を 樹立した 人であって、 國擧者 中、 特色 ある 形而上 舉的體 系 を 有する 點に 於いて、 其の 比類 を 見ない と 云 ふべき 

である。 

御杖の 父 成 章 は 本居宣 長より 八 年の 年少で あるが、 安永 八 年 (二 四 三 九)、 世に 謂 ふ 厄年の 四十 一 一歳で 殘 して ゐる。 

宣 長の 畢 世の 大著 『古事記 傳』 の 完成した 寬政十 年 (二 四 五八) は、 宜長 六十 九 歳、 御杖 三十 一 歳に 當る。 御杖の^ 

したの は 文政 六 年 (二 四 八 三) であって、 石 塚龍麼 等と 歿年を 同じく して ゐる。 又交涉 のあった 香 川 景樹と は 齢 を 同 

じくして ゐる。 是等 によって 御杖の 時代 を考 へる ことが 出來 ると 思 ふが、 十六 歳の 時 (天明 三年) に は 與謝蕪 村が 京 

都に 歿して 居り、 二十 三 歳の 時 (寬政 二 年) に は 異學の 禁が布 かれ、 四十 三 歳の 時 (文化 七 年) に は 『大 日本史』 紀傳 

が洋寫 して 朝廷に 獻 せられた。 又 其の 活動の 時期 は心學 運動の 進展と 略 並行して ゐ るので あって、 例へば 上 河 洪水 
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富士谷 御杖 小傳  二 

が 文化 十四 年に 歿して ゐる 如き 所に も 其の 相當る ことが 窺 はれる であらう。 

富 士谷氏 VJ 成 章 御杖の 父 成 章 は、 東 福 門院の 御殿 醫と云 ふ 皆 川 春 洞 (成 慶) の 二 男であって、 十九 歲 にして.：： 山士 

谷 氏の 養子と なった。 r 鴻儒 皆川洪 園』 によれば、 成 章の 同胞 併せて 九 人、 長女 は 儒者 合 E 如 玉 (名 は溫) に 嫁し、 ！：^ 

子 は洪園 (愿 )、 次女 は 院承仕 濱岡光 堅に 嫁し、 次男 は 卽ち成 章、 三女 は 夭し、 四 女 は 八 木 某に 嫁し、 五 女 は 大小：： 人 

駿河守 齋藤政 信に 嫁し、 三男 は 成 均 (字 は叔 則、 號は剛 中)、 四 男 は 堯泰、 出で て 寺 氏を繼 いだ。 

富 士谷氏 は、 筑後柳 川 藩 立 花 侯に 仕へ たのであって、 山內 3 石 維 氏の 「富 士谷成 章」 (『國 學院雜 き 第 第二 所 fr 

冨士谷 家の 略 系 を揭げ るなら ば、 


〇 種 


世 


名 紹務： 


大納言 秀長 卿に 仕へ、 沒 落の 後、 

浪人と なり、 姓.^ 河と いふ。 


--〇 高 知 ( 一 名紹 味) i I  

筑後柳 川 侯に 仕へ、 御用 人となり、 食 ft::,:: 石 

を 賜 はり、 侯の 命に依り 富士 谷の 姓と なる し 


三 世 

一 —〇 高 


一一 一一 口 


四 世 

•〇 保 


五 世 

〇 安 治 


六 世 

〇 尹 


. 千 重 子 J 

七 世 

〇 成 章 

告川春 洞の 二子に して 尹 數の養 

子と なり 富 士谷家 を相績 す。 


A 世 

.〇 成 元 ( 一 名 御杖) 


と ある。 種 興、 高 知に 就いて 一 名と ある 紹務、 紹味は 成 章、 御杖の 法名に 照して 法名で ある やうに 思 はれ、 尹數は 

墓銘 によれば 尹壽 であると 考 へられる。 御杖が 其の 『北 邊隨 筆』 (文化 十三 年 序 『百 家說 林』 正編 上卷 所收) 中の 「柚の 

清 様」 に 於いて、 

御杖が 八 世の 祖紹務 U 坐 右 剳 記のう ちに。 片桐石 見 殿 柚の 漬 やう。 (中略) と あり。 もとは 世々。 足利將 軍に つ 

かへ たりし が。 此紹務 は U 大和 大納言 秀長 卿に 仕へ たりし C 秀長 卿御沒 落の. -ち。 浪士 となりて 京に すみけ る 

程。 ゆ ゑ ありて。 その 男紹 味より。 筑後柳 川に つかへ ぬ C されば 此事。 紹務 やまとに 仕せ のうち。 石 見 殿に 親 

久 文して 聞きたり し 事なる べし。 

と 述べて ゐる。 平 井 武夫 氏の 「富 士谷 御杖 大人の 生活 (上)」 (『國 學院雜 ゆ i』 第二 十五 卷第 四號) によれば、 

小 河 彥ニ郎 後 II 務 

種 興 © 馬場 殿  . 

寬永八 年 十 H 廿 一日- 1 死 仕 候 

小河彥 一 郎、 六 兵衞、 後紹味 

^  m 山 田 殿 延寶 三年 二月 十四日 死 仕 候 七十 ニ歲 

f 矢 奉仕 松 藤宮好 樣兩殿 樣蒙御 懇命 高 二百 石 

Ji^ 領仕候 其 後， H- 改富士 谷 被 仰 付 候 

と あり、 富士 谷の 氏 は 其の 屋號 「ふしゃ」 によって 改めた ものである。 

成 章が 富士谷 家に 入った のに は、 柳川藩邸と皆川の家{^_-と相近かったことも^緣をなしてゐるのではなぃかと思 

富 士谷 御杖 小傳  三 


富 士谷 御杖 小傳  四 

ふ。 『近世 三十 六 家集 略傳』 に 「正 親 町 北邊」 と 云 ふ 富 士谷成 章の， は 筑後柳 川 藩邸 (現在 京都市に ，-:^れ へ.^ 所の 所在、 巾 

立賫通 洞院西 入) (『上京 區勢 耍覽』 による。) の構內 にあった と 云 ふべ く、 皆川洪 園の， } ^と 近かったり (山 木：；；： 呢 氏の^ 

聞せられ る 所では 洪 園の 宅と 向 ひあって 富士 谷の 宅が あつたと 云 ふこと で、 御杖の 晚 年の 生活に 於いて はどう あつ 

たか 知れない が、) 御杖 も 「中立 賫 西洞院 角」 の 藩邸に 留守居した (『國 學院雜 誌』 第二 十五 卷第 六號 所載 「お カケ 5 杖 人人 

の 生活 (下)」 に 引かれる 御杖の 書簡の 記事に よる。) ので あり、 御杖の 編んだ 『北 邊成章 家集 』 卷 下の 「浪速の f3 の 記」 (い.^ 

永 六 年 正月) に は 「ひんかし 町に まかり 申な として!^ g 綠 s」 とあって、 前 說の位 S を 想 はしめ るので ある。 なほ 筑後 

國柳 川に 關 する 記事 は、 成 章の 墓誌銘、 『北 邊成章 家集』 を 始め、 成 章、 御杖 等の 記せる ものに 散見す る。 成， けいに 

就いては よく 其の 輪 磨を盡 せる ものと して 先づ 墓誌銘 を擧 ぐべ きで ある。 (句點 編者) 

富士 谷北邊 先生 之 墓 

(地) 

成 章。 字 仲 達。 初號署 城。 後 乂用其 宅. H 葡名。改號北邊^實愿^^-也。三歲能書。七歲能：^れ。 九歲： 复會 韓人 來 IT 

談。 機 警超拔 。諸韓 吐 舌。 及 長學涉 經史。 見 愿攻經 有 所發。 而 喜- 以爲。 是 千古 之 道.， I 顯於人 H 欠。 然彼雌 や 作 3^:1: 之 故 斗。 

苟非通 吾 民。 故惡 能傅紹 之。 以化我 俗 哉。 因 兼 爲吾詁 。自 國史已 下。 諸 令 式 等 書。 及 吾 古名 人家^^;^。^:^.:； i 投。 

, 受業， } 

探 靡 弗究。 又苦攻 和歌。 自幼及 死。 所 爲幾十 萬 首。 諸 體該備 U 蓮 思 無窮。 □ 匚者遍 於 四方。 s^^. 而以： ：投 ii, 、徒。 

有 禅 頭 脚 結抄。 已行于 世。 其 欲 撰 著未脫 者。 無慮 數百 種。 平生 爲人。 風流 溫藉。 加以 其： 人 资聰： ^。祭， お 枝^。 ； 閱卽 

通。 而其 未成。^ 不肯 出。 出必 超越 於 人。 諸學： 大文曆 弊。 及雜技 吹彈。 皆 奐不然 。人 始與會 者。 見 其 形驅眇 小.^ 輕悔之 U 


• 旣見其 通： 必大 傾駭。 旣 皆以爲 大人 也。 時 乂出新 意 創 器。 其 器 必爲人 傳播。 余 嘗與淸 君 錦 諸人。 集 於 成 章冢。 出 K3 

題陚五 律。 自午迄 子。 余 先 就。 君 錦 次 就。 成章獨 後。 及 出 之。 各 皆 有 和歌 以副 C 年 十九。 會通家 富 士谷尹 壽死無 子。 其 

母 乞 成 章 以爲嗣 。與其 女 配。 生 男 成壽。 次 一 一女 次 一 一男 尙幼。 側 {m 所 生。 三女 次 一 一男 尙幼。 家 大人 已老。 以成章 冢多所 

娛 耳目。 寄 養 其 家。 成 章 侍 養 極 孝。 凡 其 所欲飮 貪。 日 必適其 意。 其 家 世 爲筑後 柳 川疾。 幹 辨買局 事務。 以 衣食 一お。 柳 川 

侯。 毎 入京 輙過其 家。 而其所 坐 有 常 位。 成 章 寢未嘗 以趾向 其 位 及 家 大人 所 居 之 室。 其 敬 愼多此 類。 成章嘗 病。 不可 剃 

其 髭。 心 慮 其憂已 病。 毎 至 其 前 必掩其 髭。 已 喪家 大人。 哀痛 過卽。 而 义カ疾 送葬。 ill 不可 救。 安永 八年已 亥十 月 一 一 

日卒。 年 四十 有 一 一。 浮屠謚 曰。 紹琬。 葬 之洛北 蓮臺寺 先塋之 側。 銘曰。 

材擧超 倫 可爲邦 14  "rK 不假年 俄 奪斯人  • 

安永 九 年〕.^ 子 春 一 一月。 皆川愿 撰。 皆 川 成 均 謹書。 孝子 成壽謹 建。 

銘中已 に 風化して 判讀し 得ざる 三 四の 文字 も 右の 如く 定めて 誤 はないで あらう。 『洪園 文集』 に 照す に 多少の 出入 

が ある.^ 成壽は 御杖の 初めの 名で ある。 なほ 右に 云 ふ 詩に 和歌 を 副へ た 百 詠 は 『三 先生 一夜 百 詠』 に收 めら れ、 八 

月廿 五日の 事と 見える が、 跋には 寳曆戊 寅 (八 年) の 事と せる に拘 らす當 時の 年齢と して 識 した 所に よれば 寶藝卜 三 

年に 相當 する。 墓所 は 右に 云 ふ 如く 上品 蓮臺寺 (干 本 頭 十二 坊町) であるが、 柳 川 藩 立 花 侯の 菩提寺た る 紫 野の 大德寺 

塔 頭 碧玉 庵 (現在 は 大慈禪 院が之 を 合して ゐる 0) の 過去帳 控には 法名 を 「登仙 院淨譽 寂 光紹 琬 居士」 と 記して ある。 

(なほ 富士谷 氏の 墓の 內、 「立所先生小河^之^3-」に並んで「小河君省宇妻有馬氏之墓」(元祿三年卒)がぁって、 その 男 成 章が 建てた と 
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ある 同名 は 偶 合で あらう か。) 

成章ビ 御杖 成 章の 手 爾波を 中心とする 國語學 的 研究 は、 其の 歌擧と 相俟って、 中世歌舉の傳統を^^け、 之ケ轉 

じて 新 領域の 開拓に 進んだ ものである 事 は、 旣に說 かれて ゐる 所で あるが、 手爾波 研究に 從 ふに 至った 樂に は、 ^ 

語舉 との 關係も 推測せられ、 少 くして 經史百 家の 書 を 共に 擧ん だ兄洪 園の 助 字 • ^字 研究と 相 應 する 意味 も兑 出さ 

れる やうに 思 ふ。 た、 M その 先 後に 就いて 未だ 徵 すべき 資料 を 知らないが 、『鴻 儒 皆川洪 園』 所叔. の 洪^ 年 に は、 ^ 

暦 十 年 (愿 二十 七、 成 章 二十 三) に 『史記 助 字 法』 二 冊が 成った 事が 見え、 其の 他 助 字 法 •  ^字解の 频はト 部 あまりに 

及んで ゐる。 『北 邊成章 家集』 卷 下所收 「有 栖川故 一 品宫御 一 周の 後 御 墓の 前に さしおく」 文に は 伺候 を.， びされ てよ 

り 「年 を かそ ふれ はな かのお よ ひふた \ ひふし おくる ほと にゃあらん」 と 述べて ゐる。 此の 家壤 では 文題に W 和 五 

年と 注して あるが 有 栖川職 仁 親王の 薨 ぜられ たの は 明 和 六 年の やうで ある ノ 

御杖が 父の 舉を 何處 まで 繼 承した かと 云 ふこと に 就いては、 旣に佐 佐 木 信 綱 先生、 久松潜 一 先生の 御說が あ. ろが、 

本 集の 解題に 於いても 自然 一 W 及す る 所が あるで あらう。 た、 く 御杖 は 明 和 五 年 (二 H 二八) 父 成 章の 三十 一 歲の 時に 生 

れて、 n 十く 士 一歳で 父 を 喪った から、 刊本 『百 人 一 首 燈.！ の 「お ほむね」 (文化 元年 円=^、 成さ に 於いて、 

わか 父 成 章 はいと はやくう しな ひて、 なにの 心ば え もロづ から は 聞 かざりし に、 をぢ なりし 成 均 た、 くよ ほ V- 

うに 聞お かれたり し は、 哥に道 あり、 題詠 はた、 乂 その 階梯 也と いはれ つるよし を かたられ しかば、 それよ りげ 

にと H4 ひよりて、 ふる 15^ ども を も ふかくみ いれ、 みづ から もよ み 試みて、 この 道 はた どり あたれり し 也、 


と 云 ひ、 ：乂 『古事記 燈大 旨』 (成 元) の 『言 靈辨 J の 章に 於いて、 

稚 かりし 時より.、 父が 志に したが ひて 歌よ みなら ひしに、 成 元 十二 歳な りし 時 父 をう しな ひつれば、 た 父が 

つくりの こせり し 脚結抄 をば 師 として、 歌 をのみ よみ わたりし に、 ふと 思へ らく、 此 詠哥、 た、 M もて あそびぐ 

さなら ば、 なにわ ざに も あれ 我 も 人 も 益 あらむ わざ を せん、 もし 益 あるべき わざなら ば、 いよく 志 を 固く せ 

んと おも ひて、 さま/ \ に 心 を.：^ ひ來 つるに、 

として、 ず 靈の 道に 想 ひ 到った 道筋 を 述べて ゐる。 成 章の r あゆ ひ抄』 •『 かざし 杪』 に 於け る 語擧說 の繼承 はもと 

より、 脫 稿す るまでに 至らなかった 『裝抄 J の 補整 等 を 見る のであって、 父の 語 學說を 承け ると 共に 之に 關聯 する 

歌學說 を發展 せしめた ので は あるが、 御杖の 學 の重點 は、 全面的な 形而上 學的體 系の 樹立に 在って、 之 を 言 靈 及び 

祌 道との 關 係に 於いて 組- S しょうとして ゐ ると 云 ふべき である。 而 して 佐 佐 木 信 綱 先生 は 『ー哪 日本 歌學史 J に 於い 

て、 御杖の 擧的體 系に は 伯父 棋 園の 學說. 舉 風に 負 ふ 所が 多かった であらう として、 「御杖が 廿三四 歳に して、 倒 

語の 說を發 明して 洪 園に 語り、 洪園そ を 評せし よし は、 彼 目ら 神明 憑談に 記せ」 る 事 を 紹介せられ 、「一〕 一口 靈の說 の 如 

き は、 實に洪 園が 聲 音の 理 を易理 に 求めし 說に 基づけ る ものなる こと 明らかな り。」 と 述べられた o( 『富士 谷 御杖 大入 

歌 文』 上に は 五十嵐 篤 好が 略傳を 記して 此の 事に 言及して ゐ るが、 後に 擧げ る。) 

『北 邊成章 家集』 は 御杖が 之 を 編んで ゐ るが、 皆 川愿撰 「北 邊倭文 遣 稿 序」 は： 大明七 年、 御杖が 未だ 成壽と 云つ ヒ 

祈の ものであって、 弘化三 年刊の もの はこれ と共に 文政 元年 (旣に 御杖と 云って ゐ る。) の 御杖の 序が ぁリ、 歌 文 珍耆 
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保存^ 本と は 內容を 異にする が、 山 內お雄 氏の 「富 士谷成 章」 (『國 學院雜 誌』 笫四卷 ^參) に揭 げられ た賀 i 戊！ の. び 

文の 添 へられて ゐる 本も存 する ので あらう。 歌 文 珍書 保存食 本 は 富 士ハ介 御杖 の 露蹟 によった ものと あ つ て 、 "；^ 等 の 

序 をも缺 き、 文詞之 部を卷 下と して ゐる。 

卸 杖 は 通稱千 右衛門と 見える が、 これ は 父 以後 代々 通って ゐる やうで ある。 その 初めの 名 成. 壽は 父と？ S 父との 名 

を 併せた 名な ので あらう。 然るに 之 を 成 元と 改めた の は、 立 花 侯の 第 八 代の、 公の 名 を つた 爲と云 はれ、 ふ W 

士ハ介 御杖 大人の 生活 (上)」 によれば、 七 代鑑通 公の 嗣子 鑑ー 公子の 卒去に よって 公子の、 めの KifJ 公子が 世子と なつ 

たの は 寬政五 年 十 一 月廿 九日の 事で ある。 『歌道 非 唯抄』 に 併せ 絞られた 一 葉の 文に 

寬政 癸丑 四月 

きたのへ の ふたよ のぬ し 成の ふ 

と あるの は (癸？^ は 五 年 を 指す。)、 成麵を さう 謂った ので あらう。 寬政六 年 甲 寅 Al.::!: と ある 『^^^蝶乃^；^；则』 に は 成 

元と あり、 『和歌 いれ ひも』 の 序に 

寬政六 年 十一 一月 ふち はらの 成 はるいれ ひものはしめ にみ つからし るす 

と 云 ふの は 御杖と 思 はれる。 (『富 士谷 御杖 大人 歌 文』 上 所收の 略傳に 於いても、 寫 本に は 「成： 兀」 として ゐる" 尤も 「父 成^」？ 

も 見える から、 十分の 資料と はなし 難いで あらう。) 父 成 章 は r 日本 文學大 辭典 J に 「しげ あや」 と あるが、 歌 文 珍 保 

存會本 『北邊 成 章冢集 J 卷 下所收 「森 信 就か 母の 七十 賀の 歌の 序」 に は 自ら 「なりあきら」 とまんで ゐる は梳本 


進吉 先生の 指摘 せられた 所で あり、 御杖の 門人. 門 流に 於いても 然訓ん でゐる 例が あって、 右の 成壽. 成 元の 「成」 

も 之に 倣へば 「なり」 であらう。 

「文化 八 年 辛未臈 n 廿 九日 稿 成」 と ある 『古事記 燈神典 第一』 (京都 帝 國大學 國文舉 研究 ilf: 所藏) に は 「，恶 神 舍藤原 御 

杖」 と 署名して ゐ るが、 文化 八 年 御杖と 名 を 改めた Q は、 『古事記 燈』 を 畢生の 作業と して 沒 頭した 所から 來 たもの 

と 思 ふ。 其の 典 據と覺 しきもの は 「古事記 燈 J 中に いくつ も 散見す るが、 其の 內の 何れに と 云 ふよりも 夫 等に よつ 

たものと してい \ ので はなから うか。 た 富 士谷成 興に よれば r 當時 粟田 宫御歌 一一！ I テ 賜フ」 と 云 ふ。 (「富 士谷 御杖 

大人の 生活 (上)」) 

御杖の 母 千 重 子 は、 成 章 卒して より 四 年 目、 ：大明 三年 (二 四 四 ：0 になくな つた。 成 章の 一：！ に 隣して 「北邊 先生 之 

妻 富 士谷氏 之 墓」 が あり、 墓誌銘に は、 

儒 人 諱她子 姓 藤 原 富 士谷氏 父 曰 尹壽尹 海卒後 祖母 乞 皆 川 成慶次 E:^ 章 爲嗣以 與之配 生 四 男 一 一女 大明癸 外 秋 九月 廿 

一 一日 疾而卒 葬 于城北 蓮 臺寺先 塋之側 浮展謚 曰靖藝 

1K 明 三年 癸 外 冬 十 一 月 孝子 成壽建 

と ある。 

成 章 及び 千 重 子の 墓誌銘に 擧 げた 御杖の 同胞 數は相 一 致しない ばかりでなく、 「富 士谷 御杖 大人の 生活 (下)」 に揭 

げられ た 左の 文政 六 年の 系圖 とも 一 致しない が、 平 井 武夫 氏 も 成 章 墓誌銘に 就いて 「系 圖 中の 夭折した 者の 數を箅 
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へなかった からで あらう。」 として ゐる 
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適 浪華 神 田 氏 


子 適 加州 翳官 曲直 瀨氏 

子 千 八 早世 ， 

子 早世 

子 適 肥 後侯臣 古山 氏 

基 民三郞 官仕 

孚 

功 


—女 子 配 成功 

—男 子 夭折 

—女 子 夭折 

—女 子 

1! 男子 千 之 助 


御杖 其の 周 園 御杖が n 十く 父に 別れて、 伯父 皆 川愿に かれる 所が 多かった やうに 見える 3- は、 旣に (..M 及した 

所で あり、 叔父 成 均も尙 御杖の 爲に 力と なった 事 も 右に 觸れた 所で ある" 成 (子が 御杖の 指 S ^をれ 乂 ける と^に、 兄 

の 仕事 を 助けた 事 は、 右に 引いた r 咚南辩 乃異則 J .  r 和歌 いれ ひも』 等に 見えて ゐる。 ^成 基 は 寬政九 年^^の 

『老子 IS 解』 を 校し、 其の 序文に 於いて 「盖 < ル自， 幼 常 侍-先生 ー屢， - 間-; 其 論 7 之」 と 云って ゐる。 乂 紫 新雅」 S 

政 四 年刊、 成 一： t 論定) には^？-成撒の 「お ほむね」 が 添 へられて ゐる。 前に 引いた 紫 野大慈 禪院の 過去；^ に は、 ， 川〃.^ k 

屬 する ものと して、 御杖の 法名 は 「逢 仙 院行譽 練 光紹 s: 居士」 と あるが、 蓮臺 寺に ある  一 ^}^の菜.には 「お 十ハ 〈= 御 仗 


先生 墓」 (「文政 六努未 十一 一月 十六 日」 と ある。) と共に r 紹因 嫡子 謙 光智 俊 之 墓」 (文化 元年) . r 紹因 次女 夏 雲 意 女 之 

墓」 (文化 二 年) •「 紹因 次男 圓珠 童子 之 墓」 (文化 三年) と 夭折せ る 三 子の 墓が 見られる。 嫡子. 次女と ある は 系圖に 

於いて 夫々 夭折と あるに 相當 する ので あらう か。 

「富 士谷 御杖 大人の 生活 (下)」 によれば、 「柳 河 藩より 受 くる 富士谷 家の 傣祿 は、 紹味 以来 二百 石で 繼繽 された。 

併し 立 花 家 第 四 代 鑑任公 (元 祿九年 襲 封 享保六 年 卒去) の 頃から、 百 石 百 依の 定 となって 實收 はいたく 減じた ので ある。 

柳 河 藩の 一 极は三 斗 四 升 入と いふ 定 である、 而 して 上り 米 を そのうちよ りさし 引く 事 も 起った から、 百 炎 すら 其の 

ま X 牧 むる 事 は 出 事なかった と 思 はれる。」 「二百^ は 一年 六十 八 石、 假に 實收は 六十 石と しても、」 御杖 はな ほ 相 

當の收 入 を 受けて ゐた。 成 元 時代に は 藩侯 鑑錄 公の 三人の 姬 君の 和歌 を添彻 し、 用人 幸 丸 勘 助が 之 を 中 介し、 『百 

人 一首 燈』 Q 上 木に は 補助が あって 姬 達に 同書 を 進上して ゐる。 なほ 收入 として は 「諸 門； S よりの 納金」 等が あ 

るが、 五十嵐 篤 好が 入門の 手續を 尋ねた 返事 (文政 五 年 六：：：： 卄 四日) に は、 

入門 戴 百疋、 LI 子 料 百疋。 

右の 通 定式に 御座 候 へ ども、 これに か X はら 卞 身分 次第に 御座 M。 

と ある 由で ある。 

『脚 結變例 J の 表紙 ー5^ に は 「家集 次第 三十 六 人 同 補」 として 塾 門人の 家集 を 出す 計畫 らしく 費用 概算 を 記す と 

共に、 「入 s: 式 I 麵 及び？ < 人の 門人 名を擧 げてゐ る。 
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0  0M  0 景福 ぽ平 g 耕 賴 1^  T. 之 祇世 彥質 

Ig. 春 调俊 幸宣 世恭 知 i€ 益 端 正 伯 章恭 友 雄 廉 

玄陶 延貞 長 公」 お 本 早 有 香 湖 岩 

併しながら 右の 內には 『かさし 杪』. 『あゆ ひ抄 J の 整理に 從 つた 士 n 川^ 富 。 并上義^以ド成^：！-ょりの！：人と云ふべ 

き 人 も 段々 見える ので ある。 御杖の 歌 は 見るべき ものが あるが、 家で も 歌會を 催し、 『古事記 燈神典 J  (に W ぉハ牛 先生 

所藏) の 筆 を 進めた 文化 十四 年暮に は、 

ことし は 五条 坊門 の，：^ 祌舍 にやと りて この わたりの 人々 志 あつく ひるよ る わかす 物 せらる X ま \ に 家に も か へ 

らて年 慕に けれ は 

等、 五條 坊 門に 家を惜 りて 歌の.？ 子 を 指導した 事が 『富士 谷 御杖 大人 家集』 二に 見える。 

御杖の 擧統を 承け た 人と して は、 棂並 iiiN 並 河 基 廣. 福 田 美循を 先づ擧 ぐべき である。 隆 IS に關 して は ！-ぉ 士 

谷 御杖 大人 家集』 等に 交涉の 様子が 見え、 『神 樂催馬 樂燈』 に は その 說を わが 友と して 援用して ゐる" 福 m?ow は 

「名人，. お：； K 錄』 等に は 御杖と 父子の 關係 にある やうに 記して ゐ るが、 誤であって、 『裝 抄』 に 「門人 福 meN 、柳 舉受 しと 

あり、 突 循の鬥 人 赤松 祐以を 承 けられた 小 西 大東氏 は、 御杖の 管 室 を 上中下に 分ち • 隆^、 兹^、  、掀が 夫々 に 之 

を繼 いだので あって、 美 橱の家 は 塗師屋 であった と 云 はれた。 御杖との 交渉 • 入門 は 比 i$ 的； s〕 く 生じた やうで ある 

が、 御杖 晚ハキ の 不遇に 庇護 者と して 力 を 致した 人に、 越 中の 五十 M 篤 好が ある G 


「富 士谷 御杖 大人の 生活」 によれば、 御杖 は 先の 系圖に 見える 成功 を 養嗣子 千太郞 として 之に 長女 を 配して ゐる 

が、 御杖の妻の方は「富士野*^三郞女。 實ハ下 村 孫三郞 女。 彥 三郞爲 養女 成 元 一一 嫁ス。 文政 三年 展及離 緣"」 と ある。 

五十 三まで 連れ添った 妻 を離緣 したのに は 深い 仔細が あらう と 想像せられ るので あるが、 舊柳河 藩の 用人 日記、 文 

政 五 年 十一月 千 太郞召 出の 達文に 「父 千 右衛門 行跡 不宜 候に 付、 父子 共 去 冬 御 暇 被 下 置 候 處。」 と ある 如く、 翌 文政 

四年夂 A 無祿の 身と 成り、 御杖 は 藩邸 を ひきはらって 蟄居し、 千太郞 夫妻 は 洛北紫 竹 村に 別居し なければ ならな くな 

つた。 第 九 代 成功が 御杖の 實弟 とすれば 其の 妻と は叔火 姪と なる が、 系圖 によれば 實. S ではなくて 濃 州 牧田住 五井 

彌三郞 行 充のニ と 云 ふ。 右の 達文に は續 いて 「立 齋様 已來蒙 (闕 字) 御懇侖 格別 之 家筋に 付被バ P 返、 三十 人 扶持 被 

下 澄、 可爲御 小姓 之 旨 被 仰 出 候。 富 士谷千 太郞」 と あり、 分限 帳に よれば この 時の 三十 人 扶持 は 米 百 の 由で あ 

つて、 千 太郞は 前の 家 祿の半 を 以て 其の 家 再興 を 許された。 (前揭 の 系阖 に 成功が 成 章の 子と して 記して ゐ るの は、 表 向 御 

杖 を 世代より 省く 形 をと つた もので あらう か。) 成功 夫妻 は 柳 川に 移り、 更に 元の 如き 留守居と して 歸 京し、 其の後 成功 

は 家 を 御杖の 末子 元廣 (千 之 助) に讓 り、 成功 死後 成功の 實子成 興が 元廣の 養子と 成った。 此の頃の 傣祿百 依 は 格式 

を あげて 百 石の 名義に 改められた。 『土 佐 日記 燈』 の 跋には 「明治 廿 一年き さらき 中句 北擾 御杖 男 於 呂々々 學 

富士谷 元廣」 と あり、 成 興に 就いては 「富 士谷 御杖 大人の 生活 (下)」 に 「當年 (大正 八 年で あらう。) 八十 二 歳と 聞いて 

居る。」 と ある。 富 士谷家 は 成 興の 代より 東京に 移った。 獨逸學 協會學 校に 敎鞭を 執った (國 學院の 講師と なった 事 も 

あって 英語に 達者であった。) 理學士 富 士ハ介 孝 雄 は 成 興の 子で あらう が、 松 井簡洽 博士に よれば、 父に 先立って 卒し、 

. 富士谷 御杖 小傳  一 三 


富 十； 谷 御杖 小傳  一四 

子な く 妻 も 去り、 遂に 絕家 となった。 

平 井 氏 は、 文政 六 年 篤 好に 宛てた 手紙に 「小 子 井 妻子 三人 渴命 致し 候 間、」 と あるの を 初め 子の 事に ひ 及ん 

である 所から、 旣に 後妻が あつたと 見るべく、 これが 「行跡 不 ま」 に相當 する 意味 を 幾分な りと も 含んで： る もの 

では あるまい かと 推測して 居られ、 乂咎をぅけた直前の文政四年九月十パには越中密山に客遊して；^り金^：をも；：：^^ 

ねて 歸 つて ゐ るので (文政 六 年 篤 好への 書 狀には 「門人 二十 人 斗 も 有 之 候 は、」 と 見える。)、 「越 中 旅行 は 大人の^! i に 全く 

絡關 係がない と棄て さるに 忍びない。」 とも 云って 居られる。 (「富 士谷 御杖 大人の 生活 (上)」) なほ 此の 遊胺の に は 朱 

だ^ 好と 面接す るに 至らなかった。 好の 記した 略傳に は、 

千歳 八ル り湮沒 せし 大御國 ふり を ふた \ ひお こし 給 へ る いさを は 高大 原に 祌 留ます： 人つ； t たち もしろ しめさん も 

の をい かなる 祌の惡 事に か あり けん 文政 四と せとい ふとし の冬筑 紫の の 御 心に あへ すと てし そ けられ ましき 

と 云って ゐて、 これ だけ， では 『古事記 燈」 等の 業績と 御 暇と を關係 づけて ゐ ると は 云へ ないで あらう が、 私に は 

ろ 『古事記 燈』 及び これが 關係 書の 內容が 藩侯の 忌む 所と なる 可能性が ある やうに 思 はれる。 

米價も 次第に 騰り氣 味の 時分に 無祿の 身と なった 御杖の 生活 は、 隨 分節 俊しても なほ： 逝： a を ：5}t: げた 上に、 ；^. ^文政 

五 年 六月 以前から であらう 病に 臥し、 九月に は 「今 以 半身 嵐埤 言語 不通 困り 入り 候、」 と 云 ひ、 铸者 門人の 勸 めで 木 

や 町 西 石 IS 下 ルに出 養生し、 六 年に 成って 一時 小康 を 得た ので あらう が復不 隨再發 しその 上 頭おまで 發 した。 お 好 

へ の 書信に は 痛ましい 言葉で 經濟的 援助 を 求めて ゐる。 それから 一 度 快方に 赴く と兒 えて 此の 文 玫六ハ や (：s: 八 .r) 


十二月 十六 日 遂に 易贅 した。 年 五十六。 

五十嵐 篤 好 は 文政 七 年 二月に 序を識 して 『富 士谷 御杖 大人 歌 文』 三卷を 編み、 略傳を 添へ てゐ る。 平 井 氏の 擧げ 

られる 所に よれば、 「天 保 十 年の 臥牛齋 詠草 を 見る に、 

霜月 一 一十 一 日夜 富士谷 大人 を 夢に 見たり、 

富 士の根 を 名に おはした る 我 大人 を 仰ぎて 見れば いや 尊し も  . 

敷 島の 道 をた やすく わけぬべき 君が つかし \ 御杖た はりね 

と、」 詠んだ 篤 好 は 「苟も 師 翁の 志に 遠 ふ 者 は 何人と 雖も假 借す る 所はなかった。 同門 幅 田美循 など を 崖 攻撃した の 

は、 己が 說を 御杖 大人の 說の 如く 装 ひたる 態度に 做なかった からで、 又 安政 二 年 十月 亡師 子息の 名 を 以て、 追年懷 

舊の 題詠 を あまねく 募った の を 聞き、 大に 慨を發 し、 直に 書 を 富 士谷冢 へ 送りて 題詠の 亡師の 志に あらざる 事 をの 

ベ、 かつ 當 時の 擊界を 痛論して、 迷 はす 父 大人の 學を紹 ぐべき を勸 めた。」 此の 書 は 「富士 谷 大人 三十 三回忌に 今の 

あるじに 奉りし 文」 であらう。 

御杖の 人 學 篤 好の 略傳に は、 御杖の 倒語の 發 明に 續 けて、 

手 もな みくなら すお かしく 書 給 ひまた 琴 は 世に 勝れて めて たく 俊 蔭の 娘 はっかし く かき ひき 結 ひき その 比 歌 

法師 等 玉 川と いふうた ひもの X 琴の 手 をつ けな やみても てあつ かひ くるしみ たる を 大人 ふとお も ひよりて 三十 

日 あまり 夜る も 枕へ に 琴 をお き 夜な か曉 とい はす かき ひきてつ ひに かの 玉 川の 手 を ひき 出 給 ひけれ は (中略) 乂 
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は 世に 音 絶 はて X きこえさり ける を 五条 坂に 築と いふ 老女 あり 若 かりし とき 等 ひけり とき、 給 ひそか もとに 

日 S にかよ ひ 給へ り (巾 略) 七十 〈永り なるおうな のおろ く 覺 なりと て 手 も わな X きて かき ひく を まね ひとり 給 

ひそれ にたより て考給 ひつ ひに 箏の 手の 法り を 定め 譜を 作り 給へ り 何事に も あれ W わ ひよりた る 事 は 至り 極す て 

はやみ 給 はさり ける 性な り けれ は あまりに くきまで 物考 へ 出 給 へ りけ りと そ 法花經 はくす しき 文 也と 人の い へ 

りけ るに より 六と せ はかり 此經 にか. 1 つら ひ 居た る 事 も ありき と 物語り 給 ひしと そ 

と 記して ゐる。 (大明 元 年刊 『歌 系圖』 に は旣に 長歌に 「H.: 川」 が 見える が、 右の 逸話 は 如何で あらう か。 なほ 『近世：：： ト六家 略 傅』 

に は 雲井の 曲と して ゐ るが これ は 明かに 誤で あると 思 ふ。) 父 成 章 も 吹彈に 長け てゐ たやう であるが、 其の 趣味と-" ムひ、 多 

面 的で 而も 徹底し なければ 止めない 鋭才 は、 全くの 父 譲りであった らしい。 成 g ハの として 傅 へられる 所では、 ^ 

事生、.i^振が積極的でぁったと云ふ。 『m 日本 歌 峯史』 によれば、 「安永 九 年 (父 を 喪った 翌年) 十三 歳に して^ 梳， 斧、 撒 

(翌； 大明 元年 薨) に 「詠草の 點 を こ ひし 事、 八槐 記に あり。」 と あるが、 もとより 影響 を 受ける までに 至らな かつ 

た。 n 十く 父 を 喪 ひ、 詠歌の 「益 あるべき わざ」 なり や を 疑 ひ、 父の 歌學に 基き、 r ず：： 葉 集』 を手掛 りと して. n らの >.:: 

靈の 道、 倒語の 說を 提出した。 而 して 十七 八 歳 頃より 抱懐せ る 神 典に 對 する 疑 ii; を 之に よって 解：.^、 せんとし、 巡ん 

で 祌典解 釋に沒 頭し、 獨特の 擊的體 系 を 樹立した 事 は 旣に言 及した。 略傳 にも 

され は 言 靈 の 活 は あゆ ひに ある 事 を 極め 給 ひさて 淇園 ぬしに 大御 國ー百 葉 は か \ る も Q なりけ りと 語り 給 ひ し 

かは詞 にさ はかりの 深長なる をし へ あるから は 行に も 必大签 の をし へ ある へ し兑^ ら きて 我！： の 光り か、 やか 


せよ と洪 園ぬ しのい はれし か はげに とお も ひ 給 ひて それより 朝よ ひ 古事記 日本 紀 をく りか へ し 給 ひつ ひに 祌 

典 は 皆な から 倒語なる 事 を 見開ら き 千と せ 八 ふかくれ たりし 大御國 ふり をお こし 給へ り 

と 此の間の 消息 を 記して ゐる。 

歌 は 抑止す る 事の 出來 ない 欝情を 慰める ものであって、 脚 結 (今 Ml 云 ふ 助詞 • 助： 则詞 • 接尾語 等に あたる。) を 通路と し 

て 見られる 其の 表現に は從っ て 表面の 意味 を 外にして か X る內 的な 訴へ— 靈が 動いて ゐ ると 云 ふ 見解に 出發 して 歌 

道を說 き、 祌 典の 燈 に 及んで は 比類のない 祌道 解釋を 試みて 之 を 全面的な 敎 として 受け取った。 かやう にして 表 

現の 奥に ある 世を概 する 心の 解 釋 としての 系列と 『古事記 燈』 を 主と する 鹿 世の 敎 としての 系列と に、 その 諸種の 

燈を 成さう と 試み てゐ る。 是等 の 著述 の 內容に 一旦る 事 は 夫々 收め るに 常って 解說 したい と 思 ふ。 

御杖 は 父 を 喪って から 專ら 家舉の 相承と 詠歌と に專 心して ゐ たやう であるが、 十七 八 歳 頃の 懐疑の 時代 を 經て自 

ら 開拓した 學的 生活の 第 一 期 を、 所謂 「倒語の 說を發 明」 した 頃から 『百 人 一 首燈』 を 刊行し (文化 元年) 『露 首 辨』 

を 著した 頃に とってい. 1 であらう。 此の 寬政享 和 期 は、 父の 歌 舉說の 整理と 倒語の 說に 基く 歌學の 再組織 をな して 

ゐ ると 云 ふべき である。 第二 期 を 『古事記 燈』 の解釋 及び 推敲に 沒 頭し 最も 充實 した 文化 期に とるべき であらう。 

なほ 文化 十四 年に は 『土 佐 日記 燈 J が 成って ゐる。 第三 期は殘 年に 至る 文政 期に とるべく、 妻の 離緣を 契機と して 

貧苦と 病苦と に沈淪 しながら、 『萬 葉 集燈』 の 刊行に 力 を して 萬 葉 を 以て 開眼した のに 適 はしい 首尾 を 成した と 思 

はれる。 (なほ 右に 引用 せられた 『祌 明憑談 J は 文政 五 年に 成った 由で ある。) 而 して 御杖 は 逢 繰り返して ゐる やう 

富士谷 御杖 小傳  1 七 


富士谷 御杖 小傳  一、 

に、 御國 ぶり を 儒 佛に對 立す る ものと して 觀 ないで、 夫々 の 土俗の 相 異に 卽 した 夫々 の 風俗に 刃なる 敎 であると し 

たに 止まらす、 もっと人間性に徹した敎たる事を發見したと-^^へた〕 かやうな 所に は 父 成 章の 國語舉 • 歌 舉を經 と 

して、 之に 儒 漢學に 於け る洪 園の 學、 中世 以降の 苦 田 神道 說、 荷 田春満 以下の 阈學者 神道 へれ、 心事： 説、 佛 こ. 於け 

る 法 華經、 蓮 如の 『御文 章』 等に よる 淨土 眞宗の 敎說、 新 知識と しての 蘭舉を 通じて 得た と S あはれ る n 然科 的 知 

識 等を綠 として、 その r 古事記 燈』 解 n 等に 於け る 學的體 系 を 組 鋭して ゐ ると考 へる。 しかも 是 等の 經棘を 以てし 

て、 當 代に 於け る 合理主義 的な Ml 氣 にも 觸 れつ. -、 特色 ある 解 釋學、 自らの 形而上 舉的 體 系 を 樹立した 所に、 1:^1- 

者 中に 於け る 注目すべき 地位 を 見る ので ある。 


富士谷 御杖 集 第 一 卷 解題  . 

V ちしび 

古事記 燈 古事記 燈は 富士谷 御杖の 主 著の 一 であって、 御杖の 祌道說 を 中心とする 思想. 舉說を 見るべき もので 

あるが、 四十 歳 以前から 稿 を 起した やうで、 或は 稿 を 改め 或は 稿を績 けて 五十 歳に 及んで ゐ るから、 御杖の 第二 期 

として 考 へた 文化 期 は 古事記 燈を 以て 始終し、 其の 中心的な 作業で あつたと 云 ふべき である。 「富 士谷 御杖 著」 と 

せる 『古事記 燈祌 典』 (加 賀豐 氏 所藏) の 「天地 初發之 時」 の條 に、 古事記に 思 ひ を 潜める に 至った 初め を 自ら 

予 十七 八 歳の 比に か 有け む、 祌典 をみ そめし に、 この？ S 發 のうた かひ、 いかに 思へ とも 思 ひえさり しか は、 古 

來祌學 者 流の 注 ともをみ るに、 此疑を 生せ し 人 もな きに、 弥 うたか ひ篾 なりたり し、 この X ち、 本 居 宜長か あ 

らは せる 古事記 傳を みて、 さは かりの 博覽 なれ は、 これにて こそ 疑 網 はと かめと おも ひつる に、 猶 おなしき さ 

まなる のみなら す、 今 ひとき は、 詞の 表に 縛 せらる \事 つよくて、 お ほかた 祌典 中、 心え かたき 事と も は、 祌 

の 御う へ は、 人智 を もて はは かるへから すと いふ をいたり とせり、 され は 今 はせ むすへ なさに、 しはらく さし 

おきて、 歌に のみ 心 を 入れたり しに、 

と 語って ゐる。 『古事記 傳』 の 初帙の 刊行 は 寬政ニ 年、 成審 二十 三 歳であって、 前に 述べた やうに、 歌に 就いて 倒語 

の 說を發 明した の は、 二十 三 四 歳と あるから、 右 云 ふ 所に 合せて 其の 直後で あると してい- - であらう。 古事記 燈の 

作業 は 此の 倒語の 說が 古事記へ 適用 せられる 所に 始まる ので ある。 
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富士谷 御杖 笫一卷 解題  .  二 〇 ， 

本 集の 最初に 收 めた 『古事記 燈大 3In』 (上下 ニ册) は 文化 五 年 戊ぎ 初秋 (二 四 六 八) に 上梓せられ たもの (大正 4..g¥l: 三 

郞氏 によって 活字に 移されて ゐ る。) であるが (「富 士谷 御杖 大人の 生沾」 によれば 賣慣六 匁であった")、 其の- は改 -;^  .  .gig 

共に 前年の 文化 四 年で ある。 これが 大旨 であるから、 以て 祌典 一部の 肝要と する 「七 神 三 段 祌世七 代」 に 就いては 

何程 かの 草稿が 已に 成って ゐる 普で あると 思 はれ、 大 3:! の 中には 「^に 大量と 名 づけて、 一 K 靈 のこと あげつら へる 

もの」 が 旣に存 する 口 振 をな し、 七祌三 段を說 いたと 云 ふ 注 も 見える。 之に 依って、 本 の 第^に 收 めた 「： 个安 

富 士谷成 元 謹述」 と ある 『古事記 燈』 「次 生 淡 島」 云々 までの 部分 (帝闕 岡 書 館 所藏) は、 紙に ある 如く 文化 二 ハキの 

稿と して 見る 可能性が 生やる。 此の 表紙 は 詠 藻の 表紙と する のに 「文化 二 年 乙 丑-詠^」 とぁったも^^を 「詠 淡」 の 

二字 を 墨消して 利用した もの だからで ある。 內容も 長き に；：：！ 一り 頭注 多く、 終に 覺 書 を 記せる あたり、 最も：： 十い la-Q 

稿と してい.^ であらう。 次に 「天 兒屋命 庶裔成 元述」 と ある 『古事記 燈大 御寶之 件』 (帝 國阖卞 ：：iii 所藏、 「！ I 神 生の^」 と 

合册) は 其の 件 を 「第三 十七 大御寳 之 件」 と 標記して ゐる。 然るに 『古事記燈大ほ』GM都帝阔.f<ゅ阔文m研究，：；^.^所藏、 

「文化 四 年 丁 卯 五 n^」 と あり。) に 於いて は改 稿本 以後 此の 件 を 「第三 十六」 と 改めて ゐる。 大 3:: 刊行 後三年 目に 御杖と 

成った ので あるし、 刊行 後 「第三 十七」 に 改めた と は へ 難い。 從っ てこれ も 文化 四 ハ牛以 "：i の 本と 推測して S 支 

ないで あらう。 是 等の 諸 稿より 「文化 十四 年 丁 丑-十 一 月廿八日始援^-于五條坊門{番祌，^^」 と ある r 古 一?, 記燈祌 典」 

(上田 萬 年 先生 所藏) に 至る まで、 古事記 燈 の內篇 及び 外篇 (△) とも 云 ふべき もの は 次の 如くであって、 一 〇 を 除く 外 

は 何れも {H^ 稿本で ある。 


三 ■ 

四- 

五 

六、 

七- 

八、 

九、 


三. 


題  目  署名 • 年次 

古事記 燈 (古事記) (次 生 淡 島 云々 4」) 平安 富士谷 成 元謹述 (文化 一 一年 乙 5) 

古事記 燈 第三 十七 大御寳 之 件 (古事記 燈 之卷) 天兒屋 命庶裔 成元述 

直 記 燈卷ハー1  ^^^8^^  ：大遷 命庶裔 成元述 

大 Is  (古事記 燈大 32 による) (「大 箭： 之 件」 ならば A を 除くべし) 

古事記 燈大旨 (原稿 を改 稿せ る もの) 文化 四 年 丁 卯 五月； 大兒屋 命. ia^ 成元識 

同  (略脫 稿せ る もの) 天 兒屋 命庶裔 成元識 文化 四 年 丁 卯 仲冬 

同 (文化 五 年 戊辰 初秋 刊序跋 あり) 平安 藤 原 成元述 文化 四 年 丁 卯 仲冬 

祌 典言靈  天兒屋 命. 裔成； 兀識 文化 五 年 戊辰 五月， 

古事記 首、 七 神 三 段  中 臣庶裔 成元識 

古事記 神典燈 (古事記 燈卷之 一 、上 卷祌典 第 一 )( 御杖 男錄 か、 右に 近き 頃 成る か) 

古事記 燈祌典 (天地 初發) 第一 審祌舍 藤 原 御杖 述、， . 

(古事記 燈第 一 、祌典 一 )  文化 八 年 辛未臈 月. P 九日 j 称 成 

古事記 燈卷之 一 (上 卷神典 第 一 ) 洛陽 富士谷 御杖 述 

古 sst- 一七 祌三段 祌世七 代) 富士谷 御杖 著 (右に近き 頃 成る か) 

神 典擧要  中臣 御杖 著 

富士谷 御杖 奥 第 一 卷 解題 . 


所藏者 册数 本 雄所收 順序 

帝 國圖書 館 第 三 冊 4 


帝 國圖書 館 第 四 撒 後 


帝 W 圖書館 第一 一冊 前半 


7 


2 


京都 帝 大國文 學硏究 .S  一  m 

帝 國圖書 館 第  一 B 

上下 二 冊 

澤^ 久孝 二 冊 

八 憲司 一 撒 

帝 阈圖書 館 第三 冊 合 終 

京都 帝 大國文 學硏究 一  冊.^ 

帝國 11 書 館 第二 冊 後半 

加賀 豐三郞 一 册 W 

rl 所：： 厂，— 


1 


8 


5 


富士谷 御杖 染 第一 卷 解題  ニニ 

一 五、 (古事記 燈) 國祌 生の 段  (右よ ~- も 早き か)  帝^ 圖書館 第 ra: 冊ま卞 G 

1 レヽ、 古事記 燈祌典  中臣 御杖 著  卜， hpr  ij^ お - ^ li 

一 广 (淤 能碁呂 島、 先 言、 改言) 文化 十四 年 丁 5 十 一 月廿 八日 始援维 云 .^.^  -  ^ 1 

本 集に は 下段に 示した やうに 十一 部を收 めた。 八 及び 十四 は 第二 集に 收 める 豫定 である。 なほ 右の 外に 數 へる こ 

とになる ので あらう か、 五十 R 篤 好の 御杖 略 傅に は、 著述 を列擧 せる 所に 

1 古事記 燈 2*： 寫本 ー卷 

是は 古事記と もし 火と いふ もの 著し 給 はんの 志 なれと も すみやか になり かた けれ はまつ 此 m お を 著せよ と あ 

る やむ 事な き 御 方の の 給へ る ま \ に 書 給 へ るな りはつ かに 祌代七 世と いふ 所まで 書 給 ひたる を 化 をし そけ 

られ 病に ふし 給 へ は 末 はつひに 書 給 はすな りぬ くち をし ともく ち をし 

と 記し、 (これ は 右の 九の 如 さもので あらう。 なほ 九 は 『弘文 莊待賈 古書 in. 〔第-九 號に阖 版が ある。) 乂 

一： 大地 初 發等之 圖 お 折 本 一枚 文政 五 年 板 行 

を擧 げてゐ る。 

以上に よって 知られる 如く、 御杖の 古事記 燈の 作業 は、 大： t を 出せる 後 も 神 典 最初の 部分、 御杖の 所 I？ 「七祌 ：ニ 

段 神 世 七 代」 の考を 練る ことに 努めて ゐる樣 子で、 文化 八 年 「： 火 地 初發」 の 部分 を.： 兀 成した 二 一 ) けれども、 文化 

十四 年 十 一 月に 始めた と ある 稿本 r 祌道 大意" 淤能甚 呂島第  一 f 第一 一先 一一 一一 C 之 件. 第三 改宵之 件」 ( 一 六，) の 先へ は 多く 進 

み 得なかった ものと 推測し 得る であらう。 御杖の 所論から 云へば、 祌 典の 燈を 成就 すれば 足る と共に， 「七 神 三 祌 


世 七 代」 は 更に 其の 肝要 を |§ した ものである。 從 つて 祌 典の 燈は 遂に 完成に 至らなかった と は：. みへ、 御杖の 所說は 

繰り返し 繰り返し 推敲 を繽 けた 右の 諸 稿本に よって 十分に 窺 ふこと が 出來る 苦で ある。 推敲 は 右の 諸 稿本 間に 昆ら 

れる のみなら す.、 夫々 の 稿本に あって も 加筆 改稿 の 姿が 時に 上 貼 • 剪除 • 加 注 等に 及んで ゐ るので ある。 

御杖の 所說に 就いて 此 處に說 くべき であるが、 旣に 豫定の 紙數を 越え 出版の 期日 も 差し迫って ゐ るので 次に 讓り 

たいと 思 ふ。 た、. - 前に 述べた 淨土眞 宗の蓮 如 『御文 章』 等より 學ん だと 思 はれる 思考 形式 及び 叙述 方法 は、 私の 觀 

る 所では 隨 所に 指摘し 得る やうに 考へ るが、 その 傍證 として は、 早く 親鸞の 『三帖 和讃』 に 就いて 『三 和讃 ともし 

ひ』 (佐 佐 木 信 綱 先生 所藏) に 著 手して ゐる事 を 第一 として、 『富 士谷 御杖 大人 家集』 に 於け る 東 本願 寺 法主との 交涉 

等 を擧げ 得る ので ある。 又屢 言及して ゐる やうに 、『古事記』 の 「正しき」 事 を 知った の は 本居宣 長の 『古事記 傳』 

の 恩で あり 、『古事記』 等の 語釋に 於いて は 大半 宣 長の 解に 依って ゐる やうに 見える が、 その 半面に は宜 長の 解釋態 

度 を 「詞の 表」 に繫縳 せられる ものと して、 之に 對立 せざるを得ない 事 を も 言明して ゐる ので あ る。 かく 自說を 

『古事記 傳 J に對 する 反對 者と して 意識した 事 はもと より 當然 であるが、 其の 意識 は、 少く とも 初期に 於いて は、 

著述の 上で 表明して ゐる 以上に 強烈であった 事 は、 成 元 時代に 番 川景樹 への 返書 (小 II 大 氏 所藏) に 於いて、 

くれく 古事記 傳之 罪： 大地 鬼神 もさ そ 罪した ま はむ とかし こさい はむかた なく 候 

, 臘 十九 

景 樹 ぬし  >  成 元 
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富士谷 御杖 紫笫 一 卷解题  ，  .1 一四 

と 云 ふところ にも 鋭 はれる であらう。 御杖の所說は之を原典の注釋として13^な限り、 御錢を 一 應 「：1^51 命の 御 かた」 

とする が 如き 從ひ雞 ぃ牽强 附會の 部分が 少 くないと 思 はれる のであって、 所 說の體 系と しても 大；： d 束 平の r 詠歌 緊 

耍考」 (天 保 十 一 年. H 序) に 之 を 痛撃して ゐ ると 見られる 言の 如く 比喩的な 受け取り 方に は 問題 も あるが、 而も 其の；^ 

せる 一 の 形而上 舉的體 系と も r ム ふべき 體系 は、 發生論 的な 見解、 例へば 母なる 概念 等 を 始め 容 HI? に 比類 を见 ない 透 

徹せる 解釋 • 表現 を 所有して ゐ ると 云 へる であらう。 

さて 右の 諸 稿本の 內、 五 (美 濃 紙 判) は大 旨の 原稿 を 殆ど 完膚なきまでに 加 m 增減 した ものであって oi^ 紙 ."：.^^ ド 隅に 

細- > ^で 「神道う せた るよ の 事」 「泰伯 (以下 二字 程 難蹟) ，と 記す。) (私に 改稿 本と： K ふ C)  31 語阔 文の 研究. 第 s: 十六 號.^ ； 0 木^お .-i 

寫眞參 照。)、 石 并庄司 氏が 「富 士谷 御杖の 古事記 研究 —84. 古 車 記 燈神典 第一に 就いて—， (S 語國 文の 硏究』 mi: 卜，： へ f.^ ノ の 

中に、 一 1 ( 美 濃 紙 判、 同誌 第 四十 六號 寫眞參 照。)、 一 五と 共に 詳しく 紹介 せられた 所で ある。 改稿 後の 構文 は、 旣に六 

(私に 脫 稿本と 云 ふ。) (之 を 第一 册 とする 帝 國阖書 館所藏 稿本 四册は 其の 存在 を 三宅淸 氏より 敎 へられた。) に： F なり 近づいて ゐ 

て、 大きの 稿 は 之を改 稿本. 脫 稿本 .刊 本の 形に 並べる ことが 出来る。 改. 脫 稿本 共に 上下の 面 分な く、  nr 靈辨」 の 

末、 刊 本の r 予 かく 祌 典の 敎： を 言 靈 もてと く 事」 以下 (本 築 三 1H) を 未だ 存せ すして 改 Si 本に は 「かの 惊 A か！：^ 

哥に 目前 尔見在 知 在と あれ は 其 比 は 言 靈の道 世に 明らかな りしなる へし」 として 之 を 消した る 部分、 刊 本と 相 な 

る 「祌 人辨」 め 初頭の 部分 等 は 兩者相 近い。 然るに 最後の 「神 典 一 部 心 法」 に 至る と 三者の 推敲 改 は 著しい もり 

が ある。 遣憾 ながら 今 一 々之 を對 照すべき 餘 {II がない ので、 「祌典 一 部 心 法」 中改變 の 著しい 部分 以ド のみ を祸げ る。 


改 稿本 (京大 本) 

さる は 凡 席の 知見 この 一 ー祌 夫婦の こ 

とく 持 あ ふ をいたり と 弁 へす してよ 

しなき すち にくる しむ こと を あはれ 

み 給 ひて 祌武帝 御み つから： 大 下の 實 

事に 掛て さとり 給 ひし こと を 御 をし 

へに のこし 給 ひし ものなる か 故に 此 

一 ー祌 をし も 七 神 三 段 祌世七 代の 極に 

たてさせ 給 へ る にても あれ はもと こ 

の ニ祌の 相た くひ 給 ふとい ふ は： 大地 

ヽ ン 

祌 願の よくもち あ ひ 給 ひて 長く 久し 

きを. いふに て 人 みなこ.^ をた にいた 一 

りと さとれ は 直に 七 神 三 段の 發； 大地 

决定 せらる へし 返々 祌世七 代より 以 

上と 以下 はこと すち なる 事 を 信 解す . 

富士谷 御杖 築 第 一 卷 解題 


脫 稿本 (帝 11 阖書館 本) 

お ほかた 凡庸の 智は 人欲 をお さ ふる 

所より 忠孝 等の 美事 は 生す とすされ 

とも ま へに もい ひし かこと くよ ろつ 

母と なる もの は 地 なれ は それ 犬なる 

あやまりな りた. 1 人た に ゆるせ はわ 

か 身 も 脩す るに をよ はす その 人の ゆ 

るす 祌氣 はかなら すその 欲 を 田と す 

る もの 也 # 邪那美 命と いふ はわ か自 

在に した かふ かれ か神氣 をい ふに て 

天下に すれ は： 大 下の 人民に 伊邪那美 

祌 あり 一 國丁冢 一 人に 對 しても 猶こ 

れに 同し く此祌 わか # 邪 那岐 神と 夫 

$1 の 間の ことく なるこれ を は 彼我の 

(の) 

間口いたり とする 事 わか 御敎の 奥！ Hil 


刊本 (本 集 四 八 頁 以下) 

お ほかた 凡庸の 智は、 人欲 をお さ ふ 

る 所より 忠孝 等の 美事 は 生す とす、 

され ども 前に もい ひしが ごとく、 よ 

ろづ 母と なる もの は 地 なれば、 それ 

大 なる あやまり にて、 互に その 神道 

を 神道と は 身 外に 出し が^こ レーした す 

をた き 所 欲 をい ふなり し， /i 

くれば、 勉； g に まされる 人道、 おの づ 

から 立べき 也、 伊邪那美 命と いふ は、 

われに 和 順なる 彼が 神氣 をい ふに て、 

天下に すれば、 ：大 下の 人民に 邪那 

美 神 あり、 ー國 一家 一 人に 對 しても、 

猶、 これに 同じく、 此祌、 わが # 邪那 

岐 神と 夫婦の 間の ごとくなる、 これ 

をば 彼我の 間の いたりと する 事、 わ 

二 五 


富士谷 御杖 m: 第 一 卷解题 

へしとの 御敎 なる 也  . 

その 大意い かにと いふに 人の 心身 そ 

(う 

の 親 は： 大地に して その； 大地の 性 を □ 

け)  . 

口た る 心身 なれ は 心 は 精妙に 身 は 重 

？ g なる か 本然の 性なる なり さて かの 

忠孝 等 〇 美事 心と 身い つれ を 母と す 

る そとい ふに 地の 萬 物 を 生す る 性 を 

うけた るか 故に 身の 方 か 母と はなる 

也され は 身に 美事 を 生せ しめむ とに 

はも はら その 欲 を 肥やす へ き 事 11^:^ 

を もて 土 を 粘せ は 五穀よ くみの るか 

ことし 此故 にわか 身を絛 する はか へ 

りて 田地 を やせさす る わさなる か 故 

に いかにもして 我 身の 欲 を こやす へ 

けれと みっから 肥やせ は 人 ゆるさ X 


なる 也 この 故に 伊邪那美 神 をし も 5^ 

邪 那岐祌 の 妹と 稱 して 祌世七 代の を 

はりに すゑた まひし もの 也 


二 六 

が 御敎の 奥： Ei: なる 也、 この 故に^ 邪 

那美祌 をし も、 5. 邪那岐 神の 妹と 稱 

して、 祌世七 代の を はりに すゑた ま 

ひし もの 也、 


るか 故に 人の 欲心 を こやし わか 身の 

欲 は 人に こやさす る をいたり と はす 

る 也され とも 人の 欲 を 達する 事危暴 

なれ は 功な くして 害 あるか 故によ く 

： 大地の 活所 をみ てまつ 初段 を かけて 

後 中段 を ほと こす へしと は をし へ 給 

へ る 也され は 初 中段 は兩 手の こと も 

片手に て はお さへ 片手に て は 達す へ 

しとの 心也此 故にた X 我 身 は その 重 

濁なる 性の ま \ になし 置て まつ 陰に 

あらす かれより 下段た に 生 すれ はわ 

か 非 もな にか は 非な らんた X われ を 

非と する かれ か 地祇 をた にな こ むれ 

は I 身に をよ はさる 事なら すやこ \ 
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を もて みれ は I 身 は 茶 迂遠な る わさ 

なる 也 

初 投發： 大地の 下にい ひし かこと くわ 

か 御園 は： 大地 ふたつな からい かす 事 

をむ ねとす るか 故に 惡を はかへ りて 

厚く し； 大地 を ふたつな からい かすに 

いたらされ は： 大地の 間に をり： 大地 を 

親と せる 人の 心身い かて か 全き 事 を 

う へ き されは淤能1„^§呂嶋以下,被 

之 件 まて は此 人欲 を 達すへ き 道 初 中 

段より 外な き 事 を 說給ひ 御頸珠 以下 

終に いたる まて は その 初 中段に つけ 

て 心え あやまる へ き事必 ある を 委し 

くと き 示し 給 へ る もの 也 

さ れと 淤能^^ム ^嶋以 下の 件々 は暴竞 


さ て か • の 淤能基 呂. Gi? 之 件に I 理 固成 

の 任 この 一 ー祌 にし も ある を 思 ふに こ 

の 一 ー祌の 相た く ふへ き 事 は： 太 地 を ひ 

らく はしめ よりこ もりた るか ゆ ゑな 

りされ は 七 祌三段 神 世 七 代 を はかく 

次第して 書なら へ たま へれと も七祌 

三 段の 始 にやが て 祌世七 代の 終 あり 

祌世七 代の 終に やがて 七祌三 段の 始 

ある 心に て 所： 一;;^ は 環の ことき かたち 

にみ る へき 也 その 環の ことき はなに 

そ 昇降の 氣の 循環す る事始 はや かて 

終 を もち 終 はや かて 始を もてる に應 

したる 也此 故に 七 祌三段 祌世七 代 は 


二八 


さて かの 淤能甚 ：！.！：，：；.？ 之 件に、 修现 W 

成の 任、 このニ祌にしもぁるをぉも 

ふに、このニ祌の相たぐふべき！^^は* 

： 大地 を ひらく はじめより こもりた る 

が 故 也、 されば 七祌 一一：^： t 世 七 代 を 

ば、 かく 次第して 害なら ベた ま へれ 

ども * 七祌三 段の 始に、 やがて 神 世 

七 代の 終 あり、 祌世七 代の 終に、 や 

がて 七祌三 段の 始 ある こ ろに て、 

所： は 環の ごとき かたちに みる ベ き 

也、 その 環の ごとき は 何ぞ、 界 降の 

氣の 循環す る isr 始 はやが て 終 を も 

ち、 終 はやが て 始 を もてる に應 した 


初 中段の 釋 なりと い へ はた \設 て 書 

たま へる もの. - ことくに 聞 ゆれと； g 

能 基 呂島之 件より 簡威之 件 まてと 御 

頸珠之 件より を はり まてと はまた ふ 

たつに なりて 被驟 以上 は 初 中段のお 

こ る 所以 をと き 御頸珠 以下 は 初 中段 

たちて 後の 敝を ひらき 給 ひし 也と 心 

う へ し此 故に 七 祌三段 祌世七 代と 驟 

被 以上と 御頸珠 以下と 三つに たて . - 

みるへ き 事 神 典 一 部 を 見る へ き 大意 

なる 也 

これ もと 祌武 帝の 實 事に さま/ \- 

懲りさせ 給ひ實 事に をし へ られ給 ひ 

て 其活所 をえ て たてさせ 給へ る御敎 

なる へしされ とその 活 所卽： 大地の 活 
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わか 御 をし への 大綱に て淤能 基呂. El 

已 下と はこと なる ものなる 事 これら 

の義を あきらめて 後 信す へきな り淤 

能 基 呂嶋已 下 を 初 中段の 釋 なりと は 

い へ ともおし なへ ての 釋 とい へ はた 

X その 理を とける もの をい ふ 事 なれ 

とこれ は 神武 帝： 大 下の 實 事に 御 心 

を くるしめ 給ひ實 事に みちひ かれて 

此活所 をえ たま へ る なれ は 全く その 

實 事の みちひき 奉りし かたち をは淤 

能 基呂島 以下に ときたま ひし ものな 

る へ しされ は此 一 部 七 祌三段 祌世七 

代 は 大綱と し 淤能基 呂島之 件より 禊 

被 之 件 まて を は 一 段落と 見 御 頸珠之 

件ょり！^^まてをまた 一 段落に みる へ 


る もの 也、 この 故に 七祌三 段祌世 七 

代 は、 わが 御敎の 大綱に て、 淤能基 

呂島 以下と はこと 筋なる 物なる 事、 

これらの 義を あきらめて のち 信す ベ 

き 也、 淤能基 呂嶋已 下 をば 以上の 釋 

なりと はいへ ども、 おしなへ ての 釋 

といへば、 た、 乂 その 理 をと ける 物 を 

いふ 事 なれ ど、 これ は、 祌武 帝、 

天下の 實 事に 御 心 を くるしめた まひ、 

實 事に みちびかれて、 此活所 をえ た 

ま へ る なれば、 全く その 實 事の 導き 

たてまつりし 力た ち をば、 游 能基呂 

島 以下に ときたま ひし ものなる べし、 

されば こ Q 一  部、 七 祌三段 神 世 七 代 

は、 この 御敎 成就の かたち をと き、 

二 九 
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所に して： 人 地 人に 貫通せ りかく 活所 

を もて をし ふる か 故に 古 八 r 貴賤 の 別 

なくた >t 人 は 初 中段より 外の 道な し 

(華 

と 定めた ま へ る 也 昔 は 質朴に 争 は 口 

美) 

口 也と いふ はた \ 事物 のうへ 斗に て 

さらに 內の祌 にた かふ 事 はなき 事 也 

され は賁賤 もみな 外白ハ のうへ の 別な 

る そかし 此 故に まな ふに も ふるま ふ 

にも 簡約に して 数人に 數 代に 通す へ 

き 御 をし へ なり 


きなり その ゆ ゑ は淤能 基呂. i5 以下 は 

釋 なりと いふうち に艇 之 件 以上 は 

初 中段 を は 人の ふるま ひ 〇 いたりと 

せて 卟 はさる 所以 をと き 示し 給 へ る 

ものな り 御 頸 珠之件 以下 は その， 初 中 

段た ちての ちかなら す ある へ き 弊 を 

ひらきた まひし もの なれ は 也く はし 

くい は. -喫就 之 件 以上 は 初 中段のお 

こ る 所以 なれ は 七 祌三段 神 世 七 代 は 

この 殿 就の 件と 御 頸珠之 件との 中間 

にある へき 心なり されと 七祌 三段祌 

世 七 代 はわ か 御 をし へ の 肝要た るか 

故に まっかく はしめ に はす ゑた ま へ 

るな りと 心う へ しかくの こ とく 一  部 

をみ つに たて. - みる へき かう ちに 摘 


三 〇 

淤能基 之 件 は、 その 敎 it を赏^ 

にかけ て さとし 給 ひし ものに て、 先 

言 之 件 以下 は、 この 敎^ にたが ふ 

事の をと きしめし 給へ るな り、 ま 

なぶ 者の ために は、 かく ハ ：5 扣を しめ 

した まふ 事、 敎 匕：： をのみ かへ す/ \ 

とかれむ よりも、 益 多き おも ふべ 

し、 まづ此 一 部 をみ むに は、 七 神 三 

段 祌世七 代 を 大綱と し、 淤能 々，：：，：：- 

の 一 件 は、 德 輝と 見 、先.：：；：； 之 件 以ド、 

祌避之 件 以上 を、 一 段^と：： 

張 之 件 13 下、 禊 被 之 件 以上 をば、 ま 

た 一 段落と み、 三^^子之件以ド、 八 

雲 之 件 已 上 をば、 义 ； 投と ：3-、  mm 

御子 生 之 件 以ド、 zi^^sfM 件 以上 を 


一 部 すらた. - 五十 葉なる に それ も猶 

淤 能基呂 鳴 以下 は 注に して その 大要 

はた. -此七 祌三段 祌世七 代 二百 一 字 

なり 猶 そのうち 初 中段 百 七 字の 一一 一一 II 靈 

によろ つ 人事の 本源 を をし へ 給へ る 

なれ はいか はかり 不根氣 の 人 とても 

學 ひえさる 事 あらん や 
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委しく いは \ 御 頸珠之 件より 八 雲 之 

件 ま て 素菟之 件より 尾翼 鱸 之 件 ま て 

(初) 

を ふたつに して これ を 口 段の 御產巢 

日の 二 神の 弊と み： 大八衢 之 件 以下 を 

中段 一 ー祌の 弊と みる へしこれ 此祌典 

をみ る 要略なる なり 

この 一 部 すらた. -ゎ つかなる に それ 

も 猶淤能 基呂嶋 以下 は釋の こ とくに 

して 大要 はた. -此七 段 三 段 祌世七 代 

一 一 百 一 字な りな ほそのう ち 初 中段 百 

七 字よ ろつ 人事の 本源 を \ しへ 給へ 

る なれ はいか はかり 下极の 人な りと 

も ひ えさらん や 


ば、 又 一 段と み， ： 太 之 八 衢之件 以下、 

を はりまで をば また 一 段落と みるべ 

し、 く はしく いは 、乂、 なほこれ が 中 

にも、 小 段落 は ある 事 なれ ど、 人 マ は 

その 大段 をい ふなり、 件々 の 大意、 

ならびに 件々 相う くる 心、 など は、 

本文に しるせる をみ て 心得べ し、 こ 

れ此神 典 をみ る ベ き 要略な る 也 - 

この 一 部 すらた、 乂ゎづ かなる に、 そ 

れ もな ほ淤能 基呂嶋 以下 は釋の ごと 

くにして、 大要 はた、. -此七 段 三 段 神 

世 七 代 一 一 百 一 字な り、 猶 そのうち、 

初 中段 百 七 字、 よろ づ 人事の 本源 を 

敎 たまへ る なれば、 いかばかり 下极 

の 人な りと も、 擧 びえ ざらん や、 

三 一 


富士谷 御杖^ 笫 ： 卷解^3 

今 我 御 敎の德 をい は まつ われ も 身 

を こらす に 及 はす 人 も 欲 を 達する に 

つけて 彼我の 仁義 力 を 用 ひすして 生 

しし かも 長く 久しき こ， d 也 


今 わか 御 敎の德 をい は. -我も 人 も 身 

を條 する に 及 はす 所 欲 は 公私 大小と 

なく 達せす とい ふ 事な くし かも 孝涕 

忠信 等の 美事つ とめす をし へす して 

おのっから 生す る これな り諸敎 のこ 

とく 勉めてな し耻 させて つ \ します 

る はたと へ は 猫 を 飼 ふに 絲 もてつな 

きたる か 如し 初 中段 を ふる まひ 下 

段 生して その 極 伊邪那岐 5： 邪 那美ー 一 

祌 夫婦と なる にいたり て はたと ひ 敵 

の 陣中に ある をの こたり とも わか 方 

人た る 事 《萃 にある かこと くな りぬ へ 

きなり これ 放ち 飼に し 一 だる 猫の こと 

く なれ は 毛々 那賀之 件なる 寄に へ 毛 

、ナガ ニイ ハナ サン テ  モ、 ナ 

々那賀 <小# 波 那：！ ^牟遠 また へ \ ^々那 


三 二 

人 マ わが 御 をし への 德を いは、. -、 我 も 

人 も 勉； g 用 ふるに をよ ばす、 所 欲 は 

公私 大小と なく 達せす とい ふ： E:!- なく 

しかも 孝涕 忠信 等の 美事、 つとめす 

をし へす してお のづ から 生す る これ 

なり、 諸敎の ごとく、 勉めてな し、 

耻 させて 愼 まする 時 は、 たと へば 猫 

を 飼 ふに、 絲もて 紫た るが ごとし、 

初 中段 を ふるま ひ、 下段 生， じて、 そ 

の 極仆邪 那^ 仆邪那 、一  ： 神 夫 とな 

るに いたりて は、 たと ひ 敵の ^巾に 

ある をの こたり とも、 わが 力 人た る 

事 、難に あるが 如くな りぬべき なり、 

こ れ放飼 にした る 猫の ご とく なれば 

1^ 々那賀 之 件なる： 丹に へモ Vi3 那贺化 


しかるに 理學 をた しむ 人 はこれ を權 

謀術數 のこと く 思 ふへ けれと： 大地の 

活 所た かくの こ とくなる を ゃ此： 大 

地の 活 所より みれ はっとめ て 外様に 

仁義 を かさる こそ か へりて 術數 のこ 

とくみ ゆる そかし もと 此欲を 母と す 
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賀：. ゾ # 遠斯 那世 なと ある こ れ安寢 の 

かたち を 云な りたと ひめの ま へ はい 

かに も あれつ まりの 所うた かひな く 

か  りと あら かしめ しる 智を 思金祌 

と 名つ けて 石屋 戶之 件に はしめ てみ 

えまた 大穴 牟遲祌 の 所に も 此祌の 思 

ひ 兼 をのみ ときたま ひし は勉： Si のた 

しかなら ぬか 故な り 

しかるに 理を むねと しか へ りて 實事 

にくら き 人 はこれ を權 謀術數 のこと 

くお も ふへ けれと： 大地の 活所 かくの 

ことく なれ はさる は： 大祌 なほ 權謀術 

數を ふるま ひ 給 ふと そい ふ へ きそれ 

ひと へ に實 事に く はしから ぬか 故 也 


伊波 那： 牟遠、 また 「毛. -那賀  > ぜ， # 

遠斯那 世な ど ある、 これ 安寢 のかた 

ち をい ふなり、 たと ひめの まへ はい 

かに も あれ、 つまり 〇 所うた が ひな 

く か. 1 りと、 あらかじめ 知る 智 をば、 

思 金 祌と名 づけて、 石屋 戶之 件に は 

じめ てみ え、 また 大穴 牟遲祌 の 所に 

も 此祌の 思 ひ 兼 をのみ ときたま ひし 

は、 勉.^|1のたしかならぬが故也、 

しかるに 理 をむ ねとし、 かへ りて 實 

事に くらき 人 は、 これ を權謀 術數の 

ごとくお も ふべ けれど、： 大地の 活所、 

かくの ごとく なれば、 さる は、 ；大祌 

なほ 權謀 術數を ふるま ひた まふと ぞ 

一 い ふべき、 それ ひと へ に實 事に く は 

！  ml 三コ r 
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る か 故に 世の惡 とい ふ もの をい みに 

くむ 車 なくなり よろ つかれ か あやま 

ち をし わかた めに 辛勞 なる 事 を まつ 

心と なりぬ へ けれ はす へ て 世に すた 

る もの なくなりぬ へ き 也 漢土の； 大子 

久しから さる は ひと へ に 善 をと り惡 

を^す るか 故 也 


此； 大地の 活 所より みる 時 は 心に も 思 

はぬ 仁義 を 外 体に かさる こそ か へ り 

て術數 のこと くに はみ ゆれ この 初段 

のた つ 所 はかの 黄泉 之 件に いは ゆる 

へ 一 1^ 苦瀨而 忠惚時  一 K 々これにて すへ 

てな に 事に も あれ 思 はさる 事いて 來 

て せんす へ もな くう ちわ ひらる \ 時 

を 時と する 事 なれ はよ ろつ の 忠をは 

かへ りて まちよろ こ ふ 心と なりぬ へ 

くこれ につけて は 彼の 所 欲 すこしも 

まがる へ からさる か 故に 世に すたる 

もの なくなりぬ へし 

天地の 性 精妙 m-Fg にあり なから ふた 天地 もと 精妙 ま燭の 性なる に ふたつ 

つと もに たちた る をい かて か 普 をの 一 なから なら ひお こな はれたり しかる 


三 四 

しからぬ が 故 也、 此： 大地の 活 所より 

みる 時 は、 心に も m」： はぬ 仁^ を 外 休 

にかざる こそ、 かへ りて 術 政の ごと 

くに はみ ゆれ、 此初投 のた つ 所、 ひ 

とへ に 人 を 欺く がごと く なれ ど、 欺 

くが 如しと 耻て、 た、 乂人 (ゆ をい み 先 

とせば その か， 乂 まれる 祌 (is より、 か 

ならす 敗 をと らし めら るべき 也、 さ 

れ ば幽顯 をた て X、 祌 人の S! を ひら 

き、 祌を 先と し 人 を 後と せば、 祌ャ 3 

は 幽路に 行 はれ、 人 _边 は顯路 にお こ 

な はれぬ べきが 故に、 ^にす たる 物 

なく 成ぬべし、 

； 大地 もと、 精妙 艰ヘ？ g の 二 性なる に、 

ふたつながら ならびお こな はれたり、 


みとりて その 末 全 かる へきす へて 儒 

敎 りい ふ 所 はた- -め のまへ たに 正し 

けれ は 行末 もめて たかる へ き理 によ 

りて なれと 重 濁の 道 を あたへ さるに 

いかて か： 大地と 長久 を ひとしく する 

事 をえん 


を 善に 片 より 惡を いみて いかて か ：大 

地と 長久 を ひとしく すへ き發大 地 の 

御 をし へその 贵き事 これにて しる へ 

き 事な り； 大地の 一 一 性に 私すれ はかな 

らす 長久なら さるし るし は 漢土の よ 

--の 王者 これな り 

易經 にたてた る 乾坤 は 地 を も 正しき 方の 

ものに みたる 也され は 天地 も 正しき 一 方 

のうちなる 天 地なる 也 地 は 萬 代う こか さ 

る をい かて か 正しき ものに みん よに 邪な 

るた くひ はなに をお やとす る にやよ く 

-/\考 ふ へ き 事 也 さる 正中の 天地 をのり 

として いかて か 

長久に 合す へ き 

宣長 はから 國の敎 来りて 後 わか 御國 

人の こ X ろ あしく なれる やうに 思 は 

れ たれと も 渾沌 を 人の 質と して 發： 大 

地 を をし へ 給へ る を みれ はもと より 

？ 沌は 人の つねなる ものな りさる 質 
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しかる を、 善に ルょ り惡 をい みて、 い 

かで か 大地と 長久 を ひとしう すべ き、 

發： 大地の 御 をし へ 、そのた ふとき 事、 

これにて しるべき 事な り、 天地の 二 

性に わたくしすれば、 かなら す 長久 

ならざる しるし は、 漢土の よ \ の 王 

者 これ 也、 よに ふたつ ある 物、 ： 大地 

を 親と せぬ はなき に、 理欲 のみい か 

でか こと ものな らん、 これ を 弁へ ざ 

る は、 いと 稚き 事なら す や、 宣長も 

から 國の をし へ來 りて 後、 わが 御國 

人の 心 あしく なれる やうに 思 はれた 

れ ども、 渾沌 を 人の 質と して、 發 天地 

を をし へ 給へ る を みれば、 もとより 

揮^ は 人の つねなる もの 也、 さる 質 

三 五 
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後世 祌社を はいに しへの 書藉 とみる 

事う しな はれて た \ 崇敬 を こと \ す 一 


ある 所へ から 國 ふりの 文 を かけた る 

なれ はいよ，/ \ 後世 わか 御國 ふりに 

遠 さかり ゆきし ものな り簽 しくして 

はから 國の事 を そしれ ははら たつる 

人 さ へ 世に 多く 成に たり 害 一つ くれは 

夜来り 夜 つ くれは 晝來り 暑 靈れは 塞 

来り 塞つ くれは C 者 来らす やめの まへ 

の 固き をね かふ は 行末の 危 きをう む 

わさ そかし され はから 國 まね ひ はい 

とも// \ うしろや すからぬ 事な りと 

そお ほ ゆる やわ か 

祌 iS ひとり 後の よ の て ふり を 出さ せ 

たま へれ は 萬 世の 御 末 もお も ひやら 

れ 奉ら 口 かし 後世 祌社を は書藉 とみ 

一 ろ 事う しな はれて た. 1 崇敬 を こと X 


ある 所へ、 から！： ぶりの 文 を かけた- 

る なれば >  いよ- 後世 わが 御 1- ぶー 

りに 遠ざかり ゆきし ものな り、 ^し 一 

くして は、 から 刚 のこと を そしれば 

はらた つる 人 さ へ 世に 多くな りに た 

り、 つくれば 夜来り、 ^つくれば 

晝來 り、 盡れ ば^ 來り、 れば 

C^JS? 來らす や、 めの まへの W きをね が- 

ふ は、 行末の あや ふき をう む わざ ぞー 

かし、 されば 渾沌 を 憑む は、 いと も 一 

/\ うしろや すからぬ こん-也 かし、 


る ことにな りたる も その 源 はから 人 

の お のか 先祖の 祌主を ま つるに 混し 

たる もの 也 これの みならす 官職な と 

もこと，/ \>  く 漢土 を まね ふ 事に なり 

たる 事 久し 上古の 官職 を はこの 祌典 

によりて みるに 此祌典 中 の祌々 を そ 

の 一 凝の 祖と 定めい つかせ 給 ふ は そ 

の 神の 祌さひ を 職と せ させた まひし 

もの 也と おほしき 也 その 故 は 小さき 

家のう ちな とこ そ あれ： 大 下の 人の 重 

？ I の 性 を 達せん に 天子 一人の 御身 

にて は あた はさる か 故に その 祌々 を 

職と せ させて 御み つからの 御 神 さ ひ 

(る) 

にか はらせた まひし ものな □ へし 此 

故に 百せ こと/ \ く  ：大子 御 一 身の 
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する 事に なりぬ る も その 源 はから 國 

人のお のか 先祖の 祌主を まつる に 混 

したる ものな りこれ のみなら す 人 マ わ 

か御國 のい にし へ ふりと 思 へ る は 多 

く はから 國 ふり をい にし へ まね はれ 

たる 事 ともなり 官職な とも 漢土 を ま 

ね はれた る 事 久し 上古の 官職 を はこ 

の祌 典に よりて 思ぶ に 所々 にみ えた 

るか 如く その 一黨の ものに 祖 として 

祌を いつかせた まひし は卽 官職な り 

いかにと い ふに その 祌さひ を は その 

職と せよ と 任した まひし を言靈 とし 

たる もの 也 小さき 家のう ちな とこ そ 

あれ 天下の 人の 東-? i の 性 を 達せむ に 

；大子 一 人の 御身に て は あた ふまし 
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祌氣 なる かこと し 官職のう へ も 上古 

は^ 神 典 をむ ねとして たてた まひし 

ョ . 

事み る 口し これな に を もて かくい ふ 

そとい ふに もとかたち もな き 祌をは 

祖 とたつ る 事 ある ましき 事なる を も 

て此こ 、 ろ を しれるな り 

わか 大 御國 こと 國 にた かふ 事む か 

しょり 人た.^ ふれと もた 入 大地の 祌 

職の まもらせた まふとの みい ひてい 

かなる 故と もの へたる 人な かりき 

天地 Q 頭上 脚下に ある 事 はわ か 御 

國に かきらぬ 事なる に ひとり 他 域に 

まさりて ^職の 御 心 を 合せお はし 

(ま) 

口す はかく 祌の 道に 乘る こと を 主と 

する， て ふりに よりて 也 


きか 故に 神々 を 職と せ させて 御み つ 

から 〇 御祌さ ひに か はらせた まひし 

もの 也此 故に 百官 こと./ \  く 一大 子 

の 分身なる かこと きこれ かみ つよの 

• 官職の かたちな りから 國 〇 ことく 顯 

露の 事の み をた のむ すらみ つから は 

ひろく 事 をと る 事 あた はすまして 初 

中段 をむ ねとし 人の 葦 牙の 萌騰る を 

みむ 事 かくの ことくなら てはい かて 

かう へ からん 國家 とても 猶 この 心 を 

えて 事に をる へき 事なら す やかの 祖 

祌と い ふ も 後世 祌蔡者 流 はた X その 

黨の 元祖た る 人の こと 也と 心え ため 

れ ともと かたち もな き 神なる を祖と 

せむ や は 伊勢の 太 祌宫. を も 祖廟 


とい ふに 混し はて たれと もし これ 

；大 子の 祖 席なら はむかし より 八 r に 至 

りても いやしき ものに まて 拜禮を ゆ 

る されん や はこれ うつしき 靑人草 を 

おしな へ てた すけさせ たま はむ 爲の 

書籍なる 事うた かひな き 事なら す や 

わか 大御阈 はし もこと 國に まされる 

事む かしょり 人た X ふれと もい かな 

る ゆ ゑ ありて； 大：^ 地 職の ことに 此國 

をし も 守らせた まふと い ふよし は 弁 

したる 人な し 頭上に； 大 あり 脚下に 地 

ある 事 はわ か御國 にか きらぬ 事なる 

を やた \ こと 國に 同し からぬ こと は 

天地の 精妙 重 濁の 一 一 性 を はふた つな 

から 全うする これ 也 かく： 大地 を ひら 
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今 四海 泰平 をた のしむ 時に あたり 千 

とせ を こえて かくれた りし 此御敎 本 

居の 翁 はしめ て此 記の 正しき をよ に 

か. 1 やかされした かひて 成元此  一一 一一 口 靈 

をと きて ふた X ひわ か 大御國 の 御 

て ふり 明らかになり 哥の道 さ へ 後世； 


く 人の 祌氣 大地の 神職に 感通 する か 

故に こと 國に はまされ るな り ま へ に 

もい ひし かこと く； 大地の^ 化 は 人に 

よりて 變 化する ものなる 事 これにて 

信す へく かつ わか 御 をし へのた くひ 

なき 事 を も 思 ふ へ しもし 人發； 大地 を 

むねと せす は 上帝と た \ へて いか は 

かり 大 を 敬す とも 長久 を ひとしく は 

し 給 ふまし きそ かし 

今 四海 泰平 をた のしむ 時に あたり 千 

とせ を こえて かくれた りし わか 御敎 

本 居の 翁 はしめ て 端 を ひらかれ 成 元 

した かひて この 首 靈 をの へて わか 御 

國の 御て ふり 明らかになり 哥の道 さ 

へ 後世 の 狹霧 はれた る 事 さら に/ \ 


今 四海 泰. や をた のしむ 時に あたり、 

千と せ を こえて かくれたり しわが 御 

敎、 本 居の 翁 はじめて 端 を ひらかれ、 

成 元した が ひて こ の- ：靈を のべて、 

わが 御！： の 御て ぶり 明らかになり. M 

ともに. 後世の 狄、 を. t へる お、 


の狹 霧の か をれ る を はら ひし 事 も ひ 一 

とへ に 

祌 君の 御 神 さ ひの 御 ひかりなる そか 

しされ は 民 みなこの 大 御 II ふりに 

した かひて 祌 道に 乘らは おのっから 

お ほやけ の 御つ かさ、/ \- に 御い と 

まもいて きなん それ をた に 

祌^ の 御う つくしみ にむ くひ 奉らん 

とた. d も，/ \ おも ふ へ き 事なら す や 


この 御 をし へ ： 大地 人の 活所 貫通せ 

る を さとりて 中段 をつ ねとす る 人 

よ に 多くな り な は官 一長 か いさを も 成 

富 十； 谷 御杖 染第 一 卷解题 


一 これ 成 元 等 かいさ をに は あらす ひと 

へに 

祌君御 神 さ ひの 御 ひかりなる そかし 

され は 民み な此 御て ふりに 歸 して 祌 

道に のみ 乘ら はかれ も われ もと もに 

さちの みあり て國 にあら そ ひ ある ま 

しけれ はおの つから お ほやけ の 御 

つかさく 御い とま もいて 來 なん そ 

れを たに 神^の 御う つくしみ にむ 

くひ 奉らん とたれ もく 思 ふ へ きこ 

とならす や 

しかる をよ しなき 是非 家の 論に した 

かひ 八十 禍津日 祌大禍 津日祌 を 生せ 

む 事い とも，/ \ かしこき 事な り 成 元 


さらにく、 これ 成 元 等が いさをに 

は あらす、 ひと へ に 泰平の 餘化、 か Q 

大御祌 さびの 御 ひかりなる ぞ かし、 

されば 民み な此 御て ぶりに 歸 して、 

祌 道に 〇 み乘 らば、 かれ も われ もと 

もに さちの みあり て、 國 にあら そ ひ 

ある まじければ おの づ から お ほや 

けの 御つ かさ/,. \、 御い とま もいで 

來 なん、 それ を だに 

とほし ろき 御う つくしみ にむ くひ 奉 

らんと、 たれ も/ \思 ふべき ことな 

ft 

らす や、 
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せ s  士谷 御杖 築 第 \ 卷解超 

元 か 微忠も あら はれぬ へしと た. -そ 

の 時 を まつに なん さきに もい ふか 

こ とく 御勁珠 以下の こ とき 心え たか 

ひなく はた. ^ま 、被 以上に て 事たり ぬ 

へ くま、 威 以上の 道理 明らかなら はた 

. -七祌 三 段 祌世七 代に て 事たり ぬ へ 

き 事 なれ はいかに いと やす かる へ き 

(は) 

事なら す や □ しめ 渾 大地の 修身 をく 

いさせた まひて この 發： 太 地に 决定し 

は實に 人情 世態の 極と いふ へ し 成 元 

此年 うち 此祌典 を 人に かたるに 實事 

に 、い 切な る 人 はさと る も ふるま ふ も 

顿 なり 11 佛 のた くひの 書 をよ みさら 

ても理 をた Q む 性なる 人 はさと る も 

ふるま ふ も 純き 事 ひと へ に その 智の 


年 ころ 此神典 を 人に かたるに 實 事に 

心 切なる 人 はさと る も ふるま ふも頓 

なり SI 佛 のた くひの 書 をよ み 心に 理 

を やしな ひて 我を始 とする 人 はいと 

鈍き 事 ひと へ にみ つから その 智の活 

所 をお ほふと お ほ はさる の训 あれ は 

也 
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^所 をお ほふと お ほ はさる との 刖ぁ 

れは也 

むかし は 世に 此 御て ふり もしれ る 人 

多 かり けれ はこれ さらに あやしき 事 

とも 人お も はさり けらし 千歳の 餘ほ 

ろ ひたりし 此御敎 しかも 凡 智の上 を 

今 一 段 見 こした る 所 なれ は 世人の 顿 

にうけ ひき かたき もさる 事な りこれ 

死活の たか ひめに て 大量 之 件に ：大若 

日子と 阿遲 志贵高 日子 祌と をみ あや 

まれる 事 を ときたま ひその 喪屋 をき 

り 給 ひし 劍を 大量と も 名つ けた まひ 

し はこ \ の决斷 いと 大 なる 事 なれ は 

也 

か はかりいたり ふかき 御 をし へな 
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むかし この 御て ふり を しれる 人よ に 

多 かり けれ はかの 思金祌 もい ととく 

あら はれけ らし 人 r よに うしな はれて 

千歳 を こえ たれ は 彼を始 とする 御て 

ふり 世人 頓 にうけ ひ かさる もさる 事 

なり 死活の 决斷は 人と して 大事な る 

へき か 故に 大量 之 件 に 死せ る ：大若 日 

子と 活 たる 阿遝 志 貴 高 日 子 极祌 と を 

見 あやまり たりし をい かりて その 喪 

屋を きりた ふし 給 ひし こと をと きた 

ま へ りた \ うは へ よりみれ は 死せ る 

も活 たる も か はらす み ゆる もの なれ 

と： 大地の 活 所に そむく とかな ふとの 
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から 今 眼前に その しるしな く はなに 

のハ； ^か はとて 近 比み つから もこ. -ろ 

み 人に も をし へ て祌さ ひせ させつ る 

に その 妙 事 をう む 事 眼前なる により 

ていよ/ \ 'これ を 信した る 也 これに 

よりて ます，/ \ 世に ひろくな してく 

るし きせに 落て うら ふれむ をた すけ 

むと て 八 r こ の 件々 を わかちて その 意 

をえ やすから しむい は ゆる  r 
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けちめ なれ は その 劍を 大量と しも 名 

つけた まひし ことわりな る^か はか 

りいたり 深き 御 をし へ なから め Q ま 

へ に その しるしな く はなに か はとて 

近 比み つから も ほと，/ \- にこ \ ろみ 

人の する を も 見 問つ るに その 妙 事う 

まる X 事け に 鵜 i 耳 草 も ふき あ へね は 

小犬に わたしい かてよ に ひろくせ む 


され は rt 沌を ひらかむ 人の 一部の み 

やす からん がた めに 件々 を わかてり、 

C 'は る 


の 心つ ちす \ みぬ 

(右の 中段より 績く) しかるに こ \ に 一 弊 ありて この 御 敎〇 むね Q まと はる へ き 事 あり それ を 何 そとい ふに 世に 神 

社 をう やま ひ 信し その 信 力に よりて 人力の 及 はさる 奇特 をうる 蔡多 くまた 神社 をない かしろ にして： 1,ぉ をう く 

る 者 も 世に 少 からす そこにお いて その 祌の德 も かしこき 事 なれ は 人 こそり て 信 をむ ねとす けに 祌カは 人力の 能 

はさる 所 ある 事 い ふ もさら なれ は祌を 信し うやま ふ 事 は 殊勝の わさな りし かれと もこ X に 疑 ふへ き；^ あり その 

故 はさ はかり 御う つくしみ ふかき 神に てまし まさ はこ と 更に 祈り こと-吏に 信す る 人に あらす とも 火 かた 人の 

忠 はたす けた まふへ くまた 不敬 を しもし 給 ふへ きに その 神社に か.. -っ らふ ものなら て はたす け も， ほし も I 給 


±ぬ享 うたか はしき 事 也 かつ 世に" s 禱を こと X する もの そのいの り 事し るし ある 時 はおの かいの りの いさを か 一 

ほ なれと ももし しるしな き 時 は そのいの りぬ しの 信淺 きか 故 也と いふ 事祈禱 家の つね 也け に 信 深き 人 は 思 はぬ 一 

しるし をもう る もの なれ はさる へき 理 なる へ しされと 此事 をよ くく 思 ふに 不信な りと もた すけた ま はむ こそ 一 

神の 御う つくしみ とはい ふへ きにし か あらぬ は基竟 わか 信 力の しるしなる 也 もと 奇特 はわ か 信 力に ある 事なら 

はいかて かこと 更に 神 をい のる へきされ はま へ の 不審 もこれ に 落 あ ひて 概す るに 祌カは 人の 信 力に よりて あら 一 

はる X 事 明らか 也 その 信 力と いふ はなに そた X 人の 我 力 を 拾て 唯 かなたの 力 を ひた ふるに たのむ 力に あらす や 一 

かく 旣 して みれ はよ ろつ の 奇特 妙 事 はた X わか 力 をす てた る 所に あら はる. -事 疑な しこれ 善 解除 惡 解除の 奇特 

にて たすけ も も 皆 かなた を始 とする みつからの 心より なす 事なる なりされ とかくい へ は祌 をない かしろ にす 

るか ことくに 聞 ゆれと しからす ま へに いひし かこと く： 大地の 祌祗 はすな はち つらぬきて 一大 下の 人の 心身に やと！ 

り 給 へれ は 世に あらゆる 神た ち は 悉く 人の 身內 にかよ ひて おはします なりされ はいかなる 祌カ もみつ から あら- 

はさる る 事 疑な きもの なれと も 人力に てこれ を 覆 ひての みある か 故に 奇特の 事 はえられ さる 也み つから 神 力 を 一 

あら はす はとり も 直さす： 大神地 職の 御 ちからなれ は 今い ふ 所 更にく 祌を 蔑に してい ふに は あらす た \祌 は 一大 一 

地 人に 貫通し 給 ふ 所以 をい ふなり され は 祈禱者 丹精 を こらして いのれと も 不信の 人の 祈に はしる しなき こそ 理 

なれ その 人お のか 力 を 拾す して をる よりその 祌 力お ほ はれた るか 故 也た とひい のらす とも 祌 力のから る へき 事 

た X おのか 力 をす つるに ある 事 そかし このお のか 力と いふ はなに そま へよりか へ すくい ふ 所の 道 速 振 心の 事 

富士谷 御杖 築 第一 卷 解題  E 五 


富士谷御杖$;1^-第 一 卷解题  四 六 

にて r^t に乘 ると い ふ は 卽彼か 始を始 とする わさなる 也 我より お〕 -€ー 是非 をた て X はす へ て 妙 事 をみ る 事 あた は 

さる 事 ひとへ にわか 身 內の祌 の 力いた つらに なれ はなり 人 の 世お のかな けき を祌 にい のりてし るし をう る^と 

も を 見る に その しるしの あら はる. -所は 多く は 人 を かりてし るし を 給 ひて 社の 內 より は 出 來らぬ 也 これ もとよ 

り， 形の 神て おはし ま 占 は 人に か \ り 給 ふに あらされ は その 御 力の ほと こす へ き 道な けれ は 也 かくの 如く その 

奇特 妙 事の 祈りて あら はる- - にも 皆 かなたより 出来た る もの なれ は 彼より 生す る _ ^をのみ 常と す へ しとて 下 

段 を 上下に 路ら せた まへ るな り 彼 か 身 はい は \ 諸祌 社の 扉の ことく その 奥諸祌 社に 通し たれ は 人の 地 紙 をな こ 

むる 事 は祌社 いのる よりも 祌へ 通す る 近路な りと しる へ したと ひい つれの 祌 にも あれ かくの ことくに して 御 

心て. たか ふ へ きか はこの 理を よく 明らめて ひた ふるに 初 中段 を ふるま ひ 祌カを あら はす へき 也 かくい はも 

ろくの：^. 社 は 無用の ものなる かこと く なれと さに は あらす 前にい ひし かこと く 書 藉 のか はりに？" たま へ るが 

本意に て 後世 所思 をい のる は 本意に あらさる よしを さとす 也 もと 一大 地 人 を つらぬき たる 「朋を はいつ 力わん る も 

のなる か 故に^り てし るし も罸も ある 事 さも あるへ き 事也此 故にい のる をい のる へ からすと いふに は あらね と 

(さ 

いのりて しるし あるた くひの 事 はた、 1 1 已の小事なるをゃされは初中段ょりみれは祌社に所3.^をレのるはしる 

しなき に は あらね と 迂遠なる 也 迂遠なる とい ふ 故 は その 神の 祌さひ を はや かて わか 祌さ ひとす るに はま さる ま 

しけれ はなり 乂 正直 をい ふ も 禊 被 之 件なる 大禍津 日 祌大直 KJ 祌の 曲直、 かれ か祌を まげ 直ぶ る 事なる をお のか 

心の 曲直と、 いえたる あやまりに てこれ も條身 家の 弊のう つれるな る へ し 乂祌は 潔齋を 好み 給 ふやう に へ る も 


第 


第 


誤 也む さき 方 か 母と なる 事 を こそ 祌典 一部に をし へ 給へ れいかて か 淸淨を のみこの み 給 ふへ き 凡淸淨 と不淸 S: 

と は-人 也の 性 なれ は あるひ は淸淨 あるひ は 不淸淨 と 片方になる を そ祌赋 はきら ひ 給 ふなる され はよ く淸 淨不淸 

承の ニ途を 混せ さる これ を發： 大地と はいふに て ものいみ する は 不淸淨 を 混せ しとす るに て 却て 不淸 _  揮 をい やし 

まぬ かため そかし これらの 後世 ふり を さとり ひらきて 此祌 典の 御 をし へ を はく はしく 心う へき 也され は 一 部の 

みやす 力ら-  ん かために 件々 を わかてり いは ゆる 

七 神 三 段 祌世七 代 

右 祌典ー 部の 肝要な- 

淤能基 y:: 島 之 件 

一 先 言 之 i: 


- り 


一 七 神 三 段 神 世 七 代 

以上 祌典 一部の 要 をと け 

二 淤能基 呂嶋之 件 

第 三 先 言 之 件 

第 四 改首之 件 

第 五 河 海 之 件 

第 六 山野 之 件 

第 七 天 之 尾羽 張 之 件 

第 八 黄泉 之 件 

第 九 千 引 石 之 件 

富士谷 御杖 集 第 一 卷 


；り 


第 

第 


三 

八 


改言之 件 

河 海 之 件 

山野 之 件 

尾^ 張 之 件 

黄泉 之 件 

千 引 石 之 件 


七 神 三 段 祌世七 代 

右 神 典 一 部の 肝要な. 

第 一 淤能基呂^^？之件 

第 二 先 言 之 件 

第 三 改首之 件 

第 四 河 海 之 件 

第 五 山野 之 件 

第 六. 祌避之 件 

第 七 尾^ 張 之 件 

第 八 泉 之 件 

. 四 七 
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第 十 疲紱之 件 

以上 九 件 初 中段のお こる 所以 を 

とけり 


第 十 一 

第 十二 

第 十 三 

第 十四 

第 十五 

第 十 六 

第 十七 

第 十八 

第 十九 

第二 十 

第二 十一 

第二 十二 

第二 十三 


御 頸 珠之件 

宇 氣比之 件 

： 火 石屋 戶之件 

千 位^ 戶之忤 

食物 乞 之 件 

八 仅遠呂 智之件 

八 雲 之 件 

稻田 御子 生 之 件 

S1: 英之忤 

赤 狱之件 

氷 目 矢 之 件 

五 百 引 石 之 件 


第 

第 


九 鍵 被 之 件 

右 九 件 初 中段のお こる 所以 をと 

けり 

十 一 

十 二 

十 三 

十 四 

十 五 

十 六 

十 七 

十 八 

十 九 

二 十 

廿 一 

廿 二 


御 頸 珠之件 

字 氣比之 件 

石屋 戶之件 

千 位置 戶之件 

食物 乞 之 件 

八 保 遠 呂智之 件 

八 雲 之 件 

稻田 御子 生之忤 

素 菟之件 

赤 猪 之 件 

永 目 矢 之 件 

五 百 引 石 之 件 


第 

第 


九 

十 一 

十 二 

十 三 

十 四 

十 五 

十 六 

十 七 


十 八 


十 九 

二 十 

卄 一 

廿 二 

廿 三 


千 引 石 之 件 

驟被之 件 

三 贵子之 件 

宇 氣比之 件 

勝 左 備之件 

石屋 戶之件 

千 位^ 戶之件 

<:H 物 乞 之忭 

八 之 件 

稻 m 御子 生 之 件 

素 菟之件 

赤^ 之 件 

氷 目 矢 之 件 

五せ 引 石 之 件 


第二 十四 母々 那賀之 件 

第二 十五 胸 形 御子 生 之 件 

第二 十六 天 之 藤 摩 般之件 

第二 十七 大年祌 御子 生 之 件 

第二 十八 ^山 戶祌 御子 生 之 件 

第二 十九 言 趣 之 件 

第 三 十 雑 之 頓使之 件 

第三 十 一 大量 之 件 

第三 十二 靑柴 IS ，之 件 

第三 十三 力 兢之件 

第三 十四 尾翼 鱸 之 件 

第三 十五 ：  大之八 術 之 件 

第三 十六 大御 寳之忤 

第三 十七 比 良 夫 貝 之 件 

第三 十八 絲 小刀 之 件 
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三 


第 廿 

第 廿 

第 廿 

第 廿 

第 廿 

第 廿 

第 廿 

第 三 

第 卅 

第 卅 

第 卅 

第卅四 

第 毋 五 

第卅六 

第 i 七 


五 

七 


八 


九 

十 


三 


毛 々 那賀之 件 

胸 形 御子 生 之 件 

蘿摩般 之 件 

大年祌 御子 生 之 件 

^山 戸神 御子 生 之 件 

言 趣 之 件 

雉 之 頓使之 件 

大量 之 件 

靑柴 isj 之 件 

力 競 之 件 

尾翼 鱸 之 件 

一大 之 八 衢之件 

大御寳 之 件 

比 良 夫 貝 之 件、 

絲 小刀 之 件 


第廿四 毛々 那賀之 件 

第廿五 胸 形 御子 生 之 件 

第 廿 六 蘿摩船 之 件 

第廿七 大年神 御子 生 之 件 

第廿八 羽 山戶祌 御子 生 之 件 

第廿九 首 趣 之 件 

第 三 十 雜之頓 使 之 件 

第 i 一  大量 之 件 

第^  二 靑 柴垣 之 件 

第 卅 三 力 競 之 件 

第卅四 尾翼 鱸 之 件 

第卅五 天 之 八 衝之件 

第毋六 大御寳 之 件 

第卅七 比 良 夫 貝 之 件 

第卅八 絲 小刀 之 件 

四 九 


1 
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第三 十九 木 花 之 件 

第 四十 無戶 ti 之 件 

第 四十 一 幸 易之 件 

第 四十 二  in 間 勝 間 之 件 

第 四十 三 智皮之 件 

第 四十 四 ：iS 比 持 之 件 

第 四十 五 本 身 之 件 

第 四十 六 鵜^ 箪^ 不合命 御子 生 之 

件 

以上 三十 六 件 初 中段た ちての 後 

の-做 を ひらきた ま へ る 也 その 中 

に n!^ 翼. II 之 件 まて 廿四件 は 初段 

右 四十 五 件 C 敝 おとき： 大之 八衢之 

件 以下 十一 一件 は 中段の 

敝を ときたま へる 也 


第卅八 木 花 之 件 

第卅九 無戶 ilfi 之 件  一 

第 四， 十 幸 易之 件 

第 四十  一 in 間 勝 間 之 件 

第 四十 二 美 智皮之 件  ， 

第 四十 三 佐 比 持 之 件 

第 四十 四 本 舟 之 件  一 

第 四十 五 鵜^ 草^ 不合命 御子 生 之， 

牛 

右三 十六 件 初 中段た ちて 後の 弊 

を ひらきた ま へ るな り その 中に 

1:5^ 翼 婉之件 まて 廿四件 は， 初段の 一 

弊 をと き： 大之八 衢之件 以下 十一 一一 

件 は 中段の 敝を ときたま へ る 也- 

これ 一 部の 段落な りこ の 件々 相う く 


五 〇  一 

第卅九 木 花 之 件  一 

第 四十 無戶 ilfi 之 件  一 

第 四十 一 幸 易之 件  „ 

第 四十 二 无間 勝^ 之 件  一 

第 四十 三 突 智&之 件 

第 四十 四 佐 比 持 之 件  一 

第 四十 五 本 身 之 件  ； 

第 W 十六 鶴 i:^ や 不合命 御子^ 之 


右 四十 六 件 


これ 一 部の 段ー洛 なりこの 件々 の 大意 

なら ひに 件々 相う くる 所の こ X ろ は 

別に 一 卷 とせる を もみ 又 一 部 を 注せ 

る を もみ わたして こと/ \ く 初ホ段 

(ま) 

の？： ：ri 靈を たすけた 口 ひし ものなる 事 

をし るへ し (以下 五十 行 抹消) 

文化 四 年 丁 卯 五月 

天 兒屋 命^ 裔 成元識 


る 所の こ 、ろ は 別に 一 卷 としてと け 一 

る をみ て 淤能基 以下 は 初 中段の 

一 

言靈 をた すけた ま へ る ものなる こと 一 

をし る へし  一 

文化 四 年 丁 卯 仲冬 


祌典 一 部、 舒れば 四十 六 件、 卷 けば 

七 祌三段 神 世 七 代に して、 その 要、 

幽 顯ニ路 をた て X、 理欲を ひらき、 一 

幽を 先と し顯を 後と する にあり、 ； 

義 S きも 神道 を さき 一 

とする 事、 人道 軍； きが 故の わざ なれ 一 

ば、 人道 を 後と する を あやしむ ベ か 一 

らす、 此祌典 を s< より さきに^ 給 ふ- 

事、 人道 は 神道より たつ 所以なる 也 一 

文化 四 年 丁 卯 仲冬  一 


富士谷 御杖 築笫 一 卷解题 


五 


1、 富士谷 御杖 集 は、 蒐集 筆冩 等の 都合に よって 必す しも 系統的に 收め ると 云 ふわけ に は ゆかない ので、 適. {且 編 2： 

して 刊行す る。 第一 卷には 專ら主 著の 一 たる 『古事記 燈』 の 類を收 めた。 

一 一、 活字に 移す にあたって は、 異體の 假名 Q 外 は句讀 • 獨點 等に 至る まで 叨 りに 私意 を 加 へない 方針 をと つたが、 

rKl」 の 如き は 「こと」 の 如くに 分ち、 「玉 ふ」 ♦「 給 ふ」 は 後者に 統一 し、 筆法の 活字 體と 異なる もの は必 すし も 

原本に 從 はない ことと した。 例へば 「数」 「衿」 「困」 r 械.」 5U 「魁 J. 象」 「恥」 を 夫々 r 數」 「於」 「幽」 「桃」 「葦」 「魁」 

「美」 「所」 とせる 如きで ある。 

三、 た、 ^ 衍字 脫字 等に 就き、 印刷用 原稿に 於いて 生じた る 恐れ ある もの も、 校正に 際して 再び 原本と 照合す る こと 

を 得なかった もの は、 印刷用 原稿に 記す 所に よって 注した。 

四、 稿本に 筆 加 • 筆 削が 多い が、 すべて 最後の 形 を 成 稿と して 他 を 採ら. I- かった。 

五、 編者の 注 は ( ) を 以て 圍んで Si 別した。 

六、 朱書 は 特^に ti 別すべき ものと 認めざる 限り 斷ら ない ことと した。 

七、 頭注の 多い 草稿 本 は、 適. S 體裁を 考慮して 頭注の 在り 場所 を變更 せざる やうに 努めた。 

八、 本文 中に ある 签. s は 大抵 原本に 旣に存 する ものである。 

富士ハ 4： 御杈讓 第一 卷 凡例  五三 


わ が 大<: しま 國は しも、 天傳ふ H の經 I ぬきの 御中 なれ は、 夏 皮き ぬ をき、 冬 あかはたなる ところな 

り、 髙 照す 吾 ni の 御子、 天つ 日繼、 創め 給 ひしょり このかた、 いやつ きくに た、 せ 給 ひ、 そ 

の 御 末の み 榮ぇ給 ひて、 久 堅の 日月と 長く、 天地と 共に 久しくして、 を さ を 重ぬ る 夷 は あれと、 

昔より こと 國に曆 をう けす、 人の さか、 武く、 いっしく、 さとく、 かう/ (^しく、 よね 豆のう ま 

き、 大刀 ほこのと き、 馬の はやき、 紙の 堅き、 漆の つよき、 種/^ さへ たく ひなき、 名よ もに 精し 

き 可 美 御國 なる を、 敎し もこと 國の をし へ弘 これる、 年 比 あやしく おも ひわたり しに、 文化の は 

しめ、 冨士谷 成 元ぬ しか たられし は、 上つ 世の 哥 とも、 言靈を 見し 事、 あまた 年を經 て、 を さ/、 

大和て ふりに おも ひいたり、 それよりも はら 神 書に 心 入れし に、 伊勢 人 宣長か 古事記の 傳を 見て、 

始 てこの 記の 尊 さ をし りぬ、 されと 詞の表 こそ、 のこす かたなく とかれ つれ、 神代の くす しき 種 

を、 あやしまれ さりし は、 なか- (-靑 山 を 泣から すわ さなり、 おのれ 近 比、 言 魂 もて 見る に、 上つ 

卷 のく すしき も、 た、 目の前なる 言わ さのお やなれ は、 大 かた 上つ 卷ー まき は、 神事 をむ ねとと き 

給 ひし、 吾 大御國 の御敎 ふみと はしる しと、 かたられき、 その、 ち、 上つ 卷 とかれし を 聞し に、 

けに 七 神 三き た、 神の 世 七 代の 御敎を はしめ、 件く いと 言 少なる 物から、 人の さか 世の さま、 く 

まもお ちす 言霊と しつめ 給 ひ、 た、 ー卷 に御敎 のむ ね をつ くし 給へ るに、 我 年 比の なけき もやみ ぬ、 
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古事記 燈大 ほ  a 

さは かりの つ 世に、 is 世の 後 を さへ かねて、 靑人 草のう らふ れん を 助け 玉 はんとて、 へさせ 給 

ひし 御敎 の、 かく； $ ひ 世に あら はれし は、 今 天 か 下 やすく 平らけ き 御世の、 御 ポ-の あまり そかし、 

この 神 害 ことわる とて、 ともし 火、 言靈 なと いふ、 しるへ かへの ま をけ あれと、 まつ 人、 S ちか 

ならん か爲 に、 此大 SHI をし もの へられて、 こその 冬 二 卷とは 成ぬ、 その 五條の やう、 ：i.fc::w? るた つ 

きを iS! つと て、 東に 西に まちと りて 寫 しあ ふに、 都のう ちた にある を、 とほき^/,^ にった へむ に、 

寫 文の 數少 きを うれ ひ、 此御 をし への 弘く なりなん 事 を かつね かひて、 柵 木に 物 せんと わりな くハ 0 

ひし か は、 後々 燈言 たまなと 世に あら はしな は、 なか/...' 成へ しとい なまれし かと、 しふくに う 

へな はれぬ るに、 これ をき さむへ き H ら、 これ を 行 ふへ き あき 人、 はかる まに/^, のた なを わす 

れ、 公に 物す る まて、 聊の わさ は ひなく 成ぬ る も、 この 御敎の 世に 弘 まれらん 時に こそと、 ：•：；： の 

あまり 言擧 せぬ 國 のなら ひ を もお も ひ あへ ぬに て そ 有け る、 お ほよ そ、 ，せ：： の 弋 千年 あまり 

に 幼れ たりし 力 は、 此大旨 を 見む 人、 今更に おも ひも まと はるへ けれと、 まつこの 一一 一一： の條 をし も 

见 しらは、 本末の 四条 は、 竹 を さく かごと く 成へ し、 されと すへ て 我人 心の さかと して、 ある は 世 

に W はれる 神 ふみ まね ひ をき、、 本 居の 翁 かとき こと をう け、 ある は內 外の 二の 敎に、 うちかたむ 

ける き は、、 心の をよ はぬ まに うたか ひも あはめ もして む、 とまれ かくまれ、 此 义を縱 むは 


しめに、 五 百 津乃異 賢 木 を 根 こしに こして、 そ 肉の 筌國と なしな は、 五條の 理、 た、 とけに とけて 

此卸 をし へ 見い てられし いさをの、 なみなら ぬ を さへ、 おも ひしらん 力 も、 

文化 五 年の 夏  .  山 脇 之 豹し るす 
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古事記 燈大 ぼ  .1、 

古事 祀燈 

富 牟泥上 

. 平安 藤 原 成元述 

上卷 非史辨 

.fr 來神典 をと く 人、 みかどの 御 はじめ 也と 思 はぬ 人な く、 この 言 靈に おも ひい たられ y りしより、 

わが. Kft 國、 經の たぐ ひの なき をい きど ほりて、 儒 佛の害 を もて 附# 潤色し、 しひて！^；ぁりげにと 

きな され たれ ど、 もとより なにの 徵 する 所 もな く、 私に ときたる 物 なれ. ま、 或は 經の ごとく、 或よ 

史の ごとくに て、 信すべく 信すべからざる 事 どもな り、 此 故に 世々 で 5 佛 にもき そふ めれ ど、 すべて 

私 言 なれば、 かしこ はめで たく、 こ、 は あはしき 所々 ありて、 敎 とする にたらざる 事 どもなる が ゆ 

ゑに、 儒 間の；？^ に はけお された る もこと わりなる 事 也、 しかるに 比、 片 勢お 松-ぶなる.. 1-:.:!.，， に V、 

71. 事 記の 日本 紀に まされる 事 を 兄いで、 、 かの 皇子の 非 ども を あげつらへ り、 げに その マハ 1 をみ るに、 


いと も さる 事に て、 此記 はわが 御國 言の ま、 をし るされ たる 所 多き にても、 宣 長が 論 あたれる 

は 明らかなる 事 也、 予も此 ぬしの 恩に よりて、 力 を も いれす して この 記の 正しき をし りぬ、 もと 神 

代 卷は此 記の 書 ざまに はたが ひて、 諸 本 を 大成し、 その 心 をえ て、 かの 皇子、 からぶ みまね び をむ 

ねと 書た まひし 物と み ゆ、 しかるに 古來 の神學 者、 ことくく 神代 卷 にの みよれ るが 故に、 此 記の 

正しき に 心つ く 人 もなか りし を、 今 かくよ に 其 光 あら はれた る は、 わが 御國 千歳 以 來の大 幸と いふ 

< ン 神代 卷 のから まねび なる 事 は、 宣 長く はしく あげつらへ るが ごとし、 され どもと かの 皇子、 古書 古傳を 大成して 書た ま/る 

Z  L もの なれば、 大 かたのむ ねこ そ 皇子の 私 も あれ、 所々 その 言 どもの 取 用 ふべき 事 ある は、 古傳 なる 分なる べし、 ことに 一書 

とての せた まへ る は、 多く は 此の 記に 言靈 合して、 とり 用 ふべき 事お ほく、 又此 記の 言 靈を しるに たより ある 事 ども あり、 されば 

ひた ふるに は捨 ベから ぬ 物 なれ ど、 わが 神 典 はこれ 別 天神 五 柱 こそ 御敎の 肝要なる を、 この 五神 を はぶきて、 國之常 立 神 を はじめ 

とし 給へ る 事、 この 皇子の 大 なる あやまりと いふべ し、 その あやま. 9 によるが 故に、 諸家の 說々、 悉く あらぬ 事 ど ン、 5  二. M 

もとはな りに たる 也、 されば 神代 卷も、 所々 とり 用 ふべき 所 は、 古 傳の言 をた ちいれ たま ひし ものと おぼしき なり I- 力る its 一 

長、 さばかり わが 御國 のい にしへ を 明らめ、 ふるき 言 ども その 義 をき はめ、 其師 翁の 不及を 補 ひ 過 

たる をけ づられ たる いさをい ふば かりなき に、 わが 御國言 は、 言靈 ほ ，、み ひば：；： f は をむ ねとす る 

事に 思 ひいたら れざ りしに よりて、 たヾ わが 御國言 は、 みやび をむ ねとす とのみ おも ひもい ひもせ 

られ たりお f; ^、の？! されば 此神典 も、 なほ 詞の表 をのみ 見、、 かくれた る 所な き 

を 我御國 ぶりな りと、 ひた ふるに 思 ひ とられし おのが ひとへ 心 をのり として き：：； 碰 はは、 る 卿 城リ W 

もみえ す、 た.；^ しひた る理 をのみ とける、 古、 I  f  S  t  Ky> こ vl.s'.a  、ま ^  3^+^  I  C  >  ,H り？ c; チこ b 

來の 神學者 流に きそ ひての 事なる ベく み ゆ と カオけ るより す、；^ J 一は .fJF の 55^ はしめ にて 教の ふみに あ 
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らす とし、 敎と いふ もの、 もとて ぶり あしき 國 こそ あれ、 わが 御國 のす ぐれた るに、 いかで か敎は 

いるべ き、 此神典 をみ む やう は、 みかどの 御 はじめは かくの ごとくく しびに あやしく おはし 、 、 

其 御す ゑに まし ませば、 た、：^ かしこみ にかし こみ 奉りて、 その 御 おもむけ にの みした が ひなば、 な 

にば か-りの. |2 も 無用の ものな りとの 心に みえたり、 これ 古事記 傳 の大， ぜ飞 かつ KSJ.S とて か、 れし 

もの、 意趣な り、 ひとわたり はさるべき 事の やうに も 聞 ゆるが 故に、 近 比よ にこの 說を： S やる 人い 

と 多し、 げ におの が 知 曰を捨 よと なれば、 世の さまたげと なるべき いひ ざまに は あらね ど、 その：.^ の 

おこれる 所を考 ふるに、 この 神 典、 いかに みれ どもい かに m、0 へど も、 いと あやしき 事の みあり て、 

これ をと かむ とすれ ど、 その 首尾 人事に 應ぜざ るが 故に、 なか/^ か、 る 事 を たづね むは 無へ I の S5- 

也、 神の 御う へ はは かり 知る ベから す、 た-:^ すめら 御お や 神た ちの、 不測の 妙 事を錄 して、 後の 

ミ f ッ 

よまで 狗 すゑの 御稷 威に かきお かれし ものなる べしと ぞ思 はれけ らし、 3:- のうち、 すこしも あやし 

く 心 えがたき 所々 は、 か  > る 事 深く たづ ぬる はから 心なり とみえたり、 さらば 聞えぬ ま  > になし お 

く をば、 やまと 心と やい はん、 いとお ほつ かなき 事な り や、 Si は Mi 一 つ かし < ； "ド 1 み <れ し if ズ 

ほ i も，」、 い： ci^ は sfxH::! む しかるに 此說 を信受 せる 人々 は、 うまれえ て 世の すなほ 人なる が 故に、 

げに 神の 御う へ はしる に 及ばざる こと、 思 ひても ある なれ ど、 成 元が ごときし うねく、 ねぢ けたる 


さがなる は 更に，/. \ 'これ を 信す る 事 あた はねば、 宣長 が說 もまた うくる 事 あた はざる なり、 大 かた 

世の 人 をみ るに、 これ を 信すべき すなほ 人 はいと すくなく、 成 元が ごときね ぢけ人 はいと 多 かり、 

そのすな ほ 人 は、 この 神 典み せす ともさて ありぬべし、 ねぢけ 人の 此說 うけ、 ざるに、 しひて うけよ 

とい はむ にうけむ や は、 うけよ とす 、 めても 猶 うけざらば 其 人 を あはめ むより 外の わざ ある まじき 

を や、 成 元が ごときね ぢけ 人、 かくよ に 多く 成ぬ る は、 儒仏の 敎 わたり 來 てよりの 事な りと、 ひた 

ふるに ときお かれつれ ども、 天地の 間、 晝 あれば 夜 あり、 男 あれば 女 あり、 聖賢もう まるれば 虎狼 

もう まる に、 わが 御國 のむ かしと てよ きさが なる 人の みならん や、 すでに 神 典のう ちに も、 t 鬼の 

和迩を 欺きた る 事 も あり、 又 佐久夜 賣の 一 夜に はらめる を 疑 ひ 給し こと も あり、 神武の 御卷に 

は、 長髓彦 兄猾弟 猾礒城 八十 梟 帥が たぐ ひ 多 かりし を や、 これ 白き をし りて 黑 きを しらすと いふべ 

し、 さて 人の さがよ きわが 御國 なれば、 敎 無用な りと いふ 說 もうけが たき は、 かば かりたぐ ひなき 

御敎の ある を、 いまだ たづね き はめ やして、 みだ， りに なきに 定められ けん も かたはらいたく、 もと 

敎 ある を 無用な りと すてん こそ、 實に捨 るに は あれ、 なしと し 置て 無用 也と いふ は、 たと へば 貧し 

き 人の、 米 もこが ね も 無用な りと いはむ がごと くなら す や、 さて 又 神 典 中、 あやしき 所々 を もとむ 

るは漢 意な りと て、 みづ から もと かす、 人の もとめむ を もい さめられし は何ぞ や、 しからば 何事 を 
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ももと めざる を是 とせられた るかと m 心 ふに、 中には あながちに 理を もとめて とかれた る：.^ も 打 まじ 

れり、 そこ を もて みれば、 とかれ ざり し 所 は、 前後の 首尾 も あはす、 また あまり 人事に 迷へ る こと 

にて、 もとめえ がた さなるべし、 され ども もしもと めえ がた きが 故なら ば、 中に よ 6::. じ、 こしと、 

、ホし 所 もみ ゆれ は 其 轍に こそ あるべき にさ も あらす、 すべて 注せられ しゃう m なき は、 言に より 

て、 靈 によられ、 ざり ける が 故な り、 その もとめが たう せられし 所々 は、 もとめが たかりし もこと わ 

り， すべて 言靈 をむ ねと 書た まへ るが 中に も、 すぐれて 詞の 正面 を はづれ たる 所 なれば 也、 今 成-. 儿 

がと く 所の ごとく、 言靈を もて 前後 を 首尾し、 天地 神人 を うちあ はせ て みれば、 かく あやしく のみ 

力、 れ しふみ、 ひと 所 も あやしき 事 あらざる ぞ かし、 しかれば から 心なり と m ャひ て、 さる 所々 を も 

とめられ ざり し は rj 十 竟みづ から カを餘 された るな り、 此 ぬしす らし かり、 この 典 たれ か あやしま. さ 

らん、 成 元 もこれ を あやしめる 事 多年な りしに、 言霊の 道の さき は ひ をえ てより、 一； n のうへ こそ 

怪 のかぎ りなれ、 內 はた V めの まへ なる 人情 世態の いたり をと き 示し 給へ る ものなる 事 をし L り、 

もと ふかき 理を もとむ る はから 心なり とい はれ たれ ども、 く はしからぬ 事な り、 その 故 は、 わが 大 

御圃 の言靈 は、 たくみに 理 をつ、 むに は あらす、 神 を まげ じと て 也、 その 心 ひとへ にみ るに 力、 いも 

て见 入れよ との わざ なれば、 そこ を 探らむ をい かで かから 心と はいふべき、 もとより その ラ" とせ 


られ たる 事 ども も、 賢愚 利鈍に か、 はら やおの づ からよ くしれ るめ のまへの 事理なる を や、 されば 

ぬし、 さばかり 我御國 ぶり をい はれ たれ ども、 まことの やまと だまし ひより. みれば、 力へ りて か 

ら 心と いふへ し、 いかにと なれば、 もと 此典、 人に してと かす、 神 もてと き 給へ る 主意、 よろ づの 

外^ はすべ て 內の活 所より うむ 所なる が 故に、 其活 たる 所 を ときたま へ る なれば、 外樣 をた のます、 

中. ひに 徹し、 中 、いよりお こる をば、 眞 面目と する 事、 わが 御國 ぶりなる を、 た. ゝ みやびたる 外様 を 

のみた のまる は、 から 國の 外樣 をむ ねとす るて ぶりに 同じければ 也、 もし それ、 つくらす かざら 

ぬ 外様 を 貴 ふ 心なら ば、 詞は みやびが 主 也と て、 祝詞な どの 詞づ かひ を ほめられ たる はいかに、 し 

からば 外様 をかざる をぞた ふと ばれ けん、 すなほなる を贵 ばヾ、 か、 ざる をば いかで か 賞すべき、 傳 

のうちに 一 所、 言霊と いふ 事 をい はれし 所 ある をみ るに、 その 心、 言の かざり ある 名 也と 思 はれつ 

：チ し：、， みやびと かざりと を！^ すべから す、 みやび はかざり の 事に あらす、 さとびと いふ 詞に 反した る詞 にて、 俗に 上品 下 

とる、 ヌナり 品と いふ これ 也、 されば 今 我い ふ御國 ぶりの ごとく、 なにごと も 正面に いはす、 かなたより 心 をお こして しるべき 

やうに のみい ふ、 そのい かめし からざる を こそ みやびと はいへ、 おも ふま、 をい ひ、 しか E  D  h  E  D  'x-hyLCV 

もう はべ をいた くかざる を、 いかで かみや ひとはい はむ、 よく 心え わくべき ことなり ^  {3a  c  J 

にや、 され ど 萬 葉 集中に ことだまと あるに は、 みな 此靈の 字 を 用 ひられ は JtS 韩 しかの みなら 

すさき はふた すくるな ど ，fs ぼ、 出 wgM.I ムせ はの みよ まれた る は、 かなら や 言に 靈 妙の 物 ありて、 そ 

れが、 わが 思 ふ 所 をた すけさき はふ 心なる 事 明らか 也、 わが 御國、 禮 制の たぐ ひ、 仁義の 敎等 すべ 
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てな き は、 それらに まさりて たしかなる 事、 外様 は 悉く 神 〈飒 のうむ 所 なれば 也、 か、 る 御て ぶりな 

れば、 宣長が やまと 心なり と 思 はれつる 所 はかへ りてから 心なり とはい ふなり、 わが 大御^の 御て 

ぶり、 委しく は此 一部 をと きたる をみ て しるべし、 此 ぬし 此 ふみをと かれし は、 言の 義 などた y. さ 

れ ける 事 は精微 なれ ども、 まこと はこの 典 をと ける にあら す、 十 " 來神學 者 流の ひが 心え をと がめ、 

儒佛 にき そふ こと V となれ り、 そのた、 かひの いとま を この ふみに いれられ なば、 さばかり の 翁、 

かなら す 此言靈 は 見出ら れん もの をと いと 口 をし き 也、 今 かく この 翁の 說を あはむ る は、 此記を 正 

しと をし へられし 恩 を E 心 はぬ に 似 たれ ども、 古來の 神學者 流が 說々 は、 論ら ふに 足らす、 このぬ し 

の說 は、 近 比よ にすな ほ 人の 信す るが 多き 故に、 その あやまり を 乱して、 いよ/、 此 翁の 志の ごと 

く、 此記の ひかり を 世に か  >  や かさむ とて 也、 言 をみ て靈 をと か、 ざれば 死す、、 ころして なにのへ；^ -ぞ 

や、 それ もころ すべく は 殺すべき 事 なれ ど、 此神 典、 赏錄 とみて は、 奇怪 かぎりなし、 しかるにし 

ひて 史 とする は、 たと へば、 火 をと もして あたへ たる を ふきけち たるが 如し、 もと 大御國 人、 かば 

かり 他 域に すぐれて さとき に、 他 域に すぐれたる 敎も なくて はかな はざる 事なら す や、 うたが ひな 

く敎 を言靈 としたる 物に て、 すべての 書 ざま、 あやしむべき のかぎ りなる は、 赏錄と はせ じが 爲 

なる を、 言靈の 道よ にう しな はれて 後の 人々、 此 言の 奇怪なる にも さとらす して、 なにくれと いひ 


まげつ、 史 とする はかた はらいたき 事な り、 此神 典いで きたりし 世 は、 人み な 言霊の 道 を しれり し 

ゆ ゑに、 よも これ を實錄 とみる 世 は あら じと こそお ぼし つらめ、 是は たヾ/ ^この あやし さ を 導と 

して 言霊に おも ひいたり、 發 天地 隱 身の 眞理 をみ つから 發 悟して、 人々 この 神 さび をな せとて なり、 

からぶ みの ごとく、 言の 表に 敎を あら はに すと も、 とても 人の 中心に いらざる 事 はい たづら なりと 

さとりての 書 ざまに て、 その 言霊に 御 をし へ を たれ 給 ひし 也、 この ffi の 安麻 呂が 序の ごとくならば 

みかど 御世く これ を 誦して 傳 へさせ 給 ひし もの なれば、 此神 さび は、 kv> 帝の 御う へのみ の 

御敎の ごとく なれ ど、 卽 この 黄泉 之 件 云 上界へ 猶 追 「到 黄泉 比 良 坂 之 坂-本 一時 取 y 在， 其 坂-本 一 桃 子 

三， 筒， 待， 撃 者 悉 逃 k 也  <小 i 邪 那岐命 吿： 一 桃 子 1 汝 如. 助. 吾 於 -一 一章， 原 中 國- 所-有 宇 都 志 伎 f:" 人 

舊 

グサノ テ シキ 二 ゥ ラフ レン ニシト  テテ すホカ ン ヅ ミノ ト 

草 之 落， 一 苦 I 瀨 一而 患， 惚 時 可， 助 吿， 賜 名 号-意 富 加 牟 豆 美 命, かくの ごとく、 あらゆる うつしき iin: 

人 草の くるしみ をた すけよ と あるに よれば、 ひろく 貴賤に わたして 心 法と せよ との 心なる 事 明らか 

なり、 され どこの ー卷 をば 神武の 御卷 のまへ につ ゾけ天 之 御中 主神より 次第して、 しか 神武 帝 

に をよ ぼし、 史の ごとく 書な された る は、 神武 帝 此御國 を 一 統し たまへ りし 事 この 御 神佐備 をお 

やとし 給 ひての 御 事 なれば、 やがて 祖な るが 故 也、 かくの 如く 此上卷 は、 史 のかた ち を かりながら 

史には あらねば、 わが 大御國 の 御 はじめは 神武 帝に てお はします べきな り、 しかるに 漢土 はは や 
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く 一統した るが 故に、 それに 劣ら じと て 日本 紀の 神武の 御卷に は、 神代の 年数、 せ：： を もて かぞへ 

られ たり、 年 數の事 はいかに も あれ、 漢土に きそ ひて 何 かせん、 ことに a 土 はさば かり * 統 1:;^ から 

ざる もの を、 はやく ひらけし とてな にか は うらやむべき、 さる 事 を 論ら ふ は、 いと も/ を？ なき 

事な り、 神武 帝の 御祖 は、 いかばかり 遠く 久しくお はし まし けん、 それ はしりが にきに て 事. L! り 

ぬべき を や、 とにかくに 此 帝、 この 御國を 一統し 給 ひて H< 子と な" 給 ひし 事 疑な く、 それまで は 

この ー國 中、 かの 八十 梟 帥が たぐ ひの ごとく、 おのが ちからく に 地を倾 じて 所々 にす み、 いづれ 

を 此國の 主と もなくて ありし なるべし、 されば 神武 帝の 御 腿 も、 この 帝の 御世まで は、 た：^  ； 

方の 魁 首に ぞ おはし まし けんとお ぼしき 也、 この 故に 此上卷 のうちに 說 たまへ る 天神 は、 来^ 1： 武 

* の大 御，：^ のうちなる 御 神氣に 御名 づけ まし ものに て、 地祗 はみ な 天下 衆人の 神 〈机なる 事うた が 

ひなき 事 也、 この 神々、 神武 帝の 大御 身のう ちに かくお はし まし、 から は、 今の 仉の あやしき 我 

朴.^ 力 身のう ちに とてもい かで かな からん、 この 神々 あらんう へ は 何事 か m 心 ふに かな は ざらん、 れ：： 賤 

にわたして 敎 とすべき は此 所謂 也、 かば かり 大 なる わが 御國 を： 統し給 ひし すら、 に ゾ此. u 神-:: 

の 初 中段より 出た る 事 なれば、 まして 小事 はいと たのもしき 事なら す や、 もと 人 を もてい はす、 神 

を もて 敎た まひし は、 ひとへ に 萬 言 萬 行の 親と なる 所 をと り紛 へる なれば、 天地 ：！： 人：.；： 今 華： ：5^^ 賤 


大小 もる、 所な き大 議論なる を、 たゾ 一 冊子に とき 給 ひし 事、 言靈 にあら や はいかで かこれ をう ベ 

き、 されば 此 ふみをみ む やう、 前後の 照應、 物 名の  一^なる 所 をた よりと して、 活かしお かれた る 

義を おし 知り、 簡易に して その わたる 所廣大 なる 事 を 味 はふべ し、 しかる を 神の 御世の 事 ども は、 

人の たばかり もて はかる ベから すと、 宣長 かへ す/^ いへ り、 しかれ ども、 もと 神と いふ は ぞ 

や、 人と いふ は 何物 ぞゃ、 人身のう ちなる が やがて 神なる を や、 た.：^ 外にて いへば 人な り、 內 にて 

いへば 神なる はかりなる を、 さも はるかにい はれし は、 もとより 神と いふ 物 をば 明らかにせら， e ざ 

りければ なるべし、 これ は此 翁に かきら す、 世々 の 神 學者流 も ひとしき 事な り、 それ 必、 神 一 ® とだ 

に，， へば， 天地の 神 祗の事 也と 心 えられた るなる べし、 され ど その 天神 地 K と、 人身 中の 天神 地 ffi、 

こと 物の ごとくお も はれし は、 いと を さなき 事な り、 よに 祌代 人皇と とな ふる は 古今：^;^ の はじ 

めに て、 拙き いひ ざまながら、 上卷 はおの づ から 神代な り、 中卷 より はおの づ から 人皇 也、 .fc 來な 

ら びに宣 長が 說の ごとく、 神人 さばかり 遙 なる 物なら ば、 神 倭 伊波 禮觅古 命 浦 11 上卷の 末に 御名 

ありて、 中卷の はじめ やがて この 命の 御世な り、 かく 神の 世と 人の 世と に 跨りた まふべ しゃ は、 

此 命の 御 祖母 は、 海神の 御 女豊玉 賣 にて、 その 本つ 身 は 八 尋和迹 なり、 祖&> と 孫と は、 多く は 

t を 同じう する 物なる を、 その 御 祖母 は 鰓に て、 御 孫 はな ほ しき 人に てお はし まさむ や は、 其 
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皇御祖 たち は、 くしび にお はしける によりて 神と 称した る 也と ならば 神武 帝 を 始め 奉り、 つぎ 

/、の 御代く は、 いふか ひなく おはしけ る 故に 祌とは 称し 奉ら やとに や、 なほ 神武 帝 は、 御？ S 

百 十一 歳に まし/^ ける に、 ュ、の御祖父の曰子穂々手見命は髙千德.ぉにましませる事五^:八卜^^と 

あるな ど、 言靈 にあら すして u、 いと も/ \心 えがたき 事 どもなら す や、 すべて 上卷 のうち あやし 

むべき 所々 は、 神の 御世/^ の 中に、 陵 を しるされし は、 た v-e: 邪那美 命と H 子 isffi 手见命 二 はし 

らば かり 也、 又國土 をう み 給 ひしし かくの 事、 また 迦具 土神 Q 御 頸 を 斬た まひし 卜^^ を、 S 

K 之 件に は、 へ 坐. え あ 河ノ 河， 上 ^ 天ノ 石 I 尾， 名 か都ヶ j 尾羽 I ぎ n:,;.E\ 遣に、 れ §sii^t,s§s な 若 亦 

此 神 一 者 其 神 之 子 建 御 雷 之 男神此 應. 遣 云々 はじめは 仁 >\碟 なる に、 後に はかく 活 たる もの 

ごとく 御子 も あり、 かつ その 御言まで を あげられ たる、 又 伊邪那岐 命^ 邪那美 命、 はじめは し 

て 御子う み 給 ひ、 後に 禊祓之 件より は 伊邪那岐 命 一 はしらに て 御子う み 給へ り、 一  人して 子う ま 

む 事 や は ある、 又 曰 神と 速 須佐之 男 命 御 はらからに まし /(-、 宇： S 比 之 件に 御子う みか はし 給 ひし 

しかく、 又 速須佐 之 男 命の 御 妻なる 输名 田比資 は、 大山 $1兑 神の 御 孫 なれば、 速； め 化 之 命 -Gs: 

ために は、 御 甥の 御 女なる に、 これ を娶り 給 ひし 御よ は ひの ほど 心え がた く、 猶速： ぬ 佐 之^ 命， 3御 

子 八 ft  士奴美 神 も、 大山 津 見神の 御 女 木 花 知 流 比 賣を娶 りた まひし は、 かへ りて 從^ 失：^ なり、 そ 


の 御 母なる 櫛 名 田比賣 のために は、 木 花 知 流 比賣は 伯母 なれば、 親の 妻 は 姪、 子の 妻 は 伯母な り、 

また As 士奴美 神の 御子 布 波 能 母遲久 奴須奴 神、 の 御 妻 は、 淤迦美 神の 御 女 tn 河比賣 なり、 この 淤 

迦美神 は、 伊邪那岐 命の 御子 なれば 大伯母なる 事、 いよく あやしむべし、 又 范和迹 鼠 魚 鳥な どが 

ものい ひし 事、 また 大國 主神の 御 妻須世 理比賣 は、 速 須佑之 男 命の 御む すめ なれば、. 五代 以前の 御 

女な り、 猶 また 娶り給 ひし 多紀理 買 命 は、 日 神のう み 給 ひて その物 實、 速 須佐之 男 命 なれば、 須 

世 理比賣 におな し 御 父 也、 また 大國 主神の 四 世に あたり 給 ふ 甕 主日 子 神、 淤迦美 神の 御 女 比 那良志 

毗 賣を娶 りた まひし は、 いよ/^ あやしく、 また 八 世なる 天日 腹 大科度 美 神 は、 天 狭霧 神の 御む す 

め 遠 津待根 神を娶 りた まひし と ある、 この 天 狭霧 神 は、 伊邪那岐 神の 御子 なれば、 十三 代 以前の 神 

の 御子な， 9、 また 大年 神の 御子 羽 山 戶 神、 大氣 津比賣 神を娶 りた まへ る も、 大氣津 比賣神 は、 伊 邪 

那岐 命の 御子な り、 羽 山戶神 は、 速 須佐之 男 命の 御 孫なる を や、 これらに かぎらす、 か る あやし 

むべき 事 ども 猶 あげて かぞ へがた し、 これみ な 人のう への 理も てあて はかる ベから すと、 宣長 はか 

へす/ \ 'いはれ たれ ども、 上 卷と中 卷の間 はた ゾ 神武 一 御世のう ちなる に、 人のう への 理 にかば 

かり 違へ る 事 あらん やうな し、 この 故に 此上卷 はうた が ひなく 神武 帝の 大 御身のう ちなる 御 神 だ 

ちと、 天下 衆人の 身中なる 神との、 や ごとな き 道 をと き 給 ひしに て、 此御神 さびより 此大御 國をこ 
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とむ け や はした まひし 事、 この 帝の 御卷、 お ほくの 魁 首 どもの 歸 したる かた. X の、 さばかり， い 

メラ  ヲ チ (ラ) 二 セン ヲ 

神武 紀云； 必不レ 假，， 鋒 鬼 之烕， 坐 平-天下.. ム々 

たきた 、 かひと もみえざる に 明らかなる 事な り、 かの 神の 世人の 世と い ふ 事、 世み な 上卷を 神の 仳、 

中卷 以下 を 人の 世と いひつ けたる ばかりにて、 いかでし か 神の 世人の 低と はわ かる、 ぞと、 あやし 

み たづぬ る 心 もなかり しま、 に、 世々 の 神 學者流 も、 た V- おほら かに 見す ぐされ たるなる べし、 も 

と我大 御國、 いと かみつ 世 は、 交 字な どもな かりし かば、 此御敎 をよ にた れんた めに、 ^々に：^ を 

設けて、 天神 地祗を まつられ、 その 義を、 物に やどし わざに なして さとさせた まひし なるべし、 こ 

れ何を もてい ふぞ とい ふに、 今 神社 を 祭る かたち、 この 石屋 II； 之 件の たぐ ひたるべく みえ、 几 この 

神 典、 人の 一 身 を 八 所と し、 この 大御國 を 八 島と した まひし は、 日本 一 國を、 人の ； <^ に 配した る 

もの なれば、 其國々 に 社 をた て 給 ひし 主意 は、 人身のう ちに もとより 此神々 ありながら 所. を g: ざる 

が 故に、 その 所 を 定めて いっけとの 御 をし へに て、 全く これ 害 藉 のか はりなる べき 也、 今の よに な 

りて、 かくから ぶみ の 文字 を かり、 自在に 事 を 記す る 世よ. り みれば、 いと も 不便なる • の やう 

なれ ど、 義を 文字に 寓 する も 社に 寓 する も、 た y おなし わざなる を や、 卽 神武の 御卷 に、 天神 地 

祇を はじめて 祭りた まひし 事の み ゆる は、 この 神 典 御 著述の こ、 ろに みるべし、 社に かぎらす、 三 

くさの 神. を はじめ、 義を 物に 寓 したる 事、 神 典 中に 多き は、 ひとへ に 文字の か はり なれば、 も 


この 轍に みるべき 事な り、 されば 此上卷 は、 前にい ひしが ごとくお これる 所 は 神武 帝の 大御 身の 

うちの 神々 をば、 人事のう へに て 悟らせた まひし にて、 よに 敎を たれ 給 ひし もこの * なりと お ぼ 

しき 也、 この ゆ ゑに その 比 は、 社に 神 を寓し 置て、 心うべき やう を、 わざ にても 口にても さとさ e 

しなるべし、 もと 此神 典、 稗 田 阿 禮が誦 じたり しま、 を 記せられ しと ある を みれば、 いまだ 文字な 

かりし 世より、 わざに か 口に か、 此神典 一部の 始末と、 の ほりて ありし が、 もと 文字な かりし 世の 

なら ひを傳 へて、 御世く 誦しった へさせ 給 ひしに こそ、 され ど、 草蓬^！とぃふ名などは、 簾 命 

の 御と きょりの 名 なれば、 かう やうの たぐ ひ は、 後の 御世/ \ 'にも 補 はれて、 今の 本と はなり ける 

なるべし、 中卷 以下 は 後に いたりて 出來 たるに や、 たと ひ 同時に 出來 たるに も あれ、 此上卷 をお や 

として 書た る 物なる べき は、 上 卷の言 を かられた る 所 もみ ゆるな り、 さる は中卷 以下 は、 赏錄と 言 

靈とを 相 まじへ て 書た る ものに て、 上卷と はしかけ ぢめ ある 也、 よし いづれ の 御世に いで 來 たるに 

も あれ、 た、：^ 此御敎 の やむ ごとな き 所 を あ ふぎお も ふべき なり、 しかるに この 上卷 と中卷 とのけ ぢ 

め を 委しく も たづね す、 おほら かに 史 とみし より、 諸家の ごとき 說も、 やむ こと をえ すい はれし も 

のな り、 その 弊 ひとへ に、 靈 より 出た る 言と いふ 事 を わき まへ、 ざり しが 故 なれば、 此 下にい ふ 所の 

言 靈の辨 をば、 いかにもく 委しく 弁へ て、 古 來神學 者 流の あやまり を しるべし、 うべ なる 哉 神 を 
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主として 說 たまへ る 事、 お ほよ そ 人事 多端な りと いへ ども、 たヾ 其お や は 神なる を や、 しかる を、 

神人 を ひとつに 見、 または はるかに もみける 私より、 つ ひに 此御敎 の llin をお ほひ はてしなり、 かへ 

す/ \ 'この 上卷 ひと 卷の史 にあらざる 事 は、 今 わがと く 所の 言靈 をば、 まのあたり、 彼我の Kg- に 

こゝ ろ？^ て、 さとりし るべき" ふり 

言 靈 辨 

稚か りし 時より、 父が 志に したが ひて 歌よ みなら ひしに、 成 元 十： 一歳な りし 時 父 をう しな ひつれば、 

た  >  父が つくりの こせり し 脚結抄 をば 師 として、 歌 をのみ よみ わたりし に、 ふと m> 心へ らく、 此：. 冰. E;r、 

た、 ゝも てあそびぐ さなら ば、 なにわ、 ざに も あれ 我 も 人 も 益 あらむ わざ を せん、 もし：；： i あるべき わざ 

ならば、 いよ/ 志 を 固く せんとお も ひて、 さま に 心 を 用ひ來 つるに、 又お もへ らく、 かみつ 

世に は、 後世の ごとく 哥 よむ に師と いふ 物 もなかり し 事 なれば、 後世い ふやう に、 くだ/、 しき^ 

ども は あら ざり ける なるべし と m 心 ひよりて、 ひたすら 國史 中の 歌、 萵葉奥 等 ふるき 世の lEr ならび 

, ^  ,  Z  .  ： -  ァシ ハラ ノ ミ.. ッホノ クニ ハカ ムナガ ラコト 一. ,ケ セ スク， -シ 力し ド t 

に 文 ども を 見し に、 萬 葉 集 第 十三 柹 本人 麻 呂 が長哥 にへ 葦 原 水 秘國者 神在隨 事^ 不爲^ 雖然 

Hit  ！:,^ ^  ！' ガ！ r トサ f クマ t キク マ Y トヅ、 汀ナク サ キク.，. マサ パ ァリソ ナミ ァリ テモ .： ント モ、 へ ナ ミチ へ ナ ... シキニ コト ァゲス ルァレ 

針 擧叙 吾 爲 言 幸 眞 福 座 跡 恙 無 福 座 者 荒 礒 浪 有 毛 見 登 百 重 波 千 浪 S 尔 言 丄爲； 九：： こ 


シ キシマ ノヤ マト ノ クニ ハコ トダ マノ タス クル クニ ゾ マサキ クァ レコゾ  アキ ッシマ i-ty トノ クニ、 カム 力- フト 

の 反歌に へ 志 货岛倭 國者事 靈 之 所 佐 國叙眞 福 乞 曾 このまへ にもへ 靖 S 倭 之 國 # 神 柄 跡 

n トァゲ セ ヌ クニ シ カレ ト モアレ ハ コト ァゲ ス  カミコ ョ リイ. J 

言 擧不爲 國雖然 吾 者 事上爲 云々 とい ふ哥も あり、 又 同位 木 第五 山上 憶 良が 長哥 にへ 祌 代欲理 云 

ッテケ ラ クソラ ユミ ヅ ャ マト ノ クニ ハス メカ；/  .1 ック シ キ クニ コトダ マノ サ キ ハ フ クニ ト 力 タ リ ソギィ ヒ ソ 

傳介 良久 虛見津 倭 國者皇 神 能 伊都 久志 吉國 言 靈 能佐告 播布國 等 加 多利繼 伊比 都 

ガ ヒ. ケリ イマ ノョ / ヒ トモ コト ゴト メノ マへ ニミ タリ シリ タリ .  コト ダマ ノヤ ソノ チマ タニ ュフ 

賀比計 理今世 能 人 母 許 等 期 等 目前 尔見在 知 在 上 下界 また 同 集 第 十 一にへ 事靈 八十 衢夕 

ケ トフ ゥラ マサ ニイへ ィモ ユア ハン ヨシ  n ト タマノ マサキ クニ ト ゾ 

占 問 占 正 謂 妹 相 依 また 續 日本 紀 長歌に へ 事 玉 之 當 國度曾 上下 ®- これらの 歌に ふかく 目と， まり 

ぬ、 お ほよ そ 言と いふ 物 は 神 を ころす ものに て、 たと へば わが 力つ よき を 人に 示さむ とする に、 や 

がて、 我 力つ よきに あらす やとい ひたらん に、 は、 その ひと、 心に、 つよし と 我 を m>0 ひ をり しも 小け 

ぬべ し、 されば、 人の 心から 强 しとお も はむ こそ 示した るに はま さるべ ければ、 神 在 隨事擧 不爲國 

とも、 0^h. 神 柄 跡 言擧不 爲國 ともよ まれた る 也、 

-I レ しかる を、 わが 力つ よきに あらす やとい はん 時、 その 人、 げに强 しと 答へ なば すな はちゃみ ぬ 

とみな 人 E:5 ふべ けれど、 しか 答へ たりと て、 更に その 中心より こた ふるに あらん や、 その 中 ひかな 

らす、 われい かで か 彼に 劣らむ とぞ思 ふべき、 もし 其 答 をば、 まことに しかお も A 歟 いつわり 歟と 

問 はむ に、 誰か はまこと なら やとい はむ、 しかれば 人の 中心 は、 問 を も 用 ふべ からざる もの 也、 こ 

の 故に、 とても 直言 を もて は、 その 中心に 徹すべ からざる が ゆ ゑに、 わが 大御 國、 神 氣の妙 川 をむ 
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ねと はするな り、 s_ おは M 龍、 な S あ 神 さび は、 もと 言の 用に もいた くま さる 妙 用 ありて、 必 かれが 屮 

心に 徹すべ く、 中心に だに 入らば、 言 は 無益の ものなら す や、 されば 萬 事た V- 神道に 乘 りての みあ 

るべき 事 なれ ども、 事 がらに よりて は、 神に まかせても ゐが たき 時 も ある ものな り、 £ft ぬ ン.^ ばに？ 

らす、 首の 用に まさる 神の 妙 用 をし るが 故に、 言の 用 はかへ りて あはく しくな りて 用  こ、  - ： ジ 

ひぬな り、 老子の いは ゆる へ 多言 不如少 言 少言不 如 不言な どい ふに 混じ 思 ふべ からす これ ま ナノの V むこと を；？^ さる trfl? 

にて、 七 神 三 段の はじめ、 發 天地の 下にく はしく いへ るが 如く、 人の 心身すな はち 理 欲の 主にて、 

人と して 斑 欲 を 具せ ざるなければ、 神に まかせて 居が たき 事、 時として 出來る も、 さらに z.-;:^ な 

る ことに は あらざる 也、 されば、 直言 を 倒語に かふる 也、 倒語に 諷と 歌と あり、 諷 W 近絕 たる 時の 

ために、 わが 大 御國、 詠歌の 道 は ある 事な り、 此 故に 倒語 は、 いふと いはざる との 問の ものに て、 

所川で^-ぃ へ るかとみれば思はぬ事をぃ へり、 その 事のう へ かと 見れば さに あらざる、 是倒： ぬの 肝- „§ 女 

なり、 されば 大 かた 直言と 諷と 歌との 三つ を考 ふるに、 K と 諷とは 相反せ る 物 也、 歌 は諷の 一段と 

ほき ものなる 也、 此 故に 倒語 はもと 直を靈 として 言 をつ くる なれば、 その 言より、 かれ、 わが 所 m 心 

をお も ひこみ て 知る、 これ をば 言靈 のた すけさき はふと はよ まれた るに て、 其 言の 外にい かし K た 

る 所の、 わが 所 m 心 をば 言靈 とはい ふなり、 此言靈 となる 物 は、 更に/、 邪 正に か 、 はらざる 事に て、 

たと ひ 道理 ある 事 にても、 かれが ゆるす 事なら ねば、 そのし るし もな く、 固く も あらざる 物なる が 


故に、 すべて 倒語 を 貴ぶな り、 文 も 亦 これに 同じ、 されば 所 を 直とし おきて 倒語 だに せば、 それ 

卽 ：！： の 言なる べきな り、 言語の 諷 にして たりぬべく は 哥の道 は 別に は ある まじ けれど、. もし それ あ 

ょひ袁 くて、 諷と くま じく は、 さる 時 をば、 哥の時 也と しるべし、 かの 哥 どもに、 さき はふ 國、 

仁す くる 國、 まさき 國、 また 言擧 せぬ 國 など、 國に しも かけて よまれし は、 すな はち わが 大御國 の 

御て ぶりなる 事 を 示して なり、 崇 神の 御 卷に、 大 古 命 を 髙志國 にっか はされ し 時、 少女 ありて、 

シト シテ ヲ  二 

山 代の 弊羅 坂に たちて 歌 をうた ひし 事 ある 所に 云 へ大 ffi 古 命 思. 依 返 へ馬 問，， 其 少 女 一 曰 汝 所 之 

言 ノ何ノ 言 少 女 答 曰 吾 勿 唯 爲，， 歌 詠， 耳 卽 不. 見. 所. S 而 忽-失 云々 また 萬 葉 集 第五 卷云 へ 天-平 一 一- 

年  七， 月 ナ曰 憶 良 誠- 惶 頓-首 謹， 啓 憶 良 聞 方-岳 _諸. 魚 都- 督 剌. 吏 並 依，， 典. 法- 巡-行 部-下-察-一 其 M. 

俗ぎ- 內 多-端 口-外 難 (出 謹 以ニ千 首 之 鄙-歌-欲き， 五-臓 之 欝-結 1 其 歌 曰 云々"！^ お 、あ U ま sl^r 可 

^^^.M^.^w^-^p.^s^.-^  S 今 わがい ふ 所の ごとく 直言 を も 諷をも 用 ふべ からす、 しかりと て 

いはで はえある まじき 時ぞ、 詠歌 は 必用た るべき 事、 これらに て さとるべし、 この 崇 神の 御卷な 

(、二 

る 勿 言 唯 爲歌詠 耳と い へる 事、 直言と 諷 語と、 詠哥 とのけ ぢ めあきら かなる 證ぞ かし 後世 直と 飄と 

哥 との 差別 を 弁 ふる 人な く、 賀 哀傷 離別 戀旅 など、 すべて 人事に つけて よむ 哥は、 たさ 言語に 直言 

すると ひとしく 心得て よみ、 花鳥風月の たぐ ひ は、 た V- その物 を 詠す るば かりの こと ， なりに たり、 
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しか 直言す ると ひとしくて ありな ば、 こと 更に 詠 哥の道 は あらん や は、 詠哥と 直言との 別、 よくく 

弁 ふべ き 事な り、 言靈の 道い つの 比まで は うしな はれす して ありき とも しらね ど 1^- 仁の， ゆや」 こ， 

ィフ r シ フガ 

へ 物.. 言 如. と ある は卽 K 言の 事に て、 言に 靈な きをい ふなり、 これ 景行 帝の わかく ましく し 

ャ ッカ ヒゲ ルマ. テ ムナ サキ ユマ コトト ハ ズ 

K へ/拳 鬚 至 n 于 、.^- 前： 一 眞言 登 波受と ある 所に みえた る詞 にて、 眞言と は卽靈 ある 言の 事に て、 

今 わがい ふ 倒語の 事な り、 ほ讀 P 化 2: "。甜 W これ 言の 直 倒に つくに、 倒語 を^び しき、 此 御世な ど 

は赛 なりし ことしる き證 とい ふべ し、 それより 後 なれ ど、 前に引たる憶良が！：：^哥に今：：？^パ能-^ゅ.^^ 

期 S^PEE 前 尔見在 知 在と あれば、 その 比 はい まだ、 世人み な 言 靈の道 をよ くしり、 かつ 首-強の さき は 

ふしる しも 見し りたり し 事 明らかな り、 この 垂 仁の 御卷、 憶 良が 長哥 等に て みれば、 それよりも、 

人し りたる も すくなく なりゆきし なるべし、 言靈の 道い また 湮沒せ ざり し * とても、 あやまりて 

直言に なりたる も、 たま はみ ゆれ ど、 哥も文 も、 かみつ 世 はた ヾ此道 をむ ねとせ ざる はなし、 

しりての うへの あやまち は、 昔の 人 とてもい かで かなから ん、 大 かたた とひお も ふま、 をよ みたる 

哥の ごとき も、 それ は 所思の 正面に は あらやして、 みな別に所欲ぁりての|^5^なる事かみ っ化のてぶ 

り 也 後世 とても、 直と 諷と哥 のけ ぢめ をよ くわき ま へられし とみ ゆる も、 义 おの づ から 此^に か 

なへ りと み ゆる も あれば、 一概に 後世い ふかひな しと はいふべ からす、 され どか， r まねび さかりに 


なりて 後 は、 を さ 此省) かくれに けりと おぼしき 也、 なにの か、 はり もな き 花鳥風月 を (一お じ、 ま 

た 王 m ンニ あらさる すぢ をい ふ は、 みなし ひごと、 せじと する が 故な り、 この 故に 古歌に は、 その .K 

物實 事に して みれば、 ことわりた がへ る 事 ども 多し、 これ 靈を 主と し、 言 を 客と して、 物のう へ 事 

のうへ をよ むに あらざる が 故にて、 さる 所に は 貪 着せぬ 事、 いにしへ 人の 言の つね なれば 也、 その 

ひ をリ ：3 ふに、 前にい ふが ごとく、 いひても とても かれが ゆるさぬ 事 なれば、 あらぬ 月 花 をよ みて、 

たと ひその 言靈 たすけさき は、 やと も、 もと/ \ の 事 也と 決定して よみた る も のぞか L、 かく 决定 

する 事、 ひとへ に 外よりも 內を むねと E> ^ふが 故 なれば、 たと ひ 人 はえ 聞 とらす とも、 神の 道 は 直び 

アサ ガホ ハ アサ 

たるに 疑な き 事 をた のしむ が ゆ ゑな り、 實物赏 事に たが ひたる 事 をよ める は、 萬 葉 奥 第. il へ 朝果朝 

y ォれ、 ひリ vt- お？ 二 i ソ？ UT^TJ- ひ 曲 is- この 哥、 前後 芽 子 花の 哥 なれば * 萩の 誤な らんと いふ 說 あり、 それ は 朝 果の夕 か.^ にさ 

露 負 一 眹雖云 暮陰社 ^ 益 家 禮 き.？ S る- お i のな きものな るが 故な り、 され どかく さだかに 朝果 とか、 れ しから は 

コヒシ ケ ベ 力， メミ 二 セント ヮ ガヤ ド 二 ゥヱン フ^^ナ-にィマサキ 二  ^1^ 

さ こ あら じ、 比 S ザなら でも かく 錯乱した る 例 は、 同 集 第 八 山 部 赤 人が へ 戀之家 婆 形見 尔將爲 跡 吾 尾 戶尔殖 之 藤浪今 尔家 J ^と-. ふ哥、 

前 マ， W 霍公鳥 の^の 問に あるが ごとく、 集中 猶 多し、 物と 寅と たがへ るより さるうた が ひ はか、 る なれ ど、 言 靈の道 ある 事 を も 力、 る 

哿 よりこ そ たづね しらる べきに、 さはなくて、 おのが、 ャ A ぬ.. ズ ^：-く：^：^；まをズ夕^；ゲこ^^まさるなどさ へ よめり、 

に、 芽 子 花な らんな どい ふ は 後世 ご、 ろな り、 よく 思 ひしるべし 力 ^カ{を，-.^カな .ks^jd  /  ；  -  XU 

これ は、 女の 朝顔 もな つかし けれど、 夕 かげに みる 顔 は、 ひとき はいみ じくお ぼ ゆる 心 をい ひて、 

ゆ ふぐれ をい そぐ 後 朝の わびし さを靈 としたる 哥 なる ベ し、 この 言靈 をむ ねとして よむ が ゆ ゑに、 

かく 朝が ほの 實 にたが へる を も 貪 着せざる 也、 又 同 集 第五に へ 烏 梅 能 波 奈伊米 尔加多 良久 美 
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也 備多流 波 奈等阿 例 母 布 左 氣尔于 可 倍 許 l« と：^ ふ哥 も、 梅花が 夢中に 來て ものい ふ ベ き 

か は、 これ、 梅 K たれば みに 來 たまへ、 もろともに 酒 を もの まむ と、 人を5^く心を言靈としたるな 

、、 此，、 あはせ て 四； fini ある 梅の 哥のを はりに ありて、 その 前の 哥  • 

へ类牟 必登母 我 聞と いふ 結句 ニ赏 ある にても、 この 言 靈 はしる し 力、 るた ぐ ひ， ふ るき 哥に はか ぞ へ も あ へす 

多き 事な. o、  く はしく は予 別に 大量と 名 づけて、 言靈 のこと あげつら へる ものに、 ； t 以. た 

ども、 いづれ も赏 事に かって ある まじき 事なる を や、 後世に て はさる 理 ともしら す、 よみ 人の こく 

みに て かまへ 出た る ことの 如く 心え、 の 朝果の ごとき は、 誤と さへ m 心 ふ 事、 いといみ じあと も 

りに たる 力な、 これらに かぎらす、 すべて ふるき 哥 どもに は、 脚 結の 置 ざまに ち これ は： 人尔 、 しリ 

やしむべき 事 ども あり、 その あやしみ を 導と すれば、 言霊に はお も ひ 入らる、 ぞ かし、 ， ^のう、， リ 

あやしくなる は、 わざと あやしく する に は あらね ど、 かの いふと いはぬ との 間より いつる；^ なる； 

故に、 おの づ から あやしく はなる 也、 されば すべて 古歌 古文 をみ むに は、 ，副 とせられた るかぎ り は、 

そのぬ しの 所思の 正面に は あらす と决斷 して、 さてみ るべき なり、 たと ひ 一言一句たり とも、 あや 

まち は 格別 かみつよの 人 は、 おのが 所 m 心 を 正面に いふ 事 は、 かってす まじ き^に W 心 ひしと みえたり、 

此 故に 此神 典、 まつ 天地 初發之 時と いふより して、 天地 を 正面に いふに は あらざる^ あきらか なり、 

天地の 事 をい はむ とに は、 必 天地 を と はせられ ざるべき なり、 卜：： 今^の. がに へ もから を も、 1,;- 


して あめつち をう ごかし めに みえぬ おに 神 を も あはれ と 思 はせ、 をと こ 女の 中 を もやわら げたけ き 

もの/ r ふの 心 を も なぐさむ るは哥 なり 云々 この 感動 をば、 後世 は哥の 上手なる よ 力の 事と 心え 仁り、 

上手なら では 感動せ すと ならば、 かみつ 世に は 人 麻呂赤 人、 中 昔に は、 伊勢 貫 之より 外に 感動 ある 

ベから すと にや、 しか 力つ よき ものの み 必勝つ に 定まれら ば、 わが 御國 をば、 ひろく 言靈 のさき は 

(、) 

ふ國 たすくる 國 などい はれた る詮 もな く、 大 かた 歌の道の たのもし さもう する 事なら やや たと ひ 

今 H よみ はじめた る 人 とても、 言靈 だに しつ まれら ば、 いかで か 神に 感 通せ-ざらん、 かの 貫 之が、 

馬の あしたち し へ ありと ほし をば の哥、 能 因が、 雨 ふらせし へな はしろ 水に の哥 など を 思 ふに、 貫 

之 も 能 因 も、 さばかり の 堪能な りければ、 秀哥 ども はいと 多 かるに、 その 中に て、 この 哥 ども は、 

ことにす ぐれたり とい ふべき 哥 にも あらす、 しかるに さる 感動 ありし、 さらに 歌の 巧拙に よりて に 

は あらざる 事 明らか 也、 その 馬の あしたち 雨ふりし は、 ひとへ に言靈 のた すけさき は ひたるな る を 

や、 わが 御國 ぶり、 よ、 に 次第にう しな はれ ゆきけ るに、 貫之頗 から 心に て、 詩經を やうら やまれ 

けん、 古今 集 を えら はれし に、 はしめ て 四季 戀雜 等の 部 立 をせられ たり、 これい は ゆる 花鳥の 使と 

し 活計の 媒 となれ る をな げきての わざに して は ttsKK^lr 

^0.^^rs^^^  ；れ？ おおた 哥 をば まめく しき-のに せんと せられし 事、 か 
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へりて 後世 哥の道 をう しな ひける 始と はなり にけ り、 まへ にい ひしが ごとく、 ，お g も, ふ そリ.，..>  る 

まじき 時の ためこ そ 歌の道 は あれ、 相 聞のう へ は、 哥の專 用なる ぞ かし、 しかるに 纏の 哥 ども、 に 

しへ あら はなる を、 心 もしらぬ から 心なる 輩、 これ を あはむ るに、 國學 する 人ん それに 閒 おど，；' き 

て、 戀の哥 はよ むま じき もの 也な どい ふ ひが こと さへ 聞 ゆめり、 わが 大御^ は、 か、 る こと  >  も. a 

4 に ことなる 所 ある 事、 みな 神道 をむ ねとす るよりの 事な り 神道と は、 すべ て 一；； 一：： にいだ さすして 人中、 .：> にお も ふ 

/  3  り J-ァ 所 を さしてい ふ 名 也と 知るべし、^ 下に h ふべ し 

すべてい にしへ、 男女の 間の 事お ほやけ なりし やうに みえ たれば、 なま 心 ある 人 これ を そ！ り、 父 

はかた はらいたき 事に 思 ふめれ ど、 神 典の 大意、 美事 はむ さき 所より 生す る 事 を さとりての 御敎な 

るが 故に、 女の 間の 事 を 幽に路 せし むる は、 公事が 大切 さに の 事な り、 これ， 几 情の をよ びが たき 

„^なれ：3 これん.， うれ ふる 人よ に 多き ぞ かし、 そこの ことわり は、 伊勢 勿 語 にくよ しくと きむ サ 

る をみ て さとるべし、 とにかくに、 後世、 哥を詠 物に なし、 もて あそび ものと しはじめられし 比 〈親 

は、. f{: 今：^:^ の 部 .I:;! なる：：^、  J 葉 集な び は、 部 立と いふ 物に は あらす、 家 持の しるされし - 1  .  、二.， -  ノ 

i  ノー  i ひ 立" 1、 一/ 广 七 に、 その 類 をよ せお かれし ものに て、 それ"^;^」 となる 軒 也 B これひとへ に 言 をう し 

な ひかた めら れ しわざ 也と いふべ し、 萬 葉 菜 第 十 等に、 詠 花 詠 鳥な ど 題せられ し、 その (豕 持の こ、 

ろ はしらね ども、 その 歌 ども をみ るに、 さらに 詠 物に は あらす、 いづれ も言靈 ある 哥 どもに て、 そ 

の 花鳥な ど は 倒語の ためなる 也、 されば すべて 言靈 となる 所の 所 恐 は 先な り、 题は 後な り. し.. る 


を 題 を 先にし 靑を 後に する だに ある を、 その 題 を 詠す る こと 、 なれる は藥 くべ き 事な り、 此 故に マ 「 

ま、 つねこに に 無 遷の哥 をのみ よます るな り、 これらの 理を よく/^ わき まへ て、 今 わ 力と く の 

神 典の 言霊 を 信すべし、 代 匠 記 今 井 似 閑が 聞 書に 云 へ 言霊と は、 言に たまし ひの あると いふが ごと 

し、 いはへば よろこび 來り、 のろへば うれへ いたる か 如し、 神武 帝 東征の 時、 いは ひて 物 ごとに 

名 をつ けて 勝利 をえ たま ひ、 武烈の 御 時、 ギ群眞 人 死せ る 時、 のろ ひて まさ. しく うれへ をな すが 

ごとしと いへ り、 世人 多く は 此說を 信じたり、 しかるに かの 阿闍 梨、 その 學、 和漢 梵に ひろ かりし 

が 故に、 かへ りて わが 大御國 の 御て ぶり は、 く はしく 心 を も いれられ ざり. ける にや、 この 說 今す こ 

し、：3@^かぬ也、 いかにと いふに、 いはへば 歡來 りの ろへば うれへ 來 ると いふ 事、 直 倒 をた てた る說 

にあら ざれば、 いかで かそれ を靈 とはい ふべき、 お ほよ そよ き 事に はさち あり、 わろ き 事に は禍ぁ 

る 事つ，^ なれ ども、 それ はいふ も更 なる 理 なり、 もと さちある まじき 事に さち ありて こそ、 さき は 

ふと もい ふべき もの を や、 たすくと いふ もこれ に 同じ、 されば たすくる 國 さき はふ 國と いふ は、 た 

す ケらる まじき 事 をた すけられ、 さき は ， る まじき 事 を さま は る、 國と いふ、.,^ なる 事. >V も ふ ベ し 

、よ ひて 歡來 りの ろ ひて うれへ 來る をば、 いか ヾ はたす くさき はふな どい ふべき、 私情ながら も猶 
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達する は、 ひとへ に 彼が ゆるせば 也、 されば かれが ゆるす 所 をいたり として、 善 解除 惡 解除と て、 
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われより 是非 をた てざる 事、 わが 御敎 なる に、 いはへば よろこび 來り、 のろへば うれへ 來 ると いふ 

は、 猶 渾沌 家 を 出、 ざる 論い -6 る ぞいし、 嚷と は、 事 ひとつ を善惡 とわく る 見解なる をい ふなり、 わが 御 をし/は、 

？  I  ナ 人の ゆるす と ゆるさぬ と を =!f 惡 とたて、、 寧ーッ のうへ に は善惡 5;,- て^ り も 

と哥 はさし つけぬ ものなる を、 なほ 歌のう へに さへ いはす して、 所思に あらぬ 筋を詞 とする 事 なれ 

ば、 言語の 倒語より は、 今一 段の 倒語と なる が ゆ ゑに、 おも ほえす 感通 もす るな り、 もとより、 ふ 

まじき をし りての うへの 詠哥 ならん からに は、 いは ひの ろ ふが ごとく、 かれが 神の まがらん を も か 

へりみ t 麵 &;! ほ は"^ は^し ひて 所 欲 を 達せん とする た r ひに は あらざる 事な り、 され ども こ 

の 一； 一 ：n 靈の道 世に うしな はれて 久しき ことなれば、 これひとり 此阿闕 梨が とがに は あらね ど、 すくて 

も 力の りとの 說と だに いへば、 名に まど ひて 取捨 を もせざる 事、 c "腐の 人の なら ひなる が：^ に、 ト 

その まど ひ を おどろか しおくな り、 後世 哥 のう へ の 巧拙 を あらそ ふ は、 ことくく， A:: のお 弊に て、 

さらに/^ 此 道の ほいに は あらす、 今の よと 成て、 は、 たゾ 歌のう へ をのみ いひて、 內の論 はなく 

なりに たり、 たと ひ哥は あしく とも、 內に靈 あらん を、 いかで か あしと はい はむ、 よくて S なきと、 

あしくて 靈 あると は いづれ、 たと へば 社の 莊嚴 いみ じくして、 しづ まり 給 ふ 神な き は、 たれ 力 はい 

つき まつるべき、 よく よろ づ にかへ， 0 みるべき 事な り、 これらの 事 は、 かの 大：; e5 にくよ しくい 

へれ ど、 わが 御 il 言 は、 かの 阿闈 梨が 說の ごとく、 情と 詞 とひと 筋に つく 事な きょし を さとさむ が 


ために、 其耍 をい ふなり、 この 故に 此神典 をみ む やう、 すべて この 御敎 主の、 をし へま ほしく お ぼ 


しける 正面 は、 詞に はかって 出たら すと 决定 して みるべし、 人の ための 敎を さへ、 なほ 言靈 とし 給 

c、) 

ふわが 御國 ぶりの た ふと さ， かへ す/^ おも ふべき なり 予 かく 神 典の 敎旨 を言靈 もてと く 事、 そ 

の據 とする は、 神武 紀云、 初 天. 皇 草& 天 基 一之 曰 抱 大 I 伴， 氏 之 遠 I 祖 道 臣 命 帥， 大 來目 部， 奉， 承 一一 

密-策 一能 以 -ー諷 -歌ノ 倒， 語き 蕩 妖 ま 倒-語 之用始 起 一一 や 玆 一と ある これ 也、 ;l^ii;」：？tjf」、4ts£f  S 

機關 たるが 故に、 密 策」，， - はいふな り、 同 紀中密 旨と も 見えたり、 諷と は、 言語の 倒語なる を 云、 卽言靈 ある 言 をい ふ 也、 ifjf と は詠哥 

の 直なら ぬ を 云、 卽言靈 ある 詠哥 をい ふ 也、 妖氣と は、 かの あた どもの 中心に 帝に わざ は ひせし 神氣を さす 也、 この 掃蕩 妖氣と あ 

る 事、 卽不假 鋒^ 之 咸坐平 天下と 同紀 にある 所以なる なり、 上の 非史辦 にい ひしが ごとく、 此御敎 は 神武 帝の 御發 明に して、 てれ 

を もて 此大御 國を御 一 統 まし， 1 ける 事 信すべし、 倒語お こりて この 敎 as おこらす とい ふ 事 ある まじければ、 倒語 はじめて 起れ りと 

ある は、 卽七神 三 段 祌世七 代のお これる 證 なる を や、 S 吾 - 一よ、 つ-, u=;:n:.1 つ ョし  一- u?-;- こ匸、 氷 子 illnf  . -」 - . - 

すべ て予 がと く 所 この 語 を 以て 疑 を ひらくべし  &とは わ 力 ム y 反 を 一一 ーョ と r,- るに て 一一 訝哥も 一一 一一 nl^s もと も 

に 倒語た るべき が 故に、 諷哥 とし もま づ ふたつに いひながら、 倒語 之 用始起 乎玆と 更にお しこめて 

窨 たまへ る もの 也、 大 かた 直言 すれば、 人の 中心に ひ. そめる 妖氣、 » ぼ ll^s ば SS 悉忽來 りて 我に わ 

ざ は ひする を、 倒語 すれば、 その 妖氣を 掃蕩す る 事、 たと へば、 不遞に すれば かれ 我 を 尊ばす、 0 

讓に すれば、 かれ われ を卑 まざる が 如し、 誰 とても、 た ふとば れん を このまざる ものな けれど、 多 

く は 直 を もてむ かふが 故に、 妖氣 にの みい やしまる 也、 もし 倒 を もて だに むか は V- 、 かれが 神氣、 

わが S 摸に おつべき 事 かくの 如き 物なる を や、 されば、 哥も文 も 言語 も 倒語より 外に、 わが 中心 を - 

I. 古事 記 a, 大ほ.  . ^  ( ,  I  t 三 一 
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之に はこぶ 道 は ある まじき 事、 a ふべ し 
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意 富 牟泥下 

平安 藤 原 成元述 

よ、 の 神學者 流、 いづれ も 神と 人と をく はしく 弁ぜ さりし が 故に、 この 神 典の 敎 3ロ、 今まで ふた、 

び 世に あら はれ ざり ける 也、 大 かたわが 大 御國、 人 を もて をし へ 給 はす、 神 を もて をし へ 給 ふ 事な 

れば、 この 神人の け ぢめを わき まふる 事 は 肝要の 事な り、 まづ 人と いふ は、 神 を身內 にや どした る 

もの、 名 也、 神と いふ は、 人の 身內に やどりた る もの を 云 也、 されば 神 を 主と する も、 もと 人 をば 

耍 としての 敎 なりと しるべし、 此人 身中の 神な に物ぞ とい ふに、 人 かなら す理 欲の 二つ ありて、 そ 

の 欲 を つかさどる をば 神と いひ、 理を つかさどる をば、 人とぃふ、觀錯_§5:^|^^^!4、人卿：|缝、の1,!§ほ 

3 此理 欲、 天地に あやかりて、 理 はおの づ から 尊く、 欲 はおの づ からい やしきが 故に、 人と して は 
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现 をた ふとび、 欲 をい やしむべき ことなり、 されば 人み な、 いかにもして Si 欲 を 制し、 を うせ 

むこと をのみ とすに 加け. 紹 J しかれ ども そが 中に、 よく 勉め 得る 人 はまれに して、 欲の ために g 

を 侵す がいと 多し、 されば そのつ とめえぬ を 愚と 称し、 かしこく つとむる を K と稱 す、 デ こ、 たい 

くもい やしく も、 ひろく もせば くも、 世に まじら ひとまし らふ 人 はこれ まぬかれが たき^ 也、 こ 

をば 人造と はいふな り、 しかるに その 勉 する 人 もつ ねに うれ ふる は此： 1： にて、 或は 一一 n 行の おをひ 

y 吓, ある； S ょ自 MP -、、 二 さ r- ぷ： LM これ は 身 外 を 主と すると、 身內 を、 H.; とするとの、 、 ： 二 リン、 tl 

カオ >^  / 乙 {IFfc- び を，^ こさ ォ たと 二種の 勉彊 なり、 く はしく は 渾沌 d 下にい へり  ともて あつ 力 はれ 

たる もの 也、 これに もて あっか ふが 故に、 諸家の 敎は ある 事 なれ ど、 つよく いざな へば、 しばし は 

それにした が ひたる が 如くに みえても、 その を は， 9、 猶 その ft を あらためざる 物 なれ ズ、. *^ 力して こ 

れを 制せむ 事 もとよ， 0. あた はざる 所な り、 これ もと 地の 靈獨 なる^ をう けえ たるに て、 ？ら こ/. \» 

ノ び^ f:^ に は あらざる 也、 しからば まことに せんすべ なき 物 かとい ふに、 其 道 を だに つくさす L ズ、 

やがて 必妙事 をう む 母と なる 物なる が ゆ ゑに、 わが 御敎、 此 神の 道を盡 さしむ る こと を * と はしへ， I 

へる 也、 されば、 た マ この 神の 道に 乘 りての み ゆくべき に、 外 §g の 人 第に！：：，； 非 をた て、、 この な 

る 神道 を 凌がむ とする は、 末より 本 を 制する なれば、 いかで か 其し るし あらん、 もと 神 近と いふ は、 

d 理を はなわて おも ふ 所の やむ こと をえ、 ざる 道 を さして いふ 名に て、 この 名よ じめ てみ えたる よ、 


n 本紀難 波長 柄 {nc の 御卷に へ 惟神 者 謂 T 隨 -一 神道， 亦 自有， 神道， 也と 注せられ しこれな り、 これ 4" 人皇 子 

の 注した まへ るが ごとく なれ ど、 古傳 ありて や 注し 給 ひけん、 この 皇子の 見と はお ぼえぬ 詞 なり、 

しかるに 宣長、 直鬼靈 とい ふ もの を 書て、 へ 神道に 隨 ふと は、 天下 を さめ 給 ふ 御し わざ は、 た.：^ 神 

世よりの あ.^ こしまに/.. \ 'ものし 給 ひて、 いさ、 かもさ かしら をく はへ たま ふ 事な きをい ふ、 さて 

しか 神よ のまに/ \ 'おほら かにし ろしめ せば、 おの づ から 神の 道 はたら ひて、 他に もとむべき こと 

なき を、 自有 神道と はいふ 也け りと 自注せられ たり、 この 神代よ、 りの ありこし まに く 物し 給 ひて 

云々 とい ふ は、 皇 一組 祌 だち のな し 來り給 ひし 所に したが ひ 給 ふとい ふ 心なるべく、 しからば、 神 

の 御し わざ、 ，几 人の はかり 知る まじき 所 あれば、 さるよ しあり てこ そ を さめさせ 給 ふらめ、 それ は 

族 人の しりて 無用の 事 なれば、 たゾ 何；、」 とも お ほやけ の 御 おもむけ の. まに あらん ぞ 人の 道な 

るべ きとお も はれたり とみえたり、 しかるに 族 人と い へど も、 各 その 身 相應の 家業 あり 家人 ありて、 

さま/^ 常にた が ひたる 事の み 出く る もの 也、 され どた ヾ ひとし へ にさる 心に ならせ てんとの 心な 

るべ けれど、 たと へば 風 ふき 雨ふり 地震 雷鳴な どす るが ごとく、 かの ぬしの 思 はる、 やうに、 つね 

に 無事なる 事 は あた はざる 物に て、 かって 人々 の邪智 より 常なら ぬ ことのいで くるに は あらや、 さ 

る 時 をい かに せんと かする、 猶 かの 黄泉 之 件なる へ 於 葦 1^ 中國 所有 宇都 志 伎 靑人草 之 落苦瀨 而患惚 
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時 可 助と あるに も かな はす、 さきに もい ひしが ごとく、 これ は 中：" 賤に かぎらす、 この 冲 さび を も 【し、 

かの つねなら ぬ 事 ある 時の 所 置と せよ との 御う つくしみ 歸 なれば、 この 翁の 說 うけが たし、 ほひ C 

いは マ-、 此神 典の 言の 表の あやし さに、 神の 御う へ、 ぉほゃけの御ぅへの^&としてのがれられた 

るが ごとし、 又 これ を與 へて いは ヾ、 此神 典の 言靈、 もと あら はに いふ まじき なる が^に、 しか 

お ほやう にと きお かれしと もい ふべ し、 され ども 此御敎 主 こそ あれ、 この 言 靈を兑 しらむ は、 卽 

靈 のさき はふ なれば、 とかぬ を よしともい ひがたし、 かみつ 世に は、 世人 も 各よ くしれ りし 事な 1 

ば こと 更にと くに も 及 ふま じ けれど、 今と 成て、 かくよ に うづ もれ、 かつ 外樣 にの みか、 づら ふこ 

と、 なりぬ る を、 いかで かこれ をと かざるべき、 このぬ しの 說、 いとお ほほし きこと なら やや、 こ 

れ ひとへ に 神と いふ もの をく はしく せられ やして、 たゾ 皇御祖 たち を a びて、 神と 称した る： な 

りとの み m 心 はれ けんが ゆ ゑな りと おぼしき なり、 これによ りて ふに、 .fc 來の： 1： 學^ よ、 神と、 ふ 

もの を、 人と ひとつに なし、 ひとつに なす かと みれば、 又 その 妙 用 は 人の をよ ばざる 所と す、 か/、 

ひとつに なしながら またはる かにな す は、 ひとへ に 神人の 別 くらき 所以な り、 た ゾ近理 を はなれた 

る 所の 人の わざ、 すな はち 神に て は ある ぞ かし、 されば この 惟神 者 亦，：：： な ：l:.y.=.〕 とい ふ： eV 

力の 翁の いふ 所の 心に は あら、 ざる 事に て、 まづ この 惟： ！■ とい ふ は、 外にて み X/; 、と ：！： とよ こと 


もの、 ごとく なれ ど、 もと 天地の 神祇と 人の 祌：； IT 妙 用 ひとしき をい ふなり、 されば たと ひ 人 は、 

貴く ともい やしく とも、 身 內には 天地の 神と 同 物なる 神 あれば、 いかなる 妙 用 も あた はざる 物に は 

あらざる 事 を しるべし、 すべて 正面に 口舌 手足 を 用 ふる は、 その 力 かぎり あり、 これ を 人と いふな 

り、 倒語して、 しかも 其 正面の 所思、 口舌 手足の 用に まさる いさをの おの づ からなる、 これ を 神と 

はいふに て 神 典 一部 も はら そこ を ときたま ひし もの 也、 さるに よりて、 これ を 注して 謂隨 神道 亦自 

有 神道 也と はかき 給 ひし もの にて、 さるお ほ、 しき ことに は あらざる なり、 もとこの； 1: 道と い ふ は、 

前に もい ひしが ごとく、 理を 離れて やむ こと をえざる 道 を さしてい ふ 名に て、 理の 是非す る 所に は 

かなら すたが ふ 所 ある 所 をい ふなり、 されば 此道 にした が はざる 時 は、 たと ひ 成れる 事 も 固から ざ 

る 物なる が 故に、 その 道に 乘 りて ゆくべき よしをば むねと をし へ 給へ るが、 この 神 典なる 也、 この 

神 典に は、 神道と 熟せる 文字 はみ えね ども、 宰 易之 件に へ 於 是 其 泣-患， 居； 一海- 邊 一之 時鹽 椎神來 

ゾャ ゾラ ヅ ヒダな ノナキ ウレへ マス ュヱハ  レ  サパノ チヤ、 シマシ ィ. デ マセ  ゥ マシミ チ  リ ナノ 

問 曰 何 虛空津 n 高 之 泣， 患 所， 由 答 曰中ダ t 以敎曰 我 押 「流 其 般， 差 暫 往 將. 有-味 御 路，， 乃 乘„ 其 

二) 

道 一往 者 如： 一魚 鱗 一所 造 之せ ：！- 室 其 綿 Si 兑祌之 t ね 者 也と ある、 この 味 御路と は、 卽 神道 を さして 

、 ： 一 、味と は、 七 神 三 段の 中段に いは ゆる、 宇 麻 志の こ、 ろな， 9、  く はしく は 中段 をと ける 所 }らヒ 、二  )  -  ノ 

いふなり  ゥラ  この 乘せハ S とめる にし 

に みるべし、 なにごと も 正面 なれば 無味な り、 その 反 を 宇 麻 志と いふなり と 心うべし  -フ， n ノミ 

るく、 神道と は敎の 名に あらや、 人道に 反對 したる 神の 道 を さす 也、 されば 世に 此敎を さして 神 近 
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と 称する は 1^ なり、 後世 この 神道に 乘る敎 うしな はれて、 たゾ 神社 を まつり、 ゆ ふ櫸を かけ、 ハ如を 

ふり、 大 城の 制 をと なへ、 潔齋を わざとして、 これ を 神道と こ、 ろ w、  i:^ しくして は、 ：！■ よ：： b- のう 

ちに のみお はします 物な りと m 心へ る 事、 いと も かたはらいたき 事 ども 也、 まへ にもい ひしが ご 

とく、 神社 はすべ て、 人 迸よりも 神道 を 先と すべき 御 をし への ためにて、 文字の か はりに、 形 を も 

て をし へた まへ る 物 なれば、 神 tt をい つく は、 人道の 後と すべき を わすれさせ じかため なり、 わが 

所 欲 を その 神に ま をし、 われ は無爲 にして その 所 欲 を 達せん とせよ とて、 神社 は設 はじめた まへ る 

にあら や、 いのりて 神の たすけ を る 事 も あれ ど、 やがて その 神 をば 我に 働^せん は、 }^ るよりも 

なほ 近路なる を や、 ゆ ふだす き 鈴の たぐ ひ は、 これ 皆 この 御敎 のさと し 物に て、 その W せられし ^ 

を こそむ ねと はすべ けれ、 さる はかな わざ をして、 わが 御國の 道な りと 心え、 -f^ 佛の よに さかりな 

る をい めり とも、 いかで かしる しあらん、 いと を さなき 事 ども 也、 お ほかた 人力と いへ ども、 つと 

むれば いとした 、 かなる 事 もせら る 、物に は あれ ど、 その 事た とひな りても かなら す 久しから ざる 

事、 これ 神 迸 を 後に する が 故な り、 神道に 乘 りて なす 時 は、 たと へば、 われ 十 人の ちから あら. よ、 

(、)( 己) 

で 人力 义 なる 事必 成りぬべし 一 巳の 力 はたと ひ 天下に をよ ぶと も、 かきり ありて _3 世の すゑまでに 

をよ ぶべ から や、 神の 道に 乘り、 神 力 を かりて ゆく ちから は、 その 及ぶ 所、 ぶ だなる べき.^、  ？し 


ズ， 七乘 と、 ふ、、  1 よ、 たと へば 舟：^ にもの をつ みて はこぶ 時 は、 おのが 力 をい くら あは せても あた は 

ざる 斤量の やすく はこばる、 がごと し、 七 神 三 段の 中段に へ 因 T 如： 一葦 牙 一 萌騰之 物 H と ある 因の 字、 こ 

の乘の Al,、  の 遣 神 ^と ある 隨の 字、 ともに 照應 なる 事お も ふべ し、 いづく とても、 よきが あしく、 

あしきが よきと いふ 理 はなき 事 なれ ど、 なかく 人事のう へに て善惡 を えらへば、 かへ りて 事な り 

がた く、 たと ひな りても、 天地と 長久 を ひとしう せざる は、 ひとへ に 神人 先 後の 差別 を 弁へ ざるが 

ゅァ さなり、 こ、 を もて わが 御 をし へ、 善 解 i 惡 解除 は あるに てき M  、に H^^" 七 この 善 惡のニ  S は、 

すな はち 神道に 乘 らんが ための 御敎 なれば、 人 はお ほよ そま づ此黻 をむ ねとすべき 事な り、 我 はこ 

の 二 城 をして、 是非 はすべ て 神の 是非に したが ふこれ 隨 神道な り、 神の 是非に したが ふ は あや ふき 

事に みな. <^n3 ふべ けれど、 こ、 を危 からすと する 事、 几 見に 超た る 所なる 也、 その 危 からぬ 故 は、 

大 こくらぶ，； -ズ地 は 卑し けれど、 萬 物の 生す るに、 地 を 母と せざる はなければ、 すべて 箭 t 卑 とむ 力 

へる もの、 其い やしき 方が 母なる 事 明らかな るが 故に、 渾沌して 人欲 を 制して は、 妙 事 をう む 5： な 

くな りぬべき なり、 されば いは ゆる 孝 § ^忠信の たぐ ひも、 その 生. る 母 は 人欲なる 事し るければ、 

たヾ 人欲 を： U に盡 せば、 孝弟 忠信 は、 をし へやして おの づ からう むべき 也、 この 故に、 わが 神 泉、 

孝涕 £ 信 等の をし へ ひとつ もなくて、 た ヾ その をな すわ ざ をのみ も はらと をし へた まへ るな り、 
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され ども 我と わが 欲 を 達する 時 は、 人諾 せざる 物なる が 故に、 初 中段の 御 をし へ、 ひとへ に 彼が 欲 

をつ くさす る わざ をのみ ときたま へる 也、 ^^：^人欲かぎりなきものなるが故に、 諸人 これ を もて あつ 

力へ ども、 その もて あっか ふ は、 盡 すべ き やう を 深く 考へ ぬが ゆ ゑな り、 さし も K なき 欲 なれ ども、 

初段の 上に 中段 を かくれば、 たちまち 根た えて 妙 事 をう む 事、 赏 事のう へに こ、 ろみて、 此御敎 の 

•S* に 切なる 事 を しるべし 綱. ゆ： や.^ はめ^む る 事、 もや ほル ほやけ の 御い さめに たがへ るお 博 突の たぐ ひ を この 

れ 者ん と S レ 力に、 それ もな ほき は (め 脫) しめむ 歟、 しからば つ ひに 命 を もめさるべし、 さな 

1^^.れ41,|^^1,^ぃ5?^4^^る；.^§も"^:くれ^£:はめし：？^-叛、 i さる 故に SS 一一 被 をし、 初段 S. うへ に 巾 を かけ 

一 15  S て そレ， L 取 をて くさす るな り、 わさの いたり は神氣 なる が 故に、 神氣 をつ くさす る は、 卽ゎ ざの 标 ^i^; 、さしむ る り、 ノ  J 

ハ ^』れ れこゾ ひひ，；，'.^ で、 や^ 9 い r な g させ 給 "力ぎ を このむ 性な りと も、 さらに その 害 あるべ からす、 神 M だ こ，^ パた っ， ズ、 その 

は！ W に，.，'，， すして、 し 力 も 妙 事 をう む 事お のづ からなる べき 也、 く はしく は、 ま 中段 y,L き 一た t が.，、，^ is^J,^ み 

きな I この ゆ ゑに、 上の 隨 神道と ある 神道 は、 かれが うへの 理を 離れた る 迸 を さし、 下の 亦，：：：^ 神 

迸と ある 祌道 は、 わがう への 理を はなれた る 道 を さし 給へ るな り、 孝德紀 こもへ 今 者 |.^.^<"帅ノ.^ ノ 

二  .  .  s 

？ー 治平 一之 p. 云々 とみえ、 _3葉化1^&.など へ かむな がらへ かみから など、 いと 多くよ める、 みなお、 い な 

る.^、 一人の 力、 たと ひ 聖 とい はる、 き はなり とも かぎり あるべし、 乘 神道の ちから、 いかで かそ 

れに類 せん、 こ、 を もて 我 大御國 は、 他 域の ふ 所に ことなる 事 は ある ぞ かし、 されば 神武 帝 を、 

も-凡舜に：^し^^れば几庸のごとくみぇさせ給ふなり、 しかれ ども、 かの^ぶ り は、 もとより 帅^ ニ乘 

るて ぶりなら ざるが 故に、 その 一 人の 事跡、 ffl する にたれ り、 石 M-.^ 之 件に、 天字受 « 命 を、 五 巾の 


緒のう ちに もむ ねとした まへ る 事、 わが 大御國 の 御て ぶり なれば、 神武 帝の 御祌 さび、 その ffi す 

べき 所 は、 あら はに はみ えざる 事な り、 其 故 は、 まへ にもい ひしが ごとく、 お ほよ そかの 帝、 天 

下 を 一統し 給 ひし、 みな 密策 にして 幽事 なりけ るが 故に、 御 生 中 ふるま はせ たま ひし 事、 悉く 初 中 

段の 御 神 さびに して、 一事 も 正面なる 事なければ 也、 されば 神武 帝 以後 は史 也と いへ ども、 これ 

またから 國 の本紀 などの 害 法に はたが ひたり、 殺靖 安寧 懿德 孝昭の 御世くな どに は、 た 

ゾ その {W: 所、 または 皇子た ちな ど をし るされ たるば かり 也、 これいよ/^ た ふとくお ぼ ゆる 御 事 也、 

すべ て 顯_ 露の 妙 事 は、 幽 事より おの づ から 生す る 所に て、 その 御 わざと はみ え、 ざるが 故に、 かく 記す 

ノ  ノ 

る 事な きが ごとくなる 也と しるべ し、 孝 德紀云 へ 尊 n 佛法 ー輕， 一 神道 一！ y^f  爲. 人 柔-仁 好. 儒 云々 こ 

の輕祌 道と いふ 事、 いかなる 心に てかき 給 ひつらん、 儒佛の をし へ ひろ ごり たる 世の 事 なれば、 そ 

の 心 えがたき 事 也、 これた  後世ぶ りに 神社 を あがめ 給 は ざり しとの 心に てま 2 給へ る歟、 され ども 

ともろ// \" の 神社 を あがむ る は、 卽祌道 をた ふとぶ が ゆ ゑ なれば、 生 國 魂の 御社の 樹を きりた まひ 

し は、 神道 をない がしろ にお ぼして、 人道 を 貴びた まひし 事 あきらかなる 事 也、 口 本紀 神武の 御 

卷 にへ 宜 4r 當 取； 一天 香 山， 以 造 一一 天 平 瓮 一而 祭」 人 社 國社之 神， とみ ゆる は、 儒佛の をし へ いまだな 

かりし 御世の ことなれば、 疑な く 神道 を あがめた ま はむ がた めなる 事し るし、 おは； ^£5^ お 15 お 
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；-、 yl^tss 化聽 W 釘れ }:sfB^ にし かるに 今の 低、 神社 を 尊ぶ は、 乘 神道の ためともし，. やなり、 

その 身に は 人道 を 先と しながら、 つね/ \ 'お： で 敬す る 事、 かへ す./^ 齟齠 なる 事な り.、 とにかくに. 人 

地の 神、 人の 祌、 ひとつな るに、 此 神道に 乘 りて、 妙 事 生ぜ、 ざるへ しゃ は、 儒 佛の敎 はしから すし 

て、 おの/ 身 を も はらと すめれ ど、 ^佛 といへ ども その 始を m, 心へば しから じと ぞぉ ぼ；^ る、 、 

かにと いふに、 堯舜 も、 その 心 術 は 人み る 事 あた はざる ベければ、 なほ わが 神 典の こ、 ろに ひとし 

力り L なるべくお ほ ゆる 事 ども あり、 おそらく は 後に 儒のと く 1^ は、 竞舜 の、 いおに よこが ス： るく 

し、 « も、 釋 氏の 心 術 は、 後世 佛學者 流のと く 所と はたが へる 事な りと お ぼ ゆるな り、 されば 今の 

^> かへ りて 儒佛 ともに、 その 心 術は傳 はら 中と いふべき ものな り、 わが 神 典、 かく 乘る を 肝. 盟 

とする 事 なれば、 もとより これらに あらそ ふべ き 御 敎には あらや、 外 体 はた V- 儒たら ば 儒た る-、 し、 

佛た らば 佛 たるべし、 神道に 乘 るう へより は、 gi 佛の學 を このむ 人 も、 なほ 神 近の ひとつ とらる. -、 

きなり、 お ほよ そ 位の 尊卑、 職 常の 大小に か、 はら や、 沌を のがれ ざら む 人 は、 つ ひに おのれが 

志 をと ぐる 事 あた はざる ベく、 たと ひ遂 たらむ も 固 かる まじき 也、 發 天地の いさを、 その ほと/、 

につけて、 実 事のう へに こ、 ろみ 知るべきな り、 いにしへ 今 をい はす、 大 かた rt- に-家の 创^ した 

る 人々 をみ るに、 その 事跡 人に あらす、 かなら ゃ此神 典の ほに かな ひたり、 ， にの^に も、 ベ：：： ±- こせ 


ちに 心 を 摧く人 は、 その 知 2 おの づ からこ 、 に 及ぶ もの すくなから や、 これ 卽 かの 惟神の しるしに て， 

亦自 道と いふ も、 これにて 明らかなる 事 也、 七 神 三 段に 神 名 を つらねられ たる 問なる 次の 字、 . 

§  (斑)  (て) 

すな はち 天神 地祗の やむ ことなき 道 を さとし 給へ る を、 この 次序に K り、 天 班 駒 を 逆， おに はぎで、 

おのが 是非 をた て、 言行 をた のみ 正面 を路 とする は、 いと 危き 事な り、 神人の 別、 これらに よりて 

よく/、 あきらむべし、 かへ すく 神 は 外 体に ぁづ からぬ 物 なれば、 ^賤 大小に か、 はらす、 內に 

して 貫きた る 事、 神 典の 規 摸なる ぞか し、 しからば 人と はこと 物 かとい ふに、 さらにし からす、 た 

>K をな す は 人な り、 倒 をな す は 神なる 也、 予近 比、 この 御敎 をった へたる 人々、 各 こ ろくに 神 

さび せらる、 中に、 獸 にさ へ 貫通せ るし るし を 多く 見聞ぬ、 草木 鳥獸 のた ぐ ひ、 また 人と い  <; とも 

理非 をき、 わか ぬきはな ど は、 正面の 言語 を もてい ひき かせたり とて、 いかで かわき まへ あらん、 

神の 妙 用、 その わたる 所廣大 なる 事、 信すべし く、 されば 己十竟 顯を據 とせば 人な り、 幽を據 とせ 

ば 神なる にて、 さらに/,^ あやしむ にたら す、 男女 贵賤 とも、 この 神 さび を だに なさば、 やがて 神 

たるべき を や、 人と 同 物にして、 その 用 は 筋た がへ るが 故に、 古來 弁じ ゎづら ひたる 也と しるべし 

照應 字律辨 
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この 神：^, をみ る 事、 同字の  一 なると、 照應 する 所と をみ る 事、 肝要の わざな り、 いかにと 、 ふに、 

儒佛 のとく 所、 その 經數 千卷 なれ ど、 なほ あかざる を、 天地 神人お 今 華 夷 をつ くした る 火 ^論 をば、 

た ゾゎづ かなる 一冊 子と なる ばかりに とき 給へ る は、 ひとへ に 言靈を 主と する が ゆ ゑに て、 その 一； U 

靈の道 をた すくる 物 は、 照應 と字徘 とに あら ざれば あた はざる べき 事 なれば 也、 言 靈の は、 まへ 

に^$^しく弁じたるがごとし、 そこに あはせ てこの 照應 字雜、 やむ こと をえざる を しるべし、 もと K 

(さび) 

應字 お" くさびの ためにて、 其く ぎひ を さす 所以 は、 それに まかせて、 そこにい はで ま リ：：：±-も よ 

ぶ 力る、 が 故に 必用なる 也、 予 この 神 典 をみ はじめし 比、 ふと この 事に、 いっきし は、 じ 冲 く？？， - の.：：' 

段に、 へ 如 紫 牙 萠騰之 物と みえ、 神 世 七 代に へ 角 代 神と いふ 神 名いで たり、 この 代 神と あるに つけ 

て m 心 ふに、 つぬ ぐむ とい ふ 事 は、 葦の 生 出る にかぎ りて、 餘の 草な どのうへ に は、 かってい はぬ M 

なれば、 さて は 此角代 神 は、 卽 かの 中段なる 葷 牙に 照應 してみ よとの かまへ なる ベ しとお も ひより 

き、 それより 照應 字雜を かしこき たすけと し、 一部 をお して、 つ ひに、 照 應.： f ，は、 もとこの 冲麻、 

言靈 もて 說 たま ひしに 必用の 事に て はありけ りと おも ひしり ぬ、 此照 iA:.^.- ともに、 今-, e をリく 

して 示さ まほし けれど、 はじめより 終まで、 悉く この ふたつ を 出 ざれば、 注に ゅづ りぬ、 され ど そ 

が 中 をつ みてい はヾ、 まづ はじめの へ 天地 を はりまで  一 なり、 これ を はじめと して、 巾ル. -の へお 


とい ふ 字、 下にみ えたる は、 水 蛭 子 を 入れて 流し やりた まひし へ 茸般、 また へ 葦原 中國 へ葷 原色 許 

命 へ 葦那 陀继神 へ 如 取 若 葦 S 批 など、 いづれ も 中段なる 葦に 照應 して みれば 義 明らかな り、 これ 

らに かぎらす、 同字 同 物 こと /^くし かり、 たと へば へ 天 浮 橋 はじめて 淤能 4.^- 呂岛之 件に 出た るに、 

下の 天 忍 穢耳命 また 迩々 藝能 命の 天降ます 所に も、 天 浮 橋 あり、 これ その 立 まし、 神 はか はり たれ 

ど、 天 浮 橋 はみ な 一律 也、 又 伊邪那岐 命、 速 須佐之 男 命、 阿遽 志贵髙 H 子 根 神な どの へ 十 拳  <1、 そ 

のぬ しも か はり、 それにし たが ひて は、 すぢ もこと なれ ど、 なほ 决斷 のさと しなる 事 は 一律な り、 

その外 八の字な ども へ 八尋殿 へ 大八ほ 園 へ 八^ 神 へ 八 误遠呂 I？ へ 八稚女 へ 八 頭 八 尾 へ 八 鹽折洒 へ 八 門 

へ 八 佐受岐 などの たぐ ひ ほに にみ な照應 して こ、 ろうれば、 一 なる 事 明らか 也、 數の 文字、 み 

な此 心得な り、 また 七 神 三 段なる へ隱 身の 身の 字、 やがて 先 言 之 件に へ汝身 云々 へ 吾 身 云々 とみえ、 改 

言 之 件に も、 へ 身 一 有 面 四と みえ、 末に も 八 俣遠呂 .12 之 件に、 へ 身 一 有 X 頭 八 尾； 亦 其 身 生，， 蘿及檢 ®, 

云々 とみえ、 本 身 之 件に へ 本 身と み ゆる、 いづれ も 欲と いふ こと を靈 としたる 事ー雜 なり、 又 へ大 

山津 見神 御 女 へ 淤迦美 神 御 女 へ 天 狭霧 神 御 女な ど ある は、 みな その 前に この 神の 御名 出た る 所の 義 

を、 そこへ かけて みよとの くさびの ためなり、 か、 るた ぐ ひ、 悉く あぐる にいと まあら す、 く はし 

く は、 本文に 注せる をみ て 信 すべし、 すべての 理、 みな 照應宇 律の 間にお のづ から 活かし 置た まひ 
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しもの なれば、 これ をお ろかに して は、 祌 典の 33! はしらる ベから す、 しかる をい：： 來神學 者 流、 tZ の 

うへ をのみ たのまれけ るより、 此照應 字： g: など は、 あらん こと、 もお も はれす ぞ おけらし、 され. よ 

こそい：： 事 記 傅に、 天 浮梳を 注せられ し をみ るに、 淤能 ffi 呂 « 之 件なる と、 一 H 趣 之 件な. T びに 大御 .^ 

之 件？ iit にある と は、 こと 物の ごとくと きな され たれ、 され ども、 こと 物なる に M じ 名 をと なへ らし 

んゃ は、 すべて 言靈を だに みれば、 言 はたと ひ M つ 言 にても、 義の應 じたる が少 から や、 たと へば 屮 

段に は へ牽 牙と いひ、 大御 « 之 件に は、 これ を へ 高 千； S 之 久士布 流 多； S とい ひか へられ、 神代 卷ー 

ま：！ I に は、 S の Si たて をる になして とかれた るが 如く、 こと 物 だに か、 り、 まして ：11 物に ハ義 ある-:、 

き やうな し、 大 かたお のがお も ふす ぢに叶 はやとて、 +::文.^{;哥をゎたくしせむ：^：^；、 ある まじき ボな 

ら やや、 靈を 見やして、 言のう へに て 斑 を あは せんと すれば、 必ぁはざる^$5-ぁる物ぞかし、 かへ す 

ぐ照應 〈チ は、 おろかに みるべ からす、 もし 此神 典、 照 應〈，^^； のた すけな く は、 数千 港に ときた 

ま へりと も、 ^この 言靈 あかざる ベ きもの を や 

神 典 一 部 心 法 

予 多年：：：，： 仪、 この ー卷、 かたはら を はなた や 見し 程に、 わが 御敎の 肝要、 丁；^ の 大綱に、 此 はじめ 


なる. u 神 三 段 神 世 七 代な りと 心つ きぬ、 その 故 は、 へ 獨神成 坐而隱 身 也と いふ 事、 はじめの 七；^ の 間 

にかぎ りて 三 所 あり、 又 天津神の 御名、 すゑく いと 多く あげた まへ るに、 この 初 中段の 五神 にか 

ぎりて へ 別 天神と みえ、 しかの みならす、 く はしく みれば、 淤能甚 呂嶋之 件 以下の 文 は、 悉く 七 神 

三 段，：^ 七 代の 心 をと き 給 へ る ものな りと は 明らかなる 也、 しかる に 下段 は、 へ隱身 也と ある を もて 

みれば、 上に したが ひ、 又 神 世 七 代と 称する は、 この 下段の 二 神より をかぞ ふるに よりて みれば、 

卜の ，&ヒ 代に したがへ り、 されば 下段 は、 上と 下と に 跨らせて 書た まへ る 物なる 事 明らけ し、 こ 

れいかなる 所以 ぞと いふに、 人 貴賤と なく、 我と して ふるま ふべき 神 さび は、 此初 中段の みなり、 

その 初 中段の いさをに よりて、 下段 は 彼より 生す る事必 せる 理を ときたま ひし ものに て、 次 下の 十 

神 五代 は、 また 此 下段より 生やる 心なる 也、 この 故に 下段 は、 上に 屬 すれば、 七 神 三 段の 終な り、 

下に B すれば、 神 世 七 代の 始 なり、 これ 何の ゆ ゑに かくま； I 給へ るぞ とい ふに、 我より 初 中投を ほど 

こすに も、 下段が 目當 なり、 彼我 五代 十 神と なる も、 下段が 主なる 心 をみ せて、 かく 跨らせた まへ 

るな り、 されば 我と して ふるま ふべき は、 た V- 此初 中段に して、 下段 はかれよ りおの づ から 生し 來 

る 所、 五代 十 神 は、 彼我の 間にお のづ から 生す る 所 をい ふ 也と 心うべし、 され どかれより 生す る 下 

&を rHI 當 として われより ふるま ふ 初 中段 も、 神 世 七 代 をいたり とすべき が 故に、 かく； S 世 七 代 をと 
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r レ つ：， けた まへ る 物 なれば、 七 神 三 段 神 世 七 代の 分 をば、 わが 御敎の 大綱と はみ るべき なり、 もと 

この 七： 钆ニ 段： ¥ 世 七 代の ことわり、 何より 出た る事ぞ とい ふに、 お ほかた 天地の かたち、 天よ つ 

に その： S 降り、 地 は 常に その 氣！： る、 その" 一?^ 降の ニ氣 つきあ ふ 事な きょり 天地 相 和 鎖し お 勿 生々 し 

て、 長く 久しき にあ はせ 給へ るに て、 その 長く 久しく 和 順なる 事、 异 《 を始 とする にある 事なる が 

ゆ ゑに、 下段 を 上下に 跨らせて、 今い ふ 所の 義を さとした まひし もの 也と しるべし、 さて この 淤能 

T.^ 呂，： 件^ 下 をば、 以上の 釈 なりと みる は、 なに を證 とする ぞと いふに、 5- 邪 W 支 片 3^ お、 <：：^ の 二 

神、 神 1 七 代のう ちに ならべ 給へ るに は 神と 称し、 その 次 下の 淤能某 呂ぉ之 件より は、 二 i^- ともに 

命と 称せられし にも、 祌世七 代まで は、 淤能 K 呂嶋 以下の 例に あらさる 事し るく、  し K„ 刀う 

ち、 餘の 八祌に はこと よさし 給 はで、 この 二 神に しも、 條理國 成の こと をよ さした まひし にも、 こ 

とす ぢ なる 事 は 明らか なれば 也、 お ほかた， 几 庸の智 は、 人欲 をお さ ふる 所より 忠, 户^ の^お は， 

とす さ，^ ども 前にい ひしが ごとく、 よろ づ母 となる もの は 地 なれば、 それ 大 なる あやまり こて、 

互に その i を SSi ほ f^gi が幽 にして たすくれば、 i に まされる 人道、 おの づか I べきき、) 

$ -邪那 美 命と いふ は、 われに 和 順なる 彼が 神氣 をい ふに て、 天下に すれば、 天下のに^ に片. に *、c、 

神 あり、 ー國 一家 一 人に 對 しても、 猶 これに 同じく、 此神、 わが 价邪 那岐 神と の の ごとく"， 


る、 これ をば 彼我の 間の いたりと する 事， わが. 御 敎の奧 .si なる 也、 この 故に 伊邪那美 神 をし も、 伊 

邪那岐 神の 妹と 称して、 神 世 七 代の を はりに すゑた まひし もの 也、 さて かの 淤能 甚呂岛 之 件に、 ^ 

理 固成の 任、 この 二 神に しも ある をお も ふに、 この 二 神の 相た ぐ ふべき 事 は、 天地 を ひらく はじめ 

よりこ もりた るが 故 也、 されば 七 神 三 段 神 世 七 代 をば、 かく 次第して 書なら ベた ま へれ ども、 七 神 

三 段の 始に、 やがて 神 世 七 代の 終 あり、 神 世 七 代の 終に、 やがて ヒ神三 段の 始 ある こ、 ろに て、 所 

詮は 環の ごとき かたちに みるべき 也、 その 環の ごとき は 何ぞ、 昇降の 氣の 循環す る 事、 始 はやが て 

終 を もち、 終 はやが て始を もてる に應 したる もの 也、 この 故に 七 神 三 段 神 世 t 代 は、 わが 御 敎の大 

綱に て、 淤能 甚呂島 以下と はこと 筋なる 物なる 事、 これらの 義を あきらめて のち 信すべき 也、 浓能 

甚呂 嶋已下 をば 以上の 釈 なりと はいへ ども、 おしなへ ての 釋 といへば、 た V- その 理を とける 物 をい 

ふ 事 なれ ど、 これ は、 神武 帝、 天下の 實 事に 御 心 を くるしめた まひ、 実 事に みちびかれて、 此活 

所 をえ たまへ る なれば、 全く その実 事の 導きた てまつ りし かたち をば、 淤能 甚呂岛 以下に ときたま 

ひし ものなる べし、 されば この 一部、 七 神 三 段 神世ヒ 代 は、 この 御敎 成就の かたち をと き、 淤能甚 

呂嶋之 件 は、 その 敎 皆を赏 事に かけて さとし 給 ひし ものに て、 先 言 之 件 以下 は、 この 敎旨 にたが ふ 

赏 事の 弊 をと きしめし 給へ るな り、 まなぶ 者の ために は、 かく 爲損 をし めした まふ 事、 敎旨 をのみ 
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力へ す/^ とかれむ よりも、 益 多き 事お も ふべ し、 まづ此 一部 をみ むに は、 ヒ 神 三 段 神： t 一.： J 代 を. V 

綱と し、 淤能 甚呂. おの 一件 は、 德釋と 見、 先 言 之 件 以下、 神 避 之 件 以上 を、 一 段落と 兑、 ：ss^l^ 之 

件-し 下、 澳城之 件 以上 をば、 また 一 段落と み、 三 貴 子 之 件 以下、 八 雲 之 件已上 をば、 又 一 ，投 と： 3-、 

稻田 御子 生 之 件 以下、 尾翼 鱸 之 件 以上 をば、 又 一段とみ、 天 之 八 衢之件 以下、 を はりまで をば また 

一段落に みるべし、 く はしく いは、：^、 なほこれ が 中に も、 小 段落 は ある 事 なれ ど、 今 は その 大段を 

いふなり、 件々 の 大意、 ならびに 件々 相う くる 心、 など は、 本文に しるせる をみ て 心^べし、 これ 

此神 J 一 をる るべき 要 暑なる 也、 この 一部 すらた ゾゎづ かなる に、 それ もな ほ淤 能某呂 * 以ド よ. 识の 

ごとくに して、 大要 はた ゾ此七 神 三 段 神 世 七 代 二百 一字な り、 猶 そのうち、 初 中段お 七 〈ハ、 よろ づ 

人事の 本源 を敎 たまへ る なれば、 いかばかり 下 根の 人な りと も、 學 びえ ざらん や、 今 わが 御 をし へ 

の徳 をい はゾ、 我 も 人 も 勉彊用 ふるに をよ ばす、 所 欲 は 公私 大小と なく 達せす とい ふ 事な く、 しか 

も 孝悌 忠信 等の 美事、 つとめす をし へす してお のづ から 生やる これな り、 諸敎の ごとく、 勉めてな 

し、 耻 させて 愼 まする 時 は、 たと へば 猫 を 飼 ふに、 紐 もて 轚 たるが ごとし、 初 中段 を ふるま ひ、 下 

段 生じて、 その 極 伊邪那岐 伊邪那美 二 神 夫婦と なる にいたり て は、 たと ひ 敵の W 中に ある をの こた 

りと も、 わが 方 人た る 事、 掌に あるが 如くな りぬべき なり、 これ 放 飼に したる 猫の ごとく なれば、 


毛々 那賀之 件なる 哥に へ 毛 毛 那賀尔 伊波 那佐牟 遠、 また へ 毛々 那賀迩 伊 遠斯那 世な ど ある、 これ 安 

寢 のかた ち をい ふなり、 たと ひめの まへ はいかに も あれ、 つまりの 所うた が ひなく か、 りと、 あら 

かじめ 知る 智 をば、 思 金 神と 名 づけて、 石屋 1:; 之 件に はじめて みえ、 また 大穴 牟遲 神の 所に も此神 

ヽ萄畫 ン 

の m 心 ひ 兼 をのみ ときたま ひし は、 勉彊 のた しかなら ぬが 故 也、 しかるに 理 をむ ねとし、 かへ りて 實 

事に くらき 人 は、 これ を權謀 術數の ごとくお も ふべ けれど、 天地の 活所、 かくの ごとく なれば、 さ 

る は、 天神な ほ權謀 術數を ふるま ひた まふと ぞい ふべき、 それ ひとへ に實 事に く はしから ぬが 故 也、 

此 天地の 活 所より みる 時 は、 心に も 思 はぬ 仁義 を 外 体に かざる こそ、 かへ りて 術數の ごとくに はみ 

ゆれ、 此 初段の たつ 所、 ひとへ に 人 を 欺く がごと く なれ ど、 欺く が 如しと 耻て、 た V- 人道 をのみ 先 

とせば、 その かべ まれる 祌 道より、 かなら す 敗 を とら しめらるべき 也、 されば 幽頃 をた て、、 神人 

の 道 を ひらき、 神 を 先と し 人 を 後と せば、 神道 は 幽路に 行 はれ、 人道 は顯路 にお こな はれぬべき が 

故に、 世に すたる 物な く 成ぬべし、 天地 もと、 精妙 重 濁の 二 性なる に、 ふたつながら ならびお こな 

はれたり、 しかる を 善に 片 より 惡を いみて、 いかで か 天地と 長久 を ひとしう すべき、 發 天地の 御 を 

しへ、 そのた ふとき 事、 これにて しるべき 事な り、 天地の 二 性に わたくしすれば、 かなら す 長久な 

ら ざるし るし は、 漢土の よ、 の 王者 これ 也、 よに ふたつ ある 物、 天地 を 親と せぬ はなき に、 理 欲の 
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みい かで かこと ものな らん、 これ を 弁へ ざる は、 いと 稚き 事なら やや、 S 長 も か VT^ の をし へ來り 

て 後、 わが 御國 人の 心 あしく なれる やうに 思 はれ たれ ども、 渾沌 を 人の 質と して、 發 天地 を をし へ 

給へ る を みれば、 もとより 、渾沌 は 人の つねなる もの 也、 さる 質 ある 所へ、 から^ぶ りの 文 を かけた 

る なれば、 いよ/^ 後世 わが 御國 ぶりに 遠ざかり ゆきし ものな り、 甚 しくして は、 から ^ のこと つ 父 

そしれば はらた つる 人 さへ 世に 多くな りに たり、 晝 つくれば.； 仪來 り、 夜つ くれば ま：： 來り、 ：；ぶ セ I れば 

塞來 り、 突 一 盡れば 暑來ら やや、 めの まへの 固き をね がふ は、 行末の あや ふき をう む わざ ぞ かし、 さ 

れば. #沌 を 憑む は、 いと もく うしろやす からぬ こと 也 かし、 今 g 海 泰平 をた のしむ 時に あたり、 

千と せ を こえて かくれたり しわが 御敎、 本 居の 翁 はじめて 端 を ひらかれ、 成 元した が ひて この £11 靈 

をのべ て、 わが 御國の 御て ぶり 明らかになり 諷哥 ともに、 後世の 狭霧 を « へる Si -、 さらにく、 こ 

れ成 元^が いさをに は あらす、 ひとへ に 泰平の 餘化、 かの 大御 神？ びの 御 ひかりなる ぞ かし、 され 

ば 民み な此 御て ぶりに 歸 して、 神道に のみ 乘 らば、 かれ も われ もと もに さちの みあり て、 M にあら 

そ ひ ある まじければ おの づ から お ほやけ の 御つ かさ/ .-、 御い とま もいで 來 なん、 それ を だに 

とほし ろき 御う つくしみ にむ くひ 奉らん と、 たれ も/,^ m 心 ふべき ことならす や、 され は. W 沌を ひら 

かむ 人の 一 部の みやすから んが ために 件々 を わかてり、 いは ゆる 
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第 一  淤能 甚呂島 之 件 

第二  先 言 之 件 

第三  改 言 之 件 

第 四  河 海 之 件 

第五  山野 之 件 

第 六  神 避 之 件 

第 七  尾羽 張 之 件 

第 八  黄泉 之 件 

f5 九  千 引 石 之 件 

第 十  祺藏之 件 

第 十一  三 貴 子 之 件 

^十二  宇 氣比之 件 
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勝 佐 備之件 

石屋 戶之件 

千 位置 戶之件 

食物 乞 之 件 

八 误遠呂 I" 之 件 

八 S 之 件 

稻田 御子 生 之 件 

素 范之件 

赤 猪 之 件 

氷： ni 矢 之 件 

五 百 引 石 之 件 

毛々 那賀之 件 

胸 形 御子 生 之 件 

蘿摩舷 之 件 


第廿七  大年神 御子 生 之 件 

第廿八  羽 山戶神 御子 生 之 件 

第廿九  言 趣 之 件 

第三 十  雉 之 頓使之 件 

^卅 一  大量 之 件 

第卅ニ  靑 柴垣 之 件 

第卅三  力 競 之 件 

第卅四  尾翼 Sf 之 件 

第卅五  天 之 八 衢之件 

第卅六  大御寶 之 件 

第卅七  比 良 夫 貝 之 件 

第卅八  紐 小刀 之 件 

第卅九  木 花 之 件 

第 四十  無 戶 室 之 件 
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五六 


第 四十 一 

ISS 十二 

第 十三 

第 四十 四 

i^g: 十五 

第 四十 六 

右 四十 六 件、 


幸 易之 件 

无間勝 閗之件 

美 知.^ 皮 之 件 

佐 比 持 之 件 

本 身 之 件 

莉葺草 葺不ん ：： 命 御子 生 之 件 


神 J 二部、 舒れば 四十 六 件、 卷 けば 七 神 三 段 神 世 七 代に して、 その 要、 幽顯- 一路 をた て、、 即-欲 を 

ひらき、 幽を 先と し顯を 後と する にあり、 ほ flK: か It さは" 腳 M の 神道 を さきと する 事、 人 近 免き が 

故の わざ なれば、 人道 を 後と する を あやしむ ベから す、 此神 典を史 より さきに 置 給 ふ 事、 人 近 は： 1. 

近より たつ 所以なる 也 
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す ノ 

あなた ふといに しへ 人 はや あな かしこ 上 律 世人 はや 言霊の たすくる 國言 魂の さき はふ^う へ  一 U に は 

あらさり けりいて や 千草 振 神 ふみ は その さまく しひに あやしく して 久 かたの 天 ひきく あら 鐵の卜 一た 

かく 志藝 出の 嶺 くらく わたつみの 底 あかし こ、 にあ か北邊 のうしく たれる 世の け かれきた なきく さ 

を 水鳥の 加 茂の 河の へ になけ うて 中津瀨 におり かっきて 天地の むた とほし ろき；, 大御^の み 

て ふり をし も栂の 音の つ はら かに 言擧 ましぬ お ほよ そ 火と い へ は あっからぬ 火な く 水と い へ はさ r 

からぬ 水 あらめ や は 今より 後廣 原の 中つ 園に あらゆる 靑人 の くるしき 瀨 におち てうら".. -たら "-. 

もとき はにかき はに さき は ひなむ はも はら 天神 もろく 北邊 のうしに よさし 給 ふなる へし 

文化 五 年 戊辰 正月  浪、 4^1 源 .gj せ ゆ 


I 


t 


古事記 燈 はしかき 

天兒屋 命底裔 成元述 

神祗辨 

お ほよ そ此御 をし へ は 神 を もて 御 をし へ さねと し 給へ れ はまっこの 神 をし る 事 神 ふみ 一 部 を まな ふ 

へき 肝要なる なり そ も/^ 神と は幽 中に ありて 動かさむ とすれ ともう こかぬ もの をい ふし かるに 此 

神う こか さむと する に はう こかね とも 心から 動く 次序 ありこれ を 神道と はい ふなり これい かなる 理 

とも 得て とく へ からさる ものな りこ 、 に また 顯露 のさ かひに おきて 道理と い ふ もの ありい は ゆる 人 

道 これな りこの 人道の 理 はかり T^t きもの はな けれ は 此顯理 を あて 、 し たかはし め その 道 を か へさせ 

むと する にかつ てし たかは さるもの なれ は 大( 、 ァリ) かた 人力 を もて は 自在す へ からさる これ 神の た 

ふとき 所以 神道の やむ こと をえ さる 所謂 也 この 顯 露と いふ は 天地 さしむ かひた る 間の 人の 耳目に か 

> る 所 を さし 幽とは 天地 間 人の 耳目に か  >  らぬ所 を さす 名な りされ は 神道と い ふ もの 天地の いっく 

古事記 燈七神 三 段 神 世 七 代  六 一 
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.  .K 1 一 

にある そとい ふに 東西の 極の 人の 耳目に か、 らぬ 所に ありて 昇降す るニ氣 ありこの ニ氣 のうち その 

降る は 天：^ な. 911: 巧 0 は 地 ffi なりす へて H5.^M す？ もの は 降り 地より する もの は 昇る を もて E 升洚 のニ氣 の-人 ゆ ts) なる：： ±- ど 

, たまへ  r さとるへ し 神 ふみの 中 水火 をい ふ は 水 は 降り 火 5 界るも £5fJ」tpwin 細 gj^si 

ちの 件々 を 見て 思 ふへ し こホを あしこめ て 神道と はいふな りこの 昇降 一 U 讽 すな はち 人 の f は 内に いよ ひ-こ 

呼吸と なれり これ 人の 體內 の虚間 やかて 天地の 虚間同 物なる しるしな りされ は 神と いふ もの もな. - 

ま ノー 4 の 道 もまた 人の 體內に 通 ひて 彼我の 間に 牲來 する か 故 こ かバ いふ 據は大 かた 人の 呼吸 人る 昨 は その 來 るに 外 

"な： ま 4^ リ f  " ,  へ， 帆)  まリ を しらす 出る 時 そのいた る 所 をし ぬ これ 卽そ 5 

たるへ けれ はなり 彼我の I 美 を は 天神 地 紙と はとき たま へ るな りし かるに 人のう / こ c 的-ぬ こ， g す 、き 

(vbl をた つぬ るに お ほよ そお ほやけ なる 事 は g にもす へく 私なる すち は幽 にす へき を もて みれ は 神 

と 称す へ きもの は 人々 の 私 H 心 欲情 これな りす へ て 人の 私 m 心 欲情 は 人道の 理 はしの く：,^ あた はざる 

が 故に 深く 胸臆に こめて みそかに 行 ひて 他の 見聞 を 耻る事 これ 幽中 を處 とする しるし 也 かつおく リぃ 

ひしみた る 事 はみ つから 理を せめてお も ひ (、ァ リ) 道理た に猶 かつ 事 あた は (で 脫，) けにし かりと はお も 

ひしれ とも 思 ひすつ る 事 あた はすして なほ その 所 欲の 達せ まほし き 心 はう ち もみ 不 じろ Ir.^^ おより 

人 ひ-所 欲 を 制止せ むと する もこれ に 同し されと もつ よくお さ ふれ はもと 顯理は を かすへから さる も 

のなる か 故に その かしら はえさし いたさす といへ とも そのお さ ふるに つけて はいよ/ \ その 勢つ よ 

く  W りて これい かで か 達せす してや まむ とその 道 をみ そかに もとむ るた とへ は 喪 U しもぬ おのす ま 


ほしく 又 わか 業と 定まれる 業し もい と はしき かこと しし かもと むれと もつ ひに 制止す る 事つ よき 時 

は 或は 病と なり 或は 亂 心し 或は 出奔し あるひ は 自殺す るに いたる これつ ひに その 道を遂 るな りかく 

のこと く 神 ひとの 體內 にかよ ひて は 私情 欲情と なりたる 事 思 ふ へ しされと も 神 はさ はかり 尊き もの 

なる を 今 かく 私 思 欲情な りと さたむ る は古來 いまた 人の いは さる 所 なれ は 信せ ぬ 人 も ある へ けれと 

天地に して 神祇と いふ もの、 うへ を はおし かよ はして おも ふに 私 思 欲情より 外に その さが 同し き 物 

はなき を や もと 私 思 欲情な とい ふ 名のお こる 所 をた つぬ るに 人道の 理を 上な き 尊き ものと たて 、其 

人道に もとる 物なる か 故に いやしめて 私 m 心と も 欲情と も 名つ けたる もの なれ はもし これ を は 私 思と 

も 欲情と も 名つ けす はた/ -迦 美に て 天地の 神祗同 物た る 事 も 明らかなる へしこれ によりて おも へ は 

もとこれ を 私 思 欲情 又は 血氣 無明な といや しめたる 名 をお ほせた る はわ か 大御國 にての 事に は あら _ 

て 皆 他 域の 人の 所爲 なり わか 大御國 のい にしへ か、 るい やしめ 名のつ くへ き 物と もしら さりし 程 は 

しかい やしむ へ きものと はお も はすして か へ りて 尊み おそる へ きものと さため て 名 はた 、 魏 美との. 

みこ そい ひけめ さる 世に か へして 今い ふ 所 を 思 は 、 この 私 思 欲情すな はち 神に てた ふと ふ へく おそ 

れむ へ き 事うた かひな かる へ したと へ はもと たちた る 人の 久しく 卧て その ふした る をた ちたり とし 

たちて ありく 人 を か へ りて 卧 たりと する かこと し今予 この 神 を 弁す るに た、 迦 美と いふ 名 もての み 
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とく へ けれと ひさしく 私 m 心 欲情な とい ふ 名 をお ほえて これ をい やしめ なら へ るよ の 人 な L よその 

うたか ひ をと かむ かために わさと そのい やしめ 名 を もてと くな り竒を 好む とい はむ 人 かなら すよ こ 

あるへ くそれ 予を あさ けられん はい さ 、かもいと ふ 所に あらね と 此御敎 に 入り かねむ をお そりて A 

くし ひこと はするな りさる は 今 かく ことわる も 私 思 欲情 を 51 に， きものと する によ あらす こ To を^ 

におけ はいと 尊く これ を顯 におけ はいと 卑しき ものな りされ はかの 私 m 心 欲ゃズ とて ひと へに、，？ し？ 

は 願に おいての 心に て幽を 具せ さる 名なる 事お も ふ へ しされ は翠党 は礙 にあら は 私欲と 、 " へ し^ 

にあら は 神と いふ へ きなりされ とも 人と して は顯 はいと 重き もの なれ は B のう へに てい は、 ：！. もな 

ほ；^ ひしと はす へ からぬ 事な りこの 故に 人々 その 顯の 重きに よりて 私 m.^ 欲情の たく ひ を われの も 人の 

もこ ォ を>> やしめ $ する を こと ， しょく 勉めて 制する を はめて たしと すけに こ，^ を ゆるす.^. b よ つ ひ 

に 人逬を もや ふるもの なれ はしかお も ふ もこと わりなる 事な からお ほかた 人のお も へ る听と はたか 

ひて 此私 m 心 欲情 はか へ りて 人道 をう む烁 なる 事た と へ は 草木の 根の ことし 天地 間の 妙：？ 1- とも 、 こと 

くく かの 東-お E 升 降 一 ー氣 の機關 より 生す る 所なる なり そのし るし は大 かた 世の. おとす る ものなら ひ 

にィ- 川の ものな とい また 天より 降れる を 聞かす かつ 家系 を繼く へ き 子 は 女し もこれ をう み^ 床-を， 竹 

す へ き 子 錢は贫 人し もこれ を 生し よろ つ 造化の妙 事 はい やしき もの を毋 とする を a ふ へ し rrr^H 心チに e: 


のた くひ もと あく 事 を しら さる さかなり とお も ひて 制する より 外の ことなしと 心え たれと あく 事 を 

しら さる は 私 思 欲情の さかに は あらてな か/^ これ を 制する か 故に あく 事 を しら さる 也 もと 私 m 心 欲 

情の みつ から 世の 耳目 を 耻るは 顯理を 破りて たに 達せ まほし く a ふ 物に は あらね は その 私 &の\ ^？レ 

世の 耳目 をた にな こめ あた ふれ はみ つから 足る 事 を しるこれ 私 思 欲情の 本性 なれ は 母と せん 事 も は 

らこ  > にある 事 也され とも 私 思 欲情に 妙 事 をう ませむ 事 わか 御 敎の七 神 三 段なる 初段 中段の 五神の 

道に した かふより ほかな き 事なる か 故に 此御 をし へよ にかくれ て 後 はた、 私 思 欲情 はい やし ひ へ き 

ものと なりはてぬ るいと ことわりなる 事 也 人 はた、 一 人 二人の 間 とても 神道 を はない かしろ にして 

は 彼我と もに 長く 久しき 事 はえら るへから すまして 天下 國家を や 神武 紀に へ禮 祭神 祗と もまた へ 敬 

(氏)  (*^  ノ 

祭神 祗 ともみえ のちの 御紀 ともに も 神祗を まつる とい ふ 事と もの ある を 後世 はた ， 神社 を まつりた 

まひし こと 也との み 心え 來 たる 事 なれと この 神と は 帝の 御 方の 天津神な り 祗とは ほ 民の 方の 國津砷 

C 氏) 

をい ふに て 彼我の 私 思 欲情 をい やしめ たま はすして 神祗の 道に した かひ 給 ひし こと をい ふに てお ほ 

かた 天下の 顯 事のう る はしき は ひと へ に 天子と 臣民との 私 思た かひに 道 を 得る より 生す る 事なる か 

、氏) 

故 也され はかの 紀 ともに ni 祭神 祗 とか、 れ たる はこれ 治國平 天下と いふ へき をし かか、 れ たる もの 

、ま 

なり 祭神 M は 本に て 治國平 天下 は 末 なれ は 本 を 言と し 末を靈 としたる もの 也 謂、 M は； 5 ぉサ" ば 5 地 
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^"と. J お：^ る ゆみる へしい はむ と 5t 事 は 活かしお きて！ はぬ かた を 首と する 事 神  ^ 

武紀 にみ えたる 倒語 これな り その 倒語した るう ちの 心 をは靈 とはい ふ 也と 心う へ し さ，^ は 一 f:: 迫 を さき. < ^を 後 とす へ 

きこと なる を 世に 處す るに まのあたり 顯の重 けれ は顯を 先と し幽を 後と する これ をは條 六.： 備之牛 こ 

(斑)  ■ 

は へ 逆 劍天班 駒， 過と とかれたり 此 故に 所詮 は 世の 耳 EI にか  >  る 所に おきて は 人道 を赏 くし^- のう 

ちの 世の 耳目 及 はぬ 所に おきて は 神道 を 重く す へ きなり 初 巾 段の 五神 を 次序し 給へ る は^: の を 

ときたまへ るに て顯理 はいかに も あれ 神の 道 はか、 りと さため おかれた る なれ はこれ にたに した か 

は 、幽に は 神道 さきにして 人道 後と なり 顯 にて は 人道 さきにして 祌道 後と なりたる かこと くなる へ 

けれ はいかなる 私 m>0 欲情 とてもいた つらになる 事なくて しかも 顯理ゃ ふれす 顯 事ます/.^ めて たか 

る へ し顯理 にの みよりて 祌道 にし たかは さる 人 はお のれ ひとり か 力 を もてす るな りお ほよ そ 一 人の 

チ こ 

ち 力ら は，.， 力 は 力り 勉む とも 限 ある ものに て そのい さ をせ はく 小さ かる へ し 神道に した か".^ よに：：： 

人 rj 人の 力 も をよ はさる 事 力 を も 用 ひすして 意の ことく 成り 出 へ けれ は 人 たれ か はこれ を はさら 

ん孝德 紀に云 へ 惟神 者謂隨 神道 亦自有 神道 也と みえこの re に は 无間勝 問 之 件に へ ^；暫 化將有 味御路 

乘其道 牲者如 魚鱗 所 造 之 宮室 其 綿津見 神 之宮者 也と ある これともに 此七神 三 段なる 初 中 g2 五神の 次 

¥ 神 はみ. i 部^:^ 第 比." 神道 をのへ たまへ る なれ はの こらす 隨ひ乘 るへ き 神道な 二  y:  >  ク 、 、： {  -  ,1、 、 . 

^ り 初 中段 は 一 部 を ひきつ、 めて とかれた る 所 なれ はかくと り ね て V は J お 也 にした 力 ふ 事 を いぶに てこれ ひとへ に 

> 事のう へ やむ こと をえ さる 所 あるより 隨 神道 を 、しへ たま へ るに て 理をも て 推す へ からぬ S- なり 


理 をた ふと ふ 人 は 神道に 隨は むこと を 悟りう へ からす これ 神道 は顯理 のうちに 別に 理を もちた る 所 

なれ はなに 事もう は へ のみ をみ て その 內を しらす は その 思 こ 、 に をよ ひかた かる へ き 也され とも ffi 

事のう へ において 人力の 及 はさる 妙 事 あら はこれ 隨 神道の いさをな りと みる へし 此 故にお ほかた 神 

(S 

道 は 上 は 天下 國家を をさむる より 士  ェ 商の 諸 業 諸道の 學業 なほ 遊民の 諸 伎 乞 兒の物 こふに いたる 

まて その 顯 において は 各 ことなれ とも その 內には 悉く 貫きて 神道 は ある もの なれ は 神道 は その外 を 

もて 論す へ からすお ほよ そ 融通 は 諸 頭 事の 根なる これ 一 言 以て 神道 を蔽ふ へき ことなり かし 
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-In  M;  B 登 4«& 1 

-37  一一 g  ^  0 

上卷 神典苐 一 

天兒屋 命废裔 成元述 

〇 七 神 三 段 神 世 七 代 

初段 天地 初 發之時 

それ 古來神 ふみに よりて 天地 をみ る 事 神代 卷上 にへ 古 天地 未 剖 陰陽 不分 g; 沌如雞 子； mf:-.§ 含ォ ノ 

と あるか ことく 天地 もとまろ かれて ありし かひら けたるな りと. 來 おも ひ來れ りされ と.：^ 形なる 

物 ふたつなら はこ そ あらめ 無形なる ものと 有形なる ものとの まろ かれん 事 ある ましき 寧なる かう 

へ に その まろ かれた るかた ち雞 子の ことしと ある はいよ/^ いかに まろ かれて あり けんと あやし 

くて つ く と 天地 をう ちな か むれと も， ます，/ \. お ほ つかな く お ほ ゆされ はよ く  /  、  A 一  ふ に 

すめら 御祖は 天地の はしめ よりお はし ましけ る よしをし るして 後の よまての 御. 片， 郃 にと."：？ J- なる 


へ けれと たと ひ 渾沌して ありし か開關 したりし にも あれ 如雞 子と 其 揮 沌の形 まて をい ふに も 及 ふ 

ましくな ほへ 及 其 淸陽者 薄 靡而爲 天重 濁 者淹滯 而爲地 精妙 之 合 搏易重 濁 之 凝塌難 云々 なと 開 關の樣 

をと くに も をよ ふまし き 事なら す やわ か 大御國 の ふる 言 は そのい はむ と& :3 ふ ひに そ へたる ものに 

あらさる 事 わか 大旨 言靈 弁に く はしく 述た るか 如く なれ はこれ 必 そのい はむ とお も ふ 心 はふ かく 

隱 して 天地 を 言と せられた る 物 也 こ 、 を もてよ に 天と地の よりあ ひて まろ かれた る はなに ならん 

とひろ くた つねつ るに 人お ほよ そう まる 、 時 は 母胎のう ちに して 心身 具 すれ は そのより て 來る所 

をみ る ものな けれと 死す る 時 は 心 は 天に 歸り身 は 地に かへ る 事 まのあたり にて 身の 有形なる が 無 

形なる 心 を うちにし てつ 、める その かたちすな はち 雞 卵の ことく なれ は 天地の 渾沌と は 一 人の 人 

心身 を ひとつ ものに そな へ て もた るかた ち を さとした る 物なる 事うた かひな し 萬 葉 集 第一 一は へ 天 

地 之 依 相 乃 極と 人 麿の よまれた る も 依 相と は卽 渾沌の 事に てこれ 擧 天下の 人と いふ 心に 用 ひられ 

し 言なる を もても 思 ふ へ し 伊勢 國 なる 本 居宣長 はこの 祌 ふみを は敎 ふみに あらす として ひた ふる 

に 実錄と 定めたり し 人な りし か 実錄と 定めた る 人な から 天地の 渾沌 開關 なとの 事 はさす かに あや 

しく や はお も はれ けんこの 天地 籾 發之時 を は 萬 葉 集の 哥 によりて 阿 米 都 知 乃 波 士女 之 登 伎と よま 

せられたり されと 哥 はもし の數 もさた まれる 物 なれ は 波 士女 之 登 伎 ともよめ る なれ は哥を もて ふ 
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みはお しかたき 事な りすて に 開 闘と いふ 字 神代 卷 本文に も 一 書に もみ ゆる を もてい は 此初 * 之 

時もかならす波士女vl^比良祁志登伎とょむへきことなりぃかにみれとぃかにm心  へとこの天地のま 

ろかれたりしかひらけたりしものとはみぇぬか故に宣長しかた  、 天地の はしめ をい ひし もの.^ 1 と 

思 へ る もこと わりなる 事 也され と 前に もい ふか ことく 渾沌の かたち を も 開^の さま を もい とね も 

ころに 記せられ しから は必 渾沌と は 人 一 人の こと をい ふさと しなる 事 神代 卷に あはせ て ひしる 

へ し此 記に は初發 をい ひて 渾沌 をい はぬ は初發 はかなら す 渾沌なる 物 を 質と してい ふ詞 なる か 故 

にさら にい はれさり ける 也し かの みならす 發は 天地の 本然に て， 渾沌 はもと 天地のう へ に はなき K 

なる か 故に ひらけた る 天地の 本然 を 言と し 渾沌 を靈 とせられ たるなる へく おほしき なりされ は此 

g とても もとよ， り 渾沛を ひらく へ き 事なる 事 を をし へ られ たるに て その 言靈 にお いて は ：1-^ 卷も 

一 なるな り 天 はもと 商 所に 位し 地 はもと 低 所に 位し^ 所に 其 間遠くて ある 物なる を 人 は ： 人に 

大地 を 具して 心身と しその 心身の 用 を はふた つ なから わか 有と したる は 父母 交接す る 問より 生れ 

て 天地 W に處 する もの なれ はなる へ しされとその心^^:3^をはもとの天地にか へ してみれは天地は雞 

子の ことく まろ かれた る ものに あらす して 一 一物に して 其間遙 なれ は 人の 心身 その 本然 をつ くさむ 

とすれ は 心 をと もに おの か 物と せ す し て 心 は 心身 は，： 一!^ と 二 物に なし 其 間を遙 に なす へ き 也此故 


匕 ラタ 

に luf 竟ひ身 を 一 物と せる を はもとの 天地に か へして 一 一物と し 其 間 を 遠くな すを發 とはい ふ.^ もと 

此 * い 身の 渾沌 自然の 事なる を 其 自然に もま かせす して 各處に ひらけと は 何の 故 そとい ふに 心は內 

a の 主 身 は 外用の 主にて 內 思の 如く 外用す る これ を は 渾沌と はいふ 也 その 內 m 心の 如く 外用す るか 

いか なれ は あしき そとい ふに 

, (二十 二 行 空白) 

公に も あれ？ にも あれと もに おしこめて 公と さたむ へ き 事なら す や 千 位置 戶之 件に へ 於是八 S 萵 

f 千) 

p: 共 議而於 速 須佐之 男 命 負 □ 位置 一.：^ 亦 切 鬚 及 手足 爪 令 拔而神 夜 良 比 夜 良 比岐と ある は 神代 卷 一 書 

,  (虫食) 

に へ 科 素 戔嗚尊 千 置戶之 解除 以手 爪爲士 n 爪 棄物以 足 爪 (爲脫 ) 凶爪棄 物と みえた るに しるく 此吉爪 

棄物 凶爪棄 物と いふ はの ち/ \ 'の紀 ともに 善 解除 惡 解除 また 善惡ー ー稷 ともい はれた る 事に て善惡 

2: 疋 非理 欲 公私の たく ひ はみ なわ か 外 行に いて、 のう へ に 世人の これ を ゆるす と ゆるさぬ と はわ か 

る 、名に して いま；， i わか 胸臆の うちにお いて は 公私の えら ひ はす ましき これ を は 善 惡のー 一 稷とは 

敎給/ るな りされ と 思 は 行の 本 なれ は 思慮のう へ にて まつ 公私 を えら ひお かて は 私 思お のっから 
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古 丰記燈 七 神 _ー_ 段 神 世 七 代  七 一一 

行と なり 出 へ きか 如くなる か 故に 世 皆 W 心 慮のう へ にて まつ 公私 をえ らふ これ 一 わたり はさる 事の 

やう なれと も 外 行 を やすく せらる 、 は 私 思の かたに はなくて か へ りて 公 の 方に ある 事な りい か 

にと いふに たと へ は 賢のと きお かれた る 語の 天地に もとつ きたるな と を ふみ さ ならても 《：s 然な 

る理を ふみて それ を 心と する 時 はわれ かく 至 公なる 心 もてみ つから 行 ふなれ はたれ か はこれ を 私 

なりと いはん もし これ を そしらむ 人 は そのもの 、 非な りと その ふみた る の われと たのまる ， □ 

り 力)  (虫 

ロ言 行に 出す を か へ りて めて たき 事に 思 ふこれ なり もし 私 a を ふみた る.. <  はもと より 世人の 

食)  . 

すべ からさる 事 をし るか 故に 行に 出さむ 事い とかた かる へ きに あらす やされ とた ま/^ は；！ し を 

(外) 

はや かて 外 行と する 人 もよ にある か 故に 私 思 は □ 行 にいて やすき もの 、 やうに ひ うれと も；：^、  S3 を 

(虫食)  ， 

外 行と する 人 は それ かなら す やむ こと をえ さる 所より 生す る 事に て かってみ つ から 心に たのむ 所 

ありて うち ひ ら きて 外 行と する に は あらさる 事 也 その やむ こと をえぬ と はもと 私 は 外な に W 

へ からぬ 事 はみ つからしる とい へと も その 私 H 心 を ゆるしうな かす 人な きか 故に f はは；；^ は §き 多 やむ 

こと をえ すみ つ から 外 行と する にても しゅる しうな かす 人た にあら はいかて かみ つ から 行と はす 

へ きたと へ はわれ 偸盜 をな さむに 偷盜 をな してえん ほとの 財 を 人 われに 贈ら はたれ か は偸盜 をな 

さむ 偸盜は 好む 所に あらね とも その 人 を 得さる か 故の わさなる かこと しこ を もてお も ふに 大か 


た わか 私 E 心と い へ ともこれ に輕重 ありて その 輕きは 公に 近き か 故にお も はす 外 行と もせら るれ と 

至 重に して 不動なる 私 思 は 外 行に 出す へ からさる をよ くしる こと ひと へ に その 不動なる 私 心の 達 

せま ほしき よりも 八方の 人 に： S は ォ， こそり て わか 私なる をに くみ 姊む へきかい たく うれ はし 

きものなる 也され ともこれ を ゆるし 促 かす 人な き 時 はつひに その 世のに くみう とみに も か へ かた 

く 成て しか 言行に も 出る なれ は 所詮 は 私 思のう ちに もい と 重くて 不動なる 所 欲 をた に 心と せ は 外 

行に いてん こと はおの つ からお も ひ 絕らる へ きなりと にかくに わか 所思 を はわれと 外 行に いつ る 

事 私に お つ る 事 なれ は 所思と 外 行 ははな つ へ き 事 肝要の 事に て それ ひと へ に 善 惡のー ー稷 をして わ 

r 上 食) 

か 欲する 所 一に：： 一 不動に して おも ひ捨る 事の かたき を は 心內に 固く 執る へ しわれ と 外 行に いて、 

その 所 m 心 を 達せん こと はしり たれと 外聞 外見の や ふれん 事 はたれ かこれ をい と はさらん かなら す， 

外 行 は 所 a に はなる へ きそ かし 私 思と い へ とも かろき は 公 思に 近き もの なれ はみ つ からか ラか へ 

て 外 行に いづ べし や いづ ベ からす や をよ くお も ひ はかりた えて これ は 外 行に 出 へ からすと H 心 ふわ 

か 所 欲 を は 心と す へ した 、 おそる へ き は 公 m> ^なる そかし 以上の 心 法定 まる 時 は 所 m> 心と 外 行と は ffl 

はなる へ しし かるに その 內に 固く とれる 不動の 所 欲 外 行に たにみ つ から 出さね は 私と は 人い ふま 

しけれと もと 達せられて こそ 所 欲 を 執れる かひ も ある へ けれ とても 達する 事み つ から はせられ す 
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古事記 燈七 神-一 IK 祌世七 代 

は內に 執りた る もな ほ E> ^ひ捨 たる も ひとしき わさなる へし その 所 欲さき にもい ひし かこと く.^〃 

の 人のうと み をた にいと はす はみ つから 達せん 事い と n 勿 かる へ けれと 八方の 人 を かしかた くん 夂か 

たき 物なる か 故にみ つから 達せられぬな りされ は その 所 欲 を 達せん は 却て やすく 氏〃 のにい- ^ を i 

低の ために や ふらさる 事 はわ か 力に あた はさる 所な りされ とも 八方の 人 K を 犯さ 、 らん：；： i- つ， 厂 

.  i) (虫き  . 

お ためにた にあら す 一 II れ □ かたしと もい ふへから ぬ 事なる か 故にと にかくに 所 欲 は.^ する 

にしく はなしと おも ひて 制欲 を 事と する こと 世の なら ひなれ ともと その i を M する 事た と へ よ" H 

を^す るに 九 卜 を 减 する まてに は をよ ふ もの なれとの こりな く はら ひつく さむ #(^« なる 人の & 

、" i 众)  ,ィ 

もな き 難 はさても ありぬ へ しお のれ ひとり 潔 からん とて 子孫 をた ちて 先祖の 家業 をう しな ふに い 

たるへ き 事 遲速は その 人の 精力に よれと も 長久なら さる 事必 せる はわれ 潔 けれ は V.,- る K 拒よ..，' 

入 よら さる 時 はわれ またたつ 事 あた はさる に m 心 ふ へしし かの みならす 豪傑の 識 にか、 れる 和.,；、々 

今 その 例い と 多 かる を やされ は 寡欲 をよ しとし 無欲 はこ ひね か はさる 敎も あれと 欲 をき らふ . 

にして いは、 寡欲 もな ほ 欲なら さる 事 をえ さる へした とへ は 1^ の 賦稅を ^ め 巾』. っ，- ネ 子の もの くら 

(を) 

ひよ る寐る (g^g た わ もこれ を 欲 也と いふ 人 はなき 事 なれと いひ もて ゆか は それん « 私なる^ をの 

力る へからす これな ほ « なりと はしらて 寡欲 をのみ" 3 とする か 故にす へ ての 人：,^ 大小と も，， ； を 


もとらす 一 1 を もとらす し て 身 を 終 ふる かよに 多き そかした とひい か は 力り 制すと も 力く すと も S 

をまぬ かる 、 事ん として はとても あた はさる 事なる 也し かる にもと その 私と とな ふる も 八方の 人 

# その ゆるさぬ をな す ゆ ゑ こそ あれ 八方の 人情た にや ふれす は 私と はいふ へ からすかの^«の賦稅 

を忟め 忠臣 孝子の もの くら ひよ るいぬ る も 其國君 また 臣 子の みっから 私なら すと 定む へ き 事に は 

ぁらすそれか私な..^とも称せられすしてぁるは國民君父ゎかために八方の人情を和め來らる 、 か 

ヲカサ 

ゆ ゑな り此 故に 所 欲の ために 八方の 人情 を 犯 ざらん 事み つ からの 力 は 及 はすと い へ とも 人 ありて 

わか 爲に 八方の 人情 をた にな こめ 來ら はわ か 所 欲 を われと 達せむ 事い ともく やす かる へく みつ 

からこれ を 達しても 八方の 人情 はかって や ふる 、事 ある ましき を やされ は 八方の 人情 所 欲の ため 

にみ *っ からな こめ かたき を 思 ひて わか 所 欲 を 制せむ とする は 根な き 草木 を 枯らせし とする かこと 

くなるへし|難難喊減ま？：：ひ陳；^』こ、をもてゎか不動.の所欲はぃかにもく胸中にかたく執りて 

(紙) 

さて その 所 欲の ために や ふれなん 八方の 人情 を 全うし 來っ へき 人 をえ む 事 急務なる 事 を 知る へ し 

しかるに 此 八方の 人情と は 所 欲の ためにな こめん 事い かて かみつからの 力に は 能 はすと いふ そと 

いふに 大 かたわ かう へ の 事 は あしき 事 こそみ つから もい はるれ 美事 はわれと 人に は 語る へ からさ 

るか 如く 言語に はい はねと も 躬行 を 美に する はわが よき を 人に か  >  やかす にて いは ， 不言の 自？^ 
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. 古^記 燈七神 三 段 神 世 七 代  . ヒ、 

なれ は 人た とひ これ を 称すと も 心に は 嘲 をいた く へ けれ はなり 此故 にわかう へ の： ホュ みついら 

か、 やかす 事 あた はさる わさ なれ はわれ を 褒貶す へき 八方の 耳目 をな こめ，， ねが 人の 力 を かる 

外 はなき ことならす やし かるに 此 人の 力 を からん 事 わか 口より 出て は 事 成る 事な き 物 なれ は 不言 

にして 人力 を 仮る へ し： 小言に して 人力 を かる 事い かにす へき そとい ふに も はら 人を悅 はしむ るに 

あ. る 事な りされ は 一 向に 人を悅 はしむ る 事 を わさと せむ かとい ふに 五 人 十 人の 家族な とこ そ あれ 

さるもの たに 猶 よの 交 は ひろしまして 天下 國家 をし ろしめ さむ 君な とは擧 闘の 人 を ひとりく お 

はしめ む やうな しされ は 擧國に その 悅 をった ふへ き 人 をして その 人 を 厚く 悅は せむ かとい ふに こ 

は 地と いひ 國と いふ わか 御 をし への as に は あ- フ.^ ク ) 』 ^に ， ， . 、、 

わと こ、 にい ふ は發の 心 5 か 、らぬ をと く 也 その ノを ひ-み 悅 はしむ，；； は 力た はらの 人 これ をね たみて か、 り 

て « 國に つた ふる 迸た えぬ へしこ、 において 此御 をし へ はたちた るに て かく 進^  〔化 まれる 所に お 

いて 活 は ある そかし その 活路と は卽 神事に して かの 擧國 にった ふへ き 人 を 得む に その 人 をして 

よろこ はしめ む 事 神事に たにな りな はかた はらの ねたみ はかって ある ましき 也 ™1 ハー ほ此 され は 返 

々J^5_) は 中々 なる わさに てよ に 勉^い とつよ きも ありて 生. おつとめお ほす るも少 からね と 精力 か 

きりあり て 勉<^^0 力よ わる 人 もまた すくなから すたと ひ 生涯よ わらす とも その ャ，" 力 を 子， 系 こつが 

せパ isj また かた かる へ く 二 代 三代 これ をつ けりと も數 代のう ち勉 ねの よわる 時 かなら すいた る へ 


したと ひ 五 百年 八 s 年と い へと も 天地の 無窮なる よりみれ はた 、綠 なる にし はらく 盛 也と て 、ゼ. 波 

の 時 あらん を かねて 弁へ ぬは稚 しとい ふ へしこれ わか 德を しかむ 事 自力の をよ はさる 所以 なれ は 

た 、 くわ か 相識のう ちに この 人 こそ はわ か 德をは 八方に しかむ 人 なれと m> ^ふ を わか 胸中に て 固 

くさた むへ しこれ を は 地と いひ 國 とはい ふなり 跳 W 謂 "歸^ は 巧 f5 まへ にい ひし かこと くこの 人 を 

して 不言に して 德を 八方に しかしめ むに は 此人を よろこ はしめ むに ある 事な から その 悅 はしむ る 

事 神事に あらされ は 却て .Jf:: あるか 故に 神事 を もて これ を よろこ はしむ へ し 神事と は その 人の 所 欲 

を 達せし むる 事を幽 において する 也され と 此幽と は 人に かくして する 事に あらす ， ^て あ" れ 3 い 

(さ 力) 

い 入" -训 に おいてし て しかも 所 欲 を 達すと は みえた る をい ふ なり これい かにせ はしかなる ぞ 

とい ふ にもと その 人の 欲 を 達せん とお も ふに その 欲 を 達する は乂  なれ は 

(四 行 空白) 

しか外^11-をもて得らる へきに あらす 外 白ハを もて 得た る は 更に はなる 、事い と 速なる へ けれ は 人 を 

得む とに は その 人の 中心 を 得 へ き 事 也 人の 中心 をえ むはい かにす へ きそと いふに その 目當 とする 
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古事記 燈七祌 一一-段 神 世 七 代  ■  J  、 

七 

人 も かなら すわれに 同し く 不動の 所 欲 ありて 八方の 人情 を かしかたくて その 犯し かたき を うれ ひ 

をる へ けれ は その 人の 胸臆に ふかく 執り をる 所の 欲 をし り そのす ち をった ひて その 欲の ために 遮 

りたる 所の 八方の 人情 をな こめ あた ふへ しし かる 時 は その 人 その 所 欲 を 達しし かも..， みの 人...^.^ 

ふれさる 事お のれ か 力の あた はさり し 所なる か 故に わか 恩 を は 中心に 〔おく あつく 荷 ふへ しそ.^ な 

ふ 所すな はち その 人の 中心 をえ たるな りと しるへ し 其 人の 感銘 も はら 八方の 人情のお のか 力に あ 

たは さりし 所 をな こめられ たるに あるか 故に その 人 また わか 所 欲の ために や ふれつ へき..^ なの 人 

情 を 憂 ひ をる すち を はかり 來 りて 八方 をな こめて その 內 にして わか 所 欲 を 達せし め その とせ 

ん とし 來 るへ き 事 これ また 必然の 事 なれ は そこにお いて わか 力に て はなこむ る亭 難き 八方の.. ^い-. - 

わ 力 欲 をみ つから 達しても や ふれさる 事と なりぬ へく これ かの 外 行 を はなして 胸-ぶの うちこ W 

く 執る 所の 私欲の 成就す へき 所以なる そかし され はとに かくに 此人 こそ わか S に.^.^ の、 い..， をと 

るへ き 人と m 心 はむ 人 を はよ く 見定めて さて その 人の 內思 とせる 不動の 欲 を 察し 蕃ら かにし それ 力 

爲 にパ： えの 人情 をな こめむ 事專 移なる 事 を さとるへ き 也 もと その 人の 爲に 八方の 人.. ば をと る.^ も 

はら その実 は その 所 欲 を 達せし めむ を 要と する 事 なれと も M に その 欲 をと ひ あら はに これ をす ばす 

る 時 は その 人と われとの さしむ かひの 間に もさ ま/ _ の敝は 生し しかの み (よらす 八方の，^ ね： 


みこく み V しその 人の ため わさ は ひとなり ゆく へ き 事 なれ は 其 人の 所 欲 を 達せし めむ を 本意と はし 

な，^^らかっ て 其 人に したしむ へ からす これ を は 發とは をし へ 給 ひし もの 也され は 親します とい ふ 

は 其 人に むかひて その 人の 所 欲の すち を は 言語に かって かけぬ をい ふに て大 かた 練濶 にす る 事に 

は あらす と 知る へしこれ 我 も 人 も 所思の すち むなしから すして しかも 八方の 人情 や ふれさる か 故 

に 長く 久しく 崩る、 事な き 萬 全の 心 法なる そかし 神代 卷の はしめ に 天地開闢の やう をと かれしに 

へ 古 天地 未 割 陰陽 不分 渾沌 如雞子 S 滓 而含牙 及 其 淸陽者 薄 靡而爲 天重 濁 者 沲滯" 而爲地 精妙 之合搏 

易 重 濁 之 凝 竭難故 天 先 成而地 後定然 後神^ 生 其 中焉と あるか ことくお ほよ そ 思慮 は 外 行の 本源な 

れま 天地 渾沌して 一 人となり たるに 天と地い つれ を かまつ 我 か 有と せむ とい ふに 天の 方 を はまつ 

我 有と さたむ へ くし かりとて 天は必 地に 對 して 地 を もって 母と する もの なれ は 誰に も あれ わか 

所 のま、 をう み來る へ き 人 を は 地と 定む へしこれ 天 先 成而地 後定の 所謂な りさて その 對 して 母 

とせる 地に 天 あ ひ 親しめる ものに あらす いと 高處に 位して 地に はいたく 疎き その 間の 碟濶 なるこ 

れ をは發 とはい ふなり けりされ は此發 天地の 御 をし へ 更に わたくし ことに あらさる 事 これにより 

てし るへ し 初の 字 をお かれた る は 今 まて 渾沌 を 也と 心え たる 人の この 御敎を 聞て はしめ て 悟入 

する をい ふ 也 これ 學 者のう へ の 事なる を まことの 天地の 事 也と 心え たるより つ ひに 此御を L へ を 
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よに うつ もらせた るな り 之 時と は その 學 者の 悟入して 發 天地の 决斷 さた まれる 時 をい ふ 也 ，やひ！^ 

ま.^ へ 時と も か、 れ たる 所々 みな 今 まての 見解のう ちか はり ゆ \  zllt  J>^  .  -h^-r  y  >  ：  T  - - 

く 時 を さとした まへ る 事 一 律な りこ、 を も 其 心に てみ るへ し さ- W ともこ； より は，^ と： &歸し 力た き にて 

沌 なから 一 生 をお くる 人 多く ある へ きそ かしこれ 公 m> ^を 心と する 事よ からぬ 事と はリ ：3 ひも^め 

られね はな-さる 人 はいかに ともせむ すへ なき 事な から 勝 佐 備にて pipi おば；；； -ル 

一 ill は )t.  "T  C  J  /  ノ"  lu ず/  一/ ズ」 h7  0  7^  ^  ,v-. 

け/お k は： -Wf2 を 萬 妖悉發 の 時に つ ひに いたらむ はいと 心 くるしき 事 也 この、 滩沛 の敝を は!： rn- ず 

比 之 罪と かみつ 世に はい ひたり けん 神 功紀に へ適是 時 也 * 陪如夜 已！^ 多 n 時人 ：！： 常 夜行 之 ^£^15 

問 紀^ 祖豊 耳曰是 何 由 矣時有 一 老夫 曰傳聞 如是 依 謂 阿 豆 那比之 罪 也 問 何.？. i 也 » 曰 二 社 祝：^ ル人 U 

葬 歟因以 令 推 問^ 里 有 ： 人 曰 小 竹 祝 与 天 野 祝 共 爲善友 小 竹 祝 逢 死 之 天 野 祝 血 泣：： -A 也.^. 爲交 

友 何 死 之 無 同穴 乎 則 伏 屍 侧而自 死 仍合葬 焉蓋是 之 乎 乃 開 墓 視之货 故 更改 湖 谷 異處以 叩 之 wn 亇.' 

(き  I 

J..^^^  二 社 祝 者 を いふ は 天神 地祗の ふた はし らと もに わか 身の う ち に あ る を もて？ としとし^  -、 り 介 と パふ ii-  _^um^ 

r  の 心なる 事 思 ふへ しけに 身 はもと 地の 化成 なれ は 天地 二 神の 一 身中に ある をお とたと へられし T ^と^り； y ハ" g 

な" 開^の， の 字 は 卽發の 字の 心に て各異 處以现 之と いふ は 彼我と しひ ピ r ける かたち をい ふなり 常 夜と は 人 その 私 a をせ め. にる 

あまりに やむ こと をえ す ¥ ゲ」 犯して 私 思 を ほしき ま、 にし われ をう とひ あたみ てし たかは さる をい ふなり 公 思 を 心， とする をよ 

りつ § に.^  くなる 事 は， 勝 佐備之 件に みえたり それ を 本と して これ はか、 れ たる もの 也此時 皇后 御 ¥0 ひの ありて 命」 した かよ さ 

る もの 多 力り ける を豊 耳の をし へまつ りて ふた、 ひ； 大地 を ひらかせ たま ひし こと をい ふなる へし そ， 5 時 こ 3 一-祝 八：： せる こ X を 

港^ は，^ 奏せる を假。 ^ち ひて 寅 事を靈 としたる なる へし 御代く の， おとも 多く は 倒語なる は 帝々 J.,  ;b ク、 ノリ 

の？ 例 ひ 力 こと も あり 乂御神 さ ひの あら はならん をい とひて なりく はしく はこ 、にい ひつく しかたし と え  >, 'り C 力し g 

この 阿 豆 那比之 罪 あらん こと を さとら は つよく、 ^,}? せる さかたり ともお も ひえむ：？ J- も あらんい と 


てこれ をい ふなり たと ひ 一 旦 天地 は ひらきたり ともさら に まと ひて 心， おの 用 を ひとつに なさ は 初 

中段の 神 さ ひ ほと こす へ き 道な くした かひて は 下段 も かれに 生せ すして 神 世 七 代 をと くる 事 あた 

はさる へ きなりされ は學 者く はしき か 中に もく はしく 了解す へ き はこの， S 發 なるな り 此發- 尺地の 

御 さとり もと 神武の 帝に して 開化 帝 まて 九 御代た、 帝の 御う へ はかりの 心 法と してった へ さ 

4>」 たま へ しなれ は 天と い ふ は 上位の 人 地と さす は 下位の 人た る へ き 事 は い ふ も 更なりし かれと も 

もとこれ 天地と は 心身の さとし もの なれ はは は 一 5?"" 贿紗靈 この 御敎に 悟入して 天地 を ひらきた らん 

人すな はち 天た る へ けれ は 外 白へ なる 五倫の 上下に か  >  はる 事と はお も ふまし き 也 か へ す/ \« われ 

も 人 も 私 忍の ための なけき は 八方の 人情に ある 事 なれ は 天 をす ゑ 地 を さため て その 地に したしま 

さらん 事 人 は 高下と なく 業 は 大小と なく 緊要の 心得なる にあら す や 

於 高天原 成 神 

誰に も あれ わか 爲に 八方の 人情 をな こ ひ へ き 人 を 思 定めな から わざと 相した しまぬ 時 はおの つか 

へ lb カン 

ら その 人と は淺 交なる 中の 如き わ 彼我の 間 を 高天原と はいふ 也お ほかた 人に 接する に 其 所 欲の す 

ち をた にたす くれは 速に したしみい とふ かくなる 物に は あれと も かの 八方の 耳目 彼我の 問に あり 

、 、 ) 

てこれ をね たみ q つ 彼 もお のっから 我 を あなどる にいた るか 故にい と 親しき 中 もつ ひに は 碑くな 

(虫食) 
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りぬ へしこれ たと へ は 私情 を 通せし 男女の 末と げかた きか 如しされ は此人 こそ はと y めた る 人の 

所 欲の すち に はかた く 言語 を 用 ふま じくた 、 その 所 欲に か 、はらぬ すち をのみ 言 .wis として まし は 

る へ しし かる # 'は その 人よりも われに したしまむ とすれ ともなれ かたき ものと なる か 故に 彼我と 

もに その あは ひ 練き これ 高天原と しもい へ る 心なり 蒼々 たる 上天 至高に 位して 地に よらす 地より 

も 生の ほる もの 山 も 高き あり 木 も 長き はありな からしの く 事 能 はざる これすな はち まのあたりな 

る"：： お 天 原に てこれ を もて 今い ふ 所の さとしと はし 給 へ る ものな り 原と は 彼我の 中 問なる. が-^ をい 

ふなり この 高天原 天地 を 仁に ひらけ はおの つ からた つ にて こと 更に 心して 設 くる 所に あら？ る 

事 へ 天地 初 發之時 於髙天 原と か、 れ たる 語勢に いとしる きをお も ふ へ しもと かく 地 と^めた る 人 

なる にわ さとした しま さる 事 ひと へ に 彼我の 中 問なる 八方の 耳目 あるか 故 なれ はこの^ 天-: S と は 

rjf 竟 その 八方の 耳目の ために 彼我の 間 を や ふられし とてなる なりされ はもと 神 ¥ は幽 事た る へ き 

IKt ぷ， V -、  t  - . 神代 卷 一書に 神事と も幽 事と も かきてと もに 迦美基 登 ひ 一 4 い 谷 は r ュ、、 の 44 幽 すへ ての ：！： 事 もまつ こ 

なる 力；^ に 事に 對 して 顯露 事と いふ 事 も 同し 所に ありく はしく は 神代 卷を みて 心う へし J  z\ り >=r7Tir  \ 

の 高天原た、 すして は 神事 やかて 顧 露 事と なりて 發 天地の 心 法つ ひに とぐ る 事 あた はさる へ けれ 

よこと 返 こたつ へき 場に は あらね ともよう せす は 神事 を顯露 事と なして この fri 大ぉを くっす Z  ^ 

れは今 =y 高 天 のた てる を 崩す へ からぬ ことわり を述 さとすな りされ はこ 、 に；^.. が 成. 帆と は 


とかれつ る 也 かしこの 成 ませる とい ふ 事 かの 神代 卷に へ然後 神聖 生 其中焉 とか、 れ たるに 神 塞な 

と あるに 目 を くれて 帝のと ほつ 御祖 のな り 出 ませる 実錄 なりと 心え 來れる 事 なれと これ さに は あ 

らて 上に 初發之 時と ある 初の 字 をう けて 成と はいふに て學者 天地 を ひらきて 髙天 原た つ 時 は そこ 

において まつ 天 之 卿 中 主神 を はしめ とし 神 世 七 代の 終 まて 其 次序 やむ こと をえ さる 顯 中の 幽理を 

しめし 給へ る 物 也と しる へ し 神と は此 はしかき 神祗辨 にく はしく とける か 如くよ に大 かたの 道^ 

とい ふ もの あれと も その 道理 を もて 推す へ からぬ 道理の 目に みえぬ 所に ある を は 神道と いひ その 

道理 を もてし たかはし む へ からぬ もの を 神と はいふな りされ は 天地 を ひらきて 高天原た つ 時 は 人 

タ (べ脫 力) 

道に のみ よら は 足りぬ き 事 なれと その 道理 もて 推しし たかはし む へ からぬ 道理 幽中 にある を は 成 

神と はとき たま ひしな りされ はこの 天 之 御中 主神 を はしめ 初 中段の 五神なら ひに 次々 に 神 世 七 代 

の を はりに いたる まての 神々 の 次序すな はち 神道に てこれ わたくし にく はだて 設て敎 とし 給 へ る 

に は あらてい かなる 道理と も 道 哩 は あてられね とも 此 次序の ことく 神 さびせ では 外 こそ さても あ 

るへ けれ 內 かなら すお ぼ 脚 鎖お t ば：" は ■ 請：^ いふたがる 所 あ-て その ふた かる 所よ-つ ひに は 外 

を も 崩す にいた る へき やむ ごとな き 道 を 実 事のう へ にさと り 給 ひて 敎を たれた まひし ものな りさ 

れは 一 部のう ちな にの 神と 神 名の 下に 神の 字 をお かれた る はこと くく 人道の 重き はいふ もさら 
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なれと その内に おいて 人道の 理 もてし ふへから さる 道理 ある こと を さとした まへ るに てこれ」 リ. よ 

カナ 1 - ずの F 耍ゎカ ^ 敎の 大本なる 也され とも 幽 事に 過れ は顯 事く つ ， ^姐 事に かたよ- 1 ま^:;: ±-こ 

、さる これ 此御 をし への 心 を 川 ふへ き 所に て 三 賁子之 件に へ卽 其. 御 頸 珠之玉 絡^ ^ 良迩収 山， 

志 而賜天 照 大御神 而詔云 汝命者 所 知 高天原 矣事依 而賜也 故 其頸珠 名. 5. 川 御 八お 板 * 之 沖 次. ぉ_, お 命，^ 

命 者 所 知 夜 之 入 i 矣事依 也と 天 照大御 神に 时 11 もこの 高天原 をよ さし" 讀命 こすれ， &之 へ： を 

よさし 給 ひし はこ 、 に 於 高天原 成 神と ある 心に て 顯露事 は： U 神の つかさと り 給 ふ 所 f^lg お" 幽事 

は 月 神の つかさと り 給 ふ 所に して； 5き§ き 主 さて この 日月の 二 神 かく 高 1ケ仪套闷 と を t わ 

け 給 ふといへ とも 日 神の かなたに は 月 神お はしまして H 神に した かひ^へ る もの なれ は U 帅」 6 天 

凡 を しらすに すな はち 月 祌夜之 食國を はしらす ものなる 事 まのあたり もしよ まん i こ 

へ 此之鏡 者 專爲我 御 魂 而如拜 吾 前 伊都 岐奉 ととき たまへ るすな はち i 一  "一の かなたに よ」 ソズ， I しこる..， 

S -幽の 本然た る 事 を さとし 給へ るに て 伊勢の 內官ぉ ほやけ を はしめ て^ 人み な あかむ る はこ，.， 

を わすれさせし かために いっきた まへ る 也 ggugm ば され は 天^と はかの 地と^ 

めた る 人の 前 をい ひ 夜の 食！； と は その 地と 定めた る 人のう しろ をい ふ に て 前と は. なりう し 

ろと はすな はち 幽 なるな りかくお 神 を 御 魂と すへ き 事 を わすれて 高天^に すく るすな はち 速； め 伎 


之 命の 泣枯泣 乾し 給 ふこと を 三食 子 之 件の を はりに ときたま へ る これな りこ を もて 石尾戶 之 

件に 天 之 日影 をと かれた るに て 後世 まても 日蔭 葛 を かくる 事 も はらこの 心 を わすれさせし とてな 

,0, 日 神は顯 をつ かさと り 給 へ とも 物の かけに なりたる 所 まて は 照らした ま はぬ これ 天 照大御 神の 

御 心なら ひに 高天原の こ ， ろえ なるな り. 人と にかくに 人の 幽中を あばか まほし きさ か ある もの に 

てよう せす はかの 速 須佐之 男 命の ことくなる へ しかれ か 前. において はかって かれが 所 欲に か ， つ 

らふ ましき 事 は その 所 欲 をい むに こそ あらめ もと その 所 欲 を 適せし めむ かためな れは顯 にす くる 

のみなら すその 母と す へ き 幽中を さ へ あばかむ 事 や ある へ き 石屋 戶之 件に とかれた る 天 宇 受寶命 

とい ふ はかれ か 所 欲 を 達せし めむ 事 を 主意と しなから そのす ちに ふっと か、 はらぬ をい ふに てけ 

に 天 之 八衢之 件に 此命を は へ 汝者雖 手 弱 女人 与 伊 牟迦布 神 面 勝 神と いはれ しも ことわり If ^ は；^ 

所 欲 を はかれに 達せら れんの 心 ある をい ふ 也 神 ふみの 中 女神 をい ふ は みなこの 義也 これ 夭 照 大御神 を は 二  D  、、1 恃 3」 こま， e 

女神と せられた る もこの 心なり これに 對 へ て 男 神 をい ふ はみ なかれ か 所 欲 を 達せし むる 方 を さとす 也 こ ひ ,^  f  J  ^ 

ら はいかて か 神 世 七 代の を はり を遂 ざらん 此 故に 此於髙 天 原 成 神と いふ 六 字 はかく はしめ にお か 

れ たれと もこれ 神 世 七 代の を はり 伊邪那美 神 まてに かけた る詞 なりと しる へ しその しるしみ えた 

る はこ. -に成 神と いひ さて 中段の はしめ にも へ 如 葦 牙 因 萠騰之 物而成 神と いひ ； 频 

^t^s はな また 下段の はしめ にも へ 次 成 神と いひ また 五代 十 神の はしめ にも へ 次 成 神と ありてい 
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ノ  ノ 

つくになります とも か、 れ さりし はこれ 比 天 原に 成ます 神なる か 故に こ、 に ゆつ りて 末よ" ふせ 

られ たるに てし るへ し ：3^l,:^i;£gl お""：^ ま^まに や」 原に な！ す 神なる 中ぎ-わ？ 

マ へ  >ィ. J お.^^ n 力， ソ * と は 力、 rf" ナる也 力く ことわら わたる にても はしめ t り を， H り 去 r- とも，， 

は 明らかな ろ そかし これ このし る L の 明ら 力なる 故の み にも あらす ま へこ も、.^ ンハ B  く つ L  .-v 

所 欲の 達せ まほし きはい ふも更 なれと 顯路 くつれ ては滿 足なら すお も ふ 事なる か 故に か L いこめ 

にす る 神事 も乂 わか 爲 にかれ かせん 神事 もと もに 幽 中な らんこと 肝要なる 事 をお もへ とての こら 

すか 高 天 IS 成 神と はとき たま ひしな りされ は所訟 高天原と は 彼我の 神事の 舞 « なりと しる へ しわ 

はしかき 神祗辨 にいへ るか ことく 迦美は 彼我と なく 道理た に克 つへから さる 至^の ものな りと い 

へと ももし 顯 のさ かひ を を かして あら はなら はたち まち 人道の 理 のためにう しょよ L ん：， i- 氷！ に 

之 件に へ 尔其御 祖命哭 乍 求 者 得 見 卽拆其 木 而取出 活か： J 其 子 言汝^ 此 間者 遂爲八 I 神 所滅乃 ：.-,-u 於 

木 W 之 大尾 ffij 古神 之 御所 云々 と ある 心に て 祌事を あら はに する を 大穴 ホ遲 神と はとき^、 . 'さ —- 

は 大穴 牟遲神 も 速須佐 之 男 命の 生 太刀 生 「.2K もて 八十 神 を 追 17 ひまして 始作國 也と. な.， ヒ件 

にある かこと く 高天原く づれて はかへ りて 地と 定めた る 人 をもう しな ふへ きなり 

名 天 之 御中 主神 

かの 地と 定めた る 人の 所 欲 を 達せし めむ に 顯露事 を もて やかて 幽$ とせむ の。 法 はさた まり" さ 


I よその 人の 所 欲 を 達せし めむ とする に 所 欲と い ふ もの もと 世の 耳： 10： の ゆるさぬ 所な りと はい へ 

とも そ：；； 中 にも ゆるされ たる も あり 又 ゆるさる 、 ともなくて 達せら る 、 も ある ものな り その ゆる 

さ；.^ たらむ 听 欲よ ^？：-れかひ中ぅれふる所はたぇてなき物なれはもしそのゅるされたる所欲を達せ 

しめ はかれ 感銘す る 事 かってな かる へ した、 うれ ひとす る は その 諸 欲 か 中に 他の ノに 力た く制ゼ 

ら." ていかに リ いへ ともく 達する 事 能 はで 胸中 欝々 として わする 、事 あた はさらん 所 欲 こそ わ 力 

神事 を ほと こすへ き 種なる へ けれされ はかれ 他よりか たく 制止 せられて その 制止 や ふる へ からす 

しかも その 所 欲すつ へからぬ 內外 おしあ ひの 中間 を 握らん 事 神事の 初 門た る へ きそ かし 神代 卷 F 

, - へ 天 1： 儿. lli- 命 主神 事 之お "：^ 小者..？. 1 故 俾以太 占 之 卜事而 奉仕- 焉と ある この 神事 之宗 源と は卽今 わか い 

ナ 二  、  (中) 

ふ 所のお しあ ひの 間 をい ふなり また 神 功紀に へ 喚 中 一お 烏賊 津使主 爲審神 者 lissi と ある 審祌 

と 、 ふま 卽ぃの 制せら るれ とも 捨る事 能 はさる 所 欲を審 にす る をい ふなり この かれ かおし あ ひの 

中間 を 掌 撮す る 事 此天之 御中 主神の 名義に てこれ 此神 のみに あらす 神を審 にす る 事大 かた 初段の 

主意なる なりと しる へ しまつ この 神 名の 天 之と はわ か 神より うみ 出せる 心算の ある 胸中 を さして 

、 ふ 、ふり a 中の 御は異 とかよ はする も 同音に て ふたつ を 具し 仁る こと を 体に なして い ふ- -fl なり， 

葉 へ. 1-L 右手と かきて 麻傳 とよめ る 心 をお も ふへ し大 かた 顯 のうちに 幽を 具した る 人 を はた > 

古事記 燈七神 段 神^ 七 代  八 七 


古事記 燈七神 三 段 神 世 七 代  W  . 

へ て，， 人と いふ この 麻と いふに 同し く顯 中に 幽 ある その 中間と いふ こ、 ろ を は 御中と はいふな 

り その 顯 中に 幽 ありと いふ 事卽 かれ 他より， 制止 せられて 內の所 欲 を うれ ふる 所 をい ふ 名なる 琪ぉ 

も ふへ ししから は國之 御中と こそい ふへ きを 天 之 御中と しもい ふはい かなる よし そとい ふに 御屮 

はかれ か 内外お しあへ る 御中の 事な からこれ わか 胸中の 心算のう ちなる かれ か 御中 なれ はなり 主 

とは§£5"§ぃ：！5"|2;^|ー1ほ^5事その御中を掌握する義にてかの主神事之ふポ源とぁる主の卞と 一 

V,, なりこの # 中と い ふは卽 神事 之宗 源なる 事 これ を もても おも ふ へし天兒！.^^-命の裔をょ中-...,-と 、 

ふその 中臣の 中と いふ 字も卽 この 御中の 中に て その 義は 中執-ほの 心なり と宣長 かい へ るに^ ふ へ 

しづ：? と.？"； 梦 ズ.！ 7!:-^ 神と^と の 御中 を とりもちて 中す 戮 なりと、，' へる ま 此下こ irj 1 、 ト，. ： *  ノニ 

ひける 大中臣 本 系の 詞を見 あやまり たる ものな り そ 2 に はし お 祝詞 式に 价勢齊 ゥ，； ^內. 親. 卜：^ 入 時 穴 命 

云 へ 和お 代 止 進 給 布 御 命 乎 大中臣 茂 祥中取 持 攻恐ぁ 恐 美 毛 中 給 久止巾 ：- ム.^ ま た延： 1.::% 

覽大中 K 本 系 帳 にへ 高天原 初 而皇神 之 御中 皇御孫 之 御中 執 持 伊 贺志梓 ；少倾 ^ 本 末- g.^ 

1^ 留 人称： 一之 中 ぼ 一 者 云々 また 台 記の 別記に も へ 本末 不倾茂 槍の 中執 持&泰 仕留ぉ K 一： ム々 なと み 

えまた 舒明紀 の 詔に も へ Sri ハ s-^^rw おお 如，  一 s;g. お iss^^ と ある？ 御中 

とも 中と もい へ ると もに 此 御中に 同し き 也 天下の 廣. さみ かと 御身 ひとつに て 岡 人の 神 を 《 にし 給 

ふ 事 あた はさり しか 故に その 職に あたる へき 人 を 中 ぼと はし 給 ひしなる へし 本 系^に みえた る皇 


神 之 御中 皇御孫 之 御中 執 持と ある はかの 宣長か 神と 君との 御中 をと り. もっとい はれし 心に は あら 

で これ 皇神皇 御 孫と は皇神 はまことの 天津神の 御 心 をい ひ皇御 孫と は その 天津神の 御 心 を 御 心と 

し 給 ふ 帝 をい ふに てこれ 一 一事に は あらす され は 御中と は 神と 君との 御中と いふ は あやまり にて 地 

、- 5 

ハ 紙のお しあ ひなる 御中の 主にお はします 天神の 御 心 をった へ て 御 心と し 給 ふ 帝の 御 心 をう けて 職 

とする 心 をい ふなり 赠 I, 點 ぼ 一は！ frsf は 件 かく かれ かおし あひなる 御中 をと る 事 本末 を 傾く へ 

からね はしかい はれた るな りこれ は その 人の 所 欲に ひと へ に荷膽 すれ は それ を 制止す る 人の 心 を 

(擔)  - 

うしな ひそれ を 制. する 人の 心に も はら 荷膽 すれ は その 人の 心 をう しな ふこれ を ふたつな からう 

しな はさる をい ふに て 本と は 制止す る 方 をい ひ 末と はかれ か 所 欲の 方 をい ふに て ある へ き 事 制止 

せらる、 より 所 欲の うれ ひらる 、もの なれ は 也 これ をは內 外と もに うしな はさらん 事 もし 三 貴 子 

之 件の 心 法な く はかなら す 本末 かた ふけさる 事 能 ふ へ からすから 國 にて 豈弟之 君子 爲民之 父母 

8 とい ふ 此豈弟 は 今い ふ 所の 本末と 同し かるへ くお ほ ゅ碰膽 s^us&gi^^^gfss;:^ 

その あらまし を 、"は 、 これらの 語す へ て わか 修身のう へ にと りて 見る か あやまり 也 わかみ る 所に て は ひと へに わ ソ いる 二 一一 

か 身のう へ の 事に は あらて かれ をな すう へ の なる へ しとお も ほしき 也く はしく は猶閑 をえ てこれ をと く へし  ナ f  - 

贵 子の 心 法な きか 故に や 礼 記のう ちに これ を 具せられ し はた、 虞舜 はかりの やうに いはれ たりさ 

れ は今此 ふたつ をう しな ふまし き 三 貴 子の 心 法 をい は 、まっかれ か 所 欲と 他の 制止と をく らふる 

古事記 燈七神 H 段 神 世 七 代  八 九 


古事記 燈七祌 一一-段 神 世 七 代  九 ◦ 

に は H 通に あたり 所 欲 は 顯理に はつれた る ものな りこの 是非の けちめ あるから は 制.^ 一の かた 

に i 吋膽 して かれ か 所 欲 をい さめ 捨 させ  < 事すな はち かれ か爲 のこと く なれと^ し.： >  さめて やめん 

はかりの 所 欲なら はもと よりかれ とても m 心ひ捨 へ けれと 思 ひす てられね はこ そその 制せられて を 

かしかた きを うれ ふる なれ は それ を 諫めん にした かひたり とも まことにした かふに は あ. しさる へ 

くし かの みならす その後 はかれ われに さ へ 心 をお きて われ を 練ぶ へ けれ は必 それ 諫む へ からすし 

かりとて その 非に 荷 膽せは その 所 欲 もつ ひに 長 かる ましき 事なる か 故にい つ れをも輕^5!す へ から 

ヾ とい へと ももと かれ か 心 世の 耳目 を を かし 人情 を や ふらん 事 をた にいと はぬ 心なら はいかて か 

しか その外 をお さ へ られて ft に 所 欲 をな け かむ それ 必ま へ にもい ひし か 如く 所 欲 達する は うれし 

くも ある へ けれと 外聞 外見 をす てん 事の うれ はしき かゆ ゑな りされ は その 所 欲に おいて はかれみ 

つ から 達せん に 難から ねと その 八方の 耳目 人情 をな こめむ ことにお きて かれみ つ から 力に 能 はさ 

る 所 あるか 故なる 事 明らかなら すやこ 、をもて いは 、八方の耳目とかむる事なくて其所欲をゃ^^せ 

まほし き 事 かれ か 欲の ある 所 なれ は その かれ かみつか らもな すに かたから さる 所 欲の 方 はわれ 力 

をく はふる に をよ はさる 事に て わか 力 を 厚く 加 ふ へ き は その かれが 力の あた はすと する 所のば？ S 

を 全うして あたへ む 事 これ 內外を かた ふけす して 中 を 執る の 心 iJ: なる 也 八み 制.^ する 所. い-斗 を 


たに 心 を いれて な こめ あたへ な は その 所 欲 はかれみ つから 達せん にいと もく 易 かる へ けれ はな 

b その 制止の 方 をな こむ る こと を顯 事と しその 顯 事の 內に その 所 欲 を 達せし むる こと を幽 事と し 

も はら かれ か 制止 せられて 內を なけき 外 を か へりみ たる 所に か、 りて この 顯幽 をぬ からす ほと こ 

す へ きこれ 三賁 子の 三贵 子た る 所以な りこの 神髙天 原の 第 一 座に おはす もこと わりこの 神た によ 

く 胸中に 勸請 したて まつりて かれ か うれ ふる 所の 世の 制 化 をた にな こめな は設髓 ^體 は つ" i 

5: な 神事 はこれ にて たりぬ へ きなり その 世の 制止 をな こめむ わさ はすな はち 遠 呂知曰 之 件に とかれ 

たる 八塭折 酒の 事に て その わさ を はこ 、 に 中段の 終に 天 之 常 立 神と をし へ 給 へ るな りされ は 初 中 

段 はこの 天 之 御中 主神と 天 之 常 立 神との 二 神に てこと たりぬ へ き 事なる を もて この 別 天神 五 柱 を 

次序せられ たる か 中に 此 最初なる 天 之 御中 主神と 最後なる 天 之 常 立 神と にの み 天 之と いふ 二. を 

かう ふらせられし 也し から は此ー 一 神 をのみ とかれて 此 間なる 髙御產 摸 日 神神 產巢日 神 w 浙訶備 比 

古 遽神三 はしら は 無益の もの をと かれた るかと いふに この 三 はしら また この 二 神の 間に 次序せ て 

かな はぬ 事 あり そのこ 、ろ はな ほ 次 下にい ふ へし 

古事記 燈神典 第一 終 

古事記 燈七神 三/ &祌世 七 代  九 一 


古^^^記燈七神ーー：段神世七代  ■  九 二 

古事記 燈卷之 一 

洛 陽 富 士谷 御杖 述， 

上 卷神典 第 一 

(十九 行 分.^ 白) 

(レー 二 

ぶ ^^^^ 渾沌 の ひ ら けたらん 物なら はかく 不 n 勿なる へき やうな し必 うたか ひて みるへ き 文 ： な な ら す 

や 神代 卷ー潘 にへ： 人 地 ^成 之 時 云々 とか、 れ たる ありされ よ 革よ J^f't)  , ： 一  ， 

すな はち な， T 發は 一書に 初 判と もみえ たり 字義お も^ 7 は { され は此 天地 發 のこと はふ かき 靈 ある？：： に 

てナ、 デ：！：？の^^^カしをカたられたる にはぁらさる へし かれお も ふ にお ほよ そ 人の、 い，！：^、、 1 ょ呢 形，. .Y 

は.；^ 形なる すな はち 天地の 化成な， り そのう まる、 時 は 母胎の うちにして ひ 身 具足す るか 改 にい つ 

くより 來れ りと もしら されと も 死ぬ る 時 は 心， お 虛に歸 り 身 は 土中に S る はまの あたりな.^ は 天 也 

より 來 りて 化成した りし 物なる 事 明らかな りかの 神代 卷の へ. #沌 如雞 子と はか， T ふみの 漁い 2f と 


い ふに ある 語なる を やかて かり 用 ひられし はから 國 になら ふに は あらて 此御 をし へ に 用 あるか ゆ 

(の) 

ゑに て 今い ふこと く 天地 □ よりあ ひて 人 ひとりと 化成した るかた ち 身 を 外と し 心を內 としたる か 

(虫食) 

やかて 雞 卵の ことく なれ は 也 威， f けね 5 ぼ ，，"似 まこの 心身 かく もと 天地より なれる なれ はおの 

つから 祖 たる 天地の 一 一 性 を 稟て心 は 尊く 身 は 卑しく この 尊卑 やかて 一 一念と なりて 心身に 屬 したる 

事 身に か 、つらへ る 念 は 皆 卑しく 身 を はなれた る 念 は 皆 尊き これな りたと へ は 道 をき くに 心 はや 

かてした か へと も 身 はした かひ かたき かこと しされ は此ー 一念 鱧 外にいて、 言行と なるこれ を は 善 

惡ー 一事と はいふ 也 かの 祌代卷 なる 淸陽重 濁 天地の 一 一 性 をと かせた まふに て卽 人の 心身に この 性 を 

ぅブ , -  、s も、 ン らます / しこの 外 五倫の 尊卑 を はしめ すへ てよ にあら ゆる 尊卑 はこと/ \  く： 大地 を あやかれる ものな 

う ナ る 6.,^  _.^.r' 〈 しりされ とす へ て體 外の こと は 内より おこる 物 なれ は 今 は 一 人^ 內 のう へ にて いふなり 

神代 卷には 吉凶の もし あり 紀 中には 善惡 ともみえ たり 此 記に は 手足 を もて よしあしの 一 一事 を さと 

,ん 口  / 「 これ は 手 は 上に ありて 用 をな し 足 は 下に ありて 用 をな す 物なる か 故に 尊卑の 二 用 を さとした まへ るな りすへ てヒ化 

II 〈  吉 w 善惡 ともに もしに はか 、はる ましき 也た 、內 にあり て は 尊卑の 一 一念 外に 出て は 尊卑の 二 事な りと 心う へ し . ^古 

に 天地 は 本な り 心身 は 末 なれ は 末 とてもな ほ 本と ひとしく ある へ きこと わりなる に 天地 は 尊卑 位 

(闕畫 ) 

を わきて たてれ とも 心身と なりて は 身 を gl として 心 その 內に 入り この ふたつ を 兼て 一 人と なれる 

かゆ ゑに 尊卑 位 を ことにせす これにした かひて しらす/ その 本性 をう しな ひ 尊 も..；^ に 卑に渾 し 

たり かく 尊卑 を渾 する 時 は 末な りと い へと ももと 同性の 天地 なれ は その 本の 天地 を さ へ やかて 渾 

古事記 燈七神 三 段 神 世 七 代  .f^ 三. 


古 寧 記 燈七神 一一 一段 神 f 七 代  九 四 

沌せ しむる わさ なれ は 渾沌 は 天地のう へ に はもと なき ことなる を 人心 身： ；念を ®! 沌せ るより やか 

て 天地 さ へ 沌す るか 故に 人」 竹-もて 渾沌せ しむる よしを さとれと て如雞 子と はか ， せ 給 ひしな り 

けり ^Mfi^^^,^^^^^ されと も 人 意 もて 天地 を 渾沌せ しむと いふ 事 あるへから ぬ のこと く 

m5 ふ 人 も ある へ しけに 天地 は 本に て 人 は 末 なれ はさる 理は ある へ くも あらね とたと へ は 天に：：： あ 

り 雨 ありて か はかし う る ほす 妙 用 あり 地に 物 を 生し 長す る 妙 用 は あれと も 人種 を まき W をう ゑ さ 

れ はさる 天地の 妙 川 もいた つらなる かこと し 其 外！：？：^ 賢明 なれ は 天地 これ をた すけ * 惡 なれ は 天 

災地 妖しき りなる もまの あたりな りかの 白虹 贳曰な とから 闕にも か ， るた めしいと 多 かる をお も 

ふ へ しお ほかた 天地 は 尊卑に 位し その あは ひいと はるかにして 相した しむ 事な きか ゆ ゑに その 巾 

問に して^ 物 生々 て やます いやと ほ 長き 物 なれ は 人 もし か 伸 _ ：卑を 渾沌して は ^EI 物 生々 お 伏-小：： 勿 を 

あや 事 あた はさる へ けれ は 渾沌 をい さめ 發 をす 、 めた ま へ る 事た ， おのかう へのみ にあら す 

(虫食) 

其 本なる 天地 を さ へ 渾沌して その 妙 用 をう けたす け をうる 事 ある ましき を あはれ み 給 ひて なりこ 

の 渾發の 事 はわ か 御 をし へ の 眼目 人の 一 大事なる かゆ ゑに かくはし めに その 大綱 をと かせ 給 ひな 

ほ 次 下の 件々 こ の理を さとし 給 へ る 事い とね もころ なれ はな ほ 下の 件々 にく はしく し， i.」 おきつ れ 

と 今 まつ この 發の 肝要 をい ふ へ しお ほよ そよこと あしことの ふたつ は卽 かの g-rs: なる， サ ： 念 


よりな り 出る なれ は 卑念を 制し 尊 念 を も はらに せむ と gf! の をし へ を またす して 人み なお も へ り. ^ 

お 5$；11§ き？； 域 ル 3： は gtigi- しかれ はよ にあし ことす る 人 はすくな くよ ことす る 人は數 多な 

るへ きに かへ りて よこと する 人 はすくな く あしこと する 人 は 多 かる いかなる 故 そとい ふに けに. 

念 はや かて あしこと、 なりい つ へ けれ はいかに も/^ 勉めて 制すへ く 制しえ て は 卑念地 を はらへ 

るか ことき 人 もいて くるお 思 へ は 制しえ さる は その 人の いふか ひなき か 故 なれ はた 、卑念 を 制し 

えぬ は その 人の いふか ひなき にて やみ ぬし か は あれと もとより 制し 難き は卑 念の つ ね なれ はよ く 

制しうる 人 はいと 稀なる か 故によ にす てらる 、人 多 かる をお も ふに た 制しえぬ をい ふかひな き 

にて やみなん は 平等なら ぬ ことなり かれし かして やみなん はいとく はしからぬ わさなる 事し るし 

こ 、 に 精し からさる より 人々 鱧內 にして 尊卑の 一 .一 念 をた 、 か はしむ るか ゆ ゑに 外にても したし 

力る へ き あは ひもに きびす うとき あは ひもうる はしから すして 體內體 外と もに やすきい とま も あ 

ら すかし か  > るき そ ひの 中より なり 出る 言行なる か 故にお ほかた の 人事た 、 うは へ にて みれ はよ 

ごと あし ごとの けちめ はありと い へ とも まことの よごと、 もい ひかた しその 故 はよ にき はめて 孝 

なる 人の いまれて しり そ けられす くれて 忠なる 人の 讒 せられて 逐 はる 、 たく ひ 古今 和漢す くな か 

らぬ はこれ 一 子 孝 なれ は その 兄^ はいふ もさら なり 人の子と い ふ 子 悉く 不孝と なり 一 臣忠 なれ は 
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その 同僚 はい ふ も 更なり 他の ほと いふ ほこと/,^ く 不忠と なる か 故 也され は ひとり 忠孝なる 時 は 

他の 不孝 不忠 をし めす わさと なるこれ かの きそ ひの 中より おこれ  は 也され と？ るす くれて. 术 

の 人 かたはら を 不孝 不忠に せむ との 心 はかって ある ましき 事に てた、 誠実に 忠孝 をな すに は あれ 

とも ひたすら 孝なら ん忠 ならん とする 程に おも はす かたはら をして 不忠 不孝に おとしむ るな りな 

ほその 人 一 代なら す 先祖 子孫 を かけて い へ はいよ 不仁なる 事 も ある へ しかくよ ごとに してい 

(は) 

たらぬ 隈多 かる はもと ま へに いへ るか ことく 心 □ 純粹な る 天の ±i をう けて 尊き： £ なれと も その 

,  (虫食) 

地の 卑性 をう けたる か 故にて かの 水の 方圓 にした かふ かこと くお のっから 念に した か へ はなり 

(.5^食、身に.> 

心の □□ した かふし るし は禽 の 心と いへ ともな ほ 人の 心と 同 物にして その 本 はと もに 天な から 人、 \  K>  J..:-/..- こ ン： 

身のう もに あれ はおの つから 人心な り禽, 3. 身內 にあれ はおの つから 愈 の 心なる 事お も ふ へし 力 や rv- もリ こ , 

かひて よごとな からま ことのよ ごとに あらさる ゆ ゑ をた つ ぬ るに そのよ ごと をな すに  一一- -uw:,:^ の E= 

なり 行 も 身の 用に て その 身の 用 をから され はす へ ての よこと もな す へ きょしな きか 故によ こと は 

よこと にして 私なる 事 をまぬ かれす こ 、を もて ま へに い ふか ことくお のれ 忠ネ なれ はかた はら を 

して 不忠 不孝に おとしむ る わさと はなる 也け りかくよ ことにして 言行 を 川 ふ る を は 沌と はとき 

たまへ るに て かなら す 渾沌の ひらく へき 事 をす 、め 給 へ る はよ によ こと をな す 人た 、 よこと なる 


のよ こと もよ こと はよ ことにして 人との きそ ひに 過 さる わさな り 神代 卷ー 云 へ 及 共 與妹相 M 於 

れ 水平 坂 也 伊 究諾尊 曰始爲 族悲及 mi 者 是吾之 怯矣と ある 卽 これな り IS ぼ 鼠.^ Ipllf^ れ贿 Ml 齢 

不可 共 去 是時菊 理投神 亦 有 白 事 伊 諾尊閡 而善之 乃 散 去矣と ある この 菊理拨 神い かなる こと を かま をし けんそれ をい かにき こし 

めして か 善した まひ けんいと お ほつ かなき 書 さま 也 これ この 渾發の 間 はふ かき 理 ありて あら はに いひ かたき 事 あれ は 也され は 今 

. ^讀 S お S れと かく 人お のく 胸中に して 是非 をた、 か はしむ るより おこり ゆく 外事 なれ はよ こと 

すら 猶 きそ ひとはなる 也け りされ はもろ/^ の 外事の 本源なる 胸中に ての きそ ひ を はまつ ひらく 

へ しその ひらく へ き、 ひ 法 他な し 人と してよ こと はなさて かな はさる 事 はい まさらい ふに 及 はさる 

事 なれと も 言行 を 用 ひて なす 時 はよ こと 、はなら さるものな るか 故によ ことに かたく 言行 は 用 ひ 

じと 决斷 する をい ふ 也 かく 决斷 する 時 は 胸中に して 尊卑の 二念 あ ひた、 かふ 事 ふつ にやみ ぬへ け 

れは外 これにした かひて きそ ひ ある ましき 事お も ひやる へし 千 引 石 之 件 云 へ 最後 其 妹 侨邪那 美 命 

身^！：：追來焉八小千引石引塞其黄泉平坂其石置中各對立而度事！：；之時.^., 神代 卷ー窨 に は へ 故 便以千 

人 所 引 石 塞 其坂路 与^ 播尊相 向 而立 建 絕妻之 誓と みえ また 一 番に へ 于時不 直 默歸而 盟之曰 族 

離 又 曰 不« 於 族 乃 所 唾 之 神 號曰速 玉 之 男 次 掃 之 神 號泉津 事 鮮之男 几 ニ神矣 なと み ゆ 事 1^ とも に^ 

妻 之 誓と 書た ま へ る 心 也され と 万葉集 中に 留別の にも へ 君 かこと、 をお ひつ 、そ ゆく とよめ る も あれ は 夫婦 離別の ことに かき 

ら さる 詞 なりこれ は 一 書に 1$ 解 之 男と ある 神 名の ことく 事杼 計の 下 なる へ し^_?-は言の假字にて霄もてむすほ、れたるを解く心 

^ぽ 1 棚 言 絕妻之 誓と も 事 解と もい ふ は 族 離 又 不賀於 族な とい ふ 心に てこの、 ち ふた、 ひ 言行 
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をから じの 心なり 千 引 石 を は；^ き" は を此 間に 引 塞 給 ふと はすな はち この 石 を 

逍反大 神と も 塞 坐 黄泉 1:^ 大 神と もま をして このよ こと/ r 言行の 間の かよ ふ へ き 近を斷 たる を 云 ^ 

K ぽ百 引^^ あ.^ 又 4^1^^ 件に へ 其 建 御名 方 神 千 引 石 if 手 末而來 言； と ある はよ こと はなす にしく 車な しとお まゆる よりこの 

吓 弓 石 も あ ひ- つ 力ら 手 末に さ 、くる は 力り 力ろ， ととりの けられて 言行 を K= ふるもの そとの さとし 也く よし くよ その： 'こ 、 ふ 

,^；^ る これら を あはせ てよ ことに かたく 言行の 用 をから じと する 心なる 事 を 知 へし かくよ こと を 

m 心 ふ 念と 一； ：11 行との 間に 千 引 石の ことき へたて をた て 、其 通路 を斷 たる これ を は 天 也 初 a:^ と 口 パ ふ 

けり 人 あほ 力た よこと、 言行との 問 かたく かよ はさる 物と なりぬ る 時 心，；^ 處を 異にして まこと 

の 天地の 付" 卑に 位した るに 合す まつ 心身 をして その 祖 たる 天地に かな へ され はす へ てな に もバ 乂 

：;^ のこと わりにた かひ 神祗 たすけむ とお ほせと も 御 力 も をよ はさる へし かしお ほかた かくよ こと 

に-言行 を 用 ふること をい さめられし 所謂 はも はら 天下 をして きそ ひなから しめ 給 ふなり けにう は 

へ はた、 各うる はしつ くりて まし はれる か 故にい とのと かに もみ ゆれと たか ひに、 い のうちに よき 

(より 小) 

そりた えさる □□□ にして は訴 たえさる へ く大 にして ま 干戈 

に も *ど よ へ し 人， す へ てお とりも、 ふ 

广虫食 ) 

くま さり もなくて たに あら は 心のう ちの きそ ひ ある まし けれ は 天下 治平 一 g 世不； 3^ た 、《： ^中の もの 

なる かこと くなる へ けれ はなり 毛々 那賀之 件の 哥に へ 毛々 那贺迩 价波邠 化 牟£ はまた へ 毛々 那^迩 

'お 一 析祁： K 毛々 那贺と は R 長-」 て 足 をのへ てぬる 安寢 のかた ち 也 これ - ^  )  LL に >:,-、： t  k 

f.f^^ あら かしめ 天下お 阜 m 世不 ：3§i 掌 し 御.^ X し；： ともみ ゆる これ 也， K 力た 丄の ts- き はとは 


人み なかく のこと くき そ ひに のみき そ ひなから 辦 うは へ にうる はしつ くりて § ゆきか ことくに もみ 

ゆれ もし 上 すこしも 輕く なりな はたち まちき そ ひ は あら はれぬ へ けれ はう は へ の 寧き はたの むま 

.  (ら さ 3  ) 

しき 事なら す ゃは媳 ：；；，IMII れ 7は 記され は 上 はいかに も < ^一からて は しづめ と はな □□□ 事い ふ 

, 广 虫食) 

も更 なれと それ もな ほき そ ひ をまぬ かれさる へ しょに すくれ たる 人の いてく る は諸藝 のう へに す 

(きこと 力) 

ら その 益 はと ほしろ きものに は あれと も そのと はしろ □□□ の あや ふさをく らふれ は その 益い か 

(虫食) 

はかり そやな か よの きそ ひ をす 、 むる わさなる へ ししから はわ か 御敎人 をして すく れんこと 

をい さめ 給 ふかと いふに しからす 天卞 上下 をして よくもち あはせ むかため 也 わか 大 御！： の 御て ふ 

りこ、 においてと ほしろ さ を さとる へ し 神武の 御卷 は御國 初の ことなれ はしる さる へ き 事 も 多 か 

る はさ も ありなん それすら いたくす くれた まへ る はかりの こと もみえ す ば ff 娜 かほ； 4i ほ： 飾ば 

た、 へ 申せし にて なほ ひしり とい ふ 事から 國 にて 聖 とい ふと はこと なり 曰 知と か C  I  i  匕？ ま 一し よ、 ふ 匸？^ 一 

けるな り 正字に て へ 高 てらす 曰の 御子な とよめ る 心 を もてた、 へ 申せし もの 也 そォ よ.，' B^: ^に；^ えま V し はプ * て匚こ 

と を もしる されす 天下の さまお も ひ やられた る 事 也され は 天下 泰平ず J 世 不易 あら かしめ 毛々 那贺 

にあらん はよ ことに 言行 を 用 ふまし き 事 上下と もに かた からん にある へ き 事 也 ま へ にもく はしく 

い へ るか ことく まことの 天地 はもと より ひらけて 尊卑に 位した る を 人 その 末にして 渾沛 する 時 は 

その 本源なる 天地 まて を 渾沌せ しむる か 故に 天地 妙 用 ありと い へと も 人の ために 無益なる かこと 
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くな り 行へ し 天人 地の 循^ は經 なり 人と 人との 應 接は緯 なり その 經の 問に して 天地の 心に たか ふ 

時 は緯を もて 經を みたる へ しされ は 渾沌 はもと 天に も 地に もなくて た 、人の 心，！^ のう へ にある 事 

なから 人 渾沌 すれ はや かて 天地に も 渾沌 あるか ことくなる 也 天地く しひ なれと も 人 またく しひな 

る おも ふ へしに ゆ^^!^ し 之 時と は 人 ありて この 眞理を さとりて はしめ ておの か 心，：^ の 卯 族 

(を) 

はなれて よこと、 言行と 口 ひとつ にな さすな り ぬれ はや かて まことの 天地 も はしめ て ひらけた る 

(虫食)  ， 

かこと くなる その 時 を さしてい ふなり され はよ によ こと 、おもへ る はい またよ ことに 精し か. -T さ 

る 事 この 御 をし へに よりて 發. 吾す へし 

於 高天原 成 神 名 天 之 御中 主神 

高天原 ももと より 天に ある 所 なれと 渾沌の 人 天 を みれ はかくれ てな きか ことしされ は 天地，^ 發之 

時 於 高天原 云々 と はつ 、けさせた まひし なりこの 高天原と いふ 名 もとより 天 は- S 處 にある を こと 

さらに 高 天と しも 名つ けられし はいかに とい ふに 上に とける かこと くよ にょごと 、おもへ る はよ 

ごと はよ ごと なれと も 精し く すれ は あしこと にも 混した るか 故によ ごとが 屮にも 1 W 低き よごと 

なりかく 一  級 低き 所 もな ほ 天 は 天 なれと もこの 高天原と さす 所 は 地：； ^ の ほれと もの ほりいた りか 

たきと ころ.^、 ふぶ り これに かきら す 古文 古 WW には此 高天原と いふ 名 5 ことくい と あやしむ へさ^ 多 かる はみ ：ヒ よ 

ゾこズ を- - -;Ky なみむ 人の 心 もてお も ひいたら しむるな りこれ 言 道 W つねな り あやしむ へからす すと に 


> 地氣の ほりて 震と なり 雨 Sfli 降れと も その 雲より 上 は 日月 光 をう しな ひ 給 はさる これ 也 TTJ^iv^i 

s^f!^ ぼ i」 おれ U ね？： >」れ は 地き 升る といへ ともな ほ 口口り かたき 髙處を さす 也と しるへ し猶末 

す , (こ) (  (虫食) 

に此名 出口る 所々 を も あはせ てこ 、ろうへ し 成 神と はこれ 又もと より 高天原に おはします 神た 

(虫食) (ひ _ る 力) 

ち なれと， 渾を 11 1 1 時 はしめ てな り 出 給 ふか ことく なれ はなり 次 下の 祌 たちみな これにな すら 

(虫食) 

へ てし るへ し；^ f は 崎な はむ fl^^tf ばみ 神と は 神代 卷云 へ 天 先 成 而地後 定然後 神聖 生 於 其中焉 

と ある を こ 、 にあ はせ て S ふに すな はち この 記 もこの 心に て 天地 ひらけて のち 神 はなり 出 ませる 

にて 天と地との 間に 活用 ある 物 を 申す こと あきらか 也 人に してい は 言行 をから すして は 何事 を 

もな す 事 あた はさる に 言行 を 用 ひた ま はすして しかも その 妙 用言 行 もてなす に はま さる 事 雲泥な 

5,-  一  I 申と 、 ガス ぷ りこれ は 神 典 中に とき 給へ る 所 を 大成して その 義を いふな. f から. j みに も 神と いふ 名お ほく 

る こ， W 一  1^ と り出たりぉの っからそれらの義にかなふ所もぁる へ けれと 今 は それらに よりて いふに あらす 

もしな ほから ふみに とける 神と いふ 義に か、 つ.；： > ひて わか 神 りい 卸お y  2 ン めより をより まて ひとへ こ.^ を 

典 を 思 は、 必た かふ 所 も あるへ けれ は 今 これ を 弁し おく 也 わ カ^ をし 〈 { し まて 乙と ハ f  ^flxa 

もてと き 給 へ る はも はら 人との 別 をし らしめ 給 へ るな りされ は 今い ふ義を 心え て 天地 ひらけされ 

は； 1- おはし まさす そのお はします は 天成 地定の 中間なる 事 を もさと る へ し 名と は 神の 御た ま を 

さとしの 爲に 奉られた る 物 也し かれと も 祌の妙 用 はた  >  へ つくし かた けれ は 御名 ひとつに て尽さ 

る はふた つもみ つも 奉られ 大穴 牟遽 神な と は 五の 御名 さへ あるに てお も ふへ し 

古事記 燈七神 三 段 祌世七 代  1〇 I 


： 古^記 燈七神 三 段 祌世七 代  一 〇 一. 一 

へき ことなる にに 古い. 詞今は 他 域の 詞 をみ (， ^かこ くな りに たれ はお ほつ かなき 事の み 多 かる そいと 心 くるしき そか 巾に もこ、 

力し こ 御名み えまた 他の 書に も 御名 ある は 一  一  へ あはせ ておし はかり もせら るれ とた、 一 所に て 外に あ ともなき 祌 たち はいか 

口し 4 え "ssiss: 近 仲」 加！ ^73『 天 之 御中 主と は 天 之と は W 之と いふに わかちた る 也 肩-ば f まま §-パ 

(主食)  - 卞.， ^ぺ 

御は眞 におな しく 平等 具足の かたち 

をい ふ 名な り禽 葉^に までとい ふ 脚 結に い 左右と か、 れ たる は 左右の 手の なり 

( U  乂..  V) 

又 宇 麻 志と いふ 麻 もこれ にて よき 人 を は 宇 麻 人と も眞 人と もた、 へ られ たる はす へ ていたよ りた 

る 所 あれ は廣 からさる か 故 也 これら を もて その 義 HI へし, g れ ms^Jlli 稍膚 51 もされ は 巾と 

い へと もい さ、 か 化 よれる もあるなら ひなれ と漦毫 も かたよら さる 中間 を は 御中と はいふな りか 

く 天地 ひらけて 第 一 位に 此神 まします はお ほかた むかひた る 物 こなたより かなたに 通す る は、 仏屮 

問に 物 ありて 三 段に わたらされ はこな たの 意 直に は 通せ さるもの 也 もし 一 一段なる 時 は その ^ する 

事 倒なる そのし るし 明らかなる は 水上に もの、 影のう つる は 悉く 倒なる これ 也 千 服^と いふ 勿 山 

ズ 人物 等のう ちなる 鏡に うつる は 倒な り そのうちなる 鏡に うつれる 影の 到なる かわか U にう つ る 

はまた 倒に うつる か 故に かの 山水 人物 かなたに ある ま、 に 直にみ ゆる かこと し 人の 眼 もとこの 千 

里 鏡の ことくみ る 物み な 倒に みえぬ はかく 三 段に うつる かゆ ゑな りと そかく 一  ： 段 なれ は 到に 三， 几； - 

なれ は M なる は その 本 をた つぬ るに 天人 地の ことわり にて；！ お 相に は；^^ 天氣 はまつ 人に うつり 


、より 也に うつる 地；； 跳 もまた 人に うつり 人より 天に うつる か 故に 天 « さなから 地に 通し 地お さな 

から 天 こきす るに て 天より 地に 通し 地より 天に 通す るに は あらす かくい ふゆ ゑ はたと は 、 メ あり 

て屋を 造れば 天氣も 地に 降る 事 あた はす 地氣も 天に 具る 事 あた はさる"』 構 t4 ^楼 ひ」 ほ を ゆ 

これ 天地の 通 塞 人に ある しるしに て天氣 の通氣 循環 は 中位に 人と 

いふ 物 あ-て 一一 一段なる をお も ふへ し： -1 ョ igSXS お：^ ま 天され は 中位 をた てされ は 天地の 通 * か 

へりて 倒に のみ あるへ きか 故に かく 天地 ひらけて 第 一 位に 天 之 御中 主神 はまし ます 也け りお ほよ 

そ 天地 間 こ， あらゆる 物 は みなこの 神の みたまに よりて ある 物な から 草木 禽獸 のた くひ 人に 及 ふ 事 

ぷ ナ，， よ 七， の 中位と し 給 ふ はも はら 人なる へ くお ほしき 也 中 臣 本 系 帳 云 へ茂样 本末 不倾中 良 布 

留人謂 中 ほ 云々 と ある この 本末と は 尊卑 を 云 尊卑の 中位に ありて よく 尊卑 を もちあ はする 

を中臣 とはい ふに てされ はこ そ 天 兒屋命 を あかめ させ 給 ふ 事い と 厚く その 御す ゑ もい まに 長者た 

る をゃ大 かた 人のう へに もお のっから 尊卑の 位 ある は卽 天地 を あやかれる にて 人 はた、 尊卑の 二 

リ. - 、 t  .rf  ノ、  から國にて五^をたっるは今ぃふかこと も こ，；； く1^也^^4;-.^ト 一 る へ き 

位なる 物 也と 心うる はく はし 力ら す 5 人 S 尊卑 §Tf 位 也と 心え たる か 故 也 と 力く ヲ划び rt. ィ -7 ン 

物なる か 故に あらゆる 人 悉く 中位なる 事 を さとる へ したと は  > 君 あれ は 民 あり 親 あれ は 孫 

f  かくお のれ はた、 中位なる を や 此御敎 よに かくれて 後 はた、 おのれ 尊し おのれ 卑しと 
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古事記 燈七神 三 段 神 世 七 代，  一 ◦ 四 

のみし りて 尊卑の 中た る へ き 事 をし る 人 なくなれ りこれ 天地 神 5a の 御 心に そむける 本なる 心 ふ 

へし かし 

次^ 御 產". ^、口 神 次 神 產應日 神 

此 次の 字祌 典に おきて 一 大事な り その 所以 は祌 道と 唱 ふる はかく 神 名 を つらねた まへ る 次： sf- の や 

ことなき をみ せた まふに てこの 次序に 私せす した かふへ しとの 心なり 孝 德紀に へ 惟神と いふ こと 

の dsi に へ 惟神 者 謂 隨 神道 亦自有 神 道 也と ある を m>〕 ふへ し 嚇 と， て 5^ 孝 より はしめ てみ えたれ はう け 

(紀)  '  力す き 事に. t  人 も あれと.^ i 用 なれ はい はす 有 川 

の 時に いふへ けれ は 所見 はこの， あ を はしめ な le とふる くつ：. W  L、 』 -、 r.,  *  . . 

たはり たる 名に も あ； 57 しい^" 著 3 て I" お ま」：！； 事ぎ 此祌 典に 火遠理 命に 塩椎 祌 の をし へ たま へ る； 1 にへ： た 

«往將有味御路乃乘其道往者如魚鱗所造之^^室其綿、逮見神之{52者也とぁるこの*御路とはこの次 

序の 神道 をい ふに て乘其 道と は卽 孝德紀 の隨祌 道と ある 同義なる へしお ほかた よこと あしこと. - 

なりい つる は 心身の 二念に 屬 せる ものに て その 本源 は 天地なる 事 まへ にい ふか ことし この 故によ 

こと も あしこと も 本源に かへ せ はた、 天地 尊卑に て その 尊卑た かひに 孤なら すして ともに たつ 、 

き 事な へ てに m 心 は 、 さる 道 はかって ある へ くもお ほえぬ ことなれと： P: の や U にした か へよ ふたつ よ 

からた つ へ き 道 は 必然た るか 故に その 心 をお も はせ て 味 御路と はとな へられけ るなる へしこと： 

た、 その 逬を往 者と もい はすして 乘其 造^ 者と ある はかなら す ：！： 近の W なる へけ ははり  1 たくし こ 


神道と い ふ 名 をい やしむ へ きこと に は あらさる へ ししかのみならす孝徳紀の^！：：注もかの皇子のは 

しめてお ほせ 出られた る にも あらさる へ きを やされ は 神と 神との あ ひつぎ 給 ふに はいと ふかき 理 

ある を 神 名に てお も はせ むか 爲 にた 、次の 字 をお きて その 理を ふくめられ たる もの 也此 故にす へ 

匚たゥ^！ま、 、こ .^,0- 、  く"、1.^、^..- / きき.=11 ぁる法師にこの事をかたりけるに大智度論の復次とぃふ事はしめ4 

てf^^の.；f.^は，^ カにもふカくひ-：-ひスる へ き 1f-.:=^ とけたり とて よろこ はれき かの 大論 はもと 一 千卷 ありけ る を 龍樹菩 

薩っ 、めて 百卷 にせられ つと そその 時に 上下の うちあ ひに てお も はるへ き理 ははぶ きて 1 段々々 のか しらに 復次 さ匸 こ 1^.^ 

の 字 をお かれつと おほしき 也い と はるかなる 國 なれと いとよく 似た る 事に てこ 、を 心え むた めに しるしお く 也 - 」 C  m 

の 字の 義をこ ， にと く へ けれと 髙御產 i 日 神 ありて 後より 此 次の 字 はお かれた る 物 なれ はけ 4!^ 社 

は 下 ありての もお く 物な りたと は、 子孫 ありての ち 先祖と いふ 名 も あるか ことしお ほよ そま つ  一 Ds-Di^n 虔， どと きて p\ 

もの をと かむ には此 心え 肝要な りすて にこ、 の 天地 初發之 時な ともの ちょり いへ る 物な り Z こひ ー15-ひスィ1ま*^-と つ ひ 

ちい ふへ し舰サ 髙御 產巢日 神神 代卷 には髙 皇產靈 尊と かきた ま へ り髙と はすな はち 髙天 原の 髙に 

てな へ ての 人の 天と おも へ る 所より 一 段 髙き天 をい ふ 此祌典 中 建と いふ も 加 介 音 通 ひて 同し 詞な 

りされは建にぉなしく低處ょりはをょひぃたりかたきさかひなるを髙とはぃ ふ也离葉^^中 へせ 2々 

にと よめる 詞 にても しる へ し 御 は 上の 御中の 御に 同し 產復日 は 自生す る をい ふ詞 なり 苔む す 草む 

すなと いひな ほむす こむすめな ともみな これな り 此詞の 心 をお も ふに 蒸 をむ すと いふに 同し 義な 

る へ き は 地中 蒸す 時 は 草 苔の 類お のっから 生す され はもと 蒸と いふ 心に て 自生の こと をお も はす 

る ，1 なる へし m は 十：： 事 記 傳に 11 曰 は 練 備荒 備 なと いふ 備にて 夫 流と い ふ 詞の夫 斑に かよ へ る を 
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せお：^ 燈七. t 三 段 神 世 七 代  一〇 六 

その- ？ b;:; を あはせ たる.^ とい へ りけ にし かも ある へ けれと むすと いは 、 備とも つ 、 くまし き： f の 

常 なれ は むすびと 熟した るが 本に てむ すと 州 ふる は その 備を はふけ るなる へ し 物时 ：^.^ ル ほ I 

桴， な伊緯 にかよ はして 用 を 休 nil る 事つ ねな りひ かる ひかり.^: a ふと 、 する，； - こらぶ，， ャ I むす ふなと いふ 

t た、 くいた、 きな とのた くひ みなこの 例なる を 思 ふ へ し ネな ヱと L  も？ ガ； 糸す る カナち り もな ほ 蒸， おして す 

お 心 t 讽 蒸す 時は必 物お のっから 生す るか 故に 蒸 を もて S 生 を さとす 詞 なる 事 m5 ふ へし 此神 名の^ 

はな ほ 神^ # 一：：： 神と ひとつ に 下にと くへ し 神 產< 逸：：： 神と は 神 はま へに い ふか ことしし かれと も か 

く 上に かう ふらせて 末に も へ 神屋栃 比資命 へ 神 活^ 迅神 なと いひ へ神倭扒波^^^.^命なとた 、 へ 

奉り 乂 へ 神： へ 神 夜 a 比と もい ひ 祝詞な とに は へ 神 問 へ 神？ _f なと さま/,、 みえたり かく 卜： にかう 

ふらせて いふ は 何の 神と 中す と はたか ひめ ありと おほし そのた かひめ は 下に：！： の 神と いふ 時 は 休 

となり 上に 祌 何とお く 時 は 用と なる へ したと は ， へ 人 へ 比 C 人と 川 ふる かこと し乂山 松と いは . - 

m に 生た る 松と いふ 也 松 山と いは 、松の 生た る. E とい ふけち め あるか 如き を ケ A へしされ はかく 

上に 神と ある は！： は 無形に まします か 故に 人！ m にあつ からぬ 妙 用 をい ふ 也 ほ を 床- m 

n は 上に いふに 同し 此神高 御產 I 一 H 神に なら ひ 給 ひて 同し 御名なる に 御の字 は- :5 御床- m 一  =： 神に の 

みた、 へ られ たり この 神に も かなら す 御と 巾す へ きこと なる になき は脫 たるに やとお ほ ゆれと {I 

長 か i5 られた る 諸 本に もな きょし をい ひお かれ おのれ W 仁り し 本な とに もみえ ね はもと よりな き 


にゃあ らんされ は 神 產". ^)= とうつ る 一 s= 便に おのっから 御の 音 こもる か 故に はふ かれた るに やと s 

長 か考 けに さも あるへ し 神代 卷 いまの 普通の 刻本に 一書 へ 次髙皇 產靈尊 次神產 inl#:i41 產靈此 云 

美武ほ と ありて かたはらに つけたる 假名に へ カン ミム スヒ と あり 此 傍訓 はたの もしから ぬ 力 こ- 

とく なれと 二 神 を あはせ て 此云美 武須毗 と ある は必 みの-音 はありし なる  へ くお ほしき 也 御中 主神 

より 御の. あれ は此 神に も必 御と いふ へ き 御た ま は ある へ き 事な りこの 末にいた りて へ 高木 神 者 

高御產應日神之別名とみぇなほこの髙木神天照大御神とぁひならばして^^平ぬ中瞬を言趣たまひし 

によりて 祝詞に 高木 神 を 神？ S 岐と 中し 木 天 照 大御神 を 神 《 契と 中す また 神產 神 を は此末 

こいたり て御祖 命と となへ らる 於，； 仪とは 母 をい ひて 父 をい はさる 名 也 木と いふ 稱は此 末に \ ^邪 

那.^ &邪那 美 /末 祁藝 沫那关 / 颠那 藝顿那 みとみ えて これ をお も ふに 岐美は 父姆の いさを をい 

、.、*,:  /  7  ft  ノ  jSp お 皮 美と？ ムこ あてられ たる も 父母の ことき を かしこみ ていふ 義 なる へし 力ら 國に. f  V おさ L 

ふ稱 ならん かとお ほし^^ 之ハ いへ S 父母と いふに は それと これ はたか ふ 所 あれと 相似 たれ はいふ 也 さ，.^ 

よ これら を あは *」 て リぃ ふに 髙木神 は 父の ことく 御 祖命は 母の ことく まします か 故なる へ し 父母と 

はもと子孫を生する本源なれはこ 、も物を^!-し、§ふ本源にますことをぉもはせたまへり 

こ.^ 」 つ ほかた 父 ほのう つくしみ いつれ をい つれと もい ふ へからね と 父 は 殿に 母 は 慈なる 事お 

Z へ  •  (；  t:  ) 

のつ ら のこと わり なれ はこの 一 一 神すな はち-その けちめ ありと しるき は 末にい いたりて 石" 片之件 
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古^記 燈七祌 三 段 神 世 七 代  一 ◦、 

の もろ/^ の 事^ 御產见 S 神の 御子 m 心 金： P: にお も はしめ 給 ひ， 代 卷に思 兼 肩^ か、 せ とさ ひ . . 

VI i  ,  ノーア I  /.?  {  VO  I  70 たまへ りこれ 字と み ゆ や f  ；!^ ひし J,?  く 

？ も W この m お金 神に m- はしめ たま ひ 又 天 若 H 子 か 雉 を 射たり し 矢 を^ 御床^ H 神と.，' 給 ひて 

その矢の穴ょり衝返したまひし其矢にぁたりて天若日子まがれるなとみぇ^^£」にべ，l^^wほ之本也と 

/ぶ /J^f  に 13 へ 此# 人に 川：^ 

000^^.^^ 神產 神 は 速 貌佐之 命の 大 Km 比资を 殺した まひし 時 その 神の 御 * に 

なれる くさ/^ をと り 給 ひて 種と なし 給 ふとみ え 又 大穴 牟 神の やけた る大 石に やかれた まひし 

時 KH^ 比資蛤 只比寶 をつ か はして 作り 活かしめ 給 ひし 事 あり これらの 事 を あはせ てお も ふこ,^ 水 

I  (尊 力) 

r 冲 は址， ネの 一 途に (gA がらむ とする をい やしめ 給 ふ 御 祖命は そのい やしき を 仲) ひた まふ 二 神 かく 次 

^し 給 ふ は地氣 もと U 升る を 一 途 とする 事 中段に へ 如 浮 脂と いひ 素 i 鬼 之 件に へ *f 先 をい ふこ L ひ】 バは 

A  ^ 由 J 又 

2 云お こ-^ 卑 位の もの、 常 なれと それに 任せて は降氣 いたる へき 所 ある ましき か 故に^ 木帅， ^虹 

命と 次序した まへ るな りと 知る へしお ほよ そよ の 中に あらゆる 物の その はしめ はこと くく 七， a, 

たまによ りて 生産せ すと いふ 事な しし かれは 大 かたに かけて ときたま へりと いへ とも". W にもい へ 

V 力 ことく  }£S 物 皆 有用な りと いへ ともこと/. ^く 人の ための 有用に て 天地に は あっかる 審 なし 人 

は そのし わさに よりて 天 祌地祗 の 通 塞に あっかる 物なる か 故に 此ニ神 はも はら 人と いふ 物の いで 

きそめ たる はしめ になして ときたま へるな りけ に はしめ は此 中段に み ゆる かこと く乂ハ リオの ごと 地 


中より や もえ あかり けんそれ はしらす これ また 天地 初發之 時と いふ こと をはづ さやして みる へ き 

^天地の 單發 上に いひし かこと く はじめは しかも ありつら めと しか ありけ ん かしらす たと ひしり 

たりと て 何 はかりの $1 か あらん それ もま こと は 人の 心身 尊卑の 渾發 をい ふに て渾を ひらきた らん 

人の いてきた らん 時 を は 之 時と いふに した かひて その 時 天地 間い また 一 物 もな き 時と みれ ははし 

(の) 

めて 尊卑の 中^と なる へ きひ 口人に 生した る これ 卽 この 二 神の 御む す ひに よちて わか 身の 卑性 か 

』  (虫食) 

の 浮 の ごときが その 中位た る へ き 心 を は 生す る よしを さとした ま へ るに て さる 心の はしめ て： tj- 

したる はよ の 中に 人と いふ 物の はじめて なり 出た るに ひとし けれ はなり これによ りて おも へ は 人 

とい ふ物大 かた 骨 f 卑の 中位た らん 事 職 常た る へしけ に 尊 位の 事を卑 位に 通し 卑位 のこと を 仲 一: 位に 

通して やみな はこれ に まさる 事 ある へ からす か 、らん 心 もた さらん 人 は 天神た ちの 御 心に は 人の 

やうに はお ほしめ さ 、るへ き 事 これにて 發 悟す へ し大 かたわ か祌 典の 御 をし へ 人の 心の 决定た > 

これにと、 まれり から 國 にて はくさ/.^ の敎 こちた きまて ある を 此神典 もとより 何 こと を も あら 

はに はい はぬ 事 わか 大御國 ふり なれと も言靈 のうちに すらな ほ 他事 は をし へ たま はすして た、 こ 

の 中位た らんこと をのみ か へ す と きさと した ま へ る その 簡易お も ふ へ し； g 易なら され は 人に 

わたる 事 ひろから ね はかく 筒 約に 敎を たれ 置 給 へれと かの 浮 脂の さが や ことなく てこの 二 神の 御 
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子と はなり かたき そかし  • 

此二柱 神 者 竝獨神 成 坐而隱 * 也 

、お トー を 初段と す！ H と は 三 神の 御た ま その 筋 同し きこと を さとし 給 へ るな りこの 初， g は 天地 ひ け 

ての 天の 方に おきて 高天原に なり ませる 神に まし/^ て その 御た まともに 中位 をた てて 天地のへ 孰 

を 通す る こと を かの 千里 鋭の ことくな し 給 はむか ためなりされ は 人 も 心身の ぎ沌を ひらき，  化の * 

iZ たる 言行 を かたく 用 ひぬ 物と なりたる その 心の 方 は卽 まことの 天と M しくなる.^ その ま V  J との 

大 とおな しく なれる 心の 方に て い へ はま へ の 三 神に く はしく とける かこと くも は，， T 巾 となる へ 

き 人 をう へ き 移 たる へし わか 言 行 を 川 ひすして よこと をな さむ 事た 、巾；！3^3人をぅるにぁる 

事な れは此 初段の 御敎は 中位の 人 をう へき 心 法な りと しる へし 獨神 成め 而と はこの 神 典に は 初 

中 下 ともに おなし さまに ある を 神代 卷に はこの 初 中 五神 を はぶきた まひて 1^ おお 

" へ于時 天地 之 中生 一 物 狀如萦 牙 便 化 爲神號 ^常 立 仲-次 W 狹秘 竹-次 お 仲ケ 几：：； 神夹乾 S3 獨化 

所 成此純 男と か  >  せた ま へ る は卽こ 、 にて は 下段の 獨神 なりし かれと も |g 神 純 ai^ 義は ひと つ に 

て 獨ゅ成 牛-とい ふこと を はかくから ふみ ふりに か、 せた まへ る 也され とこれ を はから ふみ ふりな 

りと い ふ 人 も あれと しからす してな ほこの 獨神 成お とい ふに かな へ り宣11:;^{もこれを，：：：：^,-|給ふ、.：3 


こと，； >  I にれ と」 。のっからと いふ へ きを ひとりと い へ る 事 ふるく はみ えぬ 事 也 これ はョ 代. T 一耶の 

を はり へ 上 件 自國之 常 立 神 以下 云々 と ある 所の 細 注に へ 上 二 柱 獨神各 云 一代 次 雙十神 谷 合 二 神 云 

一 代 也と ある を 見れ は獨 神と は 簾 神の 反に て 双 神と は 夬婦の 神 をい ひ獨 神と は鰥暴 をい ふなる 事 

明らかな り 夫婦の ことこの 五代 十 神 を はしめ として 一 部のう ちか そへ も あへ ぬ を 此种典 をは史 と. 

みるき は、 疑 も ある ましき 事 なれと 神 を 神と して は理 なき かこと しこれ ひとへ に 御 さとしの ため 

こて， C か. こ婦ま 夫に した かふ 事 意の 如き ものなる かゆ ゑに そこ をお も はせ むと て 也され に 獨# と 

は婦 なき 男 を もてさと しとした まへ る 也と 知へ し =ー& 神代 卷に へ 乾 道獨化 所以 成 純 男と ある こ、 ろ 

なりかく さとした まへ る 心 はお ほかた 婦 なき 男は婦 ほしく  ふが 常 情なり され は 末の 毛々 那贺之 

件に. 0 へ 夜 知せ £ 許 能魏微 能^ 許 登 波 夜 浙庥久 爾都麻 g お 岐迦泥 氏 登お 登お 斯故志 能 久迩々 佐 加 

志賣遠 阿理 登 岐加志 氏 久波志 K 遠 阿理 登 伎 許 志 &佑用 婆比尔 阿理 多々 斯用婆 比 弥ー阿 玴加用 婆 勢 

云々 とみえて そこに 三女 をい ひて しひて 婦を もとむ る 事の 全から さる よしをく はしく ときたまへ 

りさ I よ この 蜀 神と は ひに はよ こと をお も ほせと も 言行 を 仁の みたま はぬ を云垂 仁の^ 卷に 

へ 物言 如 E. いと あるか 如 l5k ひに やかて した かふ 物 は 言行 なれ は そこ をお も はせ たまへ る 也と しる 

S 食)  、 

、 ノ  -J  二よ 上下 条理た かへ るかと も 蜀.^ へ ふれよ， はよ 靈し^ ふまし き 斑なる にとの 心 也 隱，： ^と は 人に 

へし pm と は に 動く をい ふ 脚 結な-り ^.^n^r^f ^^(p ズ  3 

古事記 燈七神 三 段 神 世 七 代  ，  一一 一 


古事記 燈じ神 三 段 神 世 七 代  . 一 

てい は、 隱 遁： £! 命な とのこと く なれと しからす もとより 神に は 御身のお はし ま，， ひう ぷサ I 

はまして 隱し たま はむ ことわり もな き 事な りされ と 古 來諸說 神 典 一 部の 諸 神 はこと/ _ く皇御 M 

にます を 神と た、 へたる ものな りと 多く は 一 定 なりけ に 萬 葉 猿に 卷へ 大きみ は 神に しませ はと も 

また へ わ 力 大きみ の 神な から 神 さ ひせす とと もまた へた かてら す 日の 御子な とさ まぐ によ まれ 

紀中 にも あまた 皇御祖 と あれ は それやむ 事な き 事な りと はいへ ともよ、 の& はすな よち.、 つ 小： 

ちの 御 心 をつ かせた まひて おはします かゆ ゑに やかて 皇御祖 と は ゆすに てま ことのす めら 御.^ に 

あらさる 事 は その 證 かそへ あへ す 此事兩 ^弁に く はしく とける か 故に もらしつ ナ： 巾： ちをひに リ 

祖 とせ は隱身 もうた かひ ある ましき をい かなれ は 心から 石 をいた きて a に 入る そとい ふに この. „ - 

神 を は 皇御祖 として はこと わりし かるへ からぬ 事 あるか 故 也 そのよし く はしく 大^にい へる いこ 

とく 神武 天皇より 命との みとな へ 奉りて 神 と はた、 へ ら さりし よ： 人 忍 稗 ま 命.. 5 後す へて ケ，， はとな 

、 - 、r  f へられっれと上卷と屮卷ぃ^！：：？まは 

いと 異なる か 故に 中卷 のまし I  、  ：ォ： { 

め 神武 fs.- よ リ を：； ふ り皇徙 a たちに 劣らせた ま へ るか 故なる かこ とし子 マポは 先；^ こよ その： S ふ もお 

とり ゆく 事つ ねに は あれと もさ はかりの 帝に もお はし まし ことに 上卷の 終に も 御名 出たら むから 

は此帝 はかり にても 神と た、 へた ま はむ にあかぬ 事 は ある ましから すやこれ を はしめ として 神と 

は 皇御祖 たちのた、 へ 名 也と する 時 はな か/., なる 事と も 多 かれは 祌をは 神と し 人 を は 人と して 


かくはうた かふな りけ りされ はこれ らもな ほ髙天 原と い ふ 名と 同 法に て 人身 を さとしに 取て その 

神の 御た， ま をお も はせ 給へ るなる へし 隱 身と いふ 字 諸 書に もた えてみ えさる 事に て MISJIf 球 霧 

手 矣於靑 柴垣 打 成而隱 也と みえ 乂大 國、 H.; 神へ 僕 者 於 百 不足 八十 坰手 こ tfe 国 FS?tE こ 6ls^iIil>,n^rar^w?-N^fe? 1 

隱而 侍との りた まひし 事み ゆな ほそ こにい ふ を あはせ て 思 ふ へし f  ，  isdf  (  -2 眉ヲ lniA ほ， ず rTJifJ^ 一 

月 葛 城 山に 御 獵し給 ひし 時 一 言 主神と もに かりし 給 ひし 事 を かける 所に へ 或 說云時 神 与 天皇 相 競 

有 不遜 之 言 天皇 大瞋奉 移 土 依 神隨而 降神 身 已隱以 祝 代 之 云々 と あるの みなりされ とこれ はすて に 

御身 を 現した まひし こと を 書た れは隱 身と いふ もこと わりなる かこと く なれと これ とても 猶 記事 

に は あらて 倒語なる 事し るし S 械 一？ 語 され は 思 ふに 身と はまへ にいへ るか ことく 

言行の 用 を さしてい ふなり ま へ に 引ける 言 代 主神の へ 天 逆手 矣靑 柴垣 打 成而隱 也と ある も 大國主 

神の へ 於 百 不足 八十 W 手隱而 侍と ある もと もに 言行 を隱 した ま へる よしをい ふ 事 そこ を あはせ て 

おも ふへ しもと 此隱 身と いふ 事 かの へ 物言 如 思と 垂 仁の 御 卷に見 ゆる は 御子 品牟都 和氣命 へ 八 拳 

sfgp、、lu 配、 ffiy^is 事 は 言の 假字 にて 眞言と はまへの 天 之 御中、 王 神の 下にと ける かこと く 中位に しての 言 を 云 双方の た 

S  ^  ^  ^.^ 澄：^ ヌめ なれ は 眞とは い ふなり 登 波受と は 不 言の 心 なりこれ を は 成長 した ま ふ 迄 御 も の 仰ら れ さりし こと 

は 媳ま S 缺 ：o」t;t ふ：^;^:? れ gsit 文と ある 下 文な りおの か 思 ひ を やかて おのか 言行 もてなす 時 はい 

と 便よ き 事 なれ は 誰も それ かし かる へ からさる 事 を 弁 へ すし かれと もい さ 、 かも 私なる すち に は 

言行 をつ ゝ しむ 人 も あれと よことの すち に は 言行 をつ 、 しむ 人な したと ひい か はかりこ とわり H= 
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しくと も 思 ふか 如く 物い ひて 人心に 通 徹する 事な き はかの 千里 鏡に てお も ふ へ し此 故に 神武 紀に 

へ 以諷歌 倒語 掃蕩 妖氣 倒語 之 用始起 乎玆と ある 倒は卽 中位 まての 言 をい ふに て わか 的と する 人に 

は 言行た えて 道な き 事な りされ は獨 神と は 思 へ とも そ • の& 5 にした かふ 言行な きをい ひしから は必 

言行の した はしかる へ き 事なる に 言行 を は 跡な く隱 した まひて たは ふれに も W ひた ま は ぬ を獨神 

成 #ー 而隱 身と はとき たま へ るな りと しる へ しけに よこと に は 通 徹す ましき 理は よく わき ま へな か 

らお も はす 言行 を 用 ひらる、 なら ひなれ は 力 競 之 件に へ 其 建 御名 方 神 千 引 石- 擎手 末而來 一一 n 誰來我 

國而 忍々 如此 物言 然欲爲 力 競 云々 と はさと し 給へ る 也け りこの 故に もとこの 獨神 fa.:^ いひ もて ゆ 

け はた ひとす ちなる 詞 なれ はい つれに も あれ 1 方 をい ひて ありぬ へき 事 なれと 獨神 となりても 

なほ 身 はした はる 、なら ひなれ はかく はとき 給 ふ にても はら 御 をし へ のね もころ なるな りされ は 

神代 卷に へ 乾 道獨化 云々 とか /- せた まへ るも詞 はからぶ りなれ とこの 神 典に あはせ てお もへ はな 

ほその 義は 同し き 也し かれと も隱 身と いふ 事 かけた る はすこし 口 をし きこ 、ちせ りされ と へ：： だ 後 

5- 群 諾尊神 功 旣畢靈 運 當遷是 以搆幽 宮於淡 路之洲 寂然 長 隱者矣 と ある は卽 この 身の 義 なれ はこ 

> を もて へ とのこと なる へ し 

次 國稚如 浮 脂 而久羅 下 那洲多 陀用弊 琉之時 


； 3.- 眉稚 とま 所詮 は國 のい また かたまら さりし はしめ をい ふなり されと これ またい つ よりかく 國土 

ま A たまりたり けんその 始を しらね はな ほこれ も 渾沌 を ひらく 人の 意より 國稚 とはい ふなり はし 

めに 天地と あるから は 地との みある へきに こ を はしめ として 悉く 國 とのみ ありあ やしむ へ き 事 

也 かれ 思 ふに 地 も 人 住まぬ 地 は 天地の 妙 用 もいた つらなる か 上に ま へ にい ふか ことく 中位なくて 

は 叶 はさる 事なる か 故に 人の すめる 地と してい はむかた めに 地と はい はすして 天國 とのみ とき 給 

ふなる へ しされ は國 とい ふに はおの つ から そのうちに 人 ある 心なり と 心う へ し はしめ の 天地と い 

へ る はい また 渾發の はしめ なれ は國 とはい ふまし き理 なる か 故なる へ し迩々 藝 命の 御名 を へ天迩 

岐 志！： 迩岐志 天津 日髙 日子 番能还 々藝 命と 申す かこと く天國 とむ かへ 給 へ る 事つ ねな りされ と 末 

に 大年神 御子 之 件に へ大 土神 亦 名 土 之御祖 神と も ありて これら は 地の 義に てた、 へ 給 ふ 御名に て 

うつたへ に 都 知と いふ 事の なきに は あらす 又國 土な とも 先 言の 件に み ゆれ はかた，/ \» けちめ あ 

(虫 Aao  ク-ー イシ ツチ イシ ノ 

と 思 ふへ し 稚とは 神代 卷 一書に は へ 古 國稚地 稚之時 云々 と訓 せられたり 伊斯 とい ふ義ぃ 

かなる 心に か 解かた し 宣長は 和 可 久と訓 せられたり 天 若 日子と 此記に はかき たまへ る を 神代 卷に 

は 天稚彥 とか せ 給 へ るな と 例 もしる けれ は宣 長か訓 にした かふ へ し 此國稚 とい ふ 事前に もい へ 

るか 如く 人心 身 を 渾沌 すれ は 天地 もや かて 渾沌す るに 同し く 人稚き 時は國 もまた 稚 かる へ けれ は 
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これ また！； の はしめ をい ふに あらす 人 意 渾發の 上に て いふなり 此 すゑ 多賀之 牛に へ 故 各^. i^s. プ乙 

命 所 知 1?^ 之 中速 須佐之 男 命 不治 所 命 之 圃而八 拳 須至于 心 前啼^ 佐 知 伎 也 共 泣狀 者：：： P 山 如，.：： 出， v.^,:: 

河 海 悉泣乾 云々 また 神代 卷に へ 次 至 蛭 兒雖已 三 歳 脚 猶不立 云々 また 此 記の 中卷垂 t の御卷 に：：：^ 行 


天皇の 御 はらから 品牟 都和氣 命の 御 事 を へ是 御子 八 拳 鬚 至 于心前 眞事登 波 S 云々".」 ホ 許) ； 

(虫食 、まこと)  カゝ 七， v/iA ヘス。； 7:-, 

たま 5^ 成畏 • 人の こ 一.^^ 一ら sJi 云；^ S, これらみ な稚 きかたち をい ふに て卽垂 仁の 御卷の そこの 下 文に 

へ 物言 如 m 、ム < 小 而勿言 事 云々 ともみえ て 稚の義 をし る へ き 所々 なり かれ m 心 ふに ：3 前 こ 、 たるよ 

成-おの 人の かたちな るに 啼 伊佐 知 伎と も眞事 登波受 ともい ひ蛭兒 は三歲 なれと も脚不 立と いふ^ 

(氏) 

ともに 力の 物言 如 と ある 力 ことく 昇氣 のみ 一 途を稚 しとい ふなる へ し 地 a は 人に： ：！： しからね と 

も 人の 利き を もて 國の稚 きを もしる へ しされ は 函稚と は 所： は 天と ひらけて いかに I ふる へ しと も 

しられぬほとを云也^^?|5:|」^ぉむ^;た人のぅへにぃは、ゎか言行を無川の物としてその落成しられ 

さる ほとの 心なり と 知へ し 如 浮 脂と は 祌代卷 に は へ 開闢 之 初洲壤 浮漂 譬狭 游负之 I； び 水に 也と みえ 

同一 書に は へ古國 稚地稚 之時譬 猶浮膏 とも また へ 天地 未 生 之 時譬猶 海上 浮： ま 無所极 係ぎ」 I 、ほに-おと 

もまた へ 又 有 物 若 浮 膏生於 空中と もみえ たり 脂と はなに の あ ふらに も ある へ しあ ふらの 水に うか 

力る にたと へ たる は あ ふら は 水の 中に おとせと もま しらすして gf ふ ものに て 火 をつ く 1 よに こ レ 


： かひて たちまち 立の ほる 性な りされ は 水に はし たかはす 火に はした がふ 事 昇る を 好み 降る を こ 

のま さる 大 かた 地の 性なる こと を さとし 給 へ る 也 はば？ S 曰』： -l^s 雅 W すす へ て 卑しき 物 は 卑しから 

むこと をい とひ 尊から む ことをこのむ 事 この 地の 性 を あやかれ るか 故なる へ し 末にい 仁り て 素 鬼 

之： i "に蔸 をい ふ は菀は 前脚み じかく 後脚 長き か 故に 山 をく たる こと を 難く しの ほる 事 を 易く する 

を もてさと しとし 給 ふすな はち この 浮 脂 をい ひかへ たまへ る 也く はしく は そこ をみ てこ、 を もお 

も ふ へ し大 かた 上 坐に すゑら るれ は よろこ はしく 下 坐に おか るれ はたの しま さる これ 人身 この 浮 

匕 S の ±1 をう けたる かゆ ゑな り 初段に く はしく とける かこと く 國の性 かく 浮 脂の ことくた、 ひた ふ 

るに 再ら むこと を 欲する ものに て それに まかす る 時 はさ はかり 生 產の妙 用 ありな から 無益の もの 

となりぬ へき か 故に 御產應 日の 二 神 まつこの 浮 脂に むかひて 神 わさ は ほと こし 給 ふなり けり まつ 

この 浮 脂に むかひた まひて 抑揚し 給 ふ 事 をお も ふに 此氣 地上に の ほれ はし はらく は 盛 なれと もつ 

ひこ、 求く 保つ へ からす 火の あぶらつ きて 消る かこと し 此氣を 地中に もた すれ は卽生 產の氣 となる 

か 故なる へしに^ 抓 は たな ほ 神 避 之 件 を あはせ て 心う へ し而 とい ふ 字 は 浮 脂の ことき 

*i なる にの ほる 事 をえ すして た、 よふ 事 を さとし 給 へ る 也 これ も はら 初段の いさを、 ろせ 給 ふ 也 

久羅 下は國 のかた まらて 海に た、 よふ かたち を 表した まへ る 也 海月 を とられた る はた、 海に た > 
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よふ 物なる か 故にて 別に 意 も ある ましき 事な から g おも ふに 末に へ 於 比 良 夫 只 其 手见； ：！ 公.. P 一ぶ々 

と ある をお も ひよ すれ はもと 昇る こと を 一 途 としたれ とも 初段 三 神の 御 たまによ りての ほり もえ 

すまた 卑し くもなり はてえ さる は 平なる かゆ ゑに た ひらなる 海月 をし もとられ たるに やと」" i し 

きなり 那洲と は 如と いふに 同し けれと けちめ あるへ し 如と は その物 を 主として いひ 那洲と はわ か 

用 を 主にして いふかたい へ り 件に へ 於 湯 津爪櫛 取 成 其 帝： 女而 云々 なと いふ 成 は 脚^に まあら ねとき にリ -i?".;:- 

^  一力 ナカ 〈 しこれ を もて 思 ふへ しすへ て 裝と脚 結との かよへ る は J い 縛 t 組 ir^ の 謝 多し し、 §535 

^fs き；， へ； ジ いされ は 見なし 聞な しい ひなす ほとの 心なり としる へし 多它川 弊 とよ. „r で； て かよ 

たこな たして 係りよ る 方な きを 云 ま へに いふか ことく 產巢 B の 二 神 をう けて かの ^i:^ のこと き^ 

氣の 地中に おさ へ られ かつ 揚ら る、 によりて 猶豫 不定なる さま を さとし；^ ぬ へ る，： £1 されよ^ や 3=： 力 

ことき 地叛 のた 、 よふに てこれ 生産の 本源なる をい ふ 也と 心う へ し淤能 呂ぉ之 牛に へ， リ-リ * 

是多陀 用 弊 流 之 國賜天 沼 矛 而言依 賜 也と みえ その 下 文 も はら 交接して 子 を 生す る 事 をと き 給へ り 

こ、 はもと 地に むかひての 初段 をと きその 初段 をう けたる 地氣 をと かれた る なれと これ 人と い ふ 

もの、 なりい つるはしめ を ときたま へる なれ はまへ にい ふか 如く 父母 あやかりて 子 をう む を m 心 は 

せた まへ る 書法に て 淤能甚 呂嶋の 件に ひとつ 筋な りかれ こ、 に へ 如 浮 脂 而久羅 下那洲 多陀川 * 琉 

とは卽 母の 情 をと きた まへ る 心 也と みるへ し 父 沼 矛 を もて かくほと 母の 情た、 よふ ¥ こ ， のかた 

」 


ちに ひとし 生產の はしめ おも ひ あはす へき 也 この 浮 脂久羅 下の ニ喻 もと 今い ふか ことく 二す ちな 

る を 神代 卷 にある ひ は 一 喩 なる に まと ひて 一す ちに ニ喩を 取りた まへ るか ことく  m 心 ふ 人 も あるへ 

けれと キ代卷 にも 遊 魚 浮 雲な と 一 一 喻 なる も あり 此神 典に は而と い ふ 字 を はさみた ま へ れは ニ喩ー 一 

すち なる 事 あ る S? 之 時と sf うは 5 時の 地の 方の f いふ 也 これ また 天地 

初發の 下にい へる かこと く 人 ありて 天地 を ひらきた らん その 地の 方の 心 をお も はせんと て 初段の 

ち 之 時と は 書た まへ る 也 

如 葷牙因 萠騰之 物 而成神 名 宇 麻 志 阿 浙訶備 比 古遲神 

國稚の 上なる 次の 字 はこ/. まてに か、 れ りと 心う へし 如 葦 牙と は 葦 牙 は 葦の 芽 をい ふ 名な り もと 

これ をし もとり 出た まへ る は國稚 くして いまた 堡土 のこと くなる 所より 生す る 物 をい ふへ きか 故 

こ とられた るな り 末にいた りて へ葦舷 なと いひ また わか 御國の 大名 をは豊 葦原 之 千秋 長 五 百 秋 之 

水徳國 ととな へられた る もみな こ、 の 葦 牙 をう けて 葷の字 もてお も はせられ たる もの 也 これ は此 

葷 にか きらす 神 典 中 ことくく 同字 一 律なる 事く はしく 大旨 にの へ おける かこと しかく 如と も 之 

物と も か、 せた まへ るに てま ことの 輩 牙の 上に あらさる 事 はしる けれと もしから は 之 物と さし 給 

へる はなに 物 そと も ひたつ ねたる 人古來 なかり しはい かに 今更い ふ もさら なれと もこ、 にかく 
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ある はたと へに てま ことに 葦 牙の 萌騰 ると いふに あらす され は 如と も 又 之 物と も か、 せた まへ る 

なり 神代 卷には へ 天地 之 中生 一 物 狀如葦 牙 便 化 神 號國常 立 尊と みえお なし 一 書に は へ 天地 初 M 一 

物 在 於 虚中狀 貌難言 其 中 有 化生 之 神 号 國常立 尊 亦 曰國立 尊と もまた へ 于時國 中生 物狀 如お 牙 之^ 

出 也 因此有 化生 之 神 号 可 美 葦 牙彦舅 尊と もまた へ 天地 混成 之 時始有 神人 焉号可 美^ 牙彥， ：5.|:+ とも 

また へ 天地 未 生 之 時譬猶 海上 浮 雪 無 所 根 係 其 中生 一物 如 葦 牙 之 初生 堡中也 便化爲 人，」 力 ^常 立せ と 

もまた へ 天地 初 判 有 物 若 葦 牙 生 於 空中 因 此化神 号 天 常 立 尊 次 可 美 葦牙彥 みとも 又 へ 有 物 ^wg-::;:: 

in 方 、空中 因. ±- 化 剥 號國常 立 尊と も 見えたり まつ その 時 をい ふに は 或は 天地 ひらけての 後 あり.^ よ 

天地 混成 之 時と も あり f«^5^ls 仏き いその 處を いふに も 或は 虛中 あるひ は M 中 或は， ざ-中な と あ 

りて 一 定 ならす 狀を いふに もい さ、 かの 異同 あれと もまつ 如 葦 牙と いふた とへ 一 定な るかう ちに 

^.Ks 奠言と ある は 見所 ある こ、 ちす その 故 はもと この もえ あかる 物の かたちい かにと も 形.， >  ) か 

たき かま ことにて しひて 比すれ は 葦 牙の 如しと いふ 心なる へ けれ は 也され はい は、^ 牙の 《 膨か 

女し と C  , とも もと その 狀貌 いふ へから さる 物 をい ふとみ ゆる かう へ に その 處も 中 A た 中！： 屮な 

と あれ は萠騰 ると は あれと もこれ もた、 形容して いふに てま こと 濯より いつる 物 をい ふに は あら 

すと みえたり これ 何物な らんた つねし らん 事い と 難き わさな りし かれと も これらの 》 ともを 大 1 


(はしめ 力) 

する にこの 如 葦 芽と いふ 物 は 人なる へく おほしき 也 人のう まる 一  ：ー  母胎の 内に て その 身の 出 

(け)  (虫食) 

來る時 □ に いかなる 狀 ともしり かた かるへ けれと 母胎に 自生す る は 1?」 は！ ぉ塑 中より 葉 

(虫食)  (中) 

芽の もえ あかる かこと く なれ はいふなる へし 虛ロ 空中 は 天の ことに あらす 空虚の 中 をい ふに て卽 

(虫食) 

天地 間な り國 中と い へ る も かく 人な りと する 時 は諸傳 にかな ふ へ き 也. ま へ に 引た る 神代 卷 一 害の 

中に へ始有 神ん とも 又 へ 便化爲 人と も か、 れ たる はさる 故に やとお ほし さて 此 物に 因、 りて 成ます 

と は 天地 初發の 下にい へ るか 如く 人の 身 は 地な り 心 は 天な り 男女 まし はりて 孕む 時 ふと 子宮に 出 

來る 身に すな はち 舍る はや かて 天神に してし か 人身に 舍り給 ふさ ま を 因と はか、 せた まへ るな り 

この 因の 字から ふみを もてい は、 如の 字の 上に ある へ き 文意な りと 心う へ しされと も わか 御 國文は ^3 と 、 > ±-v-fr  -  ^  3 

から 文字 を かられ たるまて にて た、 よみやす からん やうに のみ か、 れ たる なれ は ひかむ ましき 也 -r.^,^  J 与 (JyJf'E 

りたらん からに は 天神に は ある ましき かこと く なれと なほ 天神なる よしをみ せられた るな り 成 神 

つ、 1 / こ、 こ 司ノ 此成 神の 二字 初段の 三 神の はしめ さて この 中段 二 神の はしめ 又 下段 二 神の はしめ 又 五代 十 神の 

b ぐ.^ >v< ま Z し 》^  j し llii し ましめ にある よその 神た ち 或は 三 はし ある は 二 はし ロな とおの，， （\ 御た ぐ ひの わき ある を しら 

(虫食) 

； ^s^ttl 宇 麻 志と は 神代 卷には 可 美と 窨 たま へれと もと 此詞は 美味 をい ふより 他の 事に も 形容に 

用 ふるなる へし 末に へ 味御路 とも 又 へ 阿 遲組髙 日子 根 神の 阿 遲鈕も 味し き 心なる を 思 ふへ しその 

あちは ひい ふ へ からさる をい ふ詞 なりよき 人 を眞， 人 宇 麻 人と もた ふる 事此神 名な とより おこれ 

rrp  、  ノ 曰本紀 にうま 人と いふに 君子な とか、 せた ま へれと からく に、 て s^f; 子と いふに はすこした かふ 所 つ，；：， コ！；： 乂り 

るなる へ rj あり そのた かふと は ひろき とせ はき 也く はしく は祌典 1 部 をみ わたして その 同し からぬ を 知へ し ，w 力に IH^ ひ 
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(すへ て) 

欲 す る に そ の 食 味の よく か な ふ をい ふより. □  □  □ 双 方 のう 丄 り あ ひの いふへ か ら さる^ は ひ を は い 

(虫食) 

ふ 也 阿 斯訶備 と はすな は ちま 牙 を い ふ に て そ の 葦 牙の ことき 物に 因り 給 ふか 故に 御名と せ -し れ 

(古) 

たるな b 比 opss と は 绅代卷 に とか、 せた まへ る 勇の 字 はいたくな つみて はみ る へ からす 此末 

(虫食) 

に 大^ 主神の 嫡后 須勢理 賣 命いた く嫉 まし、 時に へ日子遲神和備^^云々 と ありまた その 奥に 火 

遠现命 を も へ 其 比 古 遲苍歌 曰 云々 とも ある を 思 ふに 比古遲 とは夬 をい ふ 名と みえたり この 神 を 比 

古 通 神と とな へられた る は 身の 方 を 妹と して 身と 配偶し 給 ふか ゆ ゑな りかくい ふ 故 は 先 一 S 之 件に 

\ 於 是問其 妹 邪 那美命 曰 汝身者 如何 成 答 曰 吾 身 者 成々 不 成合處 一 處在尔 邪那岐 命お-我， な.^ 成 

々而 成餘處 一 處在故 以此吾 身 成 餘處剌 塞汝身 不成合 處而爲 生成 国土 奈何 伊邪那美 命芥 H 然蕃 云々 

(虫食、 る 、 力) 

これ 心.^ のこと をと かせた ま へ る もの なれ は 也 Sf? は S せ 力；： S 叨 お され は sis 備比 

古遽 神と は 葦 牙を婦 として その 失の 神な りとの 心 也此神 名の 義を つかねて 亇 A に 天神 御， 化 を かく 

し 給 ひて 言行お はし まさぬ におの か 言行と し 給 ふ へ き. ％ を えて それに やとり 給 ふその わか 一；：" 行に 

あらす してや かて わか 言行と なる あちは ひ を はたた へ たま へ るな りされ はま へ にい へ るか 如く 人 

はおの かお も ひ を はおの か 言行と す へ きものに は あらす おのか 霄行 はた 、双方の W を 通 はすた め 

の 物な りと さとりて ゆめ/^ 中位 をう しな ふまし き 事 也 もし 中位 をう しな は  >  天 つ；!： の 御 心 に は 


そむく へし かしわ か 大御國 の 御て ふり 他 域に たか へ る 事 も はらこ、 にあり 大 かたお のか 言行 なれ 

まゃ，；；て」^-のか^3をかくれはぃと便ょき事なるをそのひか心ぇをぁはれみ給ひてかく御をし へ の 

ny  ；  ,  , ^クフ 1 、 ノ 上に 夫婦の 事 をい ふ を この 神の 御 たまにて おも ひ あはす へしされ と 此神は 

ね もころ なる 御う つ くしみ を あふく へ -^Ig 神 l2 まします か 故にうた かふ 人 も あるへ けれと これ は 中位の 人のう へ を 

、 ふに て 'に は あっから す  . 

おも ひまと ふ. yV5 し き.^ なり 

次 天 之 常 立 神 

天 之 はま へに いへ るか ことく 園 之と いふに わか たれた る ものな り 常 立 は 字の ことく 常に 立ます 心 

なりと せ來 いひ 來れ、 と 神代 卷 一 書に へ 其 中自有 化生 之 神 號國常 立 尊 亦 曰 國底立 尊と あるに より 

て 常 立 は 底 立と いふが 本に て 登 古と かよ ひ 又 同書に へ 次 國狹槌 尊 亦 曰 國狹立 立 尊と あれ は 立は槌 

のかよ へ るに て 常 立 は 底槌の 心ならん と宣 長い はれたり けに 何津 知と. ra 'す 神 名い と 多 かれはし か 

にも ある へしこれ にした かひて いは、 底 はもと 曾 伎 古の つ まれるな り 曾 伎と は 放の 義 にて 萬 葉 

此 j の 曾え 野リ曾 集に この 字 を 曾 伎と も佐氣 とも 訓 せられたり 同 ま H に へ 山 乃 曾 伎 野 乃 曾 伎な ともい へ 

伐と は 山 は 高く 野 り 後せ よ 古と たにい / は 海底 水底な との 類に のみい へ とかみつ よに て はた 、こ、 

は 低 けれ は卽こ の 

天 S 曾 伎 國の曾 伎 もとより 放た る 所 を は 皆い へり その 例い と 多し され はこれ も 曾 伎せ の 心に みる へ し 

を t こ 力- ナ…  也 こ、 かしこ は 此處 彼處 の 心 なり そ の 外 ありかす み か 雲の ま 塗.^ だ. K 一. 5^ 七 ^  ^ 

るへ くお ほ ゆ ^,4; な！ かよ § せ 又い つく W つ こなと いふ もみな 處の 字の 心な， - tf^^-^^^^df 
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古事記 燈七神 三 段 神 世 七 代  ニー 四 

土神な との 律に 同し く 時津風 天津 風な とい ふか ことき 脚 結な り その 方に 著た る を さとす J1 なり 知 

は 母 知と いふ 詞の上 なりと 眞 淵ぬ しか 說 にて 宣長 もこれ に 同し けに へ 因 河 海 持別而 へ 因 山 4-:5： 

(か) 

65- 面な ともい ひ 又 へ久比 奢母智 神な ともみえ また 大穴 牟遲神 を へ 大名 持 神と □ かれた る もみ ゆれ 

(虫食) 

は 持の 上 にも ある へしし かれと もこの 久比 奢母智 大名 持な と は 久比奢 も 名 も その Ei! に とはい 

はてた ヾ ちに 母 知 ：！ とい ふこれ 母智 とい は、 やかて 持 別 給 ふ 心と なる か 故なる へ しもと ^知；： とい ふ 

詞を おも ふに 何津 持と はいふ へ き詞 にあら すまして これらの 例 も あれ はかの 說 うけ かたし かれお 

も ふに  まろが ちと ある 知の 心に てすな はち 比 古 遲の遲 も 同し かる へ し 父 を 知々 とい ふ 知 

また 烏 K なと いひて その 恩の 廣大 なる をた、 へて いふ 称なる へし 神代 卷に へ於是 共生 n 神號大 = 

霎贵 軟 则謹觀 城 まほ ， と ある この 武赞は 親 知の はふ かりたる 称なる へ けれ は ^•■s ば M 這 これ 

らを もお も ひ あはす へ し此 曾伎處 とはいつ かた をい ふそと いふに 天より 中間に 人 を- g て その 人よ 

り 地 まての 間 を さすなる へ し 天と 人との 問 は現當 なり 人 を 隔ての かなた は放處 なれ はかく はいふ 

也され は 人身に よりて 天の 意 を 地に 達した まふ これ を は 天 之^ 立 神と は 巾すな りす へ て此 より 彼 

に 達する は 中間に 物 ありて 此ょり は その 中位 まていたり 彼に は その 中位より 達する にあら され は 

£ 食) 

，此の It  11 に 彼に 通 徹する 事 ある へ からさる 事 ま へに いへ る 千 sl!^ のこと わりお も ふ へし ま 


へ にもい へ るか ことく 人の 言行 はお ほかた わか 思の ために は あらす かく 中位に ての 言行と いふ 事 

わする ましき 事. 5^ 上の 比 古遲神 はわれに 言行な きに わか 言行に まされる 言行 ある こと を さとし 給 

ふこて 比 天 之^ 立神ュ その 中位と なりての 言行の やう を さとした ま へ るな りと しる へ し 中位の 人 

S3 を 言行と する 時 はかなた よりみき く 所 その あちは ひかきり なきもの なり 此 意味と きつく す 

へ からす 人事に せちな らん 人 はこの 二 神の 御 をし へ もや かて さとらる へ き 也され は 上の 五神の 御 

、い をつ きて 此 神道に し たかはむ 人 は 中位の 人 をえ む 事 急務に して その 中位の 人 をえ む 心 法 はも は 

ら 初段 三 神たり としる へ しその 要 をい は、 かく 中位と なる へ き 人 はわれに 屬 したらん 人 は 用 ふ へ 

からす そのし るし ある へ からすた、 わか 的と する 方より 葦 牙の ことく もえ あからん を は 中位と は 

たつへ しとの 心なり けにい か はかり 中位と す へ き 人から たりと も わか 方より たてた らん 中位 は 天 

之？ ぽ立神 もしる しなき 事 今め のま へ にも このためし 多き 事 也し かれと も かなた よりもえ あかれる 

葦 牙の 如き 物 を はわ か 言行と せむ 事い ともく かたき わさに て に；^":: §""55 動 つ こ、 に 

おいて ふかく 心 は 用 ふ へ き 事なる 也く はしく は 末の 件々 をみ てし る へし か へ す/^ 此 中位 をた て 

、その 中位の 言行 を かる 妙法 百 萬 億兆の 人の 平等なる へ き 事 これにし く 事 ある ましき 也 此末五 百 

引 之 件に へ 內者富 良々々 外者須 夫々々 と ある 內外は 神代 卷に へ 顯露事 へ幽 事と いふに 同し く此內 
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古事記 燈七神 三 段 祌世七 代  一 二 六 

と は 中位より こなた をい ひ；， i ゆ 隅 外と は 中位より かなた をい ふ S 這た と は /1 女の すき かけ は あら は 

なる より 心に くき かこと く 中位より こなたの 幽事 かなたの 顯露 事のう ちょり 透く 所： な * 森々 たる 

へ し 夫婦の さとし ま へ にく はしく い へ るか ことく 思に 言行の した かふ をい ふかな かに 五倫のう ち 

央婦 は！ 事 あるか ゆ ゑに て卽 この 內外 幽顯 のさ ま を 思 はせ たま へ る 也 常 立 神の 妙 川な ほこ 、ろみ 

て さとるへ し 

此ニ柱 神 亦 獨神成 坐 而隱身 也 

亦と は 初段の 三 神に 同し とい ふ 也され は 獨神隱 身の 義 もまた 同し とい へ とも 此 中段 は 天神な から 

人身に よりた まふ 神に ませ は 人事のう へ となりた るか ゆ ゑに 獨神隱 身 も ひとき は 切なる を ぷ へ 

しこ、 を もて 天神 は 人 をして いはせ ふるま はせ 給 ふよし を さとし 給 へ る 心なる 事 明らかなら す や 

此 故に 人の 下位に むかひて ほと こす 言行 はた 、上位の 人の 意を傳 ふるより 外 は ある へ か.，， >す その 

言行み な 中位より い つ るか 故に 天地 はたか ひに 直にした しむと いふ 華な しつ ねに 獨 神に ましく 

てし かも 御身 を かくし 給 ふ はみ つ から 言行 を ほと こさむ よりも 中位の 人の 言行 を 川 ふ る はま へ に 

(虫き 

いひし 力 ことく 地に 通 徹す へ きか ゆ ゑ 也され はいか はかり やむ ことなく □□ ありと もさし むかひ 

て 言行 を ほと こす へ き 事に あらす みな 中位より かなたに て 言行 は ある へ き 事なる を わき ま へ すし 


て 直言す る 事い と を さなし ともを さなき わさなら す や 

上 件 五 柱 神 者 別. 天神 

かく この 常 立の 二 神の 間 を かきり たまへ る はふ かき 理 ある 事 也き は S き な！^?; はお？ まま 

(虫食、 ま. > 

■ 颇ま赠 なと， 職ぼ^ 胁卡 そ その ゆるさ， ま へに もい へ るか ことく 上の 天 之 常 立 神 は 人 天意 を 地に 通す る 

こと をつ かさと り 給 ふ 神に て その 以上の 四 神 ことくく この 神の ためにな、 り ませるな りされ はこ 

の 初 中段の 五； pi はと もに 天より 地に むかひての 神 わさ なれ は 人事に おきても 上位より 下位に む.^ < 

ひての 心；？ k 也 こ 、を もて 別 天神と は 注した ま へ る也此 下の 諸； t も 地 新に はまし ませと も猶 よこと 

の 方 は 天に ひとしき かゆ ゑに そこに わかた むと て 別の 字 はお かれ 此常立 二 神の 間 をし も わかちて 

段落 をみ せた まへ る 也 神代 卷には 初 中段 五舯を はふき て 下段 國之常 立 神 を 第 一 位と した まへ る も 

もと 此神典 天子の 御った へ にて 以上 五神 は 族 人の 無益な りと おほして よに ひろくな した ま へ る 時 

に はふ かれた るに やまた はこの 初 中段 を は ひめた ま へ る にゃあらん されと 族 人 とても ほと に 

つけて かなら す 上位 ある こと はたか ふ 事 ある ましけ れは猶 あらんに しく へ からす 此記は 天武天 

皇 まて 御代く 誦しった へさせ 給へ るよ し 序にみ ゆれ は 返々 正しき 事 思 ふ へ し 

次 成 神 名 國之常 立 神 

古事記燈七神三^：：^神世七代  ， 1 二 七 


古事記 燈ヒ祌 三 段 祌世七 代  一 一一 V 

これより を 下段と す 次の 字の 心 はまた 下にい ふ へし 成 神 名の 三 字 はま へ にい ふに 同し 之と よ 天 

之と いふに むかへ たるな り 常 立の 二字 も 亦 上に 同し 此神 所詮 はまへの 天 之 常 立 神と 同 神に して 天 

の 方と S の 方と に 御た ま を わかちた まへ るな りかくい ふ 所謂 は 神代 卷には へ 天地 之 中生 一 物狀如 

葦 牙 便 化 爲神號 國常立 尊と ありて 葦 牙の ことき 物 を は 直に 此神 とし 給へ り 一 寄に も, y;^ ありさ 1 

(虫食) 

は此 記に は その 葦 牙の 如き 物に 因り 一：：：： 一 を は 宇 麻 志 阿 斯訶備 比古遲 神と 申し さて 天 之 常 立 ：1:m 

之 常 立 神と 次第した まへ る也葷 牙の 如き 物と は 尊卑に か、 はらす すへ て.^ よ 中位と たて、 、ふこ 

て その 用の 尊卑に つく を わけて 天 之 常 立 國之常 立と わけて 次序した まへ るなる へしと は^. i ^さに 

薰 牙の ことき 物 を やかて 國常立 尊と した ま へ るに 明らかなる 也され は；^ 下 gj- のま しめこ も.：；' の 

如く 次 如 牽牙因 萠騰之 物 而成神 名 宇 麻 志 阿 斯訶備 比古遲 神と ありて 次に 此神 をお かるへ き 事 なれ 

と 上に ゆつ りたる 書法な りし かの みならす 天之國 之と わけた るの みに て 同し 御名 をた 、 へ たま へ 

るに かなら す 比 古 遲神を ふたつ にわりた る 物 也と は 明らか ならす やされ はこの 神の 御た ま は 上の 

天 之 常 立 神に 反して 地 意 を もて 天に 通し 給 ふ 御た ま 也 その 人より 天 まての 間 は 地より は 人 を-おに 

ソキ 

る放處 なるな りす へ ての 心得 上の 天 之 常 立 神の 下にい へ るか ことし 此國之 常 立 帅天之 御い 卞. li よ 

(して 力)  - . 

り 次序 §s なり ませれ は 第 六 位の 神に はまし ませと も s^^s^^ しかれと も此下 K にお 


きて あやしむ へき 事 あり その 故は此 下段の 國之常 立 神 豊！. -A 野 獨神隱 身と ある を もて みれ は 此ニ神 

は 上に 屬 しまた 五代 十 神の を はりに へ 上 件 自國之 常 立 神 以下 伊邪那美 神 以前： a 稱 神世ヒ 代と ある 

を もてみ よ： y 1  一；^ は 下に 屬 せられたり しかる 時 は 上 にも 屬し 下に も屬 する こと を さとれとの 書 

法なる 事 明らかな り辦き ^ はは ひきは 舒 こ、 を もてお も ふに 下段の 二 神 は 上の 五神の 

尾に して 下の 五代 十 神の 首な-^  觀？ き § きお 51 ぱぜ， sll^i^tt^ 

の そき. て 上 五 ましら を は 初 中^ 五神と も 別 天神と もい はせ たりお なしく の そき て 下 十 神 を は 五代 十 神と いふ この 名 も 亦 j わ こ r.- 

たくしな. si リ そこの 細 注の 心 をえ ていふ 也 これ 學ふ 人の 心えん にたより よからん かために わたくしの 名 を もい はする 也 

ひとへ にこの 下 gl^ の 一 ー种は 上下の 眼目た る 事 を さとした ま へ るな りと しる へしこ、 を 眼： ：11 とする 

ゆ ゑは大 かたわ か 御敎の 要訣な り もと 天地 具 降の 二 S いつれ を はしめ とする そとい ふに 東方 „*氣 

を 先と し 西方 降氣を 後と する 事 Rr 出 を 朝と し 日沒を 夕と する に 明らか 也し かるに その 昇氣は 地よ 

り 昇る 也 降氣は 天より 降る 也 もと 天 は 尊く 地 は 卑し けれ は 西方 降 氣の方 を こそ 朝と はす へ きに 東 

方 ほ 升氣を 朝と する ふかき 理 ある 事に て 几 情と たか へ る 所 也 その 證は 伊邪那美 命 火 神 を 生まして 神 

避 まし 時 多 具 理！！ ^尿の 神 をう み 給 ひ 次 和 久產巢 日 神 をう み 給 ひその 神の 御子 を豊 宇氣 5S 賣神と 

あり 此神は 今 伊勢の 山 田 原に ます 外宮の 大神 なり 倭 姬命世 記に 天 照 大御神 雄 天皇に へ 朝夕 乃 

大御饌 宅 安久 不聞 食との りた まひし か は 驚 悟りた まひ て 丹 波 国 吉佐宮 より 此神 をむ か へ 奉りて 今 
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古事記 燈七神 三 段 神 世 七 代  一三 〇 

つお ョ こうつ ノま つら i ビ： ま- ン t こ り此驚.：^とは今ぃふかことく通情には天は尊く地は卑しとのみ心 

の. d 田：^」 う つ しま V らゼナ まりしよ しるえ ナ りえ □□ は あやまりなる 事 をお とろき さとらせた まひし を. -ム なり 

(虫食、 たる) 

此神 吉佐宮 にお はし まし、 は崇神 天皇の 御 時 は しめて 倭の 笠链 ：3 に まつらせ 給 ひそれ より 丹 波の 吉佐宫 にう つ した まひ また それ 

より 倭の 豆 加 志 本の 宮に うつさせた まひし その 時 天 照 大御神 はかり をう つし たてまつられて 此神は 吉佐宮 にの こし 奉られ I な 

おい れ； is.f ば 宇 氣とは 食 をい ふ大 かた 食 は 人の くら ひていの ちいくへ き 物に てこれ を 生す る 

事 も はら 地の 妙 用すな はち 豊宇氣 賣 神の 御た まなるな り此神 典に は大せ 一都 比 齊 神 を 祌代卷 に は 

保 食 神と 申す 異名 同 神に ますこの 保 食 神 を は月讀 尊の ころした まひし 

その 神の 御身に くさ，/ \ 'の 物 なれり 此神 典に は へ 神產應 日御祖 命令 取玆成 種と はかりみ ゆ 神代 卷 

一 ま n に はいとく はしくて へ 天照大神 喜 之 曰 是物者 則顯見 蒼生 可 食 而活之 也 乃以粟 w 麥パャ 3s:m^ 

子以稻爲水田種子又因定天邑君卽以其稻種始殖于天狹田及長田其秋^-穎八搌莫々然^^快也とみぇ 

たり 萬 葉 集中の 哥に 多く へ 聞 食と も へ 御 食都國 ともよ まれた るけ に 食 はいの ちいくへ，？ 物なる か 

故に 食 を 重く し 給 ふ 事 此神典 中に も 所々 み ゆる はも はら かの 神 避 之 件 を 思 はせん かためなる 也 か 

(おも) 

く 食 を もて □□ しとし 給 ふ 事 はかの 昇降の 一 一 氣昇氣 を はしめ とすと い へ ともその：：^；：；机のぉこる本 

(虫食) 

源 をた つ ぬれ は 地の 卑處 ありて 降氣 をう くるより おこるな り 天 は 降； g をつ かさと り 給 へ は 降 〈机 を 

くださむ 事 はいと やす けれと も 中段に い へ るか ことく 地の tt もと 浮 脂 素范の ことく. Bf. しからむ こ 

とを好ますしては降すにょしなし此故に初段をもてゅ處をたてしめたまひて終に天之^£立神には 


をよ ふなり 此天之 常 立 神 は 卽降氣 にて この 神 をう くる 處卽 地の 卑處 にして そこ を 本源と して 此^ 

之 常 立 神 はなります よしをお も はせられ たる 文法な りされ は 天 之 常 立 神と 國之常 立 神との 中間 ま 

ことに 昇降の 循環 萬 代 不易なる ことの 本始 なる か 故に こ 、をし も かきり て丄を は另 天神と" I へ犷 

へ る.？，」 また 神代 卷には 國之常 立 神 を はしめ とし 給へ る もな ほ此 心なるな りし か は あれと も その 天 

の降氣 も異氣 地より 來ら され は降氣 久しくつ. ベく へからす 此 故に 昇氣を はしめ と はし 給 ふに て 食 

と は 卽此國 之 常 立 神の 御 事に て その 食 は 地の 卑處 を本始 とする よしを さとしの 爲に多 具理保 尿の 

. ^をと き 給 ふ 此多具 理も屎 も 尿 もみな その もとは 口より 飮み 食ら ひたる 物なる をお もへ とてな り 

その 終 こ 3 一 ま于氣 賣 神ます は 卽國之 常 立 神なら ひに 豊雲野 神の 御 事なる 也 鬼 ^ の 字の 照應を もてみ 

,  一  (萄畫 ) 

るに まこと は 豊宇氣 HS 買 神 は 豊雲野 神の 御 事なる へ けれと 國之常 立 神 を も 兼たり とお ほ ゆるよ し 

.  、 よ y-i2- 下段の 二 神 ま 一 神の ことし 初段 中段 もこれ に M し 供勢の 外宮の 社 傳に國 之 ぼ は 

も あれ はこ 、にい ふなり ； 5^ れ， は はに &る 人の 57 る S と 見所 ある ことなり 又 遷宮 を拜 みける 時 外宮に 

a=>r, る ひら まりこと./ \  く 雲， 如の 二 大字 ありこれ はもと は 雲の 形 を 画に てかき はりし，^ 儀式な と す」 るノと く  、， ふし 

，動 gluwld よし も 心え すてば I  一-一  となれ るなる へし これら は 豊雲野 神の 御 さとしに こそと あほえ し 

るし 神 典 中に 多き か 中に 木 花 之 件に 大山 津 見神の 御 女 石 長 比 賣木花 之佐久 夜诞賣 姉妹 をた てまつ 

ら I ビ) t ま i く 妹 まか ほよ かりし か は 妹 をと、 めた まひて 姉 石 長 比 賣をか へ し 給 ひし 時 大山 津 

見舯 いたく 恥て ま をした ま はく へ 我 之 女 1 一 ia 立 奉 由 者 使 石 長 比賣者 天神 御子 之 命 雖雨零 風 吹恒如 
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石 而常堅 不動^ 亦 使 木 花 之 佐久夜 ffij 賣者如 木 花 之榮々 坐 宇氣比 S 貢 進 此令返 石 長 比 寶而獨 52 木お 

之 佐久夜 資故 天神 御子 之 御 壽者木 花 之 阿痲比 能微坐 故是以 至于今 天皇 命 等 之 御 命不ぉ 也と ある 

この 又 命と はすな はち 食 を くら はされ は 永く 保つ ましき もの なれ はいふに て.： の 舰，、 ゥか， よ 

よき は 卽酏は 卑也美 は 尊 を さとし その 醜 は 妹た るへ きに 姉と し 給へ る は； _ み 巾ト はもと やむ ことなけ 

れと卑 の 方 を かへ りて 上と せされ はつひに なに こと も 永く つ 、くまし きょし をし めし 給 へ る^か 

く：^ を か へ し 妹 をと、 め 給 ふ は <  情のう へ をい ふに ていの ち 長から さる を 弁 へ さる を はさと らし 

め 給 ふ 也け りされ はお ほかた 尊卑と い へ は 上下 はいふ も更 也と おも ふ は A 情に て 尊 はもと 5r より 

生す る ゆ ゑ を さとれと て此 下段 をし も 上下に わたして 眼目た る こと をし めし 給 へ るな り とよ 

所詮 は卑を # の本始 とする 事 をい ふ 也と しる へし 此 故に 上なる S 天： 柱 は 初&ょ 也 をして：：： な .1/ 

を設 しめ 給 ふ 也 中段 は その 卑處 に降氣 をく だし 給 ふ をい ふされと も 山い 處は. こしても 誰 ありて 

さる 者な きもの なれ は 中位に 人 をた て、 その 中位より 降氣 をく だし 給 ふこれ その 巾い 處を あら はに 

せ さらん か爲也 あら はに たに あらされ は耻る 所もう すけれ はたつ ましき 巾い 處も 射た つ \ き な e 

は 也 また 天の 方 も卑處 はこの 中位の 陰と なりて あら はなら す こ. ^中段の.^ づ ^一され よ 七ヶ はと 、 

ふ も あら はに 卑處 のた つに は あらす その 味 は ひお も ふへ し此 故に 降 ハ浙は 先 なれと もな ほ もとせ す 


して 昇氣を 先と たつる 事 天津神の 御 心なれ は 此國之 常 立 神 は 浮 脂の 如く 根な し 草に は あらぬ 事し 

, ノ 学 旨よ よこ 、 ふ^きの 頃 也  一 ij^ まめて たけれ とも 天： £っ 循環の 常に そむけり すへ て 一 時の 事 はいか は.^" f^^ てた く：：^;: f- つ 

るへ しげ n?^ お？ -71 は^ W 雜 S ト^ §t-a:5 所 S へき 齢^ さ" れ はなり かへ すく 1 常 立 神 國之常 立 神 二 はしらの f 

おも ふ 

へし  - 

次 豊 雲 野 神 

此神を は 神代 卷には へ次豊 »淳 尊 糊 幅鎖槌 とみえ 一き に は へ 豊國主 尊 亦 曰 mi 野 尊 亦 曰豊香 

節 野 尊 亦 曰 浮 經野豊 買 尊 亦 曰 豊國野 尊 亦 曰 豊齧野 尊 亦 曰 葉 木 國野尊 亦 曰 見 野 尊と も 

みえて 御名く さく ありと い へと も此 記の 雲と いふ 字 正字なる へく おほしき は 末に 

へ 玆大神 PISI 初 作 須賀宮 之 時 自其地 雲 立 騰尔作 御 歌 其 歌 曰 夜 久毛多 都 伊豆 毛 夜 

幣賀岐 都 麻 基 微尔夜 幣賀岐 都 久流曾 能夜幣 賀岐袁 とみえて 出雲國 はこと に 故 ありけ 

に 所々 に 出た るか 故 也 もと 


葉 木 は 運の 下 B„J! に 

やしから は 水 を は 

はこ ふ 雲の 主と い 

ふ 心に や 

見 野 尊と は 水 主の 

義 にて 卽雲は 水 を 

ふくめる もの なれ 

は 同義なる へし 
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平 安 富 士 谷 成 元 謹述 


t: 不淨モ ナホ 上下 ナリ 

コ ノ故 一一 神道 二 ハ不^ 

ティム 「ナホ コ ノ 天地 

チ ヒ ラキ 玉フ故 ナリ^ 

シ ト云フ ハ 上下 ノ正シ 

广トキ) 

ク ティカ ナル寸 モ刮レ 

ヌ 也或ハ 上下 或 ハ下上 

ト ナルテ 不淨ト ハ ィフ 

ナ リコ レ 卽隱身 一一 合 ス 

^ハ 身隱ル 、 ナリ 不^ 

ハ身 ァラハ ル 、ナ リト 

知 へ シ隱 身ハ卽 夭 地テ 

發ク 術ナリ ト思フ へ シ 

コレ ハコ、 ノ三祌 五神 

二 力、 レル r  二 アラス 

下ノ 天孫 天 クタ リマ シ 

テ此國 ノシッ マ リシ マ 


ァメッ チノ ハシメ テヒラ クル トキ 

天地 初 發之時 

天と はす へ て 上た る 位 を 引す ベ ていふな り 君 父 夫 兄 師長 その外す へ て 賢者 また 位階 

の 一 級 にても たかき 人 また その 一 事 一 道に て 先なる 人な と を は 天と い ふ 中に^ 在し 

て さとした る 也 これい かて 蕴 在したり とい ふとい ふに 上と してし のく 事 能 はさる も 

. の /-最 第 一 なる もの は 天な りさて 人の 上と なりて 君 父 夫 兄 師長な とみな 天 を あやか 

りたる ものな り 人に のみ も かきら す 服 S おな とまても 袴 は 肩に かけ かたく 肩 衣 は 跨に 

しかたく 頭巾 は 足袋と す へ からさる 位 あり 又 食器 は 土に すう へ からす 下駄 は 席上に 

おく/ からさる かこと く猶 これら もす へ て此 天のう ちに ふくめて いふに て卽 これ も 

又 天に あやかれる ものな り 〇 地と は 臣子婦 第 門弟 その外 不哲者 淺官卑 位の 人 また 衣 

服？ g 材 まても おしこめて いふなり これ 又 天と 同し くみな 地に あやかれる ものな りす 
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テチ云 ナリ次 ノ國稚 云 

* 之 時 トイ ヘル ハ伊邪 

那 命 ノ神功 テテ へ 玉 

ヒシ マテ 二 力、 レリ 天 

之 御中. 神 ト豊雲 野 神 

ト 二 テ天 地發 タリ ト 、ノ 

云 也 

初 ノ字ハ 下 ノ成ト 云 字 

二 應セリ 

發ノ 「 一 且ヒラ ケテモ 

乂 混乱 ス ルャ ゥナル 「 

ニテハ ヒラケ タ， リト ハ 

ィ ヒカ クシ 造次 顧沛 11 

モ 混セヌ ティ フ ヘシ 
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へ て 下た る 位を蘊 在せ る 也 〇 初發之 時と はよ く 心え す は ある へ からす 此，^ 發の義 を 

心え あやまり 給 ひて かの 舍人 親王 は 神代 紀に古 天地 未 割 陰陽 不分； t 沌如難 子 而 

含 牙 及 其 淸陽者 薄 靡而爲 天重 獨者俺 滯而爲 地 精妙 之 合 搏易重 ffi 之 凝 5? 難 故 天 先 成 

地 後 定然後 神聖 生 其中焉 とかき 給へ りこれ は 天地 を まことの 天地と みたま へ るより 

の あやまり 也此 事大 事なる 事 は 神道の 意趣た 、 こ ， にある 事 なれ はもと よりた かひ 

て は 何も./ \ 'たか ふなり 此 論く はしく は惣 論に ゆつ りて こ 、 にい はす，； は 此親丄 の 

大地 を はから ふみに もたれて かき 給へ る をみ あさみた る は 実に A 今の 大功な りされ 

とも 猶 実に もたれて 天地 を さとしと しる 事 能 はす 此 故に 此初發 とい ふ 事 を ひらく る 

とい ふ はからめ きたりと して 萬 葉の 哥 によりて はしめ の 時と よめる はか へ りて.？？^ れ， 

り 萬 葉は哥 なれ は 文字の 數 定まりた るに よりて はしめ の 時 ゆな ともよめ と 义には そ 

の 例に しかたき 事 あり 己十竟 ひらく ると いふが からくさ きをい かりての わさなる まて 

也され は 今は猶 ふるき 点に した かひて 訓 する 也 さて 天地 初發 とい へ は 天地の 出來は 

しめたる 時の やう なれと さに あらす 天 も 地 もい つ はし まれり ともい ふ へ からす 人 あ 

りて 天 を 天と し 地 を 地と する より 天地 も ある へ しされ はたと ひ 天地 はありて もこれ 


ス へ テ 蔵 在 スルハ 「テ 

Sj! ス ル 二 アラス 四 維 上 

下 小大チ モスへ テモラ 

サジト ノ爲 ナリ心 ェ タ 

カフへ カラ ス 漢土  ノ  El 

ハ ヒ トツく 論ス ル 「 

ァラ ハナ リア ラハ 二 ス 

レハソ ノー  ッ /\  二 片 

ョル故 ニック サン トス 

レ ハ儒敎 ノ如ク 委シク 

ィハテ ハカ ナハヌ ナリ 

委 シケレ ハ 煤ナリ ナ 

レ ハ行 1 一 切 ナラヌ 力 上 

一一 物ニヮ クル 所セハ シ 

コノ故 二 ワカ 國 二 委シ 

カラ ヌテ貴 フハ物 二 ヒ 

ロクヮ タリ テシ カモ行 

二 切ナ ル テ貴フ ナリ皇 

國ト 漢土 トノ 敎ノサ マ 

ノ タカ フ所コ 、 二 見ル 

へ シ 


をよ くひら き はしむ る 人なくて はい つまても ひらけさる に ひとした と へ は ひとつの 

國 あるに その 國の民 をよ く を さめ やすから しむる 人 ある 時 は その 國 はしめ て 上下 わ 

.^>る/-也これその 一 國の 天地の はしめ て ひらく る 也し から は その 國 もとよりな きか 

と、. -  i もとより ある 國 にして はしめ て ひらく る 也 この 反 を もてい へ はたと ひ fi;;- あ 

りて 臣も いと 多く 諸官と 、 の ほりて 民國 にみ ちたり とも 上下の 別み たれた る 時 は あ 

りても なきに ひとしき 也 これ を 天地の いまた ひらけさる さきと すれ は初發 はよ く 心 

えしる へ し 小さき 一 家 わか 一 身 一 心と い へ とも 猶 これに 蘊 在して さとした る ものな 

り 頭巾 を 足袋と し 足袋 を 頭巾と せ は 頭巾 も 足袋 も ありても なきに ひとし からす やい 

かなる 事 ありと も 頭巾 はか しらに 著て 足に はは かし 足袋 はいかなる 事 ありと も あし 

に はきて かしらに は 著 じと しかと 心 を 定めた る 時 か初發 なり 此 故に これた 、むかし 

の 事に あらす これ は 

主上の 皇統め てた く 今にいた る 迄 此國に 君と まし/ \- て 人し のく 心なき その 御 はし 

め を 記した る ものに て 一 國ー縣 ー邑ー 家の 主たり ともこれ を まな ひたらん にい 力て 

. ^その 孫め てた くさ かえさ らんされ は 天地 初發 とい ふ はた、 わか 身 わかめの 前に 
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ある 事な りと 心う へし さて 又 心う へ き 事 は初發 とい ふ 事 は 上た る もの は 上た る をた 

のみて 下に 私する 事な く 下た る もの 上 を かろし め 蔑に して を かす 事な きを は ひらく 

とい ふなり た や 上 を 上下 を 下と すとの み 心え て は 又 下の 隱 身の 道に 心え たか ひ W 來 

へ し儒敎 にて は五& とわけ て をし へ たり わか！： にて はこ まかに わかた すして た 、五 

倫 を 天地に おしこめて 上下に はかり わけて をし ふる 也い つ れ をい つ れ ともい ふ へ き 

に は あらね とわ か國風 はた 、 物 を あら はに せす 穆々 として 人に 心 を 川 させて ゆく を 

し へ なり その 心 を 用 さする は 事 を 活かさん 爲 也儒敎 よりみれ はいたつ てあらく 飽な 

る敎と m 心 ふ へ けれと さに あらす たと へて いは /- 暖 なる 時には 風邪 を感 する かこと く 

く はしく をし ふるに も 又 弊 はありて かた をた のみて か へりて 心に 油斷か 生す る 也 そ 

の 油斷を させ ぬ やうに する に は大く  、りの み を あた へて その 中の こまかなる こと を 

いはぬ 時 は 人み なよ く 前後 を考 へ て 後事に 處 する 也 仁義と いふ も 仕方 をし る W は そ 

もて 

のかた によりて それ を はか へりて 人目 をた ふら かす 事 ありこれ 心の 死した る 故^ ト 

下との みわけて 細目 を さとさぬ は活 たる 仁義に なし 出させん か爲 なり 仲；：^ は 心 を. 缝 

して 形 をと ると い ふも理 なる は あまり 心に か  > つら へ は^を わする 、 物 也し かの み 


, ならす 心 はい かやう にも 理屈の つくもの なれ はたの みに しにくき もの 也 形 を もてく 

> れは心 は 形に した かひて やむ 事 をえ す 道に 處す るか 故な り 又 わか 神道の をし へ は 

形 を 上下と いふ ものに てく  りさて 行 はよ く m5 ひ はかりて ふるま ふやう にと いふ 也 

さらに^^をす つ る にあら す猶 下の 隱身を あはせ て 心う へ し 儒敎を あしと い ふ にも あ 

ら すわ か國の 風俗に はわ か 神道の 切なる 所 をの ふる 也され は麁 なる はかへ りて 人に 

深切なる 也と 知 へ し麁も 深切 密も不 深切と みる か 神道の 大事な り 之 時と いふ 之 はよ 

む へ からす 時と は卽此 神々 のな り 出た ま へ ると 同時なる を 云 也 これ 神代 卷の說 にた 

かふ 所 也 かれは 然後 神聖 云々 と あれ は 後と 心え たま へ る 也 これ 誤 也 はしめ にもい ふ 

かこと く 天地の ひらく る は 人の ひらく 故に ひらく るな りひら き 給 ひし 神お はし まさ 

す はいかて か 天地 も ひらけん しから は 神 さきにな り 出 給 ひて 後天 地 ひらけた る歟と 

いふに 天地 を ひらかぬ 神人 はありても なきに ひとしき か 故にい つれ を さきい つれ を 

後と はい ひかた し 神の ひらき 給 ふ 故に ひらけ 天地 ひらく る 故に 神と もた 、 へ られ給 

ふ 也た ， へ らる 、と は その 德を 称せら る 、 也し かれは 衆み な烕 して 事お S つ からな 

り ゆく 事うた かひな きもの 也 かくた 、 へ られぬ 人 はありても なきに ひとしき か 故に 
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ま w 次顕沛 一一 モ 天地 棍セ 

ヌ テミレ ハク ノ モシ キ 

心 テオ コ ス故 二人 ソノ 

德 テ称ス ルナ リ德 トイ 

フハ 上下 ノ分テ カク ク 

M セヌ ティ フへ シ 


私テ 交へ ォク r ァクハ 

サ ル地チ 云ナリ 

神代 紀上廿 九 丁 左石窟 

ノ段ノ 一  書 云 上 a^!:! 

於 天下 恒闇無 復盡夜 

之 殊故會 八十 萬 神於灭 

^市 而問之 一- ュノ 

基疏云 一 云 大和 國萵市 

郡 也コ ノ 募疎ノ 一 云 

ノ說ヮ カイ フ髙天 原 一一 

カナ ヘリ 本文 一一 ハ天安 

河原 ニットへ 玉フ トイ 


古事記 燈 (次 生 淡 島 マデ〕  一四- - 

. いつれ を 先い つれ を 後と もい ふ へ からね は 初發之 時と 大 やうに かける 也され は 時の 

字 は 同時の 心なり とみる へ し 上下の 別 をみ たらさる 事 正し けれ はお のれ を ひきく し 

て もお のっから 衆み な その 德 をた、 ふる 也し かるに 人み なお のれ を ft はれん とする 

事は大 なる 不調法な り われ をた ふと はれん と 思 は 、上下の 別 を はかた く 正しくす へ 

しし かる 時 はおの つから 人 貴 ふ へ き 事うた かふに をよ はす 此 時の. &こ 、を さとして 

かきたる ものな り 

タカ マノ ハラ 二 

於 髙天原 

これ 又宣 長は實 にも たれて 髙天 原と は 神のお はします 國 にて 天に あり. S 此^^? ま 

と 同し き 也 これ を 有無とう たか ふ は 人の 智を用 ふる 也と い へ ともなき に たかはぬ 率 

を ありと いはむ にい かて か 天下の 人の をし へ と はならん 人み な AHA: する こそ 公なる 

敎とは いはめ 宣長 ひと へ にから 人の 理を こまかに 論す る をい みたる 敝 よりか へ りて 

此 道の 旨に たつね いたる 事 危なり ける こそ 口 をし けれす へ て わか M は活 たる 事 多 含 

なる 義 はの ふるに の へ かたき か 故に 物 を もてさと すかつ ねな り 上の 天地 もこれ なり 

末々 に 出た る 物々 もみな 此 心え 也惣 論に いふか ことく 予哥 のよ みやう に 年 來心を ゆ 


へ リ 安河 原ハ卽 MI 市 郡 たねた る しるしに 此神 害の みやう を もしれ る 也 ゆめ/^ うたか ふ へ からすされ は宣 

ノ 河ノホ トリ ナル ヘシ 

長 かいは ゆる 知 口 を 用 ふる にあら すわ か國 風に した かひて とく 也され は 此髙天 原 は そ 

の 德廣大 にして しのく へ からさる 神のお はします 場所 を設 ていふ 也され と設 たりと 

て 無下にな きこと をい ふに あらす 眼前に これ ある 場所な りこれ も 心 を 用 ひて よくみ 

れは此 高天原と いふ 位 はみ ゆるな り 常人の 心身 をす うる 場所と は 及 ひもつ かす 髙尙 

なる 場所なる を 云 也 その 高尙 なると はいかに とい ふに た 、自然の 道理のと ほりなる 

所に 安ん する を 云 也 人の 常 情より みれ は その 自然の 道理 はことの 外なる 所に お ほ ゆ 

る 也 佛も法 華經に 安住 希有 地と 說れ たる 此 希有 地と いふ は卽 この 高天原の こと 也 さ 

て此 天と いふ 名 をつ けたる もの 末々 にもい と 多し 天 沼 矛 天 之 御 柱な とい ふこれ 也 こ 

れ皆 自然の さか ひに てし のく へ からさる を さとすな り卽 上の 天地と い ふ 天 も 自然の 

道理 ありて 才 知 曰 謀に てし のき かふる 事 あた はさる 分際の かきり をい ふ 也され は そ 

の 居場所の 髙尙 なる を は髙天 原と はなつ けたる もの 也此 故に 別に 設 たるに は あらて 

おもへ はめの まへ にも ありお も はされ はなき 場所な り 今 曰より 此神々 の 德 にな 口す 

れ はおの つから わか 身 は 高天原に 處 するな り 儒敎 にも 大人 君子な とい ふ は德の 名な 
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古事記 燈 (次 生 淡 島 マ (ァ)  一 叫 HI 

りこ れらの 称すな はち これに ひとしき いひ やうな り さて 神道に ては^-人- 2^  ： なや ：3 屮 

國 «隨 とみつ にわく る 也み つに わくる 中に 根國は 卽髙天 原と 葦原 中^と に はふ か 

れ たる 所 を 云く はしく は 下にい ふへ し釈氏 は十界 にわかち ていふな り これら を もて 

みるに 五倫 は 上下に II 在し 十 界はー 二つに 蘊 在し ..し  >  節約 を も て大く  り をた て その 

中に 活かして 全うする 道 をえ せし むる かわか 國の 風俗な り 筒 約なる は，：：： 行に 切なる 

か 爲也此 下の 祌々 はみ な此 高天原に まします 也た、 神 をのみ はい はて」： g 大^と いふ 

事 をい ふ は 神々 の 御 德をこ 、 にす ベ てみ する 爲 なり 自然にした かふ 人の： i る 場所 也 

と 心 うれ は 叫ら か 也され とこ 、 にて は その 義の へ つくし かたし 下 文に いたりて その 

所々 にて 證を もってさ とる へし かつ 又 此四字 はこ 、 に はさみて いふなり 初發之 時 

成 神 名と つ 、くへ きか 中には さめる 也 これ は 文の 法に て 末々 にも 多し 或 人 わか 此. ぱ；^ 

天 原 を い ふ こと を 信 せす してい ふ 天降 また 天に の ほる なと いふから は W 釈氏 の… ト 

三 天の ことく 天に か、 る 所 ありと してい ふ にあら す や 今 かく 眼前に ありと い ふに そ 

の證 あり やと 、 ふ 答 へ て 曰 その 證ぁ また ありと い へ とも 巾に もい とよ く^ゅる は： 

甞に故 其 伊邪那岐 大神者 坐 淡 海 之多贺 也と ある を 神代 紀に は；：.，^ 後 伊 打 神 功 


V 


(赤紙 貼付、 異筆) 


神ト云 所ニテ 卩.^ 

タス ヘシ ネぉ 


神ハ下 ヨリ 上テ 称スル 

名ナ リサ レ ハ下 テソク 

テ 、 不測 ノ德ァ ル 「テ 

ョ 口  n ヒア カメ ティ フ 

心ナ ルナ リ 


靈；. ^當遷 以構幽 i« 於 淡 路之洲 寂然 長 隱者矣 亦 曰 倂«諾 尊功旣 至矣德 亦大矣 於是登 

天 報 命 仍留宅 於 日之少 {:s 矢と ありこれ た、 よに は 一 說 として みれ ともさに あらす 淡 

海 之 多 賀は卽 天なる 日 之少宮 なり 多賀 {ほ を やかて 日 之 少宮と 称した る ものな りし か 

る 時 は 髙天原 は猶棄 原中國 とこと 所に は あらさる もの 也 ある 人 高天原 は 日向 也 根^ 

は 出 雲 也な とい ふ はち かくして 遠し 日向 も 出 雲 も 大和 も 和 i: 水 も 高天原と すれ は 高 天 

原 也根國 とすれ は根國 なる へ き也猶 すゑに いたりて 解し う へ き 所々 ある をみ る へ し 

宣長 かいふ ことくい かに 知 3 をの そけ とい ふとて 天に 安の か はら 眞名 井な と あり 又 天 

若 日子の 射 上た る 矢 を その 穴より つき か へ し 給 ふなと いふ 事 を は 三才の 竟 子なら す 

はいかて か 信 せん 

ナリ マセル カミ ミナ ハァメ  ノ ミ ナカ ヌシ ノカミ 

成 神 。名 天 之 御中 主神 


十に して 天地 を ひ 


成ます と はう まれ 給 へ る こと ゝ E-」 へれと もさ にあら すたと へ は 

らかは その 時が 成れる 也と 知 へ しその 中にはう まれ 給 へ る も ある へ けれと それに か 

、はりて 実 事に もた る 、は 神 誉 のみやう にた かふ 也う まれた る にも あれ 年た けて に 

も あれ 天地 を ひらきた る 時 をなる と は 心う へ きなり 〇 神と いふ 事よ く 心え しる へ し 

古事記 燈 (次 生 淡 島 マデ)  一 五 


(時) 

神ト命 トイ フ 「同 寸 一一 

ゥ マレ 玉へ 斥 H 神ハ神 

トー 神 須化之 男神ハ 

ン ノ寸ョ リ命ト 云 コ レ 

(ナ) 

チミ レ ハ命ハ 仮 人 ロリ 

神ト ハ下 チメク ミテ下 

ヨリ 褻犯ス へ 力 ラサル 

德 アル ノ称 ナリ 上ト 

ィへ ハ モノ、 上下 ノ名 

也 神 ハ 上声 上 ハ 去声 二 

テン ノ義ヮ カル 、 ナリ 

日本 紀ノ 至尊 テ尊ト 云 

ノ說ハ 可 笑 「ナリ 文字 

テ 以テヮ カツ ハ カラ ノ 

r ナリ 

コ ノ例チ 以ァス へ テ何 

神ト斗 カキテ 事跡 ナキ 

乇 ソ ノ下  一！ 下ト ス ル 

黨歟又 ハー 村 一 縣ノ長 

クル 「オシ テ知 へ シサ 

ナケレ ハ 一人 二 テ或ハ 

神 或 ハ命ト 称 セル 例 一 1 

ァ タラス 

祌産 祌モ 大^、； 十； ノ 


古事記 燈 (次 生 淡 島 マ 【ァ)  一 s: 六 

いは y 人の よと 成て はみ な 人と 称し 神の よに て は 人 をみ な 神と 称すと いふ へ けれと 

それ はな ほいたら ぬ 所 ある 說 なりし から は 又よ き 人 を 神と 称する かと m 心 ふに あら ふ 

る 神 あしき 神な とい ひその 外に もた 、 の 人 を 神と もい へ る こと あり これら を あは せ 

てい ふに 神と 称する はもと 上の 義 にて 上と して あふく 人 を 称する 也 その，？ 肌 あり 价邪 

那岐 伊邪那美の 二 柱 を はしめ に は 神と 称し それより 天神の 命 をう けて 此 W を を さめ 

給 ふ 所より して 二 柱と もに 命と 称す さて 伊邪那美 命 黄泉 比 良 坂に して こと マ わたし 

給 ひて 後 は 〈伊邪那美 命 謂 黄泉 津大 神と ありこれ は 夫 あるう ちは夬 にした かひ 給 

ふ 故に 命と 称し こ 、 にて ひとりと なりて 黄 水 をう し はき 給 ふ 故に 大神 とい ふなり は 

しめに 神と いふ はい また 夫婦と なり 給 はぬ さき なれ は也乂 5- 邪 那岐命 もこ 、 より は 

又 伊邪那岐 大 神と 称す これ はみ そき の 段に か、 る處 なれ は 也い かにと いふに：：： 神：：：； 


神ノ段 一一 ハ命ト カケリ 

コ レ ハ天之 御中、 H.: 神ノ 

御言 テゥケ 玉 フ故 一 一 ャ 

髙御產 m 日 神 ハ 代リテ 

事テト ラセ 玉へ ハイツ 

マ テ モ神 ト稱ス ル 二 ャ 


神武- 二 饒速日 命ハ長 

髄彥君 トシ ッカ へ クリ 

後 コ ノ命長 髓彥チ キリ 

テ 神武-一 歸順ス コノ段 

(，，.) 

チロル 二 コ ノ命 トイ へ 

ル ハ 懵：： ケ タル ヘシ モ 

ト コ ノ命モ 灭 神ノ 御子 


ナル 「 ハ羽々 矢 歩^ テ 

モチ 玉へ リサ レト 灭 降 

タマ ヒシハ 灭 孫 コソ灭 

神ノ 命ナレ コノ 命ハ私 

二 夭 降玉ヒ シナル へ キ 

ハツ ヒー 一 此 神武 二 降 玉 

へ リ； 人神ノ モト 命シ玉 


ヒ シナラ ハ 歸順 ス へ キ 

二 アラス コレ 俗：：. ノ ナ ル 

所 fi 也 n レラチ 以テ命 

トイ フ；； レノ 義テ知 へ シ 

宰 テミコ トモ チト 訓ス 

ルモ コノ命 トイ フー； M 

シ 心ナリ 


字面 ニテ ハタ、 灭ノ眞 

中二 キ； クル 神ト 云心ナ 

リコ レ ハ 形容 ナ リ人ノ 

私智ノ 力 、 ラヌ 所ノシ 

カモ片 ョ ル 「ナキ 「テ 

心 トシ テオ ハ ス 形容 ナ 

リ 御中 トイ フ 二 テ同シ 

一大 トイへ ti- コト ニン ノ 

眞中 ニキ； タル ナレ ハ不 

測ナル 中二 モ 不測 ナル 

テ タトへ クリ卽 天ノ造 

化 ノカト 御徳 合シク ル 

チ 云ナリ 造化 ハ マ コト 

一一 不測 ナ^ハ 人 チモ生 

シ 草木 テ モ生ス ルカ 如 

シコレ チ表シ テ中ト 云 


御中 ハ眞中 也眞ハ 外- 1 

ン レニ 及ハヌ モノ テク 

テ、 ィフナ リサ レハ中 

トイ フ 中二 モ キッス ィ 

ノ所ト 云 心 也 


神な との 御 父と あ ふかれ 給 ふか 故に 称を改 たる 也 乂須佐 之 男 命 も大國 主； W の 根^ » 

國に おはす 時より 大 神と 称せり これ 又根國 にて うし はき 給 ふ 故 也 これらの 證 明らか 

也され はたと ひ 邪； S とても 人の 上と なり その 一 村 一 邑 にても 一 黨の 上と なりたる を 

はた、 へたる 物 也と 知へ し 命と いふ は 天神の 命に あっかり 給 ふ を 称する 名 也 〇 天 之 

御中 主神 御名の 心 は 肖然の 道理に 御德 合した る をし めす 也 御中と は眞 中也眞 中と は 

その 變化 自在に して 不測なる を さとす 也片 よる 物 はう こくに かたき 理 にして 中 は い 

つれへ はたらかん にも 自在の 地な りこれ 下の 隱 身の 論に 合する 也 自然の 道理 は ある 

はわ か、 いに はたか ふ 事 もと ほる 事 ある もの 也し かるに その 中 をと りて い 力 やうに 

もなる 事 を御德 とし 給 ふ 神に まし ませ はかく はた  >  へ て眞 中の 宇 斯とは 申 奉れる 也 

す へ て 神 名 は 後より た ， へ て 申した る もの 也と 知 へ し 御み つからつ き 給 へ るに は あ 

ら さるもの 也 さて 神 名 はよ くた つ ねし る へ き 事は祌 書の かき やうに て 多く は 事実 を 

は 神 名に ふくめて 思 はせ たる ものな りこと に 伊邪那岐 伊邪那美 一 一 神の 天降ます まて 

の 所 はた、 神 名 を あけた るの みに て 一 事 も 事実 を 記せられ さる はみ な 神 名に て 思 へ 

との 事 也され は此 神の 御德 まことに あふくに も あまり ある 御 事な りし かるに 此 次の 

古 ^ ^記 燈 (次 生 淡 島 マ (ァ)  一 四 七 


42 ポ！ -記燈 ( 次 生 淡 島 マデし  一 四 八 

高 御床 "$H;j:n 神神 產 神 は 末々 に 御 事跡-あるか 故に 神 名 K なと をみ るに 御 ft も 所々 

にお はすに 此 神の 御 やしろ は ひと 所 もお はさぬ は 心えぬ 事 也 これひと へ に 御 跡の 

ありな しに よれる 事なる へしこれ を もて みれ は 幾 神 帝の 御代に 八十 tml 神た ち を ま 

つらせ 給 ふ 事 はし まれり しかるに その 御社と もの 中には かなら す圯御 神の 御社 も あ 

りけん か 神 名： g つくられ ける 比 はう しな はれた るなる へ しそのう しな はれた る 源 を 

たつぬ るに 舍人 親王の 敝 をった へたる 也い かにと いふに 神代， S はこの 記の 別 火 神と 

いふ 五神 を はふき たま へりされ とも 產 11:1 の 二 神 はまの あたり 御 is^ 跡 あるか 故に 御 

やしろ もった はり 此御 神の 御社 はこと 神の 御社と なれる 歟乂 はたえた る敝乂 はむ す 

ひの 神の 同社なる にこれ はとな へす して かれ をと なへ 1^ れ る物鳅 この 疑い つれそ は 

かなら す あたる へ き 也 此神を はっして は 神道の 大 3:: にす へ てた かひ ゆく $ 也 御^ 跡 

こそしる されね 神 名と かつ 下の 隱 身と いふ 事 を かけあ はせ 前後 を はかる に此 神に ま 

される 神 はまし まさぬ 也 御 事跡の ありな しに か 、はる は n! に 執して、 いの 死せ る 故^ 

後世に なりて 神道 次第にお とろへ たる か  >  る 心え たか ひよりの とお はしき 也猶 

く はしく は 身の 听に あはせ てい ふへ し 


ツキ ユタカ ム ス ビノ  二 力 ミム ス ビノ 

次 高 御產應 nz 神 次神產 曰 神 

次と は 宣長堅 横 を もて 弗したり そのこと しされと それ はた 、次と いふ 字 の^の 心 ま 

て 也 ふかき 心 を こめて か 、れ たる 物と みえたり その 故 はいかなる 故と もい かなる よ 

しと も か 、てた、 次 云々 次 云々 とかけ るは此 次の. { 手 にて その つきて なり ませる 心 はえ 

を かう かへ しれと ての 事なる 事 明らか 也され は 今 m 心 ふに 天 之 御中 主神の 御徳に より 

て 感し來 りて 事 をた すけ 給 ふ 神た ちなる を 云に て此 次の 字に 烕應 の道现 をお も はせ 

たる 物也猶 下の 葷 牙の 所に いふ を あはせ て 心う へ し 人 を 得る は 難き 事にから 人の 論 

ある はさ る 事 なれと わか 神道に その 人 をうる 道 ある 事此 次の 字に こもれり， 几 人 をう 

ると てた つね もとめたり とも いっこ をた つ きとして かもと めん もとめえ たりと も 我 

をた すけん 哉た すけ しゃも はかり かたし 人 を る 道 さやう の 事に は あらす みな 上下 

の 別を决 してみ たらぬ 事た しかなる をみ る 時 はいつ こよりと なく 我 業 をた すく へ き 

人 あつまり 來る 事うた かひな したと は、 治世に は ffi^ 猛の士 かくれて いっかた にあり 

ともしら ねと 世み たれて a 將叫將 の 下に は 英雄 豪 壯の士 いっかた よりと なく 來りぁ 

つまる かこと した、 人 をうる わさに か 、はらす 一 心 不亂に 天地 を ひらきた らん 

古事記 燈 (次 生 淡岛マ デ)  一 四 九 


中 昔 ヨリ ハ 夫 流 トイ フ 

詞 ソノ義 タカ ヒ來 レリ 

ことなし ふと もト ョ メ 

ルハ 「アル テ 「ナ シト 

ィ フカ ホ ス ル心ナ リ今 

世ノ云 フ所コ ノ 義ナリ 

古 ハサ 一一 ァラ スち はや 

ふる 神 トイ フ モイ チハ 

ャ カラ ヌチ シヒテ イチ 

ハヤ ガル 心 二 ハ アラス 

只 イチ ハヤ キサ マノ 內 

二 ァ ル所テ 云ナリ 

或 案 日 ノ字淸 音 ナレ ハ 

须日 ノ反 志ナ ルカ 故 一一 

むし ノ神ト ィ ソ チ摸日 

ト カケル ニヤ， H 'や 

高低 ハ物ノ 場所 一一 ッ キ 

テ云加 美 志 宅 ハ思ノ 上 


古事記 燈 (次 生 淡 島 マデ〕  一 

にい かて か 我 業 をた すくる 人の 感得せられ さらん 天上に あり 地下に あれ はお 物お の 

つから 生し 來る 道理に これ 又 あやかれる 道理 なれ はかへ すく 知：： の 近 をた ちて 無 

1 一 無 三に 上下の 別 をく つれ 倒れさる 心 かけ 道理に かな は 、 おも ふ 筋 はもと めすして 

なり 出來 らん ものな り もとめて えたる 物は危 ふし 感得せ る もの 、 たのもしき はい 

はすと も ら かなる 事 を や 〇 髙 御產巢 日 神神 產 日 神 髙も御 も表德 なり 神 もこれ 

.  プ リ 

に 同し 日 は尊片 なりく はしく は宣長 弁したり されと 日 は 夫 魁の つ 、 まりた るなる へ 


し 里言に 何ぶ ると いふ はわ さとし かしな す 事 をい へ とも. W 言の はさ にあら す 內のゃ 

クシ ビ  ^ 

うす を 表して いふ 義 なり 奇毗 なと いふ もこれ に 同し ふたつ の 逢 暴)：：：；！： そのむ し 給 ふ 


御德は ひとしくて 髙と 神と ふたす ちな り 髙は下 へ の 号令 この 神より い つ る を もてた 

、 へ 奉れる 也 神 は 下 を 活か しゅくの 名 なれ はこれ は 下 を 活かし 給 ふ御德 を^す る 也 

され はく はしく いへ は 髙御產 巢日は 外 をつ かさと り 給 ひ祌產 界、 = は 内 をつ か？ とり 

給 ふ 御祌也 この 證は へ於是 天神 諸 命以詔 伊邪那岐 命侨邪 那^ 命 二 柱 神， Mi-W 成 n だ 多 

陀用弊 琉之國 云々 これ は天祌 とおし こめて い へ と 下の 例 を もてみ るに. 1：：5 木 神む ねと 

おはし 事し るし へ 今 吾 所 生 之 子 不良 猶 〔举臼 天神 之 御所 卽共 参上 天神 之 命 尔大神 


一一 テ云コ レ テモテ ミ レ 

ハ 自ラ內 外 ノ心 ンナハ 

レリ 加 美 志宅モ 高低 モ 

中 テタテ 、 ォキ テノ別 

ナカラ 高低 ハ目ニ アツ 

カリ 加 美 志 f- ハ思 二 ァ 

ッカ レリ 又 宇 倍 トイ 

ヒ志多 トイ フ ハ方 二 

アツ カル 詞ナ リイ 力 二 

トナ レハ万 葉-一 へ 三 井 

ノウへ ヨリ へ萵 野原 ノ 

ゥへナ トヨ メル^ン ノ 

ホ トリノ 心 二 テ 下トノ 

方テ ワク ル爲ノ 詞ナリ 

志 宅 志多ハ コ レテ オシ 

テシル へ シ 

御 ハ眞 二 テ むす ひ 二 モ 

タ 、 13 通 ノ ムス ヒ モア 

リコ レハ 非 類 ノ ムス ヒ 

ナルテ モティ フナリ 


之 命 以布斗 麻 迩尔卜 相而詔 云云々 この 天神 も 同前た るへ し へ 八 ぼ 萬 神 於 天 安之 河原 

神 集集而 髙御產 m 日 神 之 御子 思 金 神 令 思 云々 この 思 金 神す へ てな にの 盧をも はし 

めて 出し 給 ふ 神な り此 神の 御子なる か 故なる 事 思 ふへ し へ 尔髙御 產巢日 神 天 照大御 

神 之 命 以於天 安河 之 河原 神 棠八百 萬 神 集 而思金 神 令 思而詔 云々 これ は 天孫 を 葦原 中 

國に あまく たし 給 まむ とての 事な り その はしめ てっか はさる へ き 神 を えら ひ 給 ふな 

り へ 髙御產 巢日神 天 照 大御神 亦 問 諸 神 等 云々 これ 又 その 時の 事 也 この 下に も 今一 所 

同し 飼 あり へ 坐 天 安河 之 河原 天 照 大御神 髙木神 之 御所 中ダ々 髙木祌 取 其 矢 見者 血 着 其 

矢 乃至 取 其 矢 自其矢 穴 衝返下 者 云々 これ は 天 若 日子の 段な り へ 天 照 大御神 髙木神 之 

.  (命 脫) 

命 以詔天 宇 受賣神 云々 へ 問大國 主神 言 天 照 大御神 髙木神 之 以問使 之 云々 これ は 建 御 S 

神 天鳥舷 神の 言な り へ 尔天照 大御神 髙木神 之命以 云々 これ は 天孫に あまく たり 給 は 

ん こと を 命し 給 ふ 時の 事 也 へ 髙木神 之 女 萬旛豊 秋津師 比賣命 云々 これ は 忍德耳 命の 

妃 火照 命 迕々 藝 命の 御 母な り 葦原 中國 をな かく を さめ しらせ 給 ふ へ き迩々 藝 命の 御 

母た るも此 神の 御 女 なれ は 也 /故 尔天照 大御神 高木 神 之命以 云々 これ は 緩田毗 古神 

をと ひ あら はしに 宇 受賣神 をつ か はされ し 時の 事な り 記 中の 例 かくの ことしす へ て 

古事記 燈 (次 生 淡 島 マ デ)  一 五 一 


古^記 燈 次 生 淡 島 マデ)  一 五 二 

ァス ；.' ト 

顯露 事の 大事に あっかれ る 事 はみ な此 神の 御ち から 也父顯 宗紀 三年 二お 阿：： 

を任那 にっか はされ し 時：：^ 神人に か、 りて 高 皇產靈 尊に 出城の ぎ, をた てまつ 

わとの たま ひ 又 四月 日 神人に か、 りて 事 代に のた まひて 同し 件-に 余 田 を 泰れと g. 

られし 事 あり その 御徳の ほと^ ひしる へし かくの ことく 御 德の肩 をなら ふる 神な き 

を もて 高と は 申 奉れる 也乂祌 廣觅日 神の 御 事 は へ 其 御祖命 哭患而 参上 于天 神 床^ 

H 之 命 時 云々 これ は大國 主神の 八十 神た ちに やき 殺され 給 ひし 時此 神に 化お. g ひて ふ 

た、 ひ活 たまへ る 時の 事な り へ此者 神產應 HI 神 之 御子 少名毗 お 故尔， H に 人、、. ^床- 

れ.御 祖命者 答^  此者実 我 子 也 於 子 之 中 自我 手 股 久岐斯 子 也 故 与 汝^. ぬ  許^  命 S 

兄^ 而作 堅其囯 云々 日本 紀には 髙御產 應日祌 の 御子と ある は此 ふたつの 帅を 女^の 

ことくお も はれて あやまり たる ものなる へし 少名毗 古 那神は 神^ m:〈：：： 神の 御子た る 

へ き 事 は大圃 主神 顯事を を さめ 給 ふ をた すけた ま へ る 神 なれ は 一 》g 木：^ の 御 S:,: よ あ 

ら さるへ し へ 高天原 者 神產^ 日 御 祖命之 登 陀流天 之 新 * 之 凝烟： K々 これ は 櫛 八 玉 神 

大^ 主神の 膳 夫と なりての 卿な りこれ 食物のう への 事な り これら 比， n 人 をめ くみ 活か 

す 事に あっかり 給 ふ 御徳 不測なる を^して 神^ $4"n と は 中 奉るな り 拾？ U こ へ：！：； みれ 


はむ す ふの 神 そうら めしき つれな き 人 をな に つ くり けんと ある を もみる にこれ は 神 一 

產^ 日 神の 方た る へ く E 心 はる 、 也狹 衣に へいと かくしも つくりお ききこえ させ けん 

(マ こ 

むす ふの 神 さ へ うらめし けれと ある も 同し かる へ しされ は 高と い ふは髙 下；^ と.：^ ふ 一 

は 上下の 髙と 上と なれ は 同し 心に は あれと も 高と い ふ は 位に ぁづ かり 神と いふ は德ー 

にあつ かれり =y 故に 髙と稱 する は 仰き て 褻 犯す 心なく うやま ひ い つ きて 下より いふ. 

名な り 神と いふ はお も ふに おも ひ い. た られす 不測 の 德 のしの きかた きを 下よ りい-^ i 

名 なれ はおの つから 配して みれ は 外と 內とを 持 わけ 給 ふなり n 本紀 神代 卷上 云於是 一 

大 己せ、 神 報 曰 天神， 勅 敎驟穀 如 此敢不 從命乎 吾 所 治 顯露事 者 皇孫 當治： 卉將返 治幽事 乃 

薦岐神 於 一 一 神 曰 是當代 我 而奉從 也 吾 將自此 避 去 卽躬披 瑞之八 坂 疆而長 隱者矣 云々 こ 一 

の顯露 事幽事 はすな はち 此高御 產# 一日 神と 神產^  H 神との 御德 にかな へ りされ はす 一 

へ て 今よ にある 所の 顯事は 高 御. 產 一日 神の むす ひた まひ 幽事は 祌產^ 日. 神の むす ひ 

給 ひしな りと 知へ し 記 に 出た る 所の 御 事跡 は その 犬なる を あけて 餘を勰 ft したる 也 一 

と 知へ し  一 

コノミ ハシラ /力 ミ ^ ナラ ヒニヒ トリ カミナ リ マシ テミ、 チカ々 シー卞 * ヒキ  一 

此三柱 神 者！ iM 獨神成 坐而隱 A- 也 

十：！ 事記燈 (i ム生淡 島 マデ)  一 五三 


上下の くつれ ぬ やうに 

持 あはす の 名な り 龍 田 

ノ風ノ 神 テ天之 中柱 國 

之 中 « トイ フモ風 ハ 天 

ト 地ノ氣 テ和ス ル物ナ 

レ ハ ナリ 氣ハ動 ク和ス 

ル也風 ノ德テ トイ フ 

ナト 他ノ國 二 ナキ r ナ 


此三杜 ノ神ノ  Is ^ノ互 

シタ ル所 一一 テ^：^隱身ノ 

道 ハ 明 ラカナル 力 故 二 

コト 一一 此三 1^ 神 テ引分 

タル ナリ此 三 1^ 神 者 5 

* トイ フ 一 句コ ノ三神 

チ以テ It) 身ノ道 テサト 

レ トテノ r ナ リサ レ ハ 

コノ アト ノ 四 神 ハ コ ノ 

S テマ ナヒ 玉へ ルナ 

又 案 

二人 ナレ ハイ ヒア ハセ 

テ モ德テ 成就 シ ワカ 

チ モ彼ガ 見ル故 二 自ラ 

ッ、 シ マル、 モノ ナリ 

シ カルニ コノ神 タチハ 


古事 燈 (.ダ ル： ま^ マ デ)  一 五 

すへ て 神 を 柱と 称する 事 下の 天 之 御 柱の 所に く はしく いふ を あ は せ て み る へ し 几 柱 

といへ る は屋と 地との もちあ ひ をな す もの、 たと へ に 用たり され は 天地の 間 にして 

天地の 妙 用 を 和し 給 ふ もの は 神 なれ はいく 柱と はいふな りこれ も猶钟 称な り此 故に 

不徳の 人に いくは しらな とい ふ 事 更にみ えぬ 也 此三神 を 別 天神の 中に も乂 さらに わ 

かちて いふ は此 次々 の 神た ちに も 御徳いた くま さり 給へ る を 示した る ものな りけ に 

御中 主神な く はふ たつの むす ひの 神い かて か 事 をと り 給 はむ ふ た つ の むす 


ひの 神な くはい かて か 御 志 を遂給 はん 此事 は猶 下の 隱 * の 所に て ひしる へし 〇 並 

官4{ みなとよ める は 祠の義 にく はしからぬ 故 也 $： と はたと は 、 これ ほと ならん と 

おも ふに その 餘 まても 皆と いふ 心 也 こ 、 に は 叶 ふ へ きに あらすなら ひに とよむ へ し 

なら ひに は 此三神 同等なる を 云な りこれ は獨神 以下 隱身 也-三し の を はさした る 也 

〇 獨神 成坐而 ひとり 禪と つ、 けて 宣長 はよ めりこれ は 下 の 細：^ に^ 神と あ る に 對 

して 獨 神と ある を もてい ふ 也され とひと りが みと： 洵る時 は 十：： めきて は 開 ゆれと おの 
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自フ非 テシリ 巳 二 克玉 

ヒシ コトテ ハ獨 神ト成 

坐ト ハイ フナ リコ レホ 

トノ 神々 ナル 一一 御身 テ 


S 亇ン 玉へ リト云 也サレ 

ハ卽 アト ノ双祌 クチ ハ 

スコシ ハコ、 ノ七 二 

ハ及ヒ クマ ハサ リケル 


「自ラ 言外 二 コ モレリ 

此故ハ 伊邪那岐 伏 邪：； „s- 

ャ ナノ  二 神 後 二 御身 アジ 

、ノ レ 玉ヒシ 「記 中 一 In- 


エタ ルテ以 アコ 、 ノ^ 

神 成^ ト イン 「ノ 格別 

ナ： - r ゾ シ ヅ へ シ 


拉 トイ フ字心 チックへ 

シ此三 神 御 事跡 ァ ルト 

ナ キト ハァレ トモ ナホ 

三 神 lil 一一 隱身シ 玉 へ リ 

トイ フ 「チコ ノ 字ニテ 

サ トシ タルモ ノナリ 

下 ノ隱身 ノ所ニ トク テ 

ァ ハセ テミルへ シコレ 

言行 アル モ隱身 ナキモ 

隱 身ナリ トイ フ說ノ 因 

テオ コレ ル 所ナリ 


字なくて は 語 をな さす 猶 これ は ひとり 神と なり ましてと 古 点の ことくよ む へ きなり 

さて 此 而もし 心 をと めて み るべ し 下の 隱身 とい ふまて にか  > らては 而もし 設 なき 也 

まつ 獨神 となります とい ふは獨 にて 双 へ る 神 一 代の 德を あはせ 給へ る ほとの 神と 称 

せられ 給 ふ をい ふ 也 成と はみ つ か，， ^成る にあら す 神と 称せられた まふ をい ふ 也 さて 

• 而も じの 心 二人の 德を 一 人に あはせ たる ほとの 神 なれ は 御身 はかくし 給 ふに 及 はぬ 

(す) 

はづの 事と たれ も m-^ ふ へ き 事なる に それに 御身 を かくし 給へ りと いふ 也 その 御 志の 

天下 萬 世に 一 向なる をみ せて い へ る 一 句な り 而も じふ かく 味 は ひしる へ しこの 句 を 

も つ て 座 斗 も 私の 心なく た  > 天下の 民 を あはれ み 萬 世に 安 からん こと をお ほしめ す 

事 を 思 ひ 入らせん とて か、 れ たる 也 成と いふ 事み つからなる 事に せぬ はいかに とい 

ふに 全体 修行と いふ もの これにて よしと みつ から 定 むる 道理 はなき 事 也 人より 定め 

され は德の ほと はさた まるへ からす これにより ていふな り 〇 隱身也 これ 神道の 肝 

要 天下 M 家 天子 族 人 大小 長短 古今 賞 通の 大 規範な り宣長 もこれ はた. -神 さり 給 ふこ 

との やうに 見たり 神 避 玉 ふなら はや かて 神 避 玉 ふと こそ か  >  め 末に も §1 しかり. こ 、 

にの み隱身 とか  > んゃ うや は ある 又此祀 中た 、こ、 の 七 柱の 神に のみ 隱 身と ある を 
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タトへ ハ父 ノョミ タル 

テ子カ 上木ス ルハ產 

I 曰 ナリヮ カヨ ミクル 

W テ ワカ 上 木 スルハ 人 

コレ テン シル r シ ラス 

く、^ 身 ノ道ノ 人心 二 

アル 證ナ リ乂 古書 チ注 

スルハ 古人 ノ意 テ述ル 

ナレ ハモ ッテヒ ラキテ 

ス ヘシ コレ 乂産 si^ 日ナ 


；人地 トイ フ ハ 上下 ナリ 

上下 ト ハ 父子 等ナ 

リサ レ トコ レテ ト 

ィ フ テ |i 物 ii シテ心 ェ 

テハキ コェヌ ナリ！ ^モ 

E モ 象ニタ テオ ィテサ 

テ身チ |^】ス へ シ臣ノ 身 

二 シ テ身テ カク ス ハ 卽 

E ノ象斗 二 テ身ノ カク 

だ 、 ナリ君 二 シテ i:^ 身 

スルハ 身 ハカ クレテ 君 

ノ象ハ ァ ルナ リト知 へ 

シサナ クテハ ^身 トイ 

フ r 心ェ カタ シン ノノ 

コ ル象 トイ フ ハ 何ンャ 


お 事記燈 (次 生 淡 島 マア)  てヒ六 

も ふ へ しこれ かつ て祌 さり 給 ふ 事に あらす まつ 此七 柱の 神より 末 こ は p,f: ^の，..：， ふ 

つと みえぬ に 土佐國 風土記 曰 土 佐 郡 郡 家 w.::-g: 里^ 土 4^^ 贺茂 大社 其 神名爲 一 墓 

尊 一 說曰 大穴 六道 尊 子 味 鈕高彦 根 尊 歷錄曰 雄 天皇 g: 年 痰 子 i^:  獵于葛 城 出或說 

云 時 神 与 天皇 相 競. 5^ 不適 之 言 天皇 大瞑奉 移 十： 宅 神隨而 降神 身：：； 1^ 以； ^代 之 初： ャぶ は， ば 

之 地 後 遷于此 社 而高野 天皇 字 八年從 五位 上 高 賀茂朝 ぼ 田 守^:^ 而：^ 迎 gf 於お 城 山 

東 下髙， 蹄 上 其 和 魂 者猶留 彼国于 今^ % 令-,^; お 卜 五,, とい ふ 事 ありこれ を もてお も 

立 例 

ふに 此^ もとより 此 時に 神？ りた ま へ るに あにす 雄 の御妨 をな し 給 はすな り 給 

ひし 事 を隱身 とま： E たる もの 也され は 隱身は 死す るに あらす 人の 耳 U にあつ からぬ や 

うに 身 を 持な す を 云 也 もとより 天地の 間に は必人 ありて 天地の 間 を 隔っ へたつ るか 

故に 天地の 氣 通せす して 邪氣行 はる、 なり^ K 父子. 夭 お^ 朋友の Ei: も 数 かくの こ 

としわか 身 を 以てさ またけ され は 上下の 情お のつ から 塞かる 事な くよ ろつ 幸 來る 

疑な き 事 也 さて 此隱 身隱の 字に もたれて みれ は 山林へ 身 を かくす 歟 さらても 人前に 

. ^を さし 出さぬ 事の やう なれと さに あらす 身と い ふ卞 もす へ て 言 L 了の い つ る： なれ 

は槪 して 身と いふなり と 知 へ しされ は隱身 は 時に より 听に より， 分に よ. 0 ま，；' らこ 


ナホ 此ヮ 力 身 ナリヮ 力 

身ハァ リナ カラ 力 クル 

、 コ レ チ隱身 トイ フナ 

リサ レ ハ實 一一 モク ルレ 

ハ 山林 へ 一一 テモ 身テカ 

クサ 子 ハナ ラヌ ナリ私 

心ナシ 一一 道心 斗 ノ君道 

心 斗ノ臣 トイ フ モ ノ  二 

ナル 也コレ テ隱 身ト云 

也 牡丹餅 力 大小 サシテ 

行 タル 話 ノ如シ 孝子 ナ 

ト ノ無爲 ハ 此身 テャカ 

テ無爲 二 ス ルナ リン レ 

ハ資ニ モ タレ タ ル也 


よりて いひ 行 ふも隱 となりい はす 行 はぬ も顯 となる 事 あり 义 いひ 行 ふか 願と なりい 

はす行はぬか隱となる事もぁり此_.1^3^;!1全からねは隱身は全からぬなり此隱顯時所位 

にした かひて たか ふ 所 人々 の 修業の ある 場所 也 この 隱の 字に 幽顯 ともに か  > る 事 は 

なに、 よりて 知る そとい ふに 此 三柱の神の 御行 跡 を もて 察し 知れり その 故に 天 之 御 

中 主神 は 萬 物 を あはれ みな かく 此國 を安國 とし つ め まさむ の 御 志 はありな から 御 ふ 

る まひに は 出した ま はぬ を 産 $2^- 日 神 一 一 柱 は その 御 志 をう けたす け 奉りて 幽顯に 持 わ 

ナ<5 ロ少て この 持 わくる 事 は 前文に いふか ことし 猶 その；； f ちわく ズ". い"；. -t; 嘴^ マ.^ に J 海に ，邵 ふるま 

け ％rO てより て 持 わけ 山野に よりて 持 分た まふと いふ 事 ありく はしく は 下 文 をみ てし るへ し f 

ひに 出しても ろくの 物事 をむ す ひ 出した ま へ りし かるに 一 一 柱の 神 は 御 ふるま ひ は. 

あれと も わか 御 心に あらす 天 之 御中 主神の 御 志な り 天 之 御中 主神 は 御 志 はわ か 御 志. 

なから 御 ふるま ひに 出させ 給 はすされ は 天 之 御中 主神 は 御 ふるま ひなく して 御身 か、 

くれ 產 日の 二 神 は 御 ふるま ひ ありな から 御身 かくれた りこれ を もて 隱 身の 道 はた 

、わか 私情 か、 らん はたと ひ 公なる 事から とても ふるま へ は 身 あら はれ 又い か はか： 

り 人の 耳目に 入て ふるま へ とも 他の 志 をう けて わか 私情に あらね は 身 あら はれさ る 

をむ ねとす これ を 引つ かねてい は、 善事 惡事 によらす わか 心に 乘 する 事 はい はす ふ 

古^記 澄 (次 生 淡 島 マ デ，)  "五 七 


古事記 燈 (次 生 淡 島 マデ)  - £  V 

る ま は ぬか 隱身 也た  > なに こと も わか 心に いと はしく きら はしく a ふ 事の み を、. < 

ふるま ひのみす る 時 はしらす/ >^ 身 はかくる 、なりたと へ てい は 、物见 に ゆく と § や 

問に ゆく と は 物見に は ゆか まほし 學 問に は ゆか まう き 也され は 物 兄に は ゆいて 學 W 

に ゆく を 身 力 くれたり とす 又 身に あっかれ る 公事と 學 問に ゆく とは學 問に ゆかん 小リ 

おもしろ くも ある へ けれと 學 問に は ゆかて 公事 を 移む るか 隱事也 又 公事 ひとつのう 

へ にても 世に 勤 やきと いふ 人 ありさる 人 は 興に 乘 してつと むる もの 也 その外 立， せ 出 

世 を、.^ として 人に 抽て つとむる はいふに 及 はす 公務と い へと も餘 りつと め 過る 時よ 

. ^人に か、 る へき 3^ われ 一 人に か、 る へき か 故に.^ 浆の爲 に 上下の 近 を は 身 を 以て 塞 

くな り これら を もて 隱 身の SHI を はかり 知へ し 礼 記；^ に は 身 を 政の 内に « すと い 

ふ 事 あり 似た る 事 なれと たか ふ 所 あり それ は 政 を さため て それ は.；； りに v^- して 私が 

を 出さぬ を はいふ 也 我 隱身は 政な とやう にかた をた て、 それに 任して ゆく にあら す 

我國は 文字の 義に はか 、はる 事に あらね とこの 隱^ 藏身 はおの つから 滅の. M, 義の 

わ 力れ ありて かれは 政の 內に 身の みえぬ やうに するな りこの gg,;^ は をさむる の義に 

あらす よく/、 思 ふ へ し 身 を かくして その 禍福の 來る 事た かふ 證は价 邪那岐 命のお 


の 段に 八十 禍 、ま 日 神 次 大禍、 律 日 神 此ニ神 者 所 到 其 穢繁國 之 時 因 汚^ 而所成 神 之 者 也 

これ 此國 をう み をへ すして 妹の 命 をう しな ひ 給 ひし 故に 國 のために 再 ひ 呼 か へ し 給 

はむ とて 黄，：： 水に おはしけ るな からな ほ甚 しき 御 ふるま ひなる より 御身 あら はれた る 

か 故に 此ニ 神の 禍 御身に なり ませり 又 次 爲直其 禍而所 成 祌名神 直毗神 次大直 神 次 

伊豆 能賣神 この 三 柱 神 はふた、 ひかへ り 給 ひて 御身 を かくし 給へ るか 故にな り ませ 

る 也 これ 禍を 司と り 給 ふ 神と 福 をつ かさと り 給 ふ 神な りこれ 卽隱 身の せで かな はぬ 

徵 なり 又 石屋の 段に 於 是天照 大御神 見 畏開天 之 石屋 II； 而剌許 母 理坐也  < 小髙天 原皆晴 

葷原 中國悉 M 因此而 常 夜 牲於是 万 神 之聲者 狭蝤那 須滿万 妖悉發 云々 これ 速 須佐之 男 

命 御身 を あら はして 上下の 妨を なし 給 ひし か 故に 此妖 いたれる 也猶 その 證 あくるに 

いとま あらす 猶 はしめ の 伊邪那美 命の 言 さきた てた まひて 御子 をう ませ 給 ふに 淡嶋 

と 水 蛭 子との うまれ 給 ひしに 後天 神の 御 もとにと ひ 奉り 給 ひて 詔の ま、 に 1$ 言を擧 

なほし 給 ひても ろくの 國を うませ 給 ひしな と 身の 隱不隱 の 故な りす へ て 記せる 所 

た ， 此 身の 隱不隱 の ふたつ を 出す 卽此 三柱の神の 隱 身の 道 をのり として みれ は 一 部 

の 意 は 全く えらる へ きなり 此隱 身の 道の のりに たか ふに は禍來 力の りに かな へる は 
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せ 事記燈 (次 生 淡 島 ！> デ)  .  一 六 ◦ 

福 來る事 そのし るし 明らかなる をみ る へ し 此隱身 とい ふ も is に いよ ゆる」 一義 をよ 

しめ 孝悌 忠信な とすへ ての 德名 を邀 在した る もの 也^ 在せ る は 事 をい かさんと ての 

事 也 漢土 は ひろき 國な るか 故に 四方に 夷狄 ありて 人の 心 もお のっからのと かなら さ 

る を 以て 心を廢 して 形に く  、り 形 を も つ て心をならはせたるものけ1我^：^^ ょ；^;.=3;ゅこ 

して 人心 もお の つ からのと かなれ は 形 をた て /-  く  / r る 事を货 はすた ， 餘， 漉 ありて に" 

の つ から 感通 する こと を贵 ふか 故に 德名を はす へ て S:】，fl5- の 中に ふくめた りたと へ よ 

自 ラ 

子の 父に むかひて 身 を かくせ は 孝と なり 上より 下にむ かひて 身 を かくせ はおの つか 

自 ラ 

ら悌 となり f;;^ に臣 のむ かひて 身 を かくせ は 忠と成 故にむ かひて， 化 を かくせ は n ら； 

となる これみ なた、 隱身を こ ひね かふ 中より しらす./^ なりい つ る徳な りす へ て.^ 

事 もせん としてし たる は その 事 死す おのつ からせられ たる は その 事活 たりた、 わか 

いと はしき 筋 をのみ つとむれ は 孝悌 忠信 はしらす/^ せらる へ し iJj:, 弟 も.：： ..5>-!： もた > 

む 力 ふの 物に よりて わかる 、 名な.？ U 私情 は 禅う こか さらん やうに 斷 しはつ る J5f よ 

とても 力な ふまし くた とひ かな へ る も かの 月 支の 阿 緒^の ことく 佛も： -*^は乍佛，^ 

すとの たまへ りされ はた、 その & 情は內 にあり なから 外 を 礼 にく、 り を樂 に 和す 


るか 儒の 敎也佛 も "0 惱卽 菩提と 仰ら れた りこれ 人心 を 制する の 法の かれ かたき 所な 一 

りし かるに わか 隱 身の 道は內 にもな づ ます 外に も か  >  はらす して 自 「フ 私心 あら はれ 一 

す 外 It 首 J にあたり てし かも 意味 こもる 爲の をし へ なり かの 老子の 無爲に 混す へ から 

す 人の 耳に 喧しき まてい ひ 人の 目に ま は ゆき まて ふ る まひな から 耳目に あつ からぬ- 

. のり 也 宣長か 葛 花と い ふ ものに おのか 見 を 老子の 見と いはれ て さま いひ ことわ 一 

られ たれと 宣長 かいふ 所 は 猶無爲 に 落る 事うた かひな しこれ 此隱 身の 道の 記 中に お 一 

のっから 弥綸 せる かおの つから 心に うつりて ふ と無爲 に 混した る 也 をし き 哉 神代 記 一 

の 非 をみ いてた るは宣 長なる にさ はかりの 目に して こ 、 に 目の 及 はさり し を これ ひ 一 

と へ に 儒敎に 反せむ との 志つ よかり ける よりか へりて うち ひか まれけ る 也 これら も 一 

隱 身の のりに たか ふ 故 也 かへ すく 恐る へ きは隱 身の のりに たか ふ也隱 身の 事 こ > 

にい ひつく しかたした >  これ は 大様 をい ふ 也 下 文 その 所々 にい ふ を あはせ て ふかく： 

思 ひて 心 をう へし 

〇 以上の 文す へ て わか 國史の 眼目な り 大綱な りこれ をく はしく 心え たらん に は 下 文； 

た 、掌 を さす かこと くなる へ し 上に もい ふか ことく 別 天神 五 柱の 內を又 此三柱 を ^ 
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わかちて 記された るは此 大綱た る を さとした るな り猶 また 此三 柱の ：！； 々价邪 K 小义片 

邪 那美命 まて はなに の 御 事跡 を もしる さ れは十：：來た /-見なづみて御^?|-跡のなき故 

也と も H 心 ひまた なにの 分別 もな き 代 也な とお も ふ 事大なる 誤な り 浅 土の^な とに は 

か はりて 記せり とて それ か 実に も あらす 記さ 、 れ とも 実 ふくみた る も ある 也 これら 

は皆隱 身と しるす より 御 事跡 はおして しる へ けれ は 記され さるもの 也 その 證 なほ ド 

の 天 沼 矛の 所に いふへ し又惣 論に いふか ことく もと * 秋な との S と はたか ひても と 

神 書 を はしめ 奉りて 代々 の史た 、 天子の 御 系譜なる まて なれ はむ ねと は御卒 (，i 

となる へ き 事の み を 記せり 惣論 をみ て m、5 ひ あはす へ しされ は此 神々 の 御代 も；^ する 

事な きに は あらす と 知へ しゅめ 実に もたれ 靈 にた ゆむ 事な かれ 我^の 風俗 は つ 

ひに みる 事 あた はさる へ き 也 漢土の 窨の 人の をし へ とかけ る 物と はか はりて 灭子 

の 今の 御代 迠 もめて たく 皇統 さかえ 給 ふ 事た 、 此祌の隱^ょり事ぉこりたる^！；-なれ 

は 一 國はー 國の 天地 一 家 は 一 家の 天地 一 人 は 一 入の 天地なる か 故に 天子の さは か 

りめ て た く お はします を まな ひ 奉り て此隱 身の 道 を， 俯 せ ん に 创業 い か て かなら 

さらん  , 


* 國 歡： 如 一； IT^  久羅 '孤 洲多陀 用 弊 琉之時 

國 稚 とは此 神た ち 上下の 別 をよ くわ かち 正して 天下 萬 世に をよ ほさむ の 大志 をた て 

•  國中ノ 人 ノ心ノ 稚キチ 云 也  I 

させ 給 ひて たか ひ に隱身 をな し 給 ひし かと それまで 國人 さる 事 もしら す 上 ドの別 を 

みたして ありし かは此 神々 の 身 を かくし 給 ふ をみ てい また ふかく もえ おも ひしら さ 

りし さま を は 1： 稚 とはい ふ 也 岡と いひし はす へ て此國 中の 人 を さすと 知へ したと へ 

は稚 子の 大人の 言行 をみ たらん こ ちに ひとしく 目に み 奉り 耳に 間 りなから その 

筋の 心に 入ら さ る か ことき をた と へ 仁 る 也 如 浮 脂と いふ は 下に 落つ かぬ たと へ也久 

羅下 那洲は 定まる 地な きたと へ なりされ は 浮脂竪 にか ， り 久羅下 は 横に か ゝ りてい 

ふ 也國稚 とい ふ は 綱な り 浮 脂と 久羅下 は その 目に て竪 横に わりて 形容せ る 也 さて 浮 

诣 とたと へ たる 所の、 い は 今 まて 上 を も 下と し 下 を.，， T 上と し 各 勝手に 身 を も あら はし 

あ ひて ありし もの どもが この 隱身を み て さす かに 今 ま て の 心 もち を 鼓動 せられて 珎 

らしき 事に みな 人お も ひなれ る 心の さま をた と へ たる 也 久羅下 那洲は 今 まて 各仕來 

りたる 非か此 神々 の 隱身か 是歟ぃ つ れを是 いつ れを 非と もい またえ おも ひ めさり 

しみな 人の さま をた とへ たる 也 是非に 猶豫 して 定まら さる を は久羅 下 那洲多 陀川弊 
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. クウ ケルァ 


二 シ テ ク 


ゲ ナ 


國稚ト ハ ア^ヒ ハ ー邑 

一 縣 一 國ナト 各 魁首ァ 

リテ イツ レチ君 イツ レ 

チ臣 トイ フ r ナクメ ィ 

ヮ 力 勝手 二 シテヰ 

ク ル故 一一 五倫 モ 勿論 ナ 

力 リシ 寸チ云 

(時) 

稀 子ノォ ヤノ. 3- テ足 二 

テケ ルカ 如ク人 偷ノク 

、ヌチ 云 

イカ サ マ 尤ナ 「 ナリト 

思ヒ シ心 ハ 再 私心 へ モ 

ト：^  二 モド リニ クキ乇 

ノ ナルテ 浮脂ト 云也ム 

力 ン 一一 隱身 シ テ ゴ ザ ル 

神々， ガ 目前 二 ァ ル故サ 

スガ 二足 モ出シ テヰラ 

レヌナ リサ レ ハタ、 浮 

ト 斗デハ コ 、ガ 力、 ラ 

ヌ故 一一 脂 ト云也 

而ノ 字ノ心 私心 テ 鼓動 

セ ラレ タル ホトノ r ナ 

レ 、ノ" K~ 非 テ决ス へ キ 一一 


サ モナ キ心 一一 テ而ト 云 

也 

お 月 ハ テヰ ナカラ in 

4 モナ クテシ 力 モト チ 

ラへ モス ヮリ ノナキ 性 

ナリ ノ 所謂 小人 テク 

ト へ ク" ナリ 小人 ノ小 

人々 ル所 アツ クセ リ贤 

キカ ホー； テ動止 スレ氏 

ナキ カ如ク 4； 義テ 

シ- フス 利 テノミ 懐ヒテ 

シ カモ！ W 一一  モ ツキ 惡 一一 

モック 「小人 ノ 性ナル 

々トへ 物 ノスへ テ妙ナ 

ル r コ ノー  ツー 一 テ モ 思 

フ へ シ 

之時ト ，ー ヘル ハ ヒロ ク 

^^^^^^ ^ マ 

テテ サシ チ ィフナ リサ 

レ ハ上ノ 仞發之 時 トイ 

フ ハ 大綱 ナリ コ ノ 之 時 

ハ 乂ソ ノ. 中ノ 小目 二 ィ 

フナリ ト知ル へ シ上ノ 

之時モ ヒ ； 1 ク カケタ ル 

也 
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琉 とはい ひし もの 也され は此 一 句 of 竟は 國稚之 時と いふ へ きを その^ 人の さす かに 

隱 身し 給 ふさ まの 心に は あたりな から 是非 を 弁へ えさり しさ ま をく はしく いはんと 

て 此ニッ のた と へ もの を 出された る也此 たと へ まことに 神妙 也と いふ へ し 脂 は 水に 

うか ひて はいかなる 事 ありても 沈まぬ 物な りされ は 人心 私に 執し なか c>l^,f:^ の 近に 

あ ひて さす かに 私心 へ はたち か へりに くき さま ふ へ し 久羅下 は 海：：！： の 所 を 定めぬ 

、， ^より 是非 を 弁 へ ぬ さまに たと へた る 也 ことに 海月 はとらん とすれ はにくる か 5.^ に 

耳目も^^^もぁる へ きに みれ は 耳目 もな きを もて！； 人 耳目 も 心 も ありな から ^の こ 

とく 無 面目 同前なる を も かけて この 海お をし も 出された る 心 を W む ふ へしい つれ. 水 

上の ことにして たと ふるより これらの 物 をと り 出さ れ たる なり 

ナス トモ 

コ トァシ カビノ ヨリ キザシ ノボル モノ 二 テナ リマ セル ミナ ハウ マシア シ カビヒ コヂノ 

如， 苹牙， 因 i 騰 之 物； 而 成 神い 名 宇 麻 志 阿 斯訶備 比 い：： 0 神 

葦 牙と は 葦の つのく み 出た る を 云な りい かて葷 をし もとり 出られ けんとい ふに 上文 

に 天地 初 發闕稚 とい ふ 時な れは國 中す へ て 泥土の ことくなる さまに して い ふか 故に 

一 帟牙ハ 國ノタ 、ョ. ヘル 泥土  ノ如 クスル 喩ノ心  土ノ品 テ以ケ 之. K クルナ リ國稀 ハ卯コ ノ 

トイ フヨ リシ テ出 シタ  ハ水ト 土トノ ワカ レヌ  トス トイ フ 「ァ リ土ノ  別ナ キ也サ レハ； ^十-卜 

ルクト へ 物ナリ  ナ リコ レ卽： 人地ノ ワカ  力 キリ ハ水 トカャ ウー 一  ：ナシ タル ナリ 

レヌト 1： シ：^ 記 ニモ水  ヮ カル、 力 $3；  li ヮ カレ 


コ ノ如 i 京 とい ひし は 

形容に て 萌騰之 物と は 

いひな から それ は 何物 

(マ こ 

とも 記せら さる をよ く 

思 ふ へ し此 物と あ 

る は卽此 神の $1 小人の 

中より 脅 發し耠 ひし 御 

心 をい ふなり 人 九此心 

なき 時 は その 身つ ひに 

なりい つる 事 あた はす 

此脔發 の 心 ある 人 は 身 

必 その 心に 因り ひかれ 

てつ ひに 業 をな す 也 さ 

れは 31 と は その 费發す 

る 心に 身の よるな， 9 囚 

ま 種に する 、しなり はの 

いは ゆる 因果の 囚 なり 

かく 之 物と 斗い ひて 實 

物 を も か れぬ を-〕 曰： 長 

我 朝の 事 は 實傳 なる を 

寓言と みる はから 心 也 

とい ふ 事 あたらぬ 事 也 

もし 之 物と させ る物實 

物なら は その 名 を こそ 

か、 るへ けれ 名な き は 

たと へ なる か 故な りよ 

くしれ とて 力く 力 ゝれ 


とり 出られた る 也 泥土の ことくなる さまに してい はれた る 事 は 下の^ 神 十 柱の * の 

御名 宇 比 地 迕須比 知！ 2;^ と 申す より 角 找活找 意富 斗 能 地 大斗乃 弁と 次第， したる にしる 

きなり さて この 葦 牙の ことく 萠騰之 物と は 何物に たと へ たる そとい ふに かの 前文の 

ことく 國 中の 人 ことくく 是非 を 得 弁へ すして ある さま を 泥土と 比して §1^、；？ はか 

り その 衆 中より ふと 抽出て 此三 神の 大 なる 御 志に 歸 する 心 決定し， たる その 心の * 激 

した ふ をた と へて いふなり 因と は 卽此秦 激した る 心が 根と なりて 神と あ ふかる 、ま 

てな り 給へ る を は 因と い へ るな りすへ ての 事！ E 熟した る 風俗の 私なる にした かひて 

* 激の 心なき 時 は 事業 をな す 事 あた はさる もの 也 孔子 も義を 見て せ さる は 男な しと 

仰ら れ たる も 卽 この. 心なり され は 此神は 天下 萬 世お しな へ て隱 身の 道に 敏 なりし 祖 

にお はします なり 大事に も あれ 小事に も あれ 此 神の 御 心 を まな はす はつひに ill 々と 

して 志 ある もいた つらなる へ しょくく 思 ひしる へき こと 也 騰とは 三柱の神 は髙天 

1^ にお はします にして い へ る なれ はの ほる とはい ふ 也卽此 神の * 激し 給 ひし 御 心と 


た るを宣 長 かこと くい 

は、 いつまても 我 朝の 

本意み る 事 あた はさる 


へし 

之 時と ある は 下の 十 神 

まて を かけて いふなれ 


は 此_ 京 牙の ことく 萠の 

ほる も卽 次の 十 神 まて 

にか、 れ りと 知 へ し 


その 中に も此阿 斯訶儸 

比 古遲神 その 魁た る 神 

に まします 也と 知 へ し 
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六 五 


萌 際は此 神の 御 心に も 

とより さ る 九なら ぬ へ5 

心 ありし か 三 神の 隱身 

G 陽氣 をえ ておのつ か 

らもえ 出た る 也 人々 せ 

力く のこと く 心のう ち 

に はみ なか  > る 心は蟄 

して あるな りされ は 神 

道 1:1^ 身の 遨を聞 道に 志 

をた つる 時 はおの つか 

ら わ か 心 の あしかび き 

ざしの ぼる へ きなり 

とり ひろけ て 天 下にし 

ても此 道理と りち  > め 

て 一 身 一 、しにしても 此 

r;! 理也 天下の 一 身のと 

わけてみ るへ からす こ 

わ を わけて 論す る は 

長の いは ゆるから 心 也 

わか 國 はた S 大をも 小 

に ふくめ 小 をも大 にか 

ねて ひろく わたる をむ 

ねとす こ 、はわ か國風 

C わかる、 大事の 事 也 

よく-/, \ ^田：^；. S- つ へ し 
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り もな はさす 商 天 原に その 位いたり しか はかく はたと へ られ たるな り 志 あらん 人 は 

此 神の 御 心 を あふくへ し贵ふ へ し 而と いふ はたと ひ 奮激した る 心に 因れる とて 神 

となる へ き理は ある まし さ こと 、人み なお も ふ へ けれと 裔激 ほどつ よき 物な けれ は 

その 心 に. 1^ を 任す る 時 はお の つ から 神 ともなりの ほらる 、 よしを さとして. に 人々 

に これ を勸 むる 心 有^ 心 に 激し たる 時 は 私心 はおの つから わすら る、 もの 也 世に $ 

をな せりし 人 をみ るに 多く は その 本奪激 よりお こる 物 也 


此 神の 激した まへ る はみ な人隱 身の 道心 を a 動せられ てゐ なから U:,J 非 を 弁へ ぬ 中に 

まし へられて 快から ぬ 所よ り.^ 朵 人の さ ま を 見 あさ みて お ほ え す拔？ し 給 へ る な り さ 

れと此 奪激も 我心 をお こして 秦激 せんとて 窗激 せらる 、物に あらす みな^ をえ て， お 

激 する 也た と は 、常の 蟄を發 する かこと しこれ ひと へ に 天 之 御中 主神の 大御 いふ を 

高御床-^^日神產^见日神のたすけて諸ともに隱.；^まし/-'けるか感^§したるもの也此 


,K に 人 を 感動して 私心 を わすれて 身 を かくすへ き 心 を 翁 ひ 起させん とに はた、 ru 力 一 

身 を かくすに あり 身 をた にかくせ は 時お のっから 至りて かくの 如く 人心 をして 奮激 一 

4, しむる 物なる 事 を さとした る もの 也卽葦 牙と いふ もの をと り 出た る も 紫に はかき 一 

らね とも 泥土のう ちに 蟄 したる か 恭の氣 に 感動 せられて 萠の ほる を もて かの 三 神の 一 

隱 身の 港氣に ひとしく 此 神の 奮激 時 をえ てな りの ほり 給へ る を はたと へたるな り.^ 一 

たと へ 物 を 出され 仁る 事 その 事理に 切に して その 理の わたる 所 廣き事 これら を もて 

もしる/しか、 る 書 さまなる もの をた、 うは へ の 実に もたれて みたり し 小" 來の神 學： 

家な けく へ き 事な り 神道の 世に かくれた る もこと わり そかした 、神道と い へ は， い.^ 幅 一 

子淨衣 をき て 手に 鈴 を ふり 中 臣祓を 口にと な ふる 事の やうに なり 火 をき よめ 祓 礎す 一 

る もた、 うは への かたち 斗に て 実 をう しな ひたるな りこれ に 比する に 漢土の 礼と い 

ふ もの 猶か くのこと し 孔子 三代の 礼の 実 をう しな ひ義を m 心 はすた、 かたちの みに な 一 

れるを 歎 給 ひて ふかく 心 をく たき 言 をつ くし 給 ひし もけ にこと わり 也 〇 宇 麻 志と は 一 

口 本^ こよ 町 美 をよ み 萬 葉に は 酒の よき を 味 酒と いひ 又う まね ふりと い ふ は i 睡の 

義 なり 俗に ク マ ィ とい ふも猶 この 心なり 味の 內 より 生す る をめ て ， いふ 辞な り猶紀 

古事記 燈 (次 生 淡 島 マア)  - f  丄 
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に 可 怜小汀 5^ 怜 御路； F 怜國 なと も あり^ 神 紀には 甘美と ありこれ はさる 稚 心の中よ 

り 奮 ひ 出た まひし 御 心の ほと を 味 ひ 賞して 1于 麻 志と は 蒙らせた る 也 阿 斯訶備 を やか 

て 御名と した る は 上文に いふ 所の ことく その 稚 心のう ちょ，？ M 天- s§ にの ほりた まひ 

し敏德 をむ ねとしての 事也此 神の 神と なり ませる 種 は 何 そとい ふに かの^ 牙の こと 

き 奮 發の御 心なり その 御 心が 此 神の 神体 なれ は 御名と して その 神と なり ませる 稀 を 

人に さとせる 也 因の 字卽 たねになる 心なり 此 神の 御 魂 はおよ そ 天下. fc 今と もに： を 

成す へ き 因と なる 所 を 司と りた まふな り此神 をい のら はおの つから わか 胸 巾の 泥よ 

b 葦 牙 はき さしの ほる へ しあ ふくへ し 尊 ふ へ し 千 载の榮 を W るか 失ふ歟 はた 、こ、 

にある へ し 比 古 は 比 は 卽產應 日の 日に 同し く 內の徳 の 外にみ ゆる 形. 也い：： は 子に 

て 我に したしみ 奉る 称 也 父母の ことくに ふ ほとの したしみ をす へ て 子と さす 也 女 

を 子と いひし もさ はかりの したしみ を さとして い ふ 也され は此比 小：： はす へ て s;; を 称 

して 女に いはぬ は 男 は 上た る へ き 物 なれ は 下より したしむ 心なる か 故 也 と はをぢ 

の3^也をぢは長者を贵ふ称なりゎれを幼とし此祌ををぢと贵ひ奉れりしは卽このサ；^ 

牙の ことき 物に よれ は 神と ならる 、 こと を さとし 給 ふ 恩 を よろこ ひて た  >  へ.^ れる 


也 かの 塩 土 老翁な とも 神武 に 大和の よ き^なる を をし へ 泰れる 故 な る へ し 此 S もす 

な はち 上の 天 之 御中 主神の 大御志 をた すけ 給 ひしな り此 末々 の 神た ち もみな 同し き 

中に その 第一 に 得た まひし 神 かむ す ひの 神な り此 むす ひの 神 を たま ひし 故に か > 

る il 國 創業の 因と なる へ き 神 を もえた まひし なり その 中に むす ひの 神 は卽三 神に し 

て 一 神 一 神に して 三 神なる かこと く 天 之 御中 主神 は 志 を 司と り 給 ひむ す ひの 二 神 は 

すてに 此ー隶 牙 彥舅神 たちのな. 9 出耠ふ も產奥 日の 神の 御德 によれり 

行 を 司と. り 給 ふ 也され は 神 を 得た まひし は 此祌を はしめ とす へ し 此奮發 の 心 開國创 

業の 因た る 事 世の 小事 を みても 會す へし 此神を は 神 をえ たま ふ はしめ とす へしと て 

三 神 は 此三柱 神 者 云々 として わけてい ふなり はや 此 神より 開 國の因 は出來 たるな り 

と 知 へしい は、 上の 三 神 は 主人の ことし 此 神より は佤人 方な りこれ を 得 給 ふ も Q 十竟 

三 神 御 心 を 合せて 隱身し 給 ふより 時 至れる を 云 也 

次 天 之 常 立 神 

此神 名の 義は宣 長く はしく いひて その 論 あたれり とい ふへ し^は 底に 通し 立 は 都 知 


此 if.: 小牙彥 神ノ 「 ハ ョ 

ク心 ゥへキ r ァリ唯 御 

自ノ 齊發斗 ト見ケ ハ ゾ 

ノ意ッ キ ス 国人 比.！： 久シ 

ク 私心 11 習熟 シ タル 物 

ナ レ ハ クトヒ 志 アル 者 

モ 自棄 ス ル者多 カル へ 

キチ自 ラ齊發 マ シ， 

テ 衆ノ自 楚テ捨 サセテ 

道心 一一 齊發ス へキ 「チ 

天下 二 不言 一一 シテ敎 玉 

ヒシモ 、ノナ リサ レ ハ此 

神 カク 成り 出玉フ -ー ョ 

リテ世 二 多ク 自棄 チ ス 

テ、 道心 一一 脅ヒ ォコレ 

リシ 神 多 力 リシ 「シル 

ク，！ ^セサ レ トモ 他-一 及 

ヘル 「ハ 疑 ナシカ クイ 

フ「 ハ末 一一 イタ リテ灭 

兒： 命 太 玉 命 宇 受賫命 

ナトテ ハ シメ八 百 萬 神 

タチ アリン ノ神 クチ ハ 

ィ ッ シ タカ ヒ奉ィ ッ歸 

シ奉 ラレ シ トモ， 記セ ス 

シテ下 文 二 フ ト出タ ル 

チ モ テ云ナ リル：； 此祌 二 

ヨリ テ裔 發シ玉 へ ル「 


ゥクカ ヒナ シコ ノ神ナ 

リ出 マセル 二 ヨリ テ人 

$i 心ィ ヤシ〃 海月 ノ如 
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クナ レ 斥 ill 發スル トセ 

ヌト 二 テ 神トナ リナ ラ 

サルノ 別 アル r チ世ニ 


シル ャゥニ ナレル ナリ 

成 元 力 コ トキ モ コノ理 

テ 弁スル ハ ミナ 此神ノ 


恩 ンカシ 佛ノ速 華テモ 

テク ト フル 二 似 クル r 

ナリ 

一 六 九 
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し C 


此祌 なり 出， まして 灭 之 

御屮、 ：丄 神の 御 心の底の 

人の 常 情と はいたく た 

かひた る 事 世に あら は 

れ たる 也此 故に 灭之御 

中、 H.: 神の 御 志な とも 記 

せられ さりし も の 也 さ 

れは此 五神 始末 端 奥 甘 

化しつ くせり せ； -牙彥 

神 もすな はも 灭之 御中 

、：ト ： 神の はしめ 神と なり 

ませる やう を さ と り 仏？ 

ひし もの 也此 故に 此ニ 

神 は灭之 御中、： 十； 神の 始 

とせと を 世に さとし：^? 

ひし I むす ひの 一： 神 は 

；人之 御中 卞： 神い. 外 行 を 

世に？ とし 給 ふ 也此故 

に^ 彦 S 神 灭之常 立 

神 は灭之 御中、 神の 御 

志の たちし はしめ と 御 

志の すわりた る 所と- VJ 

？ とし $1? ふに て內 f. ゆ 也 

むす ひの 神 は 外 行. ゲ」 さ 

とし 給 ふなり と 知 へ し 

これ を 一 身の 具 する 

所と はいふ 也 


に 通す る 事 姓氏 錄に 天底 立 尊と みえ 又 國之常 立 神 を 紀 一 ま：： に^ 庇 立 竹！： といへ り 祢 

は 紀に國 狹槌^ を 亦 曰 國狹立 尊と あり 萬 葉に 十五 卷 安 米 都 知 乃 竹 許 比 能卞^ 尔 

n  .1^ トハ 人ノ常 トイ タク 放レ？ ^サ 

云々 これ 天地と もに 底と いふ 證也曾 こと は 贫伎處 なり 曾 伎 は宣長 引證 多き かこと く 

キ タル テ云 

放のぅっれる也此神の天乃^！：：！伎處をしも御心とた 、 へられ させた まひし は： 火に して 

しかも f おさかり のきて 及 ひもつき もせられ ぬ處を 御徳と し 給 ふの 名 なれと これ も W 

表德 にして 実の 天の 極と いふに あらす されと 天極に 處し たま ふとい ふ は- - しある 事 

なり 今 かりに 実の 天に して さとす へ し 天 は 地 をつ 、みて 仲 十 位に ありて 地の もの を： y 

しもの を 載せて 生々 す へ き 用 をた すくし かるに その 妙 川 を ドす事 天のお のれ かため 

にす るかと H 心 ふに その 極 をた つ ぬるに こと く 天下.^: a を はしめ 万物の 化々 す へ 

き 爲に歸 す 今 天 之 底と いふ もこれ に 同し く 天 之 御中 主神の 大 御い- 0 を 床 "^：:: の 二 神 

承たまひて事をとらせ給ふは天下に^：；として榮花をねかひ^ぉふかとみゅれとその三 

神の 御 心の底た 、隱身 を 旨と し 給 ひて その 極た 、天下 万物の やすくた ひらかに して 

各 業 を たのしまむ 爲の御 心なり されと 私心に I：： 熟した る 世人の f り は 此{ 神 もた 

， 御み つからの 御爲の やうに お ほ ゆる か * 情なる を此 神 かの 一： * 神. S 御 心^  を^り 


此ニ神 を儒敎 にあて 、. 

いは、 萆牙彥 舅 神は智 

なり 夭 之 常 立 神 は 仁 

義 にあた る 也 これ 卽 天 

之 御中、 一十； 神の 內德 なり 

され，？^ 實は今 i< な ふ も 

0  、うへ にして みれ は 

阿 斯訶備 比 古遲神 

天 之 常 立 神 

天 之 御中. 神 

高 御 產堪日 神 

神 產復日 神 

かくの ことく 次第す へ 

しされと もされと も此 

內德を はしめ て 成就し 

たま ひし は 天 之 御中、 王 

神なる か 故に， 記 はかく 

G ことく 記せられ たる 

也 内に 德 ありな か^ 外 

むす ひの 二 神 を 用た ま 

ふ 天 之 御中 キ； 神の. 御 さ 

i.s を み て 內 德を さ と り 

給 ひし か此ニ 神な り 

すへ て修. 仃に かけて わ 

さに かくる 時 は 先 を 後 

とし 後 を 先と する もの 


しりた まひて そこに 感 して 御み つ から も そこに 御 心 を 安ん し？ せた まひし 故に 天 之 

底 都 袁遲の 神と は 世に た 、 へ 奉りし な、 り此神 かく 上た る 人の 心の 極た る へ き 所 を さ 

とり 安んじた まひし より 天下 この 神に 鼓動 せられて かの * 發 したる 神々 はいふに 及 

はす さならぬ 神々 も 天神の 大御 志の かたしけ なき を さとり 天下の 安 からん こと をた 

のしみ て 上の 凌く へ からさる 事 を 心に ふかく m 心 ひしり し 神 多 かりし なる へ し 猶下文 

において 次第に その 徵を とく へ し 天下 を を さめ 給 ふ 御身 は 申す に をよ はす かしこく 

も 此御 神た ちの 御す ゑに おはし ませ は 也 その 餘 一 國 一 縣 乃至 一 小 家の 主たり とも 

上た る もの はた ， この 極 を さとり 此天之 常 立 神の 御 をし へ. にし たかはされ は 一 家 も 

いかて 安 からん まして 一 縣 一 國 いか、 はのと かならん 此天之 常 立 神の 神と なり まし 

> によりて 天 之 御中 主神 は 御 わさ はな けれと 大御 志の 極 こ 、 にあり 產觅 tl! 神の 二 柱 

も 御 わさ は あれと 天 之 御中 主神の 大御志 をう け 給へ るに て ひと へ に 御身 を隱 した ま 

ふとい ふ事言外にその意趣ぁら.はれたり乂上にの ふる所の隱^^のしかたもこの种の 

御徳に よりて 世に は あら はれた る なれ はふ かく あ ふき ふかくた ふとみ たてまつる へ 

なり 卽 乾坤 を坤乾 とす  る理に 同し きも G. 也 
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古事記 燈 (次 生 淡 島 マデ)  •  一七 一一 

き 事 そかし 薰牙 神 も 此神も 御み つからさ とり 給 ひて さる 御徳 を もも わけ？ せ 

給 ふの みならす 天下の 衆人 これ をみ ておのつ から 鼓動せられ たるへ き 事 上に いふか 

ことし その 中には 人 を もよ くす 、 め をし へ させた まひし も ある へしこれ は： 一お とみ 

れはニ 筋な りさ れと敎 ふ る 人 あれ は おのつ から 感激 する 人 も ある もの 也 感激す る 人 

あれ は必 おのっから 敎 をね かふ 人 もいて くる もの 也：； 筋た /- ： 筋に みるへ し 下々 の 

神々 みな 此 心得 を もてみ るへ しすへ て此記 文意 簡約に して 上ド の照應 の：；：： する 

所 を もてさと したる もの 也此 故に かう やうの 所 はふ かく 心 をつ けて み ぬ W は {r-::;^ は 

かりの 人 すら 実に もたれられたり 今い ふ 所み な 虚誕に あらさる 事 はいつ K 順し 給 ふ 

とも 記せられ ぬ 神 達の 下 文に ふと/^ 記せられ たる を もてい ふなり 心 2： からん 人 は 

ぃと/^  く心をぅ へ し 日本 赛紀の 誤り こ /'においてみ ゆる 事 は 以上- ん神 をみ な は 

ふかれた る は 天神の 部 は さらても たしかなら ぬに 此 五神 はこと に， 設て もった へたる 

やうに m 心 ひての こと、 ぉほゅ惣論にぃ ふかことくはゃ此皇子の時神.&は^1-にもたれ 

たる 事 しるしい とも/、 心 くるしき 事 はかた しけな くも 天 照 火 御 神. 2 神 を： 太 孫 

にた まひし もた 、 こ の 五神 七 神の 大御志 を は 御代/、 にう しな はせ たま ふなと 


おほしめ しての 事なる を はかなく 実に もたれて こ 、を はふき 給へ るいと も/^ あさ 

ましき 事な り 今の 世 まても 皇統の めて たくお はします はた  > 此 以上の 文意に ふ 

かく こもれる 事 そかし かたしけ なくと も 一 家 一 身に もこれ を まね ひ 奉らん にい かて 

か 創業す へから さらん 

コ ノフ タパ シラノ カミモ ヒト リカ ミト ナ リマ シテ -I  、ヲカ クシ ヒキ 

此ニ柱 神 亦 獨神成 坐 而隱. 身 也 

獨祌成 坐 も隱身 もた 、同し 事な から 上の 三 神に はへ 竝 とい ひ此ー 一 神 次の 二 神に はへ 亦 

とかけるをもてその^？^别ぁる こと を さとした るな りひと り 神し J なり ませる は 上に お 

なし 隱身は 上の 三祌の 御身 を かくし 給 ふさ ま を まな はせ 給 ふなり されと みな 御徳 を 

持 わけ 給 ふ もの なれ は 各 その 御身の かくし さま もた かふな り此阿 斯訶備 比. 遽神は 

天下み な 私心に 習 著して 猶豫 したる 中より た 、ひとり 奮發 した まひし 事 なれ は 人の 

くだし  . 

常！^ として そのえ 奮發 せす して 多 陀用比 をる もの ともを 見 あさみ 侮り そしりみ つ か 

ら慢す る 心 かなら す 生す る 物なる にさる 御 心お はし まさす して かの 私 習に 貪 著し て 

た ， よ ひて ある 衆人 を あはれ みお ほしめ してみ つから 窗發 した まひし は 御み つがら 

の爲 ならす して 世人 を皴 動して 道心に 奮發せ させんの 御 志な る をは隱 身と は 申す 也 

古事記 燈 (次 生 淡 島 マデ)  1 七三 


古 燈 (次 生 淡 島 マ _ァ)  一七^ 

天 之 常 立 神の 隱身 はみ つから かの 上た る 神々 の大御 志の 極た る 所 を かく あらて はか 

(博) 

な は ぬ 道と り 知た ま へ るょり人の常情かならす傅識多聞かっ 又^^！：の境をしる^ 

は必 人を輕 しめい やしむ るなら ひなる にこれ 义 世の 人の 見解 この 極に いたに. さる を 

あはれ みて みっから こ ， に 御徳 をな した まひし は 天下 をして こ 、 にす すましめ むの 

御 志に して 塵 はかり も 御身の 爲に はお はし まさ ， りし を隱^ と は 巾すな り下仪 にし 

て 謙る は ：=NW し 1$ 位に 在て 遜る はいと もく かたき 事な り 此-ん S1 の 神の 御身 を かくし 

給 ひし はま 〈4 にしての 事 なれ はこと にく かたしと も かたき 寧 そかし 孔子^の 大.^ 

となりて 悅ひ給 ひし を あやしみて とひ 率り しに 尊 位に ゐて 謙遞 せんこと か うれしき 

と 仰ら. れ しなと まことに とい ふ に 口 をし からぬ 事な り の 事 かくの ことく そ 

の. ぐの 位に して 谷 ことなり ま 次の 所に もく はしく いふ をみ る へ し&敎 のこと く か 

たに はまりた るに は あらす おのれ か 身の 位 をよ く か へ りみ すゑて 後 身の 志 はたつ 

へ き 事 也 位す わらね は隱 d:^ のさし かねとなる ものな き 也仪を rj しかねと する 時 は そ 

の 隱身理 にあた る へ き 也 

カミ / クダ リノ イソ パシラ ノカミ ハ コトァ マッカ ミ十リ 

上 件 五 柱 神 者 別 天神 


此 五神の 御德 にて すへ 

て 人の 一 身の 所篋 をつ 

くせり これ を規 として 

万事 万 行 を せんにな に 

事 か 仁義 忠孝に ならさ 

らん 

五神 を 一 身の 修行と み 

奉れ はた、 一 神な りす 

ち を わくれ は 五神な り 

され は此 五神の 御徳の 

廣大 無辺い ひつく すへ 

からす 


別 灭 神と 称した る わけ 

は 以下の 神々 は； 人 神な 

から 地の 方に つきての 

德 なれ は 民に あっかれ 

り此 五神 は^ 德な るか 

故に 別； 大神 として わか 

ちた る 也 

灭神とは衆人仰きて^?; 


ふ 也 後に 命 をう けて 君 

たりし 神々 と はか はれ 


別 天神と は 天神と 中す うちに も乂 ことに 御徳の たかくお はし まし 、种 たも なれ はか 

く 引 わけて さとせる なり その 故 は此次 下の 神た ち もみな 天神に てお はし ませと も W 

のこと にか  > つら ひ 給へ は 以上の 五神に はたちなら ひ 給 ふ へ からね は 也 わざい やし 

けれ は 位い やし わさ 萵 けれ は 位高き 事お のっからの ことわり 也た と へ は足輕 とい へ 

とも 文武に 志 あっけれ は士 にもす 、 み H 一展の むすめ も哥 扉に 堪れは 諸^の 妃 となる 

かこと し 飛脚 をのみ つとむる 足輕の 立身した る 者な し 飯の みかし きお ほえた るむ す 

めの諸^^にめされたる例なき事なりそれもぉのか位をぃて 、すへ きに は あらす さる 

は 又隱， i:?;: にた かふ 也た 、 足輕は 飛脚 をむ ねとつ とめ 日麼は 人の 役を懇 につと めて 餘 

力 を もてた かきに 志す 時 はおの つ から 位 も 立 まさる 事 かたしけ なく も此 神々 の 神な 

からかく 御 位 わかる、 を もてさと り 知へ し 今此五 柱の 神の 別 天神と 称し 奉らて かな 

はぬ 故 ある をと く へ しまつ 天 之 御中 主神 は 中す もさら なり 髙御產 神產^ 日 神 

は rS: 外の 事 をむ す ひ 給 ふ御德 これ またもと より 地に 屬す へき 御 神に あらす 宇 麻 志 阿 

渐訶備 比 古 遅 神 は 泥中より 出た まへ とも 泥に. まみれて はお はす ましき 御德 にして 天 

下 をして；？^ 心 を はなれし むる 神に まし ませ はこれ 又 地に |@ す へ からす 天 之 $5 立 神 は 

古 寧記燈 (次 生 淡 島 マ デ.)  ； 七 五 


り それ は： 人 神の 命 なれ 

は 人 服せ すと いふ 事 あ 

る へ からす これ は 人 服 

せされは^？；たる！^ぁた 

はさるな り 衆の 仰く 所 

を； 人と 比喻 したる 妙な 

,9!;^ となる 上 にと りて 

はこ、 はかた き 所 也 命 

をう けたる はやす き 也 

力た き を さとし て 天 神 

とはい ふ也赏 に その 德 

天と 合すと いふ へ し 


古事記 燈 (次 生 淡 島 マデ)  一 セ」、 

天の 意 をき はめ しらせた まふ 御 神 なれ はこれ 又い かて か 地に 2g せん 此 故に 此五帅 を 

別 天神と は 中 奉れる 也し かりとて 此次々 の 神た ち 地 神と いふに は あらす い つ しら 天 

神に おはします その 中に て 物 を はしむ る御德 おはします 故に 五 柱 をし もこと に 引 わ 

かてり 國之 常立祌 より 以下 はう けて 施す 御德 にお はします か 故に 此 だ，^ をよ つした 

る ものな りされ は 神 書の 大 ^jn: わか 皇統の かくめ てた くまし ます 理 なら ひに - ^ 一 

家 一 身 まても 此 道のお しわ たれる は此 以上の 文に そな はれり 4：： 人皇 子此ん 神 を はふ 

きた まへ る は 返々 あさましき 事な り 今 われ 神 書の 大 3ロ 皇^の 规範 とこの.： J 义をぃ 

ふ は此下 文み なた 、 こ 、をのり として これに かな はぬ は禍 lif; りこ.；. - にいな へ るよ ：=H 

いたる を もて 徵 してい ふなり 下 文 それ/,^ 徵 した る 所々 は その 所々 におき て さとり 

知へ しな ひとの 心のう ち此五 柱の 神の なり 出た まへ る 次お にた かふ なきもの 也う 

まれ出たる時はた 、^::然の天地のことゎりにかなひたるかゃぅ/、天地を；^化した > 

わ ，身の 私心の みと 成る を此 神道 を 聞て はしめ て 天地 心に わかる なり それよりに。 

の つから 內 外の むす ひ は 出て 三 神の 徳ぉ のっから 心に そな はる へしし かる * は t?- ト 

人と 混す る 心なく 拔 群して つ ひに 天下-; g 物の ためにの み * 心 を ゆたぬ る^となる を 


めにのみ，：^:^心 


人の いたりと はいふ へ きなり 此 五神 その 御德 四海に 君た るの 御德 にして こ 、 に 君と 

も 称せされ とも 天 之 御中 主神と 申す 御名に 君た る 事 はしる し 下 文に 天 照大御 神月 神 

. 須佐之 男 命に をの/ \ -國を ことよさし 給 ひ 又 天孫 を あまく たして 此國の 主と せ させ 

たま ひしな とは此 神々 の 命な りこの 五神 はかく 命し 給 ふ へ き神ぁ..^しにぁらすみっ 

から 天下に 君た る御德 とならせ たま ひしな りし かれと もみつ からおして 君と ならせ 

たま へ るに あらす 天下の 衆 民 服して 君と あかめつ る を もて ことに 君と は 記せられ さ 

りし 也 かく 記せ さる は 衆 民の 服した る御德 なる 事 をし らせんと て 也 わか 心より 君と 

なるとい ふ理 はなき 事 也 易 經乾卦 用 九の 辞に も 見羣龍 无首吉 とい へり 此神々 の御德 

おも ふ へ し 

ツキ ニナ リマ セル カミ ミナ ハク ニノ トコ タ チノ 力-、、 

次 成 神 名 國之常 立 神 

常 立 は 天 之 常 立に 同し く底津 知な り 國とは 天に むかひて いふなり 地と いふ は ひろく 

さしてい ふ 也國と はかき りてい ふかた か へ り 地 之 常 立 神と は 申さぬ は 人に よりて い 

ふか 故 也 人の すむ 物にして 國とは 称する 也され は 天の 事 をう くる 物 か 地 なれ は その 

地の 曾伎處 をし ろしめ せる 神 也 その 地の 曾伎處 とい ふ は 上の 事 を うけてす るに は必 

古事記 燈 (次 生 淡 島 マデ)  一七 七 


古 刻本 一 1 此神名 ノ下ニ 

脇 止 ノ字ァ ル ハ上ノ 字 

ノ！^ ナリ延 佳 本 雲ノ下 

一一 アル 、ノ 佳ナリ 


古事記 燈 (次 生 淡 島 マ (ァ)  一 七 八 

上より その 賞 を 得 報 をえん のこ ， ろ ある 事 人の 常な りし かるに それ は 人情の つねに 

てま ことの 底と する 所 はた 、上の 事 をう けて 上の 御爲 にす る はかりに て かりにも わ 

か 身に 報 を 求む る 心なき を 云 也 これ 下た る もの 、心の底と す へ き 所 也 下 文に いたり 

て 伊邪那岐 命大國 主神の 御 を はりと もお も ひ あはす へ し猶徵 する 所い と 多し かく 下 

として はこの 底に 徹す へ き 事 を はしめ て をし へ さとり 給 ひし 御 神に まします 故に M 

之 常 立 神と はた ， へ 奉れるな りされ は 天 之 常 立 神 國之常 立 神 ふた はしらに て 上 は 下 

の爲 にし 下 は 上の 爲に する 道の 極た てりこれ を 上下の 隱身 とい ふ也此 故に &ケ： ^の 

此 ふたつの 常 立 神に て 根ぬ けす る 也 さるに よりて 此 次の 豊雲野 神 まて ヒ 神に 身と 

いふ 事 を 記せり こ、 まて か隱 身の 道の 規則と なる 所 なれ は 也 これより 後 は の 則 

と はしかた きを 示して 也す てに 伊邪那岐 伊邪那美 神 は 先 言と 黄^へ おはし、 との S 

身 あり 下 文 をみ て徵し 知へ し 

次 豊 雲 野 神 

日本 紀に は豊斟 淳 尊と ありて 一 書に 豊國主 尊と あり 此豊國 主 尊-こ あるか 此神 名の 正 

字た るへ し 豊雲野 も 豊斟淳 も 皆 音 通す る 也 その外 へ典1^組野.*- へ 戴 ざば 節^. サ へ 一,び：.€ 野 


豊買尊 へ 豊國野 尊 へ 豊齧野 尊 へ 葉 木 國野尊 へ 御 野 尊な とい つれ も 音 かよへ りこの 御 

名の 心 は豊國 とさか ふ へ き 國の御 あろ じたる 御德を 表し 奉れる 也 これ 百姓の なかく 

さかえ たのしまむ 事 を 御 魂と してお はします 神な りさて 此神は 上の 天 之 御中 主神と 

相む かひ ましたる 神 也 天 之 御中 主神 は 君 上た る へ き 御德に ましく 此神は 群臣 展人 

まても 都て 下た る へ き御德 にお はします 也 此天之 御中 主神と 豊國 主神と にて 天地 は 

全く ひらけた りし 也 はしめ にい ふか ことく 天地 初發之 時と は此神 まて を かけて いふ 

也 主と は 人 みなこれ にした かひ まつりなら ひまつる へ き 御德を 表して なり 此神 なり 

出まして 此國 今にい たるまて 百姓 さかえて 安國 とた ひらかに あらん ことの あら かし 

め あら はれた る 也 その あら かしめ あら はる 、とはい かなる 故 そとい ふに 下た る 位 を 

いかなる 時 もこえ すみつから より 事 を はしめ すして 上の 御た めにつか ふること を 堅 

くさた め 給 ひて かり 初なる たちろ きもな くお はしける 也 これ 國の 豊國 とた ひらかに 

さかえ ゆく へき 源な り 

コノフ タパ シラノ カミモ マタヒ トリ 力 ミト ナリ マシ テ ミ、 テカ クシ タマ ヘリ 

此ニ柱 神 亦 獨神成 坐 而隱， 身 也 

これ は 上文に い ふに おなし 心え なり 此ニ柱 を 別に かく あけた るは國 のかた につ きた 

古事記 燈 (次 生 淡 島 マデ)  一 七プ 


ス へテコ ノ七祌 ハ今ノ 

世 マ テ カク 此 國ノメ テ 

タク サカ ュ へキ 「ノ相 

違ナキ 道理 ノ此七 神 一一 

テ定 マ レ リシナ リ コ ノ 

寸國 ノナレ ルニ ハァラ 

ス 道理 ノ定 マリ テ立タ 

ルナ リコ ノ規ニ ァテ 、 

國 家ノサ カエサル トイ 

フ r ハナ キ r ナリ天 之 

御中、 H.; 神 ハ 皇統 ノ カク 

今モッ 、キマ ス 種ナリ 

豊國 主神 ハカ ク國 ノ豊 

ナル へ キ 種ナリ 

(て) 

.n^ 目前の 事义後 則の 事 

なと はわ かいきて ある 

ほと なれ は 田 5 ふま ゝ に 

も 成ぬ へ し 目の 及 はぬ 

國々 永世の 子孫の 事な 

と は 人力の をよ ふ 所に 

あらす これ を 思 ふま、 

になら せん は 此七神 を 

心に 勸 する にあり い 

かにと なれ は 天下 万世 

の 人の 情の たれ にても 

戻らす す へ き 道 里 を 


古事記 燈 (次 生 淡 島 マデ)  一 八 〇 

る 神の 御德 なる か 故也隱 身の 心 はま へ にい ふか ことく かりにも 偕す る 事な くた  >  上 

の敎を うけてつ とめて 上の 御 爲に歸 する を 身 を かくすと はいふ 也 國之常 立 神 もこれ 

. 又お なし 心なり されと 國之常 立 神 は 下た る もの、 心の 極 を 御 魂と した ま へ り 0, 國主 

神 は 治國平 天下 をつ かさと り 給 ふ也此 故に 國之常 立 神 は 內德也 ま^ 國 主神 は 外 行なり 

卽天之 御中 主神 外 天 之 常 立 神 ふた はしらと 同し 事 也され は 此七神 を もつ て， 几 店より 

身 を を さめ 治國平 天下に をよ ふ； をく  、 りたる ものな り儒敎 にい は ゆる 仁義な との 

ことく こまかに は をし へ ねと も その 大本た る 所 をお しく  、 りて をし へ たる もの なれ 

は此本 をう しな はされ は 外 行お のっから これにした かふ へ きを もつ てな りこれ をす 

ぶれ は隱 身の 一 事に つ 、まる その 故に 以上 七 神の み 隱身を 記せられ たるな り 上 は 下 

のために 身 を かくし 下 は 上の ために 身 を かくさ はいかなる 國 かいかなる 家 か を さま 

ら さらん 神道の 大事た 、こ、 にあり 此下 文に 神々 の 御 事跡 を 記せられ たる はみ な 

身の こまかなる 仕方なれ は 以上 は 本 也 以下 は 末な りと 知 へし 本末と たて ， い ふ 時 本 

を しれ は 末 はおの つ からした かふ 斑 なれと も 末な けれ は 本 あら はれ？ るか 故に 末 ま 

レ しらす まある / いらす 比 故によ く/、 本 を か、 にめ て 末 をつ とむ へ きなり 本と い ふ 


は此七 神の 具し そな へ 

給 へれ は 也 

唐の 五倫 はめい-/^ 一 

□□ に成ル なり わか 主 

人 を 大切に すれ 、ノ よそ 

の 主人 ハ かま はぬ 氣味 

也 わか 國の をし へ はさ 

にあら す 彼我の 別な く 

天子 も 庶人も 上に いた 

、 くもの は 天 なれ ハ 天 

とたと へ 地と たと へ た 

る 也され はわれより 上 

と 田 5 ふ もの をの こらす 

かけて いふに て 五倫な 

とのこと くせ はくい ひ 

しものに あらす 


は隱身 の 一 事な り その 隱 身の 中に 上と 下の 位 ありこれ 卽 天地な り 上 は 下 をみ だら す 

下 は 上 を を かさ ， る を は 天地 發く とい ふその 發 らくる はいかに とい ふに 上 は 下の 爲 

に 身 を 隱し下 は 上の ために 身 を かくす か 故 也 その上に 內外 あり 下に も 亦內外 あり 內 

と は 內德也 外と は 外 行 也內を かためされ は 外た しかなら す 外た しかなら され は內か 

たまらす これによ りて 內 外た かひに すつ へ からす これ をた かひに 捨 しとす る は 志な- 

りた 、おしへ たる 人に ましり て ありて はつ ひに 本 を も 末 をもう る 事 あた はさる へ し 

され は 天地 をみ たり 身 を あら はした る 人の 中 をみ つから ふる ひ 起して 身心 を は隱身 

にす う へ しこれ 卽阿 斯訶備 比古遲 神の 御た まなり た 此 神の みたま を 招 奉る と をき 

たてまつら さると にて 天 も 地 也 地 も 天 也 まのあたり みえすと い へ とも 天 も 地 地 も 天 

となりて 久羅 下那洲 た、 よ へ るか ことし これ か 位なくて はた、 方丈の 內を たに を さ 

む へ からすよ くくお も ふ へ き は此七 はしらの 神の 御德 なり 〇 す へて 此神甞 一 部 を 

く、 りて みるに 產巢 日の 一 一 神 は 末 まても 出 まし あとの 五神 は 御名の 出た る 事な しさ 

れは 五神 は 內德抱 一 一 神 は 外 行なり 五神 はすな はち 產巢 曰の 種と ならせた まふ 也と 知 

へ しされ は產巢 曰の 二 神 は 五神の 德を內 にか、 へて 外へ 施した まふ 也 五神 は 二 神 を 
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古事記 燈 (次 生 淡 島 マテ) 

つ，^ かひて 內を 治め 給 ふ 也と 知へ し 


八 二 


宇 麻 志 阿、 斯訶備 比 古遽； S 


夫 之 常 立 神- 


- 國  之 常 立 神- 


內 


. 天 之 御中 主神 


-豊 雲 野 神 


\ 


高 御 產巢日 神 


神 老 $染 日 神 


ダ 


夕 


此七神 を 引く  、れ は隱 身の 道より 外な ししから は隱 身の 道 は此ヒ 神に かきる かとい 

ふに 今の よの 人 まてに 及へ りされ は隱身 は 神道の 大 規範な り その 中に て 此ヒ神 を 本 

とし 末々 の 諸 神 を 末と するな り 

次 成祌名 宇 比 地 神 妹須比 Si ま 神 

つつ)  - 

こ の 神より 男女 の 御名 を f> けられ た る を 以て 古來 神 學者流 み な こ、 にュ めいて はしめ 


て 男女 をな せりと 思 へ り はな はた 誤れり その あやまれる 證は 上文に 天地 初發と ある 

を もてお すに 天地と わけてみ る 時 は 萬の 物 も 皆 天地 はわ かる、 なり わけさる 時 は 何 

も わ" るへ からす はしめ にもい ふか ことく わかれな き 時 は ある もな きも 同し けれ は 

男女の ある 事 ゆめ^,^ 此 時より と 思 ふまし き也卽 男女 交合の 事 もむ かしょり 伊 - 

邪那 美の 二 神 を はしめ と 思 へ れ とこれ 又 あやまれ りこ 、 に 妹 云々 の 神と 男 神に 

たく へ て 記された るから は 夫婦なる 事 疑な し 夫婦な らんから に 交合な からん やうな 

しこれ を も つ て 男女の こ ， に はしめ て わかれさる を も 知 へし か、 る 事す へ て わ 力 S 

^1 て 上下の 首) 理 いはす して 明らかなる 事 はなる たけい はさる 也 これ を しらすして 

P し こる を ましめ とひうる はいと 稚き 事に あらす や 返々 み ゆる 物に よりみえ さる 物 

によら さる は 幼兒の 心に ひとし こ ， にわか 國の 言語 はこ、 を しら さる 人 はつひに 心 

をう る 事 あた はさる 也され は 天 之 御中 主神の 御 時 とても 男女 はあり つれと も 男女と 

,  一く ひての 弔な くお はしけれ は あけさり しもの 也 こ 、 より は 男女と たく ひたる 處に 

おいて 吊 ある 故に 女神た ち を 記され たるまて 也 みん 人 まと ふ へ からす 宇 比地迩 、ノ 

孚靈也 須比知 曰 迩は沈 堡也迩 はと もに したしみ あかむ る詞何 根と いふ 根と 通す る K 也 
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あに あねな とこれ 也 あなに え やなと 思 ふへ し 須は洲 とい ふも卽 浮まぬ 砂の 川 中に あ 

る 故なる へ し 

次 角 找神次 妹 活找神  ,  . 

角找は つのく むにても の、 萠 出る 義 也活找 はもえ 出た る もの 、活て ゆく、. ：3^r&i=>- な 

とい かしと よむ も 思 ひ あはす へ し 

次 意富 斗 能 地 神 次 妹大斗 乃辨神 

斗 は 所 也と 宣長說 也 辨は女 をめ と訓 する 訓 源に そ^へき 

次 淤母陀 琉神次 妹 阿 夜 訶志古 泥 神 

おもたる は 宇 受賣命 をい まし は 面 勝 神 也と 仰ら れ たるに 同し； 1 にて 兑 たる 听の ^5, え 

なる 也 阿 夜 は阿那 夜の 心 也 かしこ は 恐 る へ き 御 さま な ， 0 也 

次 伊邪那岐 祌次妹 伊 邪那、 美 神 


い さな ひの 心 也と 古く い へ りけ にさる 事 也され とな もじ まて を 力け て い ふ は 誤れり 

いざと はかりに ていさな ふ 心なり な は 乃の かよ ひたる 也 その 證は 末に 猨田彦 神の 条 

に 沬那藝 頗那藝 とい ふ 神 ありこれ あはな ふつら な ふとい ふ 詞には あらで 沫 のぎ 頗の 

ぎと い ふ 通 音なる を 思 ふ へ しいさと た ， へ たてまつれる はよ く 人 を 和す る德 おはし 

ける をい ふ 也 以上の 八 神 もお のく 御德 はたかく ましく ける を此ー 一 神 をし もえら 

ひ 出て 大事 を 任した まひし 事 は 此ニ神 和 をな す 事を德 とし 給 ふ 故 也 こ、 を もて 大事 

はすへ て 和 を 本と す へき こと 明らかな り 此ニ神 を えら ひた まひし 天神た ちの 御 心の 

ほと おも ひやる へ し 〇 さて 此十 神の 御名 をお も ふに 自ラ 次第して おはします 也 まつ 

宇 比 地 迩須比 智迩の 一 一 神 は 種な り 種と いふ は 地と なる 種 は堡土 なれ は 也 次の 角找 

活找の 一 一 神 は その 種と なる 堡に たまし ひ ある 也 次の 意富 斗 能 地 大斗乃 弁の 二 神は處 

をな した まへ り卽 上の 四 神の 功の なり あへ る 也 次の 淤母陀 琉阿夜 訶志古 泥の 二 神 は 

外貌の そな はりた る 也 次の 伊邪那岐 伊邪那美の 二 神に いたりて はしめ て 外と 和す る 

事出來 たま へ るな り 宇 比地迩 等の 二 神より 游母陀 琉のニ 神 まて はおのお の 御み つか 

ら はたかき 御德 にこ そまし ませ 他に 及 ふ 事 あた はさる か 故に 彼 一 一 神に はしめ て 事 を 
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任した まへ る 也 、淤 母陀琉 訶志古 泥な と はこと に 威勢 凛々 とした まへ るに こそと m 心 

はるれ と 夫に て は 天下 を 修理す る 事 はならぬ 事なる か 故 也此： - 神と 岐^の 一 一 神との 

次た ま へ る もい とその 理 ふかき 事なる へ しょく/^ 思 ふ へ し 人 を 用 ひ 擧る法 この 十 

神のう ち岐 美の 二 神 を えら ひ 出た まひし 事 萬 世の 龜鑑 たる へ し 〇 此十 神のう ち岐 や、 

の 一 一 神 をし もえら ひ 出た まひて 大事 を 任した まひし 事よ く/... '思 ひ 知 へ き 也た と へ 

てい は、 宇 比 地： S 須比智 迩のー 一 神 は 地の 種と なる 神に てお はし ませ はす へ ての 物の 

たねと なる ものに は此神 鎮まります へ し 金銀と い ふ ものなくて 叶 はぬ もの なれと も 

金銀 多く 持たり とて 天下 を をさむる 事 は 出 來ぬ事 也 义角找 活找の 二！： のこと くよ く 

金銀 を衍 しの はす 事 をす る ものな りと てこれ 义 天下 經资の 事 は 任し かたし 乂^. ； M 斗 

能 地 大斗乃 弁の 二 神の ことく 地 を ひろく 領 し家藏 なと 多く もつ 才 ありと て 大事 は 任 

す へ からす 又 游母陀 琉訶志 古 泥の 二 神の ことくみ つから 滿 足し 人 も かしこみ おそる 

> ほとの 德 ありと もた ， みっから のう へ はかりに して 人の 益と ならさる か 故に 天下 

を 任す へ き 事に あらす 以上 八 神の いさをし い つれ もなくて は 叶 はぬ 事 なれ ともかく 

ひとつ/.^ になり て は 大事 を 任す るに 足らす 岐类の 二 神 は 以上 八 神の ffi をみ な 具し 


たま ひて 他 をい さな ひた まふ 德 おはし ませる か 故に かなら す 天下の くらけ なすた、 

よ へ る をつ くりかため なした ま はむ 未然 を 察した ま へ て 任した ま へ る もの 也され は 

侨 邪と 称し 奉る 事 此ニ神 は 上の 八 神の 德を みな 具した まへ る を喩す 也此八 神の 德を 

皆 具す るに あらす はいかて か 天下の 人 をい さな はむ いさな ふとい ふ德卽 天下 を 治む 

るの 德 なる 事 知る へし 此 故にす へて 大 となく 小と なく 事 を 人に 任せん とに は 此伊邪 

なふ德 ある をえ らふ へ しその 事必 成就す へ き 事此ニ 神に よれ は 疑な き 事 そかし これ 

を 徳行のう へに してと か は 宇 比 地 还須比 智迩の 二 神 はたと は、 學問 なと 多くし 仁る 

也 博 學多識 のみに してい かて か 天下 を 治めん 次の 二 神は才 ^ 計 較の知 曰 ある 也 次の 二 

. ^はよ くわ か 一 身 をい さきよ くし. たる 也 一 身 を 潔くす る は 人の 身の 土臺 とすへ き 事 

なれと も潔淸 なる 人 は 必人を そしり 人に 褂酌 なきもの なり 次の 二 神 は 威 あるな り 威 

よなくて 叶 はぬ ものな から 人 かなら す 親ます かくの ことく 八 神 はす くれたる 用お は 

しませと も 又 その 敝 おはし ませり 此 故に 岐 美の 二 神 をし もえら ひた， まふ 事此八 神の 

御德を 具した まひし 事 明らかな り 〇 七 柱の 天神 さは かりの 御德 おはしな から 御み つ 

から は 天下の 經營 はし 給 はて 此ニ 神に しも 任し 給 ひし 事すな はち 隱 身なり 
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上 件 自國之 常 立 神 下 伊邪那美 祌 以前 g 稱神世 七 代 a t ま 幌擴^ 一： 一』，^ 

也"' 

これ は 


於是 天神 諸 命以詔 伊邪那岐 命 邪 那美命 二 柱 神 修理 困 成 足 多 陀，： ： 弊 

流 之 國賜天 沼矛而 言 依 賜 也  . 

これ 天下 經營の はしめ 也 前にい ふか ことく 此ニ神 こ、 より 命と 称し 泰る は此. 人 下い， 卜 

のみこと のりを もちた まひし か 故な り 〇 多 陀州弊 流と は卽へ 取.^ に 久^ ド^ ぶ，^ 

とい ふ を うけてい ふ 也 天下の 人み な隱 身の 道に 來り まつろ はすして うきたる をよ く 

をし へ _s きて 上下の 別 を 正しくし 身 を かくさせ よと 仰 付ら れ；」 ろ^これ を ,^ ^^- 


だと はたと へたる もの 也 これ 卽た 、よへ る國 とい ふ よりかく は いふなり 〇 天 沼 矛 一 

沼ままを，^^ょはせて い ふ 也 矛 は 直なる ものにして 直なら ぬ を 正す なれ はわき て 矛 

をた まひし もの 也 これ 卽此 草創 を 命した まひし 證に たまへ る 也， 几な にこと も 人は證 

とする！^ ある へ き 事也證 とは卽 目に み ゆるう へ の 事 を 云 也た と は ， 心に いかほと ふ i 

かく 切に m> ふとて わさに 深切なる 事なくて は 深切と 思. ふ 人 ある へ からす 此 天神の み 

ことのり も此 矛な く は 二 神い かほと 身 を かくした まふと も 人 信受す へ からす 日本 紀ー 

.  神武 紀に云 神武 帝の 天孫た る 事 を 長髓彥 うたか ひけれ は 天上の 靱天 羽々 矢 を 出して 一 

イサナ キノ 命 天 照大御 みせた まひし か はこれ を 信したり し 事み ゆ これら こ、 に徵 して 知へ し 後に 天照大 

神 一一 玉テ タマ ヒシ 「 卸 神の 皇孫 命に 神寶 をた まひて 今にいた る迠 四海の 人 得しの き 奉らぬ は此 御し るし 一 

あるか 故お ^ され はす へ ての 事內と 外と を うちあ はさて は 叶 ふ へ 力らぬ 事 刺の # をし 

、 なる を 此沼矛 こよりて しる へした 、はこと よさし 給 はて 此沼矛 をた まひて 言 依し 一 

たま ひし 事 天神の 御 心の ほと あふく へ き 事 也 人， U 內 によりて 外 を 私する 事 多し よく 一 

くつ、 しむへ き 事 也 わかお も ふ 心に よりて 外 を 自在に せ はつひに 天地 はわ かる へ i 

からすい ろくし くお も ふまし き は此御 をし へ なり 〇 言 依 は 任の 字 を もよ めり 言 は 一 
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人 ハ唯ス へ テ灭俘 橋 一一 

立 へ シ： 大降ル へ カラス 

ン レモ 人 ョ リュルサ ハ 

灭降ル へ シ コ レ神ノ 御 

敎ナリ 誰 一一 テモ ワカ 1 

身 ョ リ上 ト下ト ハ ァ ル 

モノ ナ リン ノ 上下 ノ問 

一 1 立 テ上ノ 意 テ下ニ 達 

シ下ノ 意 テ上 二 達シテ 

和シュ ク寸ハ 自身 ハ ォ 

ノッ カラ 立ュ ク 「ウタ 

カフへ カラス 神々 ノ隱 

身タ、 コ、 二 アル ニシ 

カモ人 祌トァ フク テ モ 

テ ウタ カヒ テ去ル ヘシ 
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事の 假字 なり 事 を 任し 給 ふ 事 也 

故 二 柱 神 立 天 之 浮橋而 

天 浮 橋 橋 はす へ て絕 たる 所 を 通す る 料の 物 也され は 天神と il 人との 問 を 通す る 場 

(へ) 

所 を は 天 浮 橋と はいふ 也 浮と は 天 へ も 地え もよりか たまらて おはします 二 神の 御身 

をみ せて 浮 橋と は 名つ けたと へたる 也 これ を は 突に 天より 地に かよ ふ 橋と みて むか 

し は 天と地との 間近 かりし なと 宣 長の いひし はかへ す 我國の 言語の つか ひやう 

を しら さる か 故 也 これす へて たと へ なり 卽此天 浮 橋と い ふ は 身 を隱す 場所 をた とふ 

る 也た と へ は 先祖の 心 を 子孫に つた ふる 間にた ち乂 主人と！： はとの 問に たちて かり 

にも 私意 を まし へ ぬ 場所 を はみ な 引す へ てた と へたる もの 也され は 一 一 神 はしめ より 

大 神の 御 心 を 主として かりにも 私 地 をす ゑた ま はさり しこと みる へ しか  >  る 事 s::^! の 


の ふれ は 


しく S てし かも その 條理 みたる へ し 比 を もて い / は 節に して 


しかも その 理蘊蘊 たり わか 國の言 を 用る 事 神妙なる 事 知 へ し 

指 下 其 沼 矛 以畫者 

さしおろ すと は卽 天神の 御 心 を もて 國 民の 不直を 正した まひし を 云 也^と は 字を奄 


引 上 トイ フ 「甚心 フカ 

キ r 也 今 ハ命 テツ ナク 

モノ ナレト 多 過ナレ ハ 

ヒ トリ ト和セ ス 外療ノ 

血テ ヌクモ ヨキ ホ トニ 

ハカ リテ フタ カサレ ハ 

ヨキ 血 マ テ出 ルナ リ コ 

レホ トナレ ハコ ノ上ハ 

モ ハヤ ヒ トリ 出來ル ハ 

トイ フ勢 テ見ハ カリ テ 

世話 テ引 へ キ 「也コ レ 


する かこと く縱 横に かき ま はした， まひし 也 これ 天下 を ひろく 直に 導きた まひし 形容 

なり かつ 畫と いひし 事 は 速に 功 をみ むとした まひし に は あらてた" - 天神の 御 心を國 

民に つた \ て ゆるく とむ. かふより した かひ まつろ ひ來る やうに まちた まひし 比喩 

ぷ りす へ てな に 事 も 功 はすみ やかに みむと すましき 也 この 御 をし へ にした 力 はされ 

は 成れる もの は 又 崩る、 もの 也 小犬と なく 此御 をし へ にした かふ へ き 事 也 これ 天神 

の 御 心 斗 を さしたて、 かりにも 私意 をく はへ 給 はぬ を 指 下 云々 とい ふさて 速に 服せ 

しめむ とて はした ま はぬ 也 これ を みれ は 兵な と は あさましき 事 也 

玉 フ 

鹽 許 袁呂許 袁呂迩 畫 鳴 而引上 時  . 

せまと は國 民に たと へ たる 也 許 袁呂く は 凝々 なり 氷 を こほりと 書く は 恐らく は 誤に 

て 許袁理 とかくへ きこと、 おほしき 也 これ は國 民の 一 族く 歸 順し 來る さま をた と 

へたる 也 物を烹 るに 枚 子な とやう の ものに て 隙 を いれて かき ま はせ は 自然と かたま 

り ゆく 道理 これに 同し 別事に あらす 同し 道理に て ニ神國 民の 歸順 せん 事 を 速に せん 

とした ま はさり し 故に 彼より おのっから かたまり 來れる をた と へ 仁る 也畫 鳴と はか 

たまれ はおの つから 音 ある 也され はかき 鳴す と は 二 神の 御 もとに 一 むれ J/.^ あつま 
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ハ モ ノ  、節度 ナ リ麼ハ 

コレテ カク ニシ テチシ 

へ タリ 我國 ハン ノ勢テ 

ミシリ テ引ケ トイ フチ 

シへナ リコ ノ引 クへキ 

寸ノ 見ャゥ ハム カフ ノ 

(リカ) 

モ ハヤ ヒ トヮガ f ァ 二 モ 

サウナ ッ テュク へキホ 

ト テ見ハ カルへ シ手テ 

ハ ナス 「ハヤ ケレハ 崩 

ル 、 ナ リ手テ ハ ナス r 

オン ケレ ハ害ァ リコ ノ 

引 上 ャゥカ 時 一一 應シタ 

儿ュへ 二 自凝島 ハ ヒ ト 

リナ レリ コ 、テ モテ矛 

ノ末 ヨリ ト ハ カケリ コ 

レ引 上ャゥ ノ ョカ リシ 

チ ミセ テソ. ノ功 チサト 

シ タル 也 


古事記 燈 (次 生 淡 島 マァ〕  一. L 一一 

り 來 りて 賑は、 しく 喧し か.. >  し 形容 也 かの 一 年に して 邑を なし 三年に して 都 をな す 

といへ る もお も ひ あはされ たり 鳴の 字 まことに 形容 妙な り 〇 引 上と はも はやい き ほ 

ひ 彼より おのっから あと はつ 、きて 歸し來 るへ きか 故に その 勢 を はかりて かきた ま 

ふ 事 を やめた まふ 也 いかにも か、 る 勢と なり 來れは 世話に 及 はす 歸し來 る 事 あと を 

つくもの なり それ をな ほ 世話 やく 時 はかへ りて 害と なる 事 も ある 事なる をし ろしめ 

して 勢 を はかりて 引 上た まひし 神慮の ほと おも ひ やられたり たと へ は 人 を敎た つ る 

に はしめ は ひとつ./^ こまかに をし へ をし ふるま 、 に 次 i-:^ に 長し ゆく を 射い つまて 

も ひとつ こまかに いふ 時 は 後に はさ ほとの 事 はわれ もしれ る もの をな とかへ り 

てうら むる 事と はなる もの 也 こ 、まてに おほしいたり たま ひし まことに 几， の 及 ふ 

所 に  > めら さるもの.^ 


自其矛 末 垂落之 塩 累積 成 島 是游能 基呂島 

其 矛 末と は 國民歸 順の あまりに こ ， にい たれる を はさと したる 也 Km の あまり こと 


いふ 心 を 末と はい ふなり 末と い ふより した 、 ると はい ひし もの 也 S 糸 積と は M 民談し 

あ ひて その 談合な りて 此嶋を 御 まし 所に さため 奉りし を 云 也 成と い へ る 事 妙 也 かつ 

て 二 神の もとめ 給へ るに は あらて 有 かたさの 餘 りに 談 しあ ひて 此嶋 をお のっから 奉 

りし を は 成と はい ひし もの 也され は 自然にな り 出た る も 同然 なれ は成嶋 とはい ふ に 

て そのたと へ やう 後人の 及 はぬ 害さ まなり 淤能基 呂は自 凝の 義也此 名に も ひと へ に 

國 民の 心 もてた てまつ りし を あら はせ りされ は 此嶋に はしめ て 天降 まし 、とい ふよ 

り 一 一 神の 御 居所 はしめ て さた まれるな りこれ まて はた 、 天 浮 橋に おはしました る 也 

此故 にこれ より 以前 出 雲に もお はし ませ 近 江に もお はし ませい つかた も わか 御 居所 

と 定めた ま はね はた、 出 雲 も 近 江 も 天 浮 橋な り此理 よくく 思 ふへ し 〇 此淤能 ボ呂 

嶋の事 ふかき 故 ありす へ て贵賤 によらす わか 位する 所す む 所と もに.^ 八-人の ゆるす よ 

b 定まる 也 衆人 ゆるさ、 る 事 をみ つ から 定 むれ は忽辔 ある へ き 也た と へ は 金銀 多く 

あまれり と 人 もしり たる もの 家 藏を買 ふ は 人 も ゆるす 所 也し ひて 金銀 を かりて か 

ふ は ゆるさぬ 所な れは必 久しくた もつ へ からす これに かきら す 小事 とても 此理を も 

て 推知る へ し 此理を さとして 一 一 神淤能 共ぶ め嶋に はしめ て 天降 まし、 也 

古事記 燈 (次 生 淡 島 マァ)  一 九 三 
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九 四 


H< 降ハ上 ニュル サル、 

iV 本 トス サテ 下 ユウ ケ 

ル所 ノア ルチモ 云ナリ 

自ラ 天降 リタ ル神 ハ 一 

杜モ ナキナ リュ ルサル 

、所 二 シタ カフ ノタト 

へ ナ リ人ノ ュ ル シモセ 

ヌ r テヮ カヨ キヤウ 二 

思ヒ テオ シック：^ 「人 

ノ ツ子 ナリ行 ハレ ヌハ 

コトヮ リナ リ 


於其嶋 天降 坐 而 

於其嶋 とい ふ は 衆の 心に 順した まひし を 云 也た とひ 人 はす、 むる とも a におつ る^ 

はせ しなと ふ は 却而隱 身の 道に たか ふ 也 それ は 事に よる へ き 事 也 こ 、 をよ く はか 

るか 隱 身の 大事の 境な り此 時つ よくいな み 給 は、 かへ つ て 人心 をう しな ひ 給 ふ へ き 

を や 〇 天降 坐-, 天降と はた 、 天より 降り 給 ふこと 、する は 例の .K もたれ 也 かの 灭 

浮 橋より くたり て 此嶋に e を さため 給 ひし 也され は此ニ 神の 私に くたり 給 ふに あら 

す 衆す 、 め 奉りた る 事 上の 成嶋 とい へ ると rn: はしめ より 一 一 神 天 lt!!^i のう へ にたちて 

かきた まひし を もて あはせ 知 へ しさて 此 天降と いふ 事 もとより 天神の 御. にしての 

う へ の 事な り 末々 みな 同し しかれ は つ ねの 人 はた 、 い つまても 天降る 1$ ある へ から 

すたと ひ 天神の ことき 德を 具したり ともおし なへ たる 人に て 天降る へ からさる^し 

るし 天下の 衆 情 ゆるす 所より 天降り 給 ふなれ はお ほろ けの 事に あらす？ れ ともおし 

な へ たる 人 とても 一 「し/^ の 天地 なれ は ； 「しのう へ にして.^ ゆるさ は灭, ，7,," へ しさ 


ぶく よた  >  いつお】 も 天 浮 橋に 仁つ へ き 事 也た とひ 天降り 仁り ともた 、衆 情に ま 力せ 

惧 する はいりの 事に て 心 は猶隱 身の 道 は 身 をお ふるまて 忘る ましき 事 は 天神た にし 

かり ゆめく 天降れり とて 心 を ほしい ま >  に 持 ましき 也 此ニ神 もつ ひに は 天に かへ 

..^給ひ 迩々 藝命 もつ ねに 天 照大御 神の たま ひし 神 « と 御 あら か を 同し うせさせ 給 

ふ はこれ 此御 をし へに した かひ 給 ふ 也 . 

チ ミタテ フ ャ ヒロ ドノ チ 

見 1 乂天之 御 柱， 見-立 八尋 殿- 

见立は 見 は 御の 假名 也 なと い ふ 美 也と 知 へ し 〇 天 之 御 柱 神 « に はす へ て 柱と 

^^^^^^u^^ いふ 事 あまた ありてい たく 大事の 事と する 也 これ ふかく 故 ある 事 也 まつ 柱と いふ 物 

^UM^ は 下 は 地に 人り 上 は 尾 を さ、 へて 上下の 持 あ ひ をな してく つれさる やうに する 料の 

000^, 物 也 まに いふ 天地と いふ は卽 上下の 事に て此 上下の 持 あ ひよくい つまても くつれ 

は 殿な りと 知へ し 類れ さる を 天下 泰平と はする 也此 故に 柱 を もてた とへ て此 柱た にたし かなれ は 天- ト 

泰平た る 事 を さとした る もの 也され はこ、 も卽此 殿の はしら をた てた まへ る を は そ 

古^記 燈 (次 生 淡 島 マデ)  一." 五 


古事記 燈 (次 生 淡 島 マデ)  ^ レレ、 

の 御 心 持 とりもな ほさす 上下の 持 合 をよ くして なかく た ふれく つれさらん やうに と 

お ほす 御 心 淀なる をた とへ てみ せた る もの 也 龍 田の 風の 神の 御名 を は 天 之 御 « 一， 乙 

ft 柱と いふ 事 も 風 は 天地の 氣を持 あはせ てよ く 和す る もの なれ は 名つ けたる，： と 

いふ 事 神道に 大事と する 事よ く-— 思 ふ へ し 〇 八尋 殿と はいと ひろき 殿と いふなり 

卽こ 、 に八尋 なる 殿 をた てた まひし なから その 御 心 もちすな はちい かほとの 数 ある 

もの を もさ はりな くやしな ひ 給 ふへ き 御 心の 內の ひろさ をた とへ てい へ る^され は 

天 之 御 柱 は 上下の 別の 正しき 也 八 尋殿は 横に ひろき 也 これ 卽 縦横に てからの^ にあ 

て、 いは 5 天 之 御 柱は禮 義^ 也 八尋殿 は寬恕 なる 也 人 を ひろく 容る 5 に は あはれ み 

なくて は 叶 はぬ 也 あはれ み 過れ は 上下み たる、 也 上下 を 正し 過れ は 人心 はなる、 り】 

此 故に 天 之 御 柱と 八 尋殿は 人と してし はらく も わする へからぬ しはらく も かく  、 

からぬ 事 也た 、此 ふたつ を 同し ほと にかけ あは さは 天下^ 家と もに ゃ创 せんことう 

たか ひなかる へ し 


高 魂 神ォヒ タ、 シキ御 

子ナ リシ 「神代 紀 二 ミ 

ュ ルモ 交合 ハ ハヤ クァ 

これより 前に は 二 神 を 

以て 1 代と する か證也 

これより 後 は 今 眼前に 

也 まても 交合す るカ證 

也 

もし 此時か はしめ なら 

は 人 も 此時か はしめ て 

出來 たるなら て は 道理 

なし 人 はありて 交合せ 

ぬ理 はなき 事な り 今の 

よに もいたり て 愚 頑な 

る 人 は 年た くる 迄 交合 

の 道 を しらぬ も あれと 


於 是問其 妹 伊邪那美 命 曰 汝身者 如何 成 答 曰 吾 身 者 成成不 成合處 一 處 

在尔 伊邪那岐 命 詔 我 身 者 成成而 成餘處 一 處在故 以此吾 身 成 餘處刺 塞 

汝身不 成 合 處而爲 生成 國土 奈何 If  1 1 伊邪那美 命 答 日然善 

. ^の ゆるした る を 第 一 とし 失より 堅き と 和ら かなる せ はきと ひろき の 心 をき てを定 

めた まひ さて 失より たらぬ を 補 ひ 多き をへ らして 平均した ま へ る 也 これ をた とへ て 

此交 八：： の 事と す此 交合の 事 此ニ神 を はしめ と 昔より 人 へ る は大に 誤れり 人 あらん 

からに 交合の 道 しらぬ こと や は ある へ きそれ も猶人 こそ さも あらめ 禽獸虫 魚に いた 

る まて をし ふと もなら ふ ともなく おの つから しれる をみ るへ しこれ はは しめてし る 

しらぬな との 論に あつ からぬ 事 也 人とう まれて はおの つから しれる 事 そかし ことに 

此 前の 八 神に 妹の 字 を そ へまた 二 神 をた くへ て 一 代と する からに は 夫録に たかはす 

夫婦な らんから に 交合せ さらん やうな しこれ は 衆の 不足 を 補 ひ あまれる を はふき た 

まひし さま を 交合の. 事に たと へたる 也 交合に たと へ たる は 男女の 過不足 を 1^ 均す る 

か 故に 和して 子 を も 生す る なれ は 衆に 過不足な き は 和の もと、 なる 此ニ 神の 御德を 

さとした る 也 神代 紀に はこれ を 弁へ 給 はさり しに やまことの 交合の やうに 窨 たま へ 

古事記 燈 (次 生 淡 島 マ デ)  ：  一 九 七 


その 傲； ぬ を もて 大德の 

？!! たちに 比する はかた 

は を もて类 人 を.： 祭す る 

に ひとし かる へ し 今 Q 

世に 5;^ 國邊 鄙の 人と て 

も 世上 通用の 理は行 は 

わさ わと も 物く ふ. g- と 

交合の 道 はしらぬ 人な 

きを もて ^思 ふへ しわ 

か 柳 川上^ 邨と いふ あ 

たり は 山中に して 人み 

な 太古の 民の ことし 兄 

グど 失^に せんとい ひ 

し を 村長に とひし に 何 

よりよ き 工夫 也と 赏し 

たりし 事 ありか 、A る 民 

ハ に 神代の. 民 なれと 

もな は ■: 父 合の 道 はしれ 

る を や 


古事記 燈 (次 生 淡 島 マデ〕  ,  一 九 八 

りされ とま ことの 交合の やうに ま Z たまへ りと もな ほ義 は此義 たる へ き^^也此^；：：のめ 

てた き 事 は 男 陰 を 成 餘處女 陰 を 成 不合處 と 過不足の とし 刺 ふたくと いひて 過不足 

なく 平均す る 事に してい へ る 妙 也から にも 井田の 法な とこれ 也け にものに 過-.^ 足 あ 

るか 故に あらそ ひ は 出 來る也 あらそ ひ を やむ る は 此のり にしかぬ 也」 汝，： ^者 これ 

を に はと 訓 する は あし ， 全身い かやう になれ る そとと はせ たま ひし 也され は 身 は 

とよむ へし U 本紀 のこと く 陽 元 陰 元な とい は 、- 身に はとよ むへ き 理也 0 爲 生！： k 

生と は 交合の 事より うつりて い ふ 故 也され と 子のう まる 、 は 男女の；； 抓の 和 八；； したる 

より 生す る なれ は それにた とへ て.！^ 人の 和より その 一 岡く の M 川 を 生し ゆ？ し 率 

をい ふ 也され はもの ， 財 用と なる は 和より. 生す る 事し る へ き 事 也- 吶鋭も ゆるし 尺 神 

地祗もっけて嫁に得たる女も交A::せされは千年むかひそひゐても夫とも^ij_^ともm心は 

れぬ 故にた かひに 心 和す る 事な し 和せ され は 子う まる 、事 一 期 ある へ からす 外にた 

と へ も あらんに 交 の 事に しもた と へ たる はこ 、まて を ふくめて いふへ き 故 也む か 

ふ に は成餘 りたる 所 を もちて 男 ありこな たに は 成： 小 A" 處をも ちて 女 あり \  -で 年む か 

ひゐ ると も つ ひに うちとく へ いらす まして 子よう まる へ い らすょく/\-5^ひしる S 


し 生 園 七と は國 土より 財 用の 生し て^のた めと なる へ き やうに しなした まふ を. - J 

： とへ て 茶わん あ、 りても 疵 ありて 茶の まれす は ある もな き， ^いこと し 金銀. = ^のこと 

く あわと も 愈 庫に かたく 封し こめ 置たら はなき も ひとし かる へ しされ は 生 ははし め 

てな り 出た るに あらす はしめ て 用に たつ やうに なれる 也猶 末々 に 引 あはして みる へ 

し國土 はもと よりあり つる に 疑な したと ひ ありと も 用に た ， ぬ はなき に ひと , 力 

故に 生と はたと へたる 也す へて 此 交合の たと へ は 人の 身に 人々 よく  m 心 ひ あたる 事な 

ま 也 外の 事に て； U とへ たるより. は 人々 情欲の 至りなる 事 なれ はいと よく 味 は ひ，. - 

らる、 を もって 也 生と いふ も はしめ て 生 給へ るに あらさる 事 は 子と い ふもう まれた 

る 時 こよし めて 四肢 五体の 出來 たる にあら す 十月 以前より 母胎の うちにて なれり 四 

ト乂 五お、： にあら は胎こ ある 時もう まれても 同前の 事 なれと うまれさる 子に 家 をつ 力 

する 事 は 出來ぬ 也され は 子 を 生む とい ふ も 有用の 物と はしめ て なれる を 云 也 さらに 

その物の その 時出來 たるに は あらさる 事な り國土 またし かり 此時 はしめ て國 土の 出 

來 たるに あらさる 事 子 をう むに 同し はしめ て 有用の 國 土と なれる をう むと はいふな 

り 〇 故 を かれと よむ はか ， れ はの 也ば は 下 へ つ 、くる 爲の詞 也 古語 はす へ て 後世 
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のこと く述續 せす すなほ 也此 故に かれと はかりい ふ 也 彼 を かれと 訓 する も M し 心に 

か はもと 思 ひあたりの 所 を さしてい ふ詞 なりこ、 もこの 二 神の， せの なり やう を 、わ 

て さて 國土 をう むこと へ此ニ 神の 身の さま を さし あて 、いはん g 也 

尔 伊邪那岐 命 詔 然者吾 与 汝行 廻逢是 天 之 御 柱而爲 美+范 ；14 且、 u.^ 比 

これより 娘 礼の いにしへの 式なる へし 此ニ神 天神の 命 をう けて 天下 をつ くりかため 

たま ふ はしめ のさ ま 先祖の 業 を 子孫に つかせん 爲に女 を 嬰り て 夫 W となる はしめ に 

同し S なる か 故にた と へ たりた と へ 物 妙な り 天 之 御 柱 をめ くる 事娇 礼の いにしへの 

式な りと みえたり 上下の 別の くつれ ぬ樣 次々 にった はり ゆく 爲に する 《 娴 なれ は そ 

れを 示して 式に する 事なる へしおの 式の 格別なる 事 知へ し此 故に まつみ との まく は 

ひより はしめ にす る 也 今 二 神 天下 を 周遊した まふ も その 本意 天神の 上下の 別 をた て 

たま ひし をく つさぬ 爲に 天下へ つたへ 給 ふか 本意 なれ はまつ かくはい ふ 也 〇 关 卜き" 

痲具波 比 はみ との は 御所 能 也 下 文に 久美. ばと いふよ こもり 所の、 いこ a.fl さ L よ 

所と い ふは御久美度の！；^也と知 へ しま は ほめて いふ.^ 具お 比よ 


如 此之期 乃 詔 汝者自 右 迥逄我 者 fl^ 廻. 逢 

レロ あは 尊卑な りこれ いにしへ の 婚礼なる へ しし かる を 今 此ニ神 男 神 は 大事 をと り 女 

； ^は 小事 をと り 給 はむ との 約に 比した る 也 上役 下役な との 所行の ことしと 心う へし 

こ； -ょ りち は 尊く 右 はい やしき 事 もお こりて 下の 左の 御 眼 右の 御 眼な とはらへの 所 

こ、， 'へ る も 同し 


約竟以 廻 時 伊邪那美 命 先 言 阿 那>还 夜 志 愛ヒ袁 登 古 袁後 伊邪那岐 命 言 W 

那 >S! 夜 志 愛 袁 登 賣 袁 

こ の 一 一句の 言 は 婚礼に い にし へ 必 とな へ し 事なる へ しそれ 卽 男より とな ふ へ き 礼な 

る を もって それ をた て、 こ ， に 女人 先 言よ からすと いふ 也され とこ、 はなに も此言 
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古^記 燈 (次 生 淡 島 マデ)  二 ◦ 二 

の」；！：^ によりた るに は あらて 女神の 男 神より はさし 過て 事 を はかりた まひし をた と 

へ ていふな り わか 國の 書に はか  >  る 事 多した ， 表の 事に か はらす 现を かりてた と 

へ とする 事 也よ くみて m 心 ふ へ し 〇 迕は 阿： ，还 兄な とい ふ：， 还也阿 称と い ふ 称 その外たら 

ちね なと いふ 称 も 此>还 の 通へ るに てあかめ 親しむ J1 也 夜 は 詠な り 志 は 下の 愛：：；；"^ 

古 袁の歸 を 上の 飼に そ はせ て 形容す る爲に そふる 也 愛 はよ きに かよ ふ：^ 乜. 1..-::±.,；^ 

傳に例 多く 出たり 袁は 詠の を 也 その 八重垣 をな とのこと し 後^な きを 也 


• -  - -  チミ ナコ トサキ タテ、 サ カナシ 

各 言 竟 之 後 其 妹 曰 女人 先 言 不良 雖然久 美. 1^  0 典 而生子 水： 子此子 

者 入葦般 而 流 去 

女人 先 言 云々 は卽媳 礼の 古式に よりて いふに て 卽天之 御 柱の 法に たか ふ を もて 仰ら 

れ たる もの 也 これ は 甚大 事の 事 也 これ 卽此ド 文 まての 処天之 御中 主神の 灭地を ひら 

メ 

き "ひし わ け を はみ せた る 也 上下の 別 を ざっと すれ は 行末 不祥の 出來. 0  ^ を .r, と 一 


しての <JS ふなり 〇 雖然 不良と おほしめ さはめ くりな ほし 給 ふ へ きに 猶 さな 力ら に 

して 御 あ ひまし、 をす まぬ 事に して 雖 然とい ふ 也され はすへ て わか ハ艰 にこれ は不养 

合と a ふ 事 を 改めす してす る 時 はいつ とても か、 る 不祥の わさ は ひ は來る 也す へて 

レ -I  - .ー  」リ 1 J 此申き に せと 

氣の すまぬ 事 はす ましき 敎也 不良と しらは さっそく 改 t ハ き 事 也 いふ 事 はお ほしつ かれ 

し その 氣の すまぬ とい ふ は 皆 上下 をみ たるの 事なる もの 也 天神 上下 を かたく わ U 給 

ひし はか、 る わさ は ひ を は 人々 のう けん 事 を あはれ みたま ひての 事なる 事 知る へし 

0 久美』 まま ヒ こいへ り 〇 興と は 起す 也 これ は御寢 ましたる 事 をく み どと いふに ふく 

めて さて 起す とい ふ 也 起す と は 子 をう まする 形 也 須佐之 男 命の 段に も 久笑度 迩起而 

vi^ 生 * 名 謂 人.？！  士怒美 神 云々 と ありされ はくみ ど はもと より 闓の事 なれ はねた るに 

し 置て いふ 詞也生 子う むに かきり ていふ 詞也 こ、 は雖然 みとの まく は ひし 給 ひ懷姙 

した まひて 月满て 後お こして とい ふへ つ r きを これ ほとの 事 は久堯 度と いふから はこ 

れ まとの 事 はいふに 及 はね は 也お こすと いふから はねた る はいふに 及 はね は 也簡古 

の 文章 まな ふ へしこ ひね かふ へ し さて 此 たと へ は 女神の わろ きなりに かば ひ 給 ひ 

し^?.、合をぃふなり0子 此 子と いふ 事す へて 心得 ある 事 也 実にう みませる 御子 も あ 
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古事記 燈 (次 生 淡 島 マデ)  .  二 ◦ 四 

る へ し 又は 子の ことく 思して 養 ひたて たまへ る も ある へ しい つれと もに 父 ゆの こと 

くめく みたてた まひし もの を は 皆 子と はいふ 也 突 子 を も 他人 を もす へて，：^ とい ふ 事 

  敎へ 

,久ぉびニ|{":^|?^のこときをもて い ふ也その人物をなしたまひしことをは生とはぃ ふけ〕： 

にても 民 之 父母と いひ 四海 皆 兄^な ともい ひ 釈尊 も 法 華に 其 中 衆生 悉是； ム；； 子と 仰ら 

れ L もみな 此 心に 同し 人た る もの 此 心なくて は 叶 はぬ a そ 力し つ 水-比 子よ.^ -比 . -U 

宜 畏  -  , 

たる 子 をい ふ 也と い へ り 水 蛭なら すと も 足た 、すしても こよ ふ 物 は あ とも. y 虫に 

しもた とへ しは國 いまた かたまら さる 時として いふなれ は 水 蛭の 泥土に 多く や-する 

力 故に 名つ けしなる へ しこれ はまこと に 足た 、ぬに も ある へ けれと なかし やり^ ひ 

し をみ るに 片輪 者と いふ 斗の 事に は あらす 覺 ゆる 也 片輪 者 をす てむ は^ひな き：， な 

りされ は m 心 ふに これ はやしな ひ 給 ひて より 三年に なれと も 何の 益に もた、 す  一 を 

を さめさ せらる へ き 力な かりし をい ふなる へ し 三年 試みて 用不川 をし る へ き 法と を 

L へた まひし もの 也 足と いふ は 志す 處へ あゆみ をよ ふへ き 用の 物 也され は 一 岡 を も 

をさむへ き材 にあ ゆみいた る へ きけ しきの みとせ まてみ えさり し をた とふる.^ 七 1 

神 を もて 思 ふに 此下々 の 御子 もみな 三年 試みた まひて 後阔 をん 任した まひし 事 のら 


か 也 これ を 人材 を 試む る 法 也 下 村 氏 か 家僕 を 三年つ 、試みし これに 叶へ り その 故に 

しか 蕃昌 する にこ そ 〇 葦 船 世に m5 ふ 通りの 此 御代の さまなら はいか、 は舷 あらん 

わか 說の あたれる 事 これら を もて m 心 ふ へ し 前の 天 沼 矛な とも か  > る 時に あらん やう 

なし 葦と いふ は 葦 葉の ことき とい ふ 心に て 小舟なる へ しこれ 流罪の 濫觴 也され とこ 

れは 後世の 流罪と い ふ ものに は あらす た 、此た ひ 天下 を 固めた まふ 役人の 內に 入れ 

す はふき たま ひした と I 也 葦 松に 入れて なかし やりた る やうに なされし と 云 也 


次 生 淡 島 是亦不 入 子 之 例 

炎 とはい / ともこれ Q 十 竟は此 神の 名 也 あは は あは/^ しき 心に て あはむ る あはめ 

にくむな とい ふに 同し 人の あはむ る 性なる 神な りし 故な.^ され は 子の 例に いれ 給 は 

さりし なる へ し 一 一 神 上に もみ ゆる ことく 和より 天下 を かためな さんの 御 志なる 事 こ 

の^. を はふき 給 ひしに もしる し 人の あはむ る やうなる うまぶ 付に て は 天下 和す る 
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.1:: 事記燈 (次 生 淡 島 マ？ 乙  ro 山.、 

事な し此 故に 用た ま はさり しなる へ し此淡 « を乂 その 神のう まれ 付 あは/^ しきう 

まれ 付な りしと もい ふへ しす へ て かう やうの 人 は 用う ましき 事 言外の 御 をし へ なり 

〇 例 かすと よむ も 聞えぬ 事 也 例の.； 子 も 快から ぬ.； チ也 今 案 例 は 列に てつ vT と.^ む へ. 

くや 是 亦の 字 は 上の 入 葦 » 云々 をも釈 したる 也と 知へ し 〇 此ニ神 をし も はふき 松 さ 

せた まひし 事 心 をと、 むへ き 事 也 これ を扮給 ふこ そ あとの 用た まひし 神々 のす くれ 

給へ る 事 をき かせた る もの 也 これ 我國の 言の つねの のり 也 これ を かくい は.；： は あと 

の 神々 ： 神く その 德を あけて いはね はならぬ なりからの 列傳 なとの ことし そのく 

た しき をい とひて かく か  >  れ たる 也玲の 1； たる もの 也 


〇 

七 


幸 和 荒 奇 
人 地 天 魂 魂 魂 魂 


天 之 御中 主神 

高 御 產應日 神 

神 產". 日 神 

宇 麻 志阿斯 M 備比古 S 神 泥土 ノ中 一一 コノ 神必ァ V ノぉ 

天 之 常 立 神 


國之常 立 神 

野 神 

宇 比 知 2 还神 

负找神 

ゴん 1. レト 、、- 一 ム： H タ. I IK- 

淤母 陀琉神 

伊邪那岐 神 

天 之 常 立 神 

國之常 立 神 

—I 卜.—，.|^*記&1次生..谈^^マゲ) 


妹須比 遲迩神 

妹 活找神 

か T\  、ユ *n  ^ 

妹 阿 夜 訶志古 根 神 

妹 伊  え？ ^  A ー15- 
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.jig トン へ § トン フル 


3 高 御 產鬼日 

日 神 產摸日 


«v あし 力 


3 舅 ^っ」 ぢ 


宇痲斯 天 之. 


X 主ト通 ス豊雲 野、 登斟： # 

*^ テ 一書 一一 豐國主 トモ ァリ 

i つち 

.R ト逋 


天子 
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遊民 


士 
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父子 夬^^  w-^ 長幼 賢不 w 


古 

事 

神 
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古事記 燈卷之 一 

上 卷神典 其 一 

天地 初 發之時 

(g 神代 ま 軍 屯 開闢 之 さま をく はしく しるされ たる 此 記に はた、 天地 初發 とのみ か、 れ 仁る は 

a  (陽)  (始 力) 

くよ し，； >ら ぬ やう なれと 渾沌せ る 樣とは 天地 もな きに ひとしく 淸湯重 濁 わかれて 治て 天地 はなり 

いつる かこと く なれ は 渾沌せ りし か 開闢せ る を はや かて 天地 籾發と はか、 れ たるな り 神代 卷くは 

しき 樣 なれと， 軍沌 せる 様と は 天地 もな きに ひとしき 心は此 記の 初發に 明らか 也す へ て此 記の かき 

さま か  >  る 事 多し 神代 卷は舍 人皇 子 もとから 樣を うらやませ 給 ひし 物 なれ は 本 行 は 中 々なること 

、も、 打 ましれ り 一 書の 類 はみ な 諸家の 傳 のま、 を あけさせ 給 へれ は此記 にも、 れ たるめて たき 

事と も、 あり 此記 にて うして 義を さとる へ きふし くも 少 からす 近 ころ 伊勢 人 本 居宣長 わか 御國 

の 御て ふり を贵ふ あまり 彼 皇子のから 國 うらやみ を ふかくい みて 其 誤 を 正し 此記の 正しき こと を 

くまし くち ナ つら/ り.^^§傳具に„^記の正しき事はこの序に安磨呂ぬしかか  >  れ たる ことく み 

f » ーグ. . 
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かとの 御代/— の 御 口つ から 傳 へさせ 給 ひし を阿禮 ぬし か晴 記せる ま、 を錄 せられし か は 御 ゆ W 

のま  > に 假名に か、 れし 所々 も 見え 此 記 のまされる を は 宣長か 論ら ひい たれり とい ふ へ しし かれ 

とも. 來國學 者 流 善 はら ひ惡 はら ひ を 貴 ふわ か御國 振に 思 ひ 至らす 萵事 皆た 、 これ を 本と して W 

たる 事に 心す かすして 詞 のうは へ にの みめ をと 、めけ るより 其說々 こと./^ く 本意に 叶 はす まつ 

この 天地 渾沌 開闢の 事 誠の 天地 渾沌して 有し か 開闢し ける 始を しるした る ものに てみ かとの 御始 

は 天地 開關 よりな り 出 まし 、 神の みすゑに まします こと を錄 したる 物 也との み 心 i5 來れ ともよく 

く考 るに 此 天地 渾沌したり しか 開闢し けむ こと 信し かたし 其 故 は 或は 丸き 物と 方なる もの 或は 

白き 物と 黑 きものな と 社 渾沌 はすへ けれ 天 は 無形に して 地 は 有形な り^ 形なる ものと 無形なる 物 

と 渾沌したら むはい かなる 樣 そや 又はし め ある もの 必を はりな けれ はもし はしめ g: 沌 して あり 

けむ か開關 したるなら はさら に また 渾沌せ む 世 も ある へきに 此 天地 ふた、 ひ Sg; 沌す へき ものと も 

見えす 疑 ふ へ き書樣 也され はこ ， にか きらす 神 典 中に 疑し き 事の みなる を これ かれ くら へ あはせ 

て m.^ ふに 大方 人生る 、時 は 其 因て 來る所 を しらね とも 死す る 時 は 心 は 天に S し 身 は 地に £t する こ 

と 比 C 人 しれる 處 也され は 心 は 天の 化成 身 は 地の 化成 疑な しかく 天地 化成して ： ，g となる ： 人と な 

る 其 心 に屬せ る 念と 身に 屬 る 念 ありて、 い に S せ る 念は靑 く，：^ に： g せ る.^ ふ は獨れ りこれ を ：1：£：1 卷 


に淸ほみ天となり重獨地となると：3^ぇたり此ー 一念 言行 (となり) となりい つ る これ を善惡 とい ふ也此 

善惡を 本に か へせ はた、 心身に 屬せ る 二念 也此 心身 を また 本に かへ せ はた、 天地 尊卑の 二 性なる 

也され はこ 、 に 天地 をい ふ は 誠の 天地のう へ をと ける に は あらて 所詮 は 善 惡の上 を さとし 給へ る 

な りし かれと もこれ あらぬ もの もてさと された るに は あらす ま へに い ふか ことく 次第に もとに か 

へ せ は 天地 は 則善惡 の 親なる か 故に 其 末 を さとさむ 爲に 本を詞 とせられ たる もの 也是 大方 吾御國 

言の 常 也 神代 卷に へ 渾沌 如雞 子と ある はから ふみ 淮南子 か 語 をから せ 給へ れは よし もな くひた ふ 

るにから ふみを まな はせ 給へ る 物の やうに 思 ふはく はしから す 心の 心身 有形 を 外と し 無形 を內と 

す これ 雞 子の 如くなる か 故に 此 かたち を さとさむ によき 語な りと て か、 せ 給 ひし そかし こ ， にお 

も ひいたら すして ひとへ にからの みする も 所詮 は 我 御 國言必 本意の すしに は詞 をつ けさる 大方の 

法則に くらき か 故 也し かるに 渾沌 をし もい ふ は 天地の 一 一 性 はもと 筋 を 異にせる ものなる に 一 一 性 を 

渾沌して 一 人と なる 其 渾沌 中より いつる 言行なる 故にお のっから あやまりて 善惡 もまた 渾沌し 善 

と 忍 ふ も 誠の 善に あらす これ 渾沌の 開闢す へ きい はれなる 也 開闢の 文字 も猶 かり 給へ るに て ひら 

くと いふ 義には あらて 天地の ニ性渾 せす して ふたつな から たつをい ふ 天地 渾せ すして ふたつな か 

ちた つ 則 渾沌の 開關 したる か 如く なれ は 也猶此 ふたつな からた つ へ き 様 は 下の 天 之 御中 主神に さ 
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とる へ し初發 の.；. f の 心 は 渾沌せ る 天地 はい また 天地の なきに ひとし 天地 を せす して： 卑のニ 性 

を 一 一な からた てた る これ はしめ て 天地の なり 出た る なれ は 天地 初發 とはい へ る ものな り 一 某^ 中 

に 天地の はしめ のとき ゆと よめる に隨 ひて こ を もし か訓 したる 宣長か 点よ しかく 學 者の 沌し 

かる へ からさる こと を さとりて 始て 天地の 一 一 性 を 仝く したる 時 を は 天地 はしめ て 成 出たり とこ そ 

か 、れ たれさら に/^ まことの 天地のう へ に は あらさる 事 也た とひ こ 、は 誠の 天地のう へな りと 

もみよ すへ て 神 典 中 実 事に かな はさる ことのみ 多 かる をい かにせ むと かする 宣 -4S はこれ をす へ て 

J, も レー. i 是は宣 長に かきら す 古來學 者の わか 御國言 をく はしく 心え さりん よりのつ ひ 4も# こ ひふよ さる 听. N  て 

实 ff- と fc- えなり こ、 に ひとり. K 長 か 名を舉 たるに その せつを ことわらん かためな り ^^^f^;  {さノ6-ノ1,.-.マ 

は 神の 御う へ はは かるへ からす これ を はかる はから 心なり とつねに い へ り 神人の 境 を ことにする 

事 はい ふ もさら 也し かれと も ひとの たは かり もても とより はかる へ からさる 事なら は錄 したる も 

何の 益 か あらむ よく/.^  m 心 ひかく その 遯 辞なる こと を 明らめて まと ふまし きなり 大 かた 我 御^ 言 

の やう 此神 典の こ 、 ろえ は 萬 葉 集燈大 旨此神 典燈大 旨に く はしく 述 たる をみ る へ し 〇 之 時と はさ 

らに 太古の 事に あらす 學者 渾沌 をまぬ かれ 天地の 一 一 性 を はしめ て 立た る 時 を さす 也 前に もい ひし 

かこと く^ 沌 したる 程 は 天地 もい またな きに ひとし けれ はわ さと かく 太お の やうに ゆ. ：！ なされた る 

もの 也され は 此之時 はいに しへ 今に か、 はらす た 、學 者の さとりえ たる 時 を？ すなり としる へ し 


暴 人贵賤 となく 事大 小と なくつ 、むれ はた、 善惡の ふたつな りされ は 人と して 善惡. - ふたつ をよ 

く 弁 ふへ きこと はいふ もさら 也諸敎 もた、 此 ふたつ をむ ねとす る 事 なれ は 今更い ふに 及 はさる こ 

とく なれと 善 惡の所 置い またく はしから さる か 故に 神 典 は をし へられた る 也. 善惡善 をよ し惡を 

あしと いふ は 人と して しら さる はな けれと もと その 善 惡の本 を a す 事 いら さる か 故にみ つから は 

善事 をな すと (5) へと 惡に のみ 混す る を しらす わか 御敎人 をして 純 善 をな さしめ むと 也 諸 神の ふる 

まひ 給 ふ 所 人 i 曰の 及よ さる は卽 このけ ちめ なる 也 善の 惡に 混す る 所以 は 古今 和漢 英雄 豪傑の 其 志 

を遂 さりし に 察しし るへ し 口授 この 故にく はしく する かう へ にもく はしく たつね しりて よく 善惡 

を 明めされ は 善事 も 皆いた つら わさな りぬ へし 然る 時 は善惡 共に 弁した るか ことくに して 弁せ さ 

るに ひとし けれ はかへ すく 神 智に隨 ひ 善の あくに 混す る を 能く 弁別せ よとの 心なり 

於 高天原 成 神 名 天 之 御中 主神 

®4- 卨天 £ル をた、 天上の 名な りと 心得.. る は 危なり 其 故 は 天 はもと 高處 にある 物なる を 高 天と しも 

、き 

、 ふよ 稚 I  口  これ 必氐 天と さすへ き處 ある こと を 示して ての 名なる ことしる しされ は ふに 人智 

に 天と ふ 所 はい また 低 天に て 誠の 天に あらす 其 天の 上に 高處 ありこれ 誠の 天に して そこ を 高 天 

原と はい ふなり これによ りて 考 るに 
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高 
天 
原 

天 

中 葦 
國 原 

地 

底 根 
國 國 

大方 此 II のこと く五ッ にたて 、名 をつ けたる 物なる 事 神 典 を をし へ 給へ る 大要 也と はしりぬ 此" 5 

天 原と い ふ は 上に 論ら ひおける かこと く大 かた 人の 天と おも へ る 所 はい また 高処 にあら ね はお も 

はす 地と 渾沌す る 也 高天原 ある こと を しれ ははし めて 、渾 沌を のかれて 天 まことの 天と はなる へ し 

此故 にもろ くの 天つ 神 達 皆 この 高天原に おはします よしを か、 れ たるに て 神 知：： と 人！；： の 別 をし 

めし 給へ るな りす へ て 神 知 2 は 人知 EI の 及 はさる 所に て 人知：" よりお もへ は ひの 外なる こと 北 〈也され 

共 人知 曰い か はかり かしこく ともい たらさる 所 ある へ き事卽 天と m 心 ふ も 地と 沌 する にて 思 ふ へ し 

され はたと ひ條理 なき ことく ふと も 人智 はか きりある ものなる 事 を か へりみ いさ、 かも まけし 

心なく ひた ふるに 神 知 曰に 隨ふ へ き 事 神 典を學 ふ^ 一  の 心得なる 也 今 こ 、 に 此事を 論ら ふこと 此か M 

天 原 を しらむ に 人智の 及 はさる 所 あるか ゆ ゑ そかし 其 故 は 神 典 中 gj^ 引へ 於 底， m 石 根 ゥ£« 布 刀 浙！^ 

於髙天 氷 椽多迦 斯理而 云々 また^ I へ 於 底津石 根せ： 柱 布 斗 理於高 天 15- 水木 多淑斯 ぶ々 また 

0 へ 於 底 逮 石 根- K 柱 布 刀斯理 於髙天 原水橡 多湿 斯理而 坐 k 此外 祝詞な とに も 此；！ あるみ な此例 


, ： ： i  . ある 人と ふ此 たと へ もと 柱 をた て、 後 2Sf 拫を つくる もの なれ は 其 前 に隨ひ 

にて 底 津石根 を さき 高天原 を 後と ゼり たる 詞なれ は 予か說 うけ かたしと いふ 答へ ていふた とへ 物と せむ に 其 さとさ 

- ； ； i,^: - ； ゝ 勿 c^--  3b  -^ま，，^っ；3町轰ょく^こ.^^なふか 9ゑにか、れたる物なるそかしたとへ は善惡をさへ」すに 

むと する 事の-先 後に た 力 へリカ物をぅ，^§;^に^^ヌぼほ1  、  f-n^J に sr. つ 1 メ^く リ〃 ハ 、し？ まこれ を まことの g 作りの 

灭 也を詞 とす 其 天地 もし 善惡を さとす によく 力な はす は- > 力て 力 力り 用ら ォむ くく 力 二 し 招 t{ しする り 一 f 

事と 心得る は 例の い 七，？^,^^を」^-もふニ^天ぽ小をしらむにはまっ根國をしる へ しとの さとしな りたと" 

ひか ひなき 事な り ^fij  JU  •  r*  ？ 

zi 円き 物と 不淸 物と 混した るに 淸き物 を 撰ら むよりも まつ 不淸 もの を拂 らふへ し不淸 なる 物た に 

えらます はおの つから 淸き物 はわ かる、 如く 根國 たにた しかなら はおの つから 高天原 はたし かに 

たつへ しと 也され は詞の 上に はた、 かく 於 高天原と は あれと も 今い ふか ことく もし 根國 た、 さら 

はもと より 高天原た つへ くも あらね は幽 中に 根國 たしかに たてる 故 也と 心得へ し根國 仁し かなら 

は 高天渾 またたし かなり これ 天地 ふた、 ひ 渾沌す ましき 所以に て 人の 思 ふ 所の 天地 はまことの 天 

地に あらね は あれ 北ハ なきに ひとしき 事 を さとるへ し 大方 人知" の 上に て は根國 なから むに こそ 髙天 

©ょ たつへ けれと a ひても はら 根國 をう しな はむ とすし かれと も 上に いふか ことく もとこれ ヲぉ 

の 二  & なれ は 其う しな はむ とする よりかへ りて 天に 混す る この 眞理 にお も ひ 至ら さる 事 卽ノ. ^"^の 

神 智に及 ひか 仁き 故 そかし (S 成 神 この 高天原に しも W なり 出 ませり とい ふ は 人のお も ふ 所の 天 は 

i する に 也 こ 混す る を 上に 論ら へる かこと しさる いやしき 天に は 神お はします ものに あらす され 

は 人 IP をの かれ 神 智に隨 はむ とに はまつ 高天原の た. -む事 肝要な りとの 心 を さとした る 物な り此 
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成と は ほ 成した る をい ふされ は 神 はしめ てな り 出 ませる やう なれと 人知：； に は 高天原 をた つ る こと 

なき か 故に 神 もお はし まさぬ にこ そ あれ もとより 高天原に おはします 神なる 也 天地より はしめ て 

神發 とい ふに ひかれて 神 もな り 出 ませる やうに か、 れ たる 也 これひと へ に學 者の 上に て 天地；^ 沌 

をえ わき ま へ さる 學者 はもと より 神 知 曰に おも ひいた る 事 もえ かた かる へ しさる 人 は 生. 泥た 、 人知；： 

の 内に もこよ ひていた つらにくる しみの 中 に 生 を を ふ へし 返々 もまけ し 心 をの そき 天 ：！； たち に あ 

ひたて 奉らむ こと を 願 ふ へ き 也此下 神の なり 出 ませる こと をい ふみな 此 例に 兄る へ し 〇 名 神に 御 

名 をた てま つれる は 其 神の 御た ま を はかりて 奉れる 物 也され は 其 神々 の 御た ま を しらむ に は 神 名 

(朱) 

を 明らかにす へ きなり 〇 天 之 御中 主神 此神は 天地の 中 をつ かさと り 給 ふ 神 也 天 之と い ふ を； S ら 

せた るに て 疑 ふ 人 も ある へ けれと 天 之 中は卽 地の 中 なれ はかくい ひて やかて 天地の 中なる こと を 

E心はせたるなり此下の天之常立神もf^はwh^はs^5:ー.^^fジき天の底はゃかてMの底なることこれ 

に 同し もとより 天の 方 はかり を詞 として 地の 方 は 言外に 靈 となりた る なれ は 天 之 御中と はいふ 也 

けりこれ 予 かわた くしに いふに あらす わか 御國 言の つ ね なれ はなり 此 下にく はしく い ふか ことく 

天の 方 をい ふ は 地の 方 を S 心 はせ むか 爲也 後世 心 を もて E. ズレ まと ふまし き 也 御中の 御 は 0^、 とも かよ 

はして いふ 詞也 11 葉 集中に まてと いふ 脚 結に 4^ 右手と も义 化.；^ とも かける は 手の. i<i  を =:ハ 足せる 


を まてと いふなり これによ りて 思 ふに 眞御 ともに ふたつ を 具足して かたよら さる こと を さとして 

い ふ詞 なること 明らか 也 これより 人 をた  >  へ て 具 人と いひ 言 をた 、 へ て 具 言と いひ 心，^ 仁 . へ て 

置ハ 心と いふな ほ 玉 を 眞玉山 をみ 山 よし野 をみ よしの 熊 野 をみ くまの わかの 浦 を まわ かの 浦な とた 

、へたる 大方 片方に よれる はめて たしと いふに 足らね は 也 これら を あはせ て考 るに 天地の 二 性 を 

そな ふる を 神 御 心と し 玉へ は 人 もこれ に隨 ひて 天地の 二 性 を 具す る を眞人 異心 眞言と もた、 へて 

あるに てこ ク の 御中 も 天地の 中なる 事 これらに て 明らか 也 天の 性 をた てむ とすれ は 地の 性た、 す 

地の 性 をた てむ とすれ は 天の 性た、 す この 故に 天地の 二 性 をた てむ に は 天地の 中位に をら され は 

ふたつ を 具す る こと あた はす あらゆる 諸 神の 第一に しも 此 神のお はします は 天地の 二 性 を 第一と 

の 事 也と おほしめ す 神の 御 心なれ は 也 主は宣 長か說 のこと く 乃宇斯 のつ、 まれる にて 奴 之と いふ 

>  is," 葉桌 AI_crh3 こ/この ぬしの 云 * とよめ るは此 樣.^ 

寿よ の を、 ふへから す 乃 をい ふ 時 はぬ しと はいふへ 力ら す のノ つし， のとい はむ を はふけ る 物 也 これによ 上丄 ロー 

一-まか 說を 破す る 人 も 聞 ゆれと き且 長か說 正し +ムへ 宇 祈と は 宇 斯波久 とい ふ詞を 体に いふなり 此神 典」 之 件 

3 後 ±4 可の ぬし If うしなと いふ は ひ 力 こと そ 力 -ラ 

之 宇 斯波祁 流 葦原 中國者 云々 また 萬 葉 集卷五 1^1 上 宇奈波 良能 邊尔母 奧尔母 神 豆 麻 S 宇志 播喜 

ま、 諸 能 大御神 等 云々 なと ありて すへ て そこ を領 ししれ る 心なり 神と はすへ て 御身 はお はし ま 

さねと も 其 妙 用人のお よ ひに あらさる 事 をた、 へ 申 御名な り 
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(陶 朱) 

眷上 に 論ら へ るか ことく 天地 を詞 とせられ たる は善惡 のさと しにて 高天原 はお ほよ そ 人の 善と 

へ る 所より 一 段 上の 善なる こと を さとされ たる 也 其 一 段 上なる ゆ ゑは惡 に 混す る 事な き 善 なれ は 

也 これ 根！： たたされ は 此純善 もた つ へ からす 妙理述 つくす へからす 口授 根國とは卽^^，：：水の^^^こ心 

55： へ し 此根國 に はいふ もさに 也 高天原と い へ 共 さなから 言行に 出る 時 は 一 一 ft ともに た つましき か 

故に S 、尸 S 除 善 解^の をし へ ぁり惡 解除 は 誰もよ くしれ る 事 なれと 善 解除と いふ^ 人知" の 及 はさる 

所に て わか 御敎の 肝要なる 也 他 域の をし へ これ をい ふこと なし これ わか 大御^ &の他 域の て ふり 

にた か へ る 所以 神 知〕 の 人知 S に 這へ る 所以な り此事 神代 卷上 一書 卽科素 i^sr 尊 千. 米 置-：; 之 解. 论以 

爪 © い：：： 爪 棄物以 足 爪爲凶 爪棄物 云々 と 見えたり 其 本文に は へ 科 之 以千座 置-:; 遂. 促徴矣 -4- 使拔^ 以 

贈 其 罪 亦 曰拔其 手足 之 爪 贖 之と 見え 此 記の 神 典に も 於 H: ル八ぼ 神共纖 於 速： タ 命 ft で：^: みハ 

亦 切 鬚 及 手足 爪 令拔而 神，； 仪良比 夜 良 比岐と あり 後に は 履 中 紀に車 持 1!;; をし ありけ るに 善 解^ ^心 解 

除 をお ほせられ し 事 あり 又 延展太 政 官府に 善惡ー 一 被と あり 又 大政 祝 ：！ に 天 m 罪！：. と 兌え て此 

ふたつの 罪 を はら ふこと を い ふ も ^ 此 善 一 城 に て 大 高 被 の 本 は 善 -ぉ の ふ た つ を は ら . ^ な り け 

りし かれと も 本此黻 とい ふこと 後世 心得 誤りて はら ひ^く 事 也と おも へ る は 例の 後 W 心 也 はら ふ 

と は， if:^- 外 を はら ふに て かたく 言行に 出さる をい ふなり 此眞现 く， にしく 述 かたし 上に もい ひし 


かこと く 地の 性 も、 とやむ ことえ さる 物に てこれ を 失 はむ とすれ はかへ りて 天の 性 を さまた くる 

もの なれ は 此ニ性 をた てむ こと 一 大事に てつら/、 わか 上を考 るに 此ニ性 をた てす して は 叶 はさ 

る ことにて 天下 衆人 猶 これに 同し 此 故に 中々 一 家 一身の 小事に は 其 弊 もす くな けれと 天 ド國家 を 

、さめむ に は 此ニ性 を そな へされ はたと へ 目前 は 治平なる かこと きも たのもし かる ましき 事 也 さ 

れょ， y ふたつ を 具せ むと する に は善惡 の 中 を 言行と す へ しこれ はお のれ か 上の みならす あらゆる 

人 これ を よろこ はさる もの あるへから す これ この 神 典に 5^1 戶是以 八 g 萬 神 於 天 之 安河 原 神 奥 第 

而髙 W 產 * 日 神 之 子 思 金 神 令思而 云々 またき I 尔 髙御產 神 天 照 大御神 之 命 以於天 安河 原 神 猿 八 

*  :1  ,  、，！-,、 ) . し i 此石展 曰の 件 は， ぬ 佐の 男 命の 御と、、 -の ひ^ 附之 件より 以下 は 大穴 牟遲神 

Is 萬 神集而 m 心 金 神 令 5- 而云々 と ありこれ 也 ^1:370^ を 示した る ものなる かゆ ゑに 其 はしめ はしめ に此文 あるな 

りこれ わか 御 をし への 要 にと く 人 kll 萬 神 達 をつ と へ 金 神に 5 ひ はしめ 給 ひ て 决定し 給 ひし は SSi 神 

下の 件 を 見て おも ひしる へき 事 也 力 /IT- ォミ  ン， ノー- 1 . 

の ®、：3 一  致し 仁る よしを 示し 給へ る なれ は 彼我と もに たと ひ賢不 さまく の 辟 ある 人 も あれと 

そ I  二 か、 はらす おしなへ て よろこ ふへ き 肝要 をし めし 給へ るな り是 た、 今い ふ 善惡. の 中 を 言行 

^ 化 3R 中國 と、， ふこと よ 比 善惡の 中位 を 示した る 名な-りこれ にか きらす 國=  クれ なわ か大， 手 振 を 

とする にある こと 也 は 5 る $5 る を ぺぬ御 12-;^ た.^ 大方に 見る は 4, なりく はしく は 神武. 靴に くの 國-づ ある こと 

(お) 

をと ける こ 見、 し 大方 中 は 佛も儒 もこれ を 尊 ふされと も f, のつ 力ら 國 J の. 春 の 中と ま 尊く も あ、， つす 卑しく も あら 

|！ ふ M に iiS ーピ 中； ふ あるか ことしく はしく は 口授す る をき くへ し 

さる 听を 、 ふ. 人智の 上に て は 卑しき を 卑しから すなす こと 難しと 心得ても はに 卑しき をお する 

古事記 神典燈  ニニ 一 


古事記 神典燈  こ ニコ 

を 常と すけに これ も 難から さるに は あらね と此： P: 典の はしめ に へ如孚 と あるよ 水 i,- うける 油 は 水中 

,  y-s  6  { にあし いれ 八と すれ 

ら す.^ をつ パれ はや 力ても え あかる 性なる かこと く 人 も 卑しく なること を 好ます 尊から むと よ f,t ひ 生ぷ る，， ど ？ とし 八" /  ： 

也 S3 之 件なる 宽を いふ も 同し さとし 也 免 はまへの あしみし.^ けれ は 高所に の ほる：：； ぽ§ や；： く  p::s:^ ほ 1^:^ い" 

を あはせ 見て rj  、ろうへ し.^  5^ は. --ら すわ 力 5^ 國ヌ は； ザ 7 きこと を 好み 卑しき こと を 好まぬ^ ある を さと 

し 給へ る 也 これい は ゆるまけ し 心也此 故に 卑しき をい やしから すなす こと はかへ りて かたい..，， す 

た ゝ 尊 ふとき を 尊と からす なすこと い とかに き 物なる ：：^@, るで. - 後に 諸 神の： 人 降 をい ふは卽 この？， V 巾け-、.' 

la.  7 i,  ,  X しなり く はしく は T 們に いふへ し -^wn'  I 

力へ す/,.' 此 かたき こと を をし へ しめし 給へ り 是又神 知： 3 の 人知 a にた か へ る 所な りかし 蕃： ：o_TA たつ 

を 具す とい は 、人事に うとき 人々 は あさましき ことにお も ふ へ けれと よく-/.^ ひ：- よ \  nx>K5 へ 

き 也 これ 又予か 私に いふに あらす 宇受賣 命のお I 戶 へ 爲神懸 而掛出 胸 乳 裳 絡 忍垂於 番^ 也と 兌え ま 

た 備 於 聞 看 大嘗之 殿 屎麻理 散と いひ またお 條 我 之 女 二 竝立奉 由 者 使 石 長 比 女 者 天神 御子 之 命 

雖雨零 風 吹 恒如石 而常堅 不動 坐 亦 使 木 花 之 佐 久夜比 賣者如 木 花 榮榮^ 宇氣 比^.: M; 進 云々 なと fn.^- 

ふき I い へ る 皆 善 惡の中 をす、 め 給へ る 也 かへ す/^ 善 惡の中 を 言行と せむ ことわ か 御 をし へ の 

第 一 の 事な り學者 ふかく、 い をく たく  /き 事 也 歌の.^:$;".^ヾゲ"ぉゅ 比？ゎふぶ.、」れ乂奔惡の中を詞とする也詠伢：マ：1^ 

i  ン 1  一一. V ともに j  一 f なれ は 此のり ひとし 力る へき 事い ふ もさら なり l^w のこと こ 

> にく はしく いはす 下の 件々 ぼ あ 

ると ころに あけつ らふ をみ るへ し 

次 高 御 產巢ロ 神 次 神 御 產應日 神 


次と いふ 丰こ、 を始 として 下の 件々 いと 多し 古來の 先達た、 神の 次第して あれ まし、 也との み 

思 ひてい かなる 故 ありて 其 神の 次て あれ ませる ともた すねす 大方に 見過した る は 例の (1) 也此 次の 

字 を 思 ふに 深き 理を此 文字に か へられけ る ものと おほしく 神々 の 次第し 給へ る を 始め 件 件の 次序 

やむ ことなき 事 一 部を檢 a する に 明らか 也此 次序 神 一 柱 を も 除へから す錯 置す へ からす件々も.^ 

是に 同し 其 次序 をた てられた る列理 こ、 にい ひ R 、しかたし といへ とも 其 大要 をい は、 仁と は、 十 

二月 こ 至ら.^ とする に 正月 二月 三月 四月 五月と 次第に qr- れ はいたり 難き かこと く かりそめにも 

•  /  i  - 一-  (虫食) 

此次 ¥ を ゆる かすへ からす これによ りて m 心 ふに 孝 德紀に 惟神と いふ こと を舍 人の みこ 自 おし 給 ひ 

て 惟神 者謂隨 神道 亦自有 神道 也と か  > せ 給 ひ 猶此神 典に も 差 暫牲將 有 * 御 路乃乘 其 道往者 

如 魚 雞所造 之 宮室 其 綿津見 之宮者 也と ある 此隨 神道 乘の字 を 思 ふに 神道と いふ もの は 名 孝德" 钆に始 

道と いふ 名 ゆ ゑなくて は セ^^ゅの.3^蔡^々 の次亨をさしたる名にて其次序にしたかはてはぁるま1.^き 

ある ましき ことなる を や .=^-1 一一？  1=^6 1 つや ノ  - C ョ J 

こと を さとし 給へ るなる へ し此 故に 此 次第た と へ 人智に おきて はしかる へ からす 覺 ゆる 事" あり 

. ノ：、  、  、  ，.^1 此事を ある 僧に かたりけ るに 大智度 論に □ の-一 は, に^:?」 に 

とも ひた ふるに 此次序 にした かふ へ き 也 ^^第 何の i: ゑと もた つねし る 人な かりし か 今 予か說 にて 始 てこれ なしり 

ぬもとその大論千卷になりしを龍樹ほさちっ、めて百卷し，ーし給ひけるょしぃ^*〈：^.;?叶分，^^^,$1； , めつ ^.wswu^iliis ぶ？；^ 

，との m 口 ^^SE ？」^ ふきて 1" めた る ものに て 上下の 論と 論と を もてお せ は. - のつ 力ら その 義は しるへ 力 故 也 

古事記 神典燈  二三 二 


古 事 iVa 1 种典燈  ニニ  rt^ 

5ゾ^:」lはuカ.^^^^予：^5i掌して：^ろこ へ る 事. ？ りき 此の 次と いふ 字 を こ、 ろえ むにた よりある 事なる か： K ここ，. このせつ さしと 

わ 力 神 典 はし 力つ.^ めな せる ものに は あらす 本. < ^わか 御 國 ふりに てい はて 叶 はぬ 事 にても；^ は fl^, リ 2.^,;- か" き^ § は^れ：；；；^ 

町 II 物 な， ほ 典 上下の 神の 御玉 をく はし-おせ はおの つから 次 i9 すへ き 通 は 叩、" かなる 

(朱) 

へき を や 〇：，t 御 產巢日 神の 高 は 建に かよ ふ 詞也建 速 須佐之 男 命 建 御 雷神 建 御名 方 神な とみな これ 

也 か は 阿ぬ きの 音け はえぬきの 音に て サぼハ ts"iil^ け 韻お のっから 其義 たかへ りく はしく はこ 

I 筑)  - 

、にい ひ 力た し此 末に 5^11 ュ紫曰 向 之 髙千穗 之 久士布 流多斌 云々 と ある 多氣は 山の 一 ：5 きをい ふ 名 

也これをもてそのかょふをしる へ し ほ"字ひ基^^に.^4丄 ト，サと 、 ふよ 、ン A こく  ノっき >  >  ： 

,  c  J7  -V  ,  ✓  る, どもても おも ふ、 し/.^... ^し,， ^  ,,,=:; ぶ-し 力 チ <  く. l ~ び.' き 力た， -VJ 力 わに 

ち をい ふこれ 高の 義に 同し きか 故 也 御 はまへ に 御中 主の 神の 听 にい へり 


古 

國 + 

神 記 

生 

の i 义』 

段 四 


I 


大事 忍 男 神より 豊 宇 氣 毘 賣 神 まて 

〇 十四 島 をう み 給 ふ 事 此事 又別祿 あり  . 

如：^ 言 竟而御 合 云々 とい ふは卽 わか 身 を わか 心 もてした かへ 給 ひし 儒 見なり 此 御失婦 してう み 給 

ひしと いふ は 威服し 給 ひし ものな り はしめ 自凝嶋 よりお こり 給 ひて 淡路 四国 隱岐 九州 伊 伎 津嶋佐 

&乂大 變豊秋 津嶋と 次第した る その 勢 小より 大に うつれる は その 威 次第に まさり ゆき 給 ひし 事 あら 

は 也 その 国々 に 神 名 ある はい さなき の 命の 御 神 氣をそ きと 、 め 給 ひし を もてい ふなり 御 神 i 舐な 

れは末 ここれ を もこめ て 三十 五神と はい へ とも赏 はまこと に 自然の 妙 用に あらされ はい つれ も 神 

とい はすこれ その 別 をみ せた る もの 也此 故に 此 次に 旣 生國竟 更生 神と は 書かれし なり 此生 國儒晃 

にて はこれ を 平 天下と いふ わか 神道に はこれ を 天下と せ さる 事 明らかなる は 末に 大國 主神 あり 

て國 造り 給 ふとい へ り H を 生む と國を 造る との 羞別 儒と 神との たか ひめな りこ 、 に 生國と あるか 

らは もはや これにて 此 あとの 乱 は ある ましき 事なる に 神武 紀 にいた りても かの 長髓彥 八十 猛か 

古 IShS 燈, 神 生の 段 . ,  I  i ニニ 七 
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たく ひいと 多 かりし を やされ はこ 、 は 威 を 以て 無理に 威服した まへ る 屈服の かたちな り 周の 天下 

を 治めた るか ことし； g 漢ょ b 以前 は 文王武 王の ことしと みる へし かれは 感服と おも へ れ とそれ は 

いは ゆる 肉眼のう へ 也 佛の佛 眼と いふか ことく わか 神 眼に て みれ は 屈服 也此 故につ ひに 終に 火 神 

をう みてい さなみ の 命 神 さり 給 ふと はいふな り 屈めた る 物つ ひに 伸さる 事な き 事 を しら さる は Si 

の 見の 淺き 事み つ へ しみな これ 御 一 人の 身心 を もって ffi 服し 給 ひし， S 々なる か 故に これ を まこと 

の 平 天下と せぬ はつひに 久し かる へ からさる か 故な りこれ 我 道の 食き 所な り 此 e -々 の： t 名 は そ 

の. g の 形 あるひ は その 嶋の產 物 又は その 嶋の 風俗 氣質 なと にした かひて つけたる ものな り s:- 神と 

女神との ある は 男 神の 分 はい さなみ の 命の 功 女神の 分 はい さなき の 命の 功なる へ しいさな き は 心 

なりい さなみ は 身なり 心 を もって 服す るむ かふの あしか ひ を 無理に か め 給へ る 也 身 を 以て 服す 

る はむか ふの 髙 みむす ひ を 無理に か  >  め 給 へ るな り此 ふた つ ともに 危き わさに て 心 を も つ て i^:=- 牙 

を か、 むれ は 八 雷神 生し 身 を 以て 高みむ す ひ を か、 むれ は 八 百 a: 神つ とひ 給 ふ 事 上に いふか こと 

し 夫婦して 生む と は 一 人して する 事 也 これ 言靈 ある 窗 やう 也 

〇 旣生國 党 更生 神 云々 

こ 、 の 女 男 神 は 二 神と して かそ へ て 拾 神と い へり こ 、 の 風 木 51 別 まての 神 心え かたき 事な り {a::::- 


は此神 名み そき の 段の 神々 に 名 かよ ひたれ は 異本な との を 重複した るに やとい へ り それし かりと 

も决 しかたし かれ 今按 下の 事 代 主神と いふ も 事 は 言 事と もに かけて いふ 御名と 間え たり 萬 葉に 言 

靈と いふ を事靈 とかき 又言擧 を事擧 とも かき 又此 記の よみの 段の 末に 事跡と いふ も 言の 心と みえ 

たり かた/,^ おも ふに 此 大事と はす へ ての 言と なる 神氣の 事と おほしき 也 それより 下 をみ るに 石 

土石^も 假字 にて 云の 心なる へ く 吹 は 耽 を 枕 草子に ふき かたりな とい ふか ことく 耽 言の 事の やう 

にお も はる、 からこ 、はこれ を もつ て 解へ しまって 解 へ しまつ へ 大事 忍 男 神と は 言になる 事の 神 

身 ハサ ナカラ 二 シテ先 をい ふへ したと へ はわ か あしき にあら さる を あしと 人の い ふ 時 それ を ことわら 

出ル モノ 言ナレ ハ 言 テ 

サ キト セリ  ね はなら すと 思 ふ 情 又 人の しら さ. る 事 人の 思 ひた かふ 事な とす へ てこと わらで 

叶 はす m 心 ふ 情 はみ な 大事 忍 男な り 男 神と いふ は その 情 を 以て 人に 聞 させんと する 神 なれ はなり 

これ 哥の 道に い へ は 言霊と なる 所の 神 を 云な り 正面 をい へ は 死し かたはら をい へ は活 く卽此 神の 

事 也 こ 、 に 言の 事 をむ ねとい ふ 事 神 迸 を さまた くる 物言に まさる 物な けれ は 第 一 番に いふなり 下 

に 和 とい ふ も 口 を 恐る、 たと へ 也 又 事 代 主と いふ も 言の 正面なる をき らふ 故 也鳴鏑 とい ふ も 口 

やかまし きたと へ なり かの 萬 葉の 人 丸の 哥 にも へ あしはらの 水 德の國 は 神の まに こと あけせ ぬ國 

とい ひし も 神道に は 言 は 敵 なれ はなり されと いさな きの 命 わか 身に 配し 給 ひたれ は 人と は 別物な 

古事記 燈國神 生の 段  ニニ 九 
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るか 故にす へ ての 物事. nz 然に 意に 適 ひ來る 事な くお はせ しか 故に 國を 生みて 後 は 言 は必 川の 物な 

れは 言の： li を 生し 給 ひし.^ 國を 生む と は ID 十竟 わか 心の すゑ 所なる わか 身 を こしら へ たる 也 そのこ 

(す)  . 

しらふる も 身 は 地の 種 姓に して 心の 如く はならぬ はつ の 物なる をし ひて、.：^ の ことくし 給 ひし を は 

國を 生む とはい ふ 也 それ まて は 心 は 天の 種 姓 身 は 地の 種 姓なる これい さなき いさな みの 神な り そ 

のおし あ ひに て 心の 方 勝た る をい ふ 也 身の 方お されて 是非な く 心に 隨ふを はいふな り is* となれ 

は 人み なわ か 心の ま ， をなす故に言は不用な，^顯身なる時は言必用なり此故に大^$-忍3?^神を^神 

n  ノニ 神女ハ アヤ マル の 次に うみ ませり 次に へ 石 土  m  A 石 復比賣 と はと もに 云の (.f の 假名なる へしこ 

言ノ  r-r- ル ヘシ 男ハァ 

ャ マラス ル心也  れに女 男 ある 事 は 石 土 S はこな たよりい ひ 出て むか ふに しひて^ 入 さする^ 也 

石 巢她と はむか ふより いふ を 返答し 或はし ひて 論し 問答す る 事 也 神道に はい ひ 出す はいふに 及 は 

す 答 ふる も 又む かふの 問 を か、 むる 也と する 也此 故に 問 ふ を も 答 ふる を もこ 、 にい はん S に 刃 女 

の 神 をい ふなる へし 次に へ大 II； 日 別 神戶は 假名に て 七 神 三 段の 大 斗の ぢ大 斗の 弁に いふか ことく 

y と はわ か 人に まかせぬ 所 を 云み ととい ふこれ なり 石 土石 巢 にて 議論す る 時は必 むか ふのと とし 

て かくした る 所 を あら はすに いたる か 故に 大 ptn 別と いふなる へ し 日 は 夫 斑の 約な り 別 はわく る 

の 心なり 下 文に も 持 別て 云々 又 石-:; 別 神 またい つ のち わきち わきて なと い ふに M し H 別 は 別：：： と 


いふへ けれと 日 はむか ふに つき 別 は 此方に つくに て大戶 をむ かふより ふるま ふ 內の處 を わけ 入る 

(戶) 

神と い ふ 也され は大斗 日と はす へ ての 人の かくす 處 ありお ほふ 所 ある その 心の 用 を 日と はい ふに 

て それ を わけ 入て あら はす 神氣 なる 故に 別と はいふ 也 これ 又む かふの 身 をし ひて 分 入る 故に 男 神 

也 上の 石 土石 巢 のみ 男女なる は 問答 議論の 事 を さとす 爲也 次に へ 天 之 吹 男 神と は 吹 は 耽の 假名に 

てまへ の 大戶日 別 神に て 身の 方の かくした る 所 を 分 入りて 論し あら はし 給 ふ 故に 此方 こそ まされ 

り 勝たり と 思しめ しける その 耽り 心 を ふき 男と はい ふ 也 天 之と いふ は是の 方に て是に はかなら す 

自賀の 心 生 すれ. は 天 之と は いふなり 男と いふ もし ひて むか ふに まけたり と 思 ふ 心に ならしむ るか 

故 也 次に へ 大屋 毗 古神 此神下 文 大穴 牟遲 神此 神の 御 もとにお はしける 事 あり そこに 木國の 大屋 毗 

(つ) 

古； 1: とい へり 紀の 一 書に 大屋 川 姫 をす さの をの 命の 御 女と い へり 卽此 いさな きい さなみ の 神のう 

みまし 大屋 毗 古神に より 給 ひし 故にし かいひし ものなる へ し 木 國とは 大穴 牟遲 命の その 時 にげ 

おはし/ -國 なれ はいふ ip; なる へ し大 はいつ もの ことく 大. の 心なり 屋は 人の こもる 物 なれ は 言 を 

出さて こむ る 心なる にや 紀の 一 書に かの す さの をの 命の 御子 三 柱 五十猛 神 大屋 津姬 大抓津 姫と も 

に紀國 にわたし まつる とみえた る紀國 ひとし けれ は 大屋つ 姫 は 同 神異說 なる へ し此三 柱と もに 八 

十 木 種 を まき ほと こし 給 ひし いさを をい へ る はいか 此 大尾 毗古 もし かなる へ し 木 を 生す る 事 を 
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古事， 記 燈國神 生の 段..  一二 ニニ 

なし 給 ふは卽 種を內 にもつ 心なる 故歟 いつれ にも 內 にこむ る 心より 尾と はたと へ し # 名なる , し 

次に へ 風 木 別 之 忍 男 神風 は 加 邪と 訓 すと 注せられ 訓木以 昔と か. -れ たる を宣誤 あらんと い へ る 

もさる 事な り 木字以 音と あり けん か 上の 訓. 風の 筆う つりに 命；" 誤れ る な らん 烟 

不チ もト 用ルコ ト例ナ  -  一一  -ノ  i  ： 

シト宣 長 ハイ ヘレけ n 木津 S は 風 持 別 歟又宣 長か說 のこと く 風木津 とよみて 風； S を 別て もっとい ふ、.^ 

ゝ ノ も トヨ ム へキ、 L ト 

ミ ュ  にやい つれに も 風 を內に ふくみお さ へ たる 白ハの 御名 也 これ はかのお も" -爿 い" 

n5 よ S ふくる /ijr さなり とい へりし かこと くい はま ほしき 事 を もじつ とおさ へ たま ふ- W を. S こえ 

卽 地の 氣をか 、めた まふな り 別と は 上に もい ふこと く 物の わかれ をつ くる 神 をい ふに てこ 、も w 

の ふきい てんとす るを內 にもつ こと を ふくと わけても ちた まふ 心なり 忍 男と は 地より.^ いてんと 

する をし ひて おさ へ 給 ふ をい ふなり 風 はす へ て火氣 の水氣 におされ て 生す る なれ は 内より いひ， - 

つる 言に たと へ ていふ 也 これ まて はす へ て 言の 事に ていてん とする は 地の 神なる をし ひて 力 、め 

給 ふ を 云な り 次に へ 海神 大 綿津見 神 下の みそき の 段に て 上中下の 綿 渾 見神 をう み 給 ふと ある はい 

さなき の 命 一 人 神に てうみ ^ しもの なれ はこ 、と はこと 也 こ 、は央 it してう み 給 ひし 故に i 人 

して 生し 袷 ひしに てし ひて うみ 給 ひしな り 上 は 言の 事に てこ 、は 海の 事に うつれる はこと やうな 

る やう なれと 上の 風 木 津別は 外 へ はり 出ん とする をし ひて おさ 口 給 ひしな りこれ より 內 にて しひ 

广. 4 食) 


てむか ふの いさな きの 神 をう くる 海の ことき 神 を 無理に 生し 給 ひし をい ふなり 次に へ 水 P 神速 秋 

津 日子 速 秋 津比賣 これ 元來 河より 海 を 次第す へきに 海より 川 を 次第し 給 ふ は 地 を か、 むる 事 をむ 

ねとな されし 故 也む かふ を 海の ことくし なして われ は 川の ことくな りて その 水 をう けしむ る 心 を 

みせて いふ 也 これら も 皆し ひて し 給 ふ 心 をみ せた る 也 速秋津 とい ふ 名 は 速 はい さなき の 命に 神む 

すひなき をい ふ 也降氣 のみ を ひとし へ になし 給 ふ を 云ち はや ふる 心なり 秋 は 假名に て 開の 心歟水 

戶 とい ふは卽 川より 海 へ 入る 所 也 そこ を 無理に あけ 給 ふ 心に ていふなる へし 日子 は 此謂也 比賣と 

は 海の 方に つきた る 方 をい ひ 日子 は 川の 方に つきた る 方 をい ふ 也 海の 神大 綿津見と は惣 体の 海の 

ことき を 云 速 秋 律 比賣は その 海の 小口の 所 をい ふなり しひて いさな みの 神に 海 を こしら へさせし 

ひて 川の 水 をう けさせ 給 ふ を 云 也 こ は 七 神 三 段に いは ゆる 典： S: 《野 神の 反に て 地の 方の 心から 豊雲 

野 神 をの ほして 天の 水 をう けて 海と なる にて こそ 神道 なれ これ は 儒の いは ゆる 民有 耻而且 格と い 

ふか ことく 必也 使無訟 乎と いふなと みな 此 仕方に てむか ふの 豊雲野 神 あるに は あらさる なり 以上 

つ る  / 

の 十 神 はい さなみ の 命の 言に いてんと する を はし ひて おさ へ てい はせ すつ ひに は 海の ことき まて 

おしく ぼめ 給 ひし をい ふなり 大事 忍 男より 此水戶 神速 秋 津比賣 にい たれる はい さなみ の 命の 先 言 

を改 いはせ 給 ひし こと をく はしく いふなり 全く 儒敎 なりこ 、のお さ へ 給 ひし 極 をい ふなり 下 文の 
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古事記 燈國神 生の 段  二三 月 

黄 &の段 は 日 神の 石 尾 1：； の 反に て あまりにお しか  >  め 給 ひし か は 風 木. E 草 野と 次^し つ ひに 火 神 

をう み 置て 神 さり 給 ふとい ふ は 天 をみ かきり たる をい ふなり こ 、まて は 理をも つて 非 を か 、めぬ 

き 給 ひし をい ふ 風神より 末 はお さ へ 給へ ともおし か へ されて 力 及 ひかた き 事 をい ふ也此 はしめ の 

大事 忍 男 神より 天 之 吹 男 神 まて は 上に いふ ことく はしめ 身の 方よ. り 出さん とする 言 をお さ へまし 

> よりお さ へ 勝た まひし まて をい ふ 也 忍 男の 忍 は 押の 心なる へ し 押 勝な とすな はち 押の 卞 をい け 

(出)  , 

りし 力ら はすへ ての 言 の 厂」 ん とする を 押べ 給 ひし をい ふなる へしい はつ ち 彥 はい は ゆる 珊 ：： 出 を パ 

(虫食)  -■  、  y 

ふなり石巢比賣はぁゃまらする也大戶日別は身の方の非をぁらはし給ひし也-大クァ：^-^；：-はロっ^^た 

へ 虫食 ン 

りと いふ 耽 心 を 云 也 $g お 2?§r」，I」 ゆ 一お 咖 こ、 まて は 中位より 外の 方 上の 方 出 はる 所 を 内 まてお さ 

へ 給 ひし を 云 也 大屋 S は屋は 屋根の 心に \  - 上の 方 はも はや 出る へ き 口な く 覆 ひふ さき 給 ひし、 hi  hi 

これ かの 老子 か 多言 不如少 言 少言不 如 不言と もい ふ をみ ていか さま 何事 もい ふ は あし 、とい ひた 

き 事 を もし ひて おさ へ たる をい ふなり 風 木 律 別 之 忍 男と は 忍 男 は 押 男 上に M し^も つ b けと よ，； f5„ - 

の 方の いはま ほしき をお さ へつ、 みたる 故に 內 より はる 心なる を 風 もっとい ふ^と は そこ . 、川 人 

り 給 ひて 猶 それ を も 押 へ 給 ひし 也 まへ の 忍 男 は 外にて 也 此忍男 は 内 まても 押 ふるな りされ は 大：： 

忍 男 は 儒の こと I 佛も 雜又戒 なと い ふ はこれ 也 風 木、. _ 化 別 之；^ 心 に佛の 隙 入-た^な とす / てし 汰 


を とくは， y 忍 男 也 外 を 押 へたる はかりに て は 危し內 まて を さつ はりと 梳 除せ おはなら すと てす る 

りさ 也  一 i はさる 事 なれと もお さ へ ぬきての うへ に 風神 生す る 事 を しら さる 稚ゎ さそ 力し さて 此 

次の 大^津 見神と は 身の 方の 中位と する 內 より は猶 下の 方 裏の 方 へ 窪ます る を 云 也海卽 しかり 中 

位なる 陸地より は 引 こみた る ものに て その 極が 海 也 これ は 又內の 掃除のう へ に まだ 裏門の 掃除 を 

する，^ これひと へ に 風 木 津別之 忍 男の 力に て 海と なす 也此 次に しも 水戶神 をお く はもと 大事 忍 男 

より 以來大 綿津見 神 まての わざな にの ため そとい ふに 天の 方の 水 をお くらん とての わさ 也され は 

た さ 

此 次に 水 P の 神 をた て その 次に 水 をく まる 事 をい ふ 也此水 1：； 神 一 一；^ となりて 水 をく まらん ための 

忍 男な りし こと を しらせて いふ 也卽 次の 風神より 山 神 まて は 火の 神 をの ほさん のた めなる 事 こ 、 

の 反 をみ ナ  > こりょし め國土 をう むと は 今 まて は 他人の すみた る 所 を その他 人 をお ひのけて ゎカ領 

とする 所 これ を生國 とはい ふ 也 わか 身 もと 人の 心の すみ 所なる か隱 身の 道なる に それ を わか 心の 

住听 とする これ を 生と はいふ 也され は 上の 十四 嶋の 神々 はみ な その他の 心の 國 としたる 所 を わか 

國 とし ふ をい ひこ ， の 十 神 は その 國の種 姓の もち まへ の神氣 ある を か 、め 給 ふ を 云 也 s 十- 竞生國 

と 生 神と は 綱目の ことく わさと 心との たか ひめ 也 古來學 者な かりし 國を はしめ て うみ 出し 給 ひし 

とも ひらき 給 ひしと もい ふ 事 言靈を しらす もとより 國も ありて 人 もす み領 したりし 也 それ を わ 力 
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古^$.記燈國神生の段  二三 六 

(か)  (然) 

身心の 一 力に て わ 口 傾と し 給 ひし を 生む とはい ふ 也 人の 物 なれ は 無き も M 前 &此： ^に はしめ て 出 

(虫 童)  . 

來 たる やうに い ふ 也 本 Is か 子 をう みたる と 同し くう みまし 、 . ^と い ふ は 沙汰の か. さりに て 小 n ルの 

たは ふれの ことし 

〇 此速秋 渾 n 子 速 秋 、m 比 賣 二 神 因 河 海 云々 


子 は 河に より 比賣は 海に よる 也 これ 身心の さか ひ を水戶 とはい ふなり 此 持 別 も 下の. によ 

(也) 

て 持 別 も 横 わり 也 卽儒佛 の われる 天 尊 地 S 十 n 秋と は 上に いふ ことく  ii の 心なる へ し；^ と：^ との：：： 

(虫食)  、 

なれ は 也 速 は 一 ：11 みむす ひ 一 ッ火 なれ は 也 さて これより 水 をく たす 神た ち 也 水 をく たす と はたと へ 

はこれ はかう せね はならぬ とい ふことの ある を その 通り を， f:^ にさす る.^ こ 、は  一 もし かり 

されと 生國と あるから は 天下の 政事み なかく のこと くな りし を 云也大 ^glffi の 祭 を したりし お 

(つ) 

思 ふへ し 制度 命令み な 正 を も 口て 下に A?^ し 給 ひし さま をい ふなり 生！： 以前 はい さなき の 命の みつ 

(虫食) 

からの 御身に むかひての 事 也生國 以後 は 天下の 政事に してい ふ也大 とい ふ は此故 也され とい？ な 

みの 命と いふ は 日本 國の 國津神 をす へ ていふ 名な り此 故に：：： 本圆中 はわ か  一 ，：^ のうちと してい ふ 

事 下 文 まて 此  一 ：g: なり その 所々 にい ふ へ しされ は 水と は 儒の いは ゆる 天 之 S3 なと いふ し.？ 押-の 

事 也 それ を國に 施し 給 ふ を 云 也 へ沬 那藝沬 那美此 次の つ らなき つ ら なみ の な ざ ；」 み も 5- 邪 那：^ .5- 


邪那 美の なぎな みに 照應 したる もの 也 その 昭應の 正しき 事み る へ し 沬とは 水上の 事 也淺き 所の 事 

也 下 文 援田彥 の 段の 底 どくみた まつ ふたつみ たま 沫 さくみ たまと いひし 沫 すな はち これに 同し こ 

れは 上水の 事 也 河の 上水 を 海の 上水と する 也 頗は宣 長 かいふ ことく つ ぶら の 語なる へ く かの つ 

ぶた つ に 同し かる へ しされ はこれ は 水の 中 ほどの 所 をい ふ 也 河の 中 ほとの 水 を 海の 中 ほと くた す 

事 也 はしめ 上水 をお くりく たし 次に 中 ほと をく たし たれ はも はや 底の 水 はかりに なりたる 形な り 

さて 此 なきな みとい ふに て 心う へ き 事 ありい かにと いふ になき なみ はもと 水の なる をな ぐと い 

ひ 水の さわぐ をな みとい ふより つけたる 名に て 上より 下 へ くだす は平氣 にて くた す 也 下 へ 上 をう 

けたる 時 は 快から すうく るか 故に 上より くた る をな ぎと いひ 下 へ うけた る をな みとい ふ 事 上の い 

さなき いさな みの 命の 處 にく はしく い ふか ことし 川 は淺き 所に て大浪 はなし 海に は大浪 ある はも 

はやむ かふ へ 水の ゆき 所な くつ まる 故 也 もと 浪の たつ は 底 へ ゆきあた るか 故 なれ はなみと いふ は 

下 へ うけた る 心の つまりて か へ る 心 をみ せた る 也 次の へ 天 之 水分 阈之 水分 天國 とは卽 なきな みと 

いふに 同し こ 、 の 水の 極に 自然と 聞 ゆる は 上の 四 神 は 平生な かれて ある 分な り 上 中と 海へ 入れて 

後 は 天 之 水を國 へ さ つ はりと 配し はつ る 一 段に なりたる か 故 也され はこれ は 河の 底の 水をさ つ は 

り 海 へ おくる 神 を 云國之 水分と は 河の 水底 まてく だされた るか 故にう くるの 極と なりたる から^ 

古事記 燈國神 生の 段  二三 七 


古事記 燈國神 生の 段  二三 八 

よりその 水 を 天に のこらす か へ しの ほさん とする 心の 生す る也卽 上の へな みとい ふ も ひく 、ギな 

る へ き 水の 高く たつ は 高き 所 へ かへ さんと する 心の ある さま を 云 上よりの 神 も 下よりの 种も たか 

ひに □、 かひた る を a ふ へ しさて これにて 河の 方の 水 は 底 まて 海 へ 送り いれ はてた る やう なれと 

(虫食) 

河の 底に も §1 あり その外 池 井な との 水 は 流し やる 事 あた はさる か 故に：^ を 以て 汲 て^へ やらされ 

はやられぬ 也 久比奢 は汲抄 なる 事宣長 か說妙 也と いふへ しされ はこれ は 極のう へ 0. 極に て 水し」 い 

ふ 水 は 一 滴 もの こらす 海に もたせん とする を 云 也 國之久 比^ 母 知：： はう けて はゐ なから 丁 ど^の ガ 

にも 又 一 滴 もの こらす 河 へ かへ さんと する 心の 生す る を 云 也され はこ 、 の 八 神 上 M 神 はい さなき 

命 

の 命のう み 給 ふ 神 氣也下 四 神 はい さなみ の 神のう み 給 ふ 神氣也 こなたより 斑 を もってむ かふ その 

淺化水 をい ふに て その 淺深 にした かひて うはべ は理 なる 故に 服した る やう なれと 丁 ど そのと はりに 

敵す る 心の むか ふ に 生す る 事 をい ふ也理 とい ふ 理の分 はすこし のこり たるまても 人，；^ にうけ さす 

る 事 を 云 也う は へ に はう けて ゐれ ともとい ふ 事 をはづ さすに みね はならぬ 也 これ は 杜撰に い ふ 

にあら す はしめ に汝 身い かに なれる とと ひ 給 ひしに 成 合 はすと 答 給 ひし はう はべ 也 それ をに のみ 

にして 久比奢 持までに いたり 袷 ひしい さなき の 命の 誤 外 をみ て內 をし り 給 はさり しこと をの ふ る 

也 外 を 目に みなから 一 段む かふの 內を 心に おく 事 わか 神道の つ ねなる を やされ は 生阔 ； s; 生 神 一 


一， 三 

s さて 此 水分 一 段 生 國は今 まて 領 したる 神 を はら ひの くる 也 生 神 一 段 はむか ふの 神 を か、 むる 也 

水分  一 S はわ か 令 を 聞かす るな りこれ おのっから 七 神 三 段の 反 をな せり 君子と 小人との つきあ ふ 

さま をい ふ 也 以上 高天原の 右の 方 高みむ す ひの 神の 一 トツ 火 をの ふる その 極 こ ， にあるな り 理を 

もって fe- を か 、めお ほせた るな り此 ときの いさな きの 今 はすな はち 儒學 にい ふ 聖賢 これ 也 此後は 

聖賢 も 力に あた はさる 所 ある 事 をのぶ 孔子 魯に 卿たり しがつ ひに 用ら れす ありし は此 以下の 處を 

さとり 給 はさり し 故 そかし され はお も ふに 三皇五 帝の 時な と はわ か 道と 同し かりし を 書經を はし 

め その 三皇五 帝の 幽事を しらす 顯事 はかり をみ て錄し 孔子 出て これ を 述へ給 ひしょり あやまり 來 

れ るに こそ あらめ 武王 まての 心 術 は 孔門の ふる 所の ことく 一  火に て は あらさり しに こそ 

^ へ 末な き 末な み へつらな きつら なみ へ 天の みくまり 國 のみく まり へ 天の くひ さもち P の 

, くひ さもち とい ふ 次第む かふ を 海に し 置て 川の 方より 水 を やる なれ は 河の 上水 海の 底 水と 

なり 河の 中 水 河の 中 水と なり 川の 底 水 海の 上水と なる 也 天の 方より い へ は 上 中 底と ゆく 也 

こ X よ にして 逆な り S 中 上と ゆく は 逆の ことくに して 順な り此 故に わか 道 底 を 仁つ とふ 

事 一 日 一む かふ へ ゆきて か へ りの 所 か 肝心なる 故 也 逆 を 尊 ふ はかへ b を 尊 ふ 故にて 一 段 見 こ 

したる 也 載 禊の 段 も 緩田毗 古の 段 も 底 中 上と 次第せ る はし ひて 海に したる にあら すお のつ 

古事記 燈 31 祌 生い 段  一一 三 九 


古事記 燈國神 生の 段  二 3〇 

からの 海なる 也 かへ りの 次第 をい ふなり 

〇 次 生 風神 名 志 那都比 古. 神 云々 

これより 上より おさ ふるの 極に いたりて 身の 方 國の方 民の 方の 根氣 つきて おさ へ を や ふりた る 事 

をい ふ 也 こ 、より はしめ 生み 給 ひし 國々 乱暴お これる 也 兵乱の 事 を かくは it なし、 もの 也と みる 

へ し此 風と は卽 上に 忍 男のお さ へ 給 ひし 風 木 律 別の 風の 發 したる 也す へ て 太 牴の率 はう けても を 

る ものな から 極に いたれ は n だ 非な くわ か 性を發 する 事な り 風と いふ もの 火：： 秋の 水に おさ へ られた 

るが 隙 をみ て發 する 也^ を 一 身と する より 風 も 一 ，1^5: 中の 發す る氣に ひ， としとし ていふ.^ 人近來 

舟路 をき ひしく か へ て 沖を乘 るに 風雨な くつね に 暗 天和淸 也と そ 風 は 地より おこる 物なる^ 叫.， り 

か 也 これ はの ほらん とする 锻の おさ へ られ たりし か說 法つ きて 發 したる さま を 云 也 c5 をつ むる に 

し はし は 堪ても るら るれ ともそう/ \> は： はで E、〕 の つかる 、 に 同し 此 故にし なつと は お-の、 いな 

，りす へ て 歎と は 長 息に てこれ もお さ へゐ たる か 根氣尽 てっかる 、ゆ) の 事な りされ は此 風の 神と は 

國の 方に 歎总 おこる ぞと云 也し なか 鳥と は 息 長 鳥の 心に て志那 のしな に zi: し 〇 木神久 々能， 竹は莖 

の をち の 心 也 まろが ちな とよみて た 、y ともい ふ 也 父と い ふ もこれ 也 父の ことき をい ふ稱な りこ 

れ 風の 神 は 形な しそれ か 形 ある 物に なりし か 木な りこれ は その 歎息 か 行に いつ る を；： ムな りこれ 


石屋 戶の 段の 五 百 筒の 眞坂樹 そ の 外 門な る 津 かつらと いふ 事 天 若 口 子 海神せ：： なと に み え 又 大蛇 

の 身に 椅杉 なと いふ はみ な. こ /- につ、 まりて 同し 物 也い つ れも 歎息の わさに 出た る 象 也 木の 生す 

る事卽 かくの ことく 風の 發す るに 土中の 木 種の もよ ほさる 、也 これ 七 神 三 段に いは ゆる あしか ひ 

也 さて こ 、 に 草の 神な き は 下の 鹿屋野 比資こ 、 にあり しが 錯简 せる もの 歟 日本 紀に はか や S 姬を 

草の 祖 とす こ 、 は 野槌の 本名と する は 誤なる へ し紀 によれ は 下の 鹿 尾 野姬草 神に て 木 は 山に つき 

草 は 野に つく か 故に 野の 方 へ つけたる にこ そ 〇 山 神 これ は 土 を 高く もちあけ たる 也 これ は 地の 高 

くな りて 天に 実 を あらす る 風 木 山と つ 、ける はま へ の 大事 忍 男より 海 p: にい たれる に 同し ましめ 

たる 極 也 

は 無形の 發氣 をい ひ 次に は 有形の 發氣 をい ひ 終に 土 を もち-あくる 山 をい ふなり さて こ 、も 海 を さ 

きにい ひて 水戶神 をい ふか ことく 野 山と 次第す へ きか 山 を さきにす る はまつ 山と なし 置て さて 夫 

より 野と はいふ 也 故に 山野に 持 別と はいふ 也 こ 、 の 鹿 屋野姫 ま へ にもい ふか ことく 草 神 云々 と あ 

る へ きかと もに 野 神と なれり し歟下 文に 野 椎神を 大山 津 見神に ならへ たる も 一 名 を 用 ひん やうな 

し鹿屋 野と は 草 を かやと いふ 事と りて 尾に ふく か 故に 云 也 かやぬ は 草 主の 心なり 野 極 はき 川 知の 

心 也され は此 野と いふ はい さなき の 命の いさな みの 命 はい さな はれて つき もとされ 給 ふさ ま 也 こ 

(赏 力) 

、か浪 とい ふ 所の かたち 也 天は虛 とい ひ 地 は 地 をい ふその 虛に赏 を もた する 極が 山な りこれ は 上 

古事記 燈國神 生の 段  .  二 gr 一 


古事記 燈國神 生の 段  一一 K 一一 

の I ゆと 、 ふうら こて ®1 1 - 一一に S を もた する か 海な りされ は此時 はい さなき の祌は 山の めくりの & 

.V  (虫き  1 h 

氣を いふ 也と、 るへ しされ は 野 神と はい さなみ の 神の 方 を 云 也 海 は 空ハ  1- の K 中 を 犯して P ませた 

る.^ ぶ.^.. i-f の 虚中を 犯して 虛 をく ほ ませた る もの 也 海 を もって みれ は 地のお された る 也 山 を も つ 

て みれ は 天のお された る 也 かくして 儒の ことく 天 尊 地卑と 横に わる 時は虛 中に も. M あり. れ屮 にも 

虛 ある. rfl しかる 時 は 天 を 尊と も 地を卑 ともい ひかた しこ 、を もって わか 神 通 これ を又竪 にわる 也 

竪 にわら され はい さなき いさな みの 神の ことくた かひに おされお さる、 也發 天地のお こる 所 "化け 

にある 事 也され は此下 文つ ひに いさみの 命 は 比 婆の 山に 葬りい さなき の 命 は 海に 入りお ぶと，.' へ 

りこ を もて 知る へしい さなき の 命と は 海に いりた る 神 をい ふに て.； _乂 中に 虛 あらす る种 也い さな 

_i) の < ^と は 山に の ほる 神 をい ふに て虚 中に W あらす る 神 也 下る は 順 也 上る は 逆 なれ はナ， キ ナミと 

はいふ 也い ざと はもと 應合 ひて くぼまされた まひし 故 也此ー 一 神は大 a とまつる うべ なる^こ を 

しらされ は發 天地の 生す る 所な し  - 

〇 此 大山 渾 見神 野 椎神ニ 神 因 山野 持別而 云々 

へ 天 之 狭 土と はかの 虛 中に 仁 かく 入りた る 土と い ふ にて 山の 事 也 へ^ 之狹 土と は^の 方に て 少し 

せ S  くもち あけ 仁る 土 をい ふなり 横に 中 をた つれ は 野と 川との 問の 所が 天地 《=w 分のお む^な り ゆお 


はさきの 心なる へ しさくと は 紀に秀 起浪; S なと い ふか ことく もちいで もちあげ たる 心 也 花の さく 

とい ふ もこれ 也 土の もちあけ たるな れは狹 土と はいふ 也天國 とい ふ は 天の 中と 國 のき はと なれ は 

なり 次に へ 天 之狹霧 國之狹 霧と は 山に たつ 霧と 野に たつ 霧と 也 これ ふたつな から 虛 中に を かし 入 

る 氣を云 也 霧 はもと 水氣 の火氣 にお はる、 なり 湯氣 これ 也 風 は火氣 の水氣 にお はる、 也此 故に は 

しめに 風神 ありこ に 霧 神 ありこれ は卽 上の 水の 反對 にて 火 也 後に 火 神 をう みます とい ふその 火 

の氣 なり 此狹 とい ふ もさき 霧の 心に てた ちの ほる 霧の 心なる へし へ 天 之闇戶 へ 國之閽 一：； と はこれ 

は卽大 斗と いひし 斗に 同し く處 なり 處とは その 分際 分限 當 位の 事 也 天の 方 も闇處 となり 國の方 も 

閤 處 となるな りこの 三 神 土 を もちあく るより 霧の ほり 霧の ほる 故に 闇くなる 次第 也 これ まてが ト 

の沬 なき 沫な みつら なきつら なみ 天の 水分 國の 水分の うらなり 上 中 底と いふ は 順にて ま へ の 順な 

りこ、 は 逆にて 底 中 上と つ 、 けり 土 は 底な り 霧 は 中 也閽は 上な り种首 j 頓ュ 道と せす〉 p;} を W) とする 

はは やき を 尊 ふか 故 也 順に ゆけ はお そき 也儒佛 のい ふ處も あしき 事 は ひとつ もな した、 順にした 

かふ 故に 遲鈍 いたれり わか 道 は 逆 をむ かふる 事を詮 とする は 顧に はやく あはん 爲 なり 此 故に 三食 

子 も 天照大神 宫を さきと する は 逆 をむ かふる 神氣を 云な り卽 山の くるり の 天氣日 神な り 神む す ひ 

の 祌也天 を さきと すれ は 順な. 0 地 を さきと すれ は 逆な りう へ なる 哉 逆 を さきと する 事 木を植 るに 
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古事記 燈國神 生の 段  二 四 四 

土 を 掘る かこと し此三 神の 理妙 いたれり 非 を もって 理を しのく 事 をい ふ 也 身 を もちた て 、m 心 ふま 

、をし いつれ はもろ/, \ 'の理 ことくく くづれ てむ ちゃになる 也此 次第 をい ふ修 斑なくなる は^ 

の 方の 事 一途になる 極な りさて 此 次の へ 大戶惑 子 神 へ 大戶惑 女神 はま どひ ひこ まど ひひめ を せ 

る 也 これ は 上の くひ ざ もちの 二 神に あたる 也 修理 なくなり てのう へ の わさに てこれ はどうせ ぅぞ 

とうろ/、 する にいた る を 云な り天閽 くなる 時 は 地中 は 明きな り その上 に猶今 一 段 惑と い ふ もの 

をむ かふ へ やる 事 也け に此 道理 をみ たる 事つ くせる 哉い かに 奴 僕と い へと も 無 に 來る時 極に い 

ヒ， 」 ミ 」rw  r たれ はせん かた もな くまと はる、 もの そかし これ 天と いへ とも 地に よらされ は 

さ 彭„ ^ナリ ヲノ 力- ャ  ヒゃ ナリ 

た、 さる 听以也 へこ Q 天國の 次第の 事 國の方 を さきにい ふへ きが 天 を.？ さと 

ク ノ ト If^ 一  ラシ ラ. ノノ 

ルナ レ ハ" ィ へ ル反 せる よ ひえ かたし これ は 1^ 本 をみ て 後人 その 逆なる を 誤と みて M したる 物なる 

ニテ ナホ rK 國 トツ、 ク  >  J 

力 ヨキ 也  へ くみ ゅ此 故に われ 改 てこ、 を 前後す これ 上の 水の 所の 反 なれ は必こ ， は 逆た 

るへ き 事 也 下 文の 天 之 逆手 思 ふ へ し逆剝 もこれ 歟 m.^ ふへ し K の 方の 土 を 天に 送り 土の 中の 霧 を 天 

に 送り 霧 の 中の 閽を天 に 送り 猶！； に 回な る 所に 心の こりな る 惑 まて を 天 に 送れり しか たち を い ふ 

なり」 上の くひ さもち の 神 まて 八！； は 天の 十分 を 云 こ の 八 神 は 地の 十分 をい ふ.^ ト 分に いたれ 

はむか ふと はなれ/ \> になり て 互にた 、 ぬ こと を さとし て此下 文い さなき の 命 崩し 給 ふ をい ふ こ 


,e 七 神 三 段の， 脂の たと へこ、 より， おこれり 火 をう ちに 少し 半分 はの こ す 故に^も 死せ さる 也 十 

分 あしか ひ を もやせ は 身 も 死す る 也 火 は 母 を ころす 事 これ 也 あまり 是 にして おさ ふれ は その 極ま 

たかれ か 非の 極 をな すに いたる しかれ は 彼 か 身 ほろ ふる 也此 故に はやく 目當の 極た る 天の 常 立 神 

を あて かへ は 得心して 火 を 半分 內 にたく はふる 事になる 也 神の 妙 用 をと く 事い たれる 哉お さ へ て 

斗ゐれ はいつ くまても の ほる が國の 性な り あしか ひひ こぢ とは燈 心の ことしと 知る へ し 放蕩の も 

の をつ よくお さへ て 縊れ又 相對死 をし 盜を もす る 時 は 己 か 身 も ほろ ひ 父母 も 家 をつ かする ものな 

くなる そ 力  し 

〇 次. 生 神 名 鳥 之 石 楠般神 云々 

上の つ、 きに 此神 たちの 名と も ひかけ ぬ 事 也 こ 、にかへ りて 意味 は ある そかし まつ 船と い ふ も 

の は 身 を ぬらさす して 水上 を ゆく 事疾 きものに て 足に て あるく より は 速なる か 故に 鳥のと はいふ 

也 これ は 天の あはれ みの 事 也 わか 身 を ぬらさす に m5 ふ 事 をと くな さする はむか ふ にある 事 を しら 

する 也此神 後に 建 御 雷神に そ へ て 天降し 給 ひし はこ ， にて 身 を 出た まひし を もとし 給 ひし 也 これ 

はい さなみ の 命の 身の 今 まて 死せ すお はし 、 は 此鳥般 神う ちに ありて わがい やと m>h"- 水 をう けい 

る ゝ听 より 萄も全 かりし 也 天より  來る水 をし のき わたる 事 を 云 也と くその 水 を わたる 事 を 云 也 * 

古事記 燈：！ 神 生の 段  二 四 五 


古事記 國神 生の 段  二 四 六 

(け) 

の 次に は 火 かつ、 きて ある 也 これ は 身の 方に 勝手の わるき 事來ら はなる たく それ を はやく 仕迥ゅ 

(す) 

る やうに おさ 口に うけよ とい ふ 也 そのお さへ すに うくる、.^ を 鳥^ 神と い ふ 也 これ を 生む と は內に 

(虫食) 

此心 をな くして 外 へ 出し 給 ふ 也 わか 身の 全き 事 はい やなる を隨分 はやくと ほりぬけ る ^肝要 也い 

や. と m-^ ふて ゐれ はいつ まても 來る也 これ は 天の 方に て 非の 來る をお さ ふると：！： しく  clI 船 神と 

なりてと く 來る水 を わたる 祌を いふ 也 石 楠と は 楠 は 水に つよき ものな り 石 摘と は 石の ことき 楠と 

(朽)  (朽)  (ち  , 

いふに て 朽 さる、 いなり 水の 上に ゐて朽 さる、 む を もつ 事な □ 非 を ±i とする みなれ は 现來れ はい やな 

(虫食) 

る は 勿論な りされ とそれ をい やとして ゐれ はわ かせんと 思 ふ 事 その 一 投む かふの" 4 につ 、きて あ 

るから はい つまても する 事 叶 はさる 也 はやくむ かふの 岸に つ かむとするこれを^：^般神とぃ ふたと 

へ はわ か 身に のかれぬ 難 潞出來 る 時 は 物 を をし ます その 世話 一 途になる時ははゃくその^^すみょ 

る 也 これ を鳥般 神と いふ 也 これ は 勝手の わるし と m.^ ふ 事の 來る むか ふの-:; i へ はやく 兌 越す 神；； 机 を 

いふなり 次に へ大宜 都比賣 これ は 萬の 食物の 事 也む かふより 入り 來る 物なら て はわ か 身 を やしな 

(くる 力.) 

はさるな りこれ をし る； 1： を 大宜都 姫と いふ 也う 一 ！ 一 神なる 故に 女と いふ 也 これ は 天の 神に て は！： 

(虫食) 

むすひの神也されは鳥般祌は天之御中主神にぁたりて勝手のゎるき事もむかふにきれ^|ぁる1*を 

今より 兄 越す 神な り 次に へ 火 之 夜 藝速男 神 これ は 商み むす ひに あたる 也此 故に とい ふ M の 方の 


勝手 得手 をす る 神 を 云 也 大宜都 姫と なれ は 火 神 もも えらる.^ 事なる を こ、 は 鳥 般の神 を まつう み 

ましてう しな ひ 給 ひしょり 火舯を さきにして 天 をし のき 給 ひし 故に 身 ほろ ひ 給 ひし をい ふ 也國の 

方 を 久しく せんに は 大宜都 娘 を さきにせ ね はならぬ 也鳥舷 をう しな ひ 給 ひし 故に 次に 大宜都 娘 を 

うしな ひ 給 ふかく 身 やしな ふ もの なくなり てつ ひに わか 欲 を も 達する 事 あた はすな り 給 ひしと 云 

也 このい さなみ の 命の 神 避と いふ はかのう み 給 ひし 國々 再 ひみ たれ はて、 もとの 一身と なり 給 ひ 

し を 云也囊 なとの I の 末 みなこれ 也 此三神 f まの はらの 三ぜぁ 5 事み にく  i なれと 

も 下 文 G-ik にて あきらかな りかへ すく 妙 文 そかし 大國 主神と いふ はしる へし 猶 いさな みの 命 

の，.， T 事 也大國 主神より 末 はこ、 のとり かへ しなり としる へし 此 神の 子の 大年 神の その 又 御子なる 

羽 山 戶神大 氣都姫 神 を 娶とは 山より 低き 此姫 をめ とり 給 ひしに てこ、 のとり かへ し 也 それより つ 

、きて 建 御 雷神に 鳥 般神を そへ てく たし 給 ひしと は 鳥 船のと りかへ し 也た けみ かつち は を は、 り 

の 神の 子と いふ 事 も を は、 りの 神 は 火 神の みく ひ をき り 給 ひし 刀な りこ、 は 又 その子 なれ は 水の 

神の くひ をき る 刀也此 故に 子と 云 也く びと は 頭と 体との つな かりの 所 也 これ は 火 は 水 を 体と して 

火 を 頭と する 故い さなき の を は、 り は 火の あとに 水の つ、 きたる 事 をみ こし 給 ひし 神 也た けみ 力 

つち は 水の あとに 火 を 体と して ある 事 を 見 こし 給 ふ 神に して うら 表 也 さて 後に S ほ 、 てみ の 命う 

古事記 燈國祌 生の 段  .  一一 0 七 


古事記 燈：！ 神 生 Q 段  二  ST 八 

まれ 給 ひし は. §此 火 神のと りかへ し 也 これ を もてみ る へ しされ は 火 神 をう むと はわ か 欲 をもう し 

なひ紛 ひし 事 をい ふ 也 

〇 因 生此子 美蕃登 見灸而 云々 

此 陰！： と は 身の 方の 欲 を 出す 口にた とふるな り大宜 律 姫 は 口な. 0 陰 を やい ると 一(-=^; よ， ^火よ 後 こす 

(到) 

る にあら さわ は 達し 力た きを さきにし たる を 云 欲 を さきに すれ は その 口 やけた 、 I て：；； ひう む：；： 

あた はさる ものと なる そと 云 也 火 神と い ふ 故に 見灸 とはい ふに てた、 ひ 欲 を 達せられぬ ものと 

なる 事 を 云 也 口より 入る 道 もこれ によりて ふた かる 心に て 次に 多 具 理を云 也た く， 9 と は帅液 二て 

內 をうる ほす 物の 事 也 これ はむか ふより うけたり し 水の 事 也 人 死す る 時 は，^ して 神 液 を H にかへ 

す さま をい ふこれ 卽浪の わさに あら はれた るな り浪 はた、 海の うちにて か へ したき， ：3 のう こく を 

云 也 多 具理は それ を 川の 方 へつき かへ したる 也 これ 卽內 にうけ をれ は內 をうる ほす 勿な りとの？ 

とし 也 これ を 金山 S 金山 姫と いふ は 金 は 海 川に すたりし つめと も 又 ふた 、 ひ 山に^ りて 也.^: 、 

つる 物 なれ は 多 具 理の性 を 金に あはせ て いふ 也 これに 男女 あ る は彥は 我より つ き い だ す 神^ 姫 よ 

わか 身へ うくる 神な り 次 へ展尿 をい ふ は屎は 食物の 終な り 尿 は 飲物の 終な り：^,.; g ともに みな，；^ 中 

にあり て 今 まて 身 を やしな ひたる 物に てもとみ なむ かふより 入り 來れる もの.^ 後夂 にもた めつ 物 


祝詞な とに もし かいふ は 天より 賜 ふ 物と いふ 心に て 今 もた ぶる と 食 ふ 事 をい ふ も此義 によりて い 

ふ 神道 言 也 これにて 今 まて 內 にうけて 身 を やしな はれた る 三種 をい ひ 上に ある は 上 へ かへ し 下に 

ある は 下へ 出し 給 ひしに て 身中 はさつ はり 虛に なりても はや 身 を やしな ふ 物 なくなりし 事 をい ふ 

なり 金 もっか ひ捨 人に くれたる はふた ひもとら す 屎尿 もも はや Iff ひ，！ 一:^ を やしな ふ 事 はなき 物の 

やう なれと もむ かふの 物の 內 へ 入る 時 は卽再 ひわ か 身 を やしな ふ 物と なる 事 をい ふ 也 金 も 上に い 

ふか ことくす たりた る も 又 山より 生し つ かひ 又 くれたる もお のつ からま はりて むか ふより われ を 

やしな ふ 展尿も 土中に いれ は 再 土 を 肥やして 五穀 を 生長して 口 を やしな ふされ は 上の 火 神 をう み 

ませり とい ふまて はまこと にわか 身の 死す る 極 をい ふなり 鳥 舟 神 大宜津 比賣火 神の 三 神 これ 也 こ 

> の 多具理 K 尿 は 又い つまても いれ 置て はか へ りて わか 身の ために はならぬ 也隨分 出せ は 卽まは 

りて 燕み 來る 也され はこれ らは隨 分む かふの 內へ 入る、 かよし とい ふ 也 こ 、が 隱 身の はしめ を 云 

(て) 

也 わがで にわれ を やしな ふ 事 はな" ぬ 事に てた、 むか ふの 內へ いる、 事 をお もに すれ はわ か 身 は 

自ラ やしな はる  >  そとい ふなり これ は 文：： 嗇をか へ りて 身の ために ならぬ 事 を さとす 也され は火祌 

まて はわ か 勝手 を 出す 也 このた ぐり より は 出て は あし 、と E>0 ふ 物の 出て ゆく 事 をい ふなり これ は 

豊雲野 神の 事な りされ は 鳥 舟大宜 都姬火 神の 三 神 はい また 極に あらす 此 三種. まて を 出す か 極な り 

古事記 燈國神 生の 段  二 0 九 


古事記 燈國神 生の 段  二 五 〇 

(わ け) 

極に いたれ はかへ りて 幸と なる を 云す へ て n1 て 物 をす ませ はつひに むか ふより 極に いたら さる 

(虫食)  カノ 

、也ゎれょり極にぃたれは卽かへりて幸となる也されは此三種は规；^：雲野神也その出たる虛身が^ 

之常立神なりこれ天ょり火神を出さすれはぉの っから其尻にっき&1^震野神生する现を：：，5也 波 

迩夜須 はは には子 バ 土 也 田 土な と を 云 それ をね ばらせ こやす か 故 也 はに をね やすの 心 也 女 ある 

は S は內 より 出すな り 姫は內 へう くる 神 也 弥都波 能 賣とは 弥は水 也 水 律の 心 也 波 は-〉 義 もてい 

(か) 

ふなる へ しす へ て 波の 昔 葉な とのこと く 外に はりいて、 わ □ 手の 及 はぬ 所へ ちる の 名也樹 も.： し 

(虫食) 

これ 天水 を 土中に おとす 故なる へ し 下に も 闇み つ はの 神 ありさて 此神 のみ 男 神な きはい かに 心え 

かたし 落た るなる へし 又 案に これ 又と もに 土 を こやす 用 あれ は 上の へ はに やす a を はこれ も^ 神 

とたて 、女神の み をい ふなる へ し 尤なるい ひやう 也 小水の 通す る も 大便 を 通す ると！ 1： し下ハ 抓に よ 

れ、 はなり 次に へ 和 久產應 日 神 和 久は若 也む す ひ は 生 也 これ は 金 K 尿 三つに か、 れり 一 は 人の，：^ 

を やしな ひて 出た る はも はや 糟粕 也と 人 思 ふ 事な から それ か卽又 われに 幸 を 賜 ふ 物なる を 以て： W 

生す る 事 を 若產靈 とはい ふ 也 その 終なる を老 とたて 、 若と いふ 也 人の 死生 も 亦 こ  >  のみやう なる 

事い さなみ の 命 をい ふに てみ る へ しされ は 此神は 上の 男 神と 女神との 問に たつに て卽^ 神の 出し 

女种 のうく る 間にう まれます 心 也 こ ， まてが 三十 五 W 也 


〇 此神之 子 謂 豊宇氣 退賣神 云々  (1) 

ゥケ ハ食ノ 「トイ フハ 齒ナリ うくる トイ フ心 ナリ食 チウ クル 內 ノー^！ 1 1 ^一  ナリ  (. す、 - , f  }  1 

こ；^. 5 お- „^久 むす ひの 序に これ を さとした る 也 これ は豊 うけとい ふ はづ也 かの 糟粕 になり た る 物 

A 又 となりて 五穀 を 生す る 神 を 生す その 神すな はち 人 を やしな ふ 事 外より 來 るか 故に 內に てう 

くる、、 1 にて しかも そのつ くる 期な き 也され は 金 屎尿の 女神 を ひとつに して さて 盡る 期な きこと を 

さとさん とて S とよ い ふ 也 環の 端な きか ことくめ くりて われ を やしな ふ 事と なる か 故にた  > 此豊 

(虫食) 

宇氣斑 賣神を 心のう ちに 勸 請せ よと 云 也 これ 吝嗇の 根 切 也 一 文 半錢も なくなりても 氣ロ なき はた 

> 此豊 うけ 姫の 神た にあれ はうた かひな き 事 也 天 照大御 神い と 御 心 ほそし とて 此神 をと もに ま 

つれと 勤し 給 ひし は崇神 帝の 御 心に 天の 方の 日 神は勸 請し 給 ひし かと も 地の 方の 豊 うけ 姫 を勸請 

し 給 はさり しか は吿給 ひし 也 恐れて いせの 外宮に まつり 給 ひしと は卽御 心に 勸 請し 給 ひし 事 也け 

に 御 心 ほそし との 給 ひし もこと わり 日 神 は 天の 方の 非 をう け 給 ふ 神也豊 うけ 姫 は 地の 方の 是 をう 

サ仏 5 ふ： 口 北 二 神 をし も 伊勢の 內宮 外せ：： とまつり 給 ふ 事 天地の 昇降の 氣をさ 、 へ ぬ爲 にて 有 

(. ^食) 

かに さいふ はかりな し 天 は 日 神 を 主と し 地は豊 うけ 姫 神 を 主と すされ は 是非とも にたちて あらそ 

ふ 事な し 11 佛に まされる 事 こ 、を もてみ る へ し 伊勢の 兩 {p." に參る 人な にと そこれ をし りて 詣 てな 

は その 利益 廣大 なる へしこ、 にい さなみ の； t 此齋 うけ 姫の 神出來 まし、 よりこ、 にい さなき の 神 
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古事記 燈國神 生の 段  .  二 五 二 

は 入り ましい さなみ の 神 は 比 婆の 山に 藩り まし、 はい さなき の 神日祌 をう みまし 、 によれり かの 

(て 力) 

夜兑と は 火 神の 方 を 主と しなから 幽 とし 口る る 方 を 云 也 麻 うけ 姫を顯 とする 卽ル 方に 夜见は ある 

事 也 天の 方に て は 日 神 は顯を しろしめし 月 神 は幽を しろしめす これ 也 此方より 出す ほと はむか ふ. 

より ま はりて 多くな り來り て つくる 事な しこれ を しらすして 浮 脂と なる 時 はつ ひに 身 をう しな ふ 

にいた る 也 m: ャ つけ 姫の 妙 用 m 心 ふへ し 

〇故^^邪那美神者云 々 

此詞は 上の 火の 神 をう みまし、 まてが 極に て 金： g 尿 はも は や S うけ 姫 をう み 給 ふド地 な る か ！^」 に 

(と) 

そこの 間 をき りて みよ 口て 此上 下にて 火 神 をう みまし 、 より 崩し 給 ふ 事 改めてい はすと も ゆ へ 

(巾 i) 

とか -.^.f ふ. f ち. q さ きに ことさらに 因 生 火 神 云々 と はこと われる もの 也 あの 問が きれ 所 也さなくて 

2 わ 請 m ュ. パ は此詞 聞えぬ 事 也 出す にも あしきと よさと ある 也，：：： 然と 出る が あとの 三種 也む 

, ^ふす .  h に 出す がま へ の 三種 也 出ね はならぬ やうに なり 來らは 出 へ しとい ふ 也 そこの 

まと ひ を ことわり たる 也 神 避と は 昇る 一 途な りし 神の さり 給 ふ を 云 也 死す る 事に あらて 风 やつけ 

姫う まれます が卽 これ 也 下 文の 海神の 女 ま 1; 玉 姫と は卽 いさな みの 命の m やつけ 姫なる へ し の {^ し 

夜 見」」 は 片 方 の 、王 ^  ^ る 所 ，>」 か けにし て あ る 所， で 11 

たり こ ， は 地の 方の 事 をい ひさした る 也 大！： 主神の 段 こ 、 につく 心 也 


o^:^ 伊 邪 那 岐 伊 邪 那 美 二 神 

一  十四 島 ー哪 三 拾 五神と いふ ははし め 天より 是を 以て 地の 非 をお さへ て 極に いたる より 

(i 

地の 非 激して 天に の ほりて 是を おさ へ か 、めて 極に いた 口 又 それより その 欲 も fit" と 出さ 

(虫食)  . 

る、 時 あるよ しにいた りて むす へり これ は國の 方の 種 姓 をと きたる もの 也い さなき の 命 主 

(天 力) 

の. 0- つ にかけ る は、 列の 客な り^ 次の 文より す さの をの 命の 段 か □ を 主と した る 也す さの を 

J  (虫食) 

の 4 叩 主の やうに かける これ 也 天に は 日 神 あるに 地に は豊 つけ 姫め るに てた かひに 高みむ す 

ひ 火 神 をよ みとして ゆく 事 平 天下の もちあ ひ 也 三十 五の 數は 上より おさ へられて 極に いた 

り 又 それ をつ きか へ して 極に の ほりて それ か 終，：^ を ほろ ほし 肝心の 欲 もむな しくなる 故に 

とかく 豊 うけ 姫 か 肝要 そとの 落着 まて 三十 五の 神 を 經る事 そとの をし へ なり 


古事記 燈國神 生の 段  二 五三 


鍾 


天兒屋 命麼裔 成元述 

0 第三 十七 大御寳 之 件 

< 小 天兒屋 命 布 刀 玉 命 天 宇 受 寶 命 伊 斯許理 度 資 命 玉 祖命并 五 伴 緒 矣 支 加 而 天 降 也 

この 五 はしらの 命 はと もに 天 石 尾 ー户之 件に みえた る 神々 にて 委しく は そこにと き 置 たれ は あはせ 

てみ るへ しされと この 件 はかの 件 をと りっかね たる 意 なれ は 今 その 耍を いは 天 兒屋命 は 布 刀 詔 

戶言禱 白し 給 ひし 神 也 布 刀 玉 命 は 布 刀 御幣と 眞賢 木の 根 こしなる を 取 持た まひし 神 也 天 宇受賀 命 

は 爲神懸 而掛出 胸 乳 裳 緒 忍 垂於番 登た まひし 神 也 伊 斯許理 度 賣命は 鏡 をつ くりた まひし 神 也玉祖 

命 は 八 尺 勾 之 五 百津之 御須麻 流之珠 をつ くり 給 ひし 神な り もと かの 天 石屋 戶之 件の 大意 は速須 

佐 之 男 命の 勝 佐 備により て 天 照 大御神 天 石屋に かくり まし 高天原 葦原 中國 ともに 常 夜 ゆきけ る 

か 故に 思 金 神に おも はしめ て 天 照 大御神 を 招きた てまつ りし をい ふ 也 その 言靈は 人お ほよ そ理 

古事記 燈大御 寶之件  二 五 七 


古事記 燈大御 寶之件  二 五八 

をた のみて 言行と する 時 はおの か 心に 慈 はありな からか くれてな きか ことくなる 也;^ は 5 

は ひし かる 時 はよ ろつ の 所 欲 か、 まりて やかて 禍 となり 來 るか 故に 藝 g ，お il 耻 Isi^s ほ 

こ 慈 を 招き 出て ふた、 ひかくれ さる やうに する 心 術 を をし へ たま ひし 也 その 心 術と い ふ はま 

っ^ 一  にわか 心に ふと かれと をし ふ へしこれ を 天兒屋 命と いふ 也 ふとき とい ふ 事 布 斗 麻迩之 件に 

く はしく いひし かこと く 俗に フ トイと いふに 同し くた とへ は 算盤 をた のみて かそ ふる は 細き 也 そ 

れを箅 盤 をた のます して かそ へしる かこと く 眼前に は 不當の 事 ありても そのつ まりの 所 を かねて 

はかりし りて 心 を 安ん した る これ を 布 刀と はいふ 也 かの 布 刀詔戶 言 をつ かさと り 給 ふ 神と いふ は 

わか 心に 布 刀 かれと 吿を しふる 神氣 なる をい ふ 也 今の 世 まても 此命 をい つき まつらせ 給 ふ は此五 

伴の 緖の第 一 たる か 故 そかし ft 情た > めの ま へ の 事に のみ 心 をと、 むる か 故に 欲 を 制する わさ を 

のみむ ねとす これ 畢竟 その 欲の を はりな からん こと を かねてお そる、 か 故 也 神 近の^ 御路 にたに 

乘れは 八 俟袁呂 知 S のこと く 草 避 叙 はえら る へ き 事 必定 なれ は そこ を さとりて 欲 をお それさる これ 

を 布 刀 志と はいふな り；！ ひ^ 1§ が fs^g せ Mllsf ひさて 次に 布 刀 玉 命と いふ はわ か * のい？ さ 

よからん こと を はの こら ややむ る 事 をな す 神 を 云 にれ J にんば： へ，：^ は ほ これ もっとめ 

てな すに は あらて 天兒 尾.，、 叩 もて、 い を ふとくな す 時 は， M 身の 力 その い さ を 小さき ¥ さとらる 、力 故 


におの つ か ら い さ き よ からん 言行 をた の む 心 なく なる を 云 也 かへ す い ひし 力 こ とく 修身 の 力 

よ 人の 中、、 1 に A 徹する ものに あらす 中心に 徹せされ は 如意 満足して しかも 長久なる 事 をう へ から 

す これ， 婿 身の 力の をよ ひに あらす た、 初 中段の 力なら て は あた ふまし き 事 也と しる 時 はおの つか 

ら天香 山の 五 百 津の眞 坂 樹も根 こしに こして 天つ 神に たてまつらる 、そかし さて 次に 天 宇 受責命 

とい， ^はふと き、 いとなり ふとみ て くらと わか 言行 をた てまつ る 時 はよ ろつ の 事 凱 子の ことくなる 

その 神 をい ふ 也す へての 言行 正面 を はつる、 か 故に 爲神懸 とい ひ ほお 褂出胸 乳 裳 緖忍垂 於番登 

と は ある 也 前件 天 之八衢 にい へ るか ことく 言行 正面 を はつる に はむか ふ ほとの 神に 勝た さると い 

ふ 事な き 也 凱 子の ことくに して 面 勝つ を これ を 宇受賣 とはい ふ 也 天 兒屋命 ありての 布 刀 玉 命.^ 刀 

玉 命 ありての 天 宇受賣 命なる か 故に かく 次第した まへ る 也され とも 此 中には ことに 天 宇受賀 命 貴 

き 事 初段の 三 神の 神御產 ml 日 神 を 主と する かこと し 天 石屋 戶件 のく さく 此命を 主と したる をみ 

るへ したと へ は 人 かなら すかく いふへ しかくす へしと 思 ふ 所に はつれた る 言行との みなる 時 は あ 

ら そふ 事 あた はさる これ 此 神の 御 たまにて ふとき 心より かくはな り ゆく 事な りさて こ 、 に； 斯許 

理度資 命 玉祖命 をなら へ たま ひし は 以上の 三 命お のっから たつ へきた めの 御 をし へ なる 也 その 故 

はき」 は 月 神の 御 かたに て 夜 之食國 をし るた め 也 玉 は 日 神の 御 かたに てば！! § は ほほ ゆ 高天原 をし 

古事記 燈大御 寶之件  二 五 九 


古事記 燈大御 寶之件  二 六 〇 

る ためなりされ は 伊 斯許理 度賣を もて 鏡 をつ くれは 玉祖 のつ くる 玉 も 全き か 故に 此ニ命 を かく 次 

第した ま へ るな りこの 二 命た によく 心に たて は 天 兒屋命 布 刀 玉 命 天 宇受賣 命 はおの つから その 御 

たま 全 かるへ しとの 心 也 今 かくい ふ 故 は 天 石屋 戶 件に へ 科 伊渐許 现度寶 命令 作 無 科玉視 命令 作 八 

(玉 脫)  (：：ム) 

尺 勾 璁之五 百 津之御 須麻流 之 珠而召 天 兒屋命 布 刀 命而中 ：4 天 宇 受賣命 手 次 槃天香 山 之 天 之 1= 影.^ i 

かくの ことく 次序せられ たり その 石屋 戶の 件と こ 、との 次序 を あはせ て 思 ふに 今い ふ 所の， おなる 

事 明らか なれ は 也け に 人欲より 奥の 所に わか 領 として わか 欲 を 養 ふ へ き國必 ある 事 を かねて さと 

らは 彼の 前 はおの つから 慈と なりて 心 ふとくな り もろ 'の 言行 をす つ る 心と なりゆきつ ひに a 

子の ことくな りぬ へ き 事 也され は 此五命 をく まりく は へ 給 ふと は 中段の ための 初段に して， ザ  1::^ 

からされ は 中段 も 亦 固から さる ことわり を さとし 給 ふ 也 この 故に 迩々 蕩 命に 此五命 をく は へ たま 

ひしと は說 たま ひし ものな りたと ひ 中段 を は つ よく ふるま はむ とすと も 初 た 、 さる 時 は 一お 牙の 

こと 萌 あかる もの ある まし けれ は 因る へき 物な かる へ けれ は 也よ く/ \»此 五 命の 御た ま を 味 は ひ 

て 中段の 臍 を かたむ へ きなり 夜 之 食國を さとりて 高天原た て は 心お のっから ふとく In 行の 川 を か 

る 心なくな りて 天 宇受賣 となる は 中段 一 途 となる か 故 なれ は 天 字受賣 は 中に も 生た る へきな りか 

の をお としたり したく ひお も ひ あはす へ し 心に 中段 ありて た 、そこに のみ 一 途 なる 人 は 外様 は 


た 、凱 子の ことくみ ゆる ものな りたと へ は 物 思 ひ ある 人の めの ま へ の 物 もみえ す 昔も閬 えさる か 

ことき これ 天 宇受賣 也此五 命の 御 をし へ その 言靈 筆端に つくす へ からす もと かくつ くす へ からさ 

るか 故の 言靈 なれ は 人み な實 事に 試みて この 言靈 のた ふと さ をし る へ し 〇 五 伴 緒と はく はしく 宣 

長 翁 かいはれ たる かこと しそのと もから を わかちて めしつか はれし 臣下の 事 也 今 この 五 命 各 その 

つかさと り を ことにし たま ふか 故にて これ を 臣下の ことく 說 なした まひし は 迩々 藝 命のう しろ 

に そ ひま ゐら する こ 、 ろ をい ふに てこれ 初段 を かたくす る敎 也との 御 さと 

しのた めに 臣下と はとき たま ひし もの 也 後に 此命々 の 御す ゑ を 臣下に たて 

たま ひし も予か 社の 說に 同し く此神 典の 義を かたちと してつね に此 大御寶 

の 件の 心 を わすれ 給 はしの 御た はかりに よれる 事なる へしと おほしき 也 〇 支 加と いふ はこの 五 命 

の つかさと り 給 ふ 所 上に いふか ことく それく にわかれ たる か 故 也 加と は还々 藝命 にく は へて 天 

降した まひし なり 

於 是副賜 其 遠 岐浙八 尺 勾 鏡 及 草那藝 a 亦 常世 思 金 神 手 力 男 神 天 石 門 別 神而詔 

者 此之鏡 者 專爲我 御 魂而如 吾 前 伊都 岐奉次 思 金 神 者 取 持 前 事爲政 

遠 岐斯と は 招き 出 だす こと をい ふ 也 斯は脚 結 也 かの 天 石屋 一 户之件 を さしてい ふか 故に 遠 岐斯と は 

古事記 燈大御 寶之件  .  二 六 一 


古事記 燈大御 寶之件  •  二 六 二 

あるな り 神代 紀には へ 巧 作 俳優と 書て たくみ にわ さ をき すと よませた りかの 件に い へ るか ことく 

人々 心のう ちに 天 照 大御祌 はお はし ませと もす さ ひ 速 ふるに よりて かくれた ま へ りし かる に^ 

の事^：-のことくなりて心，：^も彼我もょく持ぁふ事はひと へ に 天 照 大御神 あしはらの 中^ を てら 

した まふより 紫 牙 も萠騰 るに て 葦 牙な けれ は 御 孫 命の 御 わさ も その 因る へき 所な き 事なる か 故に 

天 照 大御神 を 招きた てまつ る 事 肝要の 事 也し かれと もし ひて 此 神 を 招きた てまつ らんと する 

時 はたと ひ 心に いっきえ たりと も 事に ふれて は； 冉 かくれ やす かる へ しこ 、を もて 天 石 ：$!-.:; 件の 御 

をし へ はし ひて 招き つとめてい つく わさに は あらてお のっから わか 心の 內に 慈悲の 心のお. はす 

(り カン 

出來 へ き 御 をし へなる.^ さて この 慈悲と いふ 事 今やむ こと をえ す さとしの ために 此. ；，^ を か □ てい 

ふに て 他敎に 慈悲と いふと はすこした かふ 所 ある 事 初段の 神御產 wslirz 神の 下にい ひし かこと くも 

ろ の 欲 を はすこし もお さ へす その 神の S ふる 事 をな す を は 天 照大御 神と は 中すな り々 これ 

を 八 尺 勾 とたと へ 給 ひし は 八 尺は卽 例の 八の 數 にて 身の 八 所の 欲 をい ふ 也 尺と はさら に 深き 義 

あるに あらす 此勾 S ^"の 大きさ 八 尺なる 心に いふに てた、 八の. を かふら せむ かため 也 か  >  る は 

- 部中に ぃと多き例に て八西八十八s^、"とぃ つ れも 下の 〈+に はふ かき 心 あるに あらさる 也 勾 は 

お：：：^ お-か 說 のこと く 目！： a 玉の、 むなる へしこれ は 日輪の さとしに て U 炷く はかりなる 丸- 物なる 


か > ばに 勾^と はたと へ たまへ る 也お ほよ そ 地の 方の 欲 をて らし 八 所の 欲 を まけ 仁， ま はぬ U 神の 

御た ま を は 八 尺勾璁 とはい ふ 也と 心う へしされ は 宇 氣比之 件に も 天 照大御 神の 左右の 御 美豆羅 

また 御 迦豆良 また 左右の 御手 あはせ て 五所に 纒 たまへ る 八 尺 勾 璁之五 百 律 之 美貌 麻 流珠と はみ え 

たるに て その 件なる はや かて 天 照大御 神の 御 かたち を さした る 也 天 之 石屋 戶之件 き!^ 感 き御寳 

なる は その 日 神の 御た ま を 招きし なれ はこと 物な から 猶 おなし 物なる 也と 知る へ しこれ を 八 尺 

勾 t) と はかり はい はて 五百津 之美須 麻流珠 とし も そ へ て 称せら る 、 はもと かさ..^ にかけ し 玉の 多 

くつな ぎた る その 親玉 あるに よりて その 親玉なる 心に て 五 百津之 美須麻 流と は 称せられ しもの 也 

(玉)  .  , 

須窳 流と は 神代 紀に铳 の 字 を あて 給へ る 心に て 五 百津の □ を此 親玉の 統 たる をい ふ 也^と いふ 星 

(虫食) 

をす まる 虽と いふ も 多くの 星の 一 所に あつまれ るか 故也拨 この 五百津 とさした る はなに そとい ふ 

に 初段の 別 天神 五神なる へ しその 故 はさきに もい ひし かこと く 初段 も 神 御 產巢日 神なくて はた、 

す 中段 はまして ふるま ふ へきよ しな けれ は 別 天神 五 柱と い へと もつ 、まる 所 は 地の 方の 欲 を 直 ふ 

るに と 、 まる 事なる か 故に 別 天神 五 柱のう ちに も 親玉の ことくなる 神なる を さとしの ために 五 ぼ 

律 之 美 須麻流 珠とは 称せら る、 也と しるへ しされ は 諸 欲 をて らして その 神 を 直 ふ へ き 五神の 一 

たる 神 御 產巢日 神 をい つく 事 を はむ ねとせ よと て 八 尺 勾 璁之五 巨 津之美 须麻流 珠を第 一 とし 給 ひ 

古事記 燈大御 寳之件  二 六 三 


古事記 燈大御 齊之件  二 六 四 

しもの 也 f J 歸③ ひ」^ は：^ afl5s さて 第二に 鏡と ある は月讀 命の 御 かた 也し ろくて まろ けれ はたと 

へた まへ る 也 天 石 尾戶之 件に は八咫 鏡と あり 此 八の字 もまた 八 所の 欲に あて、 錢の 大きさに なし 

て 称した まひし ものに て^に はふ かき 心なき 事 尺に 同し 御 頸珠の 件に 月讀 命に 夜 之 食 ^ を しらせ 

とみえ 石屋 P の 件に 益汝命 而贵神 坐と ある を あはせ て 思 ふに 此鏡は 夜 之 食！： をお も へ との 御 さと 

し 物な りかの 石屋 戶件 にく はしく い へ るか ことく 地祇の 前 を は 日 刺の ことくす る 事 ひと へ に 夜 

之 <i2{w をし るに あるか 故に 益汝命 云々 とは說 たま へ るに てこ、 も卽 その 心 を もて こ ， になら へ た 

ま へ る 也 これ も はらお も はす 日 神の 御た まなる 八 尺 勾璁の 心に 全 からん こと を をし へ たま ひし 

i ，貼 紙)  もの.^ され は ひた ふるに 諧 欲のう しろの 方に はわ か領 とす へ き所必ぁる^$をぁ 


球ノ. 字 安 球 地球 ナ 

ト 天學ノ 上-一 テ云 

へ ハ資ノ 夭 地 二 テ 

ハ地ト 斗 力 地溪ナ 

ト 二 テ ハ 如何 


ら かしめ しる へ し 初段 高天原の 下に 四國 をく はしく ときたる かこと く 地球 は 一 &、 

(と) (に 力) (く)  、  > 

中に ありて 天 はこな たと かなた ロコ め n れ りさて n: こなたに あれ は ゼカ なた 

(こ 力 X 類 力) (を)  (虫食) (55 

にある n の もて 此 高天原 夜 之 食 國の御 をし へ はたちた る もの 也 ま へ にもい 

(也 食) (虫食) 

ひし かと 此 下なる 詔 を あしく 心え て 伊勢の 御 鏡 を は 日 神の 御 魂と 心うる 事は大 なる あやまりに 

て； f-PJJE 一う しな はれて その. S も ほろ ひたる よりの ひか 心え なる へ し 白き もの 、 回き もの をい かて 力 

Mb) 

EG 御 かたと はい はむ 本 身 之 件なる 赤 玉 白玉と は卽 この ふたく さ を をい ふに て n:^:: の 御 かたな 


る 事 をし る へ し 以上 一 一種 は 石屋 戶之 件なる 物 なれ は 遠岐斯 とは說 たま ひしに て 次なる 草 那藝叙 は 

日 神 を をき てのう へ の 八 侯 遠 呂智之 件に みえた る 物なる か 故に 及 草那藝 叙と は ある 也 草 那藝の 

事く はしく 遠 呂智之 件に い へりし を あはせ てみ る へし そこにい へ るか ことく 八 侯遠呂 知： H のこと き 

欲 もつ ひに その 尾に いたり かれより きれ 來る事 を 草那藝 叙と はたと へ たま ひし 也され はこれ を あ 

ら かしめ さとる 時 は 中段た めら ひなく ふるま はる へ きか 故に 己十竟 中段のお のつ から ふるま はる へ 

きため 也此 故に 此 三種 かく 次序した まへ る は 御 頸珠之 件の 三 貴 子の 次序に 照應 したる 物に て此三 

くさ は 御 かた 也三贵 子は此 三く さの 神なる 也され は 八 尺 勾 璁は天 照 大御神 八^ 鏡 は 月讀命 草那藝 

(ま) 

^ま 速 須佐之 男 4 叩に あたる 也と、 い う へしこの 御 寶 を は 御代く に傳 へさせた □ ひし はから 國 に 

(史 食) 

て 專國玺 なと いふた くひの 御 しるしに は あらす かくの ことく 七 神 三 段の 心 法 を やとした まひて つ 

ねに これ を わすれ 給 はさる へき かためなる 也 神代 紀 一 眷云 へ是時 天照大神 手 持 寶鏡授 天 忍德耳 尊 

(視) •  (を)  (た. -) 

而祝之 曰吾兒 視此寶 鏡 當猶ロ 吾 可 与 同 床 共 殿 以爲齋 鏡 云々 と ある は 三種 口い はすして op 鏡 はか 

(虫食)  (虫食)  (虫食) 

り を說 たるな りこれ ことに 鏡の 責き 所以 は 石屋 戶之 件に へ 益汝命 而贵神 坐と みえ 本 身 之 件に へ 阿 

加 陀麻波 袁佐閘 比 继礼杯 斯良多 麻 能 岐美何 余 曾 比斯多 布斗久 阿理 祁理と あるか ことく  口 神 をお 

のっから あら はす は 月 神に よる 事なる か 故 也され は 鏡 はかり を說 かれた る は 三く さか 中の むねと 

古事記 燈大御 寳之件  二 六 五 


古事記 燈大御 寶之件  二 六 六 

ある もの を 擧られ たるに て 畢竟 三く さも 同し 事 也 これによ りて 思 ふに 此 1 gE のこと く此 三く さ は 

同 床 北 〈殿に いっきた まひし 事 御代./^ の御傳 にて これ 卽七神 三 段の 神 を やとし 篛を W してつね に 

わすれた ま はしかた めなる 證 也され は 同 床 共 殿 こそ この 三く さの ほいた る へ きにせ A 神紀に へ 先 n ん 

天 照 大御神 倭 大國魂 二 神 並 祭 於 天皇 大殿 之內然 其 神 勢 共 住 不安 故以 天照大神 託 i>: 鳅入姬 命お 於 

，i! だ 缝：： 巴 巧な 據^ 成. ^難 云々 ^ を ぼ 照大ハ の 5 たまと する は あやまりなる 事 下 文に いふ をみ る へ レー.？ >  1 1 

fA:l&f ー、-1^1^^^3ぉォ萬 フ々しこれらも記者の„か、れるか又その御世すてに心ぇぁゃまれるかしらすと.^ る をみ， W は 

はや その 御世 この 御 鏡 はかし こき ものと おほし はしめ て 同 床 北； 殿の 御 のりを あらためさせた まひ 

しなり もと 神 を やとした ま へ りし 御 鏡の 事 なれ は 貴き 事 はいふ もさら なれと：^ ハ住 不安と いふ：^ は 

力の 皇子の は 力ら ひて 書た まひし にやと もみ ゆる 詞 なから もしし かお ほしけ るなら は 圯大， ゆ： 才の 

. 、  (から 力) 

意に は そむける 事な □□ 笠 縫に まつられ 又 今の 伊勢に まつらる /- も a さの あまり なれと も：：^ 床 i パ 

(虫食) 

殿なる と はおの つ から 御 心も姊 かる へ きわ さなら すやこれ さらに さる 心に は あらす 七 ：！： 三 ほの 心 

(に) 

法 は あめ かした を やすくた ひらけく しろしめ すへ き 肝要 なれ はつね 口 御、 い を はなれ？ らんた めの 

(し)  (虫 さ (わす) (5 

大御寶 なる そか 匚 され は あらゆる うつしき 靑人 t,uo この 三く さ をた に、 いに ロロれ す 口 ほと/^  - - 

(虫食)  (虫 众) (虫 众) 

つけて 必幸 はう へ き 事 也 神武 紀云 へ 時 長 髓彦乃 遣 行人 言 於 天皇 闩 有 天神 之 子 * 灭 sr-fen- 大降. i:- 

れり闩 櫛 玉饒速 H 命是娶 吾妹 三 炊尾嬡 Igs^ 纖醒亦 遂^ 见 SH^ii 、乎 命 故" に- 以-: kin 命 一お t;"^ 卢ぃ 

(虫食、 鳥」 


焉夬 天神 之 子 豈有兩 種 乎 奈何 le- 稱 天神 子以輕 w 人 地 乎^ 心 推 之 未 必爲信 天皇 曰 天神 子 亦 多 耳 汝所爲 

君是實 天神 之 子 者 必有表 物 可 相 示 之長髓 S 卽取饒 速 日 命 之 天 羽々 矢 一 隻及歩 棘 以奉示 天皇 覽之曰 

事 不虛也 還 以所御 天 羽々 矢 一 隻及步 靱賜示 於 長 髓彦見 其 天 表 益懷淑 ffi 云々 これ は此 三く さと はこ 

となる 物 なれと も へ あまつし るし へしる しもの なと あるより 此 三く さも かの 傳國餐 のこと く 、えう 

る 事 なれと 此饒速 日 命の 天 羽々 •  矢 步靱 なと もみな 神道の やとし 物に て さらに さる 事に は あらさる 

事^ 艮 ii 滅彥 1^- としつ かへ たる は此 命の 神道お はしける によりて なる へ し宣長 翁す ら猶 この 三く さ 

よ 處國塋 の 如くと かれた るか 故にい また 世に この 心 を 弁す る 人な き 事 うらむ へ き 事な りさて この 

御 鏡 をは此 下の 詞に まと ひて 天 照大御 神の 御た まと 心うる.^ お.! をお 一 にたつ へき 事な りと S 

長 翁 もい はれた る は 中く にあ やまれり 璁は天 照大御 神の 御 かたに まし まし 鏡 は月讀 命の 御 かた 

に ましく 草 那藝叙 は 速 須佐之 男 命の 御 かた. に まします 事三贵 子に あは すれ はうた かひな く 此.^ 

序 もまた 疑な き 事也此 三く さ を 七 神 三 段に 配す へき やう は 八 尺 勾 璁は五 百津之 美須麻 流珠と ある 

によりて みれ は 初 中段 五神の 統 まりた る 所神產 W 某日 御祖命 なれ はこれ おのっから 初段の 極 を 表し 

たる 事 明らけ し 八^ 鏡 は 益汝命 而贵神 坐と あるに よりて みれ は 下段の 極 を さすなる こと 明らけ し 

草那爇 IS は 速 須依之 男 命の 得た まひし しかくの 事 を みれ は 中段の 極 を さした る こと 明らけ しし 

古事記 燈大御 寶之件  二 六 七 


古事記 燈大御 寶之件  二 六 八 

かるに 此三 くさの 次序 は 初 下 中と 次序した ま へ る こと 七 神 三 段に は 次序た かへ る ことい かなる 故 

そとい ふに 七 祌三段 は 実 事のう へ にての おのっからの 次序 を說 たまへ る也此 三く さの 次序 は その 

七祌三 段の 次序 を ふるま ふ へ き 心 法 を をし へ たま ひし ものなる か 故 也 その 故 は ヒ： 1: 三 段に く はし 

くと ける か 如く 神 御 產巢日 神な き 時 は 中段 も 行 ふ へ きょしな き 事 なれ は 此神を はっかむ ことお 一 

なる か 故に 八 尺 勾 璁を第 一 とした まふ 也 天 照 大御神 を は 諸^ 神 肚の第 一 と 公に も 私に もい つき 

まつ る ま こ^ 量 Ifs^ なる け 1 もし 諸家の 說 のこと くみ かとの 御祖 神なる 故と なら は 四民 わたくしに まつる へ きい はれな し 

\  」o. お ！^ァ , IT- もし その 御う つくしみ を 思 ひて まつるな りと 陳 すと も猶 ことわりに そむけ る^なる へし 卜-; 

け はゲ」 i 抓 されと もた、 此神 をい つかむ とのみ する 時 は 浮 脂久羅 下の 二 弊 かな， T す 

出て かへ りて 此祌を 天 石屋に かくし はつ へ し此 故に その 件に 益汝命 而^ 神 坐と ありて 楚 を は！； むよ 

り$^しと說たま へ る は 夜 之 食國を はまつ 定 むる 時 は 前お ほえす 天 照大御 神と なる によりて 也され 

は 鏡は璁 をい つかむ かための 御 をし へ にて 第一 一に はなら へ たま へ る 也け にかれ の 次よりか なた に 

わ カ領す へ き 所 ありと しる 時 はまつ はおの つから かれに あた へらる へ き 也し かれと も その 欲 多く 

長き 八俟 遠呂智 のこと きに あ ふ 時 はとても 夜 之食國 はえら る へ からしと お ほ ゆる 人： £E の つ ねな 

れは そこ をく はしく 遠呂知 曰の 件に ときて 八 門 八 床のう ちに 八 塩 折 酒 をた にもり てまた はさる や 一：：，：： 

.^ミ-もゃ1^^藝ぎカれょりぁらはる へ しと その 欲猶 かきり ある 事 を をし へ P1 へ れ はや W 藝^ と は中ド 


I 


段の 間に あたり 中段の 極 を さすに て卽 中段の 行の 決定 を さとし 給へ る也此 故に 此 三種のう ち 鏡 は 

初？？，^をぉの っからすゑ^！は中段をぉのっからすゑむかための御さとし物にてこれか落著總にぁる 

ことなりとの 心なる 也 今 かくい ふ 所 は 七 神 三 段の 照應 一 部の しるしに よりて いふなる 事 かくの こ 

とし 後世く さくの 說 とも ある はみ な 私に 思 ひとりた る說 ともなれ は 成 元は さらに 信し かたし 此 

-.^ 御 宝 御^/ \ 'うへ なきた からと あ ふき 給 ふ もこと わりなる をた とひ 一 紙 半 錢の貯 はなく ともこ 

の 三く さたに、 いのうち にあら は 幸 は 手に とれる かこと くなる へ きなり 

〇 常世 E 心 金 神 常世の 世 もし は 夜の 字の かり 字な り その 故 は 宇 氣比之 件の 終に へ < 小 高天原 皆 暗 I 

fj- 葦原 中 國悉閽 SIS 因 此而常 夜 往於是 万 神 之 声 者 狹蝇那 須滿万 妖悉發 云々 この 常 夜な り そのつ 

きなる 石屋 戶の 件に はしめ て 此思金 神 は 出た ま へれ は 常世 思 金 神と 稱 したる にても と此常 夜と 

い ふ 事 そこに 悉 しくい へ るか ことく 晝とは 地の 前夜と は 地のう しろ をい ふその 前 をつ かさと る は 

(氏) 

日 神に て その 地 紙の 欲 を 直 はせ 給 ふ 也し かるに その 神 かくる、 を 夜と はさす 也 夜 之食國 はかれ か 

汰 のうしろ にわか 欲 を 養 ふ 所 ある をい ふ事卽 これに 合せり こ、 を もて 神道に 乘 して その 神 を 直 は 

C 吒) 

す へ き 事 をむ ねとす る 事 を しらすた ゝ 正しき 事 をむ ねとの みする 時 は 地祗の 欲お のっから まがる 

ことのみ つねなる これ を は 常 夜と はいふ 也 かの 夜 之 食國は その 神 極に いたりて かへ る 時の 事 なれ 

古事記 燈大御 寳之件  二 六 九 


古事記 燈大御 寳之件  一一 セ0 

は それに は 同し からす かれより おのっから 夜 をな す 也 さる 時にはい かに い， t せむ そと 、ふこす へ 

ての 事 一 段 さき を 見 こす S 曰 ある 時 は 正しき をのみ もて まくる 終は禍 となり 來 るへ，、 ぱ すれ よその 

終 は 一ぎ となり 來る へ き 事 明らかに しらる そこより 七 神 三 段 はたつ ことなれ は 常ヶ义 なる，， ま まつ 一 

見 こす 知 3 肝要なる 也 その 一 段 見 こす 智をは 思 金 神と は 中す 也 ここ を もてお *u え レ-^ とよ 尔し 

ふ 也と 知る へしお ほよ そ 忠孝の たく ひも 君より 臣に忠 なれ 父より 子に 孝 なれ 又 K よりれ. 'こ 二な L 

子より 父に 慈 なれと は說く へ からさる 事 也 こ、 を もてから 國 にても 師と いふ もの を W こ ゆえく  、し 

と は 問 ゆる 也 わか 御！： の御敎 にて は 別に： g とい ふ もの 設 くるに も をよ ふへから すた 、かれ か 神 を 

直 はせ て 極に うな かせ はや かて 忠孝 仁慈と なること を をし へ 給へ るな りし かもから^ の師 とい ふ 

も猶禍 sin: 一ず なりこれ はふた、 ひその 禍來ら さる 法 なれ はさら に/ さるた くひ 二 まちん さる^ 

され は 常世な らん は 必禍の 端なる 事 を さとして 此神 をし も 此五仲 絡 三種に くわへ たま ひしん のヒ 

石 尾戶之 件の 云々 はみ な此 神の 御 思 兼より いてた る 事 也 言 趣の わたり もた ひこと に 此神屮 3 たまへ 

るは此 ことわり によりて 也此次 下に 手 力 男 神 天 石 門 別 神 二 はしら あれと これ は拊此 神の 御 m 心 金の 

たすけ 祌 なりされ は 取 持 前事爲 政の 詔 もた、 此祌 にの みある 也 上の 五 伴 緒 三く さとても みな 此巾 

の 御 m 心 かねに よる 事 なれ はしか 詔し 給 ひしと は說 給へ る 也 さるに よりて 此 W 心佥神 はわ か 神 典の 御 


敎の おこれる 根本に て はお はします 也す へての 敎 諸 敎とは 相反した るか ことくなる は此 思 金. 神 

の 思 ひかね よりお これる か 故な り 

〇 手 力 男 神 これ 又 天 石屋 戶 件に 出て 日 神 を 石屋 戶ょ りひき いたした ま へ る 神 也お ほよ そ 人欲 を 

直 はす 天 照 大御神 を は 天 石 尾よ， りひき 出た てまつ らんこと は その 決斷 いとつ よからて はいと 危き 

事に お ほ ゆる もの 也 その 決斷 のつ よき こと は 思 金の つよきに よる 事に て 七 神 三 段の 次序 明らかな 

るち からなる 也 これ を 表し て 手 力 男 神と は 名つ けた まひし ものに て かく 思 金 神 に そ へ 給へ る なり 

たと ひい かなる 欲 も かの 袁呂 知" のこと くなる へ きを さとる 時 はおの つ から 手 力 男 神 は あら はる へ 

きを やま へ の&ズ^^.:神の上にか 、 ふらせられし常世のー 一字 はこ、 の 三 神に すへ て か ふらせて みる 

へ しその 中に も 思 金 神 は 主神 なれと も此神 次の 神 も 皆 常 夜なる 時の 御 をし へ なれ はかく はいふ 也 

〇 天 石 門 別 神 此神は 天 石屋 戶 件に もみえぬ 神な りされ は 思 ふに 手 力 男 神 日 神 G 御手 をた ま は 

りて 引出 まつりた まひし 布 斗 玉 命 尻 久米繩 控度其 御 後方 これより うちにな か へ り 入 まし そと 

させた ま へ る を 思 ふに 此神は その 尻 久米繩 の 神に て 再 日 神 を 石屋に 入れ まつらぬ 神氣 をい ふに や 

これによ りて 此下 注に 此神者 御門 之 神 也と は あるに て 後の世に はた、 御門 守 日 神の 如く 心え なれ 

(虫食)  — 

□ ものなる へ し 天 石屋の 御門 を 守りて ふた、 ひ 日祌を いれし とする 神氣の 事なる か 故に 天 石 iZ 別 

古事記 燈大御 寶之件  二 七 一 
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； と は 名 つけた まひし ならん 人欲 を 直 はする 神氣 はと も すれ は あや ふまれ 又はに くまれて かくる 

、事 やすき 神なる 事 を はかりて 此石門 別 祌をは そ へ たま ひし ものなる へ しされ はこの 三 神 E 、^佥 神 

すへ き 

は あら かしめ 天 照 大御神 を 招き 出 nlz: 一智 をい ひ 手 力 男 神 は 引出す 決斷 のつ よき 事 をい ひ 天：，^ 門 

(虫食)  ー 

別 神 は 引出て 後 ふた、 ひかく さじの 心 をい ふに てさきと 卽 今との ちとの 神 を をし へ 給へ りか はか 

りね もころ に 日 神 を 招きた てまつ る 事 を をし へ 給へ る は 萬の 妙 事た 、まつ 人欲 を K はする 事 一 途 

ならされ はう へからぬ か 故な りか、 る御敎 なる か 故に 言靈 をのみ して さとし 給へ る 也と しる へ し 

〇 此之鏡 者 云々 この 詔此 三く さのうち た 、鏡の みなる 事古來 はた >  H 神の 御た まなる よりと はか 

り あさはかに 心え 來れ りし かるに それし かる へ からさる事は此鏡はもと天石尾fi^件にて天字K:-ぃs 

<fs- 日 神に みせ まつりて 益 汝命而 貴 神 坐と 申せり し 鏡な りし かる をい かて 日 神の 御 かたと はい は 

むされ は その 件の 詞 にこ ， の詞を あはせ て考ふ るに 如拜吾 前と ある 如の 字 を かろくみ しょり 心え 

たか ひたる もの 也 その 故 はま へ にもい ひし かこと くもと 此鏡は 白く 圆 きもの なれ はお 神の 御 かた 

疑な しさる 故に 益 汝命而 貴 神と は 申せり しなり され は 日 神 を 招きた てまつ らんに は 月 神 を はや か 

て 日 神の 御 魂と 心え 日 神の 御前に をろ かむ かこと く 月 神 を は い つ きまつれ との 心なり これ：：： 神 を 

招きた てまつ らん は 夜 之 食國を しれ はや かて 高天原た つか 故の 御 をし へ なる 也され は 勢の 大神 


おは 己. f 竞ぉ讀 命の 御 かたに て その：：^ 神の 御 かた を をろ かむ はや か， て 日 神の 御た まとす るに て 

を 招きた てまつ る わさ なれ は 也 石屋 戶之 件と こ 、 の詞と をく はしく 心え さる 誤より 太祌 せ：： を さ 

(心え 力)  ► 

へ 一 一 あやまれる 事い とも/ \« かしこき 事なら す やなに こと も 正面に する は 思 金 神の 心に あらさ 

£食)  . 

れは月 神 をし も 爲我御 魂 而如拜 吾 前 伊都 岐 奉と は をし へ 給へ る もの 也 日月 をく らふれ は 日 を贵し 

とする 事い つ くにても 同し ことなる に ひとり 我 御 をし へ 日 神に まさりて 貴し とお 神 を ときたま へ 

る 事 中々 日 神の た ふと さいふ もさら なる か 故なる そかし 太 神宮に 詣 てん 人 この 後 此心を もて 御 

かたは 月 神の 御 かたなれ とも それ をい つき をろ かむ 事 日 神 を 招きた てまつ りて 諸 欲 をな ほ はする 

事 一 途 なること を こ ひね かふ 爲 也と 心え て をろ かみな はや かて 日 の 神の 御た またす けた まひて 

ほと-/^ につけた る 妙 事 はう へ きなり 今 まて 誤り 來れる 耳に は 異說と 心う へ けれと よく/^ 石： liS 

之： if とこ、 と を あはせ て 心う へき 也た と は 今の 世の 冠袍 なと を かしこき ものに 心え たる 目に 

ふと わか 御國 のかみ つよの 服飾 をみ せな はかへ りて 他 域の もの、 ことくお も ふ へき かこと し m;^ 

爲の字 如の 字 等よ く/^ 心 をと 、めて みるへ し  . 

〇 次 m 心 金 神 者 取 持 前 事爲政 この 前と さす は 天 を 我と して， 2 ふ 所の 地の かた をい ふなり され は此前 

事と いふ はわ か 身 を はしめ 億兆の 人に 接する 所の 大小の 事 を ひろく さした る也此 m 心 金 神に しも 前 
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事 を とりもちて 爲 政と をし へ 給 ひし こと は 前に もい ひし かこと く の 事 を 一 段见 こす 知 はわ か、 卯 

(の 大规範 なれ はた  >  彼と しむ かふ 前の 事 は m 心 かねの 神に m 心 はしめ て さて 事 をな せとの 御 をし へ 

なる^政とはから文，^1<.,1かりてぁてられたるものにてぁれは此字にもたれてぉもふ時はからめき 

て」 。も はる ， され はこ そ宣長 翁 もし か m 心 はれけ め 前 事と あると iffli なれり とて へ E 袁志 多. ル i5 

とよ まれ たれと も 天皇の 御 政な と 注の 中に か、 れ 仁る を みれ は 猶此， >^ にも たれて からめけ るを她 

はれた るなる へし それ 大 なる 心え たか ひに て 麻 都理甚 登と いふ 語 はもと 我 大御國 一 K なる にから 文 

ド の 攻 の ふ，.； n を 心 え てあてた るに てから^に て 政と いふと はすち すこし こと な る 1=7 也 g 卞を ぉノ て ね る 5 

がき； 一 冬 その 故 は 麻 都 登と いふ は 祭事と いふ 義 にて 神道 を H ふるわ さ をい ふ 也 後 W のな 礼な と 

はこの^ はかりの のこれる にても とこの 祭事と は 神 を K ふるわ さとり も 5>」 す 天下^  (.， 力の^  rrc> 

事 わか 大御國 の 御て ふりな れは爲 政と は あて、 か、 れ たる もの 也宣 長 翁収！ SI- と あると i^. なれ 

りと いはれ たる は 前と いふ こと を危に 心え て 神 を 幾 前と い ふ稱 はかりの 事な りと m-^ はれし よりの 

ゥシ口 

事.^ もと 祌 を 幾 前と 稱 する もす、 ろなる 稱には あらす 後に 對 して" -si とはい ふ 也 後と は&夜 之な ゆ 

ク嘅ソ 

の 事な り 前と は 高天原の 事に てい つれ も 地 ffi を 彼と たて 、 の 前後な りさて そのうし ろ.： >k -パ？ 

のしろ しめす 所 なれよ そこ はた  >  月讀 4 叩に まかせ 置て ひた ふる に "S の 辜 はかり を^も てとの ^ を 


し へ にて爲^^とは重なれるとは いふへ からす さりな から 政と い ふ も 彼 か "IE- よりす る わさ なれ はこ 

と 筋の 事に は あらね と 後の 事と わけむ^ めに 取 持 前 事と は ある に て 「JI 竟は爲 政と ある は 綱 也 前 事 

と ある は 目 也と 心う へし わか 神 典た、 一 冊に 宇宙 をつ 、めた まへ る 物 なれ は 一 言 一 句 もいた つら 

なる 事 あらん やうな しお のれ かおろ かなる を かへ りみ すして 此神典 を わたくしする はいと もく 

かたしけ なき 事なら す や 中卷に へ 大雀命 執 食國之 政以白 賜と ある は 卽夜之 食 M の 政 をい ふなり 额 

段 また 三代 赏錄に 廿九卷 へ 內外乃 政 乎 取 持 天 勤 仕 奉 巳 止 夙夜 不懈と ある はすな はち 前後の 政と いふ 

をは內 外と 詔 給 ひし ものな り これら を あはせ てこ 、 の 51 をと く へ しか へ すく 此 神に のみ 此詔ぁ 

りて ともに あまく たし 給 ひし 神々 に はさ る こ ともなき はよ ろつ め 事た >  兼 をむ ねとして を 

K ふるわ さはす へ しとの 御 をし へ なる 事よ く/^ m 心 ふ へ し 

此ニ柱 神 者 拜祭佗 久久 斯侶 伊须受 能お 次 登 由 宇 氣神此 者 坐 外お 之 度 相 祌者也 

まへ にもい ひし かこと く 御 鏡 は 御世く 同 床 共 殿に ましく ける を ^神 帝の 御世に 六 年 倭の 笠 

縫：： 巴に まつり 給 ひ垂仁 帝の 御世に 大御 神の 御 海に よりて 伊勢の 五十鈴川 上に まつり 給へ る 

なり 又 登 由 宇 氣神を 外 に まつりた まへ る は延勝 儀式 帳に 雄 略の 御世 帝の 御 夢に 天 照 大御神 

へ 吾 一 所 耳 波 S 苦 加 以大御 饌毛安 不聞食 故 尔丹波 國比沼 乃 眞奈井 尔坐我 御 饌都神 等 由 氣大神 乎 

古^記 燈大御 寶之件  二 七 五 
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古 i^v: 燈大御 寶之件  ニヒ六 

我 許 欲. 扉お 奉 支 云々 これによ りて * 驚 悟りまして 度會の m 田の 原に いっき 給へ る 也し かれは 

t 灰の JI は」 雄 略 帝の 御世より 後に たる 詞也 これによ りて 忍 ふに これらの？ i は雄赂 * の 御 W 丄り 

後の 人の 害 入な としおけ るか 本文と なりぬ るに やし かれと もこ 、 に 又 論す へ き 事 ある は 件々 のう 

、なノ 

ちに も 价邪那 岐大神 淡 海國の 多賀に 坐な とい ひ 又 芏紫國 を H と 称し 乂緩 田^ A 大神 阿 邪- 珂 

に， ますな とい ふ を もて みれ は 天 照 大御神 はもと り 伊勢 國と 定められし 事と みえ たれ は ゆ 仁」 t 

の 御世に 价 勢に まつりた まひし も此神 典の むねに した かひて まつりた ま へ るに やとお ほしき 也 か 

の^ 仁紀に へ故隨 大神敎 其； I 立 於 伊勢^ 因 興 齋営于 五十鈴川 上"！ si 磯せ 则 天照大神 始 n ヂ、 降之処 

也とぁるをみれは今ゎかぃ ふ如くもとょり神典に$-勢を高天原にぁてられたる^^?をは ^仁」 i の 

御世 大御神 を 託 まつり 給 ひし 倭姬命 ズレ はかりえ たま ひて^ 勢に いっきた まへ るに て それ を へ-人 

照 火 神 海 倭 姫 命と は W なした る ものなる へしこの ニ義 今お も ひ 定め かたし S たしかに ひうる し 

るし を 多くえ て 後 そ此神 典の 成りた る 時の 事 は 決してい ふ へ きいつれ にも あれ わか 大御^ ひと 

つ を は 人の 一 身また萬人の，：^:?-せ1-にぁはせて國々をは身：2:の所々 に配しぁてたるものなれは价勢も 

とより .3 天 w§ と 定めた まひし こと はうた かひな きなりされ はこ そ始 n- 太 降 之^ 也と はみ ゆるなら 

めた 決し かたき はこの 神 典の 出來 たる 時の 事 也」 t_ 仁 *^ 神 帝よ.，， 以前 欤ま たは 雄 略 * より 後 


欤 おも ひ 定め かたき 也 佑久々 斯侶 s-lss とい ふはく はしく 宣長翁 かとけ る をみ る へ し淤 能^ 呂. い？ 

之 件 天 沼 矛の 下にい ひし かこと く 佑久々 斯侶 侨浪受 と は の 頭の かたち を さとし 仁る 物に て 

もとより ゆ 勢に さる 所の 名 ありし か 故に それ を さとしに とらん ために 侨勢を 商 天 原と あてられし 

い 乂は此 ：！； 典に よりて 後に そこ を 五十鈴と 名つ けしに やす へ て國 名所 名と もに 神 を はしめ とし 

たる も ある へし 又もと よりある を 幸に あてられ しも ある へ き 也 宇 氣比之 件に 委しく いひし かこと 

く 天 照 大御神 は 女神に ましくな から 男の よそ ひした まひし とい ふは卽 この 鈴 をお ほく もちた 

まふ か 故 也 御 頸珠之 件に 御 < ぉ板擧 神と いっきた ま へ る 御 頸珠と ある も 首の 処珠 のこと くまろ きさ 

としに て の 事なる こと 下の 美 知 皮 之 件の 御 頸 之. ff? と あるに てし るへ しされ は 五十鈴に まつり 

仁 まふ もみな この 神 典の 義を そな へ たま へ るな り 前件に い へ る ft の說 おも ふ へ し 

〇 登 由 宇 氣神は 御 神 生 之 件に 伊邪那美 神の M- 尿の 神の 次に 和 久產奥 B 神 ありて その 御子 豊宇ハ 湫 

毗寶 ：！： と ある これ 也 そこにく はしく い へ るか ことく 尿 尿 土中に 入り 土 を 肥やす か 故に： 冉稻 をよ く 

こやし. K のらす る その 祌を いふに て その K 尿 はもと 食物の 末 なれ は 食た る もの ふた  > ひ 食物 を こ 

やすものと なる 事 をい ふに て かの 儀式 帳に 天 照 火 御 神 御 夢に をし へた まひし とい ふ は 例の 味 言 

に V し 雄 略の 帝の W 心のう ちなる 天 照大御 神の をし へ 給 ひし こと をい ふなる へ しされ は 天 照 

古事記燈大御^^之件  二 七 七 
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大御神 を 5^ きたて まつ る 事 は 夜 之 食 國の御 さとしなる 御-きた にあれ は 足りぬ へけれとその2^き^ 

たてまつれる 天 照大御 神事に あたりて は： 冉ひ石 尾に かくれた ま はむ 事 やすき もの なれ は その外 

おにし え f  Mis を まつ-給 ひて わか 食物の 末 は は？ is は f?:^:^^? は&之 

國に 生す る莉 どもの 肥と なる 事 をつ ねに 心に おかん かために いっきた まひし なりされ は：： は- -仪之 

介べ 湖 をば 今 一 きはく はしく 心に もつ 爲に此 神 はまつ りた ま へ るに ていと かしこき 御^な り 力の 仏 

式 K の大御 神の 詔に へ 五 M 一  所 耳 坐波甚 加以 大御饌 毛安不 〈れ とい ふ 事 夜 之 〈れ^ はかりに ては辦 

の^_-にて价勢0 天" 3" 大御帅 を いっく-  しく-;^ つ それに つけて は 下段 もやす く 生せ さる をい ふゆ 一 W 

？ iw- 力ち」 れ なり コ i." - -)  ： 

にて これによ りて 祭り 給 ひし 事な りと はこの 詞に 明な り 雄 此御 をし へ に 驚き^りた まひし 

とい ふ は ず：： 機 のうへ にて 御 心のう ち な る 天 照 大 神 の 安 からすお はし、 につけ て さ と りた まひし 

をい ふなり ま 御 神 生 之 件に あはせ て此 帝の 驚 悟の いとたく ひなく おはし まし、 を もしる へ しさて 

此神 名の 上に 次と い ふ 字 あり 此 下の 神々 にも あり 乂天 石-.:; 別 神の 亦 名 を も あけられ たる をみ るに 

前にい ひし 神 典の なれる 時代の 事な ほ 雄 略より 後 欤雄略 * にて や あるらん « の 文法 後人.^ 卜 •= 人に 

る ものと もお も はれね はなり さて 此神 名の 上に 次の 字 ある はかの 偽 式 に へ "舟 一 所 耳 と 

ある 故 を もてなり されと もこの 上文に は此神 はなき を こ に G み 此神を まつ り 給 ひし こと を あけ 


られ ソは ts^ 帝の 御世の 後より 窗 たる ものなる か 故に 是を もて こ ， の 意 をた すけた る 也と-' ふ 

へし P: 典の なれる 時代の こと 定め かねた る はか、 る 事 あれ はなり これらの 詞を ともに 本文と みは 

雄 より？^.^ の 御世に いてき 仁る 也と さたむ へしし かりとて 本文に あらしと する 時 はまへ にい ふか 

如く 次の 字な とも 本文の ことき 筆法なる かう へ にかくの ことく まつられし 所 をし るす 事  一 .^^  一  H 

を あはせ たる 義を さとす に 入用の ことなれ は 無用の 詞也 ともい ひかた しされ は紳典 出來の 時代 は 

雄 ハせ 神武 帝 以來の 御世の 実 事に おいて その 彼我の 神 (おの やむ こと をえ さる 所 を はかり 定め 

て 著よ した まへ る 欲 または それより 後の * の あら はし 給 ひしに やい つれに 雄 略 * より 後に い 

てき 仁る ものと おほしき なり 此^に 此神 をい つきた まひし 事 を は S 長 翁 論 はれ たれと も 例の 表 は 

r クの意 なれよ； 1? ふるに たらす さりな から 外 {pC をお としてい ふ 俗說を かの 翁 かいはれ たる かこと 

くい はれな き 事と もなる 事 今 わかい ふ 所の ことわり を もてし るへ し 夜 之 食^ をた て猶 そのうへ に 

その 闽の土 を こやす へき 豊宇氣 賣を さへ 倂 勢に まつらせた まふ 事 ひとへ に 天 照大御 神の 心に 

いっき かたき か 故にて いと もく かしこき 御 事なら す やけに 五ぼ^ 之 美貌 麻 流に まし ませ はし は 

らく も 天 照 大御神 かくりた まひて は >1 天^ 初』.^ 牽 Is- 中 國 中段 ともに くらくなる へ きを や 

次 天 石 C 別 神 亦 名 li 櫛 石 憲神亦 名 謂 S 石 直. 神 此神者 御門 之祌也 

古事記 燈大御 寶之件  一一 七，.^ 
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天石パ 別と いふ 名義 はまへ にい へり 亦 名の 櫛 石 窻とは 櫛 は 櫛 名 田 比 資櫛八 玉な とに M しくお の 心 

なり ，ィ| 尨 はや かて 石 厘！；； の 心なり 葸と いふ も p ある 所 なれ は 也 これ は 石，.^ P とも 石^と もとな へ 

し 一 說 なる へ しせ 語 拾 造に 櫛 磐 間 1：； 神と も か、 れ たれ は 石 間の！：； の 神と いふ 心に も ある へ し 碗と 

しもた、 へた まひし は 天 照 大御神 を ふた、 ひ 石屋に 入れ まつら じと かたく 門 を 守る 神 ハ机は その 

L さを靈 妙なる かゆ ゑな り 又の 一 名なる豊の字の心はしか石尾_:;を守る：l:ハ飒はドKのi-:::•ぉ^:^7冲の 

力なら す 生す へ き 端なる か 故也豊 の 字の 事 七 神 三 段の 下段に く はしく いひし かこと く 夜 之 

ii なる g なる 也 御門の 神 也と いふ 事 はま へ にもい ひし かこと くた 普通の 門 の 神と いふに は あら 

す 心の 內の 石屋 II？ 守る 神 也と いふ 心 也 神 名 K に；^ にぎ 御 sf.w§, ぎ 八^ 條 石宽帅 ま 

ぜ石窗 制 と あるか ことくた たの 四面の 門の 神と したる は 例の 神 典の 義を わすれし かために 

て その 義は ひと へ に 天 石屋 II； を 守る 神なる 心なり これ 私なる ことに あらす 天 石 r.s- 之 件 こ、 つけて 

出た る；^ の 事 なれ は必た ， の 門の 祌には あらさる へ きを もて.？ £1 听 年祭 祝詞に 云 へ，,， ^リ 命，， ズ^ 

間門命登御名者白^辭竟奉者四方能御門尔湯津磐村能如塞坐^朝者御門^:^夕者御門ほ人..^^練夫 

留物能 a 下 往者下 乎 守 自上往 者 上 乎 守 夜 能 守 n 能 守 尔守奉 故 云々 これはぉほかたの御門の|5^^,ぃ 

ひし もの なれと 開きても 閉ても 上 を も 下 を もま もりて 天 照 大御神 を ひむ 心の s=-^ きて； 火お 人 御 


神 を ふ た ひ 石 尾 に い れま つ らんと す る を 夜の 守 HI の 守と. まもります 心 をい ふに てみ な 味 言な り 

此神を は 上の 登 由宇氣 神に 次た る は 天 石-  户神は 石屋 門 を 守ります 神に て 上に いひし が ことく 天 

照大御 神の 出させ 給 ひし あとの 門 を 守る 神 なれ はまつ 此神を 出した るなる へし 此 次に 手 力 男祌を 

おかれた る は 上の 次第と 相反した りこ 、を もて m 心 ふに 上文の 次 IS は 日 神 を 招き たてまつる へ き 

次序な りこ ， の 次序 は 招きた てまつ りて 後の 次序 なれ は 手 力 男 神より さきに 此神 をお かれた るに 

こそ 

次 手 力 男 神 者 $1 佐 那縣也 

佐那縣は神代記猿田£^._^1神の段に伊勢之狹長田とぁる所也と宣長翁ぃ へり 多 氣郡佐 那の仁 田 村と 

い ふに 此， 卯 社 あり とくはし く傳に 注せられ つ その実 は それ をみ てし る へしこの 佗 那縣に まつられ 

(虫 ^150 

し IZJ 此神ま へ にい ひし かこと く 日 神の 石屋 かくりし 給 ひし 時 引出し まつれる 神 なれ はと もに 

伢 勢に まつられ しにて 高天原 初段 に 入用の 神なる 事 を肚と はし 給 ひし ものに て佐那 とい ふに 義は 

ある ましき 也 

故 其 天 兒屋命 者 中 臣連等 之 祖布刀 玉 命 者 忌 部首 等 之祖天 宇 受 賣 命 * 緩 女 S 等 之 

祖伊斯 許 理 度 賣命者 鏡 作 連 等 之 祖玉祖 命 者 玉 祖 述 St 之 祖 

古事記 燈大" 柳 寳之作  .  二八 一 
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古^記 燈大御 寶之件  ，  二八 二 

かく その 末裔 をし るされ たる 事 ま へ にもみ えたり そこにく はしく い へ るか ことく 元來此 命 もみ 

な 神； 1- なる に 神 氣に末 * ある 事 も 心え すおば 又 其 末 #をぉ せらる、 も敎 

のために は 無用 の 事 也 にお は % この あやしみよ りょく HI にかみ つ 仳には す へ て 

の官々 こと/ \  く此 神々 を祖 とせし めた まひて その 等 を たてさせた まひ：！； 典の 義を やとし その子 

孫た る 人 は その 神氣 をのみ つねの 心と せ させ f これ を 御 心と し 給 ひし も の 也と おほしき なり 

此神典 中の 神々 ことくく 彼我の ii: の神氣 にして ® の 妙 事た 、 これより 生す る ゆなれ は その 祌々 

を やかて 官々 として それら も 事と し 帝 も わすれ 給 はしの 設 とし 給 ひし 事 まことにい とも くめ 

てた き 事な りから 圃の 官位な と をう つす 世に なりて 以後 はから ふりの 官を もて か へりて 法と して 

みる か 故に 我 大御 II のかみ つ^はつ かさ./,^ もと 、の はさる 事の ことく たれ も お： は ゆるお 

な り さ ら にしから すよ ろつ のっか さの こ ら す 神 典 の義を そ な へた まへ るに て 尖 事に 3 なりし 

お ほ ゆる 事 n かした 、 一 f: とい へ とも， K の 事 をす へ たる もの なれ はこれ を もてお とせむ には^ 

(虫食) 

ならす してし かも その 功大なる へ しされ は 予此神 典に み ゆる 所の つか？/、 を 別にと り 出て-？ i し 

おけりい かて 此神典 中の つかさ を つかさと して 家 を も！： を もま つ り こちて みま ほしき ^也？ 

れは 上に い へ る あやしみ を もとくな り 


故 尔 詔 天， S  rzi 子番 能 々 藝 命 而 離 天 之 石 位 押 分 天 之 八 m. 多那 で "ム 而 侨都能 知 和 岐 

知和岐 

御 頸 珠之件 云 へ 卽其御 頸珠之 玉緖母 由良迩 取ぬ 良 迦志而 賜 天 照 大御神 而詔之 汝命者 所 知 一.^ 天原矣 

事 依 而賜也 故 其 御 頸珠名 御倉 板 擧之神 赠 と ある 事 そこに もい ひし かこと く 心え かたき まや さま 

なりされ はよ く m,^ ふに こ 、 の照應 のために 倉板擧 とい ふ 神 名 はっけら れ たりと おほしき 也 その 故 

に 天 之 石 位 天 之 八重 多那雲 この ふたつ 卽 倉と 板 擧 とふた つの 訓 にかよ ひたり これによ りて かの 件 

を此 件に あはせ て考 ふるに かの 御頸珠 をつ かさと り 給 ふ 神なる 御倉 板擧神 はや かて 此迩々 藝 命な 

るへ しもと 此命は 宇： i 湫比之 件に て 天 照大御 神の 八 尺 勾 璁を物 突と して 速 須佗之 男 神のう み 給 ひし 

忍德耳 命の 御子 なれ はもと より 天 照大御 神の 御 貪板擧 神と しても ちた まへ りし 神なる かこ 、にお 

いて 天降りた まへ る 也され は此御 をし へ は 心 主たる 伊邪那岐 大祌の 天 照大御 神に 此御 頸珠 をた ひ 

ハ妩) 

しと、 ふよ 地 の" 忖 をよ すこしも さ、 /すして 其 欲 を ふる を 表と しその 內 にかね て 中段 を もち 

て ふるまへ との 敎 32 なる 事み つ へしし かれと も H 稚 くして 速須佑 之 男 命大國 主神 ありて 地 祗の表 

に まと はされ その 見識 をた 、よはす る ほと はこの 迩々 藝命は 天降し かたき ものなる か 故に こ 、 に 

お い て 此 命 の 御 天 降 を と き た ま ひ し も の 也 此 故 に 天 之 石 位 天 之 八 m 多 那 ^.ーパ と い ふ ふ 仁 つ は 〈お 板 擧 
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古事記 燈大御 寶之件  二八 £ 

の照應 なる へしと はいふ 也し かれと もこ  >  の 文の こころ はた、 今 まて 此命を は 天 照大御 神の 御 〈：； 

板擧 神と いっきお かせた まひし 事 一途にして 固き 心 を さとして 石 位と はいふ 也 の A 

重 多那雲 と は か の 下段の ま 野 神 の 照應 なり その 照應す る 心 はま へ の 八-中ぶ 之 件 にく はしく いひし 

かこと く 速 织佑之 男 命 八 俟袁呂 知 3 をき りた まひし によりて そこより S 立膨 りけ ると ある は g. 风 

野の 照應 なから やかて 豊雲野 神に て は あらさる 也い かにと いふに 下段の 處 I？ 雲 野 神に は 0: の 卞 あり 

此魏： の 字 肝要の 字に て 下段 は 生しても 豊 ならぬ は 股 長に いのな さる へ きに あらす され は 八 、之 件 

の，とぃ ふはま！^ならぬ雲をぃ ふ 也され と 八 俟袁呂 |3 を きれ は は必 たちの ほる 物なる か 故に そこ 

に：中(亡>ー騰とはぁる事なれとその^.、土乂騰るょりまた敝ぉ こるをさらに大國主神を說たまひしもの也 

され は 一 旦 はたちの ほりし 雲 あるかう へ の敝 なれ はこ  >  にその八雲之件の：中-:芏>ー騰をぅけて八^£^,多 

那雲 とは說 たま へ る ものな り八靈 とい ひ多那 とい ふ はかの 御 貪 板擧に ふかく を さめて いっきた ま 

ひし さま をい はむ ため 也 それに 八 雲 之 件 を うけあ はせ て 天 之八赏 多那： 中-: 〈とはい ふなる へしこの" や. -ム 

立騰 りても 猶敝 おこる とい ふ 所以 はかの 八 雲の 件なる は rj 十 党 は 一 時の 下段な り 一 時の 下 g:!; をお も 

(S 

ふ 時 はな ほ 大！； 主神の 敝と はなる 事也此 故に 大國 主神に 八ヒ 比： のおの つから^ 刀 阿 多 波 斯：： か 

vT 八十 神の いかり ありし なり さ れ は迩々 藝命 天 之 八 常； 多那 で-へ を ちわき 一 」 天 降 ま し き と い ふ は ^ な 


る s を 生せ むかため 也此 故に 速- 貌佗之 男 命 は袁呂 知" をき る こと をい ひ趟々 手 見 命 は 海 刺の 物 女 m お 

玉 賣 こみあ ひた まひし と はとき わけた まひし にて 豊 玉の 豊の字 やかて 豊雲 野の 豊の 字に 應 した 

へ ノ 

る もの 也 所詮 をい は、 八 俣 袁呂智 の 件 は 地祇の 前より いふ 也 美 知" 皮 之 件 は 地祇の 中心に か、 りて 

いふ & としる へ し 前より 突か、 る 者 は 袁呂知 2 の 件 を..^ て 接す へ しし かる 時 は その 欲 きれて 雲 立の 

ほる もの なれと 此 々藝 命の ことく 海神の 女 を娶ら され は その 雲豊 なる 雲と はたちの ほる へ から 

すとの 御 をし へな りされ は 本 身の 件の 末に へ 雖恨其 伺 情 不忍戀 心と はと かれた る 也 こ、 を もて 天 

之 A 重 多 那^ をち わきて とはい ふ 也 W 報 き！ If は辦本 身の 件に く はしく こ 、のま 別 はとき た 

れ とも 速 缀伦之 男 命 をと き 八 S 之 件に 3 立騰 ると いひ 亿るは 下段 まて を說 たま へ るか ことき を 又 

さらに 大國 主： t をと きて 本 身の 件に 及へ る 事 は 右に いひし かこと く S にして 豊なら さる と魏 化なる 

との わかれ あるか 故 也し かるに 諸 敎は八 雲 之 件 を もていたり とす 我御敎 はかれ か 前の みし かりと 

て殳 iiiK 二， いはな さる へ からすと して 大國 主神 以下 を ときたま ひし 也され は 海原 をし る 事^ 一  の 事 

なれ は袁呂 知" 之 件 は 無用の 物欤 とい ふに しからす いかにと いふに まつ はしめ にかれ か 前 をな ほ は 

せ し0 き て そ の 雲 を 立 の ほらせ さて そ の 雲を豊 なる 雲と す へしとの 御敎 なる 也 これらの 理をも て こ 

> の 八重 多那 S を 押 分た まふと いふ 事 心う へし 此 故に 我 御 をし へ 初段の 上に また 中段 を かけた ま 
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古事記 燈大御 齊之作  二八. K 

ひし もの 也 〇$: 都と は稷 威と 神代 ffi にかき たま へ る 心に て その 威力し のく へ か广っ さる かたち を：： ム 

しから はいと たけき かたちの ことくな れ とも わか 御敎 にて 都と いふ は 人の if: する 事 あた はさる 

をい ふ 也 その 意 は 力の つ よきに よりて に は あらす かれ か 欲に 因る 故に "jf: する 事 をえ さる これ を价 

都と する 事大 かたわ か 御！； ふり 也 祓澳の 件なる へ 伊都 能寶 すな はち この こ 、 ろな り今此 命の 天降 

り は 彼 か 欲 をめ かけて なれ は 伊都と はた 、 へたる 也 〇 知 和 岐とは 道 分 也- H の 中 を は逬を もとめて 

ゆく 心也大 かた 道な き 所に 道 を もとめて ゆく かたち なれ はこの 詞 にも ひと へ にかれ か， は 欲. S かた 

.  (たる 力) 

にむ かふ をい ふ 心 はこ もれり かれ かくせる 欲の 方 なれ は 道た え 一 一 ことき を もとめて ゆく こと 

(^食、 の * 也 力)  (虫食) 

ど，； J ひ. I 但 これ 比.：： 神氣 にて 一 一 

を  一 N 七 とみ あやまる へからす  • 

於 天 浮 橋 {于 岐士麼 理蘇理 多々 斯 a 

天 浮 橋は淤 能甚呂 おの 件に く はしく いひし かこと く 人の 中心へ かくる 梳の， 也 "1?^* 描 け ブ^ I 

g§| 宇岐 士摩理 と は 宇岐 は 浮 橋なる 故にい ふ 也 も， i 浮梳 とい ふ 名 も K 地に しかと かけたら ぬ梳 

なる か 故の 名 なれ は 浮と いふ 字の 義 はかれ か 身に さしつけぬ 所 を？ としたる 名也士  si-^ と はド卷 

淸寧 帝の 条に ffi ほか 哥に へ大^？のみこの柴ぉ-夜布士應现もとほしきれん柴ぉ-ゃけん柴：^とぃふせ 

ありこの 士麻理 に 同し かる へく 又劍の 抦 をに きりたる こと を ト リシ バ 产し， 一：：： 本 5i にみ えたる もと 


もに 同 語に てし かと 縛りた るか ごとき を 形容す る詞 なる へしされ はう きしまり と は 彼 か 身に さし 

つけぬ ひこ、 い を 決した るかた ち をい ふ 也 蘇 斑と は K の それた る を 曾 Si-K と哥 によみ たる かこと 

く 言に ソ レ ダと いふ 心なり 正面に ゆく へき 道 あるに その 方へ は ゆかて 浮 へ るかた の 道へ それて 

その 橋の 上に つねに 立 をる 事 を蘇理 多々 斯 とはい ふ 也され は此 うきしまり そりた、 すと いふ 事 は 

p ル， -こも 定 したる かたち をく はしく ときたま へ る詞 也と しる へ し予 つねにな に 事 もず 一而 を はてし 

て ゆく 事 わか 御國 ふり 也と いふ はこの 詞 によりて 也 言 靈の道 もこれ によりて ある 事 也 正面と い 

ふ はたと \ は 叱る へ き理 ありて すこしも わか 私に あたら さる 事 あるか ことき 時 これ を 叱る をい 

しかるに これ を 叱らす して かれ か 海原 をし るへ き 道に ゆく これ をう きしまり そりた" - すと はいふ 

. ^多々 斯と いふ. S つねに こ 、を！： S 處 とすへ きを をし へ 給へ る 飼な りたと ひ 大事たり とも 乂 は.. 

たりと も 言行す へ てうき しまり そりた 、 さは 何事 か は 全から さらん 此詞の 妙義こ ， に. -こ つ くし 

1 こン 

力. 1  

(筑)  • 

天降^ 于 紫 向 之 高 千徳之 久士布 流多氣 

ISk は御國 生の 件祓 禊の 件 等に いひし かこと く此 大御^ を 人の 一 身と 配して 陰處 にたと へた ま 

へ る 所.^ され は此 天降 もまつ 此！" にと はいふ 也.) 种武 * わか 大御 w を 一 統し給 ひし 事 人の や" 紫 
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古事記 燈大御 寳之件  二八 八 

の^なる 久士布 流 多氣に 天降ます こと を はしめ とし 給 ひての 事なる か 故に 神武の 御卷 にも や-紫 

ibis へ おはしけ るよ しか 、れ たる を 例の 言靈 ありと はしらす た  >  お ほよ そに 見て ^の 御 はし 

めは芏 紫より おこり 給へ りと 心え それにつ けて は 我 御1"にぅまれしぉのか^!1^をもゎすれてひに 

ふるにから 國 をのみ あかむ る 人々 は 吳の泰 伯 か 末なる へ しなと さま/、 にお も ひ はかりて いふ 

さ へ 聞 ゆいと も あさましき 事 ともなり 神武の 御卷 もも はら 言靈を もて か、 れ たるに て rv にい ル 

大 下の 草， ^中段 の 御 神 さ ひよりお これる 事 を さとした る もの 也 さて 此 口，：^ とい ふ は.^^ の；^ にい 


シビ 


々ノ』 よる 所な り久士 .：f 流 は お： を な す 心 な れ 


はけに にたと へた まへ る ことわり 也 女の 一 身の 精神 を 一所に よせん ことた、 此 にある を 

やされ は のこと き 人欲に 因る 時 は そこより 諸の 妙 事 は 生す る 物なる か 故に 久士布 流 多 氣とは 

名つ けた まひし もの 也 これ 卽如葦 牙 因 萠騰之 物と いふ こと をく はしく 說 たま へ る 也 因と いふ 字の 

大事なる こと は 中段に く はしく いひし かこと く なれ はこ 、を はしめ として 此 下の 件々 因の 字の こ 

、ろ をと きた まへ り 高千穗 とい ふ は 千は津 のかよ へ るに て 高 津穗の 心なる へし 穗と は番 登と い 

ふ番 にて 卽陰を 云 也 陰 欲 を もてる 所な れは番 登と はいふに て 登は處 也され は その 陰 欲の 外 へ 少し 

たかく あら はれた る 所と いふ 心 を 高千德 とはい ふなる へ しすな はち 如 葦 牙萠騰 とい ふ もこの 心な 

る を や 萠騰の 字 を 高と いひて さとし 給 へ る もの 也此 山上に 今に 矛の ことき もの ありてい とも/^ 

くし ひなる 事と も ありと いふ はこれ 又 社と ひとしく 此神 典の 義を さとしの ためにい つきた まひし 

.^ぷる \ し (昊 筆、 貼 紙) 


久士布 流ハ解 甚詳ニ テ多 

氣ノ 二字 モ御入 ヒ成度 哉 
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故 尔天忍 日 命 天津 久米命 二人 収賀天 之 石 靱取佩 頭椎之 大刀 取 持 天 之波士 弓手 挾 

天 之 眞鹿兒 矢 立 御 前 而仕 奉.  - 

古事記 燈大御 寶之件  二八 九 


古事記 燈大御 寳之件  二 九 〇 

天 忍 H 命 は 大伴連 等の 祖 天津 久米命 は 久米直 等の 祖と 下にみ えて この 連 直 はと もに 後 W まても 武 

官 たる 事 この； S 典に よりて 也し かれと もま へ にもい ひし かこと くから 國の て ふりう つりて 後 は つ 

かさく も 皆 それにした か はれ けれ は 武官と いふ も 混して その 官の義 をう しな ひぬ その 故 はこの 

天 之 石 M 頭椎者 大刀 天 之 波 士弓天 之 眞鹿兒 矢い つれ も 天 之と ある を もて みれ はまことの 靱 大刀 弓 

矢に は あらす 阿の さとし 物な りし かれは こ ， に 武官の ことく かき 給へ る もこの 大刀 弓矢 i い. 7 に ひか 

れ ての 事に て 此ニ命 もた、 我神氣 にして 彼 か 海原に むか ふ 時に 先にた つ へき 神氣 なる を もて かく 

立 御前 而仕 奉と はか、 せた まひし もの 也し かる を此 義を寓 して かたちと せんた めに 此ニ神 を 火 作 

久米 ふたつの 祖 とたて させ 給 ひやかて 靱 大刀 弓矢 をと りおば せて 御前に た 、せて 武備と はし 給 ひ 

しもの なる へし かへ すくわ か 大御國 のっか さく 神 氣を祖 として その 一 伴に その 神 をい つか 

せ その 神 さ ひ をつ かさ とらせて やかて 神道 を ふるま ひた まひし 事から 調の つ かさ をた てた るお 总に 

は大 にこと なる 事み る へ し 忍 日と いふ は 忍 は 例の 押の 義日は 例の 夬理の 義也久 米と は 石， 之 

件に 尻 久米繩 と 云 ふ 名 ある 久 米に 同し く 極む ると いふ 心 也され とかれ は = 神の 御し りへ をき は 

むる 繩 なる 義 なりこれ はかれ か 欲 を 前にて 極む る 心に て 忍 日 も久米 もと もに かれ か 陰 欲 を 達する 

義 なる 神 名な り その 中に 忍 日 はかれ 陰 欲 をお し 促す 心 也 久米は 極 を あた ふ る 心に てすな はち 中段 


3  二. H 'り B ピ xl」- ン&  /，く ふりと ^5  X  ノ 忍とぃふ事渾沌のほとの忍は欲をぉさふる義也發 さ，：，-ょ及ょ1^.^,31 

の 一 一 ： 事の 用をタ とし：^ へ るな りと しる へ し 天地 S う へ の 忍 は 欲 をうな かす こ、 ろと なるな り . -」， W  {3  { 一  r=UEi 

にして 突 はた、 かれ 陰 欲 をうな かしき はむ る 事 をつ かさと る 一 一 神 を 云 也 ま へに もい ひし かこと く 

靱 大刀 弓矢に ひかれて 武家と はし 給 ひし ものに て さらに その 義は武 をつ かさと るに あらす しかれ 

とも 神武 帝 以來ぉ ほくの 逆賊 を まつろへ 給 ひし もみな 此 中段の 御稜 威に よりて なれ はや かて こ 

れを 武官と はする 事 也け にも^-^ この 稷威 は武 よりも つよき 物なる そかし 初段に 高 御 產巢日 神 あ 

る はまことの 武備の ことなり これ を そこに まか はしく みる へ からす わか 大御國 人 他 域に すくれ 

て 心 一 致せる 事 これにて おも ひしる へ しされ は 大伴久 米 を 前駆と はなし 給 ひし もの 也 石 靱とは 石 

はす へ て 堅き さとし もの 也靱 とは箭 をい れて賀 ふ もの 也 頭槌の 大刀と は 鋒の 方槌 のこと くな りた 

る 大刀なる へ し 波 士弓は 波 士は波 之 伎と 詞 にて 可愛の 心 也 眞鹿兒 は宣長 翁の 說の， ことく 目 4^ の 心 

なる へ しされ は 波士も 眞鹿兒 もた  > 弓矢 を ほめた る 名 也 さて 此 四の さとし 物 はまつ 棘と いふ は腎 

臓に あたり 頭槌の 大刀と は 男根の かたちな り 弓と は 男根 女 陰の 內 にて 進退す るかた ち を 表し 

たんと する に 前 へ ひく このかたち をと りたる ものな りく はしく 前にい へり 神樂の とりものに へよ も 山の 人の たからと する 「りと も 

よみ 神宝な とに 弓 ある もみな この 義 をた ふと ひて 也 この 四く さの ものみな 除く へ からね ともこの 進 返の はたらきに よりて 孕む に 

いたる か 故に 弓 を ことに lc.H-§r^.w3な^  二  ，ri  二 トク こ S  、 こら こ 此矢を 多くた く はへ たる 所な f は 二 

し た；^ とふな り 矢 は 男の 精 胎にス る を M にあ ナる カナち に ii^ す 今 敬 を は 腎臓に あたる とはい ふ 也 こ 

の 表 事 はすへ て 人欲 を 達する 事 を 男女 交接の ことわり を もてさと し 給 ひし もの なれ はかく はいふ 

古事記 燈大御 寳之件  二 九 1 


古事記 燈大御 寳之件  二 九 二 

にて 人事に してい はゝ 矢と は 人の 欲に あた ふる 物 をい ひ P フとは その あた ふるわ さ をい ひ 大刀と は 

その あた ふる 道 をい ひ 靱とは その あた ふる 物 を貯へ たる をい ふ 也と 心う へ し 

故 其 天 忍 日 命 此者大 伴 連 等之祖 天津 久米命 此久米 直 等 之祖也 

この 事 ま へ にい ひし かこと く 後に 神 典の 義を寓 さむた めにつか さとし 給 ひし をい ふに て此 ふたつ 

の § ^はこの 義を つかさと る ためなりとの さとしに かくはし るされ たる 也 や ことなき う へに て はか 

、るつ かさ たてた ま はむ もやす かる へ けれと いやしき 人 はさる わさ も かな ひかた きをい かに 

と m 心 ふ 人 も ある へ しし かれと もこれ もと みかと なりし 故に かく ふたつ の 伴 を もた て 、 此義を や 

とし 給 ひしな り 成 元 等 かたく ひ はた、 おのか 神氣を わかちて 此ニ 命に 此 わさ を 命し わか 迩々 藝命 

の 御 さきにた てんに なにの 不足 か あらん もと かく つ かさ をた てられた るも此 神：： S をつ ねに うしな 

はしかた め なれ は ある もな きも その 用 はたか ふ 事 ある へ からす こと isK 「かく 籍と なり つ るう へ 

はた、 一 E1 夫たり ともおの か 神 氣に此 つかさく はたり ぬへ き 事な りかし 

於是胬 肉韓國 眞來通 笠沙之 御前 而詔之 此地者 朝 n 之 直 剌國夕 口 之：：： ^ 也故此 

地 甚告地 詔 而於底 津石根 《呂柱 布 斗 斯理於 高天原 冰椽 多通斯 而坐也 

こ ， の錯簡 誤字 宣長翁 かくはし く 論 はれし によりて かく あらためたり 胬 肉と は 弁の. S を-: ム I" 


； 5 似へ 韓は 假名に て 本- 虛の義 也 神代 紀には へ 裔肉之 穴 >ft.BI 頓丘党 國行去 云々 又 一 窨には A 肉 肉 胸 副 

國 ともみえ たり 空國卽 から 國 なる 也 さて 此胬 肉韓國 とい ふ は 脊には 肉な きか ことき 所なる を もて 

人の 欲の 淺く 薄き 所と たと へた まへ る也淺 欲に は 人の 心 原 く か  > らすこ 、を もてから 國 とはい ふ 

なりこの 胬 肉のから 國ょり 笠沙 のみ さきに まきと ほり 給 ふとい ふ 心 は 人欲の 中に も 深き 所 を もと 

めむ とて 淺 欲の 所に は 心 をと 、 め 給 はぬ をい ふ 也笠沙 のみ さきと い ふ は 海に の そめる 所の さとし 

な.-£4ばき§^3鹾^2^1ぉきれ^^その海とはまへにも返々ぃひしかことく人のかくした 

る 欲 をい ふ 也お ほよ そ 人欲 至 深なる もの はふ かくかくし てあら はす 事な きもの 也され はかれの 欲 

のうち を まきと ほりて 海と する 所の 欲に の そめる 所を覓 得よ との 御 をし へ なりされ は予 つねに 人 

の 欲のう ち をよ く 心 をと めて その 至 深なる をえ よと は をし ふる 也韓國 を眞來 通と いふ 詞ょ 


心 をと 、めて みる へ しから 國 なる 所 はか ほと 達しても 雲の 豊 なる は 立の ほる まし けれ は 也 此地 

者 朝日 之 直 剌！； 夕 ：11 之 日照 國 也と いふ は 日と は卽天 照大御 神な り 天 照大御 神の 地 祗の欲 をな ほ 

はせ 給 ふその 御 心つ ねに 海 をて らし 給 ふか 故に 朝 曰 夕 曰 を もてい ふ 也 これ を は 古來た 、実 事と 心 

え 來れ、 と 朝 n 夕 n のさす によりて 士ロ 地と 定めた ま へ る 事い かに 心え たるに か あらん 朝：：： 夕 ：=- の 

さ ， ぬ國 とて は夜圃 をお きて は ある ましき を やつね に 心の こ 、 にある 事 を 朝夕と は說た まひし 也 

古事記 燈大御 寶之件  -  二 九 三 


古事記 燈大御 寶之件  r 九 四 

の 字 は 固の 字に あたりて 11 呼 I 嶋 篇膽 こ、 に 一 途 なる をい ふ 也 地と .^i 給 ふ 心 はた、 此 

海に 臨みた る 笠沙之 御前 を と定 むれ はもろ/, \- の 妙 事 こ より 生す へ き 所なる か 故 也 於 底， S 

石 根 云々 は 上の 力 競 之 件に く はしく とける かこと く 下段 を さとりて 初段 をた つる こと をい ふに て 

これ 卽 中段 をお としたる かたち をい ふ 也 


七 

古 神 

■  * 

事 段 


首 


古事記 七 神 一二 段 


二 九 六 


〇は± ハ帖 小廳へ I をう つらす むまて はら はせ し 小 I にす き」 む 人の S  ^M^^^lp^-^i. 

し は，： に は/わか やと はう つら ふすま モて リ 4 ソ ii! に はしか あり けん 此雾 量の 意 を さとす にたれ、、 はこ. に 出. す 

〇：^ 葉 $K 四へ こと、 はぬ 木す， T あち？ ゐ諸茅 等が 練 之村戶 にあ ざむ かれけ り 此哥 物い はぬ は 神に 通 徹する 道 なれ ま 狭く とも 

. ^さむ 力る へきに あらぬ にとの 心に てよ める 也され は 物い ふ は 神の たすけぬ 所なる 事し るへ し 古人 はわ、 まとた まし ひいと 

よく 有け る 也 


〇 桃寅ぺ ハ 御怙 一一 テ理ナ - 


(卽三 段 

三 貴 子 ハ桃实 三ノ実 事-! ナリテ 生 タル ナリ  j 

厂三貴 子に て 三 段と もに 死なぬ ものになる 也 日 神 は 高天原 をい かす 也 一 

月 神は國 をい かす 也す さの をの 命 は 中 g?- をい かすな り 


〇 桃 突 三ト 三種 神寳ト ハ 相對 シン ノ中ガ 三 貴 子 也 

サ レ ハ 桃实三 ハ 心 ノ 方 ノ 三種 神寳也 三種 神寶 ハ 身の 

方の 桃 実 三な り 


〇 一 段 トー-段 ハ Ji< ヨリ ト地 ヨリ 

トノ 傍ナリ 中段が 正面に て 舞 

毫ナリ 此故ー 一^木 神 ハ天ノ 傍 

ナリ豊 雲 野 神 は 地ノ傍 ナリぁ 

しか ひの ニッ は； 大ト地 トノ正 

面ナリ 


〇 天 之 御中. 神 は 决斷ノ 「也 人ノホ ムル トン シ 

ル トニ ッ持ッ ガ决 斷ナリ 世ノ决 斷ト心 ウル ハ 

一方へ ュク r ノヤ ウー 一思 フ也 ミル 所； 方ナル 

故ナレ トカゲ ニン ノ 一方 ハ アル 也コ レ ガ决定 

ナリ ハシ メコレ テク テ子 ハナ ラス 故 第  一 -j 

アル ナ リサ スレ ハ終 ニン ノ神カ ァラハ ル 、ナ 

リ 中段  一二 ァ押 合フ ハコ ノ神チ 殺ス也 


〇豊 雲野祌 は地ノ 得心 シタ ル心テ 云 

商 木 神 は灭ノ 得心 ス ル心テ 云テ： ^也 

コ ノニ 神妙 ナル 「 ハ#! 雲 野 神： S ハ ： 人よ 

り 生 すれ ハ 自然と^ 木 神 は 生す る 也 地 

より 高木 神 を 生す る やうに すれ は自ラ 

豊雲野 神 は 生す る 也 

〇li 蕩ト ハ "；；^ ナレ ハ^カク ク テン レ 二 モ^ ヒ 

マ タ ハ 身 ノ 勝手 ヮ ル サ -ー ：^^^：ト モ ナ ル テ 云 ナ 

リ宰替 コ レナ リム カフ-一^、.、 ムス ヒノ 祌ァ 

レ ハム カフへ ユカ レヌ ナリ 


〇 一 段 高 天顔 

二 段 輩 原中國 

三 段 根國 

コノ 極ァレ トム リニ ュ カン. 


スレハ ユカ レヌ 「ナ リコ レ チ 無理 ニス レ ハム カフ テマ クル 二 ナ ルナ リヒト リ幽事 二 テ 出來レ ハモ ドリ 


ニハ マコト 二 安心 シテ モド ラル、 ナリ 

；火ノ 常 立トハ 身ノ欲 ノ極ノ 「ナ リサ レ ハ コ チラへ 立 ヘシ 

コ レ 二 テ別灭 神 ナリト 云 ヘル ハコ レ ガ心 ノ法ナ レ ハ ナリ 

國之 常立ト "身 ノ方ノ 欲 ノ極ナ リサ レ ハム カフ 一一 立 ヘシ 

第三 段 メハニ 段 メノ如 ク天モ サノ如 クナレ ハ國モ マ クン 

ノ如ク 中段 二 テオ シ合 ハ ス 二 國ノ 底テ心 二 オケ ハ 雲ノ如 

クン コ へ 立ノホ ラル、 ントナ リ雲 ノ消ル 心 カラ ワカ 欲テ 

達シ テ 得心 シテ モド ルナ リ 下段 ハ身ノ 方ノ敎 ナリト カク 

ュ 中段 一一 テク カヒ 二 押 ァフガ 人 ノ學ナ レハン ノ底テ 心 二 

力 ケョト 云テシ へ ナリ 


コ レ 、, 1K ト國 

ノ底 一一 互 ニイ 

クル 圖也 


rH^rrK 原 有心 無 身. 


發 天地 ，11 葦原 中國 


此圖 中段 也 


itl0 


有 身 無心— 


ぜ 


天地 渾沌 ト ハ 降氣ト M 升 氣トノ 互  一 i 行 合 押合テ 勝負 ッカヌ r- ナ リシ カル寸 ハイツ レブ 片方 ッヒ 一一 根氣ッ 

テ 片方 モマ クタ、 ヌ r トナ ルナ リコ レチ 一： 小シ タル ハ下ノ 


カス シテ 片方 ガ. 倒 ル、 トン レ 二 
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二 九 七 


古事記 七 神： ハ段  二 九 八 

「第 一 段 

あめつち はしめ て ひらけし ときた かまの はらに なり ませる かみみ な は あ. 

厂地テ マヅ トリノ ケテ 相手 ナシ ノ処 二 ティへ ルモ ノ也 下^/ や" K 

國之常 立 二 神モ天 チノ ケテ ノ処 一一 テ 云ナリ 

めの みなかぬ しの 神つ きに たかみむ す ひの 神つ きに かみむ す ひの 神 この 

みば しらの 神 はならびに ひとりかん なりまして み > を かくした まひき 

「第二 段 

つぎに くに わかく うける あぶらの ごとくに して くらげな すた ゾ よへ ると 

きに あしかび なす もえあがる ものに よりて なり ませ る 神み な はう まし あ 

しかび ひこ ぢの 神つ ぎに あめのと こたち の 神 この ふたば しらの 祌もま た 

L コ レ ハ根國 アル r テ シリテ 其昇氣 ノ來ル へ キ極 テア テガフ 「テ 云ナリ 

ひとりかん なりまして み 7 を かくした まひき 

かみの くだりの いつ ば しらの 神 はこと あま つ 神な り 

「f ま 一段 

つぎに なり ませる 神み な はくに のと こたち の 神つ ぎに とよく もぬ のかみ 

li コレハ 天 之 石 尾 アル 「テ シリ テン ノ降 氣ノ來 リ極ル へキ極 テア テガ フチ云 

この ふたば しらの かみ もまた ひとりかん なりまして み 、を か くし 給 ひき 


伊邪那岐 命 御 敎七神 三 段  ， 

之、 む 術 也 千 歲餘湮 沒矣有 時 今 再現 世 不知 


其 所以 也 


中 臣族裔 成元識 
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二 九九 


古事記 七 神 三 段  .  三 〇〇• 

七 神 三段說 

小：： 來神學 者 流說々 あれと も槪 する に 神と いひな から 人と して 解た るか 故に その 說 みな 非に して 此ャ W 

の言靈 をし る 事 あた はす 成 元はし め哥 道に 志 ふかくして 年 をつ みたる に 幸 ありて 言靈 のみち を さと 

れ るより はしめ て此御 をし へ に 心 をよ へり 古 來說々 の 可否 をい ふ は 無益 なれ はた、 わか 言. 靈の むね 

をの ふ理 をた のまむ 人め のま へ をむ ねと せん 人は此 さか ひに をよ ひいた らん 事 すみやかなる ましけ 

れと 人事に 心身 を くるしめ たらん 人は卽 時に も此 いさな きの 命の 御う つくしみ はしる へ し 

神道の たつ 所の 主意 人欲 を 達する にあり その 故 は 黄 の 段に よもつ しこめ 八 神よ もつ：.^ にお はれ 

給 ひて 蒲 子 筍な とさ ま/^ に 防 給 ひし かと もし はしか ほと は來ら ねと も猶ぉ ふに よりて つ ひ に 桃. K 

三つ を もて まちう ち 給 ひし か はこと くく 逃 か へ りたり と ある 此桃赏 三 筒と は此七 神三& のさと し 

なり 此卷の 末 三種の 神寶 にい たるまて 三の 字 を もて これ を さとし 給へ り 天 照大御 神に .：5 天 IS を こと 

よさし 給 ひて 御頸珠 をた まひし は 卽此第 一 段 を さとし 給 ふなり それより す さの をの < 叩の 勝 さ ひの 

は此 第一 一段 をと く 也 大蛇の 段 か 第三 段 をと くな り卽 うけ ひの 段に て 天 照 大御紳 す さの をの 命と と 

叙 をと りか へ させ 給 ひし 時す さの をの 命の 十 拳 叙 を 三 段に をり てと ある 處 はすて にあら はに 三 © と 


みえたり それより 後 大穴 牟遲 命す さの をの 神の 御所に いたり 給 ひし 時 御む すめの すせ り 姫 蛇 峰 =4< 公 

の ひれ を さつけ て 三擧打 撥と をし へ まし 、もこれ 也 それより かの 迩々 藝 命の 天降のと き 日 神 三く 

さの 神寶 をた まひし は 卽此三 段の 御 法 を はい さなき の 命の さ づけ まつり 給 ひし をい ふなり 

^ 一  部 目 をつ く へ き 事 あり 陵と いふ もの 一 部 中に いさな みの 命と 彥ほ 、てみ の 命と 一 一 神 はかりに あ 

て 外にな き 事 疑 ふ へ く 又 S ほ 、 てみ の 命 はかりに 年數 をし るされ ことに 御 一 代に は あまり 長す き 

たる 五 百 八十 年な り その 次なる 御 孫の 神武 天皇 はた 、百 三十 歳に おはし ませり これら を もて はかる 

に元來 はしめ に 神代 ヒ 世と いふと あるより 後 はさ やうの 事 もしる されす これ 又 不審 也され は闕之 $5 

立 神 を はしめ にたて.、 七 世と いふ はこれ 又い さなき の 命の 三 段の 法 を さとり 給 ふまての 御神氣 のか 

はり ゆきし を 一 世/ \" とか そ へ たる もの 也 さて また 日 神 を はしめ 奉りい さなき の 命 を 御 父と たてた 

る はこれ 又い さなき の 命の 御神氣 をい ふなり 大穴 牟遲神 は此國 にもと よりい まし 、神 にゃあ らんす 

さの をの 命 も 出 雲に ますと あれ はい さなき の 命より す さの をの 命 を 一 一代と たつ へ きに やそれ より 大 

穴 牟遽命 を 三代と たつ へ し迩々 藝命 はすな はち 大穴 牟遲 神の 御神氣 なる へ し 逢 ほ  >  てみ の 命 を 三代 

とたつ へ しさて ふき あへ すの 命 はまた 彥ほ ， てみ の 命の 御神氣 なれ は 神武 帝 まてい さなき の 命より 

三代に まします なる へしこれ にて 五 百 八十 年と はいふなる へし さてい かて か 1® ほ 、 てみ の 命の 御 一 

古事記 七 神 三 段  一二 〇ー  . 


古事記 七 神 三 段  三 〇 二  ， 

代の 年數 とする そとい ふに 此 命の 時 はしめ て 天下 一 統 したりし にても とより いさな きの 命 天子た る 

へ き 御 志 ありし 時より 此 命の 高 千 糖の 宮 にます へ き 事 は 定まりて ありし 幽_$！^ を さとさん 爲に御 ： 代 

の年數 とする 也され は 己 十 竟は此 命の 時 七 神 三 段 成就し 天下 一 統 したりし か は 此命御 一 代の やうなる 

もの 也との 心なり 終 を 以て 前へ 引か ふせた る 書 やうに て 皆祌氣 のう へ の 論 なれ は 也され はなに に 

も あれ はしめ m 心 ひたつ 時より その 成就の 時 は そこ に 出來て ある もの そと をし へ の爲 にわ さと： ：- 代の 

年數を 一 代に かけるな る へ し 陵 はた 、 一 一 神に のみ ある はす さの をの 命 も大國 主神 も その 御代に は： 火 

下み たれ 多くて いさな きの 神の 御代の ことき いき ほひな かりし 故に や 又はす さの をの 命 も 大^ 中： 神 

もみない さなき の 神の 御 神； _ 讽 とみて 直にい さなき の 命より 彥德々 手 兑命ー 一代と みる へ き にやされと 

夫に て は年數 すこし 多す くる 心ち すれ ははし めの 四 代の 神々 妹 何 神と も あるから は 人な りと み ゆれ 

は 宇 比 智迩神 を此御 志の はしめ とたて、， 彥ほ  >  てみ の 命， まて 六 代の 間 五 ぽ 八十 年に や はしめ の 叫 代 

陵な きはい また 天子の 勢お はさ、 りし 故なる へ しす さの をの 命 大穴 牟 a 神と もに 出で- 〈に まします と 

いふ はい さなみ の 命 を 出 雲の ひ はの 山に 葬り まつる と あれ は 神 避 給 ふと はさと しにて 卽 いさな みの 

神の 事卽 いさな きの 神の 御身の 事なる へ しされ はす さの をの 命の 御行 跡 も 大穴 牟；^ 神の 御行 跡 もと 

もに いさな きの 神の 御行 跡た る へし 此ー 一 說猶く はしく かんか へ て定 むへ し 


争， 

五 百 箇御統 玉と いふ 事 五 百に かきり ていふ は 卽此五 百 八十 年の 八十 年 は 端 なれ はの けて 大數五 百年 

として その 五 百年 ほとの 間む さ/ としたる もた 、 此 高天原の 一段に つ 、まる 事 を さとさん 爲に五 

百 鐘と はか きれるな る へしい かほとの 事 もた 、 此御統 につ 、まると いふ 事 を さとしの ために この. &K 

事の 五 百年 をと りて いふなる へ し 五 百 誇 眞坂樹 なと もこれ なる へ くお ほしき なり 

葷 牙とヒ 神 三 段に いひて 次の 七 世のう ちに 角代活 代と いふ 神 ある は卽 葦なら て はつのく むと いふ 事 

はい はぬ 事 なれ は 葦 牙に あはせ てみ よとの さとし 也 葦原 中國 その後に 葦原 醜男な ともみな くさびな 

，りす へ て 八の字 一 の 字 その外 叙 室 弓矢な となに 、よらす のこらす 上下の 文の くさ ひに 書た る もの 也 

天 浮橋卽 大蛇の 段の 箸と 應す るた くひ 也 

予 此七种 三 段に はしめ て 目と ， まりし は隱身 也と いふ 事此後 はたえて みえす また 獨神 とい ふ 事 もこ 

の 間に かきり たるに て さとれり 三 段た る は此三 柱此ニ 柱此ニ 柱と きりてく どく 隱身 也と かける にて 

しりぬされ はた 、此 一 部 は 此七神 三 段に つ 、まれる 事に て あと はの こらす 実 事 を もって 此 法に 引合 

せた るに てい は、 こ、 の 注解な りされ は 七 神 三 段 を 第 一 とし 宇 比智还 神より いさな きの 命の 多賀に 

おはす とい ふまて を 第一 一とし 日 神す さの をの 命の 事 八 雲の 段 まて を 第三と し 大穴 牟遲 神の 段 を 第 四 

とし 迩々 藝命 天降より を はり まて を 第五と す 第五 は 七 神 三 段 成就のう へ の 事 をと き 卽七神 三 段の 物- 

古事記 七 神 三 段  三 〇 三 


古事記 七 神 三 段  三 〇 四 

論な り 第一 一 第三 第 四 は 卽七神 三 段の 第 一 第一 一 第三 を こまかに ときたる ものな り此 みやう 予か はから 

すお も ひえられ たる 事 也 
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古事記 七 神 一 1: 段  三 〇 六 

天地 初 發之時 

天地と い ふ 事 まことの 天地な りと 古 來見來 れるは 言霊の 道 を しら さる 故 也 もとより 天地 ひらく る 

とい ふ 事 そのむ かし 渾沌したり しか ひ^けて 天と なり 地と なりし と 神代 卷な とに は あら はに 

へ れは それ をた のみて たれ もく 信し をる 事& これの みならす す へ て 天子 は 天神の 御 孫に して 天 

より 降り まし 、なと す へ て 奇怪の 事と もなる を 古 來の神 學者は それに て？ ま の S; をつ けて 

しひて あらぬ 事に 說 なした る を宣畏 みあ さみて それ をから 心 也と してお のれ かいふ 事 はた 、 か > 

る 事 也との みおも へと いへ れ とそれ も猶 老子の 見に 落 入られたり ことに 世に いと も/ (^-K 朴 iiS ネ 

なる 人 はかれ か 說を信 すれと も 成 元 かこと き 狐疑 ふかき もの は 信す る 事 あた はす かく  5^ せ さる も 

の はからし とてす て 物にせら るれ としから はから 國の 事の み 行 はる 、禁中 を も 松 物にせん やその 

ilH せ さるもの も 信して こそ まことの 道と はいふ へ けれ 今 わかみ えたる 所 は 世に すたる 入な きなり 

これ こそ 神の 心に は あらめ とお も ほ ゆる 也 日 神の のり 直し 給 ふ を m、0 へ はいかて かお 4- かこと き 

ひか心は神にはましまさんこれ5^:その源を£？ へ は 言霊の 造 を 4=S へられ さりし よりの せんかた なし 

の說 にき はまれり た ， これ を帝紀 とのみ みられけ るよりの 事 なれと さならぬ 事 は 神武. 以後 を 人 


皇と 申す も此 一 冊 は帝紀 ならぬ 證な るう へ に宣長 かいふ ことく 此神害 は 帝のう へ の 御 事な れは庶 

人の か、 はりに あらす とい はるれ ともさ ならぬ 證 明らかなる はかの 桃 実 三箇の 所に へ あしはらの 

な、 力 っ國 にあら ゆるう つ くしき あ を 人く さの くるしき せに 落て うら ふれん ときに 2  > すく/ しとの 

り 給へ る は 帝の みならす われら まても まな ひ 奉れとの 御う つくしみ なり われ をた すけし かこと、 

さ へ あれ は 御み つからの くるし さ を もて 天下の 人の 苦 を あはれ ませ 給 ひし 事 そかし 宣長 かこと く 

はい さなき の 命の 御 心 を ももと き 奉る にあた る へ しかし こむ へ し/^ 

こ 、に 天地と いふ はまことの あめつちに あらす かたはら をい ふなり いかにと なれ は初發 とい ふ は 

もと， S 沌を たて、 いふに て此 二字に 渾沌 明らか なれ は 神代 紀には 渾沌 をい へと も此 記 に はい はれ 

さりし なり 渾沌と いふ 事い かて かま ことの 天地な らん 天の 氣 くたり 地の 氣の ほりて 中間に して ひ 

とつに うちあ ひて 一 物と なるこれ を 天地の 渾沌と 云 也 その物 何 そや 萬 物 也 萬 物のう ちに も 人 は そ 

の 長 たれ はむ ねと は 人 をい ふ 也 人 一 人の 身 生る 、時には その 渾沌の さま 明らかなら ねと 死す る 

に 明らかなる は その 魂 は 去りて 空に 歸し身 は 地に 入て 土と なる 此 ふたつ かより あ ひて 一 人の 人と 

はなれる 也 これ たれ か はの かる へ からん 天子より 乞兒 にい たるまて た /- 此 沌 たる を やされ とも 

死す る 時 はしかり 活て あるう ちに も そのし るし あるかと 或 人と ひしに 問て 曰.^ たる 寺 はしりいた 
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古事記 七 神 三 段  ^6/ 

し寢 たる 時 は その 證 ありい かにと なれ は 身 は寢 たる 故に 人の 物い ふ も 聞え さるから は 一 化した る も 

同 1 也-;^ したる も 同前なら はまこと にしぬ へきに g 活 たる は 呼吸の かよ ふ 故 也 その 寢 仁る 何物 そ 

やその 活 きたる 何物 そや これ 天氣 降り 地叛の ほり. ふたつの 氣 のより あ ひたる 證 にして 又 その ふた 

つ ひとつに はなり なから 実は 別物 はなれ 物なる 證 なる を やその 呼吸な に 物 そや 卽^  一  の ふたつ 

のむ す ひの 神 也 その 間にて 命と いふ もの ある これ 天 之 御中 主神な り此 高天原の 神の，  せ屮 にかよ ひ 

ゆ ふ 故に 死物た る へ き 身の いきて は ある 事 そかし され はこれ かくの ことく 別物 なれと もより あ ひ 

たる もの M> れま おのっから 渾沌して とにかくに 一 物の ことく なりやすき なりたと へ は佛 の^. や- K 

の 造な となに  >  よらす よき 事 をす る は 天の 種 姓の 心の 方の するな りし かるに それに， 化 も W はられ 

て あ る ひ は 弗と も 羅漢と も 賢者と も！ S 子と も稱 する い つ れも德 谷 也と n に は い ひ な 力ら しらす 

くお のか 身 をお のれと その 心の 位の 所に おく もの 也 また 嗜. -J^ 色 一^ 变を なしな とす へ てあしき 

ことに ふける もの は 低き 方 なれ は 地の 種 姓に して.^ の 方の する 也 さる 者 は 心 を も それに W はられ 

て 高 天 1^ の祌々 を も つ ひに は 奴の ことくし なす もの 也 かくの ことく 一  きの 方に. 化沌 し忉？ みに. が 

^する は 心と 身との たか ひに 引 はらる 、也此 故に IS に は 五倫と い ふ もの をた つ る は： 火 地 _ 冰沌 した 

る 人 一 人 を は 君と たて 臣 とたつ る 也 人 一 人 を！ S 又は K とたつ る 事 卽乂. 渾沌 也い かにと いふに • 尺 は 


尊く 也よ 卑しき もの、 ふたつ あるに とも ぼと も定 むる はいと もく 理 なき 事 也 その 君のう ちに 

臣 たる 也 あり その 臣 のうちに たる 天 あり 此 故に 儒道た、 あらそ ひの はしと なる 事 多き 也 天地 を 

ひらく とい ふ はたと ひ 天子たり とも 御身 は 地な りと したと ひ乞兒 たりと も 心 は 天な りと する を 云 

也： y 欢 にわか 神道 五倫 を たてさる ことわり 哉 人 一 人に 天地 あれ は 也され は此 ことく 天地 を ひらけ 

よ e フゥ、 ：3 は 君 こて 身 は-: d 也 Hi の 身は臣 にて 心 は 君な り 表に て はおの かさち くにて^ とも ほと も 

天より ことよさ、 れ たる 事な からい つれ を 君い つれ を臣 とかせん こ、 において 萬 代 不易に して 天 

也 曰 月と ひとしく 久しき 五倫 しらすく たちゆく 事な り 今圖を もって これ を しらす 

； 1： 道 初 門  C I k 1 V 君 父 夫 兄 長 

天地開闢 

之圆  f;:;?rlsr^ 臣子婦 弟 幼 


<义 1 

r 

後 文に も此 た、 よへ る (i  、をつ くり 固めな せと あるか ことく わか 神道の むねと する 所 かたきに ある 

也 固し とい ふ 事 儒の いふか ことく 義を 守り 節 をう しな はぬな とい ふか ことき ことに あらす わすれ 

ん とすれ とも わ すられぬ これ を 堅し とはい ふなり 此發 天地と いふ 事 神道の 初 門に してし かもいつ 

づ： 〇 九 
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くまても これ か 則と なる 事に て 此七神 三段發 天地 を はしめ にかけ る は 惣^の ひ^ 隱 * は發尺 也よ 

り 出 來る事 なく 雲 地 は ltf> 此 故に I 塞に 置て むすへ る也發 天地 の その 

いさをし f 以ての ふへから S 身に 行 ひて 思 ひしる へしき は 十 f は 人々 具したり と、 へま 

gp^s. をず 事 S にき I すと いふへ i はもと より 阈城言 挈を t ちて あるへ 5 

づの もの なれ はい 4 て かそれ にて 天神の わかれな t ん すへ て？ 時 は 安し？ 

己に 身 を 脩め まくの わさに 過され はもと， f;i のきなる 事し るし 此下 文に 3 とい は…， 

る稚の 一字 中の 人な り 攀は榮 8S は S なと すへ て S いとよく 似 ま 所 あれ. ^ゆお 名 

？， は 天 S 也と いひし そばけ を あら はされ ス S のかき おのか 物と S れし ノぁ 

の もお のか 物と f より 拾 It わ I はわお は 人の やっこと たつる なれ はいかて かわか、 い 

に そ ひたりと て妨 ならん 此 故に 修， せな との 事た えてな き 也 


於 髙天原 成 神 名 天 之 御中 主神 次 高 御 產巢日 神 次 神 產巢日 神 

高 天 1^ とい ふ 名い にしへ よりた、 天の こと 、いへ ともた、 天と はかりに て は 事たら ぬ 也い かにと 

、 ふに 4^  二 はしらの 產巢 日神此 地上の 天に のみお はします とはい はれね は 此髙天 原と さした る は 

地ヒの 天地 F の 天す / て 地 を はなれて 地の めくり を はす へ ていふ 名な りさて これ は 上文に 天地 ひ 

ら けし 時と あれ はこの 一 段 は その 天の 方 はかり をい ふなり されと も その 天の 方 をい ふ はむ 力 ふに 

地 をお 手に し 置て いふなり と 心う へ しこれ は 下の 地 をい ふも义 同し く 天 を 相手に たてお きてい ふ 

事 同し これ を 一 人の 人の 身 を 除きた る 心の 方 はかりな りと みる へしい かにと いふに 渾沌と たつる 

事元來 一 人の 人 をい ふなれ はこ ，も 一 人の 人の 心なり とはい ふなり ことに この 天 を は 我に とらす 

してむ かふに たて 、みる 時 は此次 云々 次 云々 と ある 三柱の神の 次序 も 心え かたくなる 也 下 文 日 神 

in 屋 二 こもらし 、時 髙天原 皆 閤ぁも はらの 中つ 國 こと/ \- くらしと もい ひいく 所も此 ふたつ を乂 

らへ てい /りされ は あしはらの 中つ 國とは 人身の 內を さしてい ふ 名に て そのむ かふ はの こらす 高 

なり さ は 高天原 はわ か 身に はは なれたる ものに てし かもつき たる 所な りょくく 実 事に 試 

みて $11 す へ し S とい ふ はふと 生し 給 ひしゃう なれと さに あらす もとよりお はします 也し 力れ とも 

古事記 七 神 三 段  三 一 一 


古事記 七 神 三 段  三 ニー 

、れ沌 L たる 時 は 心に も ありと はしらね はありても なきに ひとしき.^ 天 池 を ひらけよ て も，， -.^ の 

おはします 事 しらる 、を は 成と は 書な したる もの 也 これひらけ はおよ しまし； g す，， よ" くしん： 

によりて ひらかん 事 をす /- め また ひらく 妙 用 を さとさん 爲 にかく はいふ 也 元來； ^..y いさな きり： W 

の 黄泉の 段 まて は 世に しる 人な かりし か は 此三神 もお はし まさぬ も 同前な りしに いさな きの 》 天 

地 を ひらかせ 給 ひしに よりて はしめ てあら はれさせ 給 ひし か 故に 成 神と はいふ，； £|  、"さなき の坤の 

御 時の 事な から 今 も S; 沌 したる 人 は 此三神 あら はれ 給 はされ は 今 世 にても ひらかん 人 ひらか？ る 

人此三 神の なり ましな り まさ る 別 は 眼前なる を や 天 之 御中 主神と 申す 神 あらゆる 神た ちのお 

一 番 にたて：：，^ ふ 事 かなら す ことわりなくて 叶 はぬ 事な りしから は 末々 にも 此： 1: の 妙 用 はさま/^ 

力 > るへ きに ひと 所 もな くむす ひの 二 神 は 妙 用 を かける これ 又うた かふ へき 事と も也此 i 卷の を 

はりに 豊玉 姫の 命 うらみな から 戀 しき 心しの ひかたくて 御 妹 玉 依 姫に つけて 哥 たてまつり 給 \ り 

とい ふ 事卽此 神に 應 する 事と おほしき 事 也 
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古事記 燈 第一 

審神舍 藤 原 御杖 述 

天地 初 發之時 

天地 初 發とは 渾沌の ひらけ はしむ る をい ふなり され はこの 初發の 言靈を あきらめ むに はまつ、 軍沌 

の 所以 を わき まふ へ しし かるに 祌代卷 に は へ 古 天地 未 割 陰陽 不分 渾沌 如 雞子潔 滓 而含牙 云々 と？ al 

沌の さま を まつ いひ 出て さて E1 闘の かたち を はと かれた るに 此記 はかくう ちつけ に 天地 初發 をい 

ひ 出られた る は 事たら はぬ かこと く なれと もと 初發 はこの 御 敎の內 なり 渾沌 は此御 をし へ の 外な 

れょ』 泚御 をし 內 灰"； - いは J も ひ 渾沌 は 質に て 初 發は文 なれ はなり 人お ほよ そ 渾沌なら さる はな けれ は -,, 

{ 誰も/ \ 此祸 をし へ を學 ひて 天地 を ひらく へき かゆ ゑに その 心 をえ て內 外と はいふな りと しる へし こ の 七 # 三&: 

世 t 代 も はら 此御 をし へ の 要 をし めさむ とて かく  g: 沌を はい ひ 出られ さりけ るなる へ しさる は 4,3 

記に は 渾沌 を はたえて いはす やとい ふに しからす 淤能共 A 呂.： ^よりす ゑの 件々 學 者の 心 を 初 發に落 

も 事記燈 111'  三 一 H.^ 


古 事 記 燈 神 典  三 一 六 

着せし めむ かために S: 沌の ひらく へ き 所以 を ときたまへ る 事い とつ ばらな りな ほ 下の にい ふ 

を见匸ぉも：.^し5  / し j< かた 神 典^ 御 をし へ の 要は 七 神 三 段 神 世 七 代に ときつ.；^ めた まへ り 以下の 新 件 は^く」 神- 沖 

. レン- ,n こ ： 世 七 代の a:! 趣を釋 した ま へ る ものな りし かれ ともよに 古書 を 注釈す るた くひに は あ.：，， 


一 あらす， 

(筑ン 

ij;. 波 i;::^ 古 命 k そ も， 竺 紫に おこりた まひし よ" 饒：^ 一 E 命 を まつろ へ たま ひ はしめ て 天下 をと りすべ させた まひし まで まの あ 

v り^ 肩のう へ にあ やまちた まひ あらためた まひし 始終 を は 次序し おかせた まひし ものに てこの 次序 人々 の やむ こと を 得さる お 

ら，" な^ 淳.^ 學者 おゆく，^ のか 目前の 事に 思 ひあたりて 天地 初發に 落着せ よとの 御 心に てこの 諸 件 はとき お かれつる なる へ 

け その 御、.^ をえ て 力く 注釋 なりと はいふな りけ りかし こき かも かの 帝 御み つから あやまちた まひし 亊 ともをお は ひた ま は 

^^M^H^^^^^^^,^^.^ しかの みならす * 發の 二字に おのっから、 を？ 0 したる 心 は 1； 

らいなる つ if 本 居 宣畏の あけ つら はれた るか ことく 此 記の 神代 卷に まされる 事 これひとつ にても おも ふ へしされ と 神代 卷も 

/  /  ^ 『した ふるに 拾へ きものに は あらす 舍人 皇子 諸家の 傳を 大成した まへ る なれ はこれ を かれに てらし かれ を これに 

ズ」 らして 敎 m の、；^ え^る、 所い と 多 かり 神代 卷には 國之常 立 神 を 第一位に おきた ま -).HtHH),p . ： ン、 」 

へ る もまた 理ふ 力き 事なる こと はな ほこの 三 段の 下段に の. ふる を 見て おも ふ へ. し もとこ v::?.::. ^ び；^. ひ- 3 L にしんよ 

り まことの 天地のう へ にあり し 事な りと 心え て 諸家み な 一 同の 說 なれと もこの 年 比 つら.^ おも 

ふに これ さらに 天地のう へ にあり しむ かしかた りに は あらす とそお ほ ゆるけ にこの 神 ふみ 神 

伊波 禮 古 命 まてに つ 、けても ろくの 神た ち を は御祖 としてし るされ たれ は. K 錄 とみけ む もこ 

とわり なる 事な からこの 天 も 地 もい かに 見い かにお も へ とまろ かれて ありし が ひらけた る 物と は 

更にお も ほえぬ は大 かた 天 は 無形 地 は 有形なる に 有形の 物 どち こそ あれ は れ 2 

も ふへ リ いか やうに まろ かれて はあり けんいと お ほつ かなき 事な り 古 來神學 者 流の なかに 近 比 本 

liiini おとい ふ 人 はこと に 神 ふみを は. K 錄 とかたく うけられ たる 人 なれと も此. #發 ^こと はいと. い 


もとぷくゃぉもはれけん萬葉俾l^^の哥にへぁめっちのはしめのときゅとょめるを據としてこのへデ 

地 初發之 寺の 六 字 を は へ あめつちの はしめ のとき と訓 せられき これけ にさる 事と はみ ゆれと もと 

歌 はも じの 數も 定まれる 物 なれ は へ 天地 はしめ て ひらけし とき ゆと はよ むまし けれ はしかよ める 

なりされ は それにより てこれ を 訓せは 末 を 本に しふと いふへ く哥と 文との 別な かるへ しし かの み 

ぶら す， 4£ 卷には へ 開 開と いふ もじ を さへ か、 れ たれ は 發の字 はかなら す へ ひらく とよむ へき 事 

；ら かなり 此 故にた とひ あやしく とも へ初發 とい ふ 本文に 私せす して こそと くへ けれと て あまた 

年ぉもひゎたりっるにぉほょそゎか大御國言は神1^^紀に へ 倒語 之 用始起 乎兹と ある をお やとして 

,  ク 1， - おも ふす ち をた てお きて さてお 

すへ ておの か いはむ とお も ふす ち を は靈と しづめ あ も はぬ すち を 言と.^." もはぬすちをぃふかゅ^„?-に倒語 

とはい ふこのお もよ ぬすち と は fi 爲を いふた くひと はこと なり 大 かた 我より はしむ る 言 はし 力.^ 力 

り よ ありても きく 人の、 い に は 人る ましき わさ なれ はお ほく は 言 無益と なる 物な り U いへ は 河に ゆか 

、 ひ JH- こ けと い へ は 山に ゆかむ とい ふか ことし これ 人心の ねち けた.？ にポ f ら t もと 再， の ll!!^:tM され はた ま 

附 ss^^ い 卿 S 東れ い §55 き勵 よりく だるに あやかりて 人我の 間の 情お のつ tt る さ 力と はなるな 

く 承諾す る もな ほ もとよりし ひわ さなる かゆ ゑに 赏に 承諾せ るに は あらす こ、 を もて 槪す るに 

フ^より 、 ふ 言 はすへ て 人の 中心に は 徹せざる ものと おも ひ定 むへ きなりし かる 時 はなに 事に も 

.^.t わか 听思を は 人の 中心に 徹せし めむ こと は道斷 たる ことかと いふに しからす 人 その 心 をお こ 

三 1 七 
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して わか 所思に かな へ 来らん を 道と はす へ けれ は 神 倭 伊波 禮毗： C 命 はしめ て 倒語の 妙 川 を さと 

りた まひ その 御 時より おしなへ て わか 大 御國 人の 風俗と はなり ぬるな りけ りこの き i.3 もろ 

こし 人の 諷 * なと いふ ことの ことく なれと 諷喩 は 直言に こそ まさり たれし ひてい ひ 促せる やうな 

る 所 はかへ りて 直言より もき、 心よ からぬ もの なれ は 人に きかれむ の 心 を ひた ふるに おも ひ はな 

れて かってお も はぬ す も を 言と はすへ きなり それ をき かむ 人 その 倒語に みちひ かれて かなたより 

おも ひお こして わか S 獲の うちにお ちくる これ を はへ 言霊の さき はふと もへ 言靈 のた すくる ともお 

葉 = ^中に よまれたり は ょン ま^^; 2?:-^ 体认 麿な りさき はふと よまれた る は 山上 、ふりこ |っ ノ  ： 

やの 事く ，2 しく は大 旨， 鎏辦 のうちに の へ おけり そこ を あはせ て」"^ バ 、 」ォ：^ 一一：；：： は い ふ も： 豇 

なり 諷喩 とてもな ほおの か 力 もて 人 を 許諾せ しむる なれ はもと より 靈 とも 名つ くへから ぬかう へ 

にさき はふと もた すくと もい かて かいふへ きた、 かの いはま ほしき すち はふつ にお も ひ れ： 

るか 倒語のう ちに しづ もれる これ を は 靈とは 名つ けし か 人力 を はなれた るが おのつ か..， 人の 中心 

に徳 する これ を そ さき はふと もた すくと もい はれた 這も寸 やぼち てれな りかの 神武 紀に へ以飆 ず-例； ぬ iwirl 

t  ぉ氣 といへ る を あ も ふへ し； t へ は 葉 集に へ. な 

g ものへ うへ をよ むにて かへ り てきく 人の こ、  ？：： ： 

の 、もに 合するな りこの 妙 用く はしく はの べつく しか い 力の 萬 葉 集の 哥た 、 へ言靈 のさき はふた すくる との > 

はよ までへ 言靈 のさき はふ 國 へこと たまの たすくる 國と國 風の よしをよ まれた る にても おも ふに い 


みつ 世の、 はふみ を かくに も哥 をよ むに もす へ て わか 所思 を 直言す る こと はな かりし 事 あきらか 

；.. ま 此钟典 ももと より 倒語な りと はしられ 仁り され はお ほかた 世人の ために 垂れた まふ 御敎な 

れょ 直言 もてし めした まへ りと も 論な き 事の ことく なれと 學 者の 中心に 徹せむ をは耍 とし 給 ふか 

ゆ ゑに 御 敎を靈 とし 帝紀を 言と はし 給へ るな り此 故に これ を は 帝紀 とのみ みる はた、 言 をし 

ノ，  、  、、  ノ哥 なと も 花 をよ めれ は 花の 哥と 心え 月 をよ めれ は 月の 哥と 心うる ベせ 世.^ ゆ れ^ 一 こめ 天 之 

りて を しらすと い ふへ し き 中 主神より はしめ 奉りて 帝の 御お や 神な りと おも はぬ 人な し 力く 御..^ や 神と して 力 、わ 

たる、レまこの砷典中の諸神ま卽夭地神滅)にぉはしますがその神たちの御靈をぅけぉこなひましてはし^て 

マ Ilt^t5:nsiwsssi5^ おれと まき あたけ あら はなる 所 をお きて かくれた る 所 を 探る をから 、もとて いやしむ 

人 も あめ le とこれ いら 、じこ あらさる 事 はすな はち この 神 ふみに へ 天 照 大御神 へ 月讀命 をし も 一一、 一貴 子-にか^  { ^た し は S 哪 M まメ 

i^wls はり 1§S 神^ 抝 5」 つかさ ふその かく  S たると あら はなる ふたつ を 尊 ひた まへ るに て その あら はなる も 貴 けれと 

かくれた る はまして た ふとき よし 天 石屋 戶之 件に へ益^八5.,貴神44;.^^^^はは件^/ぁま丄ま3^?「"〈$ゅま；^5玉ノ され 

§君5 よそ ひした ふとく ありけ りと も あるに てし りぬ 神代 卷に はや かて^ 顯の字 ある を やく はしく U 末に レふ をみ るん 

よこの， 典の 窨法 いと もく あやしき こと、 も をのみ の へ られ たる は 倒語なる 事 を しらせむ 力た 

めな りい は ゆる 蔸和 迩鼠维 なとの ものい ひ 天に 川 あり 井 あるた くひ かう やうの 事 力 そ へ も あ へ ぬ 

これ 也 これら をみ む 人お のっから あやしみ をお こすより さは 帝 紀には あらさめ りと おも ひいた 

る へ しとの 御 心の まへ そかし お ほかた 人 をして まな はしむ るに はこれ いと る わさの ことく 

なれと た、 帝紀 とのみ 13- すくして あやしみな からさて あらん 人 はし ひて をし へ て もしる しな 力ら 

む、 と 同日の 論なる かゆ ゑに 敎 なること を ふ つに おも ひす てられて 帝紀を 言と はした まひし もの 
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なりこれ によりて この 天地 S: 發 のこと を考 ふるに まことの 天地のう へ をの へられた るに あらさる 

事し るし 此 天地 もと 渾沌したり しこと もな けれ はまして ひらけたり しこ ともなく た、 今 目の"， M こ 

みるに 同し く 天 は 上に 位し 地 は 下に 位して いつを はしめ いつを 末と いふ 事 もな き 物なる をし か，， 

"し 力て 力 力く、 #發 をし もときた まひ けんとた つ ぬるに 人 ありて あるひ は 2S:. 屯した る 尺 也と な レ 

或は りら けたる 天地と なす かゆ ゑな りさる はまろ かれたり とする 人 ある ゆ はやいて 一又 也つ it  ノハ 

れ たるな り 又 ひらく 人 ある 時 はや かて 天地の ひらけた るに て此 まことの 天地め にみ る 折に こそ.^ 

發は なけれ 人の 意 を もてす る 時は渾 しも ひらき もす る なれ はまことの 天地に. #發 ありし か 如く 

なされた る もこと， C りなる 事な り 曙^ はめに みるう へ にはなくて 意のう へ に はありと みる 時. H これ こか；？." すす 

-  ；  I； へて 神 典 中の あやしき 事と も ひとつ も あやしき 事な くな； i ぬ 7;^ を 付： ^3; に 倒： ぬ 

.^ん，^ てう つ. T- へ にな 力ら むこと をい ふ へ きに も あらね ま 額 一  >  あわ、 ンさ ft;.?,^^  一  -  5 

やしから ぬ ものな り 神 典の みるへ き やう ほ J た ひの^ ロ稱 お" グく u^2Mf は.^ かくい ふ 故 をい かにと いふに 人 

お ほよ そう まる、 時 は 母胎の うちにして 心身 そな はるか 故に そのより て來る 所を兑 しるが あた は 

ねと も 死す る 時 は 魂 は 天に 歸り魄 は 地に 歸る事 まのあたり なれ は 無形なる 心 はもと 天より 來り^ 

形なる 身 はもと 地より 來れる 事 あきらか なりし かれは 人の 心身 は 天地の 化成なる 事 K なき 事なら 

す やし かるに その 心身の 祖 たる 天地 は 上下に 位し その 間い と はるかに うち ひらけて 天の チ. 地：. M 比 

する 事な く 地の 性 天に； f まゆる 事な きものな るに 人の 心身と なり 來 りて は， せ 内に ひもる ょ卽 天をリ 


とし 地 を 外と せる にて その 天地の あは ひひら けす 天地 ふたつな から わが 有と なる こ れ にあ やか 

りて 人と い ふ 人 悉く その m や 惟 天地の 一 一 性 を 混した る これ やかて まことの 天地 を は 渾沌せ る ものと 

するな り 萬 葉 集中に 柹 本人 麻 呂 へ あめつち のよ，^ あ ひのき はみ とよ まれた るは卽 世に ありと ある 

人の かき-と よまれた る 心なる を もても 今述 ふる 所を徵 ししる へ し ぼマ|;|5§51は^^は|^1::似は 

しから はいかて よりあ ひとはよ まる へ きこの 詞 にか きらす 人 麻 呂の哥 に は いと も. くし ひなる 詞の多 かる はみ なかく 倒語に か 

しこ かり けれ は なる へ し大 かた 人 麿 赤 人 をし も哥の ひしり とた、 ふるはた 、後世 哥合 にて 勝た る哥 または 髓腦 ともに 秀逸な とい 

/ る の 多 か，.^ しゅ ゑに は あらしと お ほ ゆる は その 世の 人々 この 二人の 哥 にも おとる ましき も少 からぬな りこの 二人 今の よまて 

もた、， あがめに あかむ る ももと わか 大御國 ふりに 達せられし 人な り けれ はなる へ しこれ はこ、 に 用な き 事 なれと む 力し は 今の よ 

のこと くわ ざに たくみなる を はた ふとし と はせ すた、 此御敎 にかし こき をし もた ン とも-^々 .：2 り 「ノ、 いも"」 也 

ふと ひけん よしをし めしても はらこの 御 をし へ を まな はむ 人の まと ひ をと くな り 力 f  ノノ  び 力ん" t 一  ヲ划を 

まろ かする に は あらす まろ かれた る ものに うまれ 得た るに ひかれて われ しらす Si 沌 する なれ は 人 

において やむ こと をえぬ ことなる をい かて かかく 初發 をし も をし へ 給 ふそと いふに 心身の 本然に 

ちらさ 5  >  e-^M-b まへ にい へ るか ことく 心身の 祖 たる 天地 もと 渾沌す る ものに あらされと 二  ^軍. vti:5^>i い で 

^ら さる 力 ゆ ゑな りね は人告 その 渾沌の 域 を 出て 本然に 歸せ よとの 御敎 なる そかし さ 4« とこび 、：^ こ ユカて 

は ある ましき 所謂 をつ まひら かにせ され は 心身 を 本然に 歸す 事い と/^ 難き わさ なれ はく はしき 

かう へ にもく はしく すへ きま 此軍發 のけち めな り その V 」 とわり. 廣大 にして 今 さとし つくす へく も 

あらね とまつ その 大要 をい は、 れァは 揭認 お 請 お， は理ぉ ほかた 人の 心身 心 は 無形 身 は 有形 

にして この ふたつに 屬 せる 二念お のっから 理 欲の 二念と なれり irlp:^^ 铺 §1^,15 跡ぽ Iggi;^ は騎 
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する ものな り 人み な 身 あるか ゆ ゑに 欲 は ある そかし 老 狐い へ る 事 あり 狐 千年 を經れ は身滅 す身滅 せされ は 不測の 妙 用 をな す^ は 

あた はすと なん さらて も 狐 は變化 自在 にて 人の ねか ひ を も かな ふる 妙 用 を もち たれと も身滅 せ さる ほと はとに かくに あ ひ- か 所， # 

ば Isili^ お Kli. ほ たと へ は 人の 道理 を 說くを 聞く 時け にし かりと はお もへ とも まさにお 

こな はむ とする 時 は その 道理に した かひ かたき か. 如き これな りこれ 心 はした か へ とも，：^ はした か 

はぬ にて 此ー 一き すな はち 心身に 屬 せる しるしな りされ は 世人お のっから よきと あしきとの 一 ー糨ぁ 

る も 斑 念の かたに 片 よると 欲念の かたに 片 よるとの けちめ にて よき 人に 欲念な きに も あらす あし 

き 人に 理念な きに も あらす 天地 化して 心身と なり 心身より 通 欲の 一 一念 生し 欲の 一 I 念 善惡の 一 Is- 

'h  、 )  >に- しくき、 -  )  、二 フク- 3?、 ト - V.,  J  <  )  3  ^, 理欲 #惡 の 字 を 用 ふる は 身内と 身 外との けちめ を 

となりい つ る なれ は 誰 力 はこの ふたつ を せ さる メ あらむ お B さ 仏 か爲 なりみむ 人 まと はしかる へ けれと 内 

外の 別を輕 しむ へ . ^ら さる 事なる かゆ ゑに かく 名 を わかてる 也され は 理 欲に は 二念と いひ 善 惡には 二 事と いふ これ 念の 字^の 字 

におの つか ご-身 內身外 をし め さむと て 也此下 にいたり て 欲念 を 身内 の、 とせよ とい ふ なと もし あやまりて 內外 を；^ せ はいと いた 

く 人事 を あやまつ へき かこと く かへ すく か マ 9 しむ まし、 內 外の W ちめ お ま，；^ た 14^ ありて 池なくて ありぬ へ やら 

なれ は 此理欲 善 惡の字 を 用 ひたる 所々 はよ く 心 をつ けて 敎旨 を， （るへ し カナ ヲ>ビ - マ纱 ^  ^ 

す 地 ありて 天なくて ありぬ へ からさる にあ やかり て 男女 貴賤 水火 剛柔の 額 片. ：.^ を かきて はありぬ 

へ からさる かこと く 人の 理 欲の 一 一念 また やむ こと をえ さる 所なる 也し かれと も 欲念 は 5^ しく  念 

は 尊き 事お のつ から 天地の 尊卑 を傳 へ たる 物に てこれ また やむ こと をえぬ 事なる か 故に^ si- なる 

人 を は 賢者と た ふとみ 惡 事の 人 を は 不肖 者と いやしむ しかれと もた 、 かく 心え たるに て やみぬ へ 

からぬ は その 善惡の ふたつい と 精し からぬ 所 あるな り I みき 觸^ ま 於 1"":^ ぼ その S し.， 


滅 


らす とい ふ 所以 は大 かたよき がよく あしきが あしき 事は國 とい ふ國 のく ま/ \ まても たかはぬ の 

りなれ ともと 人 は 理念の 主たる 心 を內實 とし 欲念の 主たる 身 を 外 体と したれ はに やなし となし ふ 

る まひと ふるま ふ事每 にあしき わさな りと おも ひて なし ふるま ひい つ る 事 はたえて なきもの にて 

悉く 身內 にして 理を ふみて 後な しも ふるま ひもし い つるな りし かす へ て理を 踏て なし ふるま ふな 

らは よき あしきの 一 一種はなくて ひとしへ に 善事の みなる へ きこと わり なれと その 事から によりて 

物 を 貪る と 名 をむ さほる との ふたす ち あり その物 をむ さほる を 惡事名 をむ さほる を 善事と する か 

ゆ ゑに おのっから 善 惡のニ 事と はわく めれ ともと かの 理念の 主たる 心 も 欲念の 主たる 身 を s-js とし 

たる か 故に 水の 方圓 にした かふ かこと くお も はす 欲念に ひかれた る 理念と なる を その 理念 を ふみ 

てな しも ふるま ひもす るか 故に 事々 おのっから わか 私に 落着す るな-お 4§ ほ お： 

のつ いら 獸、 ひとなる か 如し もと 理は虚 なる 物 なれ はよ すれ はいか さまに も 寄り まぐれ はいか さまに もま げらる、 物 也 これに い 

よりて その 里 は なから よせ もまげ もしたら むに たれ も/ \心 のっか さる か 故にし か善惡 にく はしから ぬに は ある 也け り i 

くお のれく はた、 理 ある 行なり と 思 ふが 悉く 私に おつる 事た とへ は 人の子の 父 慈なら さる かゆ 

ゑに われ 父に し たかはぬ なりと 心え て 事 をな せば おのっから 不孝と なり 又 子 は 父に は 孝 を盡す へ 

き 事な りと 心え て 事 をな せば もし 兄に も あれ 第に も あれ はらからの あらむ に それらの 不孝と なる 

を もお も はぬ よりおの つからよ きわ さに してお のか 私と なる かこと しされ は善惡 のけち め をい は 
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す槪 する に 人事の かきり た ， おのか a に 落着す る ものなる か 故に 善惡ー 一事の 人と もに その 終妖を 

まぬかれす これ を は 神 典に へ 一 S 妖悉發 と はとき しめした ま へ りされ とさす かに 善事なる と ：=n:-5:si- な 

ると は その 妖 のいた るに 遲速は 必ぁ b その 遲速 あるの みそ 善惡 のけち めな る をい か て か. ん l^-,:: 

步を 尊卑と いふ へ きされ はおの れは理 ある 行なり と 心え たる も 欲に 落 翁す る を もて 推す き は大 ，フ 

た 欲 かとい へ は理 あり 理 あるかと い へ は 欲に して 理欲 たか ひに ffi したる これ を， が 沌とは 名つ け 給 

/る、 ふりま にい ひし か 如く 理 欲の 二  < ふその 本源 は 1K 地 なれ は 匸、 こ 、ヽ IP-ipH ン J ピ 、ち、 f  Jf^.. 

, /  / 理欲 のまろ かれた る はすな はち 天地 3, 渾沌なる を や さて すく、.：？ を. ril し 力 を ふるり てな 1:^ の お 

は妖 にあた るへ きわ さなる 事 を 明らめ さる 時は勞 して 功な きのみに あらす はて，/ (^妖 にあた る へ 

き S を くな りこれ 渾沌の 必 ひらく へ き所謂なるそかし此故にこの始末をょくぁきらめてょに^§ 

とい ひ^とと な ふる 一 一事い つれ を もな すへ きわ さに あらす とひた ふるに おも ひなり ねとて へ#ぉ 

H.^ 龍 ほお 官 またへ 配 解 Kisf まとも をし へお かせた まへ ^i^^l^^^M-^ 

わたる.^ もな きはい かに 心 えられて 見す ぐされ けんいと お ほつ かなき 事な り. K 匕 A? え、/) ヽ： リ ゥ t  >  、 、 

力た 惡 解除 こそ あれ 善 解除と いふ 事の いと あや」 きこれ 此御敎 gs:;" ゲ?" 門^" かけ 此善 t るふ たつを はら ス とい 

ふ 事い 力に すへ きわ さそと た つ ぬ るに この 神 典 千 座 置 P 之 件に へ 手足 .h, 拔 とい ^^：；^；ぁり：^..^ 

,f  , 、 ゝ_ ；ァノ カメ ヲ』 コ；^  ラヒモ ノト -ン アシノ ッメ ヲ ァシ キラ ヒ モ ノ  ！ ス 

卷には へ 以手爪 爲吉爪棄物以足爪爲凶爪棄物とみゅ神典中すへて}:f足をぃふは卽ぉ<::^.^:^ 

簧^^さレー ノこ 匸手は 上に ありて 動き 足 は 下に ありて 動，、 これ 待惡リ わさお のっから 尊 ， .— 

導 ひぶし としに て ，  ァシ ナヅチ テナ ツチ  f  P  勿 ど ら .rc\  、ふ ，0、 -少 ，ヒ ソ 

卑 あれ はなり 遠 W: 智之 件に 足 名椎手 名椎と ある 手足 も卽 この、： b なり 寻び y を.？ ぇーレ i 


を ふみ ありく 事 も はら 爪 をた のみと する なれ はかの 心中に ふみて 憑む 所の 理をは 爪と たと へその 

憑む 所の 理 より 外 行お のっから 善と も惡 ともなり いつ るか 故に 手足 爪と はたと へ 給へ るな り もし 

手の 爪を拔 かばた えて 物 を もちな やむ 事 あた はさる へ く 足の 爪 をぬ かばた えて 地 を ふみ ありく 事 

あた はさる へき かこ とくすへ て 心中に たのみと なりぬ へ き理 のか きりを 片か とも 身內 におかざる 

これ を は 手足の 爪を拔 くと はいふに て ふみて たのむ へ き理 のかき りかた かど も わか 身內 になく は 

なに をた のみて か 外 行 はなしい てん ほ ^^"：! ぼ谓斜 1:- ほ は 認£ ^善 惡ニ事 を はら ふ はた、 此 たのま 

る へき理を身內に存すへ からすとの御ぃさめなる事この神典神代紀の語にょりてしられきーー細^51心 

は は slsf- 石屋 戶之 件に いたりて 天 照大御 神の 石屋 を 出 まし、 御し りへ に 尻 久米繩 を 

ヒ キヮタ 

控 度した まへ る 事 をと かれた る もと 理は 身內に 置く ましき ものなる 事 を さとし 給へ るに て 速 箱 佐 

之 男 命 を は へ汝者 不可 住此囯 とて 神 やら ひや c> ひ 給 ふと ある は卽 この 善惡ー ー祓 のよ しなり が 

"—ばみ しかるに 又し か理 のか きりを 身內に 置か じと せむ はいかに すべ き 事 そと 神 典の 始末に 心 を 

と、 めしに 石屋 戶 之 件に へ 益汝命 而贵神 坐と みえ 又 大御寶 之 件に へ 此之鏡 者 寡 爲我魂 而如拜 吾 前 

伊都 伎 奉と あるに てお も ひ あたれり その 故 は 天 照大御 神は晝 をつ かさと り 給 ひ 月 讀命は 夜 をつ か 

さとり 給ふ膽 ぽ IS  ，ゆ その あら はなる と幽 なると を理 欲に 配して みれ は 理は顯 にす へ く 
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欲は顯 にす へ からぬ ものな. 5 その 主神に まします 天 照大御 神月 讀命 なれ は 天 照 大御神 こそ：！：》 くま 

す を かへ りて 月 讀命を は 天 照大御 神に まさりて 貴き 神と みえ 鉢歸^ I ま 仏 III 赫械 II 嚷賤 jglg 

"^3;^:^55|_欽さてその鏡をは奪爲我魂と天照大御神ののり給ひしは理を身外にぉき欲を，：^内にぉ 

ミカ タ 

けとの .g-,y^ し / なる r ど p:s  / よ „ ^化 鏡 に.. へより 日 神の 像と し 來れ、 とも. E  く  W き 物 なれ は 月 神の 像なる へき^ あ.？ ら 

,  ,  51. ,  { 力なり かの 本 身 之 件の 歌 を も 思 ふへ し 伊勢の 内宮 御 鏡 を こめ 奉りて： 大照大 御 神の 御社と せ 

れ たる はすな はち 大御齊 之 件なる 詔の ま、 をい つき まつられ たるな り此 、りこう y,::  6,1)、.-  UJ^i 

^く はしく は 兩宮辨 にのへ おき たれ はこ、 に はた、 その 要 をと りてい ふ. s 力の ナの となる へ き 理の 力き り， お 地 

を拂 はむ に は 身內に 欲念 を かたく 執る へしとの 御 さとしなる 也 ugfji!, は 財 は 誠" S 

(虫<*5^、は)  . 

こ ひ を 要と する 事大 かたわ か 御敎の 大綱な りこれ によりて かく 善惡の ふたつ を はら ふ □ 手足  /^Ir^?s) 、 

の爪をぬくにぁり手足6^爪をぬくは身內に月讀命をぃ っき奉るにぁりとはぃふ也としる へ し 力 あ も はむ， お 夕 まに"，" A ひ ぷ 

たつを はら はむ とに は 身內に 欲念 を 置く にし かすと はされ とつら/. \- おも ふに 大 かた 天地の *,2： 

と 外と は必 相反す る 物な りたと へ は 地上 晝 なれ は 地下 夜な り 地上 夜 なれ は 地下 ft なる かこと くま 

た 地上 * き 時 は 地中の 水 ひや、 かに 地上 寒き 時 は 地中の 水 あた、 かなる か 如く  乂肥人 は內虛 也.^ 

人 は內赏 せる たく ひなれ は大 かた 身 外にな す 所の 事 ことにい さきよ からむ とに は それに 反せる 不 

潔の 念 を身內 にい つくに いかて かその い さ をな からん しかれと も 諸 欲 はお ほよ そ 勉めて 制して た 

にな ほやむ 時なくて とも すれ は 外 行け がれ やすく 义た とひい とよく 外 行 をつ 、 しむと も 色に あら 

はれ やすきなら ひなれ はいかに も/. ^つとめて 制せむ こそめ てた かる へ けれ M する ことの^か vT 


ぬた にある をまして 身內を これ か^とせ は 人い かなる 邪路に 入りな むと 年 比 あまた、 ひ猶豫 L て 

决せ さりし にからう して その 惑 を ひらきぬ その ゆ ゑ はお ほかた 諸 欲 は小大 にか、 はらす われと わ 

か 力 もてなし 得へ きものに あらす た、 ひた ふるに 人の ちから を かりて 成す へ しと 神 ふみの 言靈に 

しられき され は 人 ありて そのち から もて その 心から わか 所 欲の ま、 を あた へ 來らむ を 諸 S の 成る 

-  、 . 七 伸 三 段 神世ヒ 代に 下』， ぼ を ことに 重く し 給 ふ はこれ なり 神代 卷に國 之 常 立 祌をは i  一  ：J^^J- マ d れ.； -も 

道と はさと る へ き 也 ； v§、.^!5:st; さ S かお；？ りし かの みならす 伊勢の 外宮な に 事 も內宮 より さきと さため あ 力せ たまへ る 

もも ゆ" 學者 にこの 故 ， こと、 ま 人の もた る 物 をし ひて 乞 は 、多 欲と おとしめ ひそかに 取ら は條盜 とに 

を しれとの 御 わさ 也 \  f  -  , 

： J へきに もし その 人 その 心から 我に 得しめ むに 我 を 多 欲と も偸盜 ともおと しめ もに くみ もす ま 

しき か 如くた 人 こ、 ろから あた へ 來らむ を 得て なりな む を 謝 欲の 先途と おも ひ 定めな はわ か 力 

して 成さむ とする 心 も なくなりぬ へ けれ は 外 行の けがる 、 こと も ある ましく 自力 をた のむ 念た に 

, よ C な はたと ひい かなる 所 欲 ありと て 色に もな にか は あら はれん た、 身內 にの み 深く しづめ て 

手 を も 出さす 言に も あら はさぬ にい かて か 我 をと かむ へき 人の 耳目 はた、 身 外 を 限と する なれ は 

、  ，ト - ？  .Jr- 、ふ Jl^i 弗 者の、. まゆる 肉眼と いふき はに て佛 眼と いふき は、 身 円に も 遠く 深く 及 ふへ け f 

いと 心 やすき 事なら す や 5 似お 5;^:^ お WIS::; 思 ふ 人 も あるへ けれと 身 外に 天 照 大御神 をい つき 奉ら ざら はこ そ あらめ 

日光 吸 を 射む にい かて か 身 內に見 透 さ I よ S 汰 のん ふま ト大 にか  >  はらす 身 に 安置す へ き 事 なれと も そ 

す 事 をえ む 尙此下 をみ て 明らむ へし ォ 4|,<^6ノ>{  ノ  ーノ  . 

の 欲 こ， 輕重 ありて その 輕きは 自力の とても 及 ふまし きを さとるに つけて 身內 にて おも ひ 止まらる 
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へ しさる はわ か 所 欲に，：：： 力 を 用 ふる 人に くら ふれ はいと も/^ めて たき 事の ことく なれと おのれ 

(よ) 

こそめ てた き やう なれ 他人に 潤 澤のを 口 ふ 事 はさら になき わさな りた 、 ，：：！J^rT に 生ぜ ひ 次 念よ たと 

(虫食) 

ひ輕 くと も ゆめ/^ それ をお も ひと まる ましき 事な り もし 欲念の 生した らんに は此听 欲な？ す 

はやま じと かたくつ よくお も ひそした らんこ そ 他人に わたる 益い と 廣大に は ある へ けれ かく 欲念 

の 不動 不 壊なる そま ことにめ てた き はしめ に は ある へ きを 庸 はこの 眞理を わき ま へ すして，：^ 內 

はた、 いさきよ からん か 上に も 潔き を是と 思へ り祌 典に へ 我 無 邪心 また へ 我心 淸 と 速； め ハ：： ^之 e;; 

命の のり 給 ひしょし をい ひて そこより おこる 外 行 を は 勝 佐備と 名つ けられたり けに 邪心な からん 

人よ レ VM,  / てり L  听ぷ しと G:^  ^ ヽ 1. ぶ ハらパ ^大 かた 心に 理 ある 人 は 人との あは ひうる はしから し 一二  J 

ノ  {..v しァ S てォォ a -ミ月 ズ しとん i 七 ァカュ A ぺぬ ものなる 事よ の あるかた ち を 見て さとるへ し と； も 

かくに も 欲念 を かたくと り その 欲念より m 心 ffi をう む 時 はもと より 淸く 明き ひよ，^ 生せ さる m:3 じ见 

ン 

るに よりて 人のお も はむ 所 を も * へ けれ は大 かたの 人との あは ひもい とめて たかる へ しされ は 人 

みな 欲念 をい やしめ とも 更に/^ いやしむ へ きものに あらす 今 その 證を いは 、 お-はよ そ 世に^と 

する 物の かきり 悉く 地より 生す その 地 を 天に むか ふれ は 卑しき 方な り义 家系 を轔く へ き 子孫 は 女 

しも これ をう む その 女 を 男に むか ふれ は 卑しき」 力なり また 家產を jg: す へ き子錢 は. 扛人 しも これ を 

出す その贫 人 を {ぉ 者に むか ふれ は 卑しき かたなる か 如くす へ てハ tj:9r とむ か へ る もの 、9 ^し，？ 方 そ 


妙 事 をう む 母に は 有け る これによ りて さとら は 理念に むか. へ てはい やしき 方なる 欲念 を 母と はす 

へ き 事なら すゃ大 かた 欲念 は 理念に すがれる 事 ゆかむ とする もの うしろより その 帶を とら へ た 

、 一 ン理  < ふ にす がり たれ はこ そす へての 欲念 もま きれて はみ ゆれ 諸 欲 もし 1 ま 欠き ビ ^crDpr  f  ノ 

る 力 ことし 單 念なら はよ に ひとり も 人め きたる 人. は ある ましき をお も ふ へ し され は^ 念 をして その 手 を 放た し 

めされ は 理念 を 全うする 事 あた はさる へ けれ は 此御敎 かく 欲念の 方 を 先と しても はらこれ か 所 置 

をのみ 急務と せしめ 給 ふ は ひと へ に 人 をして 純 善なら しめむ が ためにて かの 手 を はなた しめむ の 

ま/  、ふる rvVv  ^ 神道の 敎は欲 を、 王と する ものな-りと た、 おほら かにき く 人 あら は 天魔の いさな ふに こそと お ほ ゆへ しこ 

力-。  ァ Z  く 力 れ ひとへ に 人 をして 純赛 ならしめ むかため なる 事 上文に の ふる 所 をよ くわいだ めて さとるへ し 純 善と こ 

、にと な ふる は大 かたの 善事 はな ほ惡に 混す る 事 まへ にと ける かこと く なれ は 蕃事 にして なほ 妖をま ぬかれ かたし その せる 惡 

なき 一 」 れ を は 純 善と は 称する なり 純 善なる 時 はなが く妖 にあた る 事な きか ゆ ゑに まつ 人 をして その 欲念 の 姊をま ぬ かれしめ むし 

て 欲念の 所 置 をのみ 神 典に は をし へお かせた まへ り大 かた 敎 ふみに して 人に 善事 を は をし へす して 欲  < ふの 置 をのみ をし へむ は 

いと あさましき わさの ことく なれと 善事 を をし ふれ は 難く してし かも 成る 期な かる へ けれ は そ G- 難 き-ど P すくし しかもお の つか 

も 成らし めむ にに 欲 〈ふの 所箧 をむ ねとせ しむる にしく 事 ある へ からす す へ て 世人の 善事の ふるま ひかた き はもと 欲 今 5 の 適せ さる 

によりて なり 力の 蝸牛の ありく らん かこと く 欲念に す かられな から 善事 を 行 はむ 事い かて かその いさを あらん 學者此 けちめ を 明 

s5M51>，f4s.l!?%p^:^t^- され は 欲念 を 身內に 安置し かりにも 理念 をして 身 內をを かさし め 

ざる これ を は 善惡ー 一蔵と は 心う へ き 也 さて かく 善惡を はら ひ はて 、 の 後 をい かにと い ふに その 身 

內 なる 欲念な さす はやま じと 思 ふ ものから わか 力の なす へ き 道に あらさる か 故に こ 、にお いて 人 

の 力 を かりて わか 所 欲 を 達せむ より 外な き 事决定 せられても はら 人力 をから むの 心せち なる へ し 

しかるに わか 所 欲の ために 人の 力 をから む 事 はいと もい とも 易から ぬわ さに てた とひせ ちに 乞 ひ 
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：  プ 二. V、  J 1 、 S  よ たと ひ 乞 ふに まかせて 人 その 力 を かす 事た まく はありと も それ をセ ま 

たりと も 力 を はた はやす く 力 さむ や.！ 2 しき 事なる はさ やうなら む 時 はかなら すその 人 われ をう とみて その 1 時 力き 

J に ま.， I  く， へ、 し J た ^§7;^ た^ ほ た、 乞 はすい ざな はすして おのっから 人 わか 所 欲の ために 

典 これ を 論ら はわた る 事 切なり 猶 末にて しる  <； し - メ 

其 力 を かし 來 (□□ はいかに すへ きそと いふに 大かた 人の わかた めに 力 を かさ マ-る は 人 また 我と St 

(虫食) 

しき 欲き ありて みっから 成さむ とすれ は妖來 りな さじと すれ はお も ひやみ 力た き 事 ある 力 故に そ 

れを牢 3 ふる にいと まな さに その 力 を も 得 かさぬ 也け りこれ によりて 人の ちから を わ 力 所 欲の ため 

にからむ とに はま づ その 人の うれ ふる 筋に わが 力 を かす へ しし かる 時 は 人 そのうれ ひに いとまい 

で來 るより おのっから わか 所 欲の ために その 力 を かし 來らむ 事 必然の いき ほひなる なりし かれと 

も 世 こ 、 よ ゆる 陰 なとの 類に は あらす たま/. - 陽報の 來るこ ともあれ ともと 陰 3^ とこ そし ハ は 

名聞 をまぬ かれさる わさ なれ はいかて かその 報 必然の 道な りと いはむ もと 人の 所 欲に も 輕常ー あり 

て その 輕き はさまて もうれ ひや 中に 就て 最重 きそ まことに 思慮 も カも盡 はて 、 い 力に ともす へ き 

/ 上 酸き 斤 5^ お i 袁 H:!SQI 之^ こ/節 名 田 比賣と 名つ けられたり そこに 老 夫と 老女 をと め を ri- に 

かたなく おも ひまと ふへ し ？：^^_請5;2&^?は^リ」^1^:;5な^^その遠^2件に八雲之件を次て八赏之 

件に へ 硇其地 雲立騰 ひみ) It る さは かりならん 人の うれ ひに われ まつ代り てこ そ 人 やかて わか うれ ひに 

も か はり 來ら め此 故にし か 思慮 も カも盡 たらん 人の うれ ひ を 仁に しらはまつ 我より 力 を かしゅく 

へ くし かれよ やかて 人 また われに 力 を かし 來ら むと 心 法 仁し かに 仁ち たる これ を は 天地 初 發とは 


いふ & としる へ しかく 人の 所 欲の 爲 にわか 力 を かせば 人 また わか 所 欲の 爲に その 力 を かし 來るを 

はいかて か 天地 初發の 謂な りと はいふ そとい ふに お ほよ そま ことの 天地 は 上位 下位に ひらけた る 

を 本然と したる 物 なれ は 化して なれ. る 人の 心身 も 亦 これに ひとし かる へ き理 なれと 心 は 身の 內に 

人り て渾 然として 一 人 をな せる 物なる か 故に 天地の 本然に たかへ りされ とも 心身 を ひらかむ とす 

るに すべ なき 物 なれ はとても 祖 なる 天地の 本然に かなへ む 事 はう へ からさる 事の ことく なれと も 

とゎか天は錢5ひき^5!^4ゎか地のためのばは时ルは^|を天にぁらすゎか地はゎか天のための地には 

あらす して わか 天 は 人の 地の ための ほ Sfri ふ は ふ 天な り 人の 天 は は ^5 ほ わか 地の ため 

の 天に て 人お ほかた うまれい つる 時より わか 天地 は 人の 天地と 組 あ ひて たつ へ きものな り I お 

へ 見 立 天 之 御 1^ 見 立八尋 殿と ある は卽 人の 心身 似す \ て：^ 我と 粗.^ ひ この^^みぁふ へ き 先 後 ままつ わか 天 を もて 

て 天地の 本然 を 全うすへ きものに うまれえ たる 物 也との 御 さとし 也 」of ヌミ >S う， t{ -17:^/フ 

人の 地に 配 すれ は 次て 人の 天來 りて わか 地に 配す へしと て此神 典に は へ 底 律 石根尔 柱 布 斗斯理 

n 1>IT: いぐ i^..^J^= 一 ほ n£ し ヨ し- ソ 合、， 此詞は 祝詞な と にもつね にみ ゆる 詞 なる はか. lr.i-^i^  - - ま /p^.:yi%;TO^^ 

高天原 尔氷椽 ず 斑と さとし^ 6 く甚 深の 義を ふくめた まへ る詞 なれ はなり ー币个 え 1  ,k  < ヲゥん ナぜ 

定 としめ した まへ りかし こき かも これらの 詞 わか 心 は ひとの 身の ために あり 人の 心 はわ か 身の 仁 

めにある 事 を さとした まへ るよ 心身し か 人我に ひらけて こそ 心身 やかて 天地の 本然に かな ふへ け 

れか、 る 妙理を 弁へ ぬ 人 はわ か 身の ために わか 心を勞 しわ か 心の ために わか， 兑を勞 す に ま 1」TS い 
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お sit は sissi 一^ = それた とひめ てた き 事 ありと も 終に 妖 をまぬ かれさる はこと わ 

りなる ことなりされ は 我 身 は ひとへ に 人の 心に まかせ 置て わか 心 はも はら 人の 身 をお も ひて 他事 

なから む を そ 天地 ひらけた るな，， と はさと えし sg" 蒸き I は ぼ flKf お； S 仏き "gsfl おは 

かれよ り來 る は 卽界降 なれ は 此發 天地 をえ たらむ 人 は 繁昌 長 久 もとめす してお のっから えらる へきな り此， 敎の人 本よ もよ ,^ 

天地に ある 事なる か 故に 七 神 三 段 神 世 七 代の はしめ にし も： 人 地 初發を さとし 給へ り もし 天地の ひらけさらん 人 はさ はかり；，^ 測；：， 

る.^ 嘟 三^神^ 七 代 もいた つら ひゆ". c-^ へけ^ は 神代 卷に へ； 大先 成而地 後お 然 後神 f 生 於 其 中焉と はしめ r-J/Tf し， 、 "よ 

し. あ 力せ たまへ るな りこ 、 にも へ 初發之 時：^ 11^ 天 原 成 神と ある 卽こ 山 心なり よく， おも ひとく へ きなり ciMIi£ ししし ^ に 

學 者の 渾沌なる が 此御敎 によりて はしめ て その 渾を發 ける 時 を さすな り はしめ にも ：$_.i ら へ るか こ 

とく 此 二字な とさら にむ かし 語に あらす むかし 語 を 言と して 學 者の 見の か はれる 時 をし めす を 

としに ま / るも^、 ふり 神 典 沖 へ 之 時と か、 れ たる 所 あまた ありい つ こも ， -ヒ ヒリ，^ よ 巾 vi^^t- トん"，.^  r  T 

としす i ズ ヌもひ f  f  比.：： 今 まての 見解の か はり ゆく 時 を さした るな り もと-^^-^翁は ぼお： Ji^T? 肌；：： 命 

のさと り 得た まひ. てつぎ/ >\ -に傳 へ させた まひ 開化の 帝 まて 九 御代の ほと はた 、 

すめら みことの 御う へ にの み ひめお かせ 給 ひし を 崇 神の 帝 はしめ て 世に ひろく 敎を ほと こし 

給 ひしょり 今の 我等 まて 渾 g をまぬ かれぬ I 請帽 一" ば"^^ や」 れ より 後も學 はむ 人 こ 

の S うつくしみ ともを はふ かくお も ふ へ きなり もと わか 御敎に 修身の 事 をた えて をし へ おかせた 

へと SI 力) 

ま はぬ 事學 者の あやしむ へ き 事な り その 故い かにい ふに お ほかた 我心の 動き わか^の 進退す る は 

悉く 我に むか / る ものにさ そよ る 、より さュぃは^^;.-ュ&ぃ"；^ふ；/き人こそぃ，っめぃかてかそれ 一般な らんと 思 ふ 人 

f  ？  i  r  ^  /  ^  (  (  ^  r も あるへ けれと しひて かなたより 招つ けむに なと か は そ，^ 色に うつ ぬ-" 


の あらんた とひう つらぬ 人 ありと も それた 、-,3.i^ニこ：^^、、t、>.Jr.ftfノニ  I  ；  )  -  51-. 

外 をつ、 しめる にて 心 は S ほうつ るへ きを や この 故にた とり， -カは 力，？ せは絛 したりと も. =1 おのう ちに 獨 S 

せる 人 こそ あらめ なほ かなたに はさ そ はれぬ へ けれ はす へ て われ を 成さむ に はまつ かれ を 成す へ 

しかれた に 我 を さそ はす はわれ 倏 したら すと も わか 身い かて か あやまち あらん こ 、 を もて^ 身の 

すち はたえて をし へ 給 はすた 、ひた ふるに 人 を 成す へ きこと をのみ をし へ たま ふなり けり もし 學 

者 こ 、 を あやしみ てこの へ 之 時の 一 一字に いたりえ さらん も あらん かとて 今 これ を 弁し おくな り 
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古事 能 燈卷之 一 

富 士谷 御杖 著 

上 卷神典 

〇 七 神 三 段 神 世 七 代 其  一 ■ 

天地 初 發之時 

ワカ レメチ  ヮ カレマ 口 カレ タル r トリ/ コノク 、モリ テフ、 メリ キサ シテ  ノ  ハ タ. V ヒキテ  ト 

神代 卷 云へ せ 天， 地 未. 割 陰-陽 不入刀 渾 - 沌 如：， 雞 チ K- 滓 而 含， 牙 及 T 其 淸-陽 者 ？ e 靡 而 爲. 天 

K リ淨 者 きき k 爲.. 地ト 精-妙 之 合搏易 重-濁 之 凝 m 難 故 天 先-成 而 地 後- 定 然-後 S 

生；， 其 中 1 焉 かくの ことく まつ 渾沌 をい ひて、 さて 開關 をと かれた るに、 此記に は、 まつ. S より 

窗 出られた る は、 ^ は、 もとより 渾沌 を 質と しての 文 なれ は、 これ 渾沌 を m 心 はせ たる 寄 法な り 

第 一 なる 淤能基 呂 島 之 & は 人 はしめ てう まる、 かたち をし めされた る卽渾 沌の 所謂 をと きたるな りく はしく は 其 件に いふ へ け 

れ とその 大要 はお ほかた 渾沌 は 自然の 事なる よしをし めされた りされ はこ 、 に渾^^をぃはすして初發をはしめとゼられたるは渾 
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は 0 然 にして 初發は 人の 學 ひて なす へ きわ？ なる か ゆ ゑな り大 as にく は しくい へ るか ことく 七 神 一一：^ 神^ 七 代 はわ か^をし へ 

の 大綱に て 淤能甚 CM: 島 之 件 以下 は注釋 したる かこと し この ゆ ゑに こ 、に は 渾沌より かき はしめ られ さりし.^ いとめて たき ま 

也され は 初 發！^ 敎の はしめ 渾沌 は敎の されよ t 一  Is りお Ti,^/ ゝら， 1 よ. &. きょ り っナ？ 一，^,!.' - ) 

よ， 0 てお こる 本 なりと こ 、ろうへ し され- 2  -i^ 1 .Mi^ び Tzlk お をく  ^  J  i  一^ ゃ洛 u や？ E び" て MW  ？  F  ^ 1 し 

過た るか ゆ ゑに かべり て 質と 文の けちめ 辨 しかたし これに かきら す この 二 ffi の * 法 この 記 はいと 

みや ひた-末に 所々 そのけ ちめ を 論ら ふ をみ るへ し き；^ SII ぼき？ § ば：^；: ほ i お 

本 1 リ K 長、 古事 訊傳を あら はして、 此 記の 神代 卷に まされる こと を あけ つらへ り、 その 說、 弁し 得たり とい ふへ し、 しかれと も、 

此 ぬしに かきら す、 文 も w;? も、 た、 訶 のうはへ をのみ たのみて、 その 詞の、 よりて おこる 所 を 察する 审 なけれ は、 予の此 .訊 をめ 

てた しとい ふに は、 むねと する 所 はたかへ り、 わか 御國言 は、 倒語 を耍 とする 事 萬 葉 集 ig- 大 旨に、 つ はらに あけ つらへ る をみ る 

へし、 されと 神代 卷は、 もと 古 傳の書 を 大成した まへ る もの なれ は、 すへ て舍 人皇 子の 御所 爲には あらね と、 所々、 倒！^ i:3 法に 

そむける 詞 つくりと もの ましれ る は、 そこの み、 かの 皇子の く はへ させ 給へ るなる へし、 此記 は、 すへ ての SI つくり、 いとみ やひ 

たる は、 安麻： c ぬし か はしかき にみ えたる か 如く、 御世./ \、 御 口つ か.， -傳 へ させた ま へ る を、 さなから しるされ たる しるしな り 

この 、滩沌 初發の 事、 神代 卷に みえた るか 如く、 天地 はもと 沌 したりし か、 今み る 天地と わか 

れ たる、 その はしめ を せられた る 也と、 .J^ 來神學 者 流、 これ を 見す くせり、 うへ なる：^、  の 

表、 しかみ むより 外 は ある ましき 書 さまなる か 故に、 此 語の 本意に おも ひいた る 事な きょ、 しか 

れ とも、 た、 これ 天地の はしめ のさ まな， 0 とみて やみ かたき は、 この 今み る 天地の、 もと Jg; 沌し 

たりし か、 かく 上下に わかれた る 物と は、 更にく おほえぬ これな り、 もと 此 天地、 天 は 無形に 

して、 地 は^ 形なる、 その 無形の 物と、 有形の もの、、 、^沌 しつらん は、 いかさまに まろ かれた 

りしに か あらむ、 たと は、、 白き 物と 黑 きもの まろ かれ、 堅き ものと やわき 物の まろ かれた るか 


ことく、 いつれ も 有形の もの こそ、 潘沌 はせ め、 いとお ほつ かなき 事な り、 沌の 事、 かくの こと 

くう け かたき 事 なれと、 かりに 渾沌した る ものと して、 さて 初發 のうへ をお も ふに、 いにしへ、 

今の さまに わかれたら むに は、 又 ふた、 ひまろ かれむ 時 かなら す ある へ くお ほしき 也、 お ほよ そ、 

大也 間に あらゆる^、 はしめ ありて 終な き 物 は あらす、 はし まれ は必を はり、 を はれ は必 または 

しまる 事、 萬 物の 常なる を、 其 本た る 天地の、 ひとり 始 ありて 終な からん や は、 これ g: 沌 のうた 

か はしき のみなら す、 初發 もまた、 お ほつ かなき 所以な りし かるに、 古來學 者、 このうた かひ を 

も 生せ さりし は、 いかなる こ、 ちに か ありけ む、 たと ひ 億兆の 人、 皆う たかはす とも、 予は ひと 

りこれ をう たかは さる 事 能 はす、 これた  >  このく たり はかりに あらて、 神 典 中、 す へ て 31 の 表に、 

そのこと わり 盡 さる 事 あまた なれ はなり、 予 十七 八歲の 比に か 有け む、 神 典 をみ そめし に、 この 

^發 のうた かひ、 いかに m 心へ とも m 、^ひえさり しか は、 -.; 來神學 者 流の 注 翁 ともをみ るに、 此疑を 

生せ し 人 もな きに、 弥 うたか ひ 重なりた りし、 その、 ち、 本 &宣 4{ か あら はせ る 事記傳 をみ て、 

さは かりの 博覽 なれ は、 これにて こそ 疑 網 はと かめと おも ひつる に、 猶 おなし さまなる のみなら 

す、 今 ひとき は、 詞の 表に 縳 せらる、 事つ よくて、 お ほかた 神 典 中、 心え かたき 事と も は、 神の 

啷 うへ は、 人知" を もて はは かるへから すと いふ をいたり とせり、 され は 今 はせ むすへ なさに、 し 

古事記 燈七神 三 段 神 世 七 代  -  三 三 九 


古 ま 記 燈じ神 一一： 神 世 七 代  一： 四 〇 

はらく さしおきて、 歌に のみ 心 を 入れたり しに、 これ また、 後世の よみさ まに はいたく たかへ る 

事の み 多くて、 さらに 疑と け かた かりし かと、 さす かに 年 を 終たり しか はに や、 神武 紀 にへ 能 以.： 

諷-歌 倒-語 一掃， 妖氣 1 倒-語 之用始 起：， 乎兹 一とみ え、 此 記の、 垂 仁の 御 卷 にへ 物言 如. 思  < 小， 而 

无，： 云 事 一と あるに よりて、 倒語 は、 わか 大御國 言の 要訣なる 事 をお も ひしり ぬ、 ば 5§、 しほ 緣賴ま は § 

|.^^な，ポ、へ；^れその大耍をぃは 、、 お ほかた、 わかい はむ と 思 ふ 事 ある を、 E 心 ふか ことくつ はらに 

いふ は、 わか 情 却て 人に 通せ さる か 故に、 垂 仁の 御卷 に、 しか さとし 給 ふに て、 しから はいかに 

、 よ ひ を、 一 k 一 ii 一 ^ とま 、 ふそと-こつね しこ すな はち、 垂 仁の 御卷に へ眞ーーー^登波受とはほ、剩はii^^3假名にて、かの へ 物 

c(d  J2  一一  k と i そとす \ ォ し t- 言 如 に思-ュノ の 語に 應 したる 語な り、 この 眞ー ぼと は、 わか 御國 ふりの こと，、 

き 贿齢か つ こ は IT 也た、 この 神武 紀に いは ゆる 1W これな り、 1, と は、 わかい はむ と m 心 ふす ち をい は 

すして、 思 はぬ すち に詞 をつ くる をい ふなる へしと お ほ ゆるより 、倒語 を は、 わか 御 の 近 そ 

としり ての ち は、 かみつ 设の哥 も 文 も、 その 詞の 表のう たか ひ 一時にと けにき、 この 近、 ：大" やへ 


後 まて は、 世人 もみな しりたり し を、 ほ讀 魂： は ほれよ 此京 にな. -て、 はやくよ に 


It  LL.  Ju^ 


u  、綾 1^ 本 後紀、 fl 十九、 興 福 寺の 僧 かたてま つりし 長歌の こと， やよ f ヒきょ ひ こお J-i よ、 v^;^nH 

^ を か、 れ たる 語に よりて いふなり、 これ 又 かの 大 33 に ひけり ズー レ vtl と セし 力り は さる"：^ 

圃 ふりな りきと も 人 しらす なりはて ぬる を、 近 ころ、 その 弊に 椋の葉 を かけて、 いよ/、、  ，：！ の 

おこ、 め.！ kj も、、 しお もい きる S とよ、 ふりこ： り 眞淵、 はしめ て、 わか 御 は、 た、 ありり ま、 にいへ る 物な りと 

^( 》 を- 1 んをも 力き る 著と.，， なり I 'すり いへ る を、 その 門人なる.：： M、 そ 0;!^ をった へ、 W そ うへ を. 泅色 


おおさ ほ s$ 线 gsgav. お ti&JI.^  ，ひ i 襲 S8 

こちつ き】 ンた.^ますとてぁょめられんは、 いと 心 くるしき 事な. 9、 さる は、 予か詞 つの、 根，^ ふ；^ ゾ はへ 4J^,£;^ 口 ^、り バ 

口 ほ：^、  ぉリ、 思 t^ir-i く は § いふ は、 古書と もに すてに いさめられ たる を や、 し 力の みならす、 £5 漢人の 理を 

き Isf? おお Isn れ きおお お t い， お ゆ" き ほお は？；... るれ IS 

かし こみた てま つらせむ かため そと や 心う え、 さはル；2§，にれゅんに^^、*":-,^"?、と+?ま"ぉ"ゅぃは>"§喊ぉ、ら 

i 古事記 傳に、 吉は凶 をき さし、 は吉 をき さすな との 說は、 人智 を もて は 力る へ 力ら すと t  」f グ/ 

す、 鉢裙 せる 事、 こ、 かしこみ ゆる は、 ひとへ に、 詞に极 なしと さ L よ、 4 「予 かとく 所 をう ベな はむ 人 はあり 力 

おも ひさ ためられ たる 弊な り、 よく/, \此 けちめ 思 ひわく へし ノ 

たかる へ けれ は、 た、 默 してやみ なむと おも ひし かと、 もし、 よに わかこと く 疑 ふ 人 も あら は、 

わか 若 かりし 時、 この 疑と け かた かりし わ ひし さに ひとし からむ をと て、 ことし、 第 はとり 一 i 

そ もく、 此 天地 初發の 事、 ま へに いへ るか 一  一の 人 は、 おも はぬ すち にの み 


H  A, つ ( 5  つ  >  いふ る 一 「  ！ー 天地の ，％發 を 記し たるに は あらて、 天地 を かりて 詞と 

せる にて まことの 天地 はいつ よりと はしらね とた、 今み るかた ちの ことく 天 は 頭上に 地 は 脚下に 

oniii; 己 ヒ申之 一二 ゆ 七 .  三 P 一 
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位して S: 沌 したりし 世 もな けれ はわ かれた る 時 も 亦な きなりけ りしから はまことの 天地のう へ に 

もな き，？ S 發を はいかて かかくさ たかに はか  >  れ たる そとい ふに もとこの 天地と ある は 人の、： 3,;^ の 

-^; ^たる こと をし めされた る 也 人う まる 、時 は 母胎の うちにして 心身 具足す るか 故に そのより て 

來る所 をみ る 事 能 はされ とも 死す る 時 は 心 は 天に 歸し身 は 地に 歸 する はまの あたり 誰もし る 所な 

りこれ を もて 推せ は そのより て來る 所すな はち 天地なる 事 あきらか 也； 3 似 |» ^は 有形た ひされ： 人 さ L 

一  - れ 试 -7 るし 《v しなるな り ォ 

は 天地 化して 人の 心身と なり その 心身 天地 尊卑の 二 性を稟 たるより なり 出る 言行お のっから よし 

あしの 一 一種と はわ かる  >  なり ゆ f^w^fr^ ュ 名^けて に ほ に 出ての うへの 名に てい また 身內 なる ほと は；，：、. 人 加-は 

if  ； 卑のニ 性 をう けたる のみ. にて 善 惡の名 はか、 らぬ 事な り此 下にの ふる 所 この 心 をえ で 射； £ 

.^s^  ，琴 混 は， へ】.^ 力 i^^tlss. 引^ 之 f , に へ ゆ^ 富 良 富 良 外 者 须夫須 夫と ある これい ま內 外の 別 をい ふ據 なりされ よ，： き) 

して は 淑^と，， ふ 身 外にして は善惡 とい ふ此 下に 赛惡 とかけ る は i5 外 をい ふ也淑 いふ は 身內^ てづ 此 もし； 

まん 1- い 此ゅ ゑに 心より 生す る 言行 はよ きすち に屬し 身より 生す る 言行 は あしきす ちに Hi す これ 

を は 善： と稱 して 毀 * すれと も 其 本 は 天地の 二 性に て やむ ことなき 事な りお ほ，. -そ 人の 一 マ "7? ま 

なりと い へ とも 槪 する にた 、 よしあしの ふたつに と、 まる か 故に 人 をして 此 よ，、 あしの：.^ m" 

を 弁せ しめむ かために 善惡ー 一事 を 心身に かへ しその 心身 をは乂 天地に かへ して 天地のう へ に：^ を 

つけられ たる ものな りされ はこの 語の 本意 は 人 をして 善惡の ふたつ を あきらめ しめむ かためなる 

を そこに Si をつ けす して 天地のう への 赏 事の ことく 詞を つけられ たる これい は ゆる なる^し 


かれ ともよし なし ふみこ そ あらめ あるか 中に もた ふとき 御 をし へ ふみ なれ はス々 うちる によく 心 

えられ i やうに つ はらなる かう へ にもつ はら かに こそ か、 る へ けれな にか は 迂遠に 詞は つけら る 

/ きと 信す る 人 もよ にある ましき はお ほかた 古書 ともをみ るに 危 にして わか 御國 言に 精し からさ 

>  D ュ 11 宣長 はて ふり あしき 国々 こそ あれ かくめ てた きわ か 大御國 人に をし へ ふみ はよう なき 事な りと てこの 神 典 は み 

る 力 ゆる.^ かとの 御お や 神た ちの 御う へを錄 したる ものと ひた ふるに い へりけ に ひとわたり はわ か 御國の 御て ふりの すくれ 

たる こま さも こそと おまゆる 說 なれ は 誰も/ \- それ を 信し たれと お ほかた の 御て ふりこ そ ひとの 國に もこと なれい かて かまと ひ 

なき 人の みはう まれいて む 天地 問に あらゆる 物よ き あれ はかなら すあしき あ る 事い ふ もさら なる かう へ にわ 力 御 をし へ は あしき 

人の まと ひ をい さ，。 J る はよ の 常に てよ き 人の まと ひ をし もこと にあけ つら は れ たる 事 下にく はしく  する 力 ことしされ は敎 とい 

ふか. f; 'にもい とね もころ なる 御 を し へ さまなる をた、 あはつ けき ものに みすく され けん は ひとの 國の をし へ ふみと もに ぬすお し 

ぷ へ たる をし へ の 一 き はかなた なれ はなる へ しさる はな か/^ な る 古 來の注 書と もに くら ふれ は その 說 めやすし ともい ふ へ けれ 

と.」 の 神 典 を をし へ ふみなら すと みられし は ひとへ 心と いふへ し 黄泉 之 件に へ尔 伊邪那岐 命吿桃 子汝助 吾於鼙 原中國 所有 宇都 志 

-靑人 草 之 落 ^而 m^^s- 可 叻吿賜 名：： シ 意富 加 牟豆美 命と みえた る はこれ 御 をし へ ふ みなる しるしなる を やまた 神代 卷 一 書に へ 

嘗大巳 貴 命 謂小ノ  i 名 命 曰 等 所 造 之 國豈謂 善 成 之 乎 少彥名 命 對日或 有 所 成 或 有 不成是 談也蓋 有 .1 深 之 15- 焉 ともみえ たる をい かて 

'御 を) し へ ふみなら すと いはん わか 大御國 をし へ に 及 はぬ 御て ふりな れは敎 ふみな しとい は、 いとた ふとく はき こ ゆれと 長の 

デ〕 くすな ほなる 人 はよ にあり かた けれ は國に をし へな きは國 人の ためう つくしみ なしと やい ふへ き 孝 德紀に は へ 尊 佛法輕 神道 

爲人柔 仁 好 儒不擇 貴賤 頻降 S3 勅  一：. U とみ ゆるに もお も ふ へ く乂景 行紀に 日本 武尊 東征し 給 ひし 所に へ 戊 午 枉道拜 伊勢神宮 仍碎于 

銜姬命 銜； 大皇之 命 而東犯 將誅諸 叛者故 辞 之 於 是倭婭 命 取草薙  <1 授 日本 武尊曰 愼之英 怠 也是歳 日本 武尊初 至駿河 其処 賊陽從 之 

欺！！ 1= だ 野 也 is 甚多氣 如 朝 足 如 茂林 臨 而應- お 日本 武 尊信 其 言 人 野中 而 賊有殺 王 之 情 放火 燒其野 王 知 激欺則 以燧^ 火 之、 向燒 

而得免 一 云 王 所 佩 劍薬雲 自抽之 雍攘王 之 傍 草 因 是得免 故：^ ケ其斂 曰 草 雞也簾 雲此云 武羅玖 宅と ある この 草 確劎を は倭姬 命の 授 たま 

ひし ま いま ゆる 護身な と S まと や 思 はれけ ん釋氏 陰陽 家な とに こそ さる わさ はすれ これ をし かお も は、 三種な から 護身の 物と や 

せんく はしく は 三種 之 件に いふ を あはせ て 思 ふ へ しか へす^-^ わか 大御國 に 御 をし へ なしと する はた it とくせむ とて 力 へりて そ 

な はれる もの を かきたる こ、 ちす されと 古来の 說々 の かふ こ.^ さら こ ま. S1 ^  ^を つくる- ) あらす す へ て 言語 ま 

かひな さ をみ あさみての 事なる へ けれ はこと わりなる 事 也 こ-^さ.，" l-.d^JiH^Z  ^  ij^i^  ,  -  -=^|( 

きく 人の 盧 して その 心 をう へ く詞 をつ くる 事 わか 御國 言の なら ひなり もしう ちみに やかて、 屯え 
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ら れんやう にい はま ほしき 理を つくして 飼と せ は そのき かむ 人 思慮 を もちふるに 及 はさる へ し.，^ 

の".：^.^を？，>;せしめさるはぃとめてたき事のゃぅなれとその人の心には,^1-はしくは^5はさるもの.^ 

これ 人の m 心盧 をいた つらに する わさに ておのれ ひとり さかし がる 詞 つくりなれ はなり しかる 時 は 

うはへ に は その 理 こそ 人に 通 すれ わか 情の ためにち から を 入る 、事 ある ましき 也 この 故に：.；： 人 は 

この 彼我の 情 を 察して わさと 思 はぬ すち に詞 をつ くる は ひと へ に 人の E 心 S を 活かして わか. „i. ばの た 

めに 力 を いれし めむ か爲 なりし かれと も；； 1 のうは へ の そのい はま はしき すち に はたか へ るか！^；^ー 

倒語の 逬を うしなへ る 世と なりて 此御 をし へ はよ にかくれ たる 也け り 力 嫌 t"%mH^S¥f は 一： <Jf:ri 

If 力, T  W7  ^ ひ-, 5-  く  7, ォ 1^ 

なし ひ A は！ は； S らす灭 地 をめ にみ るう へに はなき 事なる をい ふなり その 故 は 人 淑^ や & する 時よ その 本源た る 尺地な 1 よ. 人 也 

もま- S 沌 する 事た と は、 人 M を r;! れは 雨露 も る 事 あた はす 人 耕さ、 れは 不毛 § 地と； 5 るか 1J::o:§«:^s レリ 2^^:;5リぃ 

ふ しる、 は 天地の 渾發は 人 をむ ねとしての 論な りと は釈 せるな りお ほかた 灭ゅ "の. 中ほユ i 神 力まし ま 

す 所なる 事 力の 神代 卷の へ 神聖 生 其 中と いふ 語に もしる へく また 此記神 典の 第一位た る へ：大之御§キ；きは；^^;:^;$^は§地？^沌 

けぶ は 沖 S| ゆか" 冲 S| なポれ は^も またな かるへ し 神 力と 人力の けちめ 此 下に 神と いふ 字を釈 せる 所に く 

はしく，， ふ をみ て 人と して は 天地の 二 性 を すへから さる 事 を さとりて 我御敎 のかし 一；； さ J しる.^ き 也 そ も/^ よしあし 

を辨 する 事 人と して は 急務 なれ はなに の敎 とても これ をむ ねと すれ は 今 さら ことさら ひても いふ 

.  ョゴ、 II キタナ 心 

ゆと 人 はいふら めと 淑 慝 の ふたつよ きをよ しあし きを あしと 弁して あしき を S みよき を えら 

, との 敎 にあら す他敎 はすへ て 人の 慝をは 天地の 外の ものと する を わか 御敎に は-太 地 を feg^ のむ 

やとす る これ 我 御 g ふりの ことなる 所以 也,^ H は 謹；^  一^お，； J をお ほ 力た よに あらゆる 物 竹 かな 

(ぁ劍) 
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き は あらす 淑隱 また やかて 尊卑な り その 尊卑 は 天地 を あやかれる 物なる を 匿 を は 天地 問の ものと 

m ひまぬ はいかなる ゆ ゑに か あらん 良藥生 すれ は毒艸 生し 麟鳳生 すれ は 虎狼 生す 毒草 虎狼 はさ はか 

り 人の いみお そる 、を 天地い かて かこれ を 生 すらむ 人 また かくの ことくよ によき 人の みはう まれ 

出ぬ をい かに 心え て か 慝をは 天地の あえ 物と はお も はれさり けんいと あやしむ へ き 事なら す やさ 

れは人も天地ょり稟たる心.^^の 一 一 性 や ことなくして よきに 片 よる 人 も あしきに 片 よる 人 もお のつ 

いらう， まる 、 そかし さて そのよき に片 よる 人 は あしき 性 はたえて なき かこと く あしきに 片 よる ノ 

はよ き ± はたえて なき かこと くお のれ もお ほえ 人 もお も ふ 物 なれと しからす もと 心.^ に 天地 尊卑 

の 一 一.^ をう けたる もの なれ はよ きに 片 よる 人 も あしき ft なき 事 あた はす あしきに ル よる. S もよ き 

#1- なき 事 あた はさる ものな り そのよき にあ-しき を かね あしきに よき をかぬ る 一 一種 は あれと おしこ 

めて これ を は：^^ と はさと し 給 へ るな りされ は 渾沌と はす へ ての 世人 そのな す 所よ きを よしとも 

あしき を あしと もい ふ へ からぬ をい ふ 也と しる へ しこれ もと 善に も惡 にも 精し からぬ かゆ ゑな り 

しかるに 中段に へ 如 ，ー浮 脂 一とい ひ 素苑之 件に へ览 をい へ る はお ほかた わか 御國 人の さ 一 — 一し めされ 

たるに て は 水 干に 入れても しつ ます 火 をつ くれはすな はち 立の ほる 性な り范は 前の 足 短くて 山 

を 降る はかた くの ほる はやす き 物 也 この 二 物 S 十 を 嫌 ひ 尊 をね かふ かこと くい かてよ しとい はれ あ 
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しとよ、" よれし と：！：" ふ aallr- り； ^Ei-^ ぶ 1 よ これ 羅竟 はまけ をし き 心の つよきな りこの.：！  h-uu.i  ,v,5^:  :K  > 

{  L  i  ^ とん J  一 4-^ 力 卜. プォ 風 や ことなき 事 は小兒 にて こ、 ろみし るへ し ：糾 ，.=.ーリぼ び まとり を 

しめされ たる もね もころ， ぶれと 件^ 1.： 神 |1 之 件に いたれる これな りされ とその しめし さま ル Mya/t 

^  ^  /  /  I 庸の を 思 ふに いたく こ， 也く はしく は 下に あけつ らふ をみ るへ し 3b" 丄" と^を 

ぁプっらょれたる^3!1;:;„;-:ル木^^ょりこれ速須|之男命大穴牟遲神の御はしめをとかれたる忭々の取意 ： IP  )  > 

- ^4 リ、 754 ズ なりこの 二 神の あけ つら ひこと に 切なる 事 その 張 数に て 思 ふへ し こォ. = じ 力" が：^ 

人の 屈 俗につ きて 敎を たてられ たる 所謂な り もと 淑 にくら きは慝 にくら きか ゆ ゑ なれ はまつ ぼ^の 

まと ひ を ひらきて 後 こそ 淑 のまと ひ を も ひらく へ けれ ゲ」ま，^-?は1^に このまと ひひら けす して.^ 

ぼ-ともに くらき 時 はからく して 善事 をな す も 皆いた つらなる へ けれ は 人た ， 一 生 をむな しくす る 

わさなら すやこれ 所^ 天地の 二 性 を 心身に 稟 なから その 二  tt を. 沌 すると かそ かし， ゆや f.^ ビ； ル ("一〕 

ひ 七 し C  y7  IT  /A^ Ivf  s  c 

ル i-i- つれ はか ゅ脂苹 のさ i+vl. れ る，， にて 愿 のいたり を さとし 給 ふは卽 nis のいたり をし らしめ むかため なるな り 人み な 

他坡レ なし、 な. f ひしょり その 本 奴" なる 渾沌 を はいよ くと りかた めて か へ りて この 御 をし へ の深切なるをぅたかふ人多し^^ 

パ 虫食 を 大 ) 

.  S 食、 る 人) 

is, あ の^しら さ □□ はな けれと そのく はしき とくはし からぬ は 雲；^ なり かしこ^け ち. めよ く/ \ゎ きまへ てお も ひまと ふまし.？^ 

さきつ 年 ある 人予 にい へ らく 力ら ふみ 佛 ふみをと りすて、 近 比 ひた ふるに 神 典の み をみ る は此御 をし へ の ^佛に まされる^ ある 

ゾ？ なる へ しその される 所 をのへ よと いふに 予 答へ て いはく 予か 15 佛 S 書 をみ すなり ぬるお？ にに 隊劣を もてい おに あらす お 

ほ 力た 國と いふ 國 あの 土俗 ありて その 風俗 を こと 口す され は 儒 はか ら國人 ^風俗に 切なる すち より をし へ 佛は 人 や-人， S 風& 

に 4 なる ち.^ り をし へ られ たるなる へ し わか 御敎 もまた そのこと くわ か御國 人の 土俗に した かひて たてられ たる をし へなる お 

まへ に， >  へ る 力 ことし 此 故に 儒 敎 はから 國に てこ そかし こから め佛敎 は； 大ゃ； にて こそた ふとから め 風俗に 切なら む をし へと 切；^ 

V つ さる をし へと はまね はむ に その いさをの 遲速 かなら す あるへ しとて ふみに ひとしへ になり ぬる 也 さら こ. ぶ 弗.. 孜を おとれり 

と 思 ふに あらす とい ひし か は膨 劣に ての 事と おも へりしはぉのかぃゃしき心のまへなりけりとてそ，^ぁす3ー仪予か神ふみとくを 

聞て かの よしあしの けちめ を はかた みに あけ つら ひしい と，/ (^おかし ュハ りし か は その あけ つら ひこ、 にしる さまよし けれと- _  r 

、レ 文義に 無益い 事な れ はもら しっこ 0 人 はから まね ひに よに 鳴る 人な りされ は そのよの あけ つら ひいと おかし かりし なり >^ 


ほよ そ 善 をよ みし 惡を にくむ 事 や ことなき ことわりなる かゆ ゑに 人み な あしき 事せ じょき 事の み 

せむ と m 心 へ とも 心に も あらす 善事の しかたき は ひと へ に 其慝に 妨らる ， かゆ ゑな りと おも ひて ひ 

たす ら慝を 制止す る これお ほかた の 世の なら ひ 也し かるに その 中には 勉疆 つよき 人 は 制し 得て 其 

匿の 根 を もた ちた るか 如き もいて くれは 制せむ とすれ と 制しえぬ かきり はよ にい ふかひな きもの 

にあ はめに くまる その 制し w ると 制しえぬ との 數を かそ ふるに 制しえぬ は 多く 制しう る はいと 

-/.^ -まれ 也され は 制し 徘 たる を は 世 こそり てた、 へ あかむ る ことわりなる 哉よ く 其慝を 制しえ て 

(し) 

善事の 肘 を ひかれ さらむ 事 はいと もく 難き わさな りし かるに しか 制 □ う る 人 はまれに 制しえぬ 

(虫食) 

人 はお ほき はもと 難き わさ を 成さむ とする か 故にて 所； はよ き 人 を すくなく しあし き 人 を 多くす 

る 世の なら ひいと も/,^ 心 くるしき 事 也し か は あれと とまれ かくまれ 人と して 善事 はなさて 叶 は 

さる 事 なれ は その 善事 を妨く へ き慝を 制せん より 外な くお ほ ゆる 事な りされ は 誰も よの なら 

ひに した かひて わか 慝を 制すれ とも まへ にいへ るか ことく その 其慝 もと 人の 身に 屬 して 身より 生 

する 所 なれ は 其 制す る 事な ま 'にして 極に い たらさる ほと こそ 堪れ いさ 、 かの 遺漏 もな きまて 

制し 盡す s- は 精神 かきり ありて 身 これに 堪 すかろ き は 病と なり 重き は 死亡に いたる これ を は 神 避 

之 件に へ 侨邪那 美 神 者 因 生 火 神 遂神避 坐 也と はしめ し 給へ るな- 000^P00^ 
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能=<亡，：：^i^z忭にこ S  ニ祌 ともに 一 島に； 人 降た まへ るよ しか、 れ たるに あきらか 也 火 神と は 精； &元^ の氣を いふ この 神 や」 生ませり 

と は 上に い へ るか ことく 身を勉 むる 事 極に いたる と. さは 精神た へ さる をい ふなり 於 能 基 Hit 之 件 は 人のう まる、 はしめ をい ひ 先 

首 之 件 は. 愍の ま、 に は 任す へ からぬ 所以 をと き改 一一 n 之 件 以下 はも はら- I" を 制する う I をい ひて その 極 をし めして 神 避 之 作 はと. さ 

たまへ るな り 神 避 之 件の を はりに へ 九 供 邪 那岐价 邪 那美ニ 神 共 所生岛 ま A 拾肆 神 參拾伍 神. ユノ と 段落 をし めされた る なりく はし 

この 神 避 をお も ふに よに 善人と み ゆる 人 その 身の 精神 堪 てき をた もてる はい また その 

の 制 神 避 之 件に はいたら さる 事 しるしし かる 時 は その 善 も狭眞 善と はいふ へ からす これ， § 奔に. 化 

き 所以な りかし お ほかた 十：： 今 をみ わたす にし かな まくの 善事 はせ じと ひとへ に，：^ を W る 人 は (S 

(に) 

命なる か 多し いは ゆる から^の 顔、 淵な とこれ なりされ は 善 を眞善 な ら むと すれ は 身 これ ロ^^ す乂 

(央： 0 

の满 むは かり 制すれ は眞 善なら さる かゆ ゑに いかにす へしと もお も ひさた めかた さに 人 比.：：：^ ノ：^ 

をな まくに を ふるこれ を は 中投に へ 國稚如 浮 脂 而久羅 下那洲 多陀川 弊琉之 時と いひ また 淤能 i< ふ 

呂，： ：？ 之 件に へ 天神 諸 命以詔 伊邪那岐 命 伊邪那美 命 一 一 柱 神^ 理 固成 多 陀川弊 流 之^ 賜 天 沼ォ 

依 賜 也と はと かれた る 也 天神 もろく 伊邪那岐 命 价邪那 美 命 一 一は しらに なにの くし ひなる 事 を も 

命し 給 はてた 、 このた ゝ よ ひ をつ くり 固めな せと 命せ させた まひし はいと も-^ かしこき $1- にて 

前にい へ るか ことく 眞 善なら むと すれ は 身 堪 す身堪 れは眞 善なら さる この 所 几 知：： のしる へ ケ， に 

さる 所 なれ は 也 このた、 よ ひ をつ くりかため なすへ き 天神の 命 をい かにと いふに. S かの： t 避 之 件 

に へ 囚生此 子 は 美蕃登见灸而ぉ^れ多具理迩生神名金山£^^神次佥出^:-ぶ：；神次於：^^成神名& 


迩夜须 ^お 神 次 波迩夜 須毗賈 神 次 於 尿 成 神 名 彌都波 能 資神次 和久產 c ふ u 神 此神之 子 謂 m ぉ于 ハ讽毗 K 

，と ある これな りく はしく は その 件に 釋す へ けれと 今 その 大要 をい は 、地 を.^ て 天に くら ふれ は 

1r  y>  I  ：  ?l  > フ/  二 SJ-rr ぐ i これ は唾演 なとの 類 を 云 祌代卷 一書に へ爲卟 • を たくり すと はめり 乂 同し 一書 

卑 L けれと そのき-しき 力う-; に 多 に 素？ ま 鳴 尊に 献具 を責 たる 所に へ以 t- 爲. G 和幣以 爲靑 和幣と ある もこの 照 

瑰 ^""も ふ.； はふ R 尿の こと はきた なきもの を ほと こせ は 土 粘り 肥て 其 卑しき 物 一 段 卑しくなる より 

G 件に o-.",^ へし / 

ぉのっから和久產$^日神と中す生產の氣そこに生しっ.ひに五穀を豊熟せしめ給ふま^宇^^5^資祌は 

あら はれさせ 洽 ふその 地の 性 を さなから 禀得 たる 人身 なれ はもと きたなき 念 を 生す る， 甘 なれと も 

そのき たなき かう へ に猶 そのき たな さの 肥る はかりき たなき もの を 施さ は 終に m 乎 資神 はう 

まれ 出させ 給 ふ へ しとの 御 さとしな りけ に 世に 齊 とする 有用の 物の 天より 降れる 事な く猶 男に く 

らふれ は 女 は 卑し けれと 家系 を傳ふ へ き 子孫 は 女し もうみ 又 富者に くら ふれ は 贫者は 卑し けれと 

も 家 產を增 す へ き 子錢は 貧者し もうむ かこと くよ にあら ゆる もの その 卑しき 方なる もの はみ な 母 

なる をせ むへから さる 眞理 ある これな り 外.：？ S 延廢 儀式 帳 云 へ大 長ハ合 天皇 御 夢尔海 覺賜久 五" 高天^ 

坐1^見志眞岐賜志處<5^5都眞利坐奴吾 一 所 耳 坐 波 甚苦加 以大御 饌毛安 不間 食 坐. 故尔丹 波^ 比 沼 乃 

眞名 井尔^ 我 御 饌都神 等 由 氣大神 乎 我 許 欲 止 海 覺奉支 4?. 時 天皇 驚 悟 賜 氏 卽從丹 波 國令幸 氏 度 侖-乃 

m 田 原 乃 下石 根尔 {.c 柱 太 知 立 高天原  < 小 比疑髙 知^ irt 定齋 仕奉始 支い：.； 以御饌 殿 造 奉^ 天 照 皇大神 
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乃朝乃大御饌タ乃大御i^乎w別供奉とみぇまた倭姫命世記にもこの事ぁりて大同小異なり^記云 

へ泊瀨朝#^^大泊瀨稚武天皇卽位廿 一 年 丁 巳 冬 十 倭 姫 命 夢 敎覺給 久皇大 神 各 一 所 5^ 波 御 宅 安 

不閱食 丹 波 國与佐 之 小 見 比 沼之奐 井原 坐 道主 子 八 乎 止 女 乃 齋奉御 饌都神 止， 大神不 我^ 欲 止 

覺給支 < 小時大 若 子 命 乎 差 使 朝廷 仁 令 参上 灭御夢 狀令申 給支卽 天皇 勅 汝大若 子 使 gift 一人 布现舉 S 支 故 

率手置帆？^^狹知ニ祌之裔以齋斧齋釩等採山材從丹波岡余佑郡眞名井原|奉迎^,55-^^1^火神^^<1： 

山 田 Is- 乃 下、 ま 磐 根尔大 {oc 柱 廣敷立 1^ 髙 天原尔 千木 髙知 S 鎮定 坐 止 称 辞定奉 利泰饗 利神贺 賜 I 父 

检 納神脊 卜！：： S ハ 爲神幣 更定神 地神戶 ii- 二 所皇大 神せ：： 乃 朝 大御饌 夕 大御饌 乎 口 別齋敬 供進 之と もみ 

ゆ この 天 照大御 神の へ 吾 一 所 耳 坐波甚 苦と 仰ら れし故 は 上に 述た るか ことく 心 は t+ しとい へと も 

身を舍 とし 身の 用 をからて は その 性 を 達する 事 能 はさる ものなる か 故に 一 所 坐 波 おと はお ほせ 

^ 1 ン M,.r^ 世 記に はた、 大ル の 事 は 力り なる はこ / ，g^^〈UD.fk^,.lrIfl、T<Lue'-, つ ン文 よ、 え 勿よ：：. へ 小，/ =■ 」i 

P  iif-hy れをも それに ふくめた る 書 さまなる へ し へカ£ナ5^@ま1,?ィ《^;<1.^とがらホ？^ぉ に 力 -4 が し を 

たもつ 物なる か 故にす へ て 永く 保つ ことの さとしに は 食物の 事 を 用 ひられた る 神 典-中 かそ ふ るに 

いとま あらす その 中に 神代 卷  一 * に へ 是時保 食 神 赏已死 矣唯有 其 神 之 m 化爲小 斷上生 上 生 

金眼中生^腹中生稻陰生麥及大豆小豆天熊人悉取持去而奉進之于時天照大神+-サ\ー：：：：：：.|物^則顧兑 

_<.;生可食而活之也乃以粟w麥豆爲陸田種子以稻爲水t種子又因.y天，u巴^;^以其稍稀始^于天狭m 


及 長 田 其 秋垂穎 八握英 々然甚 快 也と み ゆる かこと しま 命の 事 をい へる は 木 花 之 件に へ尔 大山 g: 

見神 因 返 石 長 比 賣而大 耻白送 言 我 之 女 一 一 竝立奉 由 者 使 石 長 比賣者 天神 御子 之 命 雖雨！ _ "風 吹 恒如石 

而常堅 不動 坐 亦 使 木 花 之 佗久夜 as 賣者如 木 花 之 榮榮坐 宇氣比 S 貢 進 此令返 石 長 比 賣而獨 留木花 之 

佐久夜 貝 故 天神 御子 之 御 壽者木 花 之 阿 麻 比 能微坐 故是以 至于今 天皇 命 等 之 御 命不長 也と みえ ま 

た 垂仁紀 に ね Jl^wli はへ 一 云 天皇 以倭 姫命爲 御杖. 貫 奉 於 天照大神 中.^ 然 先皇 御 間 城 天皇 雖 祭祀 神 

祗 微細 未 採 其 源 根 以粗留 枝葉 故 其 天皇 短命 也是以 今汝御 孫尊悔 先皇 之 不及而 愼祭則 汝尊窗 命延畏 

復 天下 太平 矣 ともみえ たる 皆 その さとしに て 心の 性 を 達せむ とする に 身 をよ く 養 ひお かされ は 食 

物 を もて ま を 保つ かこと く 心の 性 をな かくた もた む 事 能 はすとの 御 さとしに 大御饌 毛 安不聞 食と 

はお ほせられ しなり しかるに かの 大神 を拜 まむ はも はら 

身の 性 卑しき かう へ にかの 多具理 K 尿の たく ひ を もて 粘し 肥す へ きわ さのお も ひかけ ぬすち なる 

か 故に 几 見に て は 其 養 ふ 事 をお きて 制して た に 身の 卑性 はもて あっか はる 、をまして やしな は 、 

いかなら むと そお ほ ゆへ きすな はち 食物 乞 之 件に 5 ま" if5 お？ ^^151」 ぎろ へ 又 食物 乞大氣 津比寶 

神  < 小大氣 都 比賣肖 *  口 及 M 種々 * 物 取出而 種々 作具而 進 時速； が、 佑 之 男 命 立 伺 其 態 爲穢汚 ".ra^ 進 乃. 

殺 其大宜 Si 比 資神故 所 殺 神 於， 生物 者 於 頭 生蠶於 二目 生 稻種於 一 一 耳 生 於 A 生 小豆 於 陰 生麥於 W 
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古事記 燈七神 三^ 神 世 七 代  三 五 二 

イク 

生大 一リ： 故：：：.！ 神 產^^;;:::: 御祖 命令 取^成 種と ある は その 心え を さとされ たるに てお ほかた くひて 活く 

へ き 物 はきた なき 所より いつる よしをし めし かつ 此大叛 都 比責を 殺し 給 ふと は そのき たなき 所よ 

りい つ る をに くむ 几 情 を さとされ たる 也され と神產 ftp 御祖命 これ を 種と した まふ はさる きたな 

き 所より いつ る をに くむ へ き 事なら す これ 善事 をな す へ き 種 そと しれとの 御 さとしなる 也 以上^ 

く 所の 文 義を神 典 一 部の 始末に てらして おも ふに もと^の 性 は 勉めてせ むる たに 制し かたき をい 

かて かこれ を 粘し 肥す へき こと を をし へられし そとい ふに お ほかた 人の惡 念き たなし とはい へと 

もぉのれm5ふにはさはかりきたなしともぉほぇぬょりぉの っから私なる8^の附.^=せられてその^^ 

， 5、 ゝ - 、フ ) f J ^ 千 位置 戶之 件に へ 手足 爪と ある は善惡 二.^ ともに おのか ふむ 所の 理 あるより なし 出 

を^み て a 行に もい つ る 事^な り ！； 54 お！^ し S さい？！ -れ たるな りく はしく は此 下に 溝 解除 惡 解除 をい ふところに いふ 

^る これ を はよ に惡 事と はにくみ あはむ るな りされ は惡 念の わ 事と なりい つ る はもと その s„ 一 

の 分量 理 の 附會 せ ら る はかりな るか 故にと も すれ は 言行 にいて 身 外 をけ かす と はなる に そ 

(なき)  . 

ありけ る こ 、を もて そのき たなき きのう へ に 今 ひとき はきた □□ 事 を あた- へ てきた なさ を 肥す W 

,  (虫食) 

はきた なき かきり の 物と なりてみ つから 身 內 にて ふかく 耻る こと、 はなり はてぬ へ しし かる 時 は 

仁と ひい ひ 出よ なし 出よ とす 、むと も 更に 言行に いつ へ きこ 、ち はなくな りなむ かし^, H 水 之 件に 

へ 刺 443 之 御 笑 豆； 良？. g 律 津間櫛 之 男 柱 一 筒 取 闕而燭 一 火 入见之 時字士 多加禮 斗お M 岐 t^.sv と あるに 


すな はち 人.」 别 にもち 出 へ からぬものとなりたるさまをさとされ仁る にて大かた人身は^^賤となく 

美醜と なく 宇士 とい ふ 虫に たかられ とろけ はてむ を 極と する 物なる を その 極まて にいた さすな ま 

z^- にしお く か 故に 惡念を はみ つから 耻る 心う すくして わすれて は 言行に いて、 身 外 をけ かす 事 

と はなる 也との 御 さとし 也され は惡念 はな ま/.^ なる 故に こそ 惡 事と はなり い つれ 更に さらに 制 

して 止る へ きものに は あらさる なり 几庸惡 をお も ふに 精し からすして 制して 善事 をな さむと すれ 

とたと は、 家 を 造る に必 まつ 厠 をた つる は 家の 內を 不淨 ならしめ じかため なる か 如し わか ふみ 

つから 耻る はかりき たなき かう へ にもき たなくな す 時 は 言行に いつ へ きこ 、ち 露 はかり もな くな 

(るか 力) 

ntj 故に * 外淸淨 ならん 事うた かひな かる へ しこれ 善事に！ „:^K ふの 混す へ からさる 所以なる 也 かく 

(虫食) 

g5 念 は 身 內に處 し 善事 は 身 外に 處 して 渾沌す る 事な きを は 天地 初發と はさと し 給へ るな り まへ に 

いふか 如く 善惡の 本然 は 天地の 二 性なる を 人み な 善事 をな さむの 心 はも はら なれと 惡 念の 所 置た 

かふ か 故に 善事と おもへ る もみな 惡に 混す る 也し かれと も かの 淤能共 A 呂 ft 之 件に み ゆる かこと く 

人 もと 天地 を 混成して 心身 を 一 塊と したる 物なる か 故に かく 內外 にわかた む 事い と/ \ 、難 かる へ 

しされ は. 千 引 石 之 件に へ 最後 其 妹 伊邪那美 命 身自追 來焉. 千 引 石 引 塞 其 黄 水 比 良 坂 其 石 置 中各對 

立 而度事 戶之時 云々 また 神代 卷 一 書に はへ 故 便 以千人 所 引 磐石 塞 其 坂 路与侨 * 冊 尊 相 向 而立 遂建絕 
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古事記 燈七神 三 段 神 世 七 代  .  三 五 四 

妻 之 誓と み ゆ また 一 甞に \ 及 其與妹 相 闘 於 C 水平 坂 也 伊 s_ -諾尊 曰 始爲族 悲 及 哀者ズ 牛 合 之 矣 

時 C 水 守 a 者 白 云 有言矣 曰ー冉 与汝已 生國矣 奈何 更求生 乎 則 常 留此國 不可： S 去；： ：1 時 菊 现« 神 亦^お 

丰若>^=^ほ.^^,1.10ラ：^,ーマ"^1>この菊理渡神亦有白事とぁりてぃかなる事をまをしたまひしかその語なきに伢^^-詰ぉ間；€ 

flfi 一： 一お -ま 《w  rn IN ァ ® ま 岁善 之と あ NT は いと 荒凉 なる 書 さ まにあら す やよ の ぬ 言 家 は その 語 を したる ものと こそい 

ふらめ しから は 聞而善 之と はか、 る ましき 条 S なり これ は こ 、 の 事 あら はに いふ ましき 事なる か 故に かく わさと おはつ かなく か 

さてみ む 人 をして おも はし □ られ たる 書 さまな りかう やうの 詞 つくり はかみ つよの ス にあら て はえせ ぬ^な りこの 義こ 、 にと 力 

は され はこの 千 引 石 は身內 分外の 間 をい ふに て 黃&比 ，2^ 坂と とな ふる も S こ、 

^  )u-  ノ， ひ/  ノ千引 石 は 神代 卷 一書に かける もしの ことく 千 人の 力なら て は 引く へからぬ はかりの 大石 をい ふこれ たやすく 

なりと しる へ し；：. g すへから さる よしを 思 はせん かためな り 身 競 之 件に へ 千 引 石 if 手 末と ある も卽 これにて 有力の 人 はな は；^ 

I け は 2is;i」( お 52^4§へ その 件に て 伊邪那美 命 は }K "水 Si 大神 となりて 黄， "水に まし 价邪那 S 命 は 

へ^ 淡 海 之多賀 也と み ゆる これ 心身の 二 性 所 置 さた まりた る さま をし めした まへ るな り Kn:?l^』 

^！^には へ 是後伊 非 諾尊祌 功 旣银靈 運 當 迁 是以摇 幽 宮 於淡路 之洲. ぉ然長 隱矣亦 口 供^, M 尊 功 旣至矣 p::::;:^ よ》.^,. -  、  f 

德亦大 矣於是 登 夭 報 命仍ぉ 於 曰 之 少宮矣 ともみ ゆ 詞の表 はさまく なれと も義 はた、 ひとつなる なり 17  _ィ{ュ "力 <  Z  ( 

I こ 二  I よ ffe-tia に り 二  二 ン， 0 ン， つ、 L  15-^) す 〈一」 わ 力 御 を L へ は 自然にした 力と 一. pnT をむ ォと l;<s^i か, -」 

ォ とこ ォは、 #：？^ のス の-すめに しめし あ カオす るな り 用 ひさる 事 かくの ことしな ほ 件々 に 弁す る をみ てし る へ し 

されと，！：！^ 內 とい へ とも 卑念を やしな は 、 おの つ か.. つ 色に も あら はる へ きを 恐り て 身 を 淸 くせん 

こと を 欲する まと ひよりと も すれ は 此千引 石 も 擎らる へ きょし 力 競 之 件に もとき 五 rc:w;,^,M 仍に 

へ內 者.； M 良 富 良 外者須 夫々々 ともみえ たる そかし 默 ゆお デ絲 こされ はかへ すく 身の 本 もとより 

卑しき を 今 一 き は それ を 肥して m や；^ ハ 飒 神 を をろ かみ 奉らむ の 心 ふかくに^ 内 に sK ふに ふかく 


かくれて さらに/^ 言行に い つ へ きこ 、ち なくなりぬ へ しこれ を は 天地 初 發とは をし へ たまへ る 

なりと しる へ しまへ に 論ら へ るか ことく 人 かく 心身の 一 一 性 をよ くわ かちて その 間 千 引 石 を 置た る 

ことくな りぬ □ 時 は その、 い 身の m たる 天地 も 渾沌す る 事な くその 中間に まします 神た ちわ か 心-: 

の 間 をた すけさき は ひた まふ へ きそ かし 發の 義廣英 にして 精し くと きつく しかた けれ は 今 は そ 

の 大要 を 述ふ猶 く はしく は此 下の 件々 を釋 せる を こ 、 にあ はせ て ふへ し 渾發の 事 まつ 卷 首に 述 

られ たる は大 かたわ か御敎 の大始 たれ はなり 大始 たる 所 li は 渾沌 すれ は 神 ひとはし らもお はし ま 

す へ き 所 ある まし けれ は 也 〇 初發と は學者 その 渾沌の まと ひ をし りて はしめ て 心身の 處を異 

にせる をい ふ 也詞の 表に て はた ， 此今 みる 天地のう へ の， 雜沌 したりし かかく 上下に わかれて 位し 

たる はしめ を 記した るか ことくみ ゆれと まへ に 論ら へ るか ことく もと 天地に、 渾發 ある へ くも あら 

ぬかう へ に 上.^ の人詞 をつ くるに まさにい はむ と m 心 ふす ち を はい はさる 常 なれ は 誰に も あれ はし 

めて 渾沌の まと ひ を さとりた る を さとされ たる 詞 なる 事 明らかな り 翻 は 古訓 s,^^ とよ めれ と 心 

ゆかす これ は 神代 卷に へ 開 關之初 云々 とか/ -れ たるに よりて なる へ けれと その はしめ に は へ 古 天地 

未 剖 陰陽 不分 云々 とか、 れ同窨 一書に へ 天地 初 判と 多くみ えた れは剩 と よむ へ き 事 也 ^ぃ 「く  1 は 

m にあつ かる 詞 なれ はかな ふ へ しと もお ほえす かし 此 記に I 發の字 を 用 ひられた る はまた^, < 刀 判な 
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古事記 燈七 神：  一 • 段 神 世 七 代  三 五六 

との^f にもょらさる字なれはもし字養に へ 幾 方 伐 切 昔 if 起 也 與也舒 也擧也 也 « 也 父^ 也乂^ 行 

也义 明發從 明而： や： 夜 則 地閽至 n: 而 则地 ii 發乂展 法 夏：：： 發秋 冬： n 散乂^ 一十一 一矢 爲  一 い i?:: 

射 禮三而 射^ 矢故以 十一 一矢 爲 一 發 S 今言箭 一 放 兩放也 孟子 發， ー乘矢 一而 後 反 とみえた る の 

心 もて か、 れた るかと もお ほし けれと， a の 字の 義は いつれ も^らく 義には あらね は 綱 g 卜へ 眉 hk^^ 

懸 門と は戶を 上に 引 あけお く 門 をい ふに て 其 戸の 上の 方より 出く る ド くこ ヒ、 I  ：  ：  ]  ノ 

を發 とい ふと わか 伯父 川原 國語 をと ける をき、 - しか 耳に のこれり 7,^(  .'r.^JS-s^ と 力 ゝォナ る 幾. ひ .； /と：^ し 

くこ 、も 於せ 流と いふ 心に； と はか、 れ たるなる へしこれ 今 予か釋 せる ことく g; 沌 したる はと 

は 天地 ある もな きに ひとしく 天地 を わかて ははし めて 天地の いてきた る さまなる を 心 へと て 4:-: あ 

の 字 は 用 ひられた るなる へしし かれと も— g 、お T 流と はよ む へ くもお ほえす た 、はしめ て 天地の いて 

きたる 心 はへ を m>0 はせん かために 此字は 用 ひられた るに てよ まむ には^; 米^ 和，^ 礼.：： 心.^ とそ 

よむ へ き宣長 もこの 發の字 心 ゆかす や m>0 はれけ む 葉！^ の 哥の詞 によりて. ^ 士— お 乃 1.^ 伎と よめる 

ハ とみや ひたれ まし；^ よ ひ へ くこ そ ほ しの^も 22 たまり 文 はもし 数に か、 はらぬ もの なれ はみ やひたり とて 義に 

L  ^ベ 乙， -ォ{  ^it ン こく あっからぬ 訓は isis を 例と して は 用 ふへ き 事に あらね とこれ は發 3 字 今い ふか？^ と 

く 渾沌した る を わかて は 天地 はしめ てな り 出る かこと きこと を さナニ  fl-JCD  ノこ た c.a* ト >  . 

とさむ かための もしな れ はしかよ まむ もし かるへ くお ほ ゆるな り けに も/^;^ 沌 したる s:^- は， 人 地な き 力 ことし こ 

れを わかて は 天地 はしめ てな り 出る かこと し 

〇 之 時と は學者 はしめ て 渾沌 を わかてる 時 を さした る 也 これ また 太" に 天 也初發 せしゅ を さした 


るか ことく 窨 なされ たれと しからす むかしに まれ 今に まれ 行 さきに まれ 學 者の 沌を わかて る 時 

をい ふ 也と しるへ し 

於 高天原 成 神 名 天 之 御中 主神 1 藝 I：： 献 I 

この 髙天 原と いふ は詞の 表に て はかの 渾沌した りし 天地の 今み る ことく 上下に 位せる その 天の 方 

を さした るに てた、 天の 名な りとの みお ほやう に 心うる 人 も ある へ けれと もとより 天 は 高 處に位 

したる を こと 更に^ 天，. とい はんや は 上古の 人 はさる 稚語 はっか ふ 事な しされ はこの 髙天 原と いふ 

名 は 低 天 19- とさす へき 所必 ありて それにむ かへ ての 名なる 事うた かひな しすへ て S."M「"；；#"^- 

その 人 思慮して のちお も ひいた る へ く詞 をつ くる 事つ ねな りされ は 古言 をみ むに まつ 疑 生せ す は 古人の 情 は 思 ？ごり £u,>s  .」 

ひえ かたしと 知る へ し釋 氏の 說に ものまね ふ 次第 をい ふに 疑 を 第 一 とすと ある 僧の かたり つるさる 事な りかし ミひ .^ヲ かと 

はい つく を さす やらむ とかう かへ しに， t:^ 見に 善と m> 心へ る はまこと は 純 善に は あらて 惡に 混した る 

善な りし かれと も それな ほ 善なら さるに は あらね は その 渾沌の 人の 善 を さして 低 天 原と いひ それ 

にむ かへ て髙天 原と はいふ 也と はお ほ ゆるな りけ に まへ にい へ るか ことく 惡を はふつ に 遠 さかれ 

る 善な れは髙 天と いはむ はさる 事 そかし されと もしし かなら むに は 神 典 中低 天 原と いふ 事必 ある 

へ きを 一 所 もみえぬ はおし はかりなら むと m>5 ふ 人 も ある へ けれと.^ とい ふ 字に， を m5 はする は 古 

言の 常にて 猶. 見の 善と へ る 所 を 低と いはむ はいと をし けれ はは、 かりて あら はに さる 名 はか 
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古事記 燈七神 M 一段 祌世七 代  -  三 五八 

， れさりしこれ.^人詞を用ふるにぃたり深き所謂なる也されはこの髙天1^とぃ ふ名のみぇたる^! 

々はこ 、 にか きらす 比 £： その 低 天！^ 小 を m 心 へ との さとしな りと 知る へ し 石 #1?. 之 件に た、，？ vt,, ン 〈？& 一人-脇 

自閣 亦-一一れ. f 原 中國！ せ 矣 と ある は 

天 照 大御祌 は 高： 人 原 を しろしめす 大御 神に まして 御み つからお ほせら る、 御詞 なる かゆ ゑに せ よ， s..vi  --  >  t  >  rn, 

G 字 を はふ かれた るに こそ これに 照らしても 低 犬 原と い ふ 名 を は、 かられた る 心 をお も ふ へし {,^\.^ と 力 J  0  I  rh. 

義の 31 なり 高き は武 きに ひとしく 凌 かむ とすれ ともより つき 難き 心 也 神 名に へ」 =i 御 神 を は 

しめ へ w 遲志货 高 子 根 神 へ 髙比责 なと あまたみ えまた へ 逮御ゃ E 之 男 神 へ 建 速； が、 化 之^ 命な とも 

巾す い つもより. つき かたき さま をい ふなり 高き 山 を 多：； 讽 ととな ふるに もお も ふ へ し卽： 二 稀 之 件に 

へ^:g千Jg之久士布流多：；.讽とみぇた，：^これらをもて同義の詞なるをm心ふ へ しされと 加と： S は 終，： S の 

itr 3? 一.；^ ま 父 阿 緯江緯 の 別 あり. て ¥w は よりつき かたくて かなたに たて る さま をい ひ ^ 刺 は よ 

りつき かたくう ち ふる. まひ ゆく かたち をい ふ 別 ありされ は此： s<Jlsi,^ は 地の かたよりみれ はより 

つ きかたくて たてる さま をし めしたる 名な りこの， 嵐の 字の 義を ふくめる 事 かくの ことし 上い：： v2 人 

の S1 をつ くる はいか さまに 案し 得た る もの かと これに かきら すす へ て あやしき まてお ほ ゆる 也 0 

础はせ^.:1に へ 遇 玄切音 本 也 說文高 平 曰 原人 所 登 也 李 Si 曰 土地 寬博而 平：.^. 名 之：：" ぬ卽今 所. ぼ喷好 

也と みえたり これた y 天の 渺茫 たるより 國原海 1st 河原な との 額に いふなり されと す へ て必 その ひ 

ろき につけて m 心 ふ 所 ある 時に いふに て 無益に いふに は あらす たと は 、神 遊： に I 物へ さ 、わけ は 袖 


こそ やれめ とね 河の 石 はふむ ともい さか はらより とよめ る は その 條 わくる 道 はち 力く、.^ I ゆく は 

首 一 遠き がわ ひしき 心 を 思 はせ て と はよ める 也 又 土 左 日記に へ あ をうな はら ふり さけ みれ はか 

すかなる 三 笠の 山に いてし 月 かもと いふ は 故鄕に はたか ひて 山 もみえ すいとお ほつ かなき なけき 

より と はよ める 也され はこの 髙天原 も たちの しろしめす 所 なれ はは かり しられぬ さ 

ま を n5 はせ て Ig- とはい ふな る へ し 〇 於 はから ふみかき になら ひて 上に おかれた る 也 もしに か、 は 

りて 思 ふ へ からす^も しはす へ て その 處を さし 定めて さとす 脚 結 也 5^  く 挿^ 中に つく.； 4- 下- 5?. は 

を^ f と 亡ハ乂 つねされ ときく 人の こ 、 ならむ と E 心 ふ 所に あらぬ 所 を さす 詞 にても とより そこに 所す へ 

き處を さす 飼に あらす これ 大 かた 詞 のなら ひ 也され はこ. -も かの 低 天 原 を さし わけて 人 はみ なた 

ふとき 神た ち は 低 天 1^ にこ そと 思 ふらめ としか に， 混した る 善に は 神の しつ まり 給 ふ へ きに あら 

ぬ よしを m5 ませて： &lul i ： 一お かれ 仁る 也と しる へ しされ はこの 刻 もしも はら 渾沌せ る 善 はまこと 

(虫食)  — 

の 善に あらす とい ふ 事 を さとされ たる 脚 結 也 かし 〇 成と は 先 言 之 件に 水 子 淡， は 生と いひ 改言 

之 件に 八 島 六 島 を も 生と いひ 河 海 之 件 出 野 之 件 神 避 之 件の 諸 神み な幽と ある を 比 波 之 山 之 件なる 

御淚 になり ませる 泣澤女 * は—^ と あり それより. 爲羽張 之 件の 諸 神 また 成と いひ _ ^澳之 件の 諸 神 

もまた 剩と ある を 三 責子之 件に へ 五：： 者 生々 子 而於生 終 得 三食 子と ある この 三 贵子は 载祺之 件の を 
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はりに ありて みな 成と ありし 神た ちなる に まへ にあけ たる 泣 沢 女神 またお^ 張 之 なる，： も， § - 

と ある を 三食 子 之 件に 皆お しこめて へ 生々 子而 云々 とか、 れ たる を m>0 ふに 则 も^もた 、 ひとしく み 

ゆし かれと も 成と ある 神た ち を H 心 ふに 猶，： ffl との 別 はありて 幽とは 父母の 神の 御 あは ひのこと わり 

をむ ねと はせ むかため なり 刻と はう まれ 出 給 ひての うへ にて い ふかた かへ りされ は 生— はお や 神 

の 御う へ 主と なり 成 は 御子のう へ 主と なる 也と しる へ しこ 、はお や 神と てもなく はしめ てな り ま 

せ る； i: - - ませ 次 その 變^ らいお 1 1 神ぶ のみ 成と ありて 次 下の 二 はしら はた、 おとの みある はは ふける 也 はふく は此， 印 

i ご 十 f  ひぎ B  ノ.， -カ 1 段の 三 神 は 一す もの 御た まに ませ は 也 この 故に 中段 下段；^ 十 神 もみな，^ の はしめ I ま 

S 似；^ 妹减 あ 神代 卷に へ 天 先 成-加 地後定 然後祌 SS 生 其中焉 とみえた るか ことく 大 かた 神 は 天地の 

間になります もの なれと も 天の 方に K し 給 ふ も 地の 方に 屬し給 ふ も ありて これ を 天、 化 神^, 化 神と 

は 中すな りこれ た、 天 また 地に； IQ し 給 ふまて にて 猶 天地 間な りうた かふ へ からす 〇 神と はまへ に 

ひける 神代 卷の 語の ことく 天地の 中間に ましくて くす しく あやしき 妙 川 を ほと こし 紛ふ もの を 

いふ 名な り 渾沌す る 時 は 天地に 中な きか 故に 神お はします へき 所な しこれ 神代 卷の 語に へ然 後と 

(せる) 

ある 所謂な りされ は 神 は 天地 を 渾沌 人のう へ に は： おはし まさぬ に は あらね と あつい り^よ 

.  I 虫食) 

さる 事^ら かなら す やわ か 御敎も はら 神 を もて 主と し 給 ふゆ ゑ はお ほかた 人力 も ， 切 琢 u 。功 を 

つむ 時 はした  >  かに もなる 物 なれと 猶か きりあり て 神 力の 妙なる に は 及 はさる はるかな リカ 


(とか 力) (れ) (し は 力) 

競 之 件 を ロロロー！：：：ー この 所謂 也され は 人 はた 、神カにすかり奉りて^^賤となく畏幼となくひたふ 

(虫 食) (本 「巳」 トァリ 本節 中スべ テ之ブ 改ムン  ひ 成) 

るに m 心 ひさた めて 一 己の 力 をた のむ 事な かれとの 御う つくしみ そかし 神武 紀 にへ 敬 祭 天神 地 祗\ 祭 

天 社 國社之 神 へ 祭 天神 地祗 へ 以祭諸 神 へ 躬自齋 戒祭諸 神 遂^ 安定 區宇 へ 我 皇祖 之 靈也自 天降 塵 光 

助 朕躬今 諸虜已 平海內 無事 可 以郊ー ま 天神 用 ゆ 大孝者 也 乃 立 靈畴於 鳥 見 山中 其 地 号 日 上 小 野 榛原下 

(え 力) 

小 野榛原 用， 祭 皇祖 天神 焉な とみ 口た るう へ こそ 皇統 は あめつちと かきり なくお はせ これ を か、 み 

として 神 を もて 御敎の 主と し 給 ふ 意^ を さとる へ し 此天之 御中 主神より 諸 神 を 次序し 件々 を 次 

したる はこれ 神祇の やむ ことなき ついて にて これ を は 神道と はいふな •  り 

？；敦：^ゅ认はぺ？ひ：^^ばる孝德紀に へ 惟神と いふ 事 を S 注し 給 ひて へ惟祌者謂隨神道亦^：-有神道 

.  (から もナル べシ) 

也と ある は卽 今い ふ 所の 神の 次序 件々 の 次第にした かふ 時 はや かてみ つ  一：^ 一  神の 次序の ま、 な 


( 虫食) 

る よしをい ふなり その 本意 も はら 一 己の 力 はか きりある 事 を さとりて 神 力 をた のみた てま つれと 

の 心なる を も 思 ひ あはす へ し 一 己の ちから をた のむ 人お のれした、 かなりと おも ふらめ と 精神 か 

(るた) (ま) 

きりあり て 或は 病み あるひ は勞れ おも はすに 事 を遂さ □□ めし 口の あたりなる を 此御敎 よに かく 

(虫食) (虫食) 

れて のち はた、 一 己の 力 をみ かく 事を是 として 祌 力の たのむ へき 事 をし る 人 なくなりに きその 一 

己の 力 をみ かくいと ま を もて 神道に 隨 はむ はいか はかり か は 易 からん よくく  m,^ ふへ しな ほその 

古事記 燈七神 二^ 神 世 七 代  三 六 一 


I 


古事記 燈七神 三 段祌^ じ 代  三 六 二 

けちめ をく はしく いは ， 人力 は 耳 目 のう へ にあり 神 力 は 耳 WL にあ つ からす H.::!! にあ つ からさる か 

故に そのい さ を 廣大な る 也 な- に 事 も 耳目 にあつ から され はたの もし か らす おも ふ は，な^^ の 常 情な 

(心) 

れは此 けちめ 猶 「しえ わき かた かる へ けれと 勞 して 功 小さき と勞 せす して 功大なる と をよ くわいた 

(虫食) 

めな は大 かた 神の 敬 ひ 祭る へ き ゆ ゑ はおして しらる へしこの 妙理こ 、 にい ひつく しかたし ◦ 天 之 

御中 主神 こ の 御中 は眞 中な り WW とも に ふたつ を 具足す る義 なる 事寓 葉：^ に へ 志 右 Hf^ へ.^.^ とか 

> れ たる は 左右の 手 を 其した る 心に て 翻 糊と はよ むな りこれ を もて 眞 御の 義 をし る へ しされ はす 

へ て wffi を はた 、 一 言と する はい つれ も ふたつ を 具す る を ほむる にて その 本 は 神 典なる： 太， 地 を わ 

かっこれ OS 力 S3 觀な □ も いひ 劃， 山 美 議讓 なと いつれ も！^ し ば： i バ"； ^"li!?"" 

(虫食)  (虫食)  3^ ノと も，， "七 糸；^ ゆ 

^.^^^n^MS^^^^^ 此故 にこ、 に 御中と いふ は 天に も 地に もル よら さる 巾 位 をい ふ 

なりこれ 卽 かの 神代 卷に /生 其 中と い へる 中に て 中庸の 中に も あらす. ぉ假 中の 中に も あらす 淑と 

^との 中 をい ふなり その ゆ ゑい かにと いふに 天地 初發の 下に 述た るか ことく 淑 の にで 引 石 を 

おか は 相 混す る 事 ある ましき 斑 なれと 有力の 人 はこれ を 手 末に 擎け てと にかくに おしやす き s;- 力 

競 之 件に みえた るか 如し この 故に 千 引 石 之 件に 次て 祺城之 件 はお かれた るに て 禊 « はいに しへ よ 

いとまく せらる 、はこの 故なる 也され とも 後世 は 仁 、 その^のみ のこりて 本お：^ をう しな ひもろ 


くの ナ " れを よら ひ^く わさとの み 心え な その 件に 御杖 御： 御 裳 御衣 御 禅 御冠， 御手 之 手 

纏 右 御手 之 手 纏す へて 八 種の もの を 投棄 給 ひし こと をい ふ は 今 まてお も はす 淑に慝 の 混 L たりし 

： ,  ；レ 轰^ ま 二の 詞 のうへ にめ をう は、 れて 本意 をう しな ひたる 也 も. ま 3D  E 比- f 

を はら ひ 棄る事 をい ふに は あれと はは： S は S 爾 fs の 4 のよ にかくれ たるよりの わさな りかし もとめお ^ に _ 

る は 隱の所 置の あしき か 故なる 事 天地 初發の 下に 釋せ るか ことし この 故に 淑に 態の 混す ましくな 

さむに はも はら 藤に 多具理 尿の ことくき たなき もの を 施して みっから 言行に いてむ こと を はつ 

るまい りに なすに ある 事 なれ は， S の 表 こそ み ゆれ 本意 は 匿の 所 置 をた によく すれ はおの 

(虫食) 

つ ji. ら. K よま ことの 淑 となりぬ へ きょし を m> ^はせられ たる 詞 なる 也 ゆめく JI のうへ にめ を I* に 

る ましき 也 さて その 次 下に へ 於 是詔云 上 瀨者瀨 速 下 瀨者瀨 弱 而初於 中 瀨隨迦 豆 伎 而灘時 所 成 や-神 

名 八十 禍津日 神 1311 次 大禍律 日 神 此ニ神 者 所 到 其 穢繁國 之 時 因 汚 ％而 所 成 神 之 者 也次爲 ハ禍 

而听 成；^ 名 神： dsj 神 次大直 sS 神 次 伊豆 能賣 神と ある この^と いふ 中は卽 この 天 之 御中 主神の 中 

なり：：. pjzTP と は 淑慝の 二心 をい ふに て淑慝 ふたつな から 言行に いつ へ きに あらす た、 淑慝の 中 

を 言行と せよ との 御 さとしな りし かるに 慝の 言行に いつまし き 事 はいふ もさら なり 淑をも 言行に 

、！ ぶむ をし かる へ からすとするは.^庸の心ぇかたき事なりこれ.^庸の淑をロ>心ふ事危なるか故に 

この 御敎 の、 いえかた き 也け りけ に慝 たによ くわ かれて 身 外 をけ かす 事 なくなりな はかの 八く さの 
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物 を 投棄た るか ことく 裸なる 淑 となりて 言行に いてむ にます 事 ある ましく お ほ ゆる 卞け 1 さしと も 

しし かにて やみな むに は 千 引 石より 以下 數十 件の 議論に は をよ ふまし き 事なる に その 纖 論いと ね 

もころ なる はこれ 思 兼 神の 御た はかりに て^ 庸の善 を m,』 ふ はまことの 淑なら さる かゆ ゑな， りお ほ 

力た ダ.： の 善事と おも へ る 事 そのす ち さま/.,..' にて あけて かそ ふ へ からすと い へ とも 槪 して その 

大要 をい は、 己 を 潔くす ると 人の ため をな すとの ふたす ちに と、 まれり すな はち 此- ： すち とよ つ 

か 神 典に 速 須佐之 男 命 大穴 牟遲祌 の 二 はしら をと かれし これ 也 かくい ふ 故 は字ハ W 比 之 牛 こ. へ 僕 者 

無：： 邪心 一 また 勝 佐備之 件に へ 我心 淸明 とみえ 多賀之 件に へ八箏須至于心前^价；^知^-也とみゅる 

これ 速 织佐之 男 命の 御 事な り 大穴 牟遽神 は 素范之 件に 御 兄，^ 八十 神と，， もに 稍 羽 之 八 上 比：， ジ どよ 

は ひ 給 ひし 時 多 之 前にて 裸蔸を あはれ みたま ひし 事 あり 

:^??fsぉf-m:^ま/i};ili^1nf>地、％ゃず成賀/斯と仰られしか此神の御ぃたりをぃふなり大穴*£神もぉpーカ^^れi御ょし 

めに て 力 競 之 件に へ 百 不足 八十 坰手 隱而 侍と み ゆる か 御いたり な， Tx, はしく は 其 件々 に^ バゾ M.^;^ がせて 一：； 5：；17：5 お 中 

け /匕 は 未^ fi の 次 _i ^は ある ましき 事 なれと これに かきら す 神 典 中 かう やうの 事 多 かる. H 未 達の ゆ をし にさ よ-し ft-: , 

たる 事 1 はさる はやこと なき 神道 なれ は也此 故に 大旨 にく はしく いへ J かこと く 孝德網 3/ へ 惟 1 斜編 gj^f  虹：： c;^"s 

に 化频ー iS5 禱樓 ssst^^ip つ s -々 s は. せ， れ たる は卽 神道に て その 神道に 隨ふを 人の いたりと をし へられた る ものな 

れは伊 邪 S 岐命は 多. 件 伊邪那美 命 は黃， お 之 件 を 御いたり とする かこと く 諸 神み なし かる は その 神の 御た ま は Z そ：^ 御いた s^x; 

t ねとす る 事 なれと や ことなき 道 を さとし 給 まむ かため こ陶 よしめ 34:^ 

達のと きょりし るされ たるな りこれ 卽 神の 御 うつしし みま 跑：^ へ か; J お： C に 我 を おくする と 人, レ爲 をな すとの 一 一す 

ちた によく せ は 人と して 何 を か m 心 はむ とお ほ ゆる 事な りし かるに 速； ぬ 佐 之^ 命 は へ 13 物 之 妖&^ 


お « へ ® 妖悉發 51 備 とみえつ ひに 千 座 置戶を s せられた まひし 事み え l^p 大穴 牟遽神 は へ 八十 

神 怒， 魏は W おは ぼの また へ 蛇 室へ".. 天 公 與蜂室 へ 鳴 鏑射入 大野 之 中 令 採 其 矢 へ A 田間大 室な とくさ 

くの わさ は ひ をの へられたり 1^1^ 翻 我 を 潔くし 人 を あはれ むは 大か たのよ ことの 要 を 得た る わ 

さなる をい かて かかく 萬 妖悉發 八十 神 怒に は あふそと いふに 大 かた 我 を 潔くす る 時 はたれ にか は 

ち 何 を か は 、 からむ とお も ふ 心つ きて その 心お のっから 言行に あら はる  > これ を 勝佐備 とい ふ 勝 

佑備 となる 時 はわれ を 潔くす る 事の み 主と なりて 人のう へに はい さ、 かも 貪 着な きこれ を は 勝 佐 

備之 件に へ 於是天 照大御 神見畏 天 石 尾 卢而剌 許母理 $1 也 < 小 髙天原 皆賠葷 原 中 國悉闇 因 此而常 夜 

往於是萬神之聲者狹離那須皆滿鸹妖悉發とはとかれたるな-|ぽ|，5!*望|§^^?|れ^^!^&| 

須佐之 男 命の 勝佐備 より 三賁 子のう もの 第一なる 天 照大御 神の 闕る こと を は 石 こと..^  、ひり、， ビょ、 、ま、 ： 

ai! 戶に こもり ませり と はか  >  れ たる ものな りく はしく は 石】 一お 戶之& にい ふ へし ナと こ.^ ひ 力 M\u  > ^力 は 力り：！ 5$  くと 

も 人の m 心 はく を はから さらん は必 わさ は ひお こ る へ き 事なら す やされ はもと 慝 にあら さる を 勝， 主 

備之 件に へ惡 態不 止而轉 とい ひ 祌代卷 に は へ甚 無道と もみえ たる を や こ、 を もて 推せ は 所^お の 

れは 潔くす とも 人の ため を 思 はすして は萬妖 かなら す發る へ けれ はも はら 人の 爲 をせ むこ そめて 

たからめ とひと へに ひ □ ためた る これ を は 大穴 牟遲祌 と は 中すな- 1^ 贿續， ぬ認 れ:^ 

御子 八 島 士奴美 神よ， り だ 世 灭之冬 衣 神のう みませる 神 なれ はなり そこにい はく へ此 神^ 刺 國大ヒ 神 之 女 名刺 國若 比賣生 子犬 國、 ；丄 

神 亦 名 謂 大穴 牟遲神 亦 名 謂 紫 原 志 許 男 神 亦 名 謂 八 千 矛 神 亦 名 謂 宇都 志國玉 神幷有 五名と ありすへ て 神 名 をい くつ も た へられし 

古事記 燈七祌 三 段 神 世 七 代  三 六 五 


古事記 燈七 神： 二 段 神 世 七 代 、  一二 〈六 

は 御名 ひとつに て は その 神の 御た まの 義の盡 さる か 故也此 五の 御名お のく 義 ありて た、 へ 奉れる ものなる.^ 素^ 之 件の はしめ 

に 大國主 神と ある を やか て そこに ひきつ、 きた る 下 文 に は 大穴 牟涯 神と みえ その 下 件々 によりて 御名う， はれる にお も ふへ しく は 

しく は そこにい ふへ しされと この 五名の 義を槪 する に 人の ためとし いへ は あはれ みたす,  一 ^^Ds^^>^u,^£>-t  /,x 

け 給 ふに よりて おのつ か，， T 衆人 服して その 御名た かく 衆人に 長た る へ き 神なる よし 也 こ ひ び， ぜ- {  -W,, ノ.  ； ft,  IM 

其范ぉ 大穴 牟遲 神此 八十 神 者 必不得 八 上 比賣雖 «5W 汝命獲 之 於 是八上 比资答 八十 神 言せ 者 不^ 汝 

せ 之 首將嫁 大穴 牟湿 神と みえた る これな り 同し 件の はしめ に へ 故大國 主神 之 兄^ 八十 种^ 然せ^ 

者 避 於大國 主神 所以 避 者 其 八十 神 各 有 欲 娇稻羽 之 八 上 比 賣之心 共 行 稻羽時 於 大穴 牟 神) ム W 爲從 

者 率往と ある はよ に 誰 とても 人に 服せ ふれん 事 を このま さるものな きを ひとりす くれて 人 を あは 

れ みたす くる 時 は 其お とれる 人必 これ をね たく m> ^ふへ き事必 せりた と は、^ に忠 ならむ は-にの 近 

なりと い へ とも M:^ にす くれて 忠なる 時 は 同僚 こと. く 不忠の もの ， ことくみ ぇ乂父 ：5 にネな 

ら むは 子の 迸な りと いへ とも 兄"： S に す く れ て 孝 孝な る 時 は は らから 悉く 不术の ものと み ゆ る かこ 

とく なれ はかなら す 怒に ふるへ きわ さなら すゃ此 故に 赤 W 之 件の はしめ に へ 八十 神 怒 欲？ れ太， X ャ 

遲神 云々 と ありて その 件 以下 水 目 矢 木 侯 之 件 等に その わさ は ひ をの へ られ たるな りこれ 人 をた す 

け あはれ むはめ てた きわ さなり とい へ とも かたはらの 人の 爲には 舉- 党 その たすけあ はれめ る 人 を 

賣 ておのれ ひとりの 榮 とする わさなる か 故 そかし ま へに いへ るか ことく 善 S- とい ふ奔 * をつ 、む 

れ は こ の 二 神 に と 、 ま る に g こ れ か 、 る わ さ は ひ ぁ る は い か な る 故 そ と た つ ぬ る に 1;"^^ IT- 藝 


ことく こして わさ は ひに か 、れる 人 かそ へ も あへ す 多 けれと 人み なう ち も 驚かぬ は その. わさ は ひい かり をお こすもの の） > ふ 力；^ 

なき 也と 、ひえた るに や この ふたつの 弊 をく はしく せる 人な しし かこの 二 神に わさ は ひする もの を い ふかひな しと 心え な は 善事 を 

なす-^まゎさはひにぁたるに必せりとせんかさるひかみをのそきてゎか祌典の眞理をさとる へ し 神 典 この 二 神の 御う へ .；2  - ま 上 

を あけ つら はれた る 事い とね もころ なる は， ><庸 の 善事と 思 へ る はまことの 善事に あらさる 事 を さとらし めむ か爲そ 力し ォ ( 

そ 人の 心，：^ ま へに く はしく いへ るかことく天地化成して心，：^^^となり心身 一 塊と なりて 一 人と なる 

その 心身の かたち 心 は 身の 內に 舍れる これ を は 神代 卷に へ如雞子とはたとへられたるなり：！：^^:^』 

ゆ 化 "就され は 心 は 天の 尊き 性 をう けたれ は あらゆる 善事 は 心の 生す る 所な りと はい へと も 地の 卑 

しき 性 をう けたる 身 を舍 としたる のみなら す 言行の 用み な 身の 用 を ^ ら され は 善事 もな す 事 能 は 

さるな りい は ゆる 水 は 方面の にした かふ かこと く^は 心の §- ぶなる か 故に 天の. # き をう け W た 

る 心なれ とも その Si たる 身に した かひて 卑しき 方に 引つ けられて をまぬ かる ， あた はさる か 

故に 人み なお のれ 尊し と ひその なす 事 もけ に 善事 なれと も 妖悉發 八十 神 怒 をまぬ かれさる〕 吳 

理 やむ ことなき 事な りし かれと も わか 神 典なら てこの 議論な き 事 なれ は 世人 善事 はお こな へ とも 

その Qf 竟私 におち てま ことの 善事 をな す 人 すくなし これ を は 渾沌と はさと し 給へ るに て かく あら 

ゆる 善事 もま ことの 善事に あらさる これ 渾沌の わかつ へき 所謂なる 也 2 ば讀 ハ 瞻脾は 

さよ かり 古より §^智 のん も あり けれと こ S. 眞理を わき ま へ さりし は 所詮 九智に ひとしと いふ へ し 此 故に 多贺之 作に へ 八 拳^ 至 

心 前啼伊 知 伎 也と は あるな りこの 八举须 至于心 前と は 成長の 人の かたち 啼 伊佑 知 伎と は小兒 のかた も をい ふに てよ に 寧 を ふ 

る まふ 人 そ の 傳事 を ふ る ま ふ 听 は 成長 の 人の 如く なれと そ の 善事 もとま ことの 善事 にあら て 畢竟 私に おつる 事 を 弁せ さる は小兒 

のこと しとの 心なり これ を もて 今 予か释 する 意 を しるへ しかくよ の義ま をュ で」 との 善事に あ ら すと さとる 智 や i 金 神と 申す 神：；；：： 
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古事記 燈七神 三^ 神 世 七 代  三 六，^ 

^に は 思 兼 神と か  >  れ たる その 字の 義 にて. <智 のかき り盡 たる かう へ を 知る 智を いふなり， f  くい"， 改ま 石：^ -I;: 之ャこ 

|£-神於灭{女之河原神^梁而サ2御產^,=-日神之子思金神令思而：-ュノ とみえ また 如附之 件に へ<十！^2御産1^!1天.^^大％.^,^^,41:-£、.んも 

河 之 河原 祌染八 fa 萬 神 築 而思金 神 令 思 W 一 と ある は 速 須^ 之 男 命と 大穴 牟 沖との 善事の まことの i^f おこ あら？ る ii? ヒ -とジ 

b 給 ふ はこ S- 思 金 神の 智 なる 事 を さとし 袷へ るな りこの 二 神の 所に しも 思 金 神 をと かれた る 事 これ 今釋 せる 意なる^ あさら かな 

S 讀 博な あされ は 人と して 善事 はなさて 叶 はぬ 事 なれと その 終 かなら すわ さは ひに あ ふ はまこ 

との 善に あらさる 所謂なら すやこ 、を もて わか 御敎 にて まことの 善と する は その 淑を (：：：： 行に い て 

ぬ これ まことの 善なる そかし かく 慝は 一 き はきた なくして 言行に い つ へ き 道 を斷ち k も (-t-r こ 、 

つれ はまことの 善事に は あらぬ 事 を さとれ は淑慝 ともに 言行の 道た え てふたっなから，：^:2:に^^^ 

る これ を は 鹂藏之 件に へ 於 是詔云 上 瀨者瀨 速下瀨 者瀨： i 而初於 中 瀨噴淑 豆 伎 而滞時 所 成 名 八 

十禍 IJnz 神 gmll 次 大禍津 口 神 此ニ柱 神 者 所 到其穢 繁^ 之 時 因 汚 垢 而所成 神 之 者 也 次爲： 盯其禍 

所成神名神^^;神次大^3^祌次伊豆能寶神とみぇたりこの^とは淑をぃふなり：卜濑とは^ぉィ-ぃ 

ふなり 濑 t 濑を かパ釋 する は淑 態は卽 尊卑の 二 性より おこる 心なれ は淑 1£の つから これ 上 ，J->=t  :J  -  ；  PI  r 

J; 1^ なれ はなり 手足と たと へられた る もこの 心なり そ ひ 事は此 下にい ふ をみ て 知る へ し tf 神と は. こ ク ^^u-^ 

神の 中に て淑 にも かたよらす 慝 にも 片 よら さる 中間 をい ふなり かく 上瀨下 S を えら ひすて y,.:;. 濑 

をと り 給へ る は今述 るか 如く 慝 はいふ もさら 也淑も 言行に いつれ は必禍 あるか 故に その 淑^の 中 

を は 言行の 道と せよ との 御 さとしなる 也 もと 淑態 はま へに いへ るか ことく； 大 也より： 2,.":^ りて や ク 

ことなき 一 一 性 なれ は 言行に いつ へ からすと て ふたつな からすつ へ きにぁらさるか故にその屮を：^^ 


て 言行と はする 也と しる へ しこの 禍津 日直 の 一 一 神の 御名に つ きて 心の：^ ぃ阯 なりと 心え て 正直の 

說 よに 紛々 たりし かれ ともよに いふ 所の 曲直 を もて 神 典 始終の 敎義に てらす にもし しから は速須 

佑 之 男 命 大穴 牟遲祌 の 議論 は ある ましき 理 ならす や 善事 もな ほ 言行に やかて いつる は 私に おつる 

か 故に こそ 人と してせ て 叶 はぬ 善事なる をね もころ にい さめられ けれされ はこの 曲直 は 心の 曲 商， 

をい ふに は あらて 神道に 隨 はさる を は摩賀 とい ひ 神道に した かふ を は 直 SJ とはい ふに て 心 を まけ 

こもつ、 十：、 ノき MP. こまら， クさ 3 ぶ.， r 神道に し たかは さる はや かて 心の 曲れ は 也 神道に 隨ふ はや 

す^ S にも つ なと し ぷ S ましき. IBf し は. _^ らさ るな り かて 心の 直き 也と 今 予か釈 する すち を 混し おも ふ 人 も ある 

へ けれとしからすゎか心を正^51にせむとするは神道に隨はさるにてさらに/\ よに いふ 正直の 義には あらす まへ にいへ るか こと 

く 天地の 神 の 次序し 耠ふ道 ありて やむ ことなき 事 この 神 典に 次序した まへ る 神々 件々 にしる くて その 次序 九智 のお も ふ 口 ちと は 

(虫食、 す 力) 

ことなる 所 なれと まことに やむ ことなき 眞理 なる 事 を さとりて その 次序に した かふ を こそ 直しと はい はめよ く-/ \ 思 ひわく へし 

近 比宣長 こ、 の 語に 着して 直 とい ふ もの を かきて 古事記 傳にそ へられたり その 論予 かいふ 所に 似た る やう なれ は これ また 混 

する 人 も あるへ しされと 宣長 かいふ 听 はた、 無爲 をむ ねとして 神道の やむ こと をえぬ 理を もと かす これ その ひ ，  >  こ TJt 

としから ぬ 所謂 也 もと 隨 ふ へ き やう を もしら て した かはん はいと お ほつ か なき わ さ ならす やよ く /\- 思 ふへ し -vy^t カナ/. 

の 淑慝の 所 置 わか 神 典に いふ 所に はいたく ことなる 事前に く はしく 述た るか ことしされ は， 見に 

ひかめ る 人 は慝を 一 き はきた なくせん 理も淑 を 言行に い つましき 理 もうけ かたくて. 見 をた つ る 

これ を は麻賀 とい ふ 也 これ 神道に まかる 所謂 也 慝の所 置淑の 心得 やむ ことなき 眞理を 弁して な 見 

をす て その 神道に 隨 ふこれ を は 直と はいふ 也 これ 神道に まから さる 所謂な りかく 神道に たに 隨 

へ はもろ く禍 はまぬ かる へ けれはli®,をはゃかてl禍，とはか/^れたるこれ今ぃ ふ 所の 義を さとれ 
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古事記 燈七神 三 段 神 世 七 代  三 七 〇 

とてな り 千 位置 月 之 件に へ 於 是八百 萬 神 共 議而於 速 賴佑之 命 « 千 位置 卢亦切 鬚 及 手足 爪令拔 

神 夜，：：^ 比 夜， ：！！^ 比岐 とみえ 神代 卷には へ然後 請神歸 罪過 於 素 鳴 尊 而科之 以千座 置^ 遂 促徴矣 使 

拔髮以 隨其罪 亦 曰拔其 手足 之 爪隨之 已而竟 逐降焉 また 同し 一 書に へ 已而科 罪 於 素戔^ 仲 t 而" ""共. S 

ッ モノ  タナ スヱノ  n シ キラ ヒモ ノア ナス ヱ ノア シ キラ ヒ モノ  ッハキ  コ タリ  - ^ 

具 是以有 手 端 吉棄物 足 端凶棄 物 亦以唾 爲白 和幣以 瘐 爲靑 和幣用 此鮮除 竟遂以 神逐之 f; 逐之 

とも 又 へ 故 諸 神 大喜卽 科 素 鳴 尊 千 座 置 戶之觯 除 以手爪 爲苦爪 棄物以 足爪爲 凶爪棄 物と もみえ た 

りく はしく はかの 件に いへ れ とその 耍を いは 、手 Iw^ は 人の 身の上と 下と につ きて 用 をな す ものな 

るか 故に 善惡ニ 事に たと へたる にて « ^ゆ！^ ぽ ほ M  ^と は大 かた 手足の S は 爪 ある をた のみ 

て 遠き にも ありき 重き を ももつ もの なれ は 善惡ー 一事の 身 外にい つ るに かなら す 心に たのむ 所 あり 

てみ つ から ゆるす か 故なる を もて その 心に たのむ 所の 理を 爪と はたと へ られ たる 也 善事 はいふ も 

je- なり 惡事 とても その 心のう ちに は必 ふむ 所の 理 ある もの 也告 爪棄物 凶爪棄 物の 名 は：^ 中 紀 に ^ 

ぼ |，.？；^| 一で へ善鮮 除惡觯 除と みえ 延曆太 政 官符に は へ 善惡ニ 蔵と も あるに 同し この^ 鮮除 こそ 

あれ 善鮮 除と いふ 事 や は ある へ きと 庸の 兄に はいと 心え かた かる へ き 事な りこれ 卽速； め 化 之^ 

命に お ほせられ たる 城に てま へ にく はしく 述た るか ことく 淑 とい へ とも 言行に い つ る 時は妖 かな 

(る) 

ら すまぬ かれ かたき か 故に 言行に いつな との をし へ を善鮮 除と は 名つ けられし 也され は ：„?.6»^ も 


(た) 

これに 同し く 言行に いてさる をい ふ にて 淑 efj ともに 言行の 道 を □ ちて 身 外 をけ かさ ， る これ を は 

(虫食) 

手足の 爪 をぬ くと も善惡 ニ祓 ともい ふな-け -ffgS 畴 S 針！：" はお g ひ； J は ff, まきに 引た る § 

(の) 

載 之 件 は 伊邪那岐 命 口藤の 所 置 を さため たま ひし 時な り 千 位置 戶の件 は 速 須依之 男 4 叩の 淑の所 置 

(虫食)  ミ ソキ 

を さため たま ひし 時な りされ は 禊 駿と千 位置 戶は 慝淑の 別により ての 名なる 也され と 禊 之 件に 

も へ 上 瀨者瀨 速 下 瀨者瀨 弱と いへ る これ 猶善 惡ニ祓 にて 千 位置 戶之 件なる へ拔 手足 爪と 同し き は 

もと 匿の 所 置た かへ は 淑の所 置 もした かひて たか ひ 淑の所 置た かへ は 慝の所 置 もした かひて たか 

ふか 故にて 禊 も 蔵 もた、 その 要は 淑慝 ふたつな から 言行に いつな との をし へなる 事み つ へ しか 

はかりの 一 大事なる か 故に 六月 十二月 大黻も 行 はれ その 餘 もこと しある 時 は は 行 はれし 事なる 

を 後世 此義 をう しな ひて ましな ひなとの 類の ことくな りぬ る はいと かしこく くち をし き 事なら す 

,0,, 大 藏の詞 はさす かに こ 、ろに く、 や あるらん 先達 釈 せる もの 多き か 中に 眞淵か 祝詞 考の 中に これ を 釈し宣 長 その もれた る を 捕 

ズひ あやまり をた、 して 後释 となつ く これら ことの、. 5 を かう か へ たる 事 はの こりな けにみ ゆれと 例の 詞の 表に め を かきれ る もの 

..B^MMS^^MS.^ され は 禊- f?* 竟 はた 、善き S を 要と すと いへ 

とも その 善 惡ニ祓 はこの 中 を は 言行と すへ きさと しなる 也 ^霧 Knigtt は， お £1151 籍 5 

lifi ボ 11^ おこ かく 中 をし も 言行の 道な， 9 とさと し 給 ひし は 神 典 中 所々 かそへ も あへ す猶延 

喜 式 祝詞 齋 のみこ を 入た て， まつる 時の 詞に へ 御杖 代 止 進 給 布 御 命 乎 大中臣 茂 稗 中 取 持 S 云々 また 

古 寧 記燈ヒ 神く 段 神 世 七 代  三 七 一 


振 ノフレ の は 


古事記 燈ヒ神 三 段 神 肚じ代  ，  一二 七 二 

^叫紀 に へ 大臣 所 遣 群 卿 者 如 嚴矛取 中 事 奏請 人 等 也 云々 また 台 記に のせられ たる 大^ 會中は 

に へ 本末 不倾茂 梓 乃 中執 持 氏 奉仕 ャ" 中臣 云々 また 中 Kil 本 系 K に へ 

(本 染八八 1H; 參看) 

なと み ゆるい つ れも中 臣の事 也中臣 はもと 職の 名な りし を 後に は 氏と なれり その はしめ は これら 

の 語の ことくよ く 此中を 執て 言行と す る 人 をえ ら ひて 此職を 任した まへ りしなる へし 本末 不 倾と 

卽中を 執る を 云 中 をた に 執れ は淑慝 ふたつな から そな はる へ きを さとされ たる.^ 此記淸 寧 天皇 

ィ コ モル ャ マノ ミチ ノ タケ モト 力 キ カリ スヱォ シス リマ ナス ニナ スシラ フル ャッゾ イト  ィゾノ 力.，， 

御卷 にへ 五十 隱山三 尾 之 竹本訶 岐^ 末 押 磨 魚黉如 八緖 ¥ 云々 又顯 (- ポ紀に へ 上 

ノ  スギ キリ モト タチ スヱ  アマ ヅ カナ ギ ヲ モト ゥチ キリ スヱ ゥチ タチ テ  アマソス カノ 

之神榲 伐. 本截. 末 云々 また 大祓 祝詞に へ 天、 S 金 木 乎 本 打 切 末打斷 はまた へ 天、 竹 

ヲ モト カリ タチ スヱ カリ キリ テ  TLr.i  、 ： < クト- 」 .  J 

乎 本莉斷 末^ 切 a なと み ゆるい つれ もこの さとしなる をお も ふへ し S ば 55^132 レ つ S し 

に へ尔 夭 兒展命 布 刀 玉 命 天 宇 受賣命 伊 斯許理 度 賣命玉 腿 命幷五 伴緖矣 支加而 天 降 也 ••A.c かく 五 伴 緖の第 1 とし 給へ るに 思 ふ へ し 

その 下 文に へ灭兒 命 者 中 Ei^ 等之祖 とみえたり 眞淵 はこ Q 中臣を 神紙官 にて 神と 君との 御中 を奏 t 一？ ふか ゆ ゑな りと い へ る を- 

長 は その 說 のこと く 後 まても 職 をい ふと 姓 をい ふとの わかちあり しかれと も 中 E 氏の 人 は卽^ 中臣の 職に てとり わきて それと て 

おかる、 事 はなしかれ 職員 令の 神 祗官の 下に も 神 部 三十 人 卜 部 二十 人な と は あれと も中臣 とい ふ も 3- は^られす 式に も 卜 部 をお 

くこと はみ えたれ とも 中臣 をお くと いふ 事 はみ えす 中 E 女と いふ 職 も中臣 氏の 女な り乂中 E 官 とい へ る $ あり そ は 中 は 氏い 中に 

神祗の 副： i 史 なとの 官 にて ある 人 をい ふなり と 後釋 にみ ゆ 中臣の 名義 は 中取臣 をつ、 めた る 也と い へ り名義も-：：^長か說しかる へ 

し中臣を神^^官とぃ へ る は 神 紙に あっかる 事 多き か 故の 說 なり. ：=  一長 か考索 はいとく はし/、 は あれと 中を^る とい ふわ？ は な は 

眞 淵か說 にした か へ りと おほし 此中臣 の神祗 にあつ かる はもと これ 神道より おこりて こ G- 淑. お^の 中 をと るはゥ かて 神 5. 御 心なれ 

はなり さらに 神 わさのう へに のみ か、 れる つかさに は あらす としる へしお ^um-h^-  J こ-二し r  -  ^^:^pf  l<  rl  t.-  .h. 

ほかた 詞 のうへ をのみ たのみて はわ か 御國の ふるき ふみ はとき 得へから す #  -  J 一. rtl  f  ニー  こ/ へ^お，. y ィ.^  V.,- キイ 


刀 斯理於 高天原 氷 椽多龜 斯理而 云々 とみえ 祝詞と もに も此詞 ある はこれ-また 底津石 根は歷 なりせ 2 

天 原は淑 をい ふに て その 中に 住む へ きさと しに 殿つ くるう へ に詞 をつ けられた る 也 これら を あは 

せて わか 御 をし へ は 天地の 一 一 性に 私せす して その 中 を 言行と する これ を まことの 善事と する 理を 

s't  5  / ン 此語 なに、 出た るに も 比 A 底 石裉 をき きとし 高 灭原を 後と する はかの 神代 卷 のへ 天 先成而 地後定 とい ふ 先 後に た 

r ン I かへ る やう なれと この 先 成後定 は 淸陽重 濁の 易 難に よりて いはれ たるに てこの 底 津石根 を さきと し萵夭 原 を 後と 

する は その 難き か 故に かく をし へ られ たる 也 この 語に かきら す 神 典 中には あら は にと く へ からぬ 事と も少 からす さる 听々 はこの 

御敎ま ね ふ 人の 中に もこと に 志 ふか、 らん 人 を えら ひて 口つ から その 義は傳 ふるな りこれ 予 かこ の 敎旨を をし みて に あらす 志 深 

からさら む 人 はか へ りて みあ さむ へ けれ はなり さて 此 語の かたち を 今に 傳 へ られ たる は 伊勢の 正殿の つくり さま 也 その つくり さ 

ま を は 太古の 質素の さま をし めさむ かためな りと 人 みない ふ はう け かたし その 故 はしか 天下の 人 をして 太古の 質素 を わすれさら 

しめむ となら はまつ 天下の 衆 民よ. 9 も かしこき 御 わたりの 宮々 を は しか こそつ くり 給 はめこれ その 說 のうけ かたき 听 謂な りさら 

に ，（- さるう はへ なる は 力なき 事に は あらす この 語の かた ち を つくりて 兩宫を を ろか まむ 人に 天地 を わかちて 中 を 言行と せよ と 

B^.^^B^0s^^^ され は 此天之 御中 主神 は 天地の 中間 をつ かさと り 給 ふ 御た まに 

,  (虫 <ss  、まし) 

ます，^ 攻 - - くよ^ 名 つけ i) てま つれる こて 天地の 中な らんに は 天 之と は 申す ロロき 理 なれと 慝 はもと より 首 行 

ふ 力お I 力 {^x^^ ぃナ マ". S  f  ^  f  t にいつ へきす ちなら ね は 淑の方 を は 一段 さがりて 中に して 言行と す 

—I I  (虫食、 は) 

へき かゆ ゑに 天 之と は 冠ら せられた るな りこれ も 私に かく 釈す るに あらす 一京 原 中國ロ 天神の 、 り. 5- .i^ もや リ 

御 孫迩々 藝命 H< 降まして しろしめ すへ きょし 媚附之 件 以下に 述られ たる これ この 意 なれ は 也 力 ひ <  t 

焉と ある 語の ことく 神 はす へ て 天地の 中に おはします もの なれ は 己 十 竟此神 は 諸 神の 總 裁に おはし 


t 


ます 神な り此 故に 諸 神の 御た ま はさま/,^ にて そのつ かさと り 給 ふ 所 も わかれ たれと 槪 する 

、 此 天地の 中 を ふみた， ま はさる はなき なりされ は 人よ くその 淑慝を 混せ すして その 中 を 言行と す 

るは卽 この 天 之 御中 主神の すへ させ 給 ふ 天地の 中なる か 故に やかて 此祌の 御た まに かな ひ 諸 神と 

古事記 燈七神 一一： 段 神 世 七 代  三七コ 1 


原 

天 髙 

ナ 

ノレ 所ト/ L 

ジ 

低 ィ 思 庸 

I  ノ、 へノ 

原 ュ ノレ 天 

中 

所 ト な 

ナ 思 庸 

リへノ 

ノレ 地 

根 

石 津 底 

古事記 燈し神 三 段 神 世 七 代  三 七 四 

境 をお なしく する わさなら す や 前に 述た るか ことく 人 まつ 神と 境 をお なしく せされ は 神 御ち-から 

を かし 給 ふ へ からね はた、/^ 淑慝の 中 を 言行と す へ き 事 肝要た る へ し 以上 釋 せる 所を槪 してい 

は、. 庸の慝 と 思 ふ を 今 一 段 さげ. 庸の淑 と 思 ふ 所 を 今 一 段 あけて さての ちその 中 を 執る へ しと 

の御敎 なる 也い まこの かたち を圖す 


〇予 つらく 多年 神 典 をみ しに 七 神 三 段 神 世 七 代 はお ほかた わか 御敎の 大綱に して 淤能 以 

下の ヰ々 は lOf 竟 注解せ る ものな りと い へ とも 猶く はしく いは  >  へ 天地 初 發之時 於- 一高 天 一成 


-ナ ハァメ 


种名天 之 御中 主神 とい ふ 十九 字に と 、まる 事に て 下 根の 人 はこの 一 ，询 を まね ふに も をよ はす 


た 、 この 十九 字の 義 をく はしく 味 は ひて 日夜の 言行た 、淑慝 の 中に たにつ か は 事 は小大 にか、 は 

ら すた ， それにて やむ へ き敎 なる 事 あきらかな りかくい ふゆ ゑ をい かにと いふに 一 部のう ち はし 

めより を はりに いたる まて 件々 その 詞の表 はさま/^ にわかれ たれと も槪 する にた  > この 或は 慝 

或は 淑 にかたよ りて 中 をう しな ふ 事 をのみ 返々 いさめ 給へ れ はなり 一 部のう ちその 證 のこらす こ 

y に 引く にいと まなし とい へ とも 黄泉 之 件に S れ へ 到， 一黄 泉 比 良 坂 之 坂. 本 一時 取7^|ー 

モ、 ノミ チミ ッ マ チウ チ不； ヒシカ ハ コ ト- (-. 二  "キ コ、 二  ノリ ハク モ、 ニイ マ シゴト タス ケシ ァヲニ  ァラ 

其 坂 本； 桃 子 三 箇， 待 擊者。 悉逃返 也个； 伊邪那岐 命 吿， 桃 子， 汝 如 fe, 吾 於，， 葦 原 中 國， 所 

ュル ゥ ッシキ  ォチ ゥキ セ 二 テ クル シ マン 二 テョ ト ノリ^:.:ヒテ キ ナチす ホ カム、 -ッ ミノ トー；.！； 

有 宇都 志 伎 靑人草 之 落， 一 苦 瀨 一而 患 惚 時 可， 助 吿 賜. t 名 「號 意 富 加 牟豆美 命， とみえ また 千 

ヒキ サへテ  ヲヒキ サへテ  二  テテ ユア ヒムキ タ、 シテ  ス  ヲ トキ 二 

引 石 之 件に へ尔 i^lA 千 引 石-引 i 其 黄泉 比 良 坂， 其 石 置&' 各 對立而 度，， 事 戶， 之 時 云々 ま 

た 禊祓之 件に へ 上 瀨者瀨 速 下 瀨者瀨 弱 而初於 中 瀨墮迦 豆 伎 而滌時 云々 とも 又 同 件に へ 洗.！^ 御 目 時 

所 成 神 名月 讀命次 洗 御 鼻 時 所 成 神 名 建 速 煩 依 之 男 命 また 石屋 戶之 件に へ 天 香 山 之 五 百 眞 賢木矣 

根 許 士而於 土 枝 取 着 八 尺 勾 璁之五 百 津之御 須麻流 之 玉 於 中 枝 取 紫 八 尺 鏡 於 下 枝 取 垂白丹 寸手靑 丹 

寸手而 云 々また 遠 呂智之 件に へ 老夫与 老女 1 一人 在而 童女 置 中而泣 云 々また 五 百 引 石 之 件に へ 其 妻 

須勢理 m 賣命以 蛇 比 礼 授其夫 云 其 蛇 將咋以 此比禮 三 擧打撥 故 如 敎者蛇 自靜云 々 Iflg.; ("ゆ ■，§ 賺 

;^は^<^^れ|に2|§またカ競之件に へ 其 建 御名 方 神 千 引 石擎手 末而來 言誰來 我國而 忍々 如此 物言 

. 古事記 燈七神 三 段 神 世 七 代  三 七 五 


古事記 燈七神 三 段 神 世 七 代  二 七 六 

云々 れ smdiily ぉォ ^ 石 また 尾 之 件に へ 是我所 燧火者 於 髙天原 者 神 產见日 御 避 命 之 登 陀流天 之 

新 ％ 之 凝烟之 八 拳垂摩 £ 燒擧 地下 者 於 底 律 石 根 燒凝而 云々 また 八衝之 件に へ 僕 者 將降裝 束 之 1^ 子 

生 出 名 天 迩岐志 國迩岐 志 天 律日髙 日子 番能迩 々藝命 此子應 降 也 云々 また 同 件に へ K 天 之 八 衞"， i 上 

光 髙天原 下 光 葦原 中 國之神 於是有 云々 また 三種 之 件に へ 副 賜 其 遠 岐斯八 尺 勾^ 錢 及？^ ぃ那蕩 〈1- 尸，^ ま 

た 比 良 夫 貝 之 件に へ 其 沈 居 底 之 時 名 謂 底 度 久御魂 其 海水 之 都 夫 多 都 時 名 謂 都 夬多都 御 魂 其 阿 和 化 

久時名 謂 阿 和 佑 久御魂 云々 また 木 花 之 件に へ 尔其姊 者 因 甚凶醜 見畏而 返送 唯 留其ぁ 木 花 之： iil 久& 

賣以 一宿 爲 娘 云々 また 无間勝 間 之 件に へ 泣 患 之 尔塩椎 神 云 我 爲汝命 作 善議卽 や」 无 11： 勝 問 之 小船 

载其舷 以敎日 我 押 流 其 般者差 暫往將 有 味御路 云々 なと みえた るい つれ も 中 をう しな ふ へ からさる 

事 を さとされ たる を もて かくはい ふ 也 言行 こと./ (^く 中 を 得ん 事 やすから さる 事な めと い へ とも 

神 典 一 部の 議論 こそ 廣大 なれた、 淑慝の 中 を 執る にと、 まれる 簡古 をお も ひて 誰もく 此御 をし 

/り S -フ つく  P-  > ンニク /きぶ b 上文に 言行と いふ 事 を 所々 にかけ るは大 かたに いふに て わか 大御^ は (T 打^ 

へ うつくしみ を 力し こむ ハ きなり ふたつ かう ち 言 を はこと に 重く する 御て ふりな り その ゆ ゑ はこの^ 柴ぉ 一之 竹 

に 事 代 主神の 御う へ を まつい ひて 次に 建 御名 方 神の 力 競 之 件 を か、 れ たるに 思 ふへ し 事 代 主神 は 言 知、 下： の義 にて す へ て 首 I^li をつ 

かさと り 給 ふ 神に ます 事く はしく は靑 柴垣 之 件に い ふ へ し 建 御名 方 神 はす へ て 行 をつ かさと り 給 ふ 神と おほし，、 力 競 をい へ りこ 

の 二 神 はと もに 大國、 H.: 神の 御子に て卽靑 柴垣 之 件に へ 僕 者 不得白 我 子 八 重言 代 主神；：！ とみえ 力 競 之 件」 へ 今 汝.^ ^代..」 祌如 

此. C 訖亦有 可. G 子 乎於是 亦ね 之 亦 我 子 有 建 御名 方 神 除 此者無 也と ありて その 下 文」 へ汝千 等 si- 代、： 小： 神 建 御名 方 神 一 神ぶ^. 人 

子 之 命 勿 違. m 訖故汝 心 奈何へ 小 答 白 之 僕 子等 二 神 隨白僕 亦不， 逋此 1 敢原中 國者隨 命旣献 也と みえた る この 二 神 を はか.：： い へ る ひ t ヌ. ^ 

の ふたつの 神なる 事うた かひな きしる しなり から 國 にて は 一 ir" 顧 行 行顧言 なと いふか 中に ことに 行 を 重く せ りけ に 行 は 人と して 


くす へ き 事い ふ もさら なれと かくから 國 にて 顧と い へ る は 食 一一 一一 3 巧言 をい さめた るに て それに も 行より は 言の さきにた つ 事 はしる 

からす やされ はわ か御國 ふりまつ 言 を さきと した ま へ りこ れ行は 言に した かふ へ けれ はな， 9 けに 言 はかり かしこき もの はなし 大 

かた 事の や ふれ や ふれぬ た 、言に ある 事な りされ は 言 を つ 、 しむ 事 を はから 國 にても かろから すいひ 老子 は 多 一 百 不如少 言 少言不 

如 不言と もい へ れと 人と して 不言に してやみ ぬ へ き 事に あらす それ もと 渾.^ のう へ のさと しと もな りさる は 力の 國 のて ふりな ね 

は それ はた、 それにて ありぬ へ しわ か 御國人 はさる 詞 ともに か、 はらす た、 淑慝 をよ く わかちお きて ひと へ に その 中 を 言と す へ 

しこれ 卽 いは ゆる 倒語に て 行 は おのっから その 倒語に した かふ へ きなりされ は此御 をし へ た、 淑態を わかちて 中 をと る 事 を はね 

もころ に をし へ さとした ま へ る 也 その 簡約に して 大要 を 得た る 事 思 ふ へ し 
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文化 十四 年 丁 丑 十 一 月廿 入日 始援筆 

于 五條 坊門 審神舍  . 


神道と いふ 名 孝 德紀に はしめ てみ えて それより よに その 名 をと な ふとい へ ともい かなる 事と もさた 

かにと く 人なくて た  >  此御敎 の 名との み 心え たり 予 年頃 つら おも ふに 孝 德紀に へ 惟神と いふ こ 

とを舍 人皇 子 自注し 給 ひて へ 惟神 者謂隨 神道 亦 自有祌 道 也と あそ はし、 此隨 神道と ある 事 をよ く 

へ ノ 

/^考 ふる に 儒道 佛道 なと いふか ことく その 道 を ふみて 行ふ義 にあら す 神道と いふ は 天地 神祇の あ 

ひ つ き 給 ふ 道に て その 道に 隨 ふと は その 道 を ふむ に は あらす よろ つ 事の 成功 人力 を 用 ひすして 神 力 

に まかす る をい ふ 也し かれと も 老子. かいは ゆる 無爲に はたか ひて その 神 力の たすけた ま はむ やうに 

言行をなすこれを隨ふとはぃ ふなり敏禊之件に禍津日神直5^神をぃ ふこの曲直をは心の曲直と心ぇ 

て 正直のと な へ よに さかり なれと 天 若 曰 子 かみう せ 給 ふ を 麻 賀留と ある を 思 ふに 麻賀は 心の 曲り て 

正直なら さる をい ふとせ はこれ にかな はす 又禍を まがと い ふ もい かなる 故と も 心え かたしされ は 思 

ふに 此 曲直 は 神道の 曲直に て 神道 まかる 時は禍 となる か 故に 禍を はや かて まがと はいふ 也祌 道の ま 

かると いふ 事 をい かにと いふに 神道と は卽 この 神 典に 祌名を 次第した る その 次序の みたる へ からぬ 

これ を は 神の 道と はいふに て 前に もい へ るか ことく その； t 道に 妨せ すして よろ つ 神 力 をた のむ 時 は 
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神道 M く 行 はれて おのっから 福 を 賜 ふに もし 人お のか 智を もて 事 を 執る 時 は その 神道 を 塞き 神 近 声 一 • 

かる 時 は そこ にと、 まらす して その 道 曲る これ 卽 人に 禍 をな し 給 ふなり. され は 隨神逬 と は 神 近の トれ 

ひのみ ゆく へ きこと をむ ねと はする 也と 心う へ しその 心え をは此 - 部に ときし めし 給 ふく はしく は 

一 部 を まな ひて さとる へ き 也 この 神道と いふ 名 孝 德紀に はしめ てみ えたれ は宣 長ぬ し は 後世の 名 也 

としてう けられ されぬ よしい はるれ とも もと 此神典 神武 御卷の 上に あるか 故にし かお も はれ けんか 

しつら く 此神典 をみ るに 歌の すかた なと も 却て 神武 御卷 より 末々 の哥 とも 力く み ゆる 也され は m 心 

ふ に 此神典 毛々 那賀之 件の 哥 ともの 終に へことの かたり こと もこ を はとい ふ； I そ ひたる 雄お の御卷 

の 哥に乂 此詞そ ひたる を 思 へ は 此神典 は その 頃に やいて きけんと おほしな ほ 0, 受大 神を价 勢の 出 山 

に まつられ しも 雄 帝の 御代に て そのよし 此神 書に み ゆる を もて 後より 上に？ a らせ たる ものなる 事 

しる へ したと ひその 五十鈴 宮の事 は 後より 赛 加へ たる ものと もい ふ へ けれと まへ にいへ るか 如く  S: 

のす かた かへ りて 後々 の哥 より は 古から ぬ を もてさと る へ き 也され は 神道と いふ 名 もい やしむ へ く 

もお ほえぬ ことなり かし 

儒 佛の迸 各 世の ため 人の 爲に たてられ たる 敎 なれ はい つれ も あしと に は あらね とわ か 御！： 内に てた 

に國々 郷々 にて^ 俗 はか はる もの なれ はまして 漢土 天竺 その 風俗 わか 御^にた かふ ポ その^々 の it 


ともに 明らかな りされ は その 風俗に した かひて 敎も たてられ たるなる へ けれ はわ か 御 岡 人に はわ か 

御國 にて たてられ たる 御敎 こそ 切なる へ けれと て 予は此 道 をのみ も はら 心に わすれぬ 也た 、 風俗に 

切ならぬ のみに て 儒 佛の道 も あしと に は あらす 學者心 を 用 ふ へ き 事な りされ とわ か 御^人に して わ 

か 御 國の御 をし へ はかって しらすし てた、 他 域の 儒佛道 をのみ しれる 人よ に 多 かる はいと もく あ 

晷 

さましき 事な り 

神と は大 かた 人の めに か、 らぬ 所に 妙 用お はします 物 也 その 神 を 以て をし へ の 本と し 給 ふ はみ ゆる 

所 は 皆み えぬ 所 を 本と する 事 草木の 根より 生す るか 如し 此 故に 幽顯を たて/ -幽 をのみ とき 外 行のう 

へ を はい さ 、 かもと き 給 はさる 也され は 治國平 天下 を はしめ 士€辰ェ 商の 外事 孝悌 忠信の たく ひひと 

つもと き 給 はぬ は 外 行 を は 顧みぬ 敎 のこと く なれと しからす 本 をた にす うれ は 末 はおの つから 生し 

本 深 けれ は 末 もまた 長き 斑なる か 故也此 故に 五倫の もちあ ひ を はしめ すへ て 人の 外事 外 業に か、 は 

る へ からすよ にあら ゆる 外事 外にて みる 時 はさま/ \» なれと た ， 此祌 道より 生した る 物なる を さと 

る へ し 學者此 隨祌道 をし り 用 ふる 所 は 各 その 自 業のう へ さま なる へ し 外 行 を もて をし へたる は 

勉强 してし かなす 勉强 してな す 時 は 畢竟 心より おのっから 生した るに あらす これ わか 國の いやしむ 

所 也な にの 業 何の 事に も あれし かせん かくせむ ともお ほえす してな し 出ら る 、 こそ まことの わさと 
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はす へ けれ わか 隨 神道の 御 をし へ も はら 外事 を 自然なら しめむ かためなる 上に 勉强は 永から 

に 生す る は 精神つ かれされ は 也よ く此 けちめ を 味 は ひて 此御敎 の わか 御國 人に 切なる を m 心 ふ 


〇 淤能碁 呂島之 件 S 一 

於是 天神 諸命以 乃至 言 依 賜 也 

〇 於是と 一 件の はしめ にか、 れ たる 所々 はすへ て 上 件の 處を あらため すして この 件 ある 事 を さと 

された るな り 一 件の 中に ある も 同し 此 故に 於是と ある 所々 は 上 件 を 場と してみ る へ き 也 之陈 とか 

ける 所々 と はう らう へと 心う へ しされ は此件 もと 天地 間に 人い-ま たなき 時にはし めて 人のう まれ 

出る さま を ときたま へ るに て その 人のう まれい つ る 事 ひと へ に 七 神 三 段 神 世 七 代 を 場と して そこ 

にうまる なりとの さとし 也 これ 大 かた 人のう まる 、 は 神の 命 もちて た 、よへ る國 をつ く  ，0 かた 

めよ とてう まる 、なりとの 心 也と しる へ し 〇 天神 諸 これ は 上の 七祌三 段の 初 中段 別 天神 五 はしら 

を さした るなる へ しそ こに こと 更に 別 天神と 注せ させた. まへ れは也 かつい さなき いさな みの 二 神 

は 卽神世 七 代の うちにお はします を もてお も ふへ し 諸の 字 はす へ て， 何顯と 下につ くる 詞 なる 事宣 
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畏ぬ しか. f{: 事祀傳 にく はし 〇 命 以とは 天神の この 一 一 神に 命し へ 5 ふよし 也剑 とい ふ 字 は 心 をえ て か 

、れ たるに て 美 許 登 は 御 言 の 心 也 もと 神に 御 言 あるべき やう もな きを かく か、 れ たるに て 倒語た 

る 事 をし る へ しかく 御 fB をい ふ を はしめ い つ こも た ， 人のう へ とひと しく 言語 情 態 を も か ， 

れ たるより 祌は卽 人なる を 神と 唱 へ た る 物 也と 心え 艰れる もこと わりなら さ るに は あらね と 倒語 

とい ふ もの わか 御國の 言の 道な りと もい またたつ ねす して おしはかりに 神人 を； S したる なる 

事なら す やかく 人のう へ とひと しく か  >  れしは神もと無形にましく てその妙川をさとす5^能は 

さる か 故に かりに 人に 比して かくは か  >  れたる 物 也され はこれ 卽 倒語なる 事 を さとる へ き 也：：. 力 i 

伊邪那岐 命 $ -邪那 美 命 一 一 柱 神 この 二 神 は 卽神世 七 代の 終に ます 神也祌 名の 義は そこにく はしく い 

へ るか ことく 邪 はい さな ふ 義也则 は W のかよ へ る 也岐美 はお ほかた 父 のさと し 名な り 祝：^ の 

神魯岐 神魯美 同し 此末 にも へ沬那 藝沬那 美頰那 藝頰那 美な とみな これに 同し この 二 神 は 人う 

まれ はしめ し 時の 父母に てまし ます 也 前にい へ るか 如く この 件 ははし めて 天地 問に 人 ひとりう ま 

れ出 仁る さま をと かれた る なれ はもと より 父母 ある へ くも あらす 卽 この 一 一 神 を 父^と して 人のう 

まれ はしめ たる をと き 給へ る 也され とこれ 又 倒語に て 人のう まれん 事 父 舟なくて うまれん やう は 

なけれ と 父母 ある 時 ははし めて 天地 間に 人のう まれ 出た る さまに はみ ゆ まし けれ はかく 神，^ うま 


せ^ふに なして か、 れ たる 也し かれと も 此ニ神 やかて 父母に は あらす 天神より 修理 B 成の 命 をう 

けて 父母の 交接 をな しそのう む 子の 心身 を もち わけて やとり 給 ふ 二 神 也され は 所詮 は 心身のお や 

なりと 心う へし 〇 倏理 固成 云々 この 多 陀用幣 流之國 とは卽 中段なる へ久 羅下那 洲多陀 用弊琉 云々 を 

こ 、にい ふに て そこ をて らして みる へ きなり 詞の 表は國 のい またな りかた まらす して 泥の ことく 

ある さま をい ふに て それ をつ くりかた めて 人の そこに 住まる へ くな す をい ふ 也 その 實 はお ほかた 

人の 見解 さまく の敎 にもより 又み つから 思 ひとりた る 所に 依て 心 を 決し 安ん したる やうに おも 

ふ 物 なれと 時に の そみ 事に あたりて は 惑 も 生し 疑 もお こる 事 人々 まけし 心に て さらぬ かほ を こそ 

つくれ 悉くし かり かく 疑惑の 時に 臨み 事に 當 りて 生す るは决 したりと 思 へ ともい また 决せ さるし 

る し^この 决せ さる これ を 多 陀用幣 流と いふ さてし か 心の 所 置决せ さる 時 はお ほかた わか， 甘 は 心 

の听 置す る 所に おく もの なれ はさる 人 は 身 を 安くお かる 、ものに あらぬ 事なる を はかく 多陀 秘ナ 

琉 之！； とはい ふなり と 心う へ しこれ 又 天地 間に 人い また 一 人 もな きにい かて かか、 る 事 あらん や 

と 人うた かふ へ けれと 天地 間 人 ひとり もい またな きになして 始を とかれた る は 此御敎 を しら さる 

人 は.^ こ あらされ は ぼ taS 億兆 ありても なきに ひとし けれ はなり としる へ し 中段に はしめ て へ多陀 

川 弊琉之 時と いひ こ 、に ニ祌に 天神の 命し 給 ひし 他の 事はなくて た、， M 理 固成 を 任し 給 ひし をみ 
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れは此 神 典 一 部の 大要 も はら 多 陀用弊 流之國 をつ くりかたむ るに ありよ くく 此義を あきらめて 

一 部 を 尺せ るに 照し みるへ し脩理 とい ふ 事 五 百 引 石 之 件に いたりて へ 始國作 也と あるに よりて，^ 

くると訓したるもの也されとづ—く！^^とぃ ふ事此作の字のことくはしめて つ くりお こすに は あらて 

もとより ある もの 、そこな はれた る をつ くりな ほす 心なる か 故に 條理 の， if を あてられたり とお ほ 

しき 也 その 故 はこ 、 に始て 人のう まれた る こと をと かれ たれと も 此道を 弁へ さる 人 はありて もな 

しとして とき 給へ る 物 なれ はまこと は 世に 人 はみ ちた るな り その 人々 みな 多陀 用弊琉 之！： なり. さ 

れと ももと さる 人々 とてもた /1 よへ る はおのか^ 意に て 固 かる へ きが 本然なる に その 本然に そむ 

きたる を もとに かへ す御敎 なる か 故に 倐理と はか  >  れ たる 也此. 故に 詞の は始て つ くりな すが は 

にて まこと は そこな はれた る をな ほす 事 也との さとしな りと 知る へ し 固成と は 表 はかの 泥 十， のこ 

ときを 堅 庭に なして 人 もす まる へ くな す をい ふに て 心の 决 定かた くな りて 此のち ゆるぎく つる > 

事な くお のっから 安 かる へ きをい ふなり 毛々 那賀之 件の 哥に へ も、 なかに いはな さむ を 云々 义 へ も 

> なかに い をし なせ 云々 と ある この も 、 なか は 股 長に て 里言に 足 を ふみの ベ て寐 ると いふに：： 1: し 

から 人の 枕 を 一：！ i  くすな とい ふ 心なり 寐 たる ほと まて 安くなる を 固成と は いふ 也され とこれ しひて 

かたく 守るな とい ふ に 混す へ からす わか 御敎 はこれ にか きらす す へ て 勉强を 川 ひすお のつ から M 


きを 固し と はするな りされ は 神道に 隨ふ事 を は 神 典 一 部に とき 給 ひし 事い と 深切な りと い へ とも 

わか 身 を 置く へき 决心 のた 、 よ ひて はなに 事 もいた つら わさと なる へけ れは此 道の 基本た 、 此倏 

理 固成 是多陀 用 si. 流之國 とい ふ 語に ありと しる へ しこの 故にな に を もさし 置て まつこの 事 を は 天 

神の 命し 給 ひしな り 〇 賜 天 沼 矛 云々 この 沼と は 鈴の 事なる へし 此末宇 氣比之 件に へぬな とも、 ゆ 

らに 云々 と あ る^これ 也 顯宗紀 に 置 目 かために 鐸を懸 させた まひし 時の 大御哥 に へ 奴 底 ゆらく も 

よお きめく らし もとよ ませた まひし この 奴 底 を は 阔の字 を あてられた りこの 鐸は いは ゆる 木鐸 金 

驛 なと いひて 今の 鈴の かたちと はか はりた る へ けれと 鐸の 字は舍 人皇 子の あてさせた まひし 字な 

れは此 字に なつむ へ からすた 、その 本なる 则 『脚と いふ 名に よる へ しそ こに 驛の字 を 奴 里 底と 傍訓 

したれ はもと は 奴 里 底なる を はふき て ¥W ともい ひ 又は ふきて 剩 ともい ふなる へ し 今 この 奴 を は 

鈴なる へしと いふ 所以 はこの 神 典 中 鈴と いふ 事 一 處 もみえ すた、 大御寶 之 件に へ 五十鈴の 《おとい 

ふ 事み ゆれと これ は 後人の 書か へ たるに やとお ほ ゆるよ しも あり その 餘に はかく 奴との みあれ は 

也 今の 世 まても 鈴 は 神前に はなれぬ 物なる に 神 典に なしと いふ 事 ある ましき 事 なれ は剩は 鈴の 古 

名なる 事お も ふ へ し マ 力と はす へ て 突く 器に てきる 用に あらす され は 表 は 鈴 を かさり につけた る 矛 

の 事に て 誠 は 男根の かたち を 表せられ たる 也 その 故 は 鈴の 形 男根の 頭に 似たり 幹 は 矛に 似て 女 
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根のう ちに さしこむ もの なれ はかく は 表せられ しなる へ し 淡海國 のい つ ことかの 社 傅に 鈴 は s;^ 极 

を 象れる ものな りと いふと ある 人の かたりし はいと 心に くき 事 也 RIS. とい ふ 名 これに かきら すい 

と 多 かる は大 かた 地に ある 物 はたと ひ 千里 をへ たてたり とも ゆか は みら る へ し 天なる もの は 張-お， 

なと か妄說 こそ あらめ ゆきて みら る へ きものに あらね はた 、 おも ひやる はかりなる もの 也され は 

天 何. とい ふ はすへ て 象な りとの さとしの 爲 也と 心う へしされ はこ、 もま ことに 奴 を もて かさり 

につけ 仁る 矛に は あらて その かたち を 思 ひやれ との 心に て 天 沼 矛と はいふ 也と しる へ き 也？ てこ 

れを 天神の 二 神に 賜 ふとい ふ はまへ にい ふか ことく 父の 男根 卽 これにて たれと はなくて た 、 父と 

なる 人の 男根 は天祌 のこの 一 一 神に たま へ る ものな りとの 心 也 人の 身に ある 男根なる をい かて か 一 _ 

神に 賜 ふと はいふ そとい ふに 人み な 父母 交接して 子 を 成す とのみ おも へれと 子 を 成す 一?HU5 に 天工 

にて 父母の 力の なす 所に あらさる これ 天神の 沼 矛 を 一 一 神に 賜 ふ 所以なる 也大 かた 子 をう むは^の 

用 なれと 子 をな す始は 父の 男根に ありこ 、を もて かくはと かれた る 也 〇 言 依 賜 也く はしく. 

傳に 尺せられ たる か 如し 畢竟 言 を もて 依せ させ 給 ふとい ふ 也され は 命し 託する をい ふ；！也ぉ紫^^ 

中お ほくよ める 詞 なる 也 以下 天神の 命し 給 ふ 所 をと くこれ 世に 子 をな すの 本源 をし めした ま へ る 

なりよ にぁ^.,>ゅる入々た 、おのつ からうまれ 出た る もの 、 如く 心え たれと ももと 天神の 一 一 神に 力 


く 命し 給 ひて た よへ る國 を， M 理 固成せ とて 人 はう まる、 もの なれ はしか 心え て倐理 固成 を ffi 本 

とすへ しとの 御 をし へ を 思 はせられ たる 也 

故 二 柱 神 立 天 浮橋而 乃至 引 上 時 

〇 故と は卽 上の 天神の 命し 給 ひし ことの 趣より おこる よしをい ふなり も はらこれ 倐理 固成の 事の 

ゆ ゑに 一 一 神 子 をな すわ さ をな し 給 ふよし をい ふ 也 〇 二 柱 神 こ ， に 人うた かひ をいた く へ き 事 あり 

もとこ の 御 わさと も は 父の わさに て 母の わさに あらす この 伊邪那岐 神 は 男 神 也 伊邪那美 神 は 女 

神 なれ は 邪那岐 神 一 柱 こそ この 御 わさ はし 給 ふへ けれと そお ほ ゆへ きし かれと も 此女男 一 一 神 を 

はや かて 父母と おも ふか 故 也 まへ にもい ひし かこと く此ー 一 神父 母に はい ませと もや かて 父母に は 

あらす その子の 心身 を もち わけて やとり 給 ふ 一 一 神に まします 也され とも-俯 斑 固成の 事 子 をな して 

のち その 心身に やとり 給 はて は あた ふまし けれ はまつ 父母 をして 交接な さしめ 給 ふ 也 その 交接の 

う へ にて みれ は 父^の わさ は卽 この 二 神の 御 わさ なれ は 父母と いはむ にた かふ 事 も あらね と 父母 

とかき りて a ふ はかた よれり く はしく こ ， を E 心 ひ 弗 ふ へしこの 故に こ、 に 二 柱 神 云々 と はか、 れ 

たる もの 也 〇 天 浮 橋と はこれ 又 かの の 類に て虚 象の もの 也 末に も此名 出た る もこ 、 に 同し く 

火 人の 間 を はさして いふ 名な り もと 天と 人 は その 間へ た 、りて かよ ふ へ き 道 はなく み ゆる これ 河 
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の： 兩？， を たる かこと しし か へ たちた る 河 も 橋 あれ はわた.， つる ゝ かこと く 天人の 問に 通 ふ ffi ある 

こ 丄を天^^橋とはなっけられたるにて畢竟天と人の通ふ所ぁるその道の名なりとしる へ しこれ 二 

の やとり 給 ふ へ き 子の いまたい てきさる ほと 天人の 間にお はしまして 父母 をして 交接せ しめ〃 s5 

ふさ ま をい ふ 也 〇S5 下 其 沼 矛 云々 これは女根のぅちへ男根をさし入れたまふさまを云也0以^^^ぉ 

蔷とは 假名に て その さし 入れた る 沼 矛 を わか 方に ぬきい つるさ ま を かくと はいふ 也され はこれ^ 

お の 女 根の うちにて  する さ ま をい ふ 也 〇 塩 許袁呂 々 々 々迩云 々 塩と は 潮な り 女 根 をい £ に た 

とふる 事  一 ^ポ中みな同しされは精をは潮とはぃ ふな，.^海潮もとねばりぁりて地のぁらゅるねはき 

物より 翊 となりて やかて 天地 を 保つ に 同し く 人身 中 飲食の ねばり 精と なりて 心.^ を 保つな り 交接 

の ■ はしめ は 施す とい へ とも その 精 藩し 薄き ほと は 音 もせぬ もの 也 そのうす き 精力の 

する にした かひて 斩々 に 濃くなる 濃くなる 時 は 女 陰 中に 音 を なすこれ を許袁 お々 々 々迩卞 と 

い へ る 也 かの 葛餅 厳 餅と いふ もの を 練る にて こ 、の 語^ を ふへ し 許 袁呂と は 凝る 心 也 これ を か 

さねた る は 凝る ことの かさなり ゆく かたちに て卽 精のう すき か くなる を許袁 R とはい ふ 也す へ 

て重詞は比^：かく 一  事ならすかさなるさまをぃ ふ例也 へ ゆく らく へ あな はらく へ ゆく/、 へみ 

る：；3^c^なとの®ぉもふ へ し畫 鳴と はかき て 鳴る まて になす とい ふ ほとの 心 也し か^る まて 「汄 くな 


れるは 足りぬ る 時なる 也され はこれ を 極と はし 給 ふ 也 〇 引 上 時 引 上と は 男根 を は 女 根より ぬき 

とる を 云 これ 交接の 終 也 まへ に 女の 精の 凝る にい たれる こと をのみ とき 給 ひて 男の 方の 情 足りぬ 

る さま はとき たま はされ とも— ^ とい ふに おのっから 男の 方 もこ もれり この 故に 此下 文に 男 精の 

沲す さま を か  > れ たるな り 

自其矛 末 垂落之 塩 乃至 是 淤 能 共々 呂 

〇 矛 末より した ， ると は 男根の 頭より 施す 精の 事 也 これ を もても 沼 矛 は 男根なる へ き 事お も ふ 

へし 1: いへ るか ことく これ 男の 情 足りた る しるしな り 〇 累積と は 女の 精の 上へ 男の 精の かさな 

りつ ひ を 云 男女の 二 精 ひとつに なりて 子 をな す さま を か、 れ たるな り 〇 成お この， とい ふ は 母胎 

I  セマ 

のうちに やとれ る 子の 事な りい かて かこれ を岛 とはい ふそと いふに 島の 訓 しまと いふ はもと 狄の 

うつりた るに て 海中なる 地の せまき 所 を は S とはい ふなり され は 人 一 人と りの きたる は 卽狹き 地 

のこと く なれ はかく は 比喩せられ たる 也 此末大 八 S なと も 島の 義 はこれ に 同し 猶 そこ を あはせ て 

 - すノッ カラ 

ふ へ し 〇 且 A 淤能 » 呂嶋と はこの はしめ て 子と なりたる それ を は 名つ けられた る 名 也 淤能は Q 

也^ 呂は はき "^5^ ま 仙つ 上の に 同し く 凝る 也 自ら 凝る S とい ふ義也 この W と は 

もと子と なる 事 天工に て 人工の 能 はさる 所 なれ は 也 11^ と は 男女の 二 精の 凝りて 一 物と なる を 云 
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しかれと も 表 はさる 心に てま こと は 天地の 渾沌 をい ふに て その、 #沌门 然の 事なる よしを さとして 

n 凝と は 名つ けられた る 也と しるへ し 七 神 三 段の はしめ へ 天地 初發の 下にく はしく いへ るか こと 

く 祌代卷 に はまつ、 § 沌 をい ひて 開關 をのへ たまへ るに 此記 は初發 よりい ひ はしめ て； g 沌を まへ に 

いは さる は 沌は 人のお のっからなる 質に て初發 はわ か御敎 のうへ なる か 故 也され は此 件に はも 

はら、 #沌 の やう をと きその 渾沌 人の 心からな すに は あらて n 然に 天地 乂  I： や 哼カ ひとっこな り 

て 人 一 人と なる もの なれ は それに あやかりて 人み な 天地の 二 性 を わかつ 事 あた はすして ひとつに 

なすこれ S 凝の 所謂なる そかし はしめ にいへ りし か 如く 七 神 三 段 神 世 七 代 はわ か 御敎の 肝要 をと 

き 給 ふに て此 件より 以下 は その 義 をく はしく とかせた まへ る なれ はこ 、 にまっ.：：：凝，：：^をぃひて-^ 

は； t 沌を 質と する ものなる 事 を さとした ま へ る 也され は此次 下の 件々 みな； g 沌の弊 をと き 拔^, 乙 

件にぃたりてはしめて初發の義をとき給へりもとこのニ神，ぉ理固成を任とし給へ はその^5^をのみ 

とかる へきに かく 渾沌の はしめ をと きその 任に たか ひて、 沌 のう へ にて さまく 事 をな し 給 ふよ 

し を 力 、 れしは 人の 渾沌 もと やむ こと をえ さるものなる よしを 叶 はせん かため 也 

於其^^乃至見立八尋殿 

〇 於 其 ft 天降 坐と はこ、 を はしめ 天降の こと をい ふ は 天神の 人身に，^" り 給 ふこと をい ふに て of- な 


天神の 人事に か、 る をい ふ 名 也と しる へ しこれ 前にい へ るか ことく 此ニ 神の 人，：^ にやと り 給 ふこ 

と をい ふに て 男 神 は 心 をつ かさと り 女神 は 身 をつ かさと り 給 ふ 事 次 下の 件々 を經 てお も ひ あきら 

む へ し 〇 見 立 はと もに 見 は 假名に て その 立 させ 給 ふ を あかめて いふ 也 叫， の義 ははし めの 天 之 御中 

主神の 下にい へ る をみ る へ しく はしく は 古事記 傳に みえたり 天 之 御 柱と は 柱 は 上古 は 今い ふ 堀 こ 

み柱にて土を堀てたてたるもの也伊勢神^^：の柱のことし此故に神典中相とぃ ふは悉くその心をぇ 

てみ る へ しその 比喩の 天の 筌氣の 人身 中に 入りた る をい ふ 也 人身 はもと 地の 化成なる 事 天地 初發 

の 下にと ける か 如く その 地の 中に さしい りたれ はかく は^せられし 也 龍 田 風神 を は 天 之 御 柱！： 之 

御 柱と 御名 を 申す 風 は 人の 呼吸に あはせ たる 事此 下の 風神の 所に いふか ことしされ は 人身 中空 〈抓 

あれ は卽 そこにて 呼吸す る ものなる か 故に やかて しかも 御名つ けたて まつれる なる へ し 八 ユマ 殿と 

は 八 は 頭 胸 腹 陰 左右の 手足 を はいふ 也 下の 迦具 土神の 八の 山つ み 又 伊 邪那突 神の 八 神に てし る 

へ し 猶大宜 都 比 賣の八 所 は * をのみ かそ へ られ たるに てこれ と はこと なれと もな ほ 八 所な りされ 

は 神 典 中 W の 字 ある はみ な 人の 一 身. を 八處 にか そへ ていふな りと 心う へ しから H にて 八卦 を はし 

め 八の 数を贵 ふか 故に それ をい みたる にや W は弥の S なりと いふ 說 よに ひろこれ るみ やひ かなる 

やうに ていとな か 也 まのあたり 八ッ にか そ へ られ たる を はいかて かよ そに はみ る へきされ は 
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八と は 一 身の 八處を かそ へたる 也と 知る へ し 一 部の うちこの 八 尋殿を はしめ 八 ftl: 八 E^f^y:: 知 = 八 

門 八. kr- 受岐 なとの 類いと 多き は みなこの 義 なる 也 此八尋 殿の 事く はしく こ 、 にと かま ほし けれと 

神道の 本意 こ にある 事に て あまりに 近き 理 なれ は 學者か へ りて 此祌迸 を あなと り 生. igw くと り 

行 ふへ き 心もう せかつ 志な からん 人 はかへ りて そしり もす へ きか 故に 人々 の 志 をみ て 此篛を n 校 

す この 故に こ/' にも その：！/ を はふけ り 末に も か、 る 所々 ある は 皆 この 心え を もてし る へし^ 肝の 

うちにして 子と なる はしめ はた、 一 塊の 物なる かその 一 塊 物のう ちに 空虚いて 來て 活物と なるこ 

れを天 之 御 柱 をみ たっと 云 さて その 一 塊 物に 八處 具足す これ を八尋 殿と はいふな りと 心う へし 

〇 此 一 件の大.^^まへ に 尺せ るか ことく 大 かた 世に 人 ひとりのう まる、 さま を 形容した まへ る なれ 

と 庸 のみる 所 はた、 父母 交接して 子 をな し 人と なる 事との みおも へ れとも交接こそ父^^のゎさ 

なれ 子 をお す 事 は 人力の 及 はさる 事に してし かも はしめ はた  >  一 塊の もの 、活物と なりて^ K 五 

體の用 をな す 事 も はら 神 功に よる 事なる よしを さとし かつよに 人 一 人のう まる 、k: ひと へ に多陀 

用比をっくり固むるを^5^とす へ き 天神の 命なる 事 を m- 心 はせ て學 者の 志を决 せしめ 給 へ る 也され と 

も 天地 初發の 下にと ける か 如く もと 人の 心身 は 天地の 化成なる を その 天地と もに よりて 人 I 人と 

なる か 故にお のっから 其 情 天地の 二 性 を わかつ 事 をえ すして お ほかた の物襄 ふたつ を そな ふ る^^ 


を 好ます 一 つ によりて 心 を 安くす る これ を 渾沌と 云 この 渾 の 見 もと ふたつ にもつ へ き 物 を ひと 

つと する か 故によ ろつ の决斷 時に の そみ 事に あたりて は必た 、よふ ものな りこれ を あはれ みて 天 

神此 た、 よ ひ をつ くり 固めよ とて 人 はう まれ 出しめ 給へ とも かの 渾沌の 性 やむ こと をえ すして 倐 

理 固成の かたき 事 を はおの つから 此淤能 基呂嶋 とい ふ 名に おも はせられ たる 也され と 人 ひとりの 

うまる 、はた. た、 よ ひ をつ くりかため よと 天神の 命し 給 はむか ためにて 一 塊の 物 を 活物と し 給 

ひ 四肢 五體を そな へ させ 給 ふ 也と しれとの 心なる 也 

0 第二 先 言 之 件 

於 是 問 其 妹 伊 邪 (那脫 ) 美 命 曰 乃至 成餘処 一 處在 

〇 此ー 一 神の 問答 は 人 ひとりの 體內 にての 事な り まへ にい へ るか 如く 伊邪那岐 命 は 心 をつ かさと り 

給 ひ 伊邪那美 命 は 身 をつ かさと り 給 ふ 神に おはします 也 上 件に もとけ る を あはせ てし る へ しなに 

、 よりて かく 定めた る そとい ふに この 成々 而成不 4 ロ処 とい ふ は 女 根の かたち 成々 而 成餘処 とい ふ 

は 男根の かたち 神代 卷には 卽雄元 雌 元と か、 れた りこの ふたつ をく らふれ は 成餘は 尊く 成 不合は 

卑し これおの つ から 尊卑 は 天地 なれ は 心身 をつ かさと り 給 ふ 一 一 神 そと はさた むるな り 上 件に. 賴 
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とか 、せた ま へ る は 男根 をつ ， みたるな りこ ， の 成餘処 とい ふ は それにた かひて 男， 根 を^と し 

て 心の 性 をつ 、みてい ふなり 大 かた 古言 をみ む やう 表に した かひて 內を はかる へ き 事 かくの こと 

しよくく 思 ひ 弁 ふ へ しし かれと もた  > 天地の 尊卑 を あやかれる 心身の 性 を さとさむ ため はかり 

なら はこと さらに 男 陰 女 陰の 餘不合 をい ふに 及 はは さる 事 也 かれ 思 ふに 成 餘とは 名 欲 を さとし 成 

(， しソ 

不<f "と は 利欲 を さとした る 也と おほし 餘と不 合の 字義 を 味 は ひて しる へ し 神代 卷  一 に 大.. し 化：：： 命 

,  (已) 

少 S 名 命と もに 天下 を經 し 給 ひし 時大已 贵命少 S 名 命に とひた ま はく へ：.^:所成之^«^.1成乎 

少 S 名 命 對曰成 有 所 成 或 有 不成是 談也有 幽深之 致 也と ある この 成不 成は卽 こ、 の 成 餘成不 <z に M 

しくて 一 身い か はかり 術したり とも 成れり とい ふ へき ものに あらす 心 は 天の を W が たれ は 成り，：^ 

は 地の 性 をう けたれ は不 成なる なら ひなれ はこの 心身の 二 性 人の まぬ かる ましき.： 事なる か 故に.^ 

冇所成 或有不 成と 心う へき 事 人の 一 大事に て かく 心うる 時 は 外 行お のっから 0=1 しきに 叶 ひ洪ー i を 

自得す へ し此 故に 有 幽深之 致と はおとろ かしお かれた る 也 これに あはせ てこ 、を みれ はこの^ 不 

合は卽 一 身の上に て 名利 二 欲 を 具した る 心身の 二 性た る 事 明らか なれ は此ー 一 神 は 心，：^ をつ かさと 

り 給 ふ 神 也と はいふ 也猶 この 事け に 幽深之 致に てこ 、 に 尺し つくし かたき 事 あれ はもら しつ S ト者 

心 を もち ふ へ き 事な りし かる を かく 一 一人の 問答の やうに か  > れ たる は 心身の もちめ ひ詞を もてと 


きかた けれ は 也 古 來神學 者 流 これ を 心身の あは ひとみる 事な くひた すら 詞の 上に 縛せられ てま こ 

とに 男女 一 一 神の 御う へと 心え 此雄元 雌 元 を まことの 男女 根と みる 事 倒語の 道 をう しな ひたる 世の 

なら ひなれ はこと わりなる 事 也 上 件に 人 ひとりのう まれい つ る 事倏理 固成せ よとの 神 命に よる 事 

なるよし をと きさて 此先 言の 件に はしめ て かく 名利 一 一 欲 をと き 給 へ る は 渾沌の 性 やむ ことなくて 

此ー 一 神倏理 固成 を 任と し 給 ひなから 猶 庸 をまぬ かれさる よしをし めし 給へ る 也され はこの 件よ 

り は， 几庸の 人の はしめ をと きしめした. ま へ るに て 神の 御う へ に は あらさる をい かなれ は 人と はい 

はて 猶 この 一 一 神の 御 わさと はと かれた る そとい ふに 大旨 にい へ るか 如く かく 几庸 のう へ より 次第 

に脩理 固成に いたる 事 これ 卽 神道に てこの 先 言 之 件より 終に いたる まての 次序い さ 、かもみ たる 

へ からさる 事也此 故に 几庸 のう へ のこと く なれと も猶种 道なる 事 を さとる へ し 汝身吾 身な と ある 

はかりに 心身 を 一 一人と して ときたま へ れ はなり 

此 名利の 二 欲の まつ はしめ にかくと かれた る宜 なる かな 身內 にて こそ あらめ 外 行に 出て は 善惡ー 一 

事と なることの もと なれ は 也され はこ ， よりの 論 も はら 善惡ー 一事の 源 をと きしめし 給 ふ 也と 心う 

へ しもと 善 惡の名 は 外 行と なりてのう へ にあり てい また 身內 なる ほと は 善 惡の名 はお ほせ かたし 

身內 にして はた 名利 二 欲 也 わか 御敎大 かた 神の 道 をと き 給 ふ 事す へ て 人の 外 行の 本源 を さとし 
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給へ る ものなる か 故にめ にみ えさる 所 を 主と し 給へ りされ は學者 その 心 をえ てす へて， お 内のう へ 

にて みる へ き 也 

故 以此吾 身 成餘處 乃至 然善 

〇 故と は 成 不合処 成餘處 たか ひに ある 事 心身の 本然 天地の 二 性た る 所謂に て 人と してやむ こと を 

= せ さる 故に • との 心 也 〇 以此吾 身 成餘處 云々 と は 詞の表 は 交接の さま 也 これ 交接 を詞 として 心 は 心 

身の うちあ ふ 所 をと きしめされ たるな.^ 前件 交接 を 情と したる 詞 つくりに 混し おも ふまし き 也 こ 

の、 い 身の うちあ ひとい ふ は 心の 方 はおの つから 天の 尊き を うけてお のか 名と なる へ き 事 を 欲.^, 化 

の 方 は 地の 卑しき を 察て おのか 利と なる へ き 事 を 欲す その 利 を 欲する 情 を 達せし むる は 名 を 欲す 

る W のこの む 所 卽利を 欲する 情 も 亦 このむ 所なる 事 男女 交接して たか ひに 情 適する か 如く なれ は 

その 交接の たか ひの 情 を もて 心身の 性の うちあ ひ をつ くし 給へ る 也 へ爲 生成 國土 奈何と いふ は^ 

土と はまへ にい へる か 如くす へて 國は 人々 の 住む 所 なれ は 身 を 置く 所の 决定 にたと へたる W  ； 古：リ 

比 C 同し され はこ、 も國 土と いふ はわ か 決定の 事に てまつ 心身の うちあ ひ を かやう にし^て 决定を 

たてむ とお も ふはい かにとの 心 也詞の 表に てはい また 此時圃 あれと もた 、よ ひて 人す まる Z 

こ あらされ はかく 交接して た、 よはぬ 國土 をう みなさむ はいかに との 心 也阔を 生む といぶ^" 一. 「"の 


表に まと ひて 古 來學者 さま/^ に 思 ひ を 費され たり これさせる 故 ある 事に あらす こ 、 は 男女 交接 

を もて 詞 とし 給へ るより それに 隨 ひて 生と はいふに てうむ に は あらす まこと はかの 天神の 命し 給 

ひした 、よへ る國を 修理 固成す 事に て その かため 成す を こ 、 にて は 生成と か 、 れ たるな り， 脱の 字 

は it^3M 一  律なる を もてお も ふ へ し 所々 によりて かくさ まに 書か へられた る 事 一 部の 書法に て 

もと 上古 倒語 を 用 ふる 常 也 山と い へ は觅 猪な とい ひ 海と い へ は 和 迩赤鯽 魚な とい ふか ことしな ほ 

哥を よむ にたと は 、松に すかる 時 は 枝葉 又 年 久しき ことなと よみ 鳥に よる 時は翅 あさり 又木に 棲 

み 朝た つなと よめと も その 情 はた 、 ひとつなる を もて こ ， の 書法 をもう たか ふ へ からすされ は：^ 

とい ふ 字 は 己十竟 交接の 緣 より 出た るに て猶 固成の 義 とみる へしお ほかた 儒 敎も正 心 誠意 條身齊 家 

平 天下と 次序し 佛敎も 人間 天上 声 聞緣覺 菩薩 佛と 次第し たれ はとに かくに 人 はまつ おのれ を さき 

として 人に 及 ほす へき 理 なる 事い ふ も 更なり 此故 にわか 御敎も かくまつ 人 を さしおきて 一 人のう 

へ を 定めしめ 給 ふな-りこ ， の 表 彼我の こと 書な され たれ はしかに は あらす やとお も ふ 人 も ある へ 

けれと 前に もい， へ るか 如く もと 天地 間に 人 ひとり もい またなくて 今 はしめ て 一 人う まれ 出た る 時 

になして か /-れ たるに て かく 彼我の ことく かきたり とも 彼我と は 人お も ふ， ましき こと て かくは 

か、 れ たる 也され は 一 人のう へ にて 彼我の ことく ふたつ ある 物 は 心身より 外な きを もて 今 かくは 
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これ を 尺せ る 也 〇 然 善と はかの 利欲の 方の 情に も かな ふよし を さとされ たる 也け にわか 名 欲を以 

て わか 利欲 を 達し ゆか はこれ に まさる 事 ある ましき 事 也た と は 、 ね ふたき 時 はいかなる さはり あ 

りても みつ から ゆるして 寐また ゆか まほし き 事 ある 時な にの さはり ありても みつ から ゆるして ゆ 

か はよ にお も ふ 事 は ある ましき 事 也され とかくの みして は 世の ゆるさ ぬ 所なる か 故に 人 皆 これ を 

ま： みて しかせ まほし と はお も ひなから しかもせ ぬ 也され はこれ いふ にも 及 はすと きしめ さる  >  に 

も 及 はさる 事なる を こ 、 にかくと きしめされ たる 事 もと わか 御國 言の つねに もた か へ る やうに て 

うたか ふ へ き 事 也 こ 、 におき て ふかく  s>』 ふに これ わか 道の 一 大事に てあら はに こ 、に 尺し かたき 

g 木理 あれ は 今 こ 、 に 尺 を もらして 篤志の 人に は 口授す へ しされ はかくい ふに 及 はさる ことの 如き 

どよ 、 くよ >  、 a こ-, -.Hil 古言に いふに 及 はさる かこと くお ほ ゆる II- や：； fH-QS こ て もよ く  n:5  I よ： 一れ 到に； な 

を は 力く は 力 、れナ るせ わさと いはれ たる も ある はみ な 所謂 ある 事 也き P び ま f マ 、も i  く/  ,  if  」，w  —  ：." ズ 

る は 人々 かく わか 名 欲 もて わか 利欲 を 達せ はう へ なき 事と はしりな から ふかく 愼 みて こそ あれ ま 

こと は 人の 情の いたり これ を 極と すし かれと も 人 皆つ 、しみた るう へ にて みれ はか  >  る ^ はなき 

もの 、 ことくみ ぇ人每 にか  >  る あり やとと は 、皆 まけし 心に てな しと そ 答 へ ましされ は 各 か > 

る はありても なきに なして み つ から 情の 第 一 にた つ 所 也と はしらて ある ものなる か 故に そこよ 

り此： ^はか  > せた ま へ る 也 かくしら は 倒語なら さる か 如き 疑 はとけ ぬ へ きなり . 


尔 伊邪那岐 命 詔 然 者 乃至 美 斗 能 麻 具 波 比 

〇 然者 とはい さなみ の命然 善と 同意し 給 ひし をう けたる 也 そこに もし か 同意なら はとの 心 也 〇 行 

廻 逄是天 之 御 柱と は 天 之 御 柱 は 前件に あるに おなしく 人の 身 內の空 虛に 天の 昇降の 氣 のかよ ひて 

人の 活 たる 所謂の もの 也し かれと も 天 之 御 柱と はた、 その 身 內の 筌虛の 名な りこ 、 に 行 廻と ある 

は卽 その 空虚に 昇降の： ー氣 のかよ ふ 事に てこれ 卽 呼吸な りと わかちし る へし 逢と は 二 神の ゆき あ 

ひます を 云 これ 呼吸の 理に はたか へ る 事 也 その 故に 昇降 一 ー氣 もと 東よりの ほれ は 西より 降りて 昇 

降 一 ー氣の ゆき あ ふ 事な しこの 一 一氣 呼吸と なりて 呼吸 もまた しかりし かる を 心身 を はかく うちあ は 

せて 心 を わか 身と 夫婦の ことくな す は 昇降 呼吸の 道理に そむける か 故に もと 呼吸 は 人の これによ 

りて 活 たる 物 なれ はおの つから 毒 も 久しから ぬ理 なりこれ にした かひて 天下 國家 一 身 一 業 も 亦 長 

からすな り ゆく へ き 也し かりとて 呼吸 やかて と 、まるに は あらね とその 意 か  > る 時 は 呼吸 もお の 

つからと、 まるに いたる へ けれ は 也し から は此 心身 はいかに 心う へき 物 そとい ふに 此 末に いたり 

て 千 引 石 之 件に 夫婦 離散の 事 をと かれた るか ことく 心身 はわ か 物な から 夫 S のこ とくはす ましき 

事 を 、しへ 給へ りく はしく は そこにい ふへ し へ 美 斗 能 麻 具 波 比と は 美 は 例の た 、 へ 詞也麻 も 同し 

此末 にも へ 美 刀 阿多 波斯 都と ある 美 刀 これに 同し これ を E 心 ふに 前件に 女 陰 を も 海に たと へ られた 
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るょり考ふるに^^は.ぉト門のト門にて0如此か仁ちなるをもて比喩せられしなるへしされは.""は水け 

の 事に てま こと は 女 陰の 事？ と 知る へし ハ波 比の 1 具 はまに つ、 ける か 故に S としたる にて グ 

    ^  、、-  ：.^;^  ：  、  " ニレーり^^少ニ る 二 匸くふ、とは时ことにもぁれ双，ス 

皮 匕.？^ くよ-^ よもと 昨と いふ ことに はりと しふ ことび こす ヌ f -  J  J- ィ 

のうち. あ ふ 事の たく ひなき こきい ふ 也 その 本 は 飲食の 味 は ひの 口腹に かな ふより 出 5 詞 にて 

ま〕 とい ふに 同し 筋に て^^は 心に HH うへ にて いふ は 形のう へに ていふ かた かへ 

り へ E く はし へいす く はし へまく はし へく はしめ へ 名く はしな とい ふ も猶 同し 詞 にて くひ 

の 宜しき 心 也 萬葉卷 に へつ ぬの ふくれに しく ひ あ ひに けりと よめる もこれ 也い い 事 記 W にく， - 

し 今 里言に も^^ ばす  1 なと いふ これに 同し 叫 ひとい ふ は詞の 下につ きたる 例 多し— へ，^ り 

は ひ へ あちは ひ へょはひ？これ也此詞はすへてその事に活用をぁらせてぃふ詞なるへしぁちと 

ぃふは物にもてる味を 云それを創.^dひとぃふ時はその味の活s所の用をぃふ名となるかこと 

く：7:^.,ぃふは物のくひぁふ？？」れち动とぃふ時はそのくひぁふ活用をぃ6な暴ぉ 

も ふへ し： ^はふ あ ひ I 也と いふ は 心 ゆかす a とい ふにく ひ ぁふ義 はこ も？ ずれ は 

^ は 今い ふか ことく 心う へき 也 これ 男根の 女 根に 入る くひ あ ひたと ひい かなる 妙ェ とても 力 は 

かりの くひ あ ひ はっくり なすへから ぬ 事なる を もて や は 名つ けられた る 也 これ 乂.？ 父 八" f 


てい へと もま こと は 心身の 二 性 心 は 名 を 欲し 身 は 利 を 欲する にわか 名 欲 をして 利欲 を 達せし むれ 

は 刻 欲，^,;^ ひ 名 欲 叶 ふは卽 利欲の かな ふ 所 利欲の かな ふ は卽名 欲の かな ふ 所に して その 都合よ 

き 事 男女の 交接 男の 情 かな ふは卽 女の 情の かな ふ 也 女の 情の かな ふは卽 男の 情の かな ふ 所なる か 

ことく なれ は 比喩した まへ る 也 こ 、 に 天 之 御 柱 をめ くり 下 文に 男 は 左旋女 は右旋 しさて あなに や 

し 云々 の言擧 する こと を か、 れ たる はもと 婚礼の 古式なる を 用 ひかられ たるに やと そお ほしき 奧 

に 葬式 ある を もても おも ふ へ しその 餘 事の よせに よりて 設 出られた る 事と も 、多 けれと その 世に 

ありけ る事實 なと を やかて 比喩に 用 ひられた る へ くお ほしき 所々 多し その 處々 を あはせ て S ふ へ 

き 也 

如 此云期 乃至 我者自 4^ 廻 逢 

〇 之の 字 は 云の 誤な らんと 古事記 傳 にい へ るに した かふへ し 〇 云 期と は 夫婦 約定し 給 ふ を 云 也 さ 

て 女神 は右旋 とさた め 男 神 は左旋 とさた め 給 ひし 事 は 男 神 は 天と し 女神 は 地と してむ か へ て みれ 

は 男 神より 汝か 右と 仰ら れ たる は卽男 神み つから 左との たま へ ると 同し 方 也 これ を 昇降の ニ氣に 

か へ して みれ は 天よりの 左 も 西方な り 地よりの 右 も 西方な りこ を もて 廻 逢と はいふ 也 もと 昇氣 

は 天の 右よりの ほる これ 東方 也 降氣は 天の * よりく たる これ 西方に て 東より E 升れ は 西より 降り 西 
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より 降れ は 東より 曰 升り て 昇降の ニ氣 ゆき あ ふ 事な きなりされ はこ 、はまへ に へ 行 廻 逢是天 之 御： S 

と ある を 今 ひとた ひく はしく いはれ たるに て 暗に 昇降の 一 ー氣 のめく. 9 をお も はせ むかため 也 左.^ 

の 事 こ ， にか きらす 奥に も 所々 出たり みな それ 今い ふか ことく  2 升 降の 東西 を わかち しらせむ かた 

めなる 也 その 處々 にいたり て 忍 ひ あはす へ し 

約覚以 妪 時 乃至 愛袁 登賣袁 

〇 以上 は 二 神の 約定し 給 ふ 事 を 云 こ、 よりその 約の 如く 行 はせ 給 ふ を云此 故に まと はいふ 也 05- 

邪 那美命 先 言 云々 まへ にい ひし か 如く 婚礼の 古式に かく 言擧 せし 事 あるに より 給 ふなる へし S: 那 

は 里言に お， 7. ^なと いふ 詞也 ソ还 は經緯 § 針 ^ 奈經の 第一 一音な り 此經す へ て 物に うちあ ふ i^- ： 物 

のこと くな りたる をい ふ 也され は 袁登古 をえ たる われとの うちあ ひた、 一 人の ことくお ほ ゆる を 

■  地. 

いふ 也 上に 神 世 七 代に へ 宇 比 智迩須 比 知： 《 迩と 申す 神 名の 逐卽 これ 也 兄 を阿迩 とい ふ も M し 姊を阿 

祢 とい ふ も は 卽迩と 同し 經 なれ はかよ はした る 也と しる へ し 神代 卷细， 哉と か  >  れ たる は 此心を 

えて あて 給 へ る もし なれと 此迹 もしの 義に はかな へ りと もお ほえす かし 夜 志 はと もに 脚 結な り ffi: 

葉 集中に へよ し V ぶ やし へ はしき やしなと に 同し f;g"* は 確 1" 夜 は 詠の やなり 志 はすへ て そのす ち 

の 仁し かにた ちた る をい ふ 脚 結 也され は 夜 志と はか はか.？ つち あ ひよ き なりと はいかなる ゆ ゑ 


そと まて m5 ふ 事の すち のい かに m-^ へ ともうち も ゆるかぬ よしを さとし 仁る にて 所詮 は 力 は 力り の 

男また也になしとの心をぃ ふ也愛は假名にて，ょ：^-とぃ ふ也みょしぬを美延し野とぃ ふか如しょき 

をと こ をと いふ 也 下の 袁と いふ 脚 結 はまへ にく はしく いへ るか ことし こ 、もよ き 男 を 55： たりと い 

ふこと を はふけ る 也と もみる へ けれと 上. 1^ にか  >  る M を 用 ふる は 用 ひ はなてる か 多し これ も その 

例に みる へ しその 心 は 得 かた かる へ き 男なる を 得たり とふ かく 悅ふ心 也 はふき にり とみる と此を 

もしのう ちに 含めり とみる とはいた く 思 ひいる、 所た かへ は 也 男 神の 言 擧も猶 その 意 はこれ に 同 

し袁發 古； lli 賣 とい" 名 は 男女 配偶す る 時の 名な りつね には^ 能お 袁美攝 とい ふその 證 とも 予の 

土 t 日 ffi 燈にく はしく 弁し おける か 女神 まつ 此言擧 し 給 ふ 事 不良な りと 下にい へ る はかの 婚礼の 

古式 男より まつ 言擧 する 式なる か 故なる へ しさら すと も 女 は 男に さきた つ へ きものに あらさ ォ.^ 

から 人 も牝雞 あしたす とい へり これ を詞 としたる ものに て 心 はわ か 利欲 を はわ か 名 欲して 達し ゆ 

く  は 名 はかへ りて おくれ 利の 方 先と なる ものなる 事 をい ふ 也 前に あけた るた と へ のこと くね ま 

ましき 時よ，^ ゆいま ほしき 時 は ゆく はもと わか 名 欲 もて ゆるした るよりの わさ なれと し 力の み 1 

る 寺 はた 利欲 を 達する 事 主と な. りて 名 欲の ゆるした る 也と はいふ へ からすな り ゆく 也 この を 

m 心 はせ むと て かく 女 男 神の 御言 擧の先 後 を もてさと し 給へ る 也 
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各 言 竞 之 後 乃至 女人 先 言 不 良 

〇 女人 先 言 不良の 義ま へに いへ るか ことし， Is はよ からすと もさが なし ともよむ へ しと. 記 

(不詳)   _|   

にいへ り 神代 卷には とかき て さがな しと 訓 したりされ は猶 さがな しとよ む へ しさが なしと は 

は 物の なら ひ 又もの 、 定式なとぃ ふほとの心にて^^^がなしとぃ ふはもの 、常と はなら さる 事 

から をい ふ 詞也江 談抄に へ無惡 善と 落窨 したる を 嗟 蛾の 帝 小 野道 風 をめ してよ ましめ 給 ひける に 

へさが なく はよ かりなん とい ふ 事 也と ま をしたり しに 嵯蛾 なく はよ かりなん の 心なり しか は 近 風 

か窨 たるな らんと て 御け しき あしかりし 事み ゅ此 さ-: はとい ふは^ 的 は あしき 事 をい ふ義と 

み ゆ これに かきら す 後世に はこれ に 同し く^^と は あしき 事ぞと 心え たる 人 もお ほ けれと しから 

すあしく ともよく ともよの なら ひとなり 常と なりたる は 皆 さがと いふ へ きか 故に さがと いひて あ 

しき さがなる 事 を 思 はせ ていふ 也 その 一 方に 片 よりて 思 ふまし き 也され はさが とい ふ は あしき さ 

  . (さ) , 

かとい ふ へ きを 含めて いふ 也 さかなし とい ふ はよ きかかの なきと いふ .ん にみ る へ きなり何^^にも 

あれ 世に おしな へ ての 常と はしかた きをい ふ義 也され はこ 、も 女人 先 言 はよ のなら ひとはし かた 

き 事 也との ひなる 也 心 はま へ にとけるかことく利欲さきとなりて名欲はなきかことくなる^^はけ 

に 世の なら ひとはし かたき 事 なれ は その 理を さとして かくの ことく ときたま へ る 也 


雖 然 乃至 入 葦 舷而流 去 

〇 雖 然と は 女人 先 言 は 不良な りと い へと も わか 名 欲 もて わか 利欲 を 達する より 外に はす へ き 道 も 

あらさる やうに おほし、 かばとの 心なり 〇 久美 度と は 子產處 とい ふ をつ 、めた る 也 q うの 二 音 を 

っゝ むれ はり なれ は 也剩は ^ とのみ いふ 事例 多し へたち ど へ なと いふ これ 也され はこれ はま 

さに そこにて 子う むへ き 所に かまへ たる 處を いふなる へし やかて WW の 事と もい ふへ し 又 產屋の 

內 にて 子う むへ き 場 を かま へ たる 所 を もい ふ へ しさて 興の 字 はね ^ ともよめ りお こして ともよ 

めり 今 S ひふに し， pi とい ふ は 他よりの わさと なる か 故に 必下 にも そのうち あ ひの 詞 ある へきに 

へ 御子 水 蛭 子 をう み 給 ふとい ひ. て は 自他 混す へけ れは猶 たちて とやよ む へ きされと たちて とい は 

んゃぅ も 、ひえす もしおき てと やよ ま ， しもし しから は 子 を まさ にうまむ とする 時 は 今 まて s: たり 

しもお きて ぅむものなるかゅゑにぃふにゃTi^^v^とぃひてはそれにも叶はす聞ゅれはなり此詞末 

の 櫛 名 田 比賣の 御子 生の 所 こ 、と 一 部 中二 所な り 御子 生 は あまた 所 あるに 此詞ニ 所に のみみ えた 

る はかなら す ゆ ゑ あれ はなる へし かれ 思 ふに 自然にう まる 、 にあら てす こしう みい そき する 心に 

かくはい ふに や 又木 花 之 佐久夜 ffij 賣 なとの 御子う みは 御 はらの 急なる にしの ひ 給 はすして うまれ 

給 ひしょし み ゆれ は それにむ かふれ はすこし うまれかぬ る をう む 心に もや あらん 猶可考 いつれ に 
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も あれた 、平產 のかた ちに は あらさる 事 一 一度の 外に 此詞 なきに てし る へしこの ニ說 のうちよ く 

cm.^ へ はう まれに くき をう む 心 こ 、 に 切に 聞 ゆ その 故 はもと 女人 先 言して 不良なる か.^ に 御子 

はう まれ かね 給 ふ へ き理 なれ はなり されと もこれ より 外の わさな き 事の ことくお ほしけ るより う 

まれに くき をし ひて うみ 給へ る 心に やと そお ほしき へ 生 子 水 蛭 子と は 水 1- とし も 御名つ けられし 

は此 時い また 國稚た 、よへ る 時に て 泥土の ことき 時 也 その 泥土の ことき 中より 生す る 子 なれよ.^ 

a- とはい ふなる へ し 水 能 は 泥中に 生 すれ は 也され はた 、 泥中より 生す るより 御名と せられた る に 

て 泥中に 生す る はかりの 子 なれ はなに の 用に もた 、 さる よしを 思 はせられ たるに や 代卷に はこ 

の 御子 へ-至 三 载脚不 立と ある を みれ は 三 歳になる まて 脚た 、 ぬ 子 は 生長の 、ちとても 廢人 たる へ 

き 事 今より しるき 也よ に 驚 風な との 小兒三 歲四歲 まても え あるかす 目な とも ものえ み わ.^ ぬ あり 

その 驚 風 ふと 治した る も 生長の 、 ちは&目ぁるひは蹇なとにもなり或は^^でなとになりて生£..-:^1- 

の廢 人なる かこと し猶 神代 卷 なる 語意 をよ くくお も ふに へ脚不立とぃふ事必さとし；1なり.^-れ 

考 ふるに 至 三 载脚不 立と は 人の ありく へき 比 も ありかぬ をい ふ 心なれ は成畏 の 、ち も わか ： 

かくる 嗣 とする 事 あた はさる 思 盧を云 也う むと いふ はかの 名利 一 一 欲を夬 W としたる 問より 生す る 

意の 事 也 利欲 さ き となる 時 は 利に もとつ く かゆ ゑに 一 身 を かくる はかり の ^ は mM さ る 事つ ね な 


る そかし へ 入 葦 船而流 去と はさる 一身 を かくる に 足ら さる 思慮 はいつ まてお きても 無用の長物な 

れは見 かきる を 云 也葦般 とし もい ふ は 水 蛭 をのせ むに 宜しき 物に て かたち も舷の 如く なれ は 也 七 

神 三 段の 中段に へ 葦 牙と いふ も 泥土の ことき 地なる を さとされ たるに てこ 、 の 葦も猶 その 心に て 

泥土の ことくに てい また かたまら さる ほと なる 事 を さとしの 爲也 その 字 律の 正しき 事 m:- ふ へ し般 

と は 配流の、 いに て い ふなり これた 、ふた 、ひ 此意を もつ ましき 心なる を はかく 詞 をつ けられた る 

也と しる へしこれ さる 思慮 はたの む へ からされ は 也此次 下の 淡 嶋をは へ 是亦不 入 子 之 列と ある 是 

亦 I の 宇 を こ ， に てらせ はこの 入 葦 般而流 去と いふ も 不入子 之 列と いふに 同し 心なる 事 明らかなる 

(田ひ.^ トナ ス ベ キ カン 

也け にこれ は 意の たく ひとはす ましき 事な りかし  - 

^  fe  6 乃至 rr  f ズ 一巧 列ハ 印本 例トァ レ ト列ノ 誤ナル へ ク 

#:!^.^"ァきh^^^^^i^!歹ォホシっらトョムへシ 

〇 御子 生の 事 はま へ に 同し く 名利 二 欲の 夬婦 となりし 間より 生す る 意の 事 也 〇 淡， と は 水上の 泡 

S のこと き まとい ふ にて 上の 水疲 子に はすこし まさりた るか 如く なれと そこ にす む へ き ほとの 地 

ならさる を, の 字に おも はせ たる 也 この 心 は 泡沫 はめの ま へ にある かこと く なれと 今き ゆ へ きも 

しられぬ もの なれ はたと ひたし かなる やうなる 見識た ちた る もし はしの ほと にて 跡 はか もな く か 

はるを 云 也 水 蛭 子 は 前にい ふか ことく 行末， まても 一 身 をよ す へ からぬ 思慮 也 此淡嶋 はすこし より 
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所 も ある やう なれと 根のと けさる m-o 盧を 云け にこれ も m 心 慮の たく ひに は そな へ か 仁き 事 なれ はこ 

れも又 水 子と 同し く 子の 列に いれた ま はすと いふ 也 この ふたつの 御子 かの わか 名 欲 もて ゎカ禾 

欲 をた すくる 事 夫婦の ことき 中より 生す る m> ^慮 をい ふに て槪 する に 利欲 先と なりて は 生す る 所の 

虚み なかく のこと くな りとの 御 さとしなる なりけ に 利欲 を さきと する 人 もよ に は ある も ひ-なる 

かさる 人の m5.s!a- をお も ふに 利に もとつ きて その 意 あるひ はたより かたく あるひ は よられても たし 

かならぬ か 多し 神道の 私す へ からさる 事 これに もまつ m> ^ひしる へ し 神道の 見なき 世人 はわれ もし 

らす先 言也此 故に 日 夜 生す る 思盧 悉く 水 蛭 子 淡嶋な る 也  ， 

〇 以上 先 言 之 件な り此 一 件の 大意 は 人と して 名利の 二 欲 は 心身の 性 なれ はこれ を斷 する 矿ぁ たは 

さる 自然の 物 也され は その 性 を 全うせむ とする に まつわ か 名 欲 もて わか 利欲 を 達すれ は 一 i 欲と も 

に 叶 ふか ことく なれと 名 欲 はかくれ たる か 如くな りて 利欲の みさきと なりし かる 時 は その 生.^.' る 

音」 水^子 炎^の ことき より 外 ある ましき よしをと きしめした ま へ るな りと しる , L もと^ 禾び - 

欲 かく もて あっか はれた る ものなる か 故に 此ー 一 欲 をと もに 斷す へしとの 敎 よに 行 はれ 仁る ことわ 

りなる 事 也し かれと もみつ からこ そお のれ 名利 を斷 したりと おも へ かたはらより みれ はさら に斷 

したりと よお まえぬ たく ひ 多し 他 を そしる にぁたれは此例ぁらはにぃひかたしょく心をっけて=^=^ 


をみ しる へ き 也 これかた へ には斷 したる かこと く なれと おも ひ よらぬ 方に 斷せ すして ある 所必ぁ 

れは也 もと 名利 一 一 欲 は 心身の 固有 その 濫觴 をた つ ぬれ は 天地の 一 一 性な りし かるに これ を斷 せむ と 

する は 天地 心身の 生を斷 せむ とする わさ なれ はしか かたはらに 斷せ さる 所 ある はこと わりなる 事 

ならす やされ はこれ を斷 せむ とする はもと より 私の しひ わさなる か 故に 神道 こ ， において まがり 

禍 身に いたる 事 まのあたり みる 所なる をゃ此 故に 斷す へ からすと さとりて 斷せ すして 所 置す る こ 

れ 自然にした かふ わさなら すやこ 、 を もて 此 件に ときたま へ る はさる しひ わさせす して あ.^ のま 

y なる 所より ときし めし 給 へ る もの 也と しる へ しわ か 御敎す へ て ありの. ま  > なる 所 を もて 敎 へ さ 

せ 給 ひし ものなる 事 これにても 思 ふ へ き 也され とこの 水 蛭 子 淡 嶋に困 じて 名利 は斷す へ きものと 

おも ひさた むる もまた これ 神道なる か 故に 此次件 改言を ときたま へ りく はしく は 次 件 をみ てこ ゝ 

を も あきらむ へしお ほかた 此 件の 心 は 世人 神道に 隨ふ事 を しら さる かきり はお のれ こそ 是 なりと 

思 へそのお のれ 是 也と 思 ふか 卽先 言な りされ は 日夜 生す る 所の 思慮 こと/^ く 水 蛭 子淡嶋 ならさ 

る はなしと 世人のう へ を槪 して うちあ はめた ま へ るな りし かれと も 此神典 もと 人の 敎 なれ はまこ 

と は 辟 見なる 人々 を あはれ みて 隨 神道 をす 、 め 給 ふ 意 也け につね に 水 蛭 子淡嶋 をのみ うみて 人. を 

いきと ほり うらみい かりなと する 事 その 本源 をた つ ぬれ は 此先言 之 件な れは此 御う つくしみ を ふ 
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かく  H> ^ふ へ しみつから わき まへ すして つ ねに水$-子淡嶋をのみぅむ時ははてくは」ぉを生し.：^5^を 

うしな ふに もいた る へき そかし 

0 第三 改 言 之 件 

於 是ニ柱 神議云 乃至 請 天神 之 命 

〇 於是 はま へに いへ るか こ とく 前件 を處 として いふ 也い は、 前件 に こ の 件の ® なりたる 心に みる 

へ し 〇 二 柱 神議云 云々 とは女人先言する時はその御子水蛭子淡嶋にて行末ゃすくゎか，f!f^ゲL5M へ さ 

ことに あらさる か 故にい か  >  せ はわ か 身の 行末 たのもしき 子 をう む へ きそと^！し給ふ^子はす へ 

て 家國を ゆつ り繼 かしめ て 親 は その子に か、 りて 安心す へ き 物なる か 故に 水 蛭 子 淡： ¥ の ことき f 

にて は その 安心 もな りかた けれ は 也 行末 安心なる へ き 子 をう むと は卽， M 斑 固成の 事なる 也し ^0=1 

白 天神 之 御所 云々 と はおの ころ 嶋の はしめ にみ えたる か 如く もと 此 W 现固 成の 任 天神の 命し 給 ふ 

事 なれ は 今 また 天神の 御 もとに まゐ りの ほり 給 ひて 命 を こ ひて 先 言の 弊 を 改めん との 心 也 こ  >  に 

おいて ふた、 ひ 上天 ましく ける は 先 言 之 件 は 仕 招した まひし か 故に 端 を あらため 給 ふ を 一. ム也こ 

> の詞 よく-'  、m> ^ふ へ し 一旦 天神の 命 を け 給 へ れは今 また 御 もとに まゐ りて 命 を で：〕 たま はす 


とも 一 一 神の 議し たま S て 事 を 决し給 ひても ありぬ へ きをかく猶命を請ひたまふは大かた人は¥^賤 

にか きらす， ほ理 固成 を 天神の 命した まひて うまる もの なれ は その 任 を は つねに わする ましき 事 

を 厚く 學 者に 思 はせん かため 也 この 任た る 事 を わする 時 はや かて 人力と なりて 隨 神道の 大事に 

そむく か 故 也よ に宰 たる 人の その 君より 宰 たら しめられし をた のみて 何事 を も 私意 を 以て ふるま 

ひこれ を是 也と 心え たる はいと ひか 事なる 事 これにて 知る へ し！ J;^ 臣の あは ひとに かくに うる はし 

からぬ か 多き はこの けちめ そかし 

< 小 天神 之命以 乃至 亦 還降改 言 

〇 尔とは 先 言 之 件 もと 一 一 神の 爲 損した まひし なれ は それ を 咎めな ともし 給 ふ へ きを さもと かめ 給 

はて 改言を 命し 給 ひしょし を さとす 也 先 言 之 件 一 一 神の 爲 損し 給 ふか ことく なれと 前にい ひし か 如 

く 先 言 ももと 人のう まれ 出た る はしめ の ありて い ふ 情に てこれ 又 神道 なれ は 也小兒 のおの か 思 へ 

る 事 はす かしても たしなめても やめさる を m 心 ふ へ しされ はこ 、 にて 天神の 一 一 神 をと かめ 給 はぬ は 

表 は 二 神の 御心廣 きか 故なる やうに 書な された る は詞の 表に て赏は 先 言 も 神道なる かゆ ゑに 此改 

言 を はまた 命し 給 ひしょし を さとされ たる 也と 知る へ し 〇 天神 之 命以と はおの ころ 嶋の 件に い へ 

るか 如く 天神 もと 御 かたちお はし まさね は 御言 ある へ からね と 神道の さまさと す へ き やうな けれ 
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は 人と 人との 間にた とへ てし らしめ 給 ひし 也 〇 布 斗 麻迩尔 云々 布 斗 は 下に へ 布 刀 H- 命 あり 、、布 パ 

御 注 へ 布 刀 詔戶言 へお 柱 布 斗斯理 なと みえ 又 萬 葉 奥に へ ふとき 心と よめるな とこれ に 同し ふとき 

は！：^ の 反に て 今の 俗事の 條理 なき 事 を 知な から 行 ひなと する 者 を ふとし とい ふに 似た る 享也さ 

れと 里言 は あしき 方に のみい ひこれ は それに はたかへ とも そのより 所 なきやう なる 事 を广？ ^かに 

おも ひて ふるま ふ 心 は ひとしき 也 心細き 人 は 何事に も あれ 事 を 行 ふに たしかな るより 所な けれ は 

えお こな はさる を 心 ふとき はたと ひその しるし 眼前に みえされ とも 危 しとせ すして 行 ふ もの 也 さ 

れょ 大，； > た：^ 道よ R にみ えされ は 心細き 人 はこれ を 信す る 事 能 はさる へ けれと： ず 道の やむ ことな 

き 事め にこ そみ えね その 直び まがる に 禍福 たかは さる 事 疑な けれ は 未然 を 今より しる 事の 仁し 力 

なる を ^ とはい ふ 也 こ 、 に 布 斗麻迩 とい ふ は 劇お は^,^. ^^^へま^ ま、 になと いふ-^ みな 

その物事にしたかふをぃふ義也この靡|^^卽これにてド—相而とぁるを".心ふにこれは卜筑のぃぃ名なる 

へし 占 はすへ て その さとしの i  、にした かはんた めに うらな ふ もの なれ は 也 外に 例 もみね とこ 、 

はふ 占の 名なる 事 しるしされ は 布 斗 麻迩と はつねの 占 は 鹿の 肩 を やきから 岡に ては^ 卜 また^ を 

とりなと さまく その 象 をた て、 まのあたり そのし るし を 見ての ちその いいに した かふなら りなる 

こ 比 天神の あそ はせ る 御 占 はさる 象 を もた て 給 はすして うらへ 給 ふか 故に その". M の 具 もな きを も 


て 布 斗麻迩 とはい ふ 也され は 詞 はかく 占のう へ に假 りた ま へ れと もま こと は；^ 道の 次序の やむ こ 

と. なき 眞理を もて 改言を 命し 給 ふとい ふ 心なり 此 故に 布 斗麻迩 とい ふ 名 を 設られ たる 也 妙 文お も 

ふへ し へ 卜 ほ而は うら あはせ てと い ふ をつ ， めた る 也 うら は裹の 心に てみ えさ る 所 を 今に はかり 

さたむ る を 云 也 これ 卽 神道の やむ ことなき を さとし 給 へ る 也 几 情に て はさ は ある i しさ 理也 とお 

も ふ 事 も 神道 なれ はやむ ことなく 隨ふ へ き 事 これに m>0 ふ へ し猶此 下にい ふ を あはせ て 心う へ き 也 

〇 因 女 先 言 云々 女人 先 言 天神の 御 心に もし かる へ からさる 事に お ほす よし 也 〇 亦 還降改 言と はま 

た 天降りまして 先 言 を 改めて 男 神より さきに 唱 へ たま へ と をし へ まし 、 を 云 也 還 降 はまた あらた 

にこ、 に 端 をお こす 也改 言の 事け に 女人 先 言に て は 不良の 故に 子 之 列に も いれ かたき 一 一子 をう み 

たま へ は 改めて 男 神より さきにい ひ 給 はむ 事 は 必然の 理 なりし かるに この 改言此 件の 末より 河 海 

出 野の 件に うつ り 神 避 之 件に 落ゐ たる は 所； &-此 件の 終 を ときたま へ る なれ はこれ 改 言の 弊な り そ 

れを 以て こ 、 を m 心 へ， は改言 もとし かる へ からぬ 事な.！ は 天神 改言を 命し 給 ふまし き 事 なれ はこ 、 

の.： 义意 心え かたき 事 也され は m 、^ふに ま へ にい ふか ことく 先言改 言と 次序し それより 种生河 海山 野 

神 避と 次第す る 事 これ 卽 神道の やむ ことな さに て 神 避 を 超て やかて 尾羽 張な と をし へ 給 はむ 事な 

りかた き 故 あるか 故なる 事 明らかな りかれ つらく 考 ふるに けにし かりたと は 世に 先 言の 人 あ 

4^-  4：!； 己鳖. a- ヒ、  3-  • 九 
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り 利に § 改言の 人 あり M この 先 言の 人 を はや かて M 羽 張に も 群く へからす 改 言の 人 もまた し 

かりたと ひ 導き 得たり ともた、 理を さとれる にて おのか 身の まのあたり その 事に あたり まの あた 

りみ つから 懲りた るに あらされ はまこと に 尾羽 張 之 件に いたれる 人に は あらさる 也され は 讥に或 

よ 名：！^ は^に 音して かたよれる 人 を はいかて なほ さむと さま/^ 心 をつ くし 言 をつ くして L さめ 

なと も すれと たまく は發 明す る 人 も あれと それ も猶 理解に て 仁の もしと はい ひかた しお ほく は 

發叨 にいたら さるもの 也 これ をは猶 いかて と 人 皆 心 をいた め はてく ははら 仁ち 絕 交しな とする 

人 も 亦 多し これ 皆隨 神道の や ことなき を 弁へ さる か 故也此 故に 天神 こ 、 に 改言を をし へた まひし 

.^.u: 义 の.！^ 斗. P 迩尔卜 相而と ある も はら 此 意なる 事 を さとされ たる 也此 事く はしく は述つ く L 力 

にしお： 1： 道に 厚 からん 人 は 身 をつ み 心 をく はしく して 此 天神の 命 を さとる へ し學者 § ^志 あら はリに 

によりて 此布 斗麻还 を 口授す へし 

故 尔反降 更往迥 乃至 愛 袁 登古袁 

〇 次と は 天神の 命し 給 ふ 故 を うけてい ふ 也 この 故と いふ 事此 天神の 御言 の^をい ふ にあら す J に 

あけ つら へ る改 言す へき 妙理を うけてい ふ 也 〇 尔とは 二 神 この 天神の 命の ほ 趣 をく はしく もと ひ 

給 はすして 反 * まし 、 を 云 これ その 神道の やむ こと をえ さる よしを 御 心に さとり まし 、4 を さと 


したる 也 〇 反 降 はかの 人身に かへ りくたり まし/を 云 〇 更往 il 云々 これ はさきの 先 言 之 件の こと 

くさらに し 給 ふ を 云 これ 端 を あらためさせ 給 ふ 所以 也 〇 於是ま へ にい ひし か 如く 上文に かさなる 

心に みる へ し 男 神 女神 こ ， に 先 言 を あらためて 男 神より まつ 御言 擧し給 ふ は 先 言の 反に て 心の 方 

を 先と し 給 ふ 也し かして 身の 方 を 後に し 給 ふ 事 は 名利の 二 欲 を は 名 を 先と する を 云 也 名の 方 を さ 

きと すれ はよ ろつ わか 得手勝手なくて いとめて たかる へ き 事也此 故に 此 下の 御 國生は ある 也し か 

れ とも 前に 論ら へ るか 如く もとこの 改言 神道の 次序 やむ ことなき 事に は あれと も大 かたは わか 御 

敎の 本意に は あらさる 事 也い つれに も片 よる は 天地 を わかつ 眞理に 叶 はね は 也され と 先 言と 改言 

と は 先 言 は 利 を 先と し 改言は 名 を 先と する か 故に そのけ ちめいた くこと なる か 故に 此御國 生 も あ 

りけ る 事な から 先 言 はか へりて 自然 也改言 は勉彊 せて は 能 はさる 事 也 この 自然と 勉彊 とのけ ちめ 

神の 御 心 はみ な. nil 然 をよ しとし 給 ひ 九 見に て は勉强 をよ しとす しかれと も 自然の 方 は 先 言に て 水 

Jg- 子^ 嶋 うまれ 勉强の 方は大 八島國 うまる 、事い かにお もへ とも 條理 心え かたき 所 あり 此 故に 几 

に は 勉强を 主として それに まさる わさな しと m>0 へ る もこと わりなる 事な りこ ， にし も わ カ敎旨 

も ある 事に て 几庸の はかりし る ましき 妙理は あるか 故 也 この 事猶次 下の 件々 にく はしく いふ をみ 

る へ し此 御言 擧の詞 の 意 は 前件に 同し 
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如 此 言 竟而御 合 生 子 淡 道 之 德之狹 別， 飴 S 亦 名 謂 天 御 虚 ^  0 秋， ま 根 別 

〇 如此言 竟而と はこの た ひこ そ爲 損し は あらしと おほし けん 心お のっから 此.， にこ も. 《 り 合 

. と は 上の みとの まぐ は ひし 給 ふ 事 也 この 御 合の 事 下の 千 引 石 之 件に むか へ て みれ はもと 御 八" は 御 

をし へ に 叶 はさる 事なる 事 思 ふ へ し 心身 はとに かくに 4: 降 一 一 * のこと く かなたに く たれ はこな た 

このまり，；^ なた にの ほれ は こなたに 降る かこと くく ひち かひた る 力、..？ 身の 本た る 人 地-お クプ- ズ。 」 

し ts! 物 生々 すへ きわ さなる 事 次 下の 件々 をみ て 知る へし 〇 淡 道 之 云々 子と は 前にい ふか ことく 

わか 家^ を ゆつ りて 行末 安心す へ きもの を 云 ふ 事い つ こも 同し この 淡 道 は 神代 卷に は爲胞 とい へ 

り 包と は 母胎のう ちに 十月 やしな ひたる 血な りかくた と へ られし はお ほかた 名の 方 を 先と せむ 事 

は 前にい へ るか ことく 勉强 せて は iJ: かたき 事な りされ は 胸中に てよ くく 利の 先と すましき お を 

< 得せむ に そのき 得 速なら さる 事 子の 母胎のう ちに 十月 あるか ことし 此 故に 胞衣 を もて そ 0; ほ-を 

さとした る 物 にゃある へ き 猶ゅゑ あり や 可 考此嶋 を はしめ 八，：：^ ことくく 御名 ありて その 名義 は 

せ 事 記傳 にく はしされ とそれ は 名義の 表の み をと かれ たれ はみ たま は 各 ある へ けれと 槪 する にこ 

、は r>.L? の 数 こ あはせ て 御名 をた  >  へられし なれ はこと 處に はたか ひて 名義に はさせる 川 も ある 

ましき 事 八と いふ 數 にしる し 下の 山津 見の 御名な とお も ひ あはす へしこの 八.：： S も 上に い へ る 力 こ 


とく 頭 胸 腹 陰 左右の 手足に 配した る 物な. る 事し るし かれ 淡 道 は 頭に 配し 伊豫 之 二 名嶋は 胸に 配し 

隱咬之 三 子 島 は 腹に 配し 筑紫嶋 は 陰に 配し^ 伎嶋は 左手に 配し 津， はは 右手に 配し 佐度嶋 は.^ 足に 

配し 大， ま 秋津島 は 右足に 配せ る ものな りと 知る へ しされ は 此大八 a わか 大御國 の國々 の 名 を か 

られ たれと もま こと は國の 事なら すして 人の 一 身に 配した る 也され ともかく わか 大御國 をす へ て 

■ 身に したる は 一 身の 所 置 はや かて 一 天下の 所 置に て 別物に あらさる 事 をし めさむ かためなる 

也 ー國ー 家 はこのう ちに こもる へしされ はわ か御敎 天下 を を さめむ やうと て 別に は あらす た、 己 

の ひ 身の 所 置に した かひて こと 更に をさむな とい はても おのつ から を さまる へ き 神道の 妙 を をし 

(筑)  、 

へ おひし 物なる 事 m>5 ふへ し此 八. 11 か 中に 伊与 之 一 一名 嶋と： 紫 嶋とは 身 一 而有面 四と いふ は 今の 四 

隨 によつ ある 事 その 世に 同し竺 紫 は 今 九州と なれる は 後に わかれた るに て その 世 はよ つなり けれ 

はなり 身 一 面 四と い へ る もこ ， に義 あるに は ある へ からす 一 .：：1^ 四 州なる を は 皆 御子と して か、 れ 

たる 物なる かゆ ゑに 身 面な とか y れ たるな りこれ らは學 者の. みむに あやしみ をお こす へ き やうに 

か、 れ仁 るかき さまに てこれ が 疑より 此八岛 は實 はわ か御國 のう へ に は あらす とお も ひいたら せ 

むかため 也と しる へし これらの 神 名のう ち豊 秋津嶋 とい ふ 名 はわ か御敎 食の 事を贵 はる 、事 皿 そ W 于 

氣 資神& 勢の 外. t£ にます を はしめ \ 部 中 所々 にみ えたる は 食 は 人身 を 養 ふ ものに てこれ なくて 
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は 人 保つ まし けれ は 也 これ 又 あら はに いふ へ からぬ 妙理 あるか 故に 篤志の 人 を まちて：：： 授す へ 

し此 故に へ 千秋 長 五 百 秋 之 水； i 國 ともなつ. けられた るか 如く この 豊 秋津國 もこの 心なる へしし か 

れ とも 神武 紀に へ雖內 木綿 之眞； 國譬猶 蜻蛤之 醫咕と ありて この 故 を もて 秋 渾 嶋 となつ け. T れけ 

るよ しみ ゆるに よれ は その 義大 にこと なり もとこの 神武 紀の語 上下の 文 かつ もしの 義 なと を もく 

はしく 見す して かの 常嗛間 岳に の ほりまして 國狀 をみ そな はして かくの たま はせ しょし あるか 故 

に國の 形靖蛉 のかた ちの ことき か 故に 國名 とした まひし なりと 古來 いひ 來 りの ちくの 學者 もみ 

な それにした かひて 異義に 及 はさる は 心え かたき 事 也 もと 國狀を 見た まひし は此 * を はしめ にて 

所々 に 見えた る 事に て 萬 葉集卷 一. に舒明 帝の 國 見した まひし 事な ともみえ てこれ た 、^の 形 を 兑 

に 高處に 登り 給 ふに は あらす もし それに 從は  > なにの 興 ありて 國の形 をみ 給 ふに かお ほ つ かなき 

事 也 ことに 國形 とも か  >  す國狀 とかけ るに もさなら ぬ 事 は 明らかなる を やし かの みならす もし ig 

蚣の 形に 似た るか 故と なら は へ雖內 木綿 之眞 國と はなに のよ しそ や 內は假 字に て虛 木綿 也 木綿 

の货の 中より 綿 を 出す に その 綿の 出た る あと をは虛 木綿と いふ 也眞は 例の そ へたる にて^ は， 

と 同し くせ はき 心 也され は虚 木綿 は そのせ はきた と へに おかせ 給へ る 也 SI 木綿の ことくい とせ は 

き. 國な りと い へ ともとい ふ ひ 也せ はき 國 なれと も蜻： g の 形に M 仁り となら は廣 き^ならて は iste 


に は 似 ましき 理 なくて はしかい ふ へ からすよ にい かて かさる 理 あらんし かの みならす た 、如 蜻： S 

とはい はて 猶と はいかて か  >  れ けん ぞ， ハ T^l し， とよむ 字な りと はい へ とも は 何の 如しと いふ 所な 

ら てはい かて か 数と はかく へ き猶 また 翳咕と は咕は 字彙に へ. S 他 協 切 昔 帖小貌 唐 書王叔 父 

々小人 又 嘗也又 咕囁多 言 也 前漢灌 夫傳廼 效： 一女 曹 兒， 咕％ 耳 語 一 とみえた りこ の WW 

I  ナ ：<— 

を は 古訓と なめす とよめ る はこの 嘗 也と あるに よられたり とみ ゆれと 蜻蛉 は 頭 あり 口 あり 嘗 ると 

なら は 口にて なむ へ し にて なむらん いか、 也 日本 紀の訓 の 事藤貞 幹と いひし 人の 好古 小錄 とい 

ふ ものに 訓 はいと 後なる 事 をい へ る を わか 隨筆 にもい へる をみ るへ しされ はこの へ. S 々小人 へ 

囁 耳語な とい へ る義 にて 蜻蛉 その の 方に て 鳴る その 音 をい ふなる へ しされ は 大和^ はいと せ は 

き國 な.. とい へ とも ま へ に はよ くした かひ まつろ へ るか 如く なれとう しろに てつ ぶやく 國俗 なれ 

はお それ 、いうへ き國 なりとの 心なる へし 中 比に いたりて へしり うこと へ あとう かたりな とい ふな 

る はい は ゆる 里言に いふ^ 口 にて 入" ば に はう る はしき やうに して 陰に て 人の まつろ はさる をい ふ 

なりかくた とへ 給 ひし は 天下 を 保た せた ま はむ 心え た 、前のう る はしき をた のむ へ からす 此^ 俗 

うしろに て はわ か 非 をい ひなと して まつろ はさる さま なれ は小國 たりと い へ とも あな とりまつ ろ 

へ. 0 とて 心 を 安くす ましき 事 そとの たまへ る 也と おほし へ狀 の， へ雖內 木綿 之眞 S:! 國の句 へ猶の 
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P へ 1 錄. a の 字な とくはし くも 見られ さりけ る 故に かの 帝の 御 心 を こめさせ 給 ひて 皇孫た ちの 御、.^ 

えに もと 仰お かれたり し 御言 もむな しくな りかつ これ を は 御代く わすれ 給 はしか ためとて そ^ 

^：-にもっけさせ給ひけむをぃとくちをしき事なりされは此義をもて表はた 、秋の事かほにかくは 

か  >  れ たるに も 有へ し 他の 國々 の 神 名な ほお ひて く はしく いふ へ けれと 此 御名に はこと に ぁォ 

はまつ この ひとつ を述 ふる 也 

故 因 此大八 ft 先 所 生謂大 八お 園 

つ ゾヅ この 故の.^.^ なと よく m 、^ふ へ し 上文た、 闽ぅ みませる よしをの みい ひて なにの 故 もな きに 故と 

はいかて かいひ けんうた かふ へ き事也されは上文^^こそた 、阔ぅみたまへ る 事の み を こそ か  >  れ 

たれ. K は その 內に こもれる 靈ぁ りて その 靈を うけて 故と はか ， れ たる 事 明らかな りこれ はま へ に 

ノ へ りし かこと く 此\,:1^ はもと 一 身の 八處に 配した る 物に て その 八處に 谷-おせる 念 あるか その 念 

C に、、， In  、  、ノ こ，、 こ，.. ん まると ははし たれと 

の 置 1 ^さた まりた るか ことく なれ は そこ をう けて 故と はし ふ. = ^と、 んぅ ん し これ 山 k 件に て 3 ^也 ま， 一と 

き B に 大 As とい ふ 大は大 几の 義に てお ほかた に 引す ベ たる かよし 也 これ 一 身の 八處 は^ 

念の 本なる か 故也此 下に 又 六 a をい ふか 故に この 八に は 大の字 をお かれ 仁る 也く はしく はドの 六 

おの 下にみ る へし ft はま へに いふか ことく 狹の義 なり 改 言して 八 處の念 を ことくく せ はくな せ 


る を 云せ はくす と は 諸 念-どつ 、しみて おも ふに まかせさる を 云 これ 卽改 言の 所謂に て 先 言の 件な 

ォ 七 

るし か/, \» と は 相反せ りと みる へし 此 へ 先う みませる によりて 云々 とい ふ はまつ 人の 諸 欲の 母た 

る 所 を はせ はめ 給 ひしょし を 云 也 ひと へ に此次 下の 六 S と を わかた むかため にて 卽 次に へ然 後と 

か、 れ たる 銜の字 この の 字に むか へ る を m> わ ふ へしこの 八，： はおの ころ 嶋の 件に い へ るか ことく 

八 尊の 反な りされ と 八 尋の事 そこにい へ るか ことく 篤志の 人に のみ 傳ふ へ けれ はこ 、 にも その 尺 

を はふき つかく 八 處の念 をせ はめつ 、 しむ 事 これにし かさる 事なる はいふ も 1^ 也 わか 御敎 とても 

これ をつ 、しまで よしと に は あらね とかく 勉强 して つ 、しむ 時 は此次 下の 件々 のこと く必弊 あり 

され はわ か御敎 はこれ を勉强 せす してお のっからつ 、しまる へき こと を をし へ 給 ふ 也と しる へ し 

然後還 坐 之 時 乃至 亦 名 謂 天兩尾 謹^ 聽 g 鴻陋 X 

〇 然 後と はま へ の へ先所生の應そこにぃ ふかことし〇還坐之時とぃ ふはもとの淡道の*の所にか 

へり給ひしをぃ  ふ也^^！^とはす  へ てこれ まてと 見解の か はれる 時 をし めす さとしなる 事 七 神 三 段 

の はしめ にい ふか 如しされ は大 八. ni? をう みはて 給 ひて このうへ の つ 、しみ は あらしと おほして か 

へ り まし 、がさら にお ほす やう その 大九 たる 八 處の念 はせ はめ たれと も 猶小念 はの こりて ある へ 

しそれ まても せ はめされ はまこと につ 、しみ を盡 せりと はいふ へからす とお ほして ふた 、ひ此 六 
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古 事 il 一 1= 燈 ^ お  - , 

a をう み 給 ふ 也け に 欲 をつ 、しむと なら は 大欲 は 小欲のお やと はい へと も 小欲 まても かくせ はめ 

すして はまこと にせ はめたり とはい ふへ からす これ 制欲の いたりと いふへ し 六と いふ 数 はた、 八 

,：：^ のいた はらなる 小，！：：^ ともの かきり を 出させ 給へ る はかりなる へ し 六の 数に は よらす してた、 バ 

.^なりとみてぁりぬ へ き 也 〇自告 備： I^-ft 云々 の細窗 かくの ことき 番法 下に も 多し か、 る 所 は、 ゼそ 

こに て 投^ ある をし めされた る 也 大字に く 仁り を ひきく して か  >  れ たると 力く  して.^.^ 数な 

とか そ へられ 仁る いつれ も 同し 大小 字に はおの つから 大投小 段の けちめ あるへ しこ、 は此次 件と 

この 以ヒと はすち ことなる をし めし 給へ る 也 その 故 は 前にい へ るか ことく 八，： ：2 たに ある を- パ.： ：！ を 

さ へう みませる 事つ 、しみの いたり をき はめた まへ る を さとし 給へ る 也と しる へし 

〇 此 件の 大意 は 先 言 不良より 改 言し つとめて 八 欲 をせ はめ 猶ぃ 仁り をき はめて 六 ft を つ みたま ひ 

しこと をの へ て かの 先 言の 不良の 反 をつ くした る 也 これ 几 見に て はこれ より 上の 事 は ある へ から 

すわ，；^ 御 をし へ とても こ 、をい 仁り と はする 事い ふ もさら なれと 勉めてつ ， しむと 勉 めすして つ 

、しまる、 とのけ ちめ あるか 故に こ 、 に 此件を か、 れ 仁る は 九 見の いたり をし めされ 仁る 也 火な 

る 哉 わか 御 をし へ はしめ よりた、 第三 件に して 几 見の いたり をつ くされた りこの 次 ドの数 卜仴こ 

と/^  く  cf- 見の いまた 及 はさる 所 をと きしめした ま へ る 也 わか 御敎の 大要 こ ， を もても しる へ し 


大 かたよに よしと する わさ 勉强 してな して は眞 にあら すわれ もお ほえぬ はかりお のつ からな さる 

> こそ 眞物 なれと てよ つ 自然にな さる 、 を货 ひた ま へ りけ に 勉めてな したる は 所詮 はか さりた 

る わさに てし かも その 精神 久しくた ふ へ からね は 自然な らんに しく は ある へ からす かし 此故 にわ 

か 神 典た 、 か たかとも 仁義 孝悌 忠信の たく ひ を をし へ 給はぬ はさ るたくひ比^！：仁とも義ともみ つ か 

らしら すして 仁義たら しめむ かためな り 
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